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はじめに

• 目的, xi ページ

目的
PrimeCollaborationサーバの初期セットアップを実行した後、このガイドを参照して、すべてのユ
ニファイドコールアプリケーションとメッセージングアプリケーションに対して、次のプロビ

ジョニングタスクを実行してください。

•テンプレートを作成し、コールアプリケーションとメッセージングアプリケーションを導
入します。これらのテンプレートは、今後の導入で新しいサイトやロケーションに対して再

利用できます。

•ユーザサービス（許可、アセットの割り当て、出荷、および受領）をアクティブにします。

•ユーザのビジネスレベルのサービスを定義します。

•ユーザのアセットを追跡して報告します。

このマニュアルは、Cisco Prime Collaboration向けの複数のガイドの 1つです。ユーザ管理、デバ
イス管理、音声のプロビジョニング、ネットワークモニタリング、障害管理など、その他のPrime
Collaborationのタスクを実行するには、『Cisco Prime Collaboration Documentation Overview』で利
用可能な全マニュアルのリストを参照してください。

マニュアルで使用されている共通の用語の一部を以下に示します。

•デバイス：Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unified Communications Manager
Express、Cisco Instant Messaging and Presence（IM&P）、Cisco Unity Connectionなど、すべて
のアプリケーション。また、ISRゲートウェイデバイスや Cisco IOSルータなどのインフラ
ストラクチャコンポーネントも含まれます。

•プロセッサ：デバイスの各インスタンスのプロキシ。

◦コールプロセッサは、Cisco Unified Communications Managerと Cisco Unified
Communications Manager Expressの各インスタンスのプロキシです。

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J xi

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12363/products_documentation_roadmaps_list.html


◦ユニファイドメッセージプロセッサは、Cisco Unity、Cisco Unity Express、および Cisco
Unity Connectionの各インスタンスのプロキシです。

◦ユニファイドプレゼンスプロセッサは、IM and Presenceの各インスタンスのプロキシ
です。

•エンドポイント：ユーザが操作するすべてのアクティブな音声デバイス、ビデオデバイス、
およびコラボレーションデバイス（ソフトウェアおよびハードウェア）。たとえば、電話

（99xx、79xxなど）、タブレット、Telepresenceデバイス、Cisco Jabberクライアント、個人
の Telepresenceユニット（EXシリーズ）、Cisco Jabberを実行するモバイルデバイスなどが
該当します。

•ユーザ：アクティブな IPテレフォニーサービスが有効になっている個人。さらに、Prime
Collaboration Provisioningのユーザとは、Prime Collaboration Provisioningにアクセスしてさま
ざまなアクティビティを実行できるエンティティでもあります。

•サービス：ユーザが期待する一連の機能の実行に必要な設定および統合。たとえば、エンド
ポイントサービスのプロビジョニングによって、ユーザによる発信、呼び出し、応答、ス

ピードダイヤルの使用、ボイスメールの転送、転送、会議などが可能になります。

新機能および変更された機能に関する情報

次の表は、本書の初期リリース以降に追加または変更された情報を示しています。

LocationリビジョンDate

—最初のバージョン2013年 12月 03日

分散データベース用の

Provisioningのバックアップ, （
326ページ）
分散データベース用の

Provisioningの復元, （327ペー
ジ）

「バックアップと復元」に関する

項に詳細を追加

2014年 5月 13日

Prime Collaboration Provisioning
のSSLの有効化, （32ページ）

「SSLの有効化」に関する項に詳
細を追加

Prime Collaboration Provisioning
のSSLの有効化, （32ページ）

「SSLの有効化」に関する項を更
新

2014年 7月 11日

新機能および変更情報

次の表は、本書の初期リリース以降に追加または変更された情報を示しています。
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参照先リビジョン日付

—最初のバージョン14/12/19

対象読者

このマニュアルは、ビデオ（TelePresence）、テレフォニー（VoIP）など、インフラストラクチャ
ベースのリアルタイムコラボレーションサービスで、エンドポイント、管理サーバ、およびサー

ビス固有のネットワークデバイスを含む、設定、プロビジョニング、インベントリ、およびメン

テナンスを担当する音声エンジニアおよびビデオエンジニアを対象としています。

Prime Collaborationは仮想サーバに展開されます。ユーザは、仮想サーバの設定と CLIを使用し
た UNIXコマンドに精通している必要があります。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート

マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』を参照してください。このドキュ
メントは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.htmlから入手できます。

『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用して、コ
ンテンツをデスクトップに配信することもできます。 RSSフィードは無料のサービスです。
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第 1 章

Prime Collaboration Provisioning の概要

Cisco Prime Collaboration Provisioningは、企業の次世代通信サービスを管理するスケーラブルな
Webベースソリューションを提供します。PrimeCollaboration Provisioningは、IPテレフォニー、
ビデオ、ボイスメール、ユニファイドメッセージングが統合された環境で IP通信のエンドポイ
ントとサービスを管理します。この統合環境には、Cisco Unified Communications Manager、Cisco
Unified Communications Manager Express、Cisco Unity、Cisco Unity Express、Cisco Unity Connection
などのシステム、およびアナログゲートウェイが含まれます。

（注） •このマニュアルでは、別途記載のない限り、Cisco Unified CommunicationsManagerに関す
る記述は Cisco Unified CallManagerも対象とするものとします。

•ビデオプロビジョニングは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerに登録されているエン
ドポイントに対してサポートされます。 Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、VCS
に登録されているビデオエンドポイントはサポートされません。

Cisco Prime Collaboration Provisioningは次の機能を備えています。

•初期導入と実装向けにプロビジョニングを実行し、その後も展開された状態で、操作のプ
ロビジョニングおよびアクティベーションサービスを継続的に個々のユーザに提供します。

•組織全体のユーザを把握できる 1つに統合されたビュー。ビジネスレベルで管理を抽象化
し、自動化を通じてそれをポリシー主導で運用します。これにより、Cisco Unified
Communicationsアプリケーション全体にわたってユーザサービスを管理します。

•テンプレート機能。この機能を使用すると、新しいサイトやロケーションの導入で再利用
可能な標準設定を定義できます。バッチプロビジョニングでは、膨大なユーザを同時に

ロールアウトできます。

•管理者は、さまざまなレベルでポリシーを設定して、委任した管理を誰が実行できるか、
その委任を誰に適用するか、ビジネスレベルのサービスをどのようにCiscoコラボレーショ
ンシステムに適用するか、どの種類のエンドユーザがどの標準サービスをオーダーできる

のかなどを決定できます。
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このようなポリシーおよび標準的な設定アプローチを通じて、ユーザサービスのプロビジョ

ニングおよびアクティブ化が大幅に単純化されます。その一方、基礎の Cisco Unified
Communicationsアプリケーションを活用するサービスを管理および提供する、総合的な機
能は維持されます。

Prime Collaboration Provisioningでは、ユーザ（個々のエンドポイント、回線、またはボイスメー
ルのオーナー）向けに、エンドポイント、回線、ボイスメールなどの標準サービスをオーダーで

きます。また、タブレット、デスクトップ、Android、BlackBerry、iPhone向けの Cisco Jabber
サービスもオーダーできます。 Prime Collaboration Provisioningは、基盤となる Cisco Unified
Communicationsアプリケーションに対するすべての変更を、サービスリクエスト（オーダー）
として処理します。

PrimeCollaboration Provisioningはオーダーを作成して、ユーザレベルの変更（エンドポイトや回
線などに対する変更）や、IP通信レベルのインフラストラクチャの変更（新しいコーリングサー
チスペースやルートパターンのプロビジョニングなど）を実行します。システムで発生したす

べての変更が追跡され、オーダー全体を確認したり、ユーザ名や ID別に確認することができま
す。オーダーのレコードを調べると、そのオーダーを開始したユーザ、さまざまな処理手順の

時間、オーダーの内容などがわかります。

Prime Collaboration Provisioningではオーダー管理機能を委任できるので、サービスを配信してい
る音声アプリケーションの基礎知識がなくても、サービスの追加、変更、削除のリクエストを実

行できます。 Prime Collaboration Provisioningは、CiscoUnifiedCommunicationsサービスを配信し
ているテクノロジーに関係なく、同じサービス管理環境を提供します。

• Prime Collaboration Provisioning 10.0の新機能, 2 ページ

• Prime Collaboration Provisioning 10.6の新機能 , 6 ページ

• Prime Collaboration Provisioning Standardおよび Advanced, 7 ページ

• Prime Collaboration Provisioningの統合またはスタンドアロンユーザインターフェイス, 11
ページ

• Prime Collaboration Provisioningの使用シナリオ, 16 ページ

• Prime Collaboration Provisioningの IPv6のサポート, 20 ページ

Prime Collaboration Provisioning 10.0 の新機能
Cisco Prime Collaboration Provisioning 10.0は、次の新機能をサポートします。

Prime Collaboration Provisioning Standard および Advanced

Prime Collaboration Provisioningの機能は、Standardと Advancedという 2つのタイプで使用できま
す。

用語の変更

このリリースでは、次の用語が変更されました。
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新しい用語以前の用語

ユーザ加入者

エンドポイント電話

サービス製品

プロビジョニングオーダー（動詞）

デバイスプロセッサ

プロビジョニングからの相互起動

• Prime Collaboration 10.0では、Prime Collaboration Provisioningの相互起動機能を使用してCisco
Unified Communications機能にアクセスできます。管理者権限を持つユーザは、Prime
Collaboration Provisioningから相互起動して Cisco Unified Communications製品を使用できま
す。

管理ユーザとして、Prime Collaboration Provisioningから次の目的のため相互起動を使用すること
ができます。

• [インフラストラクチャ設定（Infrastructure Configuration）]からのデバイスの相互起動

• [インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure Setup）]からの Serviceabilityの相互起
動。「デバイスの追加」を参照してください。

• [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]からの CUCMおよびUnity Connectionの相互
起動に関するリンク。「ユーザの追加」を参照してください。

デバイス管理

•デバイスを追加および管理するための簡素化された [インフラストラクチャのセットアップ
（Infrastructure Setup）]ページ。

•ドメイン、サービスエリア、ユーザ権限、サービステンプレートを集中的に追加および管
理できるセットアップ画面。

• Prime LicenseManagerおよびDeploymentManagerは、[インフラストラクチャのセットアップ
（Infrastructure Setup）]ページから追加できます。これらのデバイスを追加すると、Prime
License Managerと Deployment Managerのリンクが [管理（Administration）]メニューに表示
されます。

•統合モードでは、[選択したデバイスのインポート（Import Selected Devices）]オプションを
使用して、Assuranceからデバイスをインポートできます。

• [インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure Setup）]からの Serviceabilityの相互起
動をサポートします。
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すべてのサポートされるデバイスについては、『SupportedDevices for PrimeCollaborationProvisioning
- Standard and Advanced, 10.0』を参照してください。

ビデオエンドポイントのサポートのスケジュール

Cisco Unified Communications Managerと同期する Cisco TMSデバイスをディスカバリデバイスに
追加すると、ビデオエンドポイントのスケジュールを有効にできます。このスケジュールはCisco
TMSでのみ実行され、スケジュールのUIは、Prime Collaboration Provisioningから起動することが
できます。

インフラストラクチャ設定

• [SRST参照先(SRST Reference)]設定テンプレートをサポートします。

• [コールパーク（Call Park）]テンプレートを使用して、異なるパーティション内の同じ範囲
の番号を追加することができます。

• [ハントパイロット（Hunt Pilot）]テンプレートで、+または \+を入力して国際エスケープ文
字を示すことができます。

• [ロケーション（Location）]テンプレートに新しい属性が追加されました。

• [インフラストラクチャ設定（InfrastructureConfiguration）]からデバイスの相互起動。相互起
動は、新しいインフラストラクチャ製品に限り使用できます。古いインフラストラクチャ製

品では引き続きネイティブ起動を使用できます。

ユーザ管理

• [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]からの CUCMの関連リンクの相互起動。

Prime Collaboration Provisioningでは、管理者は選択したユーザに対して、マネージャの設定
とアシスタントの設定の相互起動を許可することができます。管理者は、PrimeCollaboration
Provisioningからユーザ、電話、および回線に関するリンクページを相互起動できます。

• [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]からの CUCMの関連リンクの相互起動をサ
ポートします。

オーダー管理

•ユーザプロビジョニングの拡張されたワークフローを使用して、ユーザの作成、ユーザの編
集、ユーザの検索、およびそれらのユーザに対するサービスのオーダーを簡単に実行できま

す。

• Cisco Unity Connection 10.x以上の新しいボイスメール属性をサポートします。

•エンドポイントを持たないユーザ用の回線サービスのオーダーをサポートします。

•ユーザサービスにはすべての設定済みユーザプロファイルが表示されます。サービスをオー
ダーする際に、ユーザに対する目的のプロファイルを選択することができます。ユーザプ

ロファイル属性は、ユーザサービスのサービステンプレートにも表示されます。
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•エンドポイントのオーダー作成中、選択したプロトコルおよびモデルに基づいて、セキュリ
ティプロファイル属性のデフォルト値が設定されます。

• [オーダーの追加（Add Order）]ウィザード、[変更オーダー（Change Order）]ウィザード、
[テンプレートの設定（TemplateSettings）]ページで、必須ではない属性のドロップダウンリ
ストに [システムデフォルトを使用（Use System Default）]が表示されます。必須の属性で
は、デフォルト値がすでに設定されている場合、指定されたデフォルト値が表示されます。

デフォルト値が設定されていない場合は、ドロップダウンリストから値を選択する前に、ド

ロップダウンリストの最初のオプションが表示されます。ドロップダウンリストが空白で、

その属性のデフォルト値が設定されていない場合は、[選択する（Make a Selection）]が表示
されます。

•ユーザが関連付けられていないエンドポイントをエクスポートして、実際のユーザ名または
疑似ユーザ名でバッチインポートすることができます。

セルフプロビジョニング

• /opt/cupm/sep/ipt.propertiesファイルを更新して、Self-Careポータルの [電話の設定（Phone
Settings）]、[回線の設定（Line Settings）]、および [ユーザ設定（User Settings）]に表示され
る機能の表示と非表示を切り替えることができます。

管理

•ディレクトリソースを LDAPサーバまたはコールプロセッサとして設定できます。ユーザ
データサービス（UDS）を有効にするには、コールプロセッサをディレクトリソースとし
て設定する必要があります。 LDAPサーバをディレクトリソースとして指定すると、
ProvisioningでUDSが無効になります。デフォルトでは、LDAPサーバがディレクトリソー
スとして設定されます。

• Lightweight Directory Servicesをサポートします。

プロビジョニング属性

•回線、エンドポイント、拡張モビリティ、およびユーザサービス用の新しい属性をサポート
します。

•サービステンプレートを使用してプロビジョニング属性が追加されました。サービステン
プレートは、[ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]ページで
作成します。

Provisioning のレポート

• [レポート（Reports）]メニューの [CommunicationsManagerのレポート（CommunicationManager
Reporting）]リンクを使用して、[CommunicationsManagerのレポート（CommunicationManager
Reporting）]ページを表示することができます。

•次のエンドポイント/回線不一致レポートを使用して、エンドポイントに関連付けられていな
い回線を特定できます。
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[回線未割り当てのユーザ（Users without Lines）]◦

◦ [回線割り当て済み/エンドポイント未割り当てのユーザ（Users with Lines but No
Endpoints）]

◦ [未割り当ての回線（Unassigned Lines）]

インフラストラクチャ、ユーザ、ドメインの同期

• Cisco Unified Communications Manager 10.0以上のバージョンでは、変更通知機能は自動的に
有効化されます。 Cisco Unified Communications Managerのインフラストラクチャまたはユー
ザ設定に対する更新は、5分おきに Provisioningと自動的に同期されます。

Prime Collaboration Provisioning 10.6 の新機能
Cisco Prime Collaboration Provisioning 10.6は、次の新機能をサポートしています。

システムメンテナンス

[管理（Administration）] > [システムメンテナンス（SystemMaintenance）]のCiscoPrimeCollaboration
Provisioningインターフェイス経由で、次のタスクを実行できます。このタスクを実行するには、
管理者特権が必要です。

次のような有用性機能の強化：

•ログレベルの表示と設定。

•オンライントラブルシューティングを実行するためのログの参照。これを行うには、[ログ
の参照（Browse Logs）]ペインから任意のログをクリックします。

•アプリケーションからのログの生成とダウンロード。 [Showtechファイル（Showtech Files）]
ペインで、[Showtechの生成（GenerateShowtech）]をクリックして、選択した期間とコンポー
ネントに応じたログを生成します。

•ローカリゼーションをサポートするための新しい言語パックのアップロードまたは既存の言
語の更新。

• SSLまたはサードパーティ証明書のインポート。

•次のようなシステム設定の管理：

◦アナログエンドポイントサポートを有効にする

◦メンテナンスモードポップアップ通知を有効にする

◦パスワードポリシーの設定

◦カスタム属性の設定：この設定の変更は、シスコサポート担当者の指示があった場合に
のみ行ってください。
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ユーザプロビジョニング

次の機能拡張は、ユーザプロビジョニングでサポートされています。

• [コピー（Copy）]をクリックして、[設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングセットアッ
プ（User ProvisioningSetup）]にある既存のサービスエリアの設定のクローンを作成します。

•次の新しいビジネスルールが電話番号の検証で導入されました：

•電話番号ブロックの確認（Directory Number Block Validation）：指定された電話番号ブ
ロックの範囲内になるよう電話番号を適用します。

•電話番号ブロックのリスト（DirectoryNumberBlockListing）：ドメイン内の任意のサー
ビスエリアのすべての電話番号ブロックから、使用可能な電話番号を示します。

•ユーザに関するフィールドが拡張され、[市区町村郡（City）]、[都道府県（State）]、[事務所
（Office）]、[会社（Company）]、[町名番地（Street）]、[私書箱（P.O. Box）]、[郵便番号
（Zip code）]、[国（Country）]、[FAX（Fax number）]、[IP電話番号（IP Phone number）]な
どの物理的な場所に基づくフィールドが含まれるようになりました。

•電話番号セレクタが拡張され、ユーザにすでに関連付けられた回線をすぐに選択できるよう
になりました。

•サービスプロビジョニングの機能拡張：

自動サービスプロビジョニング

◦シングルナンバーリーチ：モビリティ、リモート接続先プロファイル、およびリモー
ト接続先プロファイル回線を有効にします。

◦プロビジョニングにおける複数の Jabberエンドポイント。

手動プロビジョニング：ユーザ用に Jabberサービスを有効にする場合、選択された Cisco
Jabberエンドポイントで共用回線をプロビジョニングするオプションがあります。

インフラストラクチャオブジェクト

• [ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]および [機能管理ポリシー（Feature Control
Policy）]インフラストラクチャオブジェクトは、バッチファイルを使用して追加できます。
ただし、バッチを使用してこれらのオブジェクトを変更またはキャンセルすることはできま

せん。

Prime Collaboration Provisioning Standard および Advanced
次のタイプの Prime Collaboration Provisioningを使用できます。

• Prime Collaboration Provisioning Standard：Cisco Unified Communications 10.0以上（Unified CM
および Unity Connectionのバージョン 10.0以上）で使用できます。
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• PrimeCollaboration ProvisioningAdvanced：Unified Communicationsスイート 8.0以上のバージョ
ンすべてで使用できます。

Prime Collaboration Provisioning Standardは、Cisco Prime Collaboration Provisioningの簡素化された
バージョンです。すべてのコラボレーションサービスで、簡素化されたプロビジョニングを提供

します。 IP Phone、ソフトクライアント、ビデオエンドポイント、アナログ電話、Jabberクライ
アント、プレゼンス、モビリティ、ボイスメールなどのデバイスとサービスをプロビジョニング

します。 Provisioningのサポートは、制限された承認権限を持つ 1台の Unified Communicationsク
ラスタで利用できます。

Provisioning Advancedは、個別ドメインへの委任、インフラストラクチャインスタンスの設定用
テンプレートのサポート、詳細バッチプロビジョニングなどのより高度な機能を提供します。

次の表に、PrimeCollaboration Provisioning StandardおよびAdvancedで使用可能な機能を示します。
Provisioningの Standardおよび Advancedの製品については、『Cisco Prime Collaboration - Standard
and Advanced Offerings』を参照してください。

表 1：Prime Collaboration Provisioning Standard および Advanced の機能

参照先のセクショ

ン/章
Prime
Collaboration
Provisioning -
Standard and
Advanced Guide

AdvancedStandard機能

詳細については、

「デバイスの追

加」セクションを

参照してくださ

い。

クラスタの変更とクラ

スタの関連付けの組み

合わせが含まれる複数

のクラスタを管理しま

す。

Cisco Unified
Communications Manager
の 1台のクラスタおよび
Cisco Unity Connectionの
1台クラスタのみを管理し
ます。

クラスタのサポート

詳細については、

「ユーザの追加」

セクションを参照

してください。

詳細な権限ベースのア

クセスコントロール

と委任を使用できま

す。オーダー権限を

持つ管理者を異なる

ユーザドメイング

ループに割り当てるこ

とができます。

システムレベル、詳細

オーダーレベル、基本

オーダーレベルという 3
つの RBACレベルを使用
できます。ただし、ドメ

イングループごとのアク

セスは使用できません。

権限または Role Based
Access Control（RBAC）
の委任
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参照先のセクショ

ン/章
Prime
Collaboration
Provisioning -
Standard and
Advanced Guide

AdvancedStandard機能

詳細については、

「権限ロールの概

要」セクションを

参照してくださ

い。

オーダーワークフ

ロー（オーダーの作成

と実際のオーダーのプ

ロビジョニングの間に

存在するオプション段

階：承認者、MAC割
り当て担当者、出荷担

当者、受領者）を提供

します。

アクティビティ権限を

有効または無効にした

り、異なるユーザに割

り当てたりして、オー

ダーワークフローの

効率を向上させること

ができます。

オーダーの承認、MACア
ドレスの割り当て、出荷

エンドポイント、エンド

ユーザのエンドポイント

の受領などのオーダー

ワークフローアクティビ

ティは使用できません。

オーダーワークフロー権

限

詳細については、

「バッチプロジェ

クトの管理」の章

を参照してくださ

い。

1つのプロビジョニン
グバッチで、多数の

CUCMクラスタにわ
たるインフラストラク

チャとユーザのプロビ

ジョニングを実行し、
Prime Collaboration
バッチの範囲をグロー

バルにすることができ

ます。

これらを 1つのバッチに
組み合わせることで、多

数のサービスを展開でき

ます。バッチプロビジョ

ニングは 1台のクラスタ
でのみ使用できます。

バッチプロビジョニング
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参照先のセクショ

ン/章
Prime
Collaboration
Provisioning -
Standard and
Advanced Guide

AdvancedStandard機能

詳細については、

「設定テンプレー

トの概要」セク

ションを参照して

ください。

Cisco Unified CMおよ
び IOS用の Prime
Collaboration
Provisioningインフラ
ストラクチャテンプ

レートを作成できま

す。これらは、サイ

トのロールアウトな

ど、繰り返すタスク用

にキーワードのサポー

トを提供します（バッ

チファイルにはあり

ません）。テンプ

レートは、後で実行す

るようにスケジュール

することも、後から監

査またはトラブル

シューティングを行う

ためにオーダート

ラッキングシステム

で追跡することもでき

ます。キーワードサ

ポートを使用して、事

前に作成された IOS
テンプレートを活用で

きます。

インフラストラクチャ設

定テンプレートは使用で

きません。

インフラストラクチャテ

ンプレート

詳細については、

「ライセンスの管

理」の章を参照し

てください。

Northbound APIは、
サードパーティの管理

アプリケーション、

HRシステム、または
他のプロビジョニング

インターフェイスと統

合した場合にサポート

されます。

North Bound Interface
（NBI）のサポートは使用
できません。

アプリケーションプログ

ラミングインターフェイ

ス
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Standardおよび Advancedの Provisioningをインストールする場合、『Cisco Prime Collaboration
Quick Start Guide』の「Installing PrimeCollaboration Provisioning」セクションを参照してください。

開始ウィザードを使用してUnifiedCommunicationsの新規インストールを行う場合は『CiscoPrime
Collaboration Provisioning - Standard and Advanced Guide』の「Getting Started Wizard for Unified
Communications Applications」の章を参照してください。

Prime Collaboration Provisioning の統合またはスタンドア
ロンユーザインターフェイス

統合アプリケーションとしての Cisco Prime Collaborationは、Prime Collaboration Assuranceと Prime
Collaboration Provisioningの機能の利点を兼ね備えています。これを使用することで、ビデオの導
入を音声とは別に管理する必要がなくなります。PrimeCollaborationは、統合アプリケーションま
たはスタンドアロンアプリケーションとして実行できます。

•統合アプリケーションを実行する場合は、シングルサインオンを使用してログインし、
AssuranceとProvisioningの両方の機能にアクセスできます。ホームページの [設計（Design）]
および [展開（Deploy）]メニューから、すべての Provisioning機能にアクセスすることが可
能です。

• Prime Collaborationをスタンドアロンアプリケーションとして実行する場合は、Assuranceと
Provisioningで別々のログインを使用できます。

• Prime Collaboration Provisioningを使用すると、管理者はシングルサインオンを使用して、
Cisco Unified Communications Manager、Unity Connection、IM and Presenceサービスなどの設
定済みのデバイスを相互起動できます。統合アプリケーションを実行している場合は、[管
理（Administration）] > [シングルサインオン（Single Sign-On）]に移動して、Unified
Communicationsアプリケーションを相互起動します。詳細については、Prime Collaboration
のシングルサインオン, （28ページ）を参照してください。

ProvisioningサーバとAssuranceサーバを統合するには、Assuranceサーバで、[管理（Administration）]
> [システムのセットアップ（System Setup）] > [Assuranceのセットアップ（Assurance Setup）] >
[Cisco Prime 360の統合（Cisco Prime 360 Integration）]に移動します。 [Provisioningサーバのセット
アップ（Provisioning Server Setup）]で、接続するProvisioningサーバの IPアドレスを指定します。
[切断（Detach）]オプションを使用すると、Provisioningサーバを切断することができます。詳細
については、Prime Collaboration Provisioningの接続, （26ページ）を参照してください。

Provisioning 10.5.1サーバを Assurance 10.5に接続できます。（注）

プロビジョニングアーキテクチャ、インターフェイス、キー機能、およびダッシュボードは、統

合アプリケーションとスタンドアロンアプリケーションで同じです。

Provisiongには、Provisioningアプリケーションをインストールしたシステムからアクセスできる
他、クライアントのシステムからリモートでアクセスすることもできます。ブラウザで、http://IP
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Addressという URLを入力します。ここで、IP Addressは Prime Collaborationサーバのアドレスで
す。

統合モードでは、Prime Collaboration Provisioningアプリケーションを再起動またはシャットダ
ウンする前に必ず、それをPrimeCollaborationAssuranceから切断し、再起動後に統合してくだ
さい。

（注）

スタンドアロンの Prime Collaboration Provisioningアプリケーションは、中国語（zh）、日本語
（ja）、韓国語（ko）へのローカリゼーションに対応しています。 Prime Collaboration Assurance
や Prime Collaboration Analyticsアプリケーションと統合した場合、Prime Collaboration Provisioning
の UIはローカライズされますが、Prime Collaboration Assuranceや Prime Collaboration Analyticsの
UIは引き続き英語（en-us）で表示されますす。ローカライズされた Provisioningの UIでは次の
文字を入力できます：UTF-8文字、英数字（A～ Z、 a～ z、0～ 9）、ハイフン（-）、アンダー
スコア（_）、アットマーク（@）、スペース、アポストロフィ。

スタンドアロンの Prime Collaboration Provisioningアプリケーションを使用し、後でサーバを
Assuranceと統合する場合は、次の表の UIナビゲーションを使用して、Prime Collaborationの各メ
ニューに移動します。

表 2：Prime Collaboration 統合アプリケーションおよびスタンドアロンアプリケーションのユーザインター
フェイスナビゲーション

スタンドアロンアプリケーションの UI
ナビゲーション

統合アプリケーションの UI ナビゲーショ
ン

メニュー

該当なし該当なし[ホーム
（Home）]

[設計（Design）] > [インフラストラク
チャのセットアップ（Infrastructure
Setup）]

[設計（Design）] > [インフラストラク
チャのセットアップ（Infrastructure
Setup）]

[設計
（Design）]

[設計（Design）] > [ユーザプロビジョニ
ングのセットアップ（User Provisioning
Setup）]

[設計（Design）] > [ユーザプロビジョニ
ングのセットアップ（User Provisioning
Setup）]

[設計（Design）] > [インフラストラク
チャテンプレート（Infrastructure
Templates）]

[設計（Design）] > [インフラストラク
チャテンプレート（Infrastructure
Templates）]

[設計（Design）] > [[はじめに]ウィザー
ド（Getting Started Wizard）]

[設計（Design）] > [[はじめに]ウィザー
ド（Getting Started Wizard）]
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スタンドアロンアプリケーションの UI
ナビゲーション

統合アプリケーションの UI ナビゲーショ
ン

メニュー

[展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニ
ング（User Provisioning）]

[展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニ
ング（User Provisioning）]

[展開
（Deploy）]

[展開（Deploy）] > [履歴の検索（Search
History）]

[展開（Deploy）] > [履歴の検索（Search
History）]

[展開（Deploy）] > [アクティビティ
（Activities）]

• [マイアクティビティ（My
Activities）]

• [すべてのアクティビティ（All
Activities）]

• [グループのアクティビティ
（Activities for Group）]

• [ユーザのアクティビティ
（Activities for User）]

[展開（Deploy）] > [アクティビティ
（Activities）]

• [マイアクティビティ（My
Activities）]

• [すべてのアクティビティ（All
Activities）]

• [グループのアクティビティ
（Activities for Group）]

• [ユーザのアクティビティ（Activities
for User）]

[展開（Deploy）] > [インフラストラク
チャ設定（Infrastructure Configuration）]

[展開（Deploy）] > [インフラストラク
チャ設定（Infrastructure Configuration）]

[展開（Deploy）] > [バッチプロビジョニ
ング（Batch Provisioning）]

[展開（Deploy）] > [バッチプロビジョニ
ング（Batch Provisioning）]

[展開（Deploy）] > [ユニファイドコミュ
ニケーションサービス（Unified
Communication Services）]

[展開（Deploy）] > [ユニファイドコミュ
ニケーションサービス（Unified
Communication Services）]

[展開（Deploy）] > [プロビジョニングイ
ンベントリ（Provisioning Inventory）]

• [エンドポイントの管理（Manage
Endpoints）]

• [電話番号の管理（ManageDirectory
Numbers）]

• [インベントリブラウザ（Inventory
Browser）]

• [インベントリ検索（Inventory
Search）]

[展開（Deploy）] > [プロビジョニングイ
ンベントリ（Provisioning Inventory）]

• [エンドポイントの管理（Manage
Endpoints）]

• [電話番号の管理（Manage Directory
Numbers）]

• [インベントリブラウザ（Inventory
Browser）]

• [インベントリ検索（Inventory
Search）]
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スタンドアロンアプリケーションの UI
ナビゲーション

統合アプリケーションの UI ナビゲーショ
ン

メニュー

[レポート（Reports）] > [Communications
Managerのレポート（Communication
Manager Reporting）]

[レポート（Reports）] > [インタラクティ
ブレポート（Interactive Reports）]

• [サービスエリア（Service Area）]

• [リソース設定（Resource
Configuration）]

• [サービス設定（Service
Configuration）]

• [エンドポイントインベントリ
（Endpoint Inventory）]

• [電話番号インベントリ管理
（Directory Number Inventory
Management）]

• [電話番号ブロック（Directory
Number Block）]

• [監査証跡（Audit Trail）]

• [エンドポイント/回線不一致
（Endpoint/Line Mismatch）]

[レポート（Report）] > [Communications
Managerのレポート（Communication
Manager Reporting）]

[レポート（Report）] > [Provisioningのレ
ポート（Provisioning Reports）]

• [サービスエリア（Service Area）]

• [リソース設定（Resource
Configuration）]

• [サービス設定（Service
Configuration）]

• [エンドポイントインベントリ
（Endpoint Inventory）]

• [電話番号インベントリ管理
（Directory Number Inventory
Management）]

• [電話番号ブロック（Directory
Number Block）]

• [監査証跡（Audit Trail）]

• [エンドポイント/回線不一致
（Endpoint/Line Mismatch）]

[レポート
（Report）]

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
14 OL-31509-01-J   

Prime Collaboration Provisioning の概要
Prime Collaboration Provisioning の統合またはスタンドアロンユーザインターフェイス



スタンドアロンアプリケーションの UI
ナビゲーション

統合アプリケーションの UI ナビゲーショ
ン

メニュー

[管理（Administration）] > [システムの設
定（System Configuration）]

• [ルール（Rules）]

• [電話ボタンテンプレート（Phone
Button Templates）]

• [シングルサインオン（Single
Sign-on）]

[管理（Administration）] > [システムの
セットアップ（System Setup）]

• [Provisioningのセットアップ
（Provisioning Setup）] > [電話ボタ
ンテンプレート（Phone Button
Templates）]

• [Provisioningのセットアップ
（Provisioning Setup）] > [ルール
（Rules）]

• [シングルサインオン（Single
Sign-on）]

[管理
（Administration）]

[管理（Administration）] > [システムの設
定（System Configuration）] > [ライセン
ス管理（License Management）]

[管理（Administration）] > [ライセンス管
理（License Management）]

[管理（System Administration）] > [シス
テムメンテナンス（System
Maintenance）] > [データメンテナンス
（Data Maintenance）]

[管理（Administration）] > [システムの
セットアップ（System Setup）] >
[Provisioningのセットアップ（Provisioning
Setup）] > [データメンテナンス（Data
Maintenance）]

[管理（Administration）] > [システムメン
テナンス（SystemMaintenance）] > [メン
テナンスモード（Maintenance Mode）]

[管理（Administration）] > [システムの
セットアップ（System Setup）] >
[Provisioningのセットアップ（Provisioning
Setup）] > [メンテナンスモード
（Maintenance Mode）]

[管理（Administration）] > [システムメン
テナンス（System Maintenance）] >
[Provisioningのセットアップ
（Provisioning Setup）] > [バックアップ
管理（Backup Management）]

[管理（Administration）] > [システムの
セットアップ（System Setup）] >
[Provisioningのセットアップ（Provisioning
Setup）] > [バックアップ管理（Backup
Management）]

[ユーザ管理（User Management）]オプ
ションは、[展開（Deploy）] > [ユーザプ
ロビジョニング（User Provisioning）]で
使用できます。

[管理（Administration）] > [ユーザ管理
（User Management）]

[管理（Administration）] > [権限プロファ
イル（Permission Profiles）]
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スタンドアロンアプリケーションの UI
ナビゲーション

統合アプリケーションの UI ナビゲーショ
ン

メニュー

[管理（Administration）] > [ユーザとデバ
イスのアクセス管理（Users and Device
AccessManagement）] > [インフラストラ
クチャ設定権限（Infrastructure
Configuration Permissions）]

[管理（Administration）] > [ユーザとデバ
イスのアクセス管理（Users and Device
Access Management）] > [ロックされた
ユーザ（Locked Users）]

該当なし。このオプションは、[ホーム
（Home）] > Provisioningのダッシュボー
ドで使用できます。

[管理（Administration）] > [ユーザとデバ
イスのアクセス管理（Users and Device
Access Management）] > [ログインした
ユーザ（Logged In Users）]

[レポート（Report）] > [管理レポート
（Administrative Reports）] > [ログオンし
たユーザ（Who Is Logged On）]

[管理（Administration）] > [プロビジョニ
ング通知管理（Provisioning Notification
Management）] > [システム設定（System
Settings）]

[管理（Administration）] > [Alarm&Event
Setup] > [通知（Notification）] >
[Provisioning System Settings]

[管理（Administration）] > [プロビジョニ
ング通知管理（Provisioning Notification
Management）] > [ドメイン設定（Domain
Settings）]

[管理（Administration）] > [Alarm&Event
Setup] > [通知（Notification）] >
[Provisioning Domain Settings]

[設計（Design）]メニューと [展開（Deploy）]メニューの UI操作は、スタンドアロンおよび
統合 Prime Collaboration Provisioningアプリケーションで同じです。スタンドアロンおよび統
合 PrimeCollaboration Provisioningアプリケーションの全メニューの操作については、上記の表
を参照してください。

（注）

Prime Collaboration Provisioning の使用シナリオ
Provisioningの機能は、Cisco Prime Collaborationアプリケーションの [設計（Design）]、[展開
（Deploy）]、および [管理（Administration）]メニューから使用できます。

Provisioningを使用する一般的なシナリオは次のとおりです。

•既存の音声サービスの管理
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•新しい音声インフラストラクチャの展開

•ユーザの管理

•既存の音声インフラストラクチャにおける新規サイトの展開

また、Cisco Prime Collaboration導入のニーズを満たすために、いくつかの高度なアクティビティ
を実行することができます。これらのアクティビティの一部は次のとおりです。

•ニーズに合わせた Provisioningの機能のカスタマイズ

•大量の Provisioningアクティビティの実行

• Provisioningのリソースの操作

•サーバの設定

表 3：使用シナリオ, （17ページ）に、Provisioningの使用シナリオの一部を示します。

表 3：使用シナリオ

使用シナリオ

個々のインターフェイスを通じて次の Cisco Unified
Communicationsデバイスを管理する場合：

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified Communications Manager Express

• Cisco Unity

• Cisco Unity Connection

• Cisco Unity Express

これらの音声サービスのサブセットの管理を他のユーザに委任

する場合は、次の項を参照してください。

•デバイスの追加, （42ページ）

•インフラストラクチャ同期とユーザ同期, （80ページ）

•ドメインの追加, （55ページ）

•サービスエリアの追加, （57ページ）

•ドメインの同期, （86ページ）

既存の音声サービスの管理
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使用シナリオ

Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco Unified
Communications Manager Expressと、それに関連するボイスメー
ルシステムを新規に追加する場合に、すべての展開に適用でき

る標準化されたアプローチを使用するには、次の項を参照して

ください。

•サービスエリアの追加, （57ページ）

•ドメインの同期, （86ページ）

•ユーザのサービスのオーダー,（247ページ）：エンドポイ
ントおよびサービスのオーダーを作成できます。個々の

サービスのオーダーを作成するか、バンドルされたサービ

スをオーダーできます。

•バッチプロジェクトの管理, （179ページ）

新しい音声インフラストラク

チャの展開

オフィス内のユーザ向けのサービスを管理する場合は、次のシ

ナリオを参照してください。

•ユーザとは、アクティブな IPテレフォニーサービスを利
用しているユーザを意味します。 Provisioningでは、ユー
ザの追加、ユーザ情報の同期、サービスの移動、ユーザ情

報の更新、およびドメイン固有のユーザ権限の管理を行う

ことができます。権限ロールの概要,（222ページ）を参照
してください。

• 1人のユーザのオーダーは、そのユーザのユーザレコード
に表示されて開始されます。ユーザレコードには、その

ユーザの既存の製品がすべて表示されます。ユーザのユー

ザレコードへのアクセス,（228ページ）を参照してくださ
い。

•エンドポイントおよびサービスのオーダーを作成できます。
オーダーの管理, （243ページ）を参照してください。

•オーダーの処理, （301ページ）

•サービスのキャンセル, （304ページ）

ユーザのサービスの管理
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使用シナリオ

既存の Cisco Unified Communications Managerに新しい場所また
はサイトを追加するには、次の項を参照してください。

•ドメインの追加, （55ページ）

•ドメインの同期, （86ページ）

•オーダーの管理, （243ページ）

•バッチプロジェクトの管理, （179ページ）

既存の音声インフラストラク

チャにおける新規サイトの展

開

Provisioningでさまざまなポリシーを適用する方法のデフォルト
設定を変更するには、次の項を参照してください。

•ビジネスルールの概要, （135ページ）

•サービステンプレートの作成, （68ページ）

•電話ボタンテンプレートの設定, （134ページ）

•ユーザ権限の追加, （64ページ）

ニーズに合わせた Provisioning
の機能のカスタマイズ

大量のサービスを導入する場合は、これらのアクティビティを

1つのバッチにまとめることができます（バッチプロジェクト
の管理, （179ページ）を参照）。

大量のProvisioningアクティビ
ティの実行

Provisioningのリソースの管理については、次の項を参照してく
ださい。

•エンドポイントインベントリの管理, （185ページ）

•電話番号の管理 , （190ページ）

•インベントリの検索, （194ページ）

• Provisioningのレポート, （206ページ）

Provisioningのリソースの操作
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使用シナリオ

サーバの設定については、次の項を参照してください。

•サーバの設定, （21ページ）

• Provisioningのユーザとは、システムにログインし、
Provisioningにアクセスしてさまざまなアクティビティを実
行できる人物を意味します。ユーザは、Provisioningのさ
まざまな権限を実行できるように設定可能です。これらの

権限は、システム全体に適用したり（たとえば管理者）、

1つのドメインにだけ関連させてユーザが実行可能な変更
の範囲を限定したりすることができます。ユーザの追加,
（211ページ）を参照してください。

•ログレベルの変更（CLI）

• Provisioningのデータ消去の有効化, （319ページ）

サーバの設定

サーバの保守については、次の項を参照してください。

•ログレベルの変更（GUI）, （314ページ）

• Showtechファイルの作成とダウンロード, （316ページ）

• Provisioningのデータ消去の有効化, （319ページ）

サーバの保守

Prime Collaboration Provisioning の IPv6 のサポート
Prime Collaboration Provisioningは IPv6に対応しています。 IPv6対応とは、IPv6機能情報を含む
が、伝送には IPv4を使用するものとして定義されます。

IPv6対応アプリケーションとして、Prime Collaboration Provisioningは引き続き IPv4リンクを経由
して、Cisco Unified Communications Managerデバイスと通信します。

Provisioning Managerの IPv6対応には、次のことも適用されます。

• [コールプロセッサの設定（Call Processor Configuration）]ページでは、IPv4 IPアドレスだけ
を入力できます。 IPv6アドレスを入力するとエラーメッセージが表示されます。

• Prime Collaboration Provisioningは IPv4プロトコルを使用して Cisco Unified Communications
Managerと通信しますが、IPv4または IPv6プロトコルを使用する電話をプロビジョニングで
きます。
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第 2 章

サーバの設定

• ライセンスの管理, 21 ページ

• Prime Collaboration Provisioningからの相互起動, 25 ページ

• Prime Collaborationサーバの統合, 26 ページ

• Prime Collaborationのシングルサインオン, 28 ページ

• Prime Collaboration Provisioningの SSLの有効化, 32 ページ

• Prime Collaboration Provisioningでの OpenSSLの更新 , 35 ページ

• SSLポートの変更, 37 ページ

• LDAPおよび ACSサーバを使用するための Provisioningの設定, 37 ページ

• Prime Collaboration Provisioningサーバのタイムゾーンの設定, 39 ページ

ライセンスの管理
Prime Collaboration Provisioningを使用するには、Provisioningイメージライセンスと 1つ以上のス
ケールライセンスが必要です。イメージライセンスがない場合は、製品が評価モードのままに

なります。また、スケールライセンスによって、プロビジョニングできる電話機の数が追加され

ます。

[ライセンスステータス情報（License Status Information）]ページには、機能名、使用可能なライ
センス数、使用されているランセンス数、有効期限が表示されます（このページを表示するには、

[管理（Administration）] > [システムの設定（System Configuration）] > [ライセンス管理（License
management）]の順番に移動し、右側にある [ライセンスステータス（License Status）]アイコン
をクリックします）。

PrimeCollaboration Provisioning Standardでは、使用可能な機能の下に、委任、ワークフロー、テン
プレート、およびNBI機能がリストされます。 Prime Collaboration Provisioning Advancedのライセ
ンスを購入した場合、これらの機能が有効な機能のリストに表示されます。
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分散インストールの場合、2台のサーバ間のネットワーク接続が失われた後に再確立される
か、Provisioningデータベース（PostgreSQLデータベース）サーバだけが再起動されると、
Provisioningサーバにログインできず、[ライセンスステータス情報（LicensingStatus Information）]
ページにライセンスエラーが表示されることがあります。エラーメッセージには、すべての

機能を利用できないことが記されています。この場合、アプリケーションサーバのプロビジョ

ニングサービスを再起動します。

（注）

• Provisioningイメージライセンスと、管理対象の電話のMACアドレス数に合わせた 1つ以上
のスケールライセンスを購入できます。スケールライセンスは追加可能なライセンスで、

1つの Provisioningインスタンスあたり最大 150,000です。イメージライセンスが存在する
必要があります。これがないと、製品は評価モードのままになります。

•オプションの Provisioning NBIには、個別のライセンス（Provisioning APIライセンス）購入
が必要です。 Prime Collaboration Provisioningは、Provisioning NBIを有効にする前にライセン
スの有無を確認します。

• Provisioningのアプリケーションプログラミングインターフェイス（API）は、Cisco Prime
Collaboration Provisioning Northbound Interface（Provisioning NBI）と呼ばれています。これ
は、Provisioningのプロビジョニング機能の大半をカバーする SOAPベースのWebサービス
リクエストのセットです。詳細については、次の Provisioning NBIのマニュアルを参照して
ください。

Provisioning NBIを使用するには、追加機能ライセンスを購入する必要があり
ます。基本の（電話機限定）Provisioningライセンスを購入しても、Provisioning
NBIは使用できません。

（注）

ライセンスディレクトリに複数のイメージライセンスファイルが存在する場合、PrimeCollaboration
Provisioningは、（ファイルの日付に基づいて）最新のイメージライセンスファイルを選択して
使用します。

[ライセンス管理（License Management）]ページからライセンスファイルを追加すると、エラー
が発生した場合に、Prime Collaboration Provisioningはそのライセンスファイルを検証して適切な
確認メッセージを表示します。以下の場合にライセンスファイルを追加すると、失敗する可能性

があります。

•ライセンスファイルが不適切（ProvisioningアプリケーションにAssuranceライセンスが追加
されている）

• MACアドレスが不正確

•ライセンスのバージョンが不適切

•ライセンスファイルが破損している、または変更されている

•ライセンス数が一致しない
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手動でアップロードしたライセンスファイルは、[ライセンス管理（License Management）]ペー
ジで表示できます。

ライセンス取得プロセス

次の手順は、新規インストール（およびアップグレード）、スケールライセンス、および

Provisioning APIライセンスに適用されます。

手順

ステップ 1 Product Authorization Key（PAK）の入手：PAKは、Cisco.comで Prime Collaboration Provisioningを
登録するために使用され、リソース制限が含まれます。

購入した差分ライセンスごとに PAKが提供されるので、その PAKを使用してライセンスファイ
ルを入手する必要があります。

ステップ 2 ライセンスファイルの入手：Cisco.comで PAKを登録すると、ライセンスファイルを取得できま
す。

ステップ 3 [ライセンス管理（License Management）]ページから Prime Collaboration Provisioningにライセンス
ファイルをインポートします。 Prime Collaboration Provisioningがインストール済みで、ライセン
スファイルをアップグレードする場合は、Prime Collaboration Provisioningにライセンスファイル
を登録する必要があります。

Prime Collaboration Provisioning へのライセンスファイルの追加
Prime Collaboration Provisioningのスタンドアロンまたは統合アプリケーションにライセンスファ
イルを追加するには、次の手順を実行します。

Prime Collaboration Provisioningのスタンドアロンにライセンスファイルを追加するには、次の手
順を実行します。

手順

ステップ 1 [ライセンス管理（License Management）]ページに進みます。

•統合モードでは、[管理（Administration）] > [ライセンス管理（LicenseManagement）]を選択
します。

•スタンドアロンのPrimeCollaborationProvisioningアプリケーションで、[管理（Administration）]
> [システムの設定（System Configuration）] > [ライセンス管理（License management）]を選
択します。

ステップ 2 [ライセンス管理（License management）]ページで [追加（Add）]をクリックします。
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Cisco Prime Collaboration Provisioning Standardモードから Cisco Prime Collaboration
ProvisioningAdvancedライセンスモードに更新している場合は、新しいライセンスファ
イルを追加してから、[削除（Delete）]オプションを使用して [ライセンス管理（License
management）]ページにリストされている古いライセンスファイル（[アップロード時
間（Upload Time）]カラムを参照）をすべて削除する必要があります。

（注）

ステップ 3 [ライセンスファイルの追加（Add License File）]ウィンドウで、ライセンスファイルをアップ
ロードして [OK]をクリックします。
新しく追加されたライセンスファイル情報は、[ライセンスステータス（License Status）]ペイン
に表示されます。複数のライセンスを購入した場合は、ステップ 2およびステップ 3を繰り返し
て、追加ライセンスのインストールを完了します。

ライセンスファイルを削除するには、[ライセンス管理（Licensemanagement）]ページで、ライセ
ンスファイルを選択して [削除（Delete）]をクリックします。

Prime Collaboration の Standard モードと Advanced モード間の切り替え
Prime Collaboration Assuranceでも、Prime Collaboration Provisioningでも、Prime Collaborationは
Standardモードから Advancedモードへ切り替える機能が提供されています。

次の表に、さまざまなシナリオでの切り換えを示します。

表 4：Prime Collaboration Provisioning における Standard モードから Advanced モードへの切り換え

Advanced
Evaluation から
Standard

Advanced
Evaluation から
Advanced（ライセ
ンスを購入）

Standard から
Advanced（ライセ
ンスを購入）

Standard から
Advanced
Evaluation

インストールモー

ド

該当なしはい。（ユーザ

インターフェイス

の右上の隅にある

[Upgrade]アイコ
ンをクリックし、

[Add Licenses]を
クリックします。
[License
Management]ペー
ジで、[Add]をク
リックし、

Advancedモードの
ライセンスファイ

ルをアップロード

します。）

はい。（ユーザ

インターフェイス

の右上の隅にある

[Upgrade]アイコ
ンをクリックし、

[Add Licenses]を
クリックします。
[License
Management]ペー
ジで、[Add]をク
リックし、

Advancedモードの
ライセンスファイ

ルをアップロード

します。）

N/APrimeCollaboration
Provisioning
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統合モードでは、StandardモードからAdvancedモードに切り替えるプロビジョニングもあります。
次のいずれかのアップグレードを行えます。

• [One application only]：Prime Collaboration Assuranceでのみ StandardモードからAdvancedモー
ドに切り替えて、同じ（インストールされている）モードで Prime Collaboration Provisioning
へのアクセスを続行できます。

• [Both the applications]：Prime Collaboration Assuranceと Prime Collaboration Provisioningの両方
で、StandardモードまたはAdvanced EvaluationモードからAdvanced（ライセンスを購入）に
切り替えることができます。

Prime Collaboration Provisioning からの相互起動
Prime Collaboration 10.0以上では、Prime Collaboration Provisioningの相互起動機能を使用してCisco
UnifiedCommunications機能にアクセスできます。管理者権限を持つユーザは、PrimeCollaboration
Provisioningから相互起動して Cisco Unified Communications製品を使用できます。相互起動の主
な目的は、Cisco Unified Communications Manager、Unity Connection、IM and Presenceサービスな
ど、設定済みデバイスの製品UIのユーザ設定を管理者が Prime Collaboration Provisioningでアップ
デートする場合に、スムーズかつ継続的なワークフローを実現することです。

管理ユーザとして、Prime Collaboration Provisioningから次の目的のため相互起動を使用すること
ができます。

• [インフラストラクチャ設定（Infrastructure Configuration）]からのデバイスの相互起動

• [インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure Setup）]からの Serviceabilityの相互起
動。「デバイスの追加」を参照してください。

• [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]からの CUCMの関連リンクの相互起動。
「[ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]からの CUCMとUnity Connectionの相互起
動に関するリンク」を参照してください。
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（注） •相互起動は admin権限を持つユーザのみが使用でき、10.0バージョン以降のCisco Unified
Communications Manager、Unity Connection、Presence Servicesでサポートされます。これ
らのデバイスの旧バージョン（10.0よりも前）を Prime Collaboration Provisioningに追加
すると、管理者としてネイティブ起動リンクのみが表示されます。

ただし、バージョン 10.0よりも前の Presence Serviceは、[インフラストラクチャ設定
（Infrastructure Configuration）]ビューにネイティブリンクとして表示されません。これ
は、ネイティブリンクがPrimeCollaborationの旧バージョンではサポートされていないた
めです。

•相互起動に対するシングルサインオン（SSO）の有効化は必須ではありません。相互起
動に対して SSOを有効にしていない場合は、プロセッサ（Cisco Unified Communications
Manager、Unity Connection、Presence Service）を初めて相互起動するときに、ログインク
レデンシャルを指定する必要があります（信頼できるセキュリティ証明書リストへのWeb
サイトの追加を要求されたたときに、そのまま続行して指定します）。ただし、後続の

試行では、セッションが進行中で起動している限りプロセッサを相互起動するためにロ

グインする必要はありません。 SSOを有効にするには、「Prime Collaborationのシングル
サインオン」を参照してください。

•ブラウザ設定によっては、相互起動時にブラウザの新しいタブまたはウィンドウが開く
場合があります。該当するアプリケーションの製品マニュアルでブラウザの互換性を参

照してください。

Prime Collaboration サーバの統合
音声エンドポイントとビデオエンドポイントの両方をモニタリングしたり、UnifiedCommunications
のシステムをプロビジョニングしたりするために Prime Collaboration Assuranceアプリケーション
および Prime Collaboration Provisioningアプリケーションの統合を選択すると、Prime Collaboration
Assuranceシステムおよび Prime Collaboration Provisioningシステムの両方の機能を活用できます。

Prime Collaboration Provisioning の接続
サーバを統合するには:

はじめる前に

Prime Collaborationサーバを統合する前に、次の手順を実行します。
デフォルトでは、Prime Collaboration Assuranceサーバはセキュアモード（HTTPS）で動作します
が、Prime Collaboration Provisioningサーバは非セキュア（HTTP）モードで動作します。 Prime
CollaborationProvisioningサーバをHTTPSモードに設定し、コンテンツが混在する問題を回避する
必要があります。 SSLを有効にする方法の詳細については、『Cisco Prime Collaboration 10.0
Provisioning User Guide』の「Setting up the server（サーバの設定）」の項を参照してください。
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手順

ステップ 1 Prime Collaboration Assuranceサーバで、[Administration] > [System Setup] > [Assurance Setup] >
[Cisco Prime 360 Integration]の順に移動します。

ステップ 2 [Prime Collaboration Provisioning Server Setup]で、接続するPrime Collaboration Provisioningアプリ
ケーションサーバの IPアドレスを指定します。

ステップ 3 プロトコルを選択して、ポートの詳細を入力します。

HTTPSの使用を推奨します。

HTTPの場合、Prime Collaboration Assuranceおよび Provisioningのサーバで使用するポートは 80で
す。HTTPSの場合は Prime Collaboration Assuranceは 443、Prime Collaboration Provisioningは 46443
です。

データ転送に使用するポートの詳細については、『Required Ports for Prime Collaboration』を参照
してください。

ステップ 4 Prime Collaboration Provisioningサーバの接続をテストします。

ステップ 5 [Attach]をクリックします。
Prime Collaboration Provisioningアプリケーションを Prime Collaboration Assuranceに接続後、UIを
更新し、UIの [Design and Deploy]のタブを表示します。

ステップ 6 HTTPSプロトコルを選択した場合は、[Getting Started]ページの [Test Provisioning Certificate]をク
リックし、Prime Collaboration Provisioningサーバの SSL証明書をテストします。

Windows Internet Explorer:

統合アプリケーションを起動すると、「Do youwant to view only theweb page content that was delivered
securely」というメッセージが表示されます。

ポップアップダイアログボックスから [No]を選択した場合は、Prime Collaboration Provisioningの
すべてのページに適切なデータが表示されます。

ポップアップダイアログボックスから [Yes]を選択した場合は、Prime Collaboration Provisioning
のすべてのページにデータが表示されません。ただし、Microsoft IE 9.0および 10.0では、セキュ
リティ警告が表示されず、Prime Collaboration Provisioningのすべてのページに適切なデータが表
示されます。

Internet Explorer 10.0および Internet Explorer 11.0

統合モードで Prime Collaboration UIを起動する場合、[証明書のテストプロビジョニング（Test
Provisioning Certificate）]をクリックした後でも Provisioning UIを起動できないことがあります。
エラーメッセージ「無効なセキュリティ証明書のためコンテンツがブロックされています（Content
Blocked due to Invalid Security Certificate）」が表示されます。

この問題を回避するには、次のタスクを実行します。

1 アドレスバーで、[証明書エラー（Certificate Error）] > [証明書の表示（View certificates）]をク
リックします。
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2 [証明書（Certificate）]ダイアログボックスで、[証明書のインストール（Install Certificate）]を
クリックして、[次へ（Next）]をクリックします。

3 [証明書をすべて次のストアに配置する（Place All Certificates）]オプションを選択して、証明
書ストアを参照します。

4 [物理ストアを表示する（Show Physical Stores）]チェックボックスをオンにします。

5 [信頼されたルート証明機関：ローカルコンピューター（TrustedRootCertificateAuthorities—Local
Computer）]オプションを選択します。

6 [OK]をクリックし、[完了（Finish）]をクリックします。

7 ステップ 2から 4を繰り返します。

8 [信頼された発行元：ローカルコンピューター（Trusted Publishers—Local Computer）]オプショ
ンをクリックして、[完了（Finish）]をクリックします。

9 Internet Explorerを再起動すると、証明書のエラーは起きなくなります。

Mozilla Firefox:

混合コンテンツをサーバに表示するには、アドレスバーの [Shield]アイコンをクリックし、[Keep
Blocking]ドロップダウンの [Disable Protection]を選択します。

統合後:

• Prime Collaboration Provisioning UIが Prime Collaboration Assuranceと統合され、Prime
CollaborationProvisioningにログインしている場合でも、プロビジョニング IPアドレスがPrime
Collaboration Assuranceにリダイレクトされます。

• Prime Collaboration Assuranceから Prime Collaboration Provisioningの接続を解除すると、統合
モードの Prime Collaboration Provisioningおよび Prime Collaboration Assuranceで適切であった
ユーザロールもスタンドアロンアプリケーションに適用されます。

• Prime Collaboration Provisioningアプリケーションを再起動またはシャットダウンする場合
は、必ず Prime Collaboration Assuranceから接続解除してください。再起動プロセス後に統合
することができます。

Prime Collaboration のシングルサインオン
Prime Collaborationは Security Assertion Markup Language（SAML）を使用して Prime Collaboration
Assuranceおよび Prime Collaboration Provisioningでのシングルサインオン（SSO）を可能にする管
理者権限をユーザに提供します。

Prime Collaborationでは、マルチサーバの SAN証明書およびエンドユーザの SAML SSOはサポー
トされません。

次の UCアプリケーションを相互起動するように Prime Collaboration Provisioningで SSOを有効に
できます。

• Cisco Unified Communications Manager
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• Cisco Unity Connection

• Cisco Unified Presence

ログインクレデンシャルを必要とせずにアプリケーションを相互起動するには、それらのア

プリケーションの SSOを必ず Prime Collaborationと同じ IdPサーバで設定します。
（注）

SSOを有効にする前に、次の前提条件が満たされていることを確認してください。

• Prime Collaboration Provisioningが Secure Socket Layer（SSL）を使用するように設定されてい
ます。 Provisioningの SSOを有効にする前に SSLを有効にする必要があります。 Prime
Collaboration Provisioningで SSLを有効にする手順については、『Cisco Prime Collaboration
Provisioning Guide』の「Enabling SSL for Prime Collaboration Provisioning」のセクションを
参照してください。

デフォルトでは、PrimeCollaborationAssuranceのSSLは有効になっています。（注）

• PrimeCollaboration ProvisioningでのLDAPの同期を介して、またはPrimeCollaborationAssurance
でLDAP管理ユーザを手動で作成することにより、システムに少なくとも 1人のLDAP管理
ユーザが存在するようになります。

Prime Collaboration Provisioningでユーザに管理者権限を提供する方法については、『Cisco
Prime Collaboration Provisioning Guide』の「Managing Users」の章を参照してください」。

• Identity Provider（IdP）サーバは、単一ホストのアプリケーションおよびサービスプロバイ
ダーが提供するその他多くのアプリケーションへのアクセスにSSOを使用できるようにしま
す。サービスプロバイダーとはアプリケーションをホストするWebサイトです。
次に、サポートされているサードパーティ IdPサーバを示します。

• Open Access Manager（OpenAM）

• Ping ID

• Active Directory Federation Services（ADFS）

• Oracle Identity Manager

IdPサーバをセットアップする手順については、『SAML SSO Deployment Guide for Cisco
Unified Communication Applications, Release 10.0(1)』を参照してください。

• IdPサーバからのアイデンティティプロバイダーのメタデータファイルをダウンロードし、
ローカルシステムに保存します。

シングルサインオンを有効にするには、以下を実施します。
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手順

ステップ 1 [Administration] > [Single Sign-on]を選択します。

ステップ 2 [Enable SSO]をクリックします。
「Enabling SSO redirects you to the IdP server for authentication from the next login」という警告メッ
セージが表示されます。アプリケーションにアクセスするには、正常に認証される必要がありま

す。

前述の前提条件が満たされていない場合は、[Enable SSO]は無効になっていま
す。

（注）

ステップ 3 [Continue]をクリックします。

ステップ 4 シングルサインオンを有効にするには、SSOウィザードに示される手順に従います。
a) ローカルシステムから IdPメタデータファイルを見つけ、[Import IdP Metadata]をクリックし
ます。

b) [Download Trust Metadata file]をクリックします。
c) IdPサーバを起動し、ダウンロードした信頼メタデータファイルをインポートします。

これは、SSOを有効にするための手動の手順です。SSOのテストを進める前に、IdP
サーバで信頼範囲（CoT）を作成し、ログアウトする必要があります。

（注）

d) SSOのテストセットアップを実行するには、[Valid Administrative Usernames]ドロップダウン
からユーザ名を選択します。

ほかのユーザ名を使用して IdPサーバにログインすると、管理者アカウントがロッ
クされる可能性があります。

（注）

e) [Run SSO Test]をクリックし、IdPサーバ、Prime Collaborationのアプリケーション、およびシ
ングルサインオン間の接続をテストします。

「Unable to do Single Sign-On or Federation」というエラーメッセージが表示された場合は、次
の手順を実行します。

•エンドユーザクレデンシャルを使用して手動で IdPサーバにログインし、認証が成功し
たかどうかを確認します。

• Trust Metadataファイルが IdPサーバで正常にアップロードされているかどうかを確認し
ます。

• Prime Collaborationサーバと IdPサーバが同じ信頼範囲内にあるかどうかを確認します。

f) [Finish]をクリックします。

統合モードでは、Prime Collaborationは Provisioningセットアップを使用して Cisco Unified
Communications Manager、Cisco Unity Connection、Cisco Unified Presenceのアプリケーションを相
互起動します。

SSOのトラブルシューティングおよびログ

• SSOを有効化している間に Prime Collaborationサーバからログアウトしている場合は、ブラ
ウザを閉じてPrimeCollaborationアプリケーションを再起動することを推奨します。これは、
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PrimeCollaborationサーバでのセッションが期限切れになっても、IdPサーバセッションはま
だアクティブである可能性があるためです。

• Prime Collaboration Provisioningの場合は /opt/cupm/sep/logsディレクトリ、Prime Collaboration
Assuranceの場合は /opt/emms/tomcat/webapps/emsam/log/ssoディレクトリでログファイル
（ssosp*.log）を見つけることができます。

• SSOを有効化中は、Prime Collaborationのホスト名が設定され、DNSの一部であることを確
認します。

IdPサーバがダウンしている場合は、次のことが可能です。

•リカバリ URL（https://<PCserver IPアドレスまたは DNSに含まれているホスト名
>/ssosp/local/login）を使用します。

• CMDユーティリティからのシングルサインオンの無効化。

Prime Collaborationアプリケーションで CMDユーティリティから SSOを無効化するには、以下を
実施します。

• SSHとポート 22（Prime Collaboration Assuranceの場合は 26）を使用して Prime Collaboration
Provisioningサーバにログインします。

• Prime Collaboration Provisioningの場合は /opt/cupm/sep/build/binディレクトリ、Prime
Collaboration Assuranceの場合は /opt/emms/emsam/binに移動します。次の表に基づいて
cpcmconfigsso.shファイルの <Operation>および <Value>エントリを追加します。

値は次のとおりです。操作は次のとおりです。

N/A1：シングルサインオンステータスを取得

N/A2：リカバリ URLステータスを取得

False
CLIから SSOを有効にすることはで
きません。 SSOを有効にするには、
UIプロシージャを使用します。

（注）

3：シングルサインオンステータスを設定

Trueまたは False4：リカバリ URLステータスを設定

• SSOを無効にするには、次のコマンドを実行します。

cpcmconfigsso.sh 3 false

デフォルトでは、リカバリ URLは有効になっています。セキュリティ上の理由から無効にす
る場合は、falseに設定します。

（注）
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Prime Collaboration Provisioning の SSL の有効化
OpenSSLを有効にする前に、Prime Collaboration Assuranceから Prime Collaboration Provisioningを
切断済みであることを確認してください。

（注） • SSLは Prime Collaboration Assuranceではデフォルトで有効になりますが、SSLを Prime
Collaboration Provisioningで有効にすることは必須ではありません。

• Prime Collaboration Assuranceと Prime Collaboration Provisioningを統合した場合は、SSLを
Prime Collaboration Provisioningで有効にしてから、Prime Collaboration Provisioningと Prime
Collaboration Assuranceを SSLの設定中に指定したポート番号に再接続します。デフォル
トでは OpenSSLはポート番号 443で有効になっていますが、この設定は変更できます。

手順

ステップ 1 Cisco.comから OpenSSL1.0.1g-PC10-Linux.zipをダウンロードします。 Provisioningサーバに root
ユーザとしてログインし、zipファイルを /opt/cupmフォルダにコピーします。次のコマンドを使
用して zipファイルを解凍します。
unzip OpenSSL1.0.1g-PC10-Linux.zip

解凍すると、/opt/cupmに OpenSSL1.0.1g-PC10-Linuxフォルダが作成されます。

ステップ 2 次のコマンドを使用して、/opt/cupmにバックアップディレクトリを作成します。
mkdir <backupdirectoryname>

/opt/cupm/httpdに移動します。次のコマンドを実行して、/opt/cupm/httpdの下にある bin、lib、
modules、sslフォルダをバックアップします。

cp -R ssl/ /opt/cupm/<backup_directory_name>/ssl
cp -R bin/ /opt/cupm/<backup_directory_name>/bin
cp -R lib/ /opt/cupm/<backup_directory_name>/lib
cp -R modules/ /opt/cupm/<backup_directory_name>/modules

ステップ 3 /opt/cupm/OpenSSL1.0.1g-PC10-Linuxに移動します。次のコマンドを使用し
て、/opt/cupm/OpenSSL1.0.1g-PC10-Linuxフォルダから /opt/cupm/httpdフォルダにbin、lib、modules、
sslフォルダをコピーします。

unalias cp
cp -R ssl/* /opt/cupm/httpd/ssl/
cp -R bin/* /opt/cupm/httpd/bin/
cp -R lib/* /opt/cupm/httpd/lib/
cp -R modules/* /opt/cupm/httpd/modules/
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ファイルのコピー中、既存のファイルを上書きするプロンプトが表示されたら、[すべ
てはい（Yes to All）]を選択します。 SSHファイル転送でファイルをコピーする場合
は、[自動選択（Autoselect）]を選択していることを確認します。

（注）

ステップ 4 新しい libファイルからの（オペレーティングシステムライブラリファイルへの）リンクを、次
のように作成します：ln -s /opt/cupm/httpd/lib/libssl.so.1.0.0 /lib64 ln -s

/opt/cupm/httpd/lib/libcrypto.so.1.0.0 /lib64。

ステップ 5 /opt/cupm/httpd/binディレクトリに移動して、アクセス権限用に次のコマンドを実行します：chmod

777 openssl。

ステップ 6 次のコマンドを実行してキーを作成します：./openssl genrsa -out /opt/cupm/httpd/mycorp.com.key

1024。

ステップ 7 次のコマンドを実行して SSL証明書を作成します：./openssl req -new -key

/opt/cupm/httpd/mycorp.com.key -x509 -out /opt/cupm/httpd/mycorpcom.crt -days 365。

mycorpcom.crtは証明書名で、mycorp.com.keyはキー名です。

キーと証明書が opt/cupm/httpdフォルダに作成されます。

サンプル出力：

• Country Name (2 letter code) [AU]:US

• State or Province Name (full name) [Some-State]:CA

• Locality Name (eg, city)[ ]:CA

• Organization Name (eg, company) [Internet Widgits Pty Ltd]:mycorp, LLC

• Organizational Unit Name (eg, section)[ ]:Sales

• Common Name (eg, YOUR name)[ ]:

• Email Address [ ]:you@mycorp.com

ステップ 8 /opt/cupm/httpd/confにある ssl.confファイルのバックアップを作成します。

ステップ 9 VIエディタを使用して、ssl.confファイルの次の行を更新します。

• SSLCertificateFile conf/server.crtを SSLCertificateFile /opt/cupm/httpd/mycorpcom.crtに置き換え
ます。

• SSLCertificateKeyFile conf/server.keyを SSLCertificateKeyFile /opt/cupm/httpd/mycorp.com.keyに
置き換えます。

ステップ 10 Apacheサーバを設定します（Apacheサーバの設定, （34ページ）を参照）。
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Apache サーバの設定

手順

ステップ 1 PrimeCollaborationProvisioningシステムにルートユーザとしてログインし、/opt/cupm/httpd/confに
ある httpd.confファイルのバックアップを作成します。

ステップ 2 VIエディタを使用して、httpd.confファイルの次の行を更新します。
#Include conf/extra/httpd-ssl.conf

これを次のように更新します。

Include conf/ssl.conf

ステップ 3 次のコマンドを実行し、Apacheサーバを再起動します。
/opt/cupm/httpd/bin# ./apachectl -k stop

/opt/cupm/httpd/bin# ./apachectl -k start -DSSL

（注） • Prime Collaboration Provisioningアプリケーションの開始時に httpsをデフォルトで有効に
するには、ルートユーザとしてログインし、/opt/cupm/cupm-full-service.shおよび
opt/cupm/cupm-app-service.shファイルの次の行を変更します。次に、Prime Collaboration
Provisioningサービスを再起動します。

$PM_BASE/httpd/bin/apachectl -k start &を $PM_BASE/httpd/bin/apachectl -k start -DSSL &へ

$PM_BASE/httpd/bin/apachectl -k stop &を $PM_BASE/httpd/bin/apachectl -k stop -DSSL &へ

• SSHコンソールから次のコマンドを使用して、ポート 80または 443が有効（リスニング
ポート）であることを確認します。

#lsof -i :443

#lsof -i :80

• ssl.confファイルにポート 443を設定することをお勧めします。 Listen 443を必要なポー
トに変更します。

• HTTPSを排他的に実行する場合は、/opt/cupm/httpd/conf/httpd.confファイルの行「Listen
80」をコメントアウトして HTTPを無効にし、Apacheサーバを再起動する必要がありま
す。

SSL ポートの変更
Prime Collaboration Provisioningによって SSL用に使用されるポートを変更するには、次の手順を
実行します。
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手順

ステップ 1 Prime Collaboration Provisioningシステムで、（/opt/cupm/httpd/confにある）ssl.confファイルを開
きます。

ステップ 2 次の行のポート番号を変更します。
Listen 443

VirtualHost _default_:443

ポート番号の変更後、Prime Collaborationへアクセスするときに新しいポート番号を入
力します。

（注）

ステップ 3 変更内容を保存して、ファイルを閉じます。

ステップ 4 Apacheサーバを再起動します。

Prime Collaboration Provisioning での OpenSSL の更新
脆弱性を修正する最新の openSSLを Cisco.comからダウンロードできます。

Prime Collaboration Assuranceと Prime Collaboration Provisioningを統合している場合は、OpenSSL
をアップグレードする前に必ず、Prime Collaboration Provisioningを Prime Collaboration Assurance
から切り離してください。

手順

ステップ 1 Cisco.comから OpenSSL1.0.1g-PC10-Linux.zipをダウンロードします。 Provisioningサーバに root
ユーザとしてログインし、zipファイルを /opt/cupmフォルダにコピーします。次のコマンドを使
用して zipファイルを解凍します。
unzip OpenSSL1.0.1g-PC10-Linux.zip

解凍すると、/opt/cupmに OpenSSL1.0.1g-PC10-Linuxフォルダが作成されます。

ステップ 2 次のコマンドを使用して、/opt/cupmにバックアップディレクトリを作成します。
mkdir <backupdirectoryname>

/opt/cupm/httpdに移動します。次のコマンドを実行して、/opt/cupm/httpdの下にある bin、lib、
modules、sslフォルダをバックアップします。

cp -R ssl/ /opt/cupm/<backup_directory_name>/ssl
cp -R bin/ /opt/cupm/<backup_directory_name>/bin
cp -R lib/ /opt/cupm/<backup_directory_name>/lib
cp -R modules/ /opt/cupm/<backup_directory_name>/modules

ステップ 3 /opt/cupm/OpenSSL1.0.1g-PC10-Linuxに移動します。次のコマンドを使用し
て、/opt/cupm/OpenSSL1.0.1g-PC10-Linuxフォルダから /opt/cupm/httpdフォルダにbin、lib、modules、
sslフォルダをコピーします。

unalias cp
cp -R ssl/* /opt/cupm/httpd/ssl/
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cp -R bin/* /opt/cupm/httpd/bin/
cp -R lib/* /opt/cupm/httpd/lib/
cp -R modules/* /opt/cupm/httpd/modules/

ファイルのコピー中、既存のファイルを上書きするプロンプトが表示されたら、[すべ
てはい（Yes to All）]を選択します。 SSHファイル転送でファイルをコピーする場合
は、[自動選択（Autoselect）]を選択していることを確認します。

（注）

ステップ 4 次のようにして、新しい libファイルから（オペレーティングシステムのライブラリファイルに）
リンクを作成します。

ln -s /opt/cupm/httpd/lib/libssl.so.1.0.0 /lib64
ln -s /opt/cupm/httpd/lib/libcrypto.so.1.0.0 /lib64

ステップ 5 /opt/cupm/httpd/binディレクトリに移動し、次のアクセス権限用のコマンドを実行します。
chmod 777 openssl

ステップ 6 次のコマンドを実行してキーを作成します。
./openssl genrsa -out /opt/cupm/httpd/<yourkey.key> 1024

ステップ 7 次のコマンドを実行して SSL証明書を作成します。
./openssl req -new -key /opt/cupm/httpd/<yourkey.key> -x509 -out

/opt/cupm/httpd/<yourcert.crt> -days 365

yourcert.crtは証明書の名前、yourkey.keyはキーの名前です。

サンプル出力：

• Country Name (2 letter code) [AU]:US

• State or Province Name (full name) [Some-State]:CA

• Locality Name (eg, city)[ ]:CA

• Organization Name (eg, company) [Internet Widgits Pty Ltd]:mycorp, LLC

• Organizational Unit Name (eg, section)[ ]:Sales

• Common Name (eg, YOUR name)[ ]:

• Email Address [ ]:you@mycorp.com

ステップ 8 /opt/cupm/httpd/conf/ssl.confファイルの次の行を更新して、証明書をキーファイルにマッピングし
ます。

– SSLCertificateFile /opt/cupm/httpd/mycorpcom.crtを SSLCertificateFile /opt/cupm/httpd/yourcert.crtに
置き換えます。

– SSLCertificateKeyFile /opt/cupm/httpd/mycorp.com.keyをSSLCertificateKeyFile
/opt/cupm/httpd/yourkey.keyに置き換えます。

/opt/cupm/httpdに古い証明書がある場合は、それらを削除してくださ
い。

（注）

ステップ 9 次のコマンドを使用して Apacheサーバを再起動します。
/opt/cupm/httpd/bin# ./apachectl -k stop

/opt/cupm/httpd/bin# ./apachectl -k start -DSSL
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SSL ポートの変更
PrimeCollaboration ProvisioningでSSLに使用されるポートを変更するには、次の操作を行います。

手順

ステップ 1 Prime Collaboration Provisioningシステムで、/opt/cupm/httpd/confにある ssl.confファイルを開きま
す。

ステップ 2 次の行のポート番号を変更します。
Listen 443

VirtualHost_default_: 443

ServerName www.example.com:443

RewriteRule ^/?(.*) https://%{SERVER_NAME}:443/$1 [R,L]

ポート番号を変更した後は、Prime Collaboration Provisioningにアクセスするときに新し
いポート番号を入力する必要があります

（注）

ステップ 3 変更内容を保存して、ファイルを閉じます。

ステップ 4 /opt/cupm/httpd/confにある httpd.confファイルを開きます。

ステップ 5 次の行のポート番号を変更します。
RewriteRule ^/?(.*) https://%{SERVER_NAME}:443/$1 [R,L]

ステップ 6 変更内容を保存して、ファイルを閉じます。

ステップ 7 次のコマンドを使用して Apacheサーバを再起動します。
/opt/cupm/httpd/bin# ./apachectl -k stop

/opt/cupm/httpd/bin# ./apachectl -k start -DSSL

LDAP および ACS サーバを使用するための Provisioning の
設定

認証に Access Control Server（ACS）または LDAPサーバを使用するように Prime Collaboration
Provisioningを設定できます。ACSサーバは認証のみに使用されますが、LDAPサーバを使用して
読み取り、書き込み、同期を実行できます。
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（注） • ACSサーバを追加する場合は、Provisioningサーバを ACSクライアントとして追加する
必要があります（TACACSとともに）。

• LDAPサーバに対してSSLを有効にするには、LDAPサーバまたはサードパーティ証明書
のために SSLを有効化する, （38ページ）を参照してください。

• ACSまたは LDAPサーバを削除する前に、それがドメインに割り当てられていないこと
を確認します。 ACSまたは LDAPサーバは、ドメインごとに有効化されます。 ACSま
たは LDAPサーバを追加したら、それをドメインに割り当てる必要があります。それに
よって、ドメイン内のすべてのユーザがその ACSまたは LDAPサーバに対して認証され
ます。 ACSまたは LDAPサーバがドメインに関連付けられていない場合、そのドメイン
のすべてのユーザはローカルに認証されます。 globaladminは常にローカルで認証されま
す。

Cisco Secure Access Control Serverを使用するように Provisioningを設定する場合は、次の点に注意
してください。

• [テスト接続（Test Connection）]ボタンをクリックすると、IPアドレスの接続だけがチェッ
クされます。

•共有秘密キーは、認証にのみ使用されます。

•誤った共有秘密キーを入力した場合、Provisioningにログインしようとすると、不正な秘密
キーであることを示すエラーが表示されます。 ACSの設定中に生成された SSKを使用して
ください。

• Provisioningは ACS 4.2のみをサポートしています。

LDAP サーバまたはサードパーティ証明書のために SSL を有効化する
Prime Collaboration Provisioningのユーザインターフェイスを使用して、Prime Collaboration
ProvisioningSSL証明書の更新またはLDAPサーバ証明書をインポートできます。手順は次のとお
りです。

はじめる前に

1 サードパーティ証明書で SSLを有効化するには、サードパーティ証明書の PEM形式（.keyお
よび .crtファイルを含む zipファイル）をインポートします。この形式では、Apacheサーバで
推奨されているように、証明書と秘密キーを 2つの個別のファイルとして提供します。

2 LDAPサーバで SSLを有効にするには、証明書の .cer形式で SSL証明書をインポートします。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システムメンテナンス（System Maintenance）] > [更新（Updates）]を
選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックします。 [SSL証明書の追加（Add SSL Certificate）]ポップアップダイ
アログボックスが表示されます。

ステップ 3 ファイルを選択して、[アップロード（Upload）]をクリックして、SSL証明書をインポートしま
す。

ステップ 4 Prime Collaboration Provisioningを再起動します。

ステップ 5 [LDAPサーバの設定（LDAP Server Configuration）]ページに移動し、[SSLを使用（Use SSL）]
チェックボックスをオンにします。

PrimeCollaboration Provisioningで SSL証明書を削除するには、[削除（Delete）]をクリッ
クします。

（注）

Prime Collaboration Provisioning サーバのタイムゾーンの
設定

統合サーバのタイムゾーン設定を変更するには、Provisioningを Assuranceから切断し、タイム
ゾーン設定を変更します。

グリニッジ標準時（GMT）とも呼ばれる、うるう秒で更新される協定世界時（UTC）を指定でき
ます。

Provisioningサーバでタイムゾーンを変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 インストール中に作成したアカウントを使用して、Prime Collaboration Provisioningサーバにログ
インします。デフォルトでは、管理アカウントです。

ステップ 2 次のコマンドを入力して、サポートされているタイムゾーンのリストを表示します。
cm/admin# show timezones

ステップ 3 Prime Collaboration Provisioningサーバのタイムゾーンを設定するには、次のコマンドを入力しま
す。
cm/admin(config)# config t
cm/admin(config)# clock timezone US/Pacific
cm/admin(config)# exit

ステップ 4 実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーするには、次の

コマンドを入力します。
cm/admin# write memory
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ステップ 5 ルートアカウントを使用して、Prime Collaboration Provisioningにログインします。

ステップ 6 cd /opt/cupm/sepを実行します。

ステップ 7 dfc.propertiesファイルの次のプロパティを更新して、オフセットを更新します。
dfc.gui.utc_offset=<applicable offset for your geographic location>

たとえば、ISTタイムゾーンにいる場合は、「dfc.gui.utc_offset=+0530」と入力します。

ステップ 8 サービスを再起動します。
/etc/init.d/pmservers stop
/etc/init.d/pmservers start

ProvisioningサーバをAssuranceに接続すると、Assuranceのタイムゾーン設定が統合サー
バに表示されます。ただし、Provisioningのダッシュボードには Provisioningのタイム
ゾーンだけが表示されます。

（注）

Provisioningサーバを Assuranceに接続すると、Assurance UIに Assuranceのタイムゾー
ン設定が表示されます。ただし、ProvisioningのUIには Provisioningのタイムゾーンが
表示されます。

（注）

Provisioningのスタンドアロンサーバで、Provisioningのホームページの右上隅から [タイムゾー
ン（Time Zone）]アイコンを選択し、タイムゾーンを変更することもできます。 [タイムゾーン
の設定(UTCオフセット)（Time Zone Settings (UTC Offset)）]ページで、新しい UTCオフセットと
場所の詳細を入力し、[適用（Apply）]をクリックします。

Prime Collaboration Provisioningの統合およびスタンドアロンアプリケーションでは、Provisioning
ホームページの右上隅にある [タイムゾーン（Time Zone）]アイコンを選択して、タイムゾーン
を変更することもできます。 [タイムゾーンの設定(UTCオフセット)（Time Zone Settings (UTC
Offset)）]ページで、新しい UTCオフセットと場所の詳細を入力し、[適用（Apply）]をクリック
します。

Prime Collaborationの統合アプリケーションでは、[タイムゾーン（Time Zone）]アイコンを使
用して行った変更は Provisioningの UIにのみ反映されます（Assuranceのタイムゾーンは変更
されません）。

（注）

UIで変更したタイムゾーンは、アプリケーションをログアウトするまで持続します。再びロ
グインすると、そのサーバのタイムゾーンのみが UIに表示されます。タイムゾーンを永続
的に変更するには、サーバのタイムゾーンを更新した後に、上記の手順を行います。

（注）
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第 3 章

Prime Collaboration Provisioning でのデバイス
の管理

• デバイス管理の概要, 41 ページ

• デバイスの追加, 42 ページ

• デバイスの削除, 50 ページ

• Cisco Jabberサービスの有効化, 51 ページ

デバイス管理の概要
Prime Collaboration Provisioningを使用するには、まず、IPテレフォニー環境の一部である IPコ
ミュニケーションインフラストラクチャデバイスを追加する必要があります。

デバイスを追加したら、CiscoUnifiedCommunicationsManager、CiscoUnityシステム、CiscoUnified
PresenceのデータをPrimeCollaboration Provisioningと同期させます。これにより、既存のアクティ
ブなユーザとサービスが Prime Collaboration Provisioningに入力され、すべてのインフラストラク
チャとユーザの情報が一元的に表示されます。

Provisioningでは、Cisco IOSルータもサポートされます。 Cisco IOSルータデバイスを Prime
Collaboration Provisioningに追加すると、そのルータは汎用 IOSルータとして Prime Collaboration
Provisioningに表示されます。 Prime Collaboration Provisioningは、汎用 IOSルータ機能を介して
ルータに追加の音声機能を設定できます。

コールプロセッサは、Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco Unified Communications
ManagerExpressのデバイスの各インスタンスのプロキシです。ユニファイドメッセージプロセッ
サは、Cisco Unity、Cisco Unity Express、または Cisco Unity Connectionのデバイスの各インスタン
スのプロキシです。ユニファイドプレゼンスプロセッサは、Cisco Unified Presenceの各インスタ
ンスのプロキシです。これらの用語はそれぞれのデバイスの代用として使用されています。
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デバイスの追加
ユーザに対してサービスをプロビジョニングするには、デバイスをPrimeCollaborationProvisioning
に追加する必要があります。 Prime Collaboration Provisioningに追加できるデバイスのリストにつ
いては、『 Supported Devices for Prime Collaboration Provisioning - Standard and Advanced』を参照し
てください。

デバイスを Prime Collaboration Provisioningに追加する際は、次の点に注意してください。

•デバイスを Prime Collaboration Provisioningに追加する前に、Cisco Unified Communications
Manager、CiscoUnified CommunicationsManager Express、CiscoUnity、CiscoUnity Connection、
Cisco Unity Expressのデバイスが正しく設定されていることを確認します。これらのデバイ
スの設定の詳細については、『Setting Up Devices for Prime Collaboration Provisioning』を参照
してください。

•クラスタ環境用にセットアップされたインフラストラクチャデバイス（Cisco Unified
Communications Manager、Cisco Unity Connection、および Cisco Unified Presence）の場合、パ
ブリッシャ情報とクレデンシャルのみを追加します。

• Prime Collaboration Provisioningで汎用 IOSルータを設定する方法は、Cisco Unified
CommunicationsManagerまたはCiscoUnityデバイスの場合とは大幅に異なります。最大の違
いは、一般的な IOSルータは同期化されず、特定のドメインやサービスエリアには関連付け
られないことです。

• Prime Collaboration Provisioningで Cisco Unified Communications Manager Expressに基づいて
コールプロセッサを作成する前に、次の操作を実行する必要があります。

◦電話番号の自動割り当てを無効にします。これは、Cisco IOSインターフェイスから実
行します。

◦ Cisco Unified Communications Manager Expressの電話自動登録を無効にします。

デバイスを Provisioningに追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure Setup）]を選択します。

ステップ 2 [インフラストラクチャのセットアップ（InfrastructureSetup）]ページで、[追加（Add）]をクリッ
クし、デバイスを Prime Collaboration Provisioningに追加します。

ステップ 3 [デバイスの追加（AddDevice）]ウィンドウで、ドロップダウンリストから必要なアプリケーショ
ンを選択し、名前や IPアドレスなどの必須情報を入力します。フィールドの説明については、次
の表を参照してください。

デバイス名に使用できる文字は、スペース、英数文字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、アン
ダースコア（_）、ハイフン（-）、ピリオド（.）、およびアットマーク（@）です。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
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Prime Collaboration Provisioningにデバイスが追加されます。ページの下部に 2つのステータス
メッセージが表示されます。 1つはデバイスの追加が成功したかどうかを示し、もう 1つは [テス
ト接続（Test Connection）]上にあり、接続テストが成功したかどうかを示します。複数のアプリ
ケーションを持つデバイスは、テーブル上で個別のデバイスとして追加されます。

Cisco Unity Connection 10.0以上のバージョンを追加する場合は、Unity Connection管理
者とオペレーティングシステム（OS）管理者の両方のクレデンシャルを追加する必要
があります。

（注）

デバイスの詳細を表示するには、[クイックビュー（Quick View）]をポイントします。クイック
ビューでは、同期の開始、同期ログの表示、デバイスの接続テスト、CiscoUnifiedCMServiceability
と Cisco Unity Connection Serviceabilityの相互起動を実行できます。クイックビューでは、Jabber
サービス（[ユニファイドコミュニケーションサービス（Unified Communication Services）]ページ
または Getting Started Wizardから有効化）のステータス、およびデバイスのセルフプロビジョニ
ング（Getting Started Wizardで有効化）も表示されます。

デバイスの詳細を更新または変更するには、[編集（Edit）]をクリックします。

Prime Collaboration Assuranceからデバイスをインポートするには、[インポート（Import）]をク
リックします。 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]ページに、Assurance上のデバイスが
リストされます（リストには管理対象状態のデバイスのみが表示されます）。インポートするデ

バイスを選択し、[選択したデバイスのインポート（Import SelectedDevices）]をクリックします。

（注） • Assuranceからのデバイスのインポートは、統合モードに限り実行できます。

• Provisioningにすでにあるデバイスはインポートできません。

• Cisco Unity Express（CUE）はインポートできません。

一部のデバイス（IPアドレスが同じデバイス）にはアプリケーションが複数あります。アプリ
ケーションが複数あるデバイスを追加する場合は、最初のデバイスを追加して保存します。最初

のデバイスを Provisioningに追加したら、2番目のアプリケーションを選択して、もう一度デバイ
スを追加します。デバイスを保存します。 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]テーブル
に両方のデバイスが表示されます。

Prime License Managerおよび Deployment Managerは、[インフラストラクチャのセットアップ
（Infrastructure Setup）]ページから追加できます。これらのデバイスを追加すると、PrimeLicense
Managerと Deployment Managerのリンクが [管理（Administration）]メニューに表示されます。
Prime License Managerまたは Deployment Managerのログインページを相互起動するには、Prime
License Managerまたは Deployment Managerのリンクをクリックします。

Prime Collaboration Provisioningには、License ManagerとDeployment Managerのデバイスを 1つ
だけ追加できます。別の Prime License Managerまたは Deployment Managerデバイスを追加し
ようとすると、エラーメッセージが表示されます。

（注）
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表 5：コールプロセッサのフィールド

説明フィールド

オプションは次のとおりです。

• [なし（None）]：CUCMで LDAP同期と認証をイネーブ
ルにしておらず、プロビジョニング UIでのみ LDAP同
期を実行する場合に、このオプションを選択します。

10.x以降では、このフィールドを [なし
（None）]に設定するよう推奨されています。

（注）

• [同期（Synchronization）]：CUCMで LDAP同期のみを
イネーブルにした場合に、このオプションを選択します。

• [同期および認証（Synchronization and Authentication）]：
CUCMでLDAP同期と認証をイネーブルにした場合に、
このオプションを選択します。

選択する値は、CiscoUnified CommunicationsManagerで設定さ
れた値と正確に一致する必要があります。 Cisco Unified
Communications Managerが外部 Lightweight Directory Access
Protocol（LDAP）と統合されている場合、ユーザはProvisioning
によって作成されず、CiscoUnified CommunicationsManagerを
通じて同期されます。

サービスをプロビジョニングするときに Cisco Unified
Communications Managerでユーザが使用可能な状態にない場
合、ワークフローサブシステムは事前に定義された時間（デ

フォルトでは 24時間）、そのユーザが Cisco Unified
Communications Managerで使用可能になるのを待ってから、
サービスのプロビジョニングを継続します。

この 24時間の待機時間は、Provisioningの ipt.propertiesファイ
ルで設定できます。次の設定を変更します。

• dfc.oem.extdir.retries：24

• dfc.oem.extdir.retry_interval：3600

LDAP統合を使用できるのは、Cisco Unified
Communications Managerバージョン 5.0以降の
場合だけです。

（注）

[LDAP統合（LDAP Integration）]

[エクステンションモビリティの詳細（Extension Mobility Details）]（オプション）

コールプロセッサに設定されたエクステンションモビリティ

サービスの名前。

[サービス名（Service Name）]
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説明フィールド

コールプロセッサに設定されたエクステンションモビリティ

サービスの URL。

http://<ip-address>/emapp/EMAppServlet?device=#DEVICENAME#

ip-addressは、エクステンションモビリティがインストールさ
れているサーバの名前または IPアドレスです。

Prime Collaboration Provisioningで入力するサービス
名とサービスURLは、CiscoUnifiedCommunications
Managerのサービス名とサービス URLと一致する
必要があります。

（注）

[サービス URL（Service URL）]

表 6：ユニファイドメッセージプロセッサのフィールド

説明フィールド

ボイスメールメッセージにアクセスするためにダイヤルする

電話番号。

[ボイスメールパイロット番号
（Voicemail Pilot Number）]
このオプションはGetting Started
Wizardでのみ使用できます。

CiscoUnityConnectionが外部LDAPと統合されるかどうかを指
定します。

ボイスメールアカウントをプロビジョニングするときに [Yes]
を選択した場合は、Prime Collaboration Provisioningによって
CiscoUnityConnectionのLDAPユーザリストが検索されます。
ユーザ名がリストで見つかると、ユーザの詳細がインポートさ

れ、ボイスメールアカウントがプロビジョニングされます。

[No]を選択した場合、Prime Collaboration Provisioningは LDAP
ユーザリストを検索せず、ボイスメールアカウントをプロビ

ジョニングする通常のプロセスに従います。

Prime Collaboration Provisioningで LDAP同期を実行
する前に、必ず Call Managerで LDAP同期を実行す
ることが推奨されています。

（注）

[LDAP統合（LDAP Integration）]

このオプションは、
Cisco Unity Connection
だけで使用できます。

（注）

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 45

Prime Collaboration Provisioning でのデバイスの管理
デバイスの追加



説明フィールド

このフィールドでは大文字と小文字が区別されます。この

フィールドに指定するユーザ名は、次のものと一致する必要が

あります。

• Cisco Unity：データベースパスワード

• Cisco Unity Connection：Cisco Unity Connection管理者権限
を持っている任意のユーザ

• Cisco Unity Express：Cisco Unity Expressがインストールさ
れているルータのユーザ名

[ユーザ名（Username）]

このフィールドでは大文字と小文字が区別されます。この

フィールドに指定するパスワードは、次のものと一致する必要

があります。

• Cisco Unity：データベースパスワード

• Cisco Unity Connection：管理者パスワード

• Cisco Unity Express：Cisco Unity Expressがインストールさ
れているルータのパスワード

[パスワード（Password）]

OS管理者名は、Cisco Unity Connectionのインストール中に作
成されます。

[OS管理者名（OS Administrator
Name）]

このオプションは、
Cisco Unity Connection
10.0以上でのみ使用で
きます。

（注）

OS管理者パスワードは、Cisco Unity Connectionのインストー
ル中に作成されます。

[OS管理者パスワード（OS
Administrator Password）]

このオプションは、
Cisco Unity Connection
10.0以上でのみ使用で
きます。

（注）

Cisco Unity Expressがインストールされているルータのイネー
ブルパスワード。

[イネーブルパスワード（Enable
Password）]
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説明フィールド

Cisco Unityに新しいボイスメールアカウントが作成されたと
き、Exchangeサーバに新しいアカウントを作成するかどうか
を示します。

このフィールドを選択した場合、Exchangeサーバにユーザア
カウントは作成されません。ユーザアカウントは、Exchange
サーバにすでに存在する場合に限り関連付けられます。

[インポートによる作成（Create
by Import）]

Cisco Unity Expressモジュールのユーザ名。（オプション）[回線ユーザ名
（Line User Name）]

Cisco Unity Expressモジュールのパスワード。[回線ユーザパスワード（Line
User Password）]

ルータ上の Cisco Unity Expressサービスエンジンのインター
フェイス番号。

[サービスエンジンインターフェ
イス番号（ServiceEngine Interface
Number）]

表 7：LDAP および ACS サーバ設定のフィールド

説明フィールド

LDAPサーバのタイプ。

次のオプションを使用できます。

• Microsoft ADサーバまたはMicrosoft Active Directoryアプリケー
ションモード（ADAM）

• Lightweight Directory Services

Prime Collaboration ProvisioningによってサポートされるMicrosoft AD
バージョンについては、『Supported Devices for Prime Collaboration
Provisioning』を参照してください。

[LDAPサーバタイプ
（LDAP Server Type）]

バックアップ AAAサーバのポート番号。[バックアップサーバポー
ト（Backup Server Port）]

LDAPディレクトリへのアクセス権を所有する LDAPマネージャの管
理ユーザ ID。

たとえば、userID = jdoeのユーザ John Doeは「John Doe」と入力する
必要があります。

管理者がWindowsドメイン「Cisco」のユーザである場合
は、「admin」と入力します（cisco\adminなどのドメインプ
レフィックスが付いたユーザ名は機能しません）。

（注）

[管理識別名（Admin
Distinguished Name）]
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説明フィールド

管理ユーザのパスワード（LDAPマネージャ）。[管理パスワード（Admin
Password）]

ユーザの検索ベース。LDAPサーバはこのベースに基づいてユーザを
検索します。

検索ベースを入力するときは、CNまたは OUの詳細を入力する必要
があります。 dc=cisco,dc=comでは動作しません。CNまたはOUの各
部を指定する必要があります。次の例を参考にしてください。

cn=users,dc=eta,dc=com.

2種類のユーザグループを設定している場合は、次のように入力しま
す。

• OU=Organization, OU=Accounts, DC=aaa, DC=com

• OU=Service, OU=Accounts, DC=aaa, DC=com

入力する検索ベースは、「OU=Accounts, DC=aaa, DC=com」となりま
す。

OU=Organizationユーザグループのユーザが Admin DNとして設定さ
れている場合、Orgnizationユーザグループのユーザは全員が Prime
Collaborationにログインできますが、Servicesユーザグループのユー
ザはログインできません。同様に、OU=Servicesユーザグループ内の
ユーザが Admin DNとして設定されている場合は、Servicesユーザグ
ループのユーザは全員が Prime Collaborationにログインできますが、
Organizationユーザグループのユーザはログインできません。

Admin DNとしてトップレベルでユーザを設定した場合は、そのレベ
ル以下のすべてのユーザが Prime Collaborationにログインできます。
たとえば、OU=Accountsユーザグループ内のユーザがAdmin DNとし
て設定されている場合は、OrganizationユーザグループとServicesユー
ザグループのユーザ全員が Prime Collaboartionにログインできます。

検索ベースに特殊文字を入力すると、LDAP認証に失敗しま
す。

（注）

[LDAPユーザ検索ベース
（LDAP User Search
Base）]

Prime Collaboration Provisioningで、Prime Collaboration Provisioningと
AAAサーバ間の転送チャネルとして Secure Socket Layer（SSL）暗号
化を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

[SSLを使用（Use SSL）]

ACSサーバによって認証に使用されるプロトコル。[ACS認証プロトコル
（ACS Authentication
Protocol）]
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説明フィールド

Prime Collaboration ProvisioningとACSサーバ間のデータの暗号化を有
効にします。

[データ暗号化を有効に
する（Enable Data
Encryption）]

Cisco Unity Connection デバイスの操作

Cisco Unity Connectionのクラスタリングとフェールオーバーをサポートするため、次の点に注意
してください。

• Cisco Unity Connectionクラスタサーバペアを含むCisco Unity Connectionを追加する場合は、
そのペアのパブリッシャサーバだけを追加します。

•プライマリ Cisco Unity Connectionがセカンダリ Cisco Unity Connectionにフェールオーバーす
る場合、IPアドレスをセカンダリデバイスに変更できます。その場合、Prime Collaboration
Provisioningはフェールバックが発生する前にセカンダリデバイスと通信します。

ネットワークに複数のロケーションがある場合は、CiscoUnityConnectionサーバまたはCiscoUnity
Connectionクラスタのすべてのロケーションを、PrimeCollaborationProvisioningに個々に追加しま
す。

この設定で Cisco Unityを使用する場合、Cisco Unified Communications Managerボイスメールポー
トを設定します。

これらのデバイスの詳細については、『Setting Up Devices for Prime Collaboration Provisioning』を
参照してください。

[インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure Setup）] からの Serviceability の相互起動

Prime Collaboration Provisioningでは、管理者は、設定済みの Cisco Unity Connectionおよび Cisco
Unified CommunicationsManagerから、それぞれCiscoUnity Connection ServiceabilityとCiscoUnified
Serviceabilityを相互起動できます。

Serviceabilityの相互起動は、Cisco Unified Communications Managerデバイスと Cisco Unity
Connectionデバイスに対してのみサポートされています。

（注）

Serviceabilityの相互起動を利用すると、Serviceabilityの UIにアクセスして、デバイスのサーバを
直接操作できます。 Cisco Unified Communications Managerでの Serviceablityの詳細については、
『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。同様に、 Cisco Unity
Connectionでの Serviceablityの詳細については、『Administration Guide for Cisco Unity Connection
Serviceability』を参照してください。

Serviceabilityの相互起動機能を使用すると、PrimeCollaboration Provisioningでは、すべての管理対
象ノードでサービスのアクティブ化、非アクティブ化、開始、および停止を（直接）行うことが

できます。デバイステーブルでCiscoUnified CommunicationsManagerまたはCiscoUnity Connection
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をポイントし、[クイックビュー（Quick View）]アイコンをクリックして、[操作（Actions）]ペ
インの [Serviceability]相互起動リンクをクリックします。

Cisco TelePresence Management Suite の追加
Cisco Unified Communications Managerと同期する Cisco TelePresenceManagement Suite（TMS）デバ
イスをディスカバリデバイスに追加すると、ビデオエンドポイントのスケジュールを有効にでき

ます。このスケジュールはCiscoTMSでのみ実行され、スケジュールのUIは、PrimeCollaboration
Provisioningから起動することができます。

手順

ステップ 1 Cisco TMSを追加します（「デバイスの追加」の手順を参照）。

ステップ 2 アプリケーションユーザを Cisco TMSに関連付けます。プロビジョニングする Cisco Unified
Communications Managerごとに、Cisco TMSに関連付けるアプリケーションを選択できます。 [展
開（Deploy）] > [ユニファイドコミュニケーションサービス（UnifiedCommunication Services）]を
選択します。 [TMSサービス（TMS Service）]で Cisco Unified Communications Managerのアプリ
ケーションユーザを選択し、[適用（Apply）]をクリックします。
アプリケーションユーザは、[標準CCM管理ユーザ（Standard CCMAdmin Users）]グループや [標
準CTI有効（Standard CTI Enabled）]グループに属している必要があります。

[標準AXLAPIアクセス（StandardAXLAPIAccess）]、[標準CCM管理ユーザ（StandardCCMAdmin
Users）]、[標準CTI有効（Standard CTI Enabled）]、[標準CUレポート（Standard CUReporting）]、
[標準リアルタイム追跡収集（Standard RealtimeAndTraceCollection）]、[標準サービスアビリティ
（Standard SERVICEABILITY）]

ステップ 3 エンドポイントをプロビジョニングします。「ユーザのサービスのオーダー」を参照してくださ

い。スケジュールを有効にするには、[サービス固有の設定（ServiceSpecificConfigurationLayout）]
で、[スケジュールの有効化（Enable Scheduling）]をクリックします。
特定のサービスエリアに関連付けられているアプリケーションユーザ用に、Cisco Unified
Communications Managerでエンドポイントが追加されてプロビジョニングされます。

エンドポイントの新しい順序を作成する場合は、異なる Cisco Unified Communications
Managersをポイントする多数のサービスを設定できます。このとき、それぞれのCisco
Unified Communications Managerに使用できるサービスエリアを選択する必要がありま
す（[ユニファイドコミュニケーションサービス（Unified Communication Services）]
で）。

（注）

デバイスの削除
PrimeCollaborationProvisioningからデバイスを完全に削除するには、[インフラストラクチャのセッ
トアップ（Infrastructure Setup）]ページを使って削除する必要があります。デバイスを削除する
場合は、次のポイントに注意してください。
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•アクティブなリリース済みオーダーがない（回復不能または回復可能なエラーを含む）。

•アクティブなバッチプロジェクトがない。

•同期の実行中でない。

これらの条件が満たされていない場合にデバイスを削除しようとすると、ページにメッセー

ジが表示されます。削除が完了するまで、アクティビティは実行しないでください。

• AAAサーバを削除する前に、それがドメインに割り当てられていないことを確認します。

•デバイス上に保留中のオーダーがないようにしてください。

•デバイスを削除する前に、システムに古いエントリが入るのを避けるために、ドメインの同
期化を実行します。

デバイスを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Prime Collaboration Provisioningをメンテナンスモードにします。（メンテナンスモード, （321
ページ）を参照）。

ステップ 2 [設計（Design）] > [インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure Setup）]を選択します。

ステップ 3 [インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure Setup）]ページで、削除するデバイスを選
択して [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 4 確認ダイアログボックスで、[OK]をクリックして削除を実行します。

Cisco Jabber サービスの有効化
Prime Collaboration Provisioningで、デバイスの Cisco Jabberサービスを有効にすることができま
す。 Cisco Jabberサービスを使用すると、インスタントメッセージングやプレゼンスと連携させ
ることができます。

10.6以降では、管理者権限を使用して最大 5つのタイプの Cisco Jabberを選択できます。

• Cisco Jabber Video for BlackBerry

• Cisco Jabber for Desktop

• Cisco Jabber for Android

• Cisco Jabber for iPhone

• Cisco Jabber for Tablet
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Cisco Jabberサービスは、CiscoUnified CommunicationsManager 9.1.1以上のバージョンと、Cisco
Unified Presenceでのみ利用できます。

（注）

コールプロセッサの Cisco Jabberサービスを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユニファイドコミュニケーションサービス（UnifiedCommunication Services）]
を選択します。

ステップ 2 [ユニファイドコミュニケーションサービス（Unified Communication Services）]ページで、[有効
（Enable）]をクリックします。

ステップ 3 [SIPプロファイル（SIPProfile）]、[サービスプロファイル（Service Profile）]、および [ソフトキー
テンプレート（Softkey Template）]フィールドとサービスパラメータ情報を入力して、[適用
（Apply）]をクリックします。これらのフィールドの詳細については、インフラストラクチャ設
定製品のフィールド, （457ページ）を参照してください。 [オーダーの表示（View Order）]をク
リックすると、[ユーザレコード（UserRecord）]ページでオーダーの詳細を確認できます。 Jabber
サービスを有効にした日付が表示されます。

コールプロセッサの Cisco Jabberサービスを有効にした後は、編集も無効化もできなく
なります。

（注）
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第 4 章

ドメイン、サービスエリア、ユーザ権限、

サービステンプレートの管理

• ドメイン、サービスエリア、ユーザロール、サービステンプレートの概要, 53 ページ

• ドメインの追加, 55 ページ

• サービスエリア, 56 ページ

• サービスエリアの追加, 57 ページ

• ユーザ権限の追加, 64 ページ

• サービステンプレートの作成, 68 ページ

ドメイン、サービスエリア、ユーザロール、サービス

テンプレートの概要
デバイスを追加した後は、最初にドメインを作成してから、サービスエリア、ユーザロール、

サービステンプレートを追加する必要があります。

PrimeCollaborationProvisioning 10.0以上のバージョンでは、[ユーザプロビジョニングのセットアッ
プ（User Provisioning Setup）]ページ（[設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアッ
プ（User Provisioning Setup）]を選択）に、すべてのユーザプロビジョニングタスクの設定の要
約が示されます。一元化されたビューを使用して、1つのユーザインターフェースでドメイン、
サービスエリア、ユーザロール、サービステンプレートを管理することができます。

ユーザプロビジョニングをセットアップするには、以下の操作を実行します。

•ドメインの追加および設定：ドメインを追加して設定し、ユーザグループの運用上の機能を
定義します。

•サービスエリアの追加および設定：サービスエリアを設定します。具体的には、ルートパー
ティションとデバイスプールの選択、サービスエリアにアクセスできるユーザタイプの指

定、電話番号ブロックの設定を行います。
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•ユーザロールの追加および設定：ユーザロールを追加し、特定タイプのユーザロールによっ
てプロビジョニングできるサービスを割り当てます。

•サービステンプレートの追加および設定：プロビジョニング属性を設定します。プロビジョ
ニング属性はサービスの起動時にサービスに適用される各種設定です。

図 1：ドメイン、サービスエリア、ユーザロール、サービステンプレート

導入は、地理的なロケーションに基づいて行うことができます。上記の例では、音声の導入が西

海岸地域の都市で予定されています。西海岸はドメインに該当します。ドメイン同期ルール、ポ

リシー、管理権限が西海岸ドメインで定義されます。サンノゼ、ロサンゼルス、サンフランシス

コは、サービスエリアです。これらの都市の Doctor（医師）、Nurse（看護師）、Lobby assistant
（ロビーアシスタント）のユーザロールには、IPテレフォニーとメッセージングサービスをプ
ロビジョニングする必要があります。これらの IPテレフォニーとメッセージングサービスは、
サービステンプレートで定義されます。DoctorとNurseユーザロールは、国際電話の使用を許可
するサービステンプレートによって割り当てられます。一方、Lobbyユーザロール用に定義され
たサービステンプレートでは、市内通話だけが許可されます。

ユーザインターフェイス（[設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User
Provisioning Setup）]）では、左側のペインにドメイン、サービスエリア、ユーザロール、サービ
ステンプレートが一覧表示されます。右側のペインには対応するテーブルが表示されます。 [ユー
ザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]ページに入力すると、デフォルト
で [ドメイン（Domains）]テーブルが表示されます。すべてのドメインのリストを表示するには、
[すべてのドメイン（All Domains）]をクリックします。展開するには矢印アイコンをクリックし
ます。ドメインを展開すると、そのドメインのサービスエリア、ユーザロール、サービステン

プレートを表示できます。さらに、サービスエリアとユーザロールを展開すると、複数のユー

ザロールと、そのドメインに関連付けられているサービスエリアのリストを表示できます。
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ドメインの追加
ドメインとは、ユーザのグループです。グループごとにシステムユーザを 1名以上任命し、その
ユーザにドメイン内のユーザに対するサービスの管理を任せることができます。また、ドメイン

にはルールまたはポリシーを設定できます。これらのルールとポリシーは、そのドメイン内のユー

ザのサービスに適用されます。ドメイン内の運用に共通のポリシーを適用することも可能です。

1人のユーザが複数のドメインを管理できます（そのユーザに適切な承認権限が割り当てられて
いる場合）。ユーザのすべてのサービスは、そのユーザを追加するときに指定したサービスドメ

インでプロビジョニングされます（ユーザを追加するには、[展開（Deploy）]> [ユーザプロビジョ
ニング（User Provisioning）]を選択します）。

ドメインを作成した後、新しいドメインにアクセスできるサービスエリアとユーザ権限を追加で

きます。サービステンプレートを作成し、サービスエリアとユーザ権限に割り当てることもで

きます。また、1つのサービステンプレートを、サービスエリアとユーザ権限の複数の組み合わ
せに関連付けることも可能です。サービスエリアの追加, （57ページ）およびユーザ権限の追
加, （64ページ）を参照してください。

ドメインを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]を選択し
ます。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックし、[ドメイン（Domains）]ページで新しいドメインを追加します。

ステップ 3 [コールプロセッサ（Call Processors）]、[メッセージプロセッサ（MessageProcessors）]、[同期ルー
ル（Synchronization Rules）]、[LDAP設定（LDAP Settings）]などの必要なフィールドに入力し、
[保存（Save）]をクリックします。 [名前（Name）]フィールドにドメイン名を入力する必要があ
ります。使用できる文字は、スペース、英数字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、および特殊文字 _ - . /
: ; = ? @ ^ ‘ { } [ ] | ~です。
[同期ルール（Synchronization Rules）]ペインで、ドメイン同期ルールを設定できます。 Cisco
Unified Communications Managerおよび Unity Connectionの [同期ルール（Synchronization Rules）]
を選択します。特定の同期ルールの詳細については、[?]アイコンをポイントします。ビジネス
ルールの詳細な説明については、ドメイン同期に関するビジネスルール, （87ページ）を参照し
てください。

•ドメインの設定後、ドメインの同期を実行します。詳細については、ドメインの同期の概
要, （84ページ）を参照してください。

• LDAP設定フィールドの更新については、LDAPサーバと Provisioningの同期, （93ページ）
を参照してください。
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既存のドメインを編集するには、左ペインでドメインのリストを展開し、編集するドメインをク

リックします。また、[すべてのドメイン（All Domains）]をクリックし、テーブルからドメイン
を選択して [編集（Edit）]をクリックする方法もあります。

ドメインの削除

ドメインを削除すると、サービスエリア、ユーザ権限、サービステンプレート、ルール、電話番

号ブロックが削除されます。また、エンドポイント、電話番号、ライセンス機能、およびUnified
Presenceユーザ設定のインスタンスが、グローバルリソースネームスペースに移動します。

ドメインの削除の実行中は、ドメインの削除が完了するまで、ドメイン内でアクティビティを実

行しないでください。

ドメインを削除する前に、システムをメンテナンスモードにする必要があります。また、ドメイ

ンを削除する前に、次の前提条件を満たす必要があります。

•アクティブなリリース済みオーダーがない（回復不能または回復可能なエラーを含む）。

•アクティブなバッチプロジェクトがない。

•ドメインの同期の実行中でない。

•コールプロセッサまたはユニファイドメッセージプロセッサの同期の実行中でない

手順

ステップ 1 Prime Collaboration Provisioningをメンテナンスモードにします（メンテナンスモード, （321ペー
ジ）を参照）。

ステップ 2 [設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]を選択し
ます。

ステップ 3 削除するドメインを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
[ドメイン（Domain）]リストページを更新し、ステータスを確認します。

サービスエリア
サービスエリアとは、地理的、組織的、または技術的な境界を超えて IPテレフォニーサービス
とメッセージングサービスを構成および管理するために使用する、ドメイン内のグループのこと

です。サービスエリアは、一般的にはサービスを提供するロケーションとして機能し、オーダー

処理の際に使用するプロビジョニング属性値を決定するテンプレートのメカニズムを提供します。

サービスエリアは、ビジネスの視点から見たサービスを、そのサービスを提供する技術にマッピ

ングします。
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また、サービスエリアは、そのサービスエリアにプロビジョニングされるユーザについて、ロ

ケーション、デバイスプール、およびルートパーティションの各割り当てでどれを使用するのか

を指定することにより、Cisco Unified Communications Managerのパーティションとサービスクラ
スを処理します。

たとえば、Cisco Unified Communications Managerに関連付けられたサービスエリアでは、Cisco
Unified Communications Manager内で各製品が使用するデバイスグループ、ルートパーティショ
ン、ロケーション、および外線電話番号マスクが定義されます。

この場合、サービスエリアを設定するときに、サービスエリアに対して選択したコールプロセッ

サに基づいて、サービスエリアに割り当て可能なルートパーティションのリストが提示されま

す。サービスエリアに関連付けられたルートパーティションがない場合、電話番号と回線はCisco
Unified Communications Managerのデフォルトルートパーティションに作成されます。また、主
要なボイスメール設定とコール転送動作もサービスエリアによって決定されます。

Cisco Unityおよび Cisco Unity Connectionユニファイドメッセージプロセッサでは、ユニファイ
ドメッセージプロセッサをサービスエリアに割り当てる場合、加入者テンプレートと加入者サー

ビスクラス（CoS）を設定できます（加入者テンプレートと加入者 CoSにはそれぞれ、
Text-To-Speech（TTS）機能が有効なものと無効なものがあります）。これらのテンプレートは、
サービスエリアでのユーザのボイスメールプロビジョニングに使用できます。

コールプロセッサとして Cisco Unified Communications Manager Expressを設定したサービスエ
リアでは、デバイスプールだけを選択に使用できます。ルートパーティションは使用できま

せん。

（注）

サービスエリアの追加
サービスエリアを設定するときは、次の操作を実行できます。

•コールプロセッサと関連するオブジェクト（Cisco Unified Communications Managerではルー
トパーティション、デバイスプールなど）を指定することにより、サービスエリアを対応

するコールプロセッサオブジェクトにマッピングします。同様に、サービスエリアをユニ

ファイドメッセージプロセッサとユニファイドプレゼンスプロセッサにマッピングしま

す。

開始ウィザードでドメインに[コールプロセッサ（Call Processor）]を追加した場合、[コーリ
ングサーチスペース（Calling Search Spaces (CSS)）]、[リージョン（Region）]、[ロケーショ
ン（Location）]、[デバイスプール（device pool）]などのフィールドが自動設定されます。

•サービスエリアのユーザタイプを指定します（サービスエリアから製品をオーダーできる
のは、サービスエリア内のユーザだけです）。

ドメインルールのDefaultUserTypeに基づくデフォルトのユーザ権限は [従業員（Employee）]
です。

•サービスエリアユーザの電話番号ブロックを作成します。
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•選択したコールプロセッサにプレゼンスプロセッサが関連付けられている場合に、ユニファ
イドプレゼンスプロセッサの設定にプレゼンスプロセッサを表示します。

サービスエリアをドメインに割り当てた後で、別のドメインに移動することはできません。

また、コールプロセッサ、ユニファイドメッセージプロセッサ、またはユニファイドプレゼ

ンスプロセッサをサービスエリアに割り当てた後で、それらを変更することもできません。

（注）

サービスエリアを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]を選択し
ます。

ステップ 2 サービスエリアを作成するドメインを選択します。

ステップ 3 ドメインを展開して [サービスエリア（Service Area）]を選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [サービスエリアの設定（ServiceAreaConfiguration）]ページで、必要なフィールドに入力して [保
存（Save）]をクリックします。次の表に必須フィールドを示します。

既存のサービスエリアを編集するには、左ペインでサービスエリアのリストを展開し、編集する

サービスエリアをクリックします。また、テーブルからサービスエリアを選択し、[編集（Edit）]
をクリックする方法もあります。

既存のサービスエリアの情報のコピーを作成するには、表でサービスエリアを選択して、[コピー
（Copy）]をクリックします。
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表 8：サービスエリア設定のフィールド

説明フィールド

サービスエリアの共通のデバイス設定。[共通デバイス設定（Common
Device Config）]では、次の設定を制御できます。

• [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]

• [ユーザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio Source）]

• [ネットワーク保留MOH音源（NetworkHoldMOHAudioSource）]

• [ユーザロケール（User Locale）]

• [MLPP通知（MLPP Indication）]

• [MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]

• [MLPPドメイン（MLPP Domain）]

このフィールドが表示されるのは、Cisco Unified
CommunicationsManager 6.0を選択した場合だけです。

（注）

[共通デバイス設定
（Common Device
Config）]

デバイスに割り当てられるロケーション。サービスエリアを追加す

る場合、開始ウィザードでドメインに関連付けられたいずれかのコー

ルプロセッサを追加しているなら、このフィールドは任意です。

[ロケーション
（Location）]

サービスエリアのルートパーティション。これは、Cisco Unified
Communications Managerのパーティションと同じです。

[パーティション
（Partition）]

サービスエリアのデバイスプール。[デバイスプール（Device
Pool）]

サービスエリアの音声ゲートウェイ参照。[音声ゲートウェイ参照
（Voice Gateway
References）]

CiscoUnityConnectionに対してのみ使用可能で、InternetMessageAccess
Protocol（IMAP）クライアントのサポート用に外部 Exchange Server
と統合されます。

CiscoUnity Connectionで IMAP用のExchange Serverを設定するには、
Cisco Unity Connectionシステムで [システム設定（System Settings）]
> [外部サービス（External Services）] > [新規追加（Add New）]を選
択し、必要なフィールドに入力します。

[電子メールプロセッサ
（Email Processors）]

Exchangeサーバ:
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説明フィールド

ユニファイドメッセージプロセッサのユーザに対してユニファイド

メッセージングを有効無効にするために使用される加入者テンプレー

ト。

[TTSが有効でない加入者
テンプレート（Subscriber
Template without TTS
Enabled）]

ユニファイドメッセージプロセッサのユーザに対してユニファイド

メッセージングを有効にするために使用される、サービスクラステ

ンプレート。これは、加入者テンプレートとともに使用されます。

CoSの TTSを有効にするには、Cisco Unity Connectionで次の設定を
行う必要があります。

• Cisco Unity Connection 8.xの場合は、次のいずれかを実行しま
す。

◦ [IMAPクライアントを使用したボイスメールへのアクセス
を許可する（Allow Users to Access Voice Mail Using an IMAP
Client）]フィールド（[ライセンス機能（LicensedFeatures）]
の下）を選択します。

◦ [高度な機能へのアクセスを許可する（Allow Access to
Advanced Features）]フィールドおよび [テキスト/スピーチ
（TTS）を使用したExchang電子メールへのアクセスを許可
する（Allow Access to Exchange Email by Using Text to Speech
(TTS)）]フィールド（[ライセンス機能（LicensedFeatures）]
の下）を選択します。

[TTSが有効な加入者CoS
（Subscriber CoS with TTS
Enabled）]

ユニファイドメッセージプロセッサの加入者に対してユニファイド

メッセージングを有効にするために使用される、サービスクラステ

ンプレート。これは、加入者テンプレートとともに使用されます。

[TTSが有効でない加入者
CoS（Subscriber CoS
without TTS Enabled）]

サービスエリアに割り当てられている電話番号ブロック。電話番号

ブロックの追加, （63ページ）を参照してください。
[電話番号ブロック
（Directory Number
Blocks）]

• [共通デバイス設定（CommonDeviceConfig）]、[ロケーション（Location）]および [パーティ
ション（Partition）]フィールドは、Cisco Unified Communications Managerにのみ適用されま
す。

• [TTSが有効な加入者 CoS（Subscriber CoS with TTS Enabled）]、および [TTSが有効でない加
入者CoS（Subscriber CoSwithout TTS Enabled）]フィールドは、UnityおよびUnity Connection
にのみ適用されます。
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サービスエリアの削除

サービスエリアを削除するには、次の条件が満たされている必要があります。

•システムがメンテナンスモードである。

•アクティブなリリース済みオーダーがない（回復不能または回復可能なエラーを含む）。

•アクティブなバッチプロジェクトがない。

•ドメインの同期の実行中でない。

•プロセッサの同期の実行中でない。

これらの条件が満たされていない場合、サービスエリアを削除しようとすると、削除操作は開始

されないというメッセージがページに表示されます。

サービスエリアの削除の実行中は、そのサービスエリアの削除が完了するまでアクティビティは

実行されません。

手順

ステップ 1 Prime Collaboration Provisioningをメンテナンスモードにします（メンテナンスモード, （321ペー
ジ）を参照）。

ステップ 2 [設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]を選択し
ます。

ステップ 3 ドメインを展開して [サービスエリア（Service Area）]をクリックします。

ステップ 4 目的のサービスエリアを選択して [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 5 確認ダイアログボックスで、[OK]をクリックしてサービスエリアを削除します。

電話番号ブロック

電話番号ブロック内の番号は、それらが作成される Cisco Unified Communications Managerに対し
て相対的です。 Prime Collaboration Provisioningでは、電話番号は Cisco Unified Communications
Managerと同様に処理されます。

サービスのオーダーを作成する際に電話番号ブロックがないサービスエリアを選択する場合は、

選択された回線番号だけを使用できます。

電話番号インベントリを使用して個々の電話番号を設定することも可能です。詳細については、

電話番号の管理 , （190ページ）を参照してください。

次の表に、電話番号のブロックを作成するためのフィールドを示します。
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表 9：[電話番号ブロック（Directory Number Blocks）] フィールドの説明

説明フィールド

電話番号ブロックのプレフィックス。[プレフィックス
（Prefix）]

電話番号ブロックの最初の番号。[最初の番号（First
Number）]

ブロックの最後の電話番号。[最後の番号（Last
Number）]

プレフィックスを除く電話番号の最小桁数。番号にゼロを埋めるために

システムによって使用されます。

[最小長（Minimum
Length）]

このフィールドは、[サービスエリア（Service Area）]ページを保存した
後に入力されます。

[ブロックサイズ
（Block Size）]

E.164 のサポート

Cisco Unified Communications Managerバージョン 7.x以降を使用している場合は、Provisioningで
国際エスケープ文字 +を設定できます。これにより、電話ユーザが、着信側に関連付けられる国
際直接ダイヤルプレフィックス/国際エスケープコードを記憶し、入力する必要なしに、コール
を発信できるようになります。デュアルモード電話などの電話モデルによっては、電話ユーザは

電話のキーパッドで +をダイヤルできます。その他の場合、電話ユーザは、+を含むコールログ
ディレクトリエントリにアクセスすることによって、コールに返信できます。

国際エスケープ文字 +は、完全な E.164番号形式の国際アクセスコードを示します。たとえば、
NANP番号には、形式 +1 214 555 1234で、E.164国際形式が含まれます。 +は、各国のサービス
プロバイダーが国際アクセスコードに置換し、グローバルダイヤルプランを形成するための先

行文字です。

+または \+を入力して、国際エスケープ文字を示すことができます。

E.164形式の電話番号を使用する場合は、次の点に注意してください。

•電話番号では、番号の先頭（プレフィックス）だけで、国際エスケープ文字を設定できます
（\+5678、+0034など）。

•サポートされているパターンに対して国際エスケープ文字を設定するために、パターンまた
は電話番号フィールドに \+または +を入力できます。

• [選択した回線（Chosen Line）]オプションを使用し、オーダーした回線に対して E.164形式
の電話番号を割り当て可能です。

• E.164は、Cisco Unified Communications Manager Expressではサポートされていません。

• Cisco Unity Connection 7.xおよび 8.xバージョンで E.164形式の電話番号回線に対してボイス
メールをプロビジョニングする際に、Provisioningは電話番号から+記号を削除して、内線番
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号を自動的に設定します。オーダーの完了後に、電話番号は（+記号付きで）[代行内線番号
（Alternate Extension）]フィールドに自動的に入力されます。Unity Connection 9.0以上のバー
ジョンでは、E.164形式の電話番号がサポートされるので、元の電話番号（+記号付き）が内
線番号フィールドに表示されます。

•拡張電話サービス、ユニファイドメッセージングサービス、メッセージングサービスなど
のバンドル製品をオーダーする際に、[自動割り当て回線（Auto-assigned Line）]タイプのオ
プションを選択した場合は、オーダーの作成中にボイスメール製品の[代行内線番号（Alternate
Extension）]フィールドは自動的に入力されません。代行内線番号は、使用可能な位置の末
尾に追加され、オーダーの完了時に表示されます。

[選択した回線（ChosenLine）]タイプのオプションを選択した場合、代行内線は [ボイスメー
ルの詳細オーダー設定（VoicemailAdvancedOrderConfiguration）]ページで、使用可能なイン
デックス（1、2、3など）が自動的に入力されます。

•ミートミーパターン、コールパークパターン（およびダイレクトコールパークなどの関連
するすべてのコールパーク機能）、およびコールピックアップパターンは、国際的なエス

ケープ文字（+）をサポートしていません。そのため、[インフラストラクチャ設定
（Infrastructure Configuration）]ページでこれらの機能に対して設定したパターンフィールド
に、\+を入力することはできません。

Provisioningは、次に対する [電話番号（Directory Number）]フィールドで、「+」文字をサポート
します。

•電話番号（DN）ブロック（サービスエリアの下）

• EMアクセス回線および RDP回線製品

•プロビジョニング属性

◦スピードダイヤル

◦ビジーランプフィールド

◦コール転送

•インフラストラクチャ製品

◦同報リスト

◦基本コールキューイング

電話番号ブロックの追加

新しい電話番号ブロックを追加するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]を選択し
ます。

ステップ 2 左のセレクタペインでドメインおよびサービスエリアを展開し、目的のサービスエリアを選択し

ます。

ステップ 3 [電話番号ブロック（DirectoryNumberBlock(s)）]フィールドで、[行の追加（AddRow）]をクリッ
クします。

ステップ 4 目的のフィールドに入力して、[保存（Save）]をクリックします。

[最小長（MinimumLength）]フィールドは、プレフィックスを除く電話番号の最小桁数です。
番号にゼロを埋めるためにシステムによって使用されます。たとえば、Prefix = 408、First
Number = 0、LastNumber = 100、MinimumLength= 4の場合、電話番号ブロックの範囲は 4080000
～ 4080100になります。

（注）

編集するには、電話番号ブロックを選択して [編集（Edit）]をクリックします。必要な変更を行っ
て、[保存（Save）]をクリックします。変更をキャンセルするには、[キャンセル（Cancel）]を
クリックします。

電話番号ブロックを削除するには、[削除（Delete）]をクリックします。

ユーザ権限の追加
ユーザ権限は、ユーザがオーダーできる製品とサービスを制御します。

デフォルトのユーザ権限は次のとおりです。

• [従業員（Employee）]：新しいユーザに割り当てられるデフォルトの権限です。

[従業員（Employee）]ユーザ権限は、組織内での従業員の標準的な設定に合わせておく必要
があります。 [従業員（Employee）]ユーザ権限をニーズに合わせて設定しておかないと、従
業員ユーザレコードに、必要なオプションが記録されなくなります。

• [エグゼクティブ（Executive）]

• [疑似（Pseudo）]：関連するユーザのない電話のオーダーに使用されます。 [疑似（Pseudo）]
ユーザはコールマネージャに登録されておらず、名前の変更も削除も行えません。

最初にユーザを追加してから（ユーザの追加,（211ページ）を参照）、ユーザに疑似ユーザ権限
を割り当てます。

疑似ユーザは、電話と電話番号インベントリの管理を実行できます。
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これらのユーザ権限は、Cisco Prime Collaboration Provisioningの各ドメインに存在します。ユーザ
権限の各セットは、各ドメインで事前定義済みのユーザ権限を追加、削除、変更することでカス

タマイズできます。

ユーザ権限を追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのドメイン（AllDomains）]ペインで特定のドメインを展開し、[ユーザ権限（UserRoles）]
をクリックします。

ステップ 3 特定のドメインページの [ユーザ権限（User Roles）]で、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [ユーザ権限の設定（User Role Configuration）]ページで、ユーザ権限名、タイプ、ドメイン、回
線、サービス、サービスバンドルの必須詳細情報を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 （任意）ユーザ権限の作成と共にサービスをプロビジョニングするには、自動サービスプロビ

ジョニングを有効にします。詳細については、自動サービスプロビジョニング, （66ページ）
を参照してください。

ユーザを追加するときに、ユーザ権限に基づいて自動プロビジョニングパラメータを選択できま

す。これを選択すると、ユーザに割り当てられているユーザ権限に対して選択したサービスが自

動的にプロビジョニングされます。

自動サービスプロビジョニングを有効にしない場合は、サービスがプロビジョニングされること

なく、ユーザ権限が作成されます。ユーザに対して手動でサービスをプロビジョニングできます

（[展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します）。

ステップ 6 （任意）[サービステンプレート割り当てテーブル（Service Template Assignment Table）]で自動プ
ロビジョニングで使用可能なテンプレートを一覧表示します。自動プロビジョニングに使用され

るデフォルトテンプレートは、[自動プロビジョニングに使用（use for auto-provisioning）]カラム
に [yes]と表示されています。テンプレートを編集するには、行を選択して [編集（Edit）]をク
リックし、チェックボックスをオンにして自動プロビジョニングの使用を有効にします。それぞ

れのカラムからさまざまなサービス、サービスエリア、テンプレートを選択し、それらを保存で

きます。 [自動プロビジョニングに使用（use for auto-provisioning）]カラムに [yes]が表示され、
選択したテンプレートが自動プロビジョニングに使用されます。

ステップ 7 続行するには [保存（Save）]をクリックします。

•ユーザ権限を設定するには、目的のユーザ権限を選択し、特定のドメインのユーザ権限で [編
集（Edit）]をクリックします。

•ユーザ権限を削除するには、目的のユーザ権限を選択し、特定のドメインのユーザ権限で [削
除（Delete）]をクリックして [OK]をクリックします。

•ユーザ権限クイックビューには、ユーザ権限に対して選定されたドメイン、エンドポイント
の数、サービス、サービスバンドルが表示されます。
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また、自動プロビジョニングの有効または無効も表示されます。有効になっている場合は、

自動プロビジョニングに対して選定されているエンドポイント、サービス、サービスバンド

ルがユーザ権限クイックビューに表示されます。サービステンプレートクイックビューに

は、特定のサービスエリアとユーザ権限の組み合わせに対して自動プロビジョニングが使用

されるかどうかが表示されます。詳細については、「サービステンプレートクイック

ビュー」を参照してください。

ユーザ権限とサービスの関連付け

特定のエンドポイントに権限が関連付けられているユーザだけが、そのサービスをオーダーでき

ます。エンドポイントとサービス、個々のサービスのオーダーを作成するか、またはバンドルさ

れたサービスをオーダーできます。ユーザのサービスのオーダー,（247ページ）を参照してくだ
さい。

手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのドメイン（AllDomains）]ペインで特定のドメインを展開し、[ユーザ権限（UserRoles）]
をクリックします。

ステップ 3 選択したドメインペインの [ユーザ権限（User Roles）]で [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 ユーザ権限の名前を指定し、目的のエンドポイント、回線、サービス、およびサービスバンドル

と関連付けます。 [エンドポイント（Endpoints）]、[サービス（Services）]、および [サービスバン
ドル（Service Bundles）]は必要な数だけ選択できます。

ユーザ権限の設定を変更するには、[ユーザ権限（User Roles）]を選択します。特定の
ドメインの [ユーザ権限（UserRoles）]で、目的のユーザ権限を選択して [編集（Edit）]
をクリックします。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

自動サービスプロビジョニング

自動サービスプロビジョニング機能を使用すると、新規ユーザに対してサービスを自動的にプロ

ビジョニングできます。自動サービスプロビジョニングは、Unified Communications 10.x以上の
アプリケーションでサポートされます。

ユーザロールに対して自動サービスプロビジョニングを有効にする場合は、サービスエリア（自

動プロビジョニングで使用）と、ユーザロールに割り当てられているユーザに対して自動的にプ

ロビジョニングできるサービスを選択する必要があります。ユーザロールの追加については、

ユーザ権限の追加, （64ページ）を参照してください。

次のサービスに対して自動サービスプロビジョニングを有効にできます。
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•エンドポイント

•回線

•シングルナンバーリーチ（モビリティ、リモート接続先プロファイル、およびリモート接
続先プロファイル回線を有効にする）

• IM & Presence

•ボイスメール

•エクステンションモビリティアクセス

•エクステンションモビリティ回線

• Cisco Jabber

エンドポイントサービスに対して自動サービスプロビジョニングを有効にする際は、次のオプ

ションを選択できます。

• [デフォルトエンドポイント（Default Endpoint）]：このオプションを選択した場合は、ユー
ザに対してデフォルトで自動プロビジョニングされるエンドポイントモデルを選択する必要

があります。

• [セルフプロビジョニングされたエンドポイント（Self-ProvisionedEndpoint）]：このオプショ
ンを選択した場合、ユーザは管理者に連絡せずに各自のエンドポイントをプロビジョニング

できます。ユーザは、ネットワークにエンドポイントを接続して、ユーザを識別するための

いくつかの指示に従うことにより、エンドポイントを追加できます。

ユーザがセルフプロビジョニングできるエンドポイントの最大数も指定できます。

ユーザに対してセルフプロビジョニングを有効にすると、そのユーザ向けにエンドポイント

のない回線が自動的に作成されます。この回線には、後でセルフプロビジョニングエンド

ポイントを追加できます。

シングルナンバーリーチサービスに対して自動プロビジョニングを有効にした場合、ユー

ザは Cisco Unified Communications Managerの Self-Careポータルにアクセスしてシングルナ
ンバーリーチをアクティブに必要があります。 Cisco Unified Communications Managerで使用
できるセルフプロビジョニング機能については、『Cisco Unified Communications Manager
Administration Guide』を参照してください。

ユーザロールまたはユーザに対して自動サービスプロビジョニングを有効にする場合は、次の点

に注意してください。

•自動サービスプロビジョニングは、（Provisioningユーザインターフェイス、バッチプロビ
ジョニング、AddUserNBAPIを介して追加された、またはLDAPサーバから同期された）新
規ユーザにのみ適用できます。既存のユーザに対して自動サービスプロビジョニングを開

始することはできません。

•自動サービスプロビジョニングは、ドメインの同期および CUCM変更通知によって Cisco
Prime Collaboration Provisioningに追加されたユーザに対してはサポートされません。
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•ユーザロールを作成するときに、自動サービスプロビジョニングに対して複数の回線サー
ビスを選択すると、回線のプロビジョニングに使用された電話番号が回線サービス間で共有

されます。

• LDAPと同期されたユーザのユーザロールは、ドメインフィルタに基づいてマッピングされ
ます。

•新規ユーザを作成する際は、そのユーザに対して複数のユーザロールを選択できますが、自
動プロビジョニングに対しては 1つのデフォルトのユーザロールのみを選択できます。

•新規ユーザに対して自動サービスプロビジョニングを有効にする場合は、自動プロビジョニ
ングに使用するデフォルトのサービスエリアも指定する必要があります。

•自動プロビジョニングの回線タイプとして [自動割り当て回線（Auto-AssignedLine）]を選択
する場合は、選択済みのサービスエリアに電話番号ブロックが設定され、プロビジョニング

に利用可能な電話番号が含まれている必要があります。サービスエリアに利用可能な電話

番号ブロックがない場合は、自動プロビジョニングのサービスエリアを選択するときに、

[ユーザの追加（Add User）]ページに [自動割り当て回線（Auto-Assigned Line）]回線タイプ
オプションが表示されません。

•回線タイプとして [選択した回線（ChosenLine）]を選択する場合は、電話番号も入力する必
要があります。入力しないと、自動プロビジョニングに対してユーザの詳細が保存されませ

ん（[保存して続行（Save and Continue）]をクリックすると、確認メッセージが表示されま
す）。

•エクステンションモビリティ回線はエクステンションモビリティアクセスがあるユーザに
対してのみ、自動プロビジョニングできます。

• Cisco Prime Collaboration Provisioningは、自動プロビジョニングされた電話にダミーのMAC
アドレスを割り当てます。

•ユーザロールに対して自動サービスプロビジョニングを有効するときに、Jabberサービスを
選択すると、そのユーザロールに割り当てられているユーザに Jabberおよび関連する回線
サービスが自動プロビジョニングされます。ユーザロールに対してエンドポイントサービ

スと Jabberサービスの両方を選択すると、Cisco Prime Collaboration Provisioningは、共有 DN
を備えた 2つの回線を自動的にプロビジョニングする一方で、エンドポイントと Jabberサー
ビスを自動プロビジョニングします。

• Jabberクライアントのボイスメール/ビジュアルボイスメール機能を設定するには、ユーザ
は、ProvisioningSelf-Careポータルまたは [暗証番号/パスワードの管理（ManagePIN/Password）]
オプションを使用して、Unity ConnectionのWebパスワードを更新する必要があります。

サービステンプレートの作成
サービステンプレートには、サービスのプロビジョニング属性が含まれます。サービステンプ

レートでは、プロビジョニング属性を使用して複数の属性を設定できます。プロビジョニング属

性は、サービスのアクティベーション時に適用される設定です。
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オーダーの際、Prime Collaboration Provisioningでは、設定されたプロビジョニング属性がサービ
スエリア設定とともに考慮され、プロビジョニングする最終的な製品構成が決定されます。

サービスエリアとサービステンプレートを作成する前に、インフラストラクチャの同期を完

了する必要があります。

（注）

テンプレートを [オーダーの追加（AddOrder）]または [オーダーの変更（ChangeOrder）]ウィ
ザードに表示するには、サービステンプレートをサービスエリアとユーザ権限の組み合わせ

に割り当てる必要があります。

（注）

プロビジョニング属性の内容を設定するには、管理者権限を持っている必要があります（権限ロー

ルの概要, （222ページ）を参照）。

プロビジョニング属性, （333ページ）に、設定可能なすべてのプロビジョニング属性を示しま
す。すべてのエンドポイントタイプまたはすべての Cisco Unified Communications Managerバー
ジョンに、すべての属性を適用できるとは限りません。Provisioningの設定によっては、一部の属
性を使用できない場合があります。

サービステンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]を選択し
ます。

ステップ 2 [すべてのドメイン（All Domains）]ペインで、ドメインを選択します。

ステップ 3 [サービステンプレート（Service Templates）]をクリックし、テンプレート名、プロセッサなどの
必要な情報を入力します。

ステップ 4 サービスを選択し、サービスの必須のプロビジョニング属性を入力します。詳細については、プ

ロビジョニング属性,（333ページ）を参照してください。デフォルトのプロビジョニング属性は
すべて、デフォルトで入力されます。

ステップ 5 サービスエリアとユーザ権限をサービステンプレートに追加するには、[行の追加（Add Row）]
をクリックします。サービスエリアとユーザ権限を選択して、[保存（Save）]をクリックしま
す。編集するには、[編集（Edit）]をクリックして割り当てを変更します。

作成済みのテンプレートを編集または削除できます。サービステンプレートを別のドメインに新

しい名前でコピーするには、[コピー先（Copy To）]をクリックします。

[リモート接続先プロファイル（RemoteDestinationProfile）]のサービステンプレートの設定中
に、デバイスで使用できないユーザロケールを選択すると、そのオーダーは失敗します。

（注）
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新しいオーダーを作成する際に、[サービステンプレート（Service Template）]ドロップダウンリ
ストから作成済みのサービステンプレートを選択できます。新しいオーダーの作成については、

ユーザのサービスのオーダー, （247ページ）を参照してください。

サービステンプレートクイックビューには、テンプレートとサービスエリアおよびユーザロー

ルとの関連付けが表示されます。選択したサービステンプレートが特定のユーザロールに対す

る自動プロビジョニングで使用されるかどうかが示されます。

サービステンプレートへのキーワードの追加

Prime Collaboration Provisioningでは、サービステンプレートの作成時またはサービスのオーダー
時に、プロビジョニング属性にキーワードを追加するオプションを提供します。複数のキーワー

ドを追加し、各キーワードの長さを指定することもできます。

サービステンプレートを使用してサービスをオーダーすると、これらのキーワードは、テンプ

レートで定義されたユーザ情報に自動的に置き換えられます。

サービステンプレートでは、次のキーワードがサポートされています。

• FIRSTNAME

• LASTNAME

• USERID

• EXTENSION

• CONTACTEMAIL

• COMPANY

• MIDNAME

• DEPT

• EMAIL

• EMPID

• MANAGER

• COUNTRY

• TITLE

• CITY

• STATE

• ZIP

• CORPEMAIL：電話機、回線、ボイスメールをオーダーする際に使用します。複数のボイス
メールアカウントがある場合、このキーワードは最初のボイスメールアカウントの社内電

子メールにマッピングされ、最初の社内電子メールが削除されると、次のものにマッピング

されます。
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キーワードを編集するには、[キーワードリストの編集（Edit Keyword List）]をクリックします。
[キーワードリスト（Keyword List）]ページで、キーワードと値を変更することができます。 [削
除（Remove）]チェックボックスをオンにすると、リストからキーワードを削除できます。キー
ワードリスト全体を削除するには、[キーワードリストの削除（Remove Keyword List）]アイコン
をクリックします。

次の表に、各サービスタイプの新しいキーワードをサポートするプロビジョニング属性を一覧し

ます。

表 10：プロビジョニング属性のキーワードのサポート

ドメインルールプロビジョニング属性エンドポイントタイプ

DescriptionString[デバイスの説明（Device
Description）]

Endpoint\Extension Mobility
Access\RemoteDestination Profile

LineDisplayString
• [回線の説明（Line
Description）]

• [呼び出し表示（Alerting
Name）]

• [ASCII呼び出し表示
（ASCII Alerting Name）]

• [表示(内部発信者 ID)
（Display (Internal Caller
ID)）]

• [ASCII表示(内部発信者
ID)（ASCII Display
(Internal Caller ID)）]

• [ASCII回線テキストラベ
ル（ASCII Line Text
Label）]

• [回線テキストラベル
（Line Text Label）]（この
属性は回線およびエクス

テンションモビリティ回

線にのみ適用されます。）

• [外線電話番号マスク
（External Phone Number
Mask）]

Line\ Extension Mobility Line\
Remote Destination Profile Line
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ドメインルールプロビジョニング属性エンドポイントタイプ

-
• [ボイスメールエイリアス
（Voicemail Alias）]

• [ボイスメール表示名
（Voicemail Display
Name）]

• [イニシャル（Initials）]

• [役職（Title）]

• [従業員 ID（Employee
ID）]

• [ボイスメール企業電子
メールアドレス

（Voicemail Corporate
Email Address）]

• [市区町村郡（City）]

• [都道府県（State）]

• [郵便番号（Postal Code）]

• [国（Country）]

• [部署名（Department）]

• [マネージャ（Manager）]

• [課金 ID（Billing ID）]

[ボイスメール（Voicemail）]

-[セルフプロビジョニングユー
ザ ID（Self-Provisioning User
ID）]

[ユーザサービス（User
Service）]

システムデフォルト値の使用方法

[オーダーの追加（Add Order）]ウィザード、[変更オーダー（Change Order）]ウィザード、[テン
プレートの設定（Template Settings）]ページで、必須ではない属性のドロップダウンリストに [シ
ステムデフォルトを使用（Use System Default）]が表示されます。デバイスで [システムデフォル
トを使用（Use System Default）]が有効な値になっている場合は、ドロップダウンリストからオ
プションを選択しないと、これらの属性のシステムデフォルト値がプロビジョニングされます。

必須ではない属性のデフォルト値がすでに設定されている場合は、その属性の指定値が表示され、
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ドロップダウンリストのオプションの1つとして [システムデフォルトを使用（UseSystemDefault）]
が表示されます。

ドロップダウンリストで使用可能なオプションに「デフォルト」という言葉が含まれている場合

（[デフォルトの言語を使用（Use Default Language）]、[電話のデフォルトを使用（Use Phone
Default）]、[デフォルトのシステムポリシーを使用（Use Default System Policy）]、[デフォルト
（Default）]など）、[システムデフォルトを使用（Use System Default）]はドロップダウンリス
トに表示されません。

[システムデフォルトを使用（Use System Default）]は、[プロトコル（Protocol）]フィールド
には表示されません。

（注）

必須の属性では、デフォルト値がすでに設定されている場合、指定されたデフォルト値が表示さ

れます。デフォルト値が設定されていない場合は、ドロップダウンリストから値を選択する前

に、ドロップダウンリストの最初のオプションが表示されます。ドロップダウンリストが空白

で、その属性のデフォルト値が設定されていない場合は、[選択する（Make a Selection）]が表示
されます。 [選択する（Make a Selection）]は、次の Provisioningフィールドに表示されます。

• [選択されているエンドポイント（Selected Endpoint）]

• [選択されている回線（Selected Line）]

• [回線タイプ（Line Type）]

• [エンドポイントタイプ（Endpoint Type）]

• [EM電話のタイプ（EM Phone Type）]

[システムデフォルトを使用（Use System Default）]または [選択する（Make a Selection）]は、ボ
イスメールおよびユニファイドメッセージング製品では表示されません。

[サービステンプレート（Service Template）]フィールドでドロップダウンリストから値を選択し
ていない場合は、[未選択（Not Selected）]が表示されます。

Cisco Unified Communications Manager 9.0以下の場合は、Cisco IP Phone 8961、9951、および 9971
のエクステンションモビリティアクセスサービステンプレートの作成時に、[ソフトキーテンプ
レート（Softkey Template）]属性で [システムデフォルトを使用（Use System Default）]を選択す
る必要があります。

また、[iPhone用エクステンションモビリティアクセス（ExtensionMobility Access for iPhones）]を
オーダーする際、次の属性にデフォルト値を使用すると、オーダーが失敗する場合があります。

• [DNDオプション（DND Option）]

• [DND着信呼警告（DND Incoming Call Alert）]（設定専用属性）

• [MLPP通知（MLPP Indication）]

[iPhone用エクステンションモビリティアクセス（Extension Mobility Access for iPhones）]をオー
ダーする際は、これらの属性に次の値を使用してサービステンプレートを作成し、オーダーの作

成中にテンプレートを適用することをお勧めします。
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• [DNDオプション（DND Option）] - [コール拒否（Call Reject）]

• [DND着信呼警告（DND Incoming Call Alert）] - [無効（Disable）]

• [MLPP通知（MLPP Indication）] - [オフ（Off）]

電話のプロビジョニング属性の制限

CUPM_BLANKキーワード（バッチ操作ファイルでのキーワードの使用, （178ページ）を参照）
を使用するバッチを介した変更オーダーは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerユーザインター
フェイスで共通の設定のチェックボックスを上書きする、電話プロビジョニング属性に影響しま

せん。この現象は、電話のプロビジョニング時に Cisco Unified Communications Managerが
Provisioningにこれらの属性のデフォルト値を返さないために発生します。これに該当するのは、
次のプロビジョニング属性です。

• [参加および直接転送ポリシー（Join And Direct Transfer Policy）]

• [電話をオンにする時刻（Phone On Time）]

• [電話をオフにする時刻（Phone Off Time）]

• [電話オフのアイドルタイムアウト（Phone Off Idle Timeout）]

• [オーディオアラートを有効にする（Enable Audible Alert）]

• [EnergyWiseドメイン（EnergyWise Domain）]

• [EnergyWiseエンドポイントのセキュリティシークレット（EnergyWise Endpoint Security
Secret）]

• [EnergyWiseオーバーライドを許可（Allow EnergyWise Overrides）]

• [自動ポート同期（Automatic Port Synchronization）]

• [ディスプレイ放置時自動消灯（Display Idle Timeout）]

• [着信コール時に点灯（Display On When Incoming Call）]

プロビジョニング属性のトランスフォーメーションテンプレートの設

定

[回線テキストラベル（Line Text Label）]および [ASCII回線テキストラベル（ASCII Line Text
Label）]属性では、プロビジョニング属性フィールドにトランスフォーメーションテンプレート
を入力し、電話に表示される電話番号の桁を操作することができます。電話番号のマスキングの

桁変換を行うと、何を表示するかを選択できます。

テンプレートでは、プロビジョニング属性のテキスト文字列内にトランスフォーメーションマス

クを埋め込むことで、電話番号の任意の桁を削除、挿入、順序変更、または変更することができ

ます。
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1つのトランスフォーメーションテンプレートには、1つまたは複数のトランスフォーメーショ
ンマスクが含まれます。

トランスフォーメーションマスクでは次の文字を使用できます。

• Wまたは w：電話番号の桁を、同じ位置に左から表示します。

• Xまたは x：電話番号の桁を、同じ位置に右から表示します。

• .（ピリオド）：電話番号の同じ位置にある桁を無視します。

•数字：出力にそのまま表示されます。

• %（パーセント記号）：デリミタです。

• \（バックスラッシュ）：デリミタ（エスケープ文字）です。

マスクでこれ以外の文字を使用した場合、マスクはマスクとして認識されず、文字は通常のテキ

ストとして扱われます。

テンプレートの設定時には、次のことに注意してください。

•トランスフォーメーションマスクにWと Xが両方含まれている場合は、有効なマスクとし
て認識されず、通常のテキストとして扱われます。ただし、テンプレートに複数のマスクが

含まれる場合は、同じテンプレート内の別のマスクでWと Xを使用することができます。

•エスケープ文字（\）のプレフィックスを含まないデリミタ文字は、トランスフォーメーショ
ンマスクの一部の有効なデリミタとして認識されない場合、通常の文字として扱われます。

エスケープ文字は、通常のコンテキストとトランスフォーメーションマスクを区切る必要が

ある位置でだけ使用できます。

•テンプレートの最大文字数は 60文字です。

表 11：トランスフォーメーションテンプレートのサンプル, （75ページ）に、トランスフォー
メーションテンプレートのサンプルのリストを示します。このサンプルで使用する電話番号は

1234567891です。

表 11：トランスフォーメーションテンプレートのサンプル

結果テンプレート

891%XXX%

123%WWW%

123%XXX.......%

7891%XXXX%

7891%......WWWW%

456%...WWW%
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結果テンプレート

456%XXX….%

94560000%9XXX0000%

94560000%..9WWW0000%

5558567000%55585XX000%

5558567000%55585WW000%

%WWXX%%WWXX%

(123) 456-7891(%WWW%) %...WWW%-%XXXX%

John Smith x67891John Smith x%XXXXX%

%John Smith%x67891%John Smith\%x%XXXXX%

123 Engineering%WWW% Engineering
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第 5 章

プロセッサ、ユーザ、ドメインの同期

• プロセッサ、ユーザ、ドメインの同期の概要, 77 ページ

• インフラストラクチャ同期とユーザ同期, 80 ページ

• ドメインの同期の概要, 84 ページ

• ドメインの同期, 86 ページ

• スケジュールの同期化, 90 ページ

• ディレクトリ検索の同期の同期元の設定, 92 ページ

• LDAPサーバと Provisioningの同期, 93 ページ

プロセッサ、ユーザ、ドメインの同期の概要
Prime Collaboration Provisioningでは、次の 3種類の同期が行われます。

•インフラストラクチャの同期：Prime Collaboration Provisioningで使用される、個々のユーザ
固有ではないデバイスからすべてのオブジェクトを検出します。PrimeCollaborationProvisioning
がユーザサービスを設定できるように、事前にデバイス内にインフラストラクチャデータ

が存在している必要があります。

•ユーザの同期：個々のユーザに関連するすべてのオブジェクトを検出します。

•ドメインの同期：ユーザの同期中に検出された既存のユーザをドメインに配置します。

Cisco Unified Communications Managerと Cisco Unityシステムのデータを同期させ、次にドメイン
と同期させると、Prime Collaboration Provisioningに既存のアクティブなユーザとサービスが入力
され、すべてのインフラストラクチャとユーザ情報が統合されたビューが提供されます。

同期を実行する前に、次の点に注意してください。

•インフラストラクチャの同期とユーザの同期では、デバイスから情報が取得されます。これ
らは、単方向の同期です。これらの同期の実行時、Provisioningはデバイスを更新しません。
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すべてのデバイスでインフラストラクチャの同期とユーザの同期が完了してから、ドメイン

の同期を開始してください。

•同期は任意の順序で別々に実行できます。ただし、データの整合性を維持するため、次の順
序で連続して実行することをお勧めします。

1 インフラストラクチャの同期

2 ユーザの同期

•新たに Provisioningをインストールしたら、まずインフラストラクチャの同期を実行する必
要があります。一度に複数の同期を実行しないでください。

•必ずデバイスの接続を確認しておいてください。同期を実行する前に、デバイスの詳細ク
イックビューから（[操作（Actions）]ペインの）[テスト接続（Test Connection）]をクリッ
クします。テスト結果が、デバイスの詳細クイックビューに表示されます。

•テスト接続に成功してから、ユニファイドメッセージプロセッサを同期してください。テ
スト接続のステータスが [処理中（In Progress）]または [失敗（Failed）]の場合にユニファイ
ドメッセージプロセッサの同期を開始すると、同期に失敗します。

•コールプロセッサまたはユニファイドメッセージプロセッサを同期した後で、デバイスの
タイプを変更しないでください。たとえば、Cisco Unified Communications Managerを追加し
た場合は、コールプロセッサのタイプを Cisco Unified Communications Manager Expressに変
更しないようにします。

•ドメインを同期した後は、Prime Collaboration Provisioningを使用して個々のユーザアカウン
トを直接管理できます。基盤となる Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco Unity
システムを使用する必要はありません。

•アウトオブバンドで設定を行うと（プロセッサに対して直接設定を行い、Provisioningとの同
期を行わないと）、オーダーに失敗することがあります。 Prime Collaboration Provisioning
は、プロビジョニングを行うプロセッサと常に同期させる必要があります。

Cisco Unified Communications Manager 10.0以上のバージョンでは、変更通知機能が自動的に有効
化されます。この機能は、Cisco Unified Communications Manager 10.0よりも前のバージョンでは
サポートされません。

10.6リリースから、変更通知機能は、Prime Collaboration Provisioningがメンテナンスモードで
実行されている場合でもサポートされます。

（注）

CiscoUnifiedCommunicationsManagerのインフラストラクチャまたはユーザ設定に対する更新は、
5分おきに Provisioningと自動的に同期されます。これにより、Cisco Unified Communications
Managerとの同期を毎日または頻繁に行う必要がなくなります。

変更通知の一環として、ユーザレコードも更新され、新たな追加のサービスが含まれます。Cisco
Unified Communications Managerの変更通知の同期の開始時刻と終了時刻を表示するには、クイッ
クビューを起動し、[操作（Actions）]ペインの [詳細ログの表示（View Detailed Log）]をクリッ
クします。
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次のサービスとインフラストラクチャオブジェクトが Cisco Unified Communications Managerから
自動的に同期されます。

•コールパーク（Call Park）

•コールピックアップグループ（Call Pickup Group）

• CallManagerGroup

• Css

• CmcInfo

• CommonPhoneConfig

• CommonDeviceConfig

• CtiRoutePoint

•デバイスプロファイル（Device Profile）

• DateTimeGroup

• DeviceMobility

•エンドポイント（Endpoint）

• FacInfo

•位置情報（GeoLocation）

•ハントリスト（Hunt List）

•ハントパイロット（Hunt Pilot）

• H323Gateway

•回線（Line）

•回線グループ（Line Group）

• Location

• MediaResourceList

• MediaResourceGroup

•ミートミー（MeetMe）

• PhysicalLocation

•リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）

•ルートリスト（Route List）

•ルートパターン（Route Pattern）

• RoutePartition

•ルートグループ（Route Group）

• SipProfile
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• SipTrunk

• TransPattern

• UcService

•ユーザ（User）

•ボイスメールプロファイル（VoiceMail Profile）

•ボイスメールパイロット（VoiceMail Pilot）

• VG224

• VG310

• VG320

インフラストラクチャ同期とユーザ同期
インフラストラクチャ同期を実行すると、デバイスのインフラストラクチャデータが同期しま

す。インフラストラクチャ同期では、複数のユーザによって使用されるデバイス情報が取得され

ます。

インフラストラクチャ設定製品とユーザを同期するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure Setup）]を選択します。

ステップ 2 同期を実行するデバイスの [クイックビュー（Quick View）]をポイントします。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

•インフラストラクチャ同期を実行するには、[インフラストラクチャ同期の開始（Start
Infrastructure Synchronization）]をクリックします。

•ユーザ同期を実行するには、[ユーザ同期の開始（Start User Synchronization）]をクリックし
ます。

同期の進行状況が、[同期ステータス（Synchronization Status）]の下の [クイックビュー（Quick
View）]に表示されます。

ステップ 4 [詳細ログの表示（View Detailed Logs）]をクリックします。
同期ログが作成され、割り当てられなかったオブジェクトが表示されます。また、デバイスから

不明な要素が取得された場合は、警告メッセージも示されます。このログは同期を実行するたび

に上書きされます。

警告メッセージの「予期しない要素がスキップされました（Skippedunexpectedelement）」
は無視してかまいません。このメッセージは、デバイスから送信された項目がProvisioning
でサポートされていないことを示します。

（注）
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インフラストラクチャ同期またはユーザ同期の状態が長時間変わらない場合は、Niceサービスが
実行されていることを確認してください。サービスが実行中であるかどうかをチェックするに

は、次のコマンドを実行します。

ps -aef | grep nice

Niceサービスが停止している場合は、サービスを再起動してから、インフラストラクチャ同期ま
たはユーザ同期をやり直します。

アナログ電話を管理する場合は、ipt.propertiesファイルを更新する必要があります。このファイ
ルで、dfc.ipt.cisco.callmanager.analog_phone_supportを Yに更新してから、ユーザ同期を実行しま
す。ユーザ同期が完了してから、Provisioningを再起動する必要があります。

Provisioningが同期する Cisco Unified Communications Managerオブジェクトのリストについては、
同期される Cisco Unified Communications Managerオブジェクト, （82ページ）を参照してくださ
い。

インフラストラクチャ同期を実行すると、Provisioningのユニファイドメッセージングインフラ
ストラクチャデータがユニファイドメッセージプロセッサと同期します。

• SubscriberTemplate：Cisco Unity、Cisco Unity Connection、および電子メールメッセージプロ
セッサの加入者テンプレート。

• UnifiedMessagingFeatureSpecification：Cisco Unity、Cisco Unity Connection、および電子メール
メッセージプロセッサのサービスクラス。

ユーザ同期を実行すると、Provisioningのユニファイドメッセージングユーザデータがユニファ
イドメッセージプロセッサと同期します。

• UMInfo：ユーザのボイスメールおよび電子メール情報に関連する、Cisco Unity、Cisco Unity
Connection、および Cisco Unity Expressのユーザ。

• VoiceMailInfo：UMInfoおよび EmailInfoに関連する、Cisco Unity、Cisco Unity Connection、お
よび Cisco Unity Expressのユーザ。

• EmailInfo：VoiceMailInfoおよびUMInfoに関連する、CiscoUnityおよびCiscoUnity Connection
のユーザ。

Cisco Unity Expressの同期中にデバイス接続エラーが発生した場合は、Cisco Unity Expressシス
テム上の Telnetセッションをすべて閉じてから、同期化をやり直します。 Cisco Unity Express
で同時に許可される Telnetセッションは 1つだけです。 Cisco Unity Expressデバイスで別の
Telnetセッションが開いている場合、Prime Collaboration Provisioningをそのデバイスと同期さ
せることはできません。

（注）

IM and Presence 9.0以上のバージョンは、Cisco Unified CommunicationsManagerと統合されてい
ます。そのため、IM and Presence 9.0以上のバージョンではユーザ同期が無効になっていま
す。ユーザ情報は Cisco Unified Communications Managerから直接同期されます。

（注）
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IMandPresenceの場合、インフラストラクチャ同期を使用して、ユーザ設定インフラストラクチャ
データを Provisioningと同期します。

Cisco Unified Communications Managerをアップグレードしてからユーザ同期を手動で実行し、
変更通知設定を同期する必要があります。

（注）

同期される Cisco Unified Communications Manager オブジェクト
次の表に、Provisioningでインフラストラクチャおよびユーザの同期中に同期される Cisco Unified
Communications Managerオブジェクトを示します。
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表 12：インフラストラクチャの同期によって同期される Cisco Unified Communications Manager オブジェクト

• [SIPトランク（SIP Trunk）]

• [SIPプロファイル（SIP Profile）]

• [ソフトキーテンプレート（Softkey

Template）]

• [SRST]

• [トランスレーションパターン

（Translation Pattern）]

• [UCサービスプロファイル（UC

Service Profile）]

• [VG202]

• [VG204]

• [VG224]

• [VG310]

• [VG320]

• [VG350]

• [VGボイスメールパイロット

（VGVoicemail Pilot）]

• [ボイスメールパイロット

（Voicemail Port）]

• [ボイスメールプロファイル

（VoiceMail Profile）]

• [パーティション（Partition）]

• [電話プロファイル（Phone Profile）]

• [電話テンプレート（PhoneTemplate）]

• [プレゼンスグループ（Presence

Group）]

• [物理ロケーション（Physical

Location）]

• [リージョン（Region）]

• [リモート接続先プロファイル

（Remote Destination Profile）]

• [リソースプライオリティネームスペー

スリスト（Resource Priority Namespace

List）]

• [リソースプライオリティネームスペー

スネットワークドメイン（Resource

Priority Namespace Network Domain）]

• [ルートフィルタ（Route Filter）]

• [ルートグループ（Route Group）]

• [ルートリスト（Route List）]

• [ルートパーティション（Route

Partition）]

• [ルートパターン（Route Pattern）]

• [ゲートキーパー（Gatekeeper）]

• [位置情報（Geo Location）]

• [位置情報の設定（Geo Location

Configuration）]

• [位置情報フィルタ（Geo Location

Filter）]

• [ハントグループ（Hunt Group）]

• [ハントリスト（Hunt List）]

• [ハントパイロット（Hunt Pilot）]

• [H323ゲートウェイ（H323

Gateway）]

• [H323トランク（H323 Trunk）]

• [回線グループ（Line Group）]

• [ロケーション（Location）]

• [MLPPドメイン（MLPPDomain）]

• [メディアリソースグループ（Media

Resource Group）]

• [メディアリソースリスト（Media

Resource List）]

• [ミートミー番号/パターン

（Meet-Me Number/Pattern）]

• [メッセージ待機（Message

Waiting）]

• [MOH音源（MOH Audio Source）]

• [AARグループ（AAR Group）]

• [コールパーク（Call Park）]

• [コーリングサーチスペース

（Calling Search Space）]

• [クライアント識別コード（Client

Matter Codes）]

• [Cisco Unified CMグループ（Cisco

Unified CM Group）]

• [コールピックアップグループ（Call

Pickup Group）]

• [共通デバイス設定（CommonDevice

Config）]

• [会議ブリッジ（Conference

Bridge）]

• [日時設定（Date Time Setting）]

• [日時グループ（Date/TimeGroup）]

• [デバイスモビリティ情報（Device

Mobility Info）]

• [デバイスモビリティグループ

（Device Mobility Group）]

• [デバイスプール（Device Pool）]

• [デバイスプロファイル（Device

Profile）]

• [ダイヤルプラン（Dial Plan）]

• [ダイヤルプランタグ（Dial Plan

Tag）]

• [番号削除指示（Digit Discard

Instruction）]

• [パスワードルータの有効化（Enable

Password Router）]

• [強制承認コード（Forced

Authorization Codes）]
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表 13：ユーザの同期によって同期される Cisco Unified Communications Manager オブジェクト

• [リモート接続先プロ
ファイル（Remote
Destination Profile）]

• [リモート接続先プロ
ファイル回線

（Remote Destination
Profile Line）]

• [ユーザ（User）]

• [回線（Line）]

• [ロケーション
（Location）]

• [電話（Phone）]

• [IP Phone]

• [ライセンス機能
（License
Capabilities）]

• [コーリングサー
チスペース

（Calling Search
Space）]

• [デバイスプール
（Device Pool）]

• [電話番号
（Directory
Number）]

コールプロセッサ同期中のエラーメッセージ

コールプロセッサの同期中に発生する一部のエラーメッセージを示します。

[詳細ログ（Detailed Log）]ページに、Cisco Unified Communications Managerデバイスと同期でき
なかった項目が示されます。たとえば、このページには次のようなメッセージが表示されます。

Completed. But the following objects could not be
synchronized: [SecurityProfile, DialPlanTag, SIPTrunk, PhoneTemplate, DigitDiscardInstruction]

不完全な同期化が起こる原因としては、次のことが考えられます。

•ネットワークの問題により、項目が適切に同期できなかった。これが原因かどうかを確認す
るには、nice.logファイルを分析します。ファイルに次の情報が表示されている場合は、ネッ
トワークの問題が原因である可能性があります。

java.security.PrivilegedActionException:com.sun.xml.messaging.saaj.SOAPExceptionImpl:Message
send failed.

•項目の設定に問題がある。この場合は、nice.logファイルをコピーして、Cisco Technical
Assistance Center（TAC）に連絡してください。

ドメインの同期の概要
ドメインの同期では、同期からデータを集約します。ドメイン同期の実行中にデバイスがアクセ

スされることはありません。

ドメインの同期中、Prime Collaboration Provisioningは以下を実行します。

•ユーザおよびユーザのサービスとプロビジョニングインベントリを同期し、新しいユーザを
作成して、レコードを更新します。
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•ユーザがログインできるように、ユーザアカウントを同期させ、PrimeCollaborationProvisioning
を更新します（ログインはセルフケアルールが有効な場合にのみ作成されます。ビジネス

ルールの説明, （135ページ）を参照）。

•サービスをサービスエリアに関連付けます。

• Cisco Unity、Unity Connection、または Unity Expressの割り当てられたボイスメール電話番号
を、Cisco Unified Communications Managerのボイスメール電話番号と同期させます。

• Cisco Unity、Unity Connection、または Unity Expressのボイスメール、電子メール、ユニファ
イドメッセージングのデータを、Provisioningのユーザ情報に関連付けます。

ドメインの同期に使用される基準は、ビジネスルールによって決定します（ドメイン同期に関す

るビジネスルールの設定, （88ページ）を参照）。

ドメインを完全に同期するには、ドメイン内の各デバイスのインフラストラクチャとユーザの同

期を実行してから、ドメインの同期を実行する必要があります。

ドメイン内のデバイスがすでに同期されている場合は、ドメインの同期も実行することをお勧

めします。

（注）

ドメインの同期を実行するときは、次のことに注意してください。

• Cisco Unified Communications Manager Expressとのユーザの同期によって Provisioningにユー
ザを追加する場合、姓、名、電話番号、および部署名データは Provisioningに取得されませ
ん。 [ユーザの管理（ManageUsers）]ページのこれらのフィールドには、[不明（Unknown）]
と表示されます。

ユーザ情報は Provisioningを介してアップデートできますが、この情報は Cisco Unified
CommunicationsManager Expressシステムに適用され、ephone記述フィールドのユーザに関す
る既存の情報をすべて書き換える点にご注意ください。

•同期は一度に 1種類だけ実行します。すべての同期を連続して実行してください。

•ドメインおよびサービスエリアに存在するデバイスが Cisco Unified Communications Manager
Expressだけであり、その Cisco Unified Communications Manager Expressで ephone usernameコ
マンドが設定されていない場合は、ドメインの同期中に Provisioningでユーザが作成されま
せん。CiscoUnifiedCommunicationsManager Expressですべてのユーザに対して ephone username
コマンドが設定されていることを確認してください。

•デバイスプロファイルは、Cisco Unified Communications Managerで [エクステンションモビ
リティ（ExtensionMobility）]サービスに登録されている場合に限り、ユーザのレコードにエ
クステンションモビリティアクセス製品として追加されます。

•サービスエリアに追加した Cisco Unified Communications Managerと Cisco Unified Presenceを
9.0バージョンにアップグレードする場合、次のサービスはユーザレコードから削除されま
す。

◦ [プレゼンスを有効にする（Enable Presence）]

◦ [プレゼンスクライアントを有効にする（Enable Presence Client）]
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◦ [クライアントユーザ設定（Client User Settings）]

ユーザレコードが、ユーザサービス製品の詳細で更新されます。

サービスエリアに Cisco Unified Communications Manager 8.xと Cisco Unified Presence 8.x
がある場合、[プレゼンスを有効にする（Enable Presence）]、[プレゼンスクライアント
を有効にする（Enable Presence Client）]、および [クライアントユーザ設定（Client User
Settings）]製品の詳細は、ユーザレコードに保持されます。

• Prime Collaboration Provisioningでは、エンタープライズレベルでサービスを有効または無効
にして、デバイスプロファイルをプロビジョニングできます。

デバイスプロファイルにサービスが関連付けられている場合、そのデバイスプロファイル

は、一致するサービス URLが見つかった場合にだけ、ユーザに関連付けられます。

デバイスプロファイルにサービスが関連付けられていない場合、またはサー

ビスがエンタープライズレベルで有効になっている場合でも、エクステンショ

ンモビリティサービスは、ユーザに関連付けることができます。

（注）

• Prime Collaboration Provisioningでは、エンタープライズレベルでサービスを有効または無効
にして、デバイスプロファイルをプロビジョニングできます。

デバイスプロファイルにサービスが関連付けられている場合、そのデバイスプロファイル

は、一致するサービス URLが見つかった場合にだけ、ユーザに関連付けられます。

•ドメインの同期後、ユーザレコード内のユーザに関連付けられているすべてのサービスが更
新されます。サービスエリアを設定せずに、ユーザに関連付けられているサービスを変更、

キャンセル、または編集することができます。

•アップグレードしたサーバでは、ユーザの同期後にドメインの同期を実行して、電子メール
サービスを削除し、ユニファイドメッセージングサービスをボイスメールにマージする必

要があります。

ドメインの同期
ドメインを同期するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]を選択し
ます。

ステップ 2 [ドメイン（Domains）]テーブルから、同期するドメインの [クイックビュー（QuickView）]をポ
イントし、[ドメイン同期の開始（Start Domain Synchronization）]をクリックします。
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ドメインの同期が正常に開始されたことを示すポップアップが表示されます。クイックビューの

[前回の同期（LastSynchronization）]フィールドに、同期のステータスが開始時刻および完了時刻
とともに表示されます。

同期ルールが設定されていないと、ドメインの同期を開始できません。同期ルールの詳細につい

ては、ドメイン同期に関するビジネスルールの設定, （88ページ）を参照してください。

ドメイン同期に関するビジネスルール

ビジネスルールは、ドメインにユーザを追加するための基準を決定します。

ドメインの同期が適切に機能するには、次のルールの中の 1つ以上が設定されている必要があり
ます。

• [すべてのユーザを同期（Sync All Users）]（Unified CM）：これを有効にした場合は、ドメ
イン内すべてのコールプロセッサの全ユーザアカウントが、同期されているドメインに割

り当てられます。このルールは、[部署名が一致（Match Department）]ルールよりも優先さ
れます。

• [既存のユーザのみを同期（Sync Only Existing Users）]：これを有効にした場合は、ドメイン
の同期によって新しいユーザが作成されません。ドメイン内の既存のユーザのサービスだけ

が同期されます。

• [属性で同期（Sync by Attribute）]：次のオプションがあります。

◦ [部署名が一致（MatchDepartment）]：これを有効にした場合は、コールプロセッサユー
ザアカウントの部署名コードがルール設定で指定されたリスト内の部署名コードと一致

する場合に限り、そのユーザアカウントがドメインの同期時に関連付けられます。

◦ [ロケーションが一致（Match Location）]：これを有効にした場合は、コールプロセッ
サユーザアカウントの電話のロケーションがルール設定で指定されたリスト内の電話

と一致する場合に限り、そのユーザアカウントがドメインの同期時に関連付けられま

す。

◦ [デバイスプールが一致（Match Device Pool）]：これを有効にした場合は、コールプロ
セッサユーザアカウントの電話またはリモート接続先プロファイルに設定されたデバ

イスプール値が、ルール設定で指定されたリスト内のデバイスプール値と一致する場

合に限り、そのユーザアカウントがドメインの同期時に関連付けられます。

残りのドメイン同期ルールは、上記のルールと共存します（優先順位はありません）。共存型の

ドメイン同期ルールは次のとおりです。

• [すべてのユーザを同期（Sync All Users）]（Unity Connection）：このルールを有効にした場
合は、特定のメッセージプロセッサの全ユーザアカウントが、Provisioningのドメインに割
り当てられます。そうでない場合は、特定のメッセージプロセッサのユーザアカウントの

うち、コールプロセッサに一致するユーザアカウントがあるものだけが割り当てられます。
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• [Unity Connectionからプライマリユーザを同期（Sync Primary User From Unity Connection）]：
これを有効にした場合、ユーザ情報は関連付けられたメッセージプロセッサのアカウントか

ら更新されます。そうでない場合、これらの情報はコールプロセッサから更新されます。

必須のルールを 1つも有効にせずにドメインの同期を実行しようとすると、
[ドメインの同期（Synchronize Domain）]ページに、いずれかのルールを有効
にする必要があることを伝えるメッセージが表示されます。このページの [同
期ルールの設定（Configure Synchronization Rules）]リンクをクリックすると
[ドメイン同期ルールの設定（Configure Domain Sync Rules）]ページが開き、
そこで必要なドメイン同期ルールを設定できます。詳細については、「ドメ

インの同期の概要」を参照してください。

（注）

必須のルールが 2つ以上有効になっている場合は、その中の 1つだけが適用されます。

ルールの優先順位は次のとおりです。

1 [すべてのユーザを同期（Sync All Users）]（Unified CM）

2 [既存のユーザのみを同期（Sync Only Existing Users）]

3 [部署名が一致（Match Department）]

4 [ロケーションが一致（Match Location）]

5 [デバイスプールが一致（Match Device Pool）]

[すべてのユーザを同期（SyncAllUsers）]（UnifiedCM）ルールが有効になっている場合、他のす
べてのルール設定は無視されます。 [既存のユーザのみを同期（Sync Only Existing Users）]ルール
が有効になっている場合は、最後の 3つのルール設定が無視されます。最後の 3つのルールは加
法的です。つまり、このうち 2つのルールが有効な場合は、その両方の制約を満たすユーザだけ
が同期されます。

ドメイン同期に関するビジネスルールの設定

ドメインの同期が適切に機能するには、ドメイン同期のビジネスルールを設定する必要がありま

す。

各ビジネスルールの説明は、ルールの横の情報アイコン上にカーソルを配置すると表示され

ます。

ヒント
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手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]を選択し
ます。

ステップ 2 [ドメイン（Domains）]リストページで、ドメインを選択して[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 3 [ドメインの設定（Domain Configuration）]ページで、[同期ルール（Synchronization Rules）]エリ
アまでスクロールダウンします。

ステップ 4 必要なルールを選択します。

ドメインの同期が適切に機能するには、コールプロセッサの同期ルールを少なくとも 1つ選択す
る必要があります。 [属性で同期（SyncbyAttribute）]ルールを選択した場合は、[属性で同期（Sync
by Attribute）]ルールで、オプションを少なくとも 1つ選択する必要があります。

ドメイン同期ルールの設定の詳細については、ドメイン同期に関するビジネスルール, （87ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ドメイン同期のログメッセージ

ここでは、ドメイン同期ログレポートに表示される可能性のある一部のメッセージについて説明

します。

The Phone SEP123123123123 could not be added to the customer record because a service area with the
following properties could not be found:（次のプロパティを持つサービスエリアが見つからなかった
ため、電話 SEP123123123123 を顧客レコードに追加できませんでした。）

表示されている設定のサービスエリアに、電話を割り当てることができませんでした。

この問題を解決するには、同じ設定でサービスエリアを作成するか、CiscoUnifiedCommunications
Managerで電話の設定を変更します。

Duplicate username encountered. So skipping the creation of this user: TestUser from the Call Processor:
TestCCM（ユーザ名の重複が発生しました。このユーザの作成はスキップされます。コールプロ
セッサからのテストユーザ：TestCCM）

同じ IDのユーザが Provisioningに存在しますが、IDの大文字と小文字の区別が異なることを示し
ます。このユーザに属するサービスは同期されません。

この問題を解決するには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerから一方のユーザを削除します。

No matching voicemail info found for directory number 123400000（電話番号 123400000 に一致するボイ
スメール情報が見つかりませんでした。）

同期で、電話番号に対するボイスメールを検出できませんでした。この問題は、ユニファイド

メッセージプロセッサで同期が実行されなかった（そのためボイスメールが Provisioningに存在
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しない）か、または電話番号に対応するボイスメール情報が見つからなかった場合に発生する可

能性があります。

この問題を解決するには、ユニファイドメッセージプロセッサでユーザの同期を実行するか、適

切な設定でサービスエリアを作成します。

The device profile line Line 1 - 123400000 could not be added to the customer record because a service area
with the following properties could not be determined in the domain Cisco: Call Processor: TestCCM（次の
プロパティを持つサービスエリアをドメイン Cisco で特定できなかったため、デバイスプロファ
イル回線 1 - 123400000 を顧客レコードに追加できませんでした。コールプロセッサ：TestCCM）

表示されている設定のサービスエリアに、デバイスプロファイルの回線を割り当てることができ

ませんでした。

この問題を解決するには、同じ設定でサービスエリアを作成するか、CiscoUnifiedCommunications
Managerで回線の設定を変更します。

スケジュールの同期化
Provisioningには、プロセッサとドメインの定期的な同期のスケジューリングに使用できる、コマ
ンドラインスクリプトユーティリティが用意されています。同期スクリプトを使用することに

より、複数の時間帯に異なる間隔で同期操作のサブセットを定期的にスケジュールすることがで

きます。 sync.shファイルは、/opt/cupm/sep/build/bin/フォルダにあります。

同期をスケジュールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 SSHを使用して rootで Provisioningサーバにログインします。

ステップ 2 crontab -eと入力し、viエディタで crontabファイルのコピーを編集します。

ステップ 3 iキーを押して、挿入モードに切り替えます。

ステップ 4 定期的に同期を実行するには、次のコマンドを入力します。
minute hour day-of-the-month month day-of-week command-to-be-executed

値は次のとおりです。

• Minute：有効な範囲は 0～ 59です。

• Hour：有効な範囲は 0～ 23です。

• Day of the month：有効な範囲は 1～ 31です。

• Month：有効な範囲は 1～ 12です。

• Day of the week：有効な範囲は 0～ 6です（日曜日が 0）。

たとえば、コールプロセッサの同期を毎日午後 3:24に実行するには、次のように入力します。

24 15 * * * /opt/cupm/sep/build/bin/sync.sh callprocessor
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メッセージプロセッサの同期を毎日午後 8:24に実行するには、次のコマンドを入力します。

24 20 * * * /opt/cupm/sep/build/bin/sync.sh messageprocessor

コマンドラインスクリプトユーティリティのオプションの詳細については、コマンドラインス

クリプトユーティリティのオプション , （91ページ）を参照してください。

他の cronコマンドの情報を表示するには、man 5 crontabを実行しま
す。

（注）

ステップ 5 ESCキーを押して挿入モードを終了し、:を押してコマンドラインに切り替えます。

ステップ 6 wqと入力し、結果を書き込んでエディタを終了します。

ステップ 7 crontab -lと入力して、ファイルが保存されたことを確認します。

コマンドラインスクリプトユーティリティのオプション

コマンドラインスクリプトユーティリティには以下のオプションがあります。

一括同期の使用：./sync.sh [callprocessor | messageprocessor | presenceprocessor | activedirectory | domain
| all] [<option>]

一括同期は、指定したクラスのすべてのオブジェクトに対する同期操作を呼び出します。各プロ

セッサのインフラストラクチャと加入者の両方の同期が実行されます。同期の順序は、コールプ

ロセッサ、ユニファイドメッセージプロセッサ、プレゼンスプロセッサ、ドメインの順になり

ます。

詳細同期の使用：./sync.sh [-g <filename>] [<option>]

詳細同期は、書式設定されたファイルで指定された同期操作を呼び出します。値は次のとおりで

す。

• <filename>は、<object class>.<object name>: <sync type>の適切な書式の行が含まれるテキス
トファイルです。次のようになります。

◦ cp.Test-UCM: infra

◦ mp.all: sub

◦ pp.all: both — [presenceprocessor]一括同期と同じです

◦ ad.all: — ActiveDirectory一括同期

◦ domain.Test-Dom:

• <option>：（オプションフィールド）次のオプションを使用できます。

◦ test：同期を実行することなくスクリプトを実行できますが、同期されるプロセッサお
よびドメインが表示されます。

◦ abortonfail：同期エラーの発生後に、スクリプトを中止するように指示します。パラメー
タが指定されていない場合、エラーが発生してもしなくても同期スクリプトが動作を継

続します。
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◦ forcedomainsync：ドメイン内の 1つのデバイスで同期が失敗してもドメインの同期を実
行できます。このパラメータが指定されていない場合、デバイスの同期エラーが発生す

ると、ドメインの同期が続行されません。

◦ parallel：デバイスの同期を並列で実行します。

◦ help：使用方法に関する情報を表示します。

たとえば、詳細同期を、毎週土曜日の午後 1:15に実行する場合、次のコマンドを入力します。

15 13 * * 6 /opt/cupm/sep/build/bin/sync.sh -g granularsyncfilename

ディレクトリ検索の同期の同期元の設定
ユーザデータサービス（UDS）を設定するには、ディレクトリソースを設定する必要がありま
す。ディレクトリソースには、LDAPサーバまたはコールプロセッサを指定できます。 LDAP
サーバがディレクトリソースとして設定されている場合、UDSは Prime Collaboration Provisioning
で無効化されます。デフォルトでは、LDAPサーバがディレクトリソースとして設定されます。
UDSを有効にするには、コールプロセッサをディレクトリソースとして設定する必要がありま
す。

LDAPと統合されているコールプロセッサがある場合は、UDSを有効にすることはできません。
UDSを有効にした後、LDAPに統合したコールプロセッサを Prime Collaboration Provisioninに追
加すると、Prime Collaboration Provisioningはディレクトリソースを LDAPサーバとして設定する
ことにで、UDSを自動的に無効化します。

ユーザの最初のサービスをオーダーしたプロセッサは、そのユーザのホームクラスタになりま

す。

UDSが有効な状場合にユーザをホームクラスタから削除すると、Provisioningによって他のコー
ルプロセッサクラスタから対応するユーザが削除されます。

ディレクトリ検索の同期は、新しいコールプロセッサを追加する際に有効にできます。また、後

から有効にすることもできます。

ディレクトリ検索の同期の同期元を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユニファイドコミュニケーションサービス（UnifiedCommunication Services）]
を選択します。

ステップ 2 [ディレクトリデータ用に Communication Managerを使用する（Use Communication Manager for
Directory Data）]をクリックします。

ステップ 3 [適用（Apply）]をクリックします。
ディレクトリ検索の同期を行うとユーザの詳細が 9.x以降のすべてのコールプロセッサに追加さ
れることを示す警告メッセージが表示されます。ユーザの数によっては、この操作に数時間か

かったり、システムのパフォーマンスに影響を与えたりする場合があります。
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ステップ 4 [はい（Yes）]をクリックして続行します。
[有効（Enable）]ボタンが [ディレクトリデータにコミュニケーションマネージャを使用する（Use
Communication Manager for Directory Data）]の横に表示されます。

ステップ 5 ディレクトリ検索の同期を実行するには、[有効（Enable）]をクリックします。
[有効（Enable）]をクリックした後にコールプロセッサを追加して、同期が自動で行わ
れない場合は、UCSから同期を手動で行うか、ディレクトリ検索をディセーブルしてか
ら再度イネーブルにする必要があります。このタスクが完了するまでに数時間かかる

場合があります。

[ユニファイドコミュニケーションサービス（Unified Communication Services）]ページ
が更新され、影響を受ける各クラスタの同期ステータスが表示されます。同期に失敗

した場合は、エラーメッセージとログファイルへのリンクが表示されます。

（注）

LDAP サーバと Provisioning の同期
Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）サーバの情報を Prime Collaboration Provisioningと同
期させることができます。Provisioningはこの情報を利用して、新規ユーザの作成、既存ユーザ情
報の更新、ユーザの削除を行います。 LDAPサーバの同期を設定して、どのアクションを実行す
るのかを決定します。

LDAPサーバを使用するための Prime Collaboration Provisioningの設定方法については、LDAPお
よび ACSサーバを使用するための Provisioningの設定, （37ページ）を参照してください。

LDAP サーバの同期の設定
LDAPサーバの同期を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [ユーザプロビジョニングのセットアップ（User Provisioning Setup）]を選択し
ます。

ステップ 2 [ドメイン（Domains）]テーブルからドメインを選択し、[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 3 [ドメインの設定（Domain Configuration）]ページで LDAPサーバを選択します。

ステップ 4 [LDAP設定（LDAP Settings）]ペインで、Prime Collaboration Provisioningが LDAPサーバから収
集する情報を設定します（このページのフィールドの説明については、を参照してください）。

ステップ 5 LDAPサーバでのすべての変更を Prime Collaboration Provisioningに同期させるには、以下を選択
します。

• [モード（Mode）]：[認証および同期（Authentication and Synchronization）]。

• [既存ユーザの詳細の更新（Update existing user details）]：[すべてのフィールド（All fields）]。
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• [LDAPユーザ削除時のアクション（ActionwhenLDAPusersdeleted）]：[ユーザのみ削除（Delete
user only）]。

• [ユーザ検索ベース（User Search base）]：ユーザ検索ベースを入力します。
（注） • CUCMとは異なり、Prime Collaboration Provisioningはドメインで 1つのユー

ザ検索ベースのみをサポートします。ただし、複数のユーザ検索のため複数

のドメインを作成できます。

• CUCMでProvisioningUIを通してLDAPユーザを追加する場合は、Provisioning
ドメインと CUCMのユーザ検索ベースは同じである必要があります。

• [同期のクエリーのフィルタ処理（Filter query for sync）]：[全ユーザの同期（Synchronize all
users）]。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

スケジュールを同期するには、[LDAP設定（LDAPSettings）]ペインで、[同期間隔（Synchronization
Interval）]および [同期開始日（Synchronization Start Date）]を設定します。

[ドメインの設定（Domain Configuration）]ページの内容を保存したら、ドメインを選択して、[ク
イックビュー（Quick View）]をポイントします。次に、[LDAP同期の開始（Start LDAP
Synchronization）]を選択します。

LDAPの同期が終わると、レポートが作成されます。このレポートには、同期中に実行できなかっ
た操作がリストされます。 LDAPサーバに入力されたデータの誤りやユーザ設定の誤りなどが原
因で、操作が失敗する場合があります。

ドメインに関連付けられている LDAPサーバは削除できません。 LDAPサーバを削除するに
は、ドメインから削除する必要があります。

（注）

新規展開の場合は、LDAPサーバからインポートしたユーザのサービスをオーダーするときに、
Getting StartedWizardによってCiscoUnified CommunicationsManagerにLDAPサーバの詳細（LDAP
ディレクトリ、認証、システム設定など）がプッシュされます。 Cisco Unified Communications
Managerはそのユーザを LDAPユーザとして記録します。 LDAPユーザとして記録されたユーザ
は、LDAPサーバで設定されたクレデンシャルを使用して、Cisco Unified Communications Manager
の Self-Careポータルにログインできます。

Prime Collaboration Provisioning 10.5にアップグレードした後は、Provisioningで LDAPの同期
を実行する必要があります。これを行わないと、LDAPからインポートされたユーザが Cisco
Unified Communications Managerで LDAPユーザとして記録されません。

（注）

ブラウンフィールド展開の場合は、次の手順を実行してください。

1 Cisco Unified Communications Managerでの認証が無効になるように（[エンドユーザ用LDAP認
証の使用（Use LDAP Authentication for End Users）]属性に対して [No]を選択する必要があり
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ます）、LDAP認証用のインフラストラクチャテンプレートを作成します（[設計（Design）]
> [インフラストラクチャテンプレート（Infrastructure Templates）]）。バッチプロジェクトを
介して Cisco Unified Communications Managerにこの設定をプッシュします。

2 Cisco Unified Communications Managerでの LDAP同期が無効になるように、LDAPシステム用
のインフラストラクチャテンプレートを作成します。MicrosoftADサーバを選択した場合は、
[ユーザ ID用 LDAP属性（LDAP Attribute for User ID）]フィールドに値として
「sAMAccountName」を入力する必要があります。MicrosoftADAMまたはLightweightDirectory
Servicesを選択した場合は、[ユーザ ID用 LDAP属性（LDAP Attribute for User ID）]フィール
ドに値として「uid」を入力する必要があります。
バッチプロジェクトを介してCiscoUnified CommunicationsManagerにこの設定をプッシュしま
す。

3 CiscoUnifiedCommunicationsManagerでの認証が再度有効になるように（[エンドユーザ用LDAP
認証の使用（Use LDAP Authentication for End Users）]属性に対して [Yes]を選択する必要があ
ります）、LDAP認証用のインフラストラクチャテンプレートを作成します。バッチプロジェ
クトを介して Cisco Unified Communications Managerにこの設定をプッシュします。

4 Prime Collaboration Provisioningでユーザにサービスをプロビジョニングする前に、Provisioning
UIからインフラストラクチャ同期を実行して、Cisco Unified Communications Managerで LDAP
ディレクトリを識別する必要があります。

表 14：[LDAP設定（LDAP Settings）] フィールド

説明フィールド

• [認証のみ（Authentication Only）]：LDAPサーバは、ユーザ認証
にのみ使用されます。

• [認証および同期（Authentication and Synchronization）]：LDAP
サーバは、ユーザ認証とユーザ情報取得の両方に使用されます。

[モード（Mode）]

• [すべてのフィールド（All fields）]：LDAPサーバでユーザ情報が
変更されると、Provisioningでも同じ情報が更新されます。

• [更新しない（Donot update）]：LDAPサーバでユーザ情報が変更
された場合に、Provisioningでユーザ情報が更新されません。

[既存ユーザの詳細の更
新（Update Existing User
Details）]
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説明フィールド

• [Provisioningで変更を行わない（Do not make changes in
Provisioning）]：LDAPサーバでユーザが削除されても、Prime
Collaboration Provisioningの対応するユーザは削除されません。

• [Provisioningにサービスがないユーザを削除する（Delete user if
there are no services in Provisioning）]：LDAPサーバでユーザが削
除されると、Prime Collaboration Provisioning内にサービスを持っ
ていないユーザは、Prime Collaboration Provisioningから削除され
ます。 Prime Collaboration Provisioning内にサービスを持っている
場合、そのユーザは削除されません。

• [Provisioningでユーザを削除する（Delete user in Provisioning）]：
LDAPサーバでユーザが削除されると、Prime Collaboration
Provisioning内にサービスを持っている場合でも、Prime
Collaboration Provisioningの対応するユーザが削除されます。

• [ユーザを削除し、プロビジョニングとCUCMのサービスを残す
（Delete user, but keep services in Provisioning and CUCM）]：ユー
ザが LDAPサーバから削除されると、対応するユーザは Prime
Collaboration Provisioningと Cisco Unified Communications Manager
から削除されます。

CUCM 10.5以降のバージョンでは、CUCMの LDAP
ユーザは、LDAP同期によって Prime Collaboration
Provisioningからも削除されます。

（注）

• [ProvisioningおよびCUCMからユーザとすべてのサービスを削除
する（Delete user and all services from Provisioning and CUCM）]：
LDAPサーバでユーザが削除されると、デバイスと Prime
Collaboration Provisioningの対応するユーザとサービスが削除され
ます。ユーザが Cisco Unified Communications Managerの LDAP
ユーザではない場合、そのユーザはPrimeCollaborationProvisioning
とCisco Unified CommunicationsManagerから削除されます。ユー
ザが Cisco Unified Communications Managerの LDAPユーザである
場合、そのユーザは Cisco Unified Communications Managerから削
除されません。

[LDAPユーザ削除時の
アクション（Actionwhen
LDAP users deleted）]

ユーザの検索ベース。 Provisioningは、ベース下でユーザを検索しま
す。これらは、CN-Users、DC-Cisco、DC-comです。

これらの検索ベースは LDAPの同期に限り使用され、認証には使用さ
れません。

Microsoft ActiveDirectoryサーバで、dsquery userコマンドを使用して完
全なユーザ検索ベースをリストできます。

[ユーザ検索ベース
（User Search Base）]
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説明フィールド

特定の LDAPユーザフィールドに対応する、Cisco Unified
CommunicationsManager内のユーザフィールドをリストします。Prime
Collaboration Provisioningでは、以下のフィールドのみ設定できます。

• [連絡先電話番号（Contactphonenumber）]：電話番号または ipPhone
を選択します。

• [連絡先電子メール（Contact email）]：メールまたは
sAMAccountNameを選択します。

• [ユーザ ID（User ID）]：[ユーザ ID（User ID）]では、LDAPサー
バの次のフィールドをマッピングできます。

◦ employeeNumber

◦ mail

◦ sAMAccountName

◦ telephoneNumber

◦ userPrincipalName

• [ミドルネーム（Middle Name）]：middleNameまたは initialsを選
択します

• [ディレクトリ URI（Directory URI）]：mail、
msRTCSIP-primaryuseraddress、または noneを選択します。

Provisioningと LDAPサーバの全フィールドのマッピングリストにつ
いては、表 15：LDAPフィールドのマッピング, （99ページ）を参照
してください。

[フィールドマッピング
（Field Mapping）]
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説明フィールド

• [全ユーザの同期（Synchronize all users）]：すべてのユーザが同
期されます。

• [簡易クエリー（Simple query）]：次のフィールドの組み合わせを
使用して、クエリーを設定できます。

◦ [ユーザ ID（User ID）]

◦ [部署名（Department）]

◦ [連絡先電話番号（Contact phone number）]

◦ [タイトル（Title）]

◦ [名（First Name）]

◦ [姓（Last Name）]

◦マネージャ ID：ActiveDirectory統合におけるものと同様に、
完全に適格なマネージャ IDを提供します。たとえば、ユー
ザ IDが jdoeの John Doeというユーザの場合：
CN=jdoe,<user search base>

◦ [ディレクトリ URI（Directory URI）]

◦ [連絡先電子メール（Contact email）]

◦ [市区町村（City）]

◦ [都道府県（State）]

◦ [オフィス（Office）]

◦ [提供会社（Company）]

◦ [番地（Street）]

◦ [私書箱（P. O. Box）]

◦ [郵便番号（Zip Code）]

◦ [国（Country）]

◦ [連絡先 Fax番号（Fax Number）]

◦ [IPフォン番号（IP Phone Number）]

◦文字列を部分的に検索するには、アスタリスク（*）を使用
します。

[詳細クエリ（Advancedquery）]：LDAPクエリーは、次の例のよ
うに入力できます。

(&(sAMAccountName=johndoe)(department=Cisco*)(mail=john@cisco.com))

[同期のクエリーのフィ
ルタ処理（Filter Query
for Synchronization）]
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次の表は、Prime Collaboration Provisioningと LDAPサーバ間のフィールドのマッピングを示して
います。指定した Provisioningフィールドのデータは、対応する LDAPフィールドのユーザデー
タに同期されます。

表 15：LDAP フィールドのマッピング

LDAP フィールドProvisioning フィールド

telephoneNumberまたは ipPhone number。

LDAPユーザの場合、このフィールドが空であるなら、
回線のオーダー時にこのフィールドに回線電話番号は

割り当てられません。

（注）

[電話番号（Phone number）]

プロビジョニング

ユーザの場合、この

フィールドが空であ

るなら、回線のオー

ダー時にこのフィー

ルドに回線電話番号

が自動的に割り当て

られます。

（注）

mailまたは sAMAccountName[電子メール（Email）]

[ユーザ ID（User ID）]では、LDAPサーバの次のフィールドを
マッピングできます。

• employeeNumber

• mail

• sAMAccountName

• telephoneNumber

• userPrincipalName

[ユーザ ID（User ID）]

givenName。[名（First Name）]

sn。[姓（Last Name）]

middleNameまたは initials[ミドルネーム（Middle
Name）]

mail、msRTCSIP-primaryuseraddress、または none[ディレクトリURI（Directory
URI）]

manager[マネージャ ID（Manager
ID）]

department[部署名（Department）]

title[タイトル（Title）]
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LDAP フィールドProvisioning フィールド

homephone[自宅の番号（HomeNumber）]

mobile[携帯電話番号（Mobile
Number）]

pager[ポケベルの番号（Pager
Number）]

LDAPサーバのタイプをMicrosoft ADAMまたは Lightweight Directory Servicesとして設定した
場合は、[sAMAccountName]ではなく [ユーザ ID（User ID）]ドロップダウンリストに uidが
一覧表示されます。

（注）

LDAPサーバのユーザを同期する際、ユーザタイプが自動サービスプロビジョニングに対して有
効である場合、次のフィルタを使用できます。これらのフィルタは、自動サービスプロビジョニ

ングで使用するデフォルトサービスエリアおよびユーザ権限を特定するのに役立ちます。

表 16：LDAP 同期のフィルタ

説明LDAP フィルタ

ユーザを割り当てる各ドメインを指定するに

は、このフィルタを使用します。

ドメイン LDAPフィルタ

ユーザを割り当てる各サービスエリアを指定す

るには、このフィルタを使用します。ドメイン

にサービスエリアが設定されていない場合、

サービスエリアLDAPフィルタは有効になりま
せん。

サービスエリア LDAPフィルタ
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説明LDAP フィルタ

ユーザを割り当てる各ユーザロールを指定する

には、このフィルタを使用します。このフィル

タを設定しない場合、LDAPサーバから同期さ
れたユーザはデフォルトのロールにマッピング

されます。自動プロビジョニングが有効になっ

ているユーザロールにユーザをマッピングする

と、設定されているサービスがそのユーザに対

して自動的にプロビジョニングされます。

同期モードとして [認証のみ
（AuthenticationOnly）]を選択した場
合、サービスエリアフィルタとユー

ザロールフィルタは有効になりませ

ん。また、どちらのフィルタも自動

プロビジョニングが有効な場合にの

み適用されます。

（注）

ロール LDAPフィルタ

サービスエリアフィルタを作成する際は、以下を設定できます。

• [内線ブロックから新しい回線を割り当て（Assign new line from the extension block）]

• [LDAP同期された電話番号にマスクを適用（Apply mask to LDAP synchronized telephone
numbers）] LDAP同期番号に適用するマスク値を [マスク（Mask）]フィールドに入力できま
す。マスク値を入力する場合は、次の点に注意してください。

• [マスク（Mask）]フィールドで有効な値は、0～ 9、プラス記号（+）、大文字の x
（X）、後ろにプラス記号が付いたバックスラッシュ（\+）です。

•値は、+、\ +、X、または数字（0～ 9）から開始できます。

•数字と Xの組み合わせも可能です（例:12XXX、+XX234、XX231XXX）。

• E.164文字（+と \+）は値の先頭でのみ使用できます。これらの文字は数字またはXの
間では使用できません。

Provisioningは、数字以外の文字を除去してからLDAP同期番号にマスクを適用し、回線を適
宜プロビジョニングします。

[マスク（Mask）]フィールドは、[LDAP同期された電話番号にマスクを適用
（Apply Mask to LDAP Synchronized Telephone Numbers）]チェックボックスを
オンにした場合にのみ有効になります。

（注）

[マスク（Mask）]オプションは、LDAPサーバから同期されたユーザにのみ使用できます。ま
た、マスク番号は、LDAPユーザに対して回線を自動プロビジョニングするときにのみ使用され
ます。
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• [内線ブロックから新しい回線を割り当て（Assign new line from the extension block）]チェッ
クボックスをオンにすると、LDAP同期番号が存在する場合でも、ProvisioningはDNブロッ
クから電話番号を選択して、回線を適宜プロビジョニングします。

• [LDAP同期された電話番号にマスクを適用（Apply Mask to LDAP Synchronized Telephone
Numbers）]チェックボックスをオンにした場合：

◦ LDAP同期番号がない場合、Prime Collaboration Provisioningはユーザに対して回線サー
ビスをプロビジョニングしません。

◦ LDAP同期番号がある場合、Prime Collaboration Provisioningは LDAP同期番号にマスク
を適用し、そのマスクされた番号を使用して回線を自動プロビジョニングします。

•両方のチェックボックスをオンにすると、LDAP同期番号がマスクされ、マスクされた DN
が回線の自動プロビジョニングに使用されます。 LDAP同期番号がない場合、Prime
Collaboration Provisioningは DNブロックから番号を選択し、回線を適宜プロビジョニングし
ます。

•両方のチェックボックスをオフにすると、LDAP同期番号が回線のプロビジョニングに使用
されます。

ドメインクイックビューで LDAP同期の詳細を表示できます。ドメインクイックビューの [詳
細ログの表示（View Detailed Logs）]をクリックすると、LDAP同期ログを表示できます。

LDAP 同期レポート
ここでは、[LDAP同期（LDAP Synchronization）]レポートに表示される可能性のある一部のメッ
セージについて説明します。

The following users were not created because they are already present in another Domain: user1, user2（次
のユーザは別のドメインにすでに存在しているため、作成されませんでした：user1、user2）

表示されているユーザはLDAPサーバに存在しますが、すでに別のドメインに存在しているため、
現在のドメイン内の Provisioningに作成できませんでした。

この問題を解決するには、他方のドメインからユーザを削除して、LDAPの同期を再実行します。

Deletion of User and associated services failed for the following users: UserId, OrderId, Status（次のユー
ザに対するユーザと関連付けられたサービスの削除に失敗しました：UserId、OrderId、ステータ
ス）

このメッセージは、[ユーザとサービスを削除（Delete user with Services）]が有効になっていると
きに、デバイスおよび Provisioningからのユーザとサービスの削除に失敗した場合に表示されま
す。デバイスのサービスを削除するため、ユーザごとに 1つのオーダーが作成され、オーダーの
ステータスがオーダー ID別に上のレポートに表示されます。これらのユーザと対応するサービ
スを手動で削除する必要があります。上のレポートに表示されるユーザ IDのリンクをクリック
して、これらのユーザアカウントにアクセスすることができます。
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The following user and associated services were deleted successfully: UserId, OrderId, Status（次のユー
ザと関連付けられたサービスの削除に成功しました：UserId、OrderId、ステータス）

このメッセージは、[ユーザとサービスを削除（Delete user with Services）]が有効になっていると
きに、デバイスおよび Provisioningからのユーザとサービスの削除に成功した場合に表示されま
す。

The following users were not deleted because the delete option was not set: user1 user2（次のユーザは
削除オプションが設定されていないため、削除されませんでした：user1、user2）

これらのユーザは LDAPサーバでは削除されていますが、[削除しない（Do not delete）]が有効で
あるため、LDAPの同期中に削除されませんでした。

この問題を解決するには、[ユーザのみ削除（Delete User Only）]または [ユーザとサービスを削除
（Delete user with Services）]オプションを有効にし、LDAP同期をもう一度実行します。

特別な電話番号の同期

リリース 9.5より前の Prime Collaboration Provisioningでは、エンドポイントが Prime Collaboration
Provisioningによって管理される電話番号（DN）のみが同期化され、CiscoUnifiedCommunications
Managerによって設定されたDNについては十分な情報がありません。CiscoUnifiedCommunications
Managerで設定されるいくつかの特別な DNのインスタンスが存在する場合があります。

次のような特別な電話番号があります。

• Cisco Unified Communications Managerに搭載されている、Prime Collaboration Provisioningに
よって管理されない DN機能。インターコムの DNなどです。

• Prime Collaboration Provisioningによって管理されないエンドポイントに接続している DN。

Provisioningによるエンドポイントのサポートが制限され、Cisco Unified
CommunicationsManagerで使用可能な一部のエンドポイントがサポートされま
せん。

（注）

PrimeCollaboration Provisioning 10.0では、ユーザの同期化の一部として特別なDNをすべて同期さ
せることができます。この機能はデフォルトで無効になっています。この機能を有効にするに

は、次のプロパティを /opt/cupm/sep/ipt.propertiesファイルに追加する必要があります。

dfc.ipt.cisco.ccm.sync.orphanDN=true

ipt.propertiesファイルを更新した後で、変更を有効にするために cupmサービスを再起動する
必要があります。

（注）

この機能が有効になっている場合、プロビジョニングオーダーは Provisioningによって検証され
るようになり、Cisco Unified Communications Managerに送信されてエラーが発生することはなく
なります。

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 103

プロセッサ、ユーザ、ドメインの同期

特別な電話番号の同期



Provisioningと特別な DNの条件は次のとおりです。

Prime Collaboration Provisioningから実行されるプロビジョニングアクティビティでそのような特
別な DNの再利用が試行されると、プロビジョニングエラーが発生する可能性があります。

• DNがすでに使用されている場合は、プロビジョニング回線の自動割り当て時に回線がプロ
ビジョニングされません。

•プロビジョニング回線を手動で選択すると、プロビジョニング中に Prime Collaboration
Provisioningでエラーが発生します。
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第 6 章

Provisioning のテンプレートの設定

• 設定テンプレートの概要, 105 ページ

• 顧客ドメインテンプレート, 128 ページ

• Provisioningで事前に作成された機能, 128 ページ

• インフラストラクチャ設定の概要, 129 ページ

• 電話ボタンテンプレートの設定, 134 ページ

• ビジネスルールの概要, 135 ページ

• バッチプロビジョニング, 154 ページ

設定テンプレートの概要
設定テンプレートを使用して、Unified Communications Manager、Unified Communications Manager
Express、Unity Express、Unity、Unity Connection、および汎用 IOSルータを設定できます。 [イン
フラストラクチャ設定（Infrastructure Configuration）]ページを使用すると、デバイスの設定を追
加、編集、削除することができます。

設定テンプレートを使用すると、一貫性を維持して Cisco Unified Communicationsの音声インフラ
ストラクチャを自動設定できます。 Provisioningでは、Cisco Unified Communications Manager、
Cisco Unified CommunicationsManager Express、および Cisco Unity Expressの初期設定や再設定に使
用するテンプレートを作成できます。

[インフラストラクチャテンプレート（InfrastructureTemplates）]メニューは、PrimeCollaboration
ProvisioningAdvancedでのみサポートされます。このメニューは、PrimeCollaborationProvisioning
Standardでは使用できません。

（注）

テンプレートそのものには、無制限の数のオブジェクトを設定できます。実際のオブジェクトの

数は、テンプレートの実行（デバイスへのプッシュ）に要する時間のみで制限されます。
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一般的な事前に作成された Cisco IOSテンプレートを作成すると、Cisco IOSの一般的なルータ機
能が設定されているProvisioningでサポートされる任意のデバイスに、特定の機能を自動設定する
ことができます。

テンプレートにはサブテンプレートも設定可能です。これにより、共通で使用する種類の設定情

報を、上位レベルのテンプレート全体にわたって繰り返し使用できます。 Cisco Unified
Communications Manager Expressおよび Cisco Unity Expressのテンプレートは、Cisco IOSソフト
ウェアのテキストまたは Cisco CLIのテキストをキーワード付きで備えています。

Provisioningのテンプレートには、20種類以上のオブジェクトを設定できます。このオブジェクト
の種類には、デバイスプール、ルートパーティション、コーリングサーチスペース、ルートリ

スト、ルートグループ、ルートパターンなどがあります。テンプレート内のオブジェクトは、

その属性にキーワードを埋め込むことができます。

デバイスにテンプレートをプッシュするとき、オプションのキーワードを指定して、プロビジョ

ニング操作中に使用する（置き換える）キーワードの値を定義できます。

設定テンプレートを使用すると、オフィス、場所、リモートサイト、組織オーバーレイの新規

ロールアウトなど、さまざまな状況で使用できる設定の標準セットを定義できます。

設定テンプレートを使用すると、次のことを実行できます。

•新しいUnified CommunicationsManager、Unified CommunicationsManager Express、Unity、Unity
Connection、Unity Express、および一般的な IOSルータの設定

•既存の Unified Communications Manager、Unified Communications Manager Express、Unity
Express、または一般的な IOSルータの展開の拡大（たとえば、新しいサイトまたはロケー
ションの展開）

設定テンプレートを作成するには、インフラストラクチャ設定製品を設定テンプレートに追加す

る必要があります。インフラストラクチャ設定製品のフィールド,（457ページ）には、Provisioning
で利用可能なインフラストラクチャ設定製品が示されています。

インフラストラクチャ設定テンプレートのすべてのフィールドが、すべてのバージョンの Cisco
Unified Communications Managerに適用できるわけではありません。

最大 5レベルのネストされたテンプレートを作成できます。ネストされたテンプレートをループ
させることはできません。

デバイス用のインフラストラクチャ設定製品

次の表に、Provisioningで使用可能なインフラストラクチャ設定製品を示します。
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Unified Communications Manager リリース用のインフラストラクチャ設定製品

表 17：インフラストラクチャ設定製品（Unified Communications Manager リリース）

Cisco Unified Communications Managerインフラスト

ラクチャ設定

製品
10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYYY[アナログ音
声ゲートウェ

イ参照

（Analog
Voice Gateway
Reference）]

YYYYYNN[Ciscoファク
スリレー

（Cisco Fax
Relay）]

YYYYYNN[Cisco Unified
Communications
Managerグ
ループ（Cisco
Unified
Communications
Manager
Group）]

YYYYYYY[CTIルートポ
イント（CTI
Route Point）]

YYYYYYY[コールパー
ク（Call
Park）]

YYYYYYY[コールピッ
クアップグ

ループ（Call
Pickup
Group）]

YYYYNNN[コール
キューイング

（Call
Queuing）]
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Cisco Unified Communications Managerインフラスト

ラクチャ設定

製品
10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYYY[コールサー
チスペース

（Call Search
Space）]

YYYYYYY[共通デバイ
ス設定

（Common
Device
Config）]

YYYNNNN[共通の電話
プロファイル

（Common
Phone
Profile）]

YYYYYYY[クライアン
ト識別コード

（Client
Matter
Code）]

YYYYYYY[日時グルー
プ（Date/Time
Group）]

YYYYYNN[説明
（Description）]

YYYYYYY[デバイス
プール

（Device
Pool）]

Cisco
Unified
Communications
Manager
10.5以上で
サポート

NNNNNN[デバイスモ
ビリティグ

ループ

（Device
Mobility
Group）]
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Cisco Unified Communications Managerインフラスト

ラクチャ設定

製品
10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYYY[デバイスモ
ビリティ情報

（Device
Mobility
Info）]

YYYYYYY[Telnetを有効
にする

（Enable
Telnet）]

YYYYYYY[強制承認
コード

（Forced
Authorization
Codes）]

YYYYYYY[位置情報
フィルタ

（Geo
Location
Filter）]

YYYYYYY[位置情報の
設定（Geo
Location
Configuration）]

YYYYYYY[H323ゲート
ウェイ（H323
Gateway）]

YYYYYYY[ハントリス
ト（Hunt
List）]

YYYYYYY[ハントパイ
ロット（Hunt
Pilot）]
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Cisco Unified Communications Managerインフラスト

ラクチャ設定

製品
10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

Cisco
Unified
Communications
Manager
10.5以上で
サポート

NNNNNN[IOS Enhanced
Conference
Bridge]

Cisco
Unified
Communications
Manager
10.5以上で
サポート

NNNNNN[IP Phoneサー
ビス（IP
Phone
Services）]

YYYYYYY[回線グルー
プ（Line
Group）]

YYYYYYY[ロケーショ
ン

（Location）]

YYYYYNN[MACアドレ
ス(最後の 10
文字)（MAC
Address (Last
10
Characters)）]

YYYYYYY[メディアリ
ソースグルー

プ（Media
Resource
Group）]

YYYYYYY[メディアリ
ソースグルー

プリスト

（Media
Resource
Group List）]
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Cisco Unified Communications Managerインフラスト

ラクチャ設定

製品
10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYYY[ミートミー
会議

（Meet-Me
Conference）]

YYYYYYY[ミートミー
番号/パターン
（Meet-Me
Number/Pattern）]

YYYYYNN[モデムパス
スルー

（Modem
Passthrough）]

YYYYYYY[MLPPドメイ
ン（MLPP
Domain）]

YYYYYNN[スロット 0
のモジュール

（Module in
Slot 0）]

YYYYYNN[MTパッケー
ジ機能（MT
Package
Capability）]

YYYYYYY[パーティ
ション

（Partition）]

YYYYYYY[物理ロケー
ション

（Physical
Location）]
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Cisco Unified Communications Managerインフラスト

ラクチャ設定

製品
10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYYY[リソースプ
ライオリティ

ネームスペー

スリスト

（Resource
Priority
Namespace
List）]

YYYYYYY[リソースプ
ライオリティ

ネームスペー

スネットワー

クドメイン

（Resource
Priority
Namespace
Network
Domain）]

YYYYYYY[リモート接
続先プロファ

イル（Remote
Destination
Profile）]

YYYYYYY[リモート接
続先プロファ

イル回線

（Remote
Destination
Profile Line）]

YYYYYNN[RESパッ
ケージ機能

（RES
Package
Capability）]
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Cisco Unified Communications Managerインフラスト

ラクチャ設定

製品
10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYNN[RTPパッ
ケージ機能

（RES
Package
Capability）]

YYYYYYY[RTCPレポー
ト間隔(秒)
（RTP Report
Interval
(secs)）]

YYYYYYY[RTP到達不
能のオンとオ

フ（RTP
Unreachable
OnOff）]

YYYYYYY[RTP到達不
能タイムアウ

ト(ミリ秒)
（RTP
Unreachable
timeout
(ms)）]

YYYYYYY[ルートグ
ループ

（Route
Group）]

YYYYYYY[ルートリス
ト（Route
List）]

YYYYYYY[ルートパー
ティション

（Route
Partition）]
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Cisco Unified Communications Managerインフラスト

ラクチャ設定

製品
10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYYY[ルートパ
ターン

（Route
Pattern）]

Cisco
Unified
Communications
Manager
10.5以上で
サポート

NNNNNN[サービスパ
ラメータ

（Service
Parameter）]

YYYNNNN[サービスプ
ロファイル

（Service
Profile）]

YYYYYYY[簡易 SDP
（Simple
SDP）]

YYYYYYY[SIPトランク
（SIP
Trunk）]

YYYYYYY[SIPプロファ
イル（SIP
Profile）]

YYYYYYY[SSTパッケー
ジ機能（SST
Package
Capability）]

YYYYYNN[T.38ファク
スリレー

（T38 Fax
Relay）]
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Cisco Unified Communications Managerインフラスト

ラクチャ設定

製品
10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYYY[トランス
レーションパ

ターン

（Translation
Pattern）]

YYYNNNN[UCサービス
（UC
Service）]

YYYYYYY[Unified CM
グループ

（Unified CM
Group）]

YYYYYYY[VG202]

YYYYYYY[VG204]

YYYYYYY[VG224]

YNNNNNN[VG350]

YYYYYYY[ボイスリー
ジョン

（Voice
Region）]

YYYYYYY[Voiceport]

YYYYYYY[ボイスメー
ルパイロット

（Voicemail
Pilot）]

YYYYYYY[ボイスメー
ルプロファイ

ル（VoiceMail
Profile）]
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Cisco Unified Communications Manager - Session Management Edition 用のインフラストラクチャ設定
製品

表 18：インフラストラクチャ設定製品（Cisco Unified Communications Manager - Session Management Edition）

Cisco Session
Management Edition

インフラ

ストラク

チャ設定

製品
10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYYY[SIP トラン
ク（SIP
Trunk）]

YYYYYNY[SIPプロ
ファイル

（SIP
Profile）]

Cisco Unified Message Processor 用のインフラストラクチャ設定製品

表 19：インフラストラクチャ設定製品（Cisco Unified Message Processor）

Cisco ユニファイドメッセージプロセッサインフラ

ストラク

チャ設定

製品

10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYYY[同報リス
ト

（Distribution
List）]
（Cisco
Unity
Connection）
1

YYYYYNY[同報リス
ト

（Distribution
List）]
（Cisco
Unity）
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Cisco ユニファイドメッセージプロセッサインフラ

ストラク

チャ設定

製品

10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYYY[同報リス
ト

（Distribution
List）]
（Cisco
Unity
Connection）
1

YYYYYYY[コールハ
ンドラ

（Call
Handlers）]

YYYYYYY[サービス
クラス

（Class of
Service）]

YYYYYYY[同報リス
ト

（Distribution
List）]

YYYYYYY[ディレク
トリハン

ドラ

（Directory
Handlers）]

YYYYYYY[インタ
ビューハ

ンドラ

（Interview
Handlers）]

YYYYYYY[加入者テ
ンプレー

ト

（Subscriber
Template）]
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1 [同報リスト（Distribution List）]（Cisco Unity Connection）は、Cisco Unified Communications Manager 8.0.3以降でサポートされます。

表 20：インフラストラクチャ設定製品（Cisco ユニファイドプレゼンスプロセッサ）

Cisco ユニファイドプレゼンスプロセッサインフラス

トラクチャ

設定製品
10.x9.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYY[オーディオ
プロファイ

ル（Audio
Profile）]

YYYYYY[CIPプロ
ファイル

（CIP
Profile）]

YYYYYY[会議プロ
ファイル

（Conferencing
Profile）]

YYYYYY[CTIゲート
ウェイプロ

ファイル

（CTI
Gateway
Profile）]

YYYYNY[LDAPプロ
ファイル

（LDAP
Profile）]

YYYYNY[ボイスメー
ルプロファ

イル

（VoiceMail
Profile）]
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設定テンプレートの作成

最初に、設定テンプレートを作成してから、そのテンプレートに項目を追加します。追加できる

項目は、個々のオブジェクトまたは既存の設定テンプレートのいずれかです。

[インフラストラクチャテンプレート（InfrastructureTemplates）]メニューは、PrimeCollaboration
Provisioning Advancedでのみサポートされています。このメニューは、Prime Collaboration
Provisioning Standardではサポートされていません。

（注）

手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [インフラストラクチャテンプレート（Infrastructure Templates）]を選択しま
す。

ステップ 2 [設定テンプレートのセットアップ（Set Up Configuration Template）]ページで、[新規（New）]ア
イコンをクリックします。

ステップ 3 表示されたプロンプトに設定テンプレートの名前を入力し、[OK]をクリックします。

既存の設定テンプレートを更新するには、テンプレートを選択して必要な情報を更新します。

名前を変更するには、作成済みのテンプレートをクリックします。名前の変更ダイアログボック

スで、名前を変更して [保存（Save）]をクリックします。

設定テンプレートを削除するには、[設定テンプレートの削除（Remove Configuration Template）]
をクリックします。

設定テンプレートをコピーするには、[設定テンプレートのコピー（CopyConfigurationTemplate）]
をクリックします。元のテンプレート名に _copyが追加され、設定テンプレートのコピーが作成
されます。

設定テンプレートへの項目の追加

追加できる項目は、個々のオブジェクトまたは既存の設定テンプレートのいずれかです。

[インフラストラクチャテンプレート（InfrastructureTemplates）]メニューは、PrimeCollaboration
ProvisioningAdvancedでのみサポートされます。このメニューは、PrimeCollaborationProvisioning
Standardでは使用できません。

（注）

これらのインフラストラクチャオブジェクトの名前を指定する際は、その名前に変数 DOMAIN
とSERVICEAREAを含めることで、それぞれが属するドメインまたはサービスエリアに基づく一
意の名前を指定できます。
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設定テンプレートを送信するとき、Provisioningは DOMAINと SERVICEAREAをそれぞれドメイ
ン名とサービスエリア名に置き換えるため、新しいオブジェクトには自動的に一意の名前が割り

当てられます。これは、Provisioningによる Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unified
Communications Manager Express、または Cisco Unity Express上でのパーティション化に必要なイ
ンフラストラクチャ要素になります。

設定は、設定テンプレートで定義された順に行われます。これらのオブジェクトの自動設定に関

する依存関係は、オブジェクトを手動で設定する場合と同じです。したがって、設定テンプレー

トでは適切な順序でオブジェクトを定義する必要があります。

これらの依存関係に関する詳細、およびその他の要件については、Cisco Unified Communications
Manager、Cisco Unified Communications Manager Express、または Cisco Unity Expressの該当するマ
ニュアルを参照してください。

多くのインフラストラクチャ設定製品のフィールドでは、リストに項目を追加し、リスト内で項

目を上下に移動できます。インフラストラクチャ設定製品のフィールドのリストには、Cisco
Unified CommunicationsManagerにすでに存在する項目だけが表示されます。設定テンプレートの
送信時に作成される項目を設定テンプレートで定義することもできます。新しい項目は、設定テ

ンプレートが送信後に限り存在します。これらの項目が、同じ設定テンプレート内の他の項目の

必要条件になる場合があります。

このため、Provisioningでは、手動でリストにオプションを追加できるようになっています。たと
えば、同じ設定テンプレートでルートパーティションとコーリングサーチスペースを定義でき

ます。設定テンプレートでコーリングサーチスペース項目を定義するにはルートパーティショ

ンを指定する必要がありますが、ルートパーティションはまだ作成されていないため、設定テン

プレートのオプションとしてルートパーティションは表示されません。

設定テンプレートに項目を追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [インフラストラクチャテンプレート（Infrastructure Templates）]を選択しま
す。

ステップ 2 [既存の設定テンプレートの選択（Choose an Existing Configuration Template）]アイコンをクリック
して、目的の設定テンプレートを選択します。

ステップ 3 [新規項目の追加（Add a New Item）]をクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]フィールドで、次のいずれかを実行します。

•新しい項目を作成するには、[新規項目（New Item）]を選択してステップ 5に進みます。

•既存の設定テンプレートを追加するには、[名前（Name）]をクリックして次の手順を実行し
ます。

1 目的の設定テンプレート名を選択して [保存（Save）]をクリックします。設定テンプレー
トが追加されます。

2 ステップ 6に進みます。
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ステップ 5 プロセッサタイプと項目タイプを選択します。プロセッサタイプごとにタスクを実行するには、

設定テンプレートに新しい項目を追加するためのデバイスおよび項目タイプ,（121ページ）を参
照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

設定テンプレートの項目の順序を変更するには、フィールドの横の上または下向き矢印キーを押

します。項目が移動します。テンプレート項目とインフラストラクチャ設定製品のフィールドの

項目を変更できます。すべての項目の順序が変更されることに注意してください。フィールドの

項目の順序を変更できる場合は、そのフィールドの横に上および下向き矢印が表示されます。

設定テンプレート項目を編集するには、[編集（Edit）]アイコンをクリックします。 [設定テンプ
レート項目の編集（Edit a Configuration Template Item）]ページで、ドロップダウンの横のプラス
記号（+）をクリックし、項目をリストにさらに追加します。名前を入力し、[OK]をクリックし
ます。

テンプレートから項目を削除するには、項目の横の [削除（Remove）]をクリックします。

項目のコピーを作成するには、コピーする項目の [コピー（Copy）]アイコンをクリックします。

設定テンプレートに新しい項目を追加するためのデバイスおよび項目タイプ

表 21：設定テンプレートに新しい項目を追加するためのデバイスおよび項目タイプ

手順項目タイプデバイスタ

イプ

1 適切な Cisco IOSコマンドを入力します。

Cisco Unified Communications Manager Expressおよび一般的な
IOSルータの場合は、Cisco IOSコマンドは設定端末モードで
デバイスに適用されます。 Cisco IOSコマンドの configure
terminalおよび exitが内部でコマンドに追加されます。

Cisco Unity Expressの場合、コマンドを設定端末モードで実行
させるには、テンプレートの先頭に configure terminalコマンド
を追加する必要があります。

サブモジュールモードコマンドの入力を必要とす

るデバイスの場合は、サブモジュールモードの開始

と終了のコマンドを入力する必要があります。ま

た、Provisioningでは、入力したコマンドの構文は
チェックされません。

（注）

2 [保存（Save）]をクリックします。項目が設定テンプレート
に追加されます。

[Unified CME
IOSテンプレー
ト（Unified
CME IOS
Template）]

Unified
CME
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手順項目タイプデバイスタ

イプ

1 適切な Cisco IOSコマンドを入力します。

Cisco Unified Communications Manager Expressおよび一般的な
IOSルータの場合は、Cisco IOSコマンドは設定端末モードで
デバイスに適用されます。 Cisco IOSコマンドの configure
terminalおよび exitが内部でコマンドに追加されます。

Cisco Unity Expressの場合、コマンドを設定端末モードで実行
させるには、テンプレートの先頭に configure terminalコマンド
を追加する必要があります。

サブモジュールモードコマンドの入力を必要とす

るデバイスの場合は、サブモジュールモードの開始

と終了のコマンドを入力する必要があります。ま

た、Provisioningでは、入力したコマンドの構文は
チェックされません。

（注）

2 [保存（Save）]をクリックします。項目が設定テンプレート
に追加されます。

[Unified CME
IOSテンプレー
ト（Unified
CME IOS
Template）]

Unity
Express

1 適切な Cisco IOSコマンドを入力します。

Cisco Unified Communications Manager Expressおよび一般的な
IOSルータの場合は、Cisco IOSコマンドは設定端末モードで
デバイスに適用されます。 Cisco IOSコマンドの configure
terminalおよび exitが内部でコマンドに追加されます。

サブモジュールモードコマンドの入力を必要とす

るデバイスの場合は、サブモジュールモードの開始

と終了のコマンドを入力する必要があります。ま

た、Provisioningでは、入力したコマンドの構文は
チェックされません。

（注）

2 [保存（Save）]をクリックします。項目が設定テンプレート
に追加されます。

[一般的な IOS
ルータ(テンプ
レート)
（Generic IOS
Router
Template）]

[一般的な
IOSルータ
（Generic
IOS
Router）]
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手順項目タイプデバイスタ

イプ

1 事前に作成されたテンプレートを含むディレクトリを選択し

ます。次の点に注意してください。

•ディレクトリがドロップダウンリストに表示されない場
合は、[一般的なIOSルータ(既成)（Generic IOS Router
Pre-built）]テンプレートを Cisco.comからダウンロード
します。

•アナログ音声ゲートウェイを設定するディレクトリとし
て、[アナログ音声ゲートウェイの設定（Analog Voice
Gateway Configurations）]を選択します。

2 自動設定に使用する事前に作成されたテンプレートのファイ

ル名を選択します。

テンプレートで使用されるすべてのキーワードに対するキー

ワードリストエントリのセットが表示され、読み取り専用の

[コマンド（Commands）]フィールドが表示されます。

3 キーワードに、CLIで置き換えられる値を設定します。

このリストにキーワードを少なくとも 1つ入力する必要があ
ります。または、すでに作成済みのキーワードリストを使用

できます。

4 [保存（Save）]をクリックします。項目が設定テンプレート
に追加されます。

[一般的な IOS
ルータ(既成)
（Generic IOS
Router
Pre-built）]

[一般的な
IOSルータ
（Generic
IOS
Router）]

リストからインフラストラクチャオブジェクトを選択すると、画

面が更新され、選択したオブジェクトのオプションが表示されま

す。表示されるオプションは、選択したオブジェクトによって異

なります（各インフラストラクチャ設定製品のフィールドの説明

については、デバイス用のインフラストラクチャ設定製品,（106
ページ）を参照してください）。

必要に応じてフィールドに入力します。ドロップダウンリスト

に必要な項目が含まれていない場合があります。項目が設定テン

プレートに追加されます。

ドロップダウン

リストからイン

フラストラク

チャ設定製品を

選択します。

Unified CM
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手順項目タイプデバイスタ

イプ

リストからインフラストラクチャオブジェクトを選択すると、画

面が更新され、選択したオブジェクトのオプションが表示されま

す。表示されるオプションは、選択したオブジェクトによって異

なります（各インフラストラクチャ設定製品のフィールドの説明

については、デバイス用のインフラストラクチャ設定製品,（106
ページ）を参照してください）。

必要に応じてフィールドに入力します。項目が設定テンプレート

に追加されます。

ドロップダウン

リストからイン

フラストラク

チャ設定製品を

選択します。

Unity
Connection

リストからインフラストラクチャオブジェクトを選択すると、画

面が更新され、選択したオブジェクトのオプションが表示されま

す。表示されるオプションは、選択したオブジェクトによって異

なります（各インフラストラクチャ設定製品のフィールドの説明

については、デバイス用のインフラストラクチャ設定製品,（106
ページ）を参照してください）。

必要に応じてフィールドに入力します。項目が設定テンプレート

に追加されます。

ドロップダウン

リストからイン

フラストラク

チャ設定製品を

選択します。

Unity

キーワードリストの新規作成とキーワードの追加

設定テンプレートを作成する際に同じ定義パラメータを複数回使用する場合は、キーワード置換

を設定すると操作が簡単になります。キーワード置換を使用して文字列を作成し、その文字列を

設定テンプレートに入力すると、その文字列は対応する値に置き換えられます。

[インフラストラクチャテンプレート（InfrastructureTemplates）]メニューは、PrimeCollaboration
ProvisioningAdvancedでのみサポートされます。このメニューは、PrimeCollaborationProvisioning
Standardでは使用できません。

（注）

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
124 OL-31509-01-J   

Provisioning のテンプレートの設定
設定テンプレートの作成



手順

ステップ 1 [設計（Design）] > [インフラストラクチャテンプレート（Infrastructure Templates）]を選択しま
す。

ステップ 2 [既存の設定テンプレートの選択（Choose an Existing Configuration Template）]アイコンをクリック
し、必要なテンプレートを選択します。

ステップ 3 [設定テンプレートのセットアップ（Set Up Configuration Template）]ページで、キーワード置換リ
ストの横の [キーワードリストの新規作成（Creating a New Keyword List）]アイコンをクリックし
ます。

ステップ 4 キーワードリストの名前を入力して [OK]をクリックします。

ステップ 5 [キーワード（Keyword）]フィールドに、ドル記号（$）で始まる文字列を入力します。
たとえば、次のような文字列を入力します。

${Region}

すべてのキーワードを ${}で囲まず、キーワードの終わりに文字を追加しないと、キー
ワードの置換は失敗します。

注意

ステップ 6 [値（Value）]フィールドに、対応する値を入力します。たとえば、「San Jose」と入力します。

ステップ 7 [更新（Update）]をクリックし、[完了（Done）]をクリックします。
これで、この例では、${Region}という文字列を入力した場合に、その文字列がSan Joseという値
に置き換えられます。

キーワードや対応する値をさらに追加することもできます。追加したら [完了（Done）]をクリッ
クします。

テンプレートを使用した設定の生成

設定テンプレートを適用するには、該当するドメイン、サービスエリア、またはデバイスに設定

テンプレートを送信します。

[インフラストラクチャテンプレート（InfrastructureTemplates）]メニューは、PrimeCollaboration
ProvisioningAdvancedでのみサポートされます。このメニューは、PrimeCollaborationProvisioning
Standardでは使用できません。

（注）
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手順

ステップ 1 テンプレートの [設定テンプレートのセットアップ（Set Up Configuration Template）]ページを開
きます（設定テンプレートの作成, （119ページ）を参照）。

ステップ 2 （オプション）ドメインを選択します。サービスエリアとデバイスのリストに、選択したドメイ

ンに属するサービスエリアとデバイスが表示されます。

ドメインが選択されない場合は、Provisioning内のすべてのデバイスがリストに表示されます。

ステップ 3 サービスエリアとデバイスの一方または両方を選択します。サービスエリアを選択するとデバ

イスリストが更新され、選択したサービスエリアに属するデバイスだけが表示されます。

サービスエリアまたはデバイスを選択すると、各テンプレート項目に [サポート対象（Supported）]
と [サポート対象外（Unsupported）]のいずれかが表示されます。サポートされていない項目は、
選択したデバイスまたはサービスエリア内のデバイスに対して有効なテンプレート項目ではあり

ません。そのようなテンプレート項目は、生成されたテンプレートには追加されません。

ステップ 4 （オプション）キーワードリストを選択します。これは、テンプレートにキーワードが含まれて

いる場合にだけ必要です。キーワードリストの作成については、キーワードリストの新規作成

とキーワードの追加, （124ページ）を参照してください。

ステップ 5 [設定の生成（Generate Configuration）]をクリックし、[OK]をクリックします。
設定が生成されて [バッチプロジェクト（Batch Project）]ページが表示されます。設定のプロビ
ジョニングのスケジュールについては、バッチプロジェクトの管理,（179ページ）を参照してく
ださい。

設定テンプレートのインポートとエクスポート

テンプレートインポート/エクスポートツール（configtemplate.sh）を使用すると、Provisioning
サーバとの間で設定テンプレートのインポートやエクスポートを実行できます。

configtemplate.shファイルは、/opt/cupm/sep/ipt/binフォルダにあります。

テンプレートインポート/エクスポートツールを使用するときは、次のことに注意してください。

•テンプレートを別の Provisioningサーバにインポートするときに、インポート対象のテンプ
レートに特定のコールプロセッサ固有の属性が含まれている場合は、テンプレートをイン

ポートするProvisioningサーバでそのコールプロセッサを追加して同期する必要があります。

•エクスポートされた設定テンプレートファイルに変更を加えないでください。

•ネストしているテンプレートを別々にインポート/エクスポートしないでください。

• allオプションを使用するときは、すべてのファイルが同じディレクトリに存在している必要
があります。そうでない場合は、インポートに失敗します。

•ネストしているテンプレートの 1つを指定したときに、そのテンプレートに従属するテンプ
レートはインポート/エクスポートされません。従属するテンプレートは個別にインポート/
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エクスポートする必要があります。まとめてインポート/エクスポートするには、allオプショ
ンを使用します。このときに、すべての従属ファイルが指定したディレクトリに存在してい

る必要があります。

この方法で、事前に作成された Cisco IOSテンプレートをエクスポートすることはできませ
ん。事前に作成されたテンプレートは、Provisioningデータベースには格納されません。こ
れらのテンプレートは、ios-pre-builtディレクトリのサブディレクトリにコピーされた際、暗
黙的にインポートされます。

設定テンプレートのインポート

手順

ステップ 1 Provisioningシステムで、コマンドプロンプトを開きます。

ステップ 2 コマンドプロンプトで /opt/cupm/sep/ipt/binフォルダに移動し、コマンド ./configtemplate.sh

-import <XML file name> -d <directory>を実行します。値は次のとおりです。

• <XML file name>：インポートするテンプレートの名前。
<XML file name>の代わりに allを指定することもできます。これを指定すると、
ディレクトリに存在するすべてのテンプレート（xmlファイル）がインポートされ
ます。

（注）

• <directory>：インポートするファイルが存在するディレクトリ。これはオプションです。こ
の引数を省略した場合のデフォルトは、現在のディレクトリです。

例：./configtemplate.sh -import RoutePattern.xml -d /opt/cupm/templates

コマンドをインポートする前に、フォルダ内のファイルが .xmlファイルだけであるこ
とを確認してください。

（注）

設定テンプレートのエクスポート

設定テンプレートをエクスポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Provisioningシステムで、コマンドプロンプトを開きます。

ステップ 2 コマンドプロンプトで /opt/cupm/sep/ipt/binフォルダに移動し、コマンド ./configtemplate.sh

-export <template name> -d <directory>を実行します。値は次のとおりです。

• <template name>：エクスポートするテンプレートの名前。
<template name>の代わりに allを指定することもできます。これを指定すると、存在するす
べてのテンプレートがエクスポートされます。
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• <directory>：ファイルのエクスポート先のディレクトリ。これはオプションです。この引数
を省略した場合のデフォルトは、現在のディレクトリです。

例：./configtemplate.sh -export RoutePattern -d /opt/cupm/templates

テンプレートをエクスポートする場合は、常に新しいディレクトリ名を使用してくださ

い。既存のディレクトリ名を使用すると、新しいテンプレートが正しくエクスポート

されません。

（注）

顧客ドメインテンプレート
複数のドメインを実装する場合は、実装に必要なデフォルトのビジネスルールとユーザタイプに

従って、顧客ドメインテンプレートを設定できます。

新しく作成したドメインは、顧客ドメインテンプレートからビジネスルールとユーザタイプの

標準セットを継承します。これらのビジネスルールとユーザタイプは、ドメインの作成後に各

ドメインの要件に応じて変更できます。顧客ドメインテンプレートに対して加えた変更は、それ

以降に新しく作成されるドメインにだけ反映されます。

顧客ドメインテンプレートは、Provisioningのインストール時にデフォルトで作成されます。顧
客ドメインテンプレートを設定する際は、新規ドメインに対してビジネスルールやユーザ権限を

指定するのと同じように、ビジネスルールやユーザ権限を指定します。

これらの新しい Provisioning機能を使用するには、顧客ドメインテンプレートを編集する必要が
あります。

Provisioning で事前に作成された機能
Provisioningは、事前に作成されたテンプレートファイル用に次の追加機能を提供します。

•キーワード用の一般的な Cisco IOSテンプレート形式を使用して、swconfig.txtファイル内の
キーワードを指定できます。

一般的な Cisco IOSテンプレートの形式は次のとおりです。

${KEY_WORDNAME}

Provisioningでは、具体的にはダッシュ（-）など、一般的なCisco IOSテンプレートでサポー
トされる追加文字をキーワード名に含めることができます。

事前に作成された Cisco IOSの形式は次のとおりです。

@KEYWORD_NAME

•キーワード値をデフォルトに設定するため、およびキーワード値を検証するために、
Config-UserGuide-<Name>.txtファイルに、次の 3つのオプションのカラムを追加できます。

◦ Type：キーワード検証を判断するための 4つのタイプの 1つ。タイプには、STRING、
NUMERIC、IPV4、および IPV6があります。事前に作成されたテンプレートに関連付
けられているローカルキーワードリストに値を入力すると、その値が検証され、検証
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が失敗した場合はエラーメッセージが表示されます。テンプレート項目を保存する前

に、エラーを修正する必要があります。

◦ Default Value：ローカルキーワードリストを作成する際に初期的に使用される値。

◦ Length：STRINGタイプの長さは、この値を超えることはできません。

任意のキーワードに値CUPM_SKIPを使用できますが、この値を含む行は、デバイスに
送信される Cisco IOSコマンドには含まれません。

Provisioning でサポートされない事前に作成された機能

キーワード名が空の角カッコ（[]）で終了している場合は、このキーワードに複数の値を割り当て
ることができることを意味しています。 Provisioningでは、1つの値のみを設定できます。

インフラストラクチャ設定の概要
Provisioningの [インフラストラクチャ設定（Infrastructure Configuration）]ページでは、コールプ
ロセッサおよびユニファイドメッセージプロセッサのインフラストラクチャ設定を見ることがで

きます。このページで、コールプロセッサおよびユニファイドメッセージプロセッサの設定の

追加、編集、削除を行うことができます。また、保留中の操作の表示や、操作のスケジュールも

可能です（インフラストラクチャ設定タスクのスケジュール, （132ページ）を参照）。

インフラストラクチャ設定を使用するには、[インフラストラクチャ設定管理（Infrastructure
ConfigurationManagement）]承認権限が割り当てられ、対応するインフラストラクチャ製品に対す
る権限が割り当てられている必要があります（インフラストラクチャ設定の権限の管理, （226
ページ）を参照）。

インフラストラクチャ設定製品のフィールドの説明については、デバイス用のインフラストラク

チャ設定製品, （106ページ）を参照してください。

インフラストラクチャ設定機能は、Cisco Unified Communications Managerデバイスに基づくコー
ルプロセッサと、Cisco Unityまたは Cisco Unity Connectionのみに基づくユニファイドメッセー
ジプロセッサに適用されます。

[インフラストラクチャ設定（Infrastructure Configuration）] からのデバ
イスの相互起動

Prime Collaboration Provisioningでは、管理者は CUCM、Unity Connection、IM and Presenceサービ
スなどの設定済みデバイスを、[インフラストラクチャ設定（Infrastructure Configuration）]ページ
から相互起動することができます。特定のデバイスを相互起動する場合は、そのデバイスの UI
にアクセスして、相互起動した特定のデバイスのサーバを直接操作できます。

オブジェクトセレクタウィジェットでデバイスをポイントし、[クイックビュー（Quick View）]
アイコンをクリックして、使用するデバイスのバージョンと IPアドレスを表示します。デバイス
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のクイックビューから実行できる操作のリストについては、「デバイスの追加」を参照してくだ

さい。

（注） • Cisco TMSを相互起動するには、TMSサーバで HTTPSを有効にする必要があります。
HTTPSが無効な場合は、相互起動ウィンドウで URLを HTTPに変更する必要がありま
す。

• CUCMを相互起動すると、[検索およびリスト（Find and List）]ページが表示されます。
CUCMで特定の操作を実行する方法については、次のマニュアルを参照してください。

『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide, Release 10.0』

Unity Connectionで特定の操作を実行する方法については、次のマニュアルを参照してく
ださい。

『System Administration Guide for Cisco Unity Connection Release 10.0』

IMandPresenceサービスで特定の操作を実行する方法については、次のマニュアルを参照
してください。

『Monitoring Cisco Unified Communications Manager IM and Presence, Release 10.0』

インフラストラクチャ設定インスタンスの追加

インフラストラクチャ設定インスタンスを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [インフラストラクチャ設定（Infrastructure Configuration）]を選択します。使
用できるすべてのデバイスが左ペインにリストされます。

ステップ 2 デバイスのインフラストラクチャ製品を表示するには、それぞれのデバイスを展開します。

ステップ 3 相互起動（[インフラストラクチャ設定（Infrastructure Configuration）]からのデバイスの相互起
動）するインフラストラクチャ製品をクリックするか、ネイティブに起動します。

•相互起動すると、そのデバイスの [検索およびリスト（Find and List）]ページが表示されま
す。 [新規追加（Add New）]をクリックし、必要な情報を入力して [保存（Save）]をクリッ
クします。

•一部のインフラストラクチャ製品（バージョン10.0以前）はネイティブに起動します。ここ
では、Provisioning内で設定し、製品インスタンスを追加できます。次の手順を実行します。

1 [追加（Add）]をクリックして、[インフラストラクチャ設定 -製品インスタンスの設定
（Infrastructure Configuration - configure Product Instance）]ページで必要な情報を入力しま
す。フィールドの横のアスタリスクは、必須フィールドを示します。インフラストラク

チャ設定製品のフィールドの説明については、インフラストラクチャ設定製品のフィール

ド, （457ページ）を参照してください。

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
130 OL-31509-01-J   

Provisioning のテンプレートの設定
インフラストラクチャ設定インスタンスの追加

http://www.cisco.com/en/us/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/us/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html


2 [適用（Apply）]または [下書きとして保存（Save as Draft）]をクリックします。
[適用（Apply）]では、設定がただちにデバイスへ送信されます。 [下書きとして保存（Save
asDraft）]では、設定がローカルにのみ保存されます。後でサービスをデバイスに送信す
るには、[適用（Apply）]をクリックするか、インフラストラクチャ設定のスケジュール
機能を使用します（インフラストラクチャ設定タスクのスケジュール, （132ページ）を
参照してください）。

また、[下書きとして保存（Save as Draft）]を選択すると、オブジェクトのプロビジョニ
ング状態が [追加未実行（Uncommitted Add）]となります（プロビジョニング状態の詳細
については、インフラストラクチャプロビジョニングの状態, （133ページ）を参照して
ください）。動作ステータスは非アクティブです。つまり、オブジェクトはまだデバイ

スに送信されていません。

[適用（Apply）]をクリックすると、デバイスが再起動し、進行中のコールが予期せず
終了します。

（注）

インフラストラクチャ設定インスタンスをネイティブ起動用にコピーするには、[コピー（Copy）]
をクリックします。 [インフラストラクチャ設定 -製品インスタンスの設定（Infrastructure
Configuration - configure Product Instance）]ページで、[下書きの設定（Draft Configuration）]タブを
クリックして必要な情報を入力します。フィールドの横のアスタリスクは、必須フィールドを示

します。 [適用された設定（Applied Configuration）]タブには、設定済みのインスタンスが表示さ
れます。 [適用（Apply）]または [下書きとして保存（Save as Draft）]をクリックします。インフ
ラストラクチャ設定インスタンスが「copy of」というプレフィックス付きで保存されます。

ネイティブ起動用のインフラストラクチャ設定インスタンスを削除するには、次のいずれかを実

行します。

•ただちに設定済みのインスタンスをデバイスから削除するには、[削除（Delete）]をクリッ
クします。

•オーダーを後でプッシュする場合は、[削除のスケジュール（ScheduleDelete）]をクリックし
ます。

•設定済みのインスタンスがローカルに保存されて残っている場合は、[下書きの削除（Delete
Draft）]をクリックします。

オブジェクトのプロビジョニング状態が [削除未実行（UncommittedDelete）]となります（プロビ
ジョニング状態の詳細については、インフラストラクチャプロビジョニングの状態, （133ペー
ジ）を参照してください）。動作ステータスはアクティブです。

[下書きの削除（Delete Draft）]を実行しても、他のインフラストラクチャ製品やユーザサービス
でそのインスタンスを引き続き使用できます。たとえば、あるルートパーティションに削除対象

のマークが付いている場合も、そのルートパーティションは回線または電話製品やコーリング

サーチスペースで選択可能です。

インフラストラクチャ設定インスタンスをネイティブ起動用に編集するには、変更するインスタ

ンスをクリックします。 [下書きの設定（Draft Configuration）]タブで、必要な変更を行います。
フィールドの横のアスタリスクは、必須フィールドを示します。必要な情報を入力します。
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[適用（Apply）]または [下書きとして保存（Save as Draft）]をクリックし、変更を保存します。

Cisco Unified Communications Manager内で数値が指定されている設定値を消去するには、値と
して 0を入力する必要があります。値を消去しただけでは、Cisco Unified Communications
Manager内の設定は解除されません。

（注）

インフラストラクチャ設定タスクのスケジュール

インフラストラクチャ設定のスケジュール機能を使用すると、保留中の操作を持つインスタンス

をグループ化してプロビジョニングをスケジュールすることができます。

インフラストラクチャ設定をスケジュールするには、タスクを作成する必要があります。タスク

に保留中の設定を追加できます。この設定とは、追加、変更、または削除の操作です。 2つ以上
のプロセッサからの保留中の項目を同じタスクに入れることができます。また、このタスクのス

ケジュールは、決められた時間に実行するように設定することも、別のタスクの実行が正常終了

した後に実行するように設定することも可能です。

インフラストラクチャ設定のスケジュールされたタスクを表示するには、[スケジュール設定
（Schedule Configuration）]をクリックします（[展開（Deploy）] > [インフラストラクチャ設定
（Infrastructure Configuration）]を選択）。

結果を絞り込むには、検索機能を使用します。検索機能を使用するには、結果ページの [フィル
タの表示（Show Filter）]をクリックし、検索条件を表示します。

インフラストラクチャ設定タスクは開始タイプに基づきます。

タスクの開始タイプが日時の場合、タスクの実行はスケジュールされた日時に開始されます。そ

のタスクの項目がすべて指定されたオーダーが作成されます。タスクのステータスが [処理中（In
Progress）]に変化し、それ以降は変更も削除もできなくなります。タスク内のすべての項目が正
常に完了した場合は、タスクのステータスが [完了（Completed）]に変化します。何らかの詳細
が失敗すると、タスク全体が中止されます。中止または失敗したタスクを再実行することはでき

ません。新しいタスクを作成する必要があります。

開始タイプが別のタスクの場合は、別のタスクの正常完了後に、目的のタスクが開始されます。

別のタスクが異常終了した場合、このタスクが開始されることはありません。このことは、[タス
クのリスト（List of Tasks）]ページに表示されます。

タスクを作成した後で、そのステータスが [処理中（In Progress）]、[完了（Completed）]、ま
たは [失敗（Failed）]の場合は、目的のタスクを更新できません。タスクが開始される前は、
スケジュールの日時の変更や、タスクの一部として送信する保留中の項目の追加と削除を行う

ことができます。

（注）
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手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [インフラストラクチャ設定（Infrastructure Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [インフラストラクチャ設定（InfrastructureConfiguration）]ページで [スケジュール設定（Schedule
Configuration）]をクリックします。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [スケジュール保留設定 -タスクの設定（Schedule Pending Configuration - Configure Task）]ページ
で、名前の説明などの必要な情報を入力します。操作タイプとして、インフラストラクチャ設定

インスタンスの追加、修正、または削除を設定できます。 1つのタスクで複数の操作を実行でき
ません。選択できる操作タイプは 1つだけです。

ステップ 5 タスクの詳細を選択（三角のアイコンをクリック）し、目的の値を選択して [選択（Select）]をク
リックします。

ステップ 6 [スケジュール保留設定 -タスクの設定（Schedule Pending Configuration - Configure Task）]ページ
で [保存（Save）]をクリックします。

スケジュールされたインフラストラクチャ設定タスクを削除するには、[スケジュール保留設定 -
タスクの設定（Schedule Pending Configuration - Configure Task）]ページで [削除（Delete）]をク
リックします。

インフラストラクチャ設定タスクを消去するには、Provisioningをメンテナンスモードにする必要
があります。インフラストラクチャ設定のスケジュールタスク（[完了（Completed）]、[失敗
（Failed）]、および [中断（Aborted）]）は、システムに保存されます。これらのタスクは定期的
に消去できます。データを消去するアクティビティはすべて、[データメンテナンスの設定（Data
Maintenance Configuration）]ページから実行されます。データのパージの詳細については、
Provisioningのデータ消去の有効化, （319ページ）を参照してください。

インフラストラクチャプロビジョニングの状態

インフラストラクチャ設定要求は、インフラストラクチャ設定アクティビティを実行するときに

使用されます。

インフラストラクチャ設定プロセスが取る状態は、次のとおりです。

• [追加未実行（UncommittedAdd）]：設定はローカルに作成されていますが、デバイス上には
存在しません。

• [追加処理中（Add in Progress）]：保留中設定の処理が進行中であり、オーダーを通して設定
が行われている途中です。この状態では、変更を行うことはできません。

• [追加失敗（Add Failed）]：このオブジェクトに対する操作に失敗しました。

• [追加をスケジュール済み（Add Scheduled）]：保留中の設定済みオブジェクトを処理するタ
スクのスケジュールが設定済みであり、実行待ちです。この状態では、変更を行うことはで

きません。
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• [更新未実行（UncommittedUpdate）]：デバイス上に存在するオブジェクトがローカルでは変
更済みですが、まだデバイスに送信されていません。

• [更新処理中（Update in progress）]：変更操作がオーダーの一部として進行中です。この状態
では、変更を行うことはできません。

• [更新失敗（Updated Failed）]：変更操作に失敗しました。

• [更新をスケジュール済み（Update Scheduled）]：デバイス上のオブジェクトを変更するため
の保留中設定が、タスクの一部としてスケジュールされています。この状態では、変更を行

うことはできません。

• [削除未実行（Uncommitted Delete）]：デバイス上に存在するオブジェクトに削除対象のマー
クが付いています。このオブジェクトの削除は、まだデバイスに対して要求されていませ

ん。

• [削除処理中（Delete in progress）]：削除操作がオーダーの一部として進行中です。この状態
では、変更を行うことはできません。

• [削除失敗（Delete Failed）]：削除操作に失敗しました。

• [削除をスケジュール済み（Delete Scheduled）]：オブジェクトをデバイスから削除するため
の保留中設定が、タスクの一部としてスケジュールされています。この状態では、変更を行

うことはできません。

電話ボタンテンプレートの設定
特定の電話タイプで使用できる最大回線数は、電話ボタンテンプレートを使用して設定します。

Cisco Unified Communications Managerの電話ボタンテンプレートは、電話で使用できる回線数お
よびスピードダイヤル数と、電話上でそれらが表示される場所を指定するものです。旧式の電話

モデルの場合はテンプレートが固定されており、つまり、回線は電話上の特定のボタンに直接マッ

ピングされます。新しい電話モデルは、より動的なボタン構造を備えています。たとえば、Cisco
7960には 6つのボタンがあり、それぞれが 1つの回線またはスピードダイヤルに対応していま
す。

Cisco Unified Communications Managerのインフラストラクチャを同期する際、Provisioningでは
Cisco Unified Communications Managerで定義されているすべての電話ボタンテンプレートが取得
されます。電話ボタンテンプレートには標準的なセットが必ず 1つは存在するため、どの電話タ
イプにも最低 1つのテンプレートが存在します。

コールプロセッサの各電話ボタンテンプレートの最大回線数を表示できます。空白または負の

値は、無制限として扱われます。

電話ボタンテンプレートの最大回線数を表示するには、[管理（Administration）] > [システム設定
（System Configuration）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button Templates）]を選択します。
[電話ボタンテンプレート設定（Phone Button Template Configuration）]ページで、コールプロセッ
サを選択して [最大回線情報の表示（View Maximum Line Information）]をクリックします。
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デフォルトの電話ボタンテンプレートを指定するには、[管理（Administration）] > [システム設定
（System Configuration）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button Templates）]を選択します。
[電話ボタンテンプレート設定（Phone Button Template Configuration）]ページで、コールプロセッ
サを選択します。電話タイプを選択して [テンプレートリストの更新（Update Template List）]を
クリックします。 [電話ボタンテンプレートの設定の編集フォーム（Phone Button Template
Configuration Edit Form）]で、テンプレートを選択して [更新（Update）]をクリックします。

ビジネスルールの概要
Prime Collaboration Provisioningには、その内部でのコンポーネントの使用方法を定めた、一連の
定義済みビジネスルールが含まれています。これらのビジネスルールは、オーダーの処理、同

期処理の動作、およびシステム内のさまざまなオブジェクトのデフォルト値を制御します。

ビジネスルールはドメインレベルで適用されます。 Prime Collaboration Provisioningをインストー
ルするときに、各自のビジネスプロセスに従って顧客ドメインテンプレートにビジネスルール

を設定します。新規ドメインを作成すると、そのドメインは顧客ドメインテンプレートから標準

的なビジネスルールのセットを継承します。その後、必要に応じてそれぞれの新規ドメインのビ

ジネスルールを変更できます。顧客ドメインテンプレートに対して加えた変更は、それ以降に

新しく作成されるドメインにだけ反映されます。顧客ドメインテンプレートの詳細については、

顧客ドメインテンプレート, （128ページ）を参照してください。

新規ドメインは、ビジネスルールに加えてデフォルトのユーザ権限情報も継承し、そのドメイン

内に配置されるユーザ用の Inventory Manager Instance Browser、サービスエリア、および音声端末
内にフォルダが自動作成されます。

ルールは、データ主導型（Prime Collaboration Provisioningでは [データ（Data）]フィールドを使
用）、イネーブル/ディセーブル主導型、またはその両方にすることができます。どちらが該当す
るかは、ルールの説明で示されます。

[データ（Data）]フィールドまたは [有効（Enabled）]フィールドが該当しない一部のビジネ
スルールでは、[N/A]と表示されます。ユーザがフィールドに入力した事項のうち、[N/A]と
マークされているものはすべてシステムによって無視されます。

（注）

ビジネスルールの説明

表 22：ビジネスルールの説明では、すべての標準的なビジネスルールをアルファベット順に示
し、それらのデフォルトのデータと有効な設定についても説明します。
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表 22：ビジネスルールの説明

説明ルール

ワークフローでプロビジョニングされているSoftPhoneに、
一意の名前を割り当てます。この名前はコールプロセッ

サが、[データ（Data）]フィールドの値をプレフィックス
として使用し、そこに CTIポートのカウンタ番号 +1を追
加して自動的に生成します。コールプロセッサはこのプ

レフィックスとCTIポートのカウンタ番号の組み合わせが
すでに使用中であるかどうかをチェックし、使用中の場合

は一意の組み合わせになるまでCTIポートのカウンタ番号
に 1を加えていきます。
Data SoftPhone_

Enabled true (n/a)

AssignSoftPhoneName

有効な場合、Cisco Unityまたは Cisco Unity Connectionの
ユーザは、Prime Collaboration Provisioningでパスワードが
リセットされた後、パスワードの変更を強制されます。

このルールでは [データ（Data）]フィールドは使用され
ず、システムによって無視されます。

Data <blank>

Enabled false

ChangeUnityPasswordOnNextLogin

有効な場合、CiscoUnifiedCMユーザは、PrimeCollaboration
Provisioningでパスワードがリセットされた後、パスワー
ドの変更を強制されます。このルールでは [データ
（Data）]フィールドは使用されず、システムによって無
視されます。

Data <blank>
Enabled false

ChangeCCMPasswordOnNextLoginルールは、Cisco Unified
CommunicationsManagerでユーザの追加中にデフォルトで
有効になります。そのため、PrimeCollaborationProvisioning
でユーザのオーダーをプロビジョニングする場合は、その

ユーザに対してChangeCCMPasswordOnNextLoginルールが
有効になっていることを確認してください。

ChangeCCMPasswordOnNextLogin
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説明ルール

有効な場合、Prime Collaboration Provisioningのユーザは、
Prime Collaboration Provisioningでパスワードがリセットさ
れた後、パスワードの変更を強制されます。このルール

では [データ（Data）]フィールドは使用されず、システム
によって無視されます。

Data <blank>
Enabled true

ChangeProvisioningPasswordOnNextLogin

有効な場合、新しいユーザが独自にオーダーを行うことが

できるように、新しいユーザのログインアカウントが自

動的に作成されます。このルールが無効になっている場

合も、ログインアカウントは作成されますが、そのアカ

ウントで独自にオーダーを行うことはできません。

Data <blank>

Enabled true

CreateSelfCareAccounts

新しい Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco
Unified Communications Manager Expressのアカウントに対
し、ユーザの電話または回線の初回オーダー時に作成され

たデフォルトのパスワードを設定します。このパスワー

ドは、CiscoSoftPhoneでユーザが割り当てた回線にアクセ
スする際にも使用できます。最低文字数は 5文字です。

Data admin123

Enabled true (n/a)

DefaultCallManagerPassword

ユーザをCisco Unified CommunicationsManagerでアクティ
ブ化する際に使用するデフォルトの暗証番号を設定しま

す。Cisco Unified CommunicationsManagerでは、ユーザは
回線または電話がそのユーザについてオーダーされたとき

に初めてアクティブ化されます。このルールは、初回に

暗証番号を設定する際以外、Provisioningでは使用されま
せん。最低文字数は 5文字です。

Data 12345

Enabled true

DefaultCallManagerPIN
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説明ルール

Self-Careアカウントのデフォルトのパスワードを指定しま
す。デフォルトではユーザパスワードは空で、管理者が

ユーザウィザードでユーザのパスワードを変更するまで

ユーザはログインできません。デフォルトパスワードを

指定するには、[データ（Data）]フィールドでデフォルト
パスワードを指定し、[有効（Enabled）]を [はい（True）]
に設定する必要があります。

新しいパスワード値は、パスワードポリシーに

一致する必要があります。

Data <blank>

Data true

（注）

DefaultCUPMPassword

エクステンションモビリティ対応の電話に使用します。

デフォルト設定の [なし（None）]（または空欄のまま）で
は、このルールは使用されません。

Data NONE

Enabled true (n/a)

DefaultDeviceProfile

Cisco UnifiedMessagingシステム（CiscoUnity、CiscoUnity
Connectionなど）上の新しいボイスメールアカウントにデ
フォルトパスワードを設定します。ワークフローでは

[データ（Data）]の値が初期パスワードとして使用されま
す。 Cisco Unityまたは Cisco Unity Connectionでは、この
値を整数にする必要があります。 Cisco Unityおよび Cisco
UnityConnectionでは、12345のような明白な値は拒否され
ます。このルールでは [有効（Enabled）]フィールドは使
用されず、システムによって無視されます。

DefaultUnitySubscriberPasswordルールでは、[データ
（Data）]フィールドに入力されたデフォルトパスワード
の長さは検証されません。場合によっては、Cisco Unity
および Cisco Unity Connectionに異なるクレデンシャルポ
リシーが設定されていることがあります。

Provisioningの管理者は、デバイスに設定されているポリ
シーに応じて、これらのルールにデフォルトパスワード

を入力する必要があります。これらのルールに入力され

たデフォルトパスワードがデバイスで受け入れられない

場合、デフォルト操作へのリセットクレデンシャルに失

敗し、デバイスからエラーメッセージが返されます。

Data 053421

Enabled true (n/a)

DefaultUnitySubscriberPassword
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説明ルール

ダイジェストクレデンシャルのデフォルトパスワードを

指定します。デフォルトパスワードを指定するには、

[データ（Data）]フィールドにパスワードを入力し、[有効
（Enabled）]を [はい（True）]に設定する必要がありま
す。

新しいパスワード値は、パスワードポリシーに

一致する必要があります。

（注）

Data <blank>

Enabled true

DefaultCallManagerDigestCredentials

新しいユーザにデフォルトで割り当てるユーザタイプを

指定します。 [データ（Data）]フィールドの値には、有効
なユーザタイプの名前が含まれていなければなりません。

このルールは、組織の大部分を構成するユーザ

権限に設定する必要があります。これにより、

ドメイン同期の際に大部分のユーザが正しく設

定されます。

Data Employee

Enabled true (n/a)

（注）

DefaultUserType

Cisco UnifiedMessagingシステム（CiscoUnity、CiscoUnity
Connectionなど）上の新しいボイスメールアカウントに
Webアクセス用のデフォルトパスワードを設定します。
ワークフローでは [データ（Data）]の値が初期パスワード
として使用されます。このルールでは [有効（Enabled）]
フィールドは使用されず、システムによって無視されま

す。

DefaultWebAccessPasswordルールでは、[データ（Data）]
フィールドに入力されたデフォルトパスワードの長さは

検証されません。場合によっては、Cisco Unityおよび
CiscoUnityConnectionに異なるクレデンシャルポリシーが
設定されていることがあります。

Provisioningの管理者は、デバイスに設定されているポリ
シーに応じて、これらのルールにデフォルトパスワード

を入力する必要があります。これらのルールに入力され

たデフォルトパスワードがデバイスで受け入れられない

場合、デフォルト操作へのリセットクレデンシャルに失

敗し、デバイスからエラーメッセージが返されます。

Data Admin123

Enabled true (n/a)

DefaultWebAccessPassword
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説明ルール

新しい電話、新しいユーザデバイスプロファイル

（EM_Access）、および新しいユーザに使用されるデフォ
ルトの説明ストリングです。FIRSTNAME、LASTNAME、
USERID、および EXTENSIONというキーワードはそれぞ
れ、ユーザの名、姓、ユーザ IDおよび内線番号に置き換
えられます（この情報はユーザの電話に追加される最初

の行です）。

オーナー変更オーダーの場合、このルールからデフォルト

値が自動的に適用されます。新しい電話オーナーの名前、

姓、ユーザ ID、内線番号が使用されます。

電話の説明を以前に設定したままにする場合、

このルールを無効にします。

（注）

Data FIRSTNAME LASTNAME USERID EXTENSION

Enabled true (n/a)

DescriptionString

有効な場合、回線がキャンセルされると、回線に関連付け

られた電話番号が自動的に元のオーナーのために予約され

ます。

Data <blank>

Enabled false

DNAutoReservation

電話番号が [予約済み（Reserved）]状態で保持される期間
（日:時間）を指定します。

Data 7:0

Enabled true

DNAutoReservationTimeout

有効な場合、電話番号が電話番号ブロックの範囲内にない

と、オーダー回線はブロックされます。このルールでは

[データ（Data）]フィールドは使用されず、システムに
よって無視されます。

Data <blank>

Enabled false

DirectoryNumberBlockValidation
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説明ルール

有効な場合、オーダーのサービスエリアに関連付けられ

た [外線番号（ExternalNumber）]マスクが、このサービス
エリアに対してオーダーされた回線の回線表示の [外線電
話番号マスク(External Phone Number Mask)]値として使用
されます。電話の変更をオーダーする場合、このルール

の値は前回の電話サービスのオーダーから継承されます。

ただし前回のオーダー時に値が設定されなかった場合は、

[サービスエリア（Service Area）]の値が使用されます。

このルールには、Cisco Unified Communications
Managerで外部電話マスクに使用するものと同
じ値を使用できます。

Data <blank>

Enabled true

（注）

ExternalNumberMasks

有効な場合、プロビジョニングを実行するには、まず承認

者が追加オーダーを承認する必要があります。無効な場

合は、自動的に追加オーダーが承認されます。

このルールは、バッチプロビジョニングまたは

Provisioning NBIを使用してオーダーを行う場合
には適用されません。

（注）

Data <blank>

Enabled false

IsAuthorizationRequiredForAddOrder

有効な場合、プロビジョニングを実行するには、まず承認

者がオーダーを承認する必要があります。無効な場合は、

自動的にオーダーが承認されます。

このルールは、バッチプロビジョニングまたは

Provisioning NBIを使用してオーダーを行う場合
には適用されません。

（注）

Data <blank>

Enabled false

IsAuthorizationRequiredForOrder

有効な場合、プロビジョニングを実行するには、まず承認

者が変更オーダーを承認する必要があります。無効な場

合は、自動的に変更オーダーが承認されます。

このルールは、バッチプロビジョニングまたは

Provisioning NBIを使用してオーダーを行う場合
には適用されません。

（注）

Data <blank>

Enabled false

IsAuthorizationRequired
ForChangeOrder
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説明ルール

電話回線の内部発信者 IDの表示形式の構成に使用される
テンプレートストリングです。無効な場合は、

FIRSTNAME LASTNAMEがデフォルトに設定されます。
このルールは、サービスエリアで Cisco Unified
CommunicationsManagerExpressがコールプロセッサとなっ
ている場合は適用されません。

[表示(内部発信者ID)（Display (Internal Caller ID)）]プロビ
ジョニング属性のデフォルト値は、このルールから適用さ

れます。バッチプロビジョニングまたはPrimeCollaboration
Provisioningユーザインターフェイスを介して
CUPM_BLANKまたは空の値を指定した場合、[表示(内部
発信者ID)（Display (Internal Caller ID)）]プロビジョニング
属性の値はこのルールで設定されます。

したがって、[表示(内部発信者ID)（Display (Internal Caller
ID)）]プロビジョニング属性に空の値を設定する場合は、
このルールを有効にして、値が空であることを確認する必

要があります。

コールプロセッサの場合は、[名（First Name）]
および [姓（LastName）]のフィールドに入力で
きる文字の合計数は 30文字になります。この
上限を超えた状態でオーダーを作成した場合、

コールプロセッサからエラーが送信されます。

（注）

Data FIRSTNAME LASTNAME

Enabled true

LineDisplayString

有効な場合、コールプロセッサのユーザアカウントは、

指定された値リストの値と一致する部門コード値に基づい

て、この Provisioningドメインに関連付けられます。部門
コード値のリストは、二重引用符（"）で囲み、セミコロ
ン（;）で区切る必要があります。部門コード値には、ワ
イルドカード文字（*または %）を含めることができま
す。

たとえば、[データ（Data）]フィールドでは次のように指
定します。

"Dept 1";"";"Dept 2"

コールプロセッサのユーザアカウントのうち、Dept 1ま
たは Dept 2に属するもの、あるいは部門コードが設定さ
れていないものが、ドメインに関連付けられます。

[部署名が一致（MatchDepartment）]
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説明ルール

有効な場合は、コールプロセッサのユーザアカウントの

電話がデータフィールドで指定されたデバイスプール値

を持っている場合に限り、そのユーザアカウントがこの

Provisioningドメインに関連付けられます。デバイスプー
ル値には、ワイルドカード文字（*または%）を含めるこ
とができます。また、CiscoUnifiedCommunicationsManager
の名前の値（PrimeCollaboration Provisioningではコールプ
ロセッサ名）を前に付ける必要があります。値は二重引

用符（"）で囲み、セミコロン（;）デリミタで区切る必要
があります。

次に、例を示します。

“CUCM1:DevicePool1”;”CUCM2:Device*2”

コールプロセッサ CUCM1にデバイスプールDevicePool1
の電話またはリモート接続先プロファイルを持つユーザ、

およびコールプロセッサ CUCM2にデバイスプール
DevicePool2の電話またはリモート接続先プロファイルを
持つユーザが、ドメインに関連付けられます。

Data <blank>

Enabled false

[デバイスプールが一致（Match
Device Pool）]

有効な場合は、コールプロセッサのユーザアカウントの

電話がデータフィールドで指定されたロケーション値を

持っている場合に限り、そのユーザアカウントがこの

Provisioningドメインに関連付けられます。ロケーション
値には、ワイルドカード文字（*または%）を含めること
ができます。また、Cisco Unified Communications Manager
の名前の値（PrimeCollaboration Provisioningではコールプ
ロセッサ名）を前に付ける必要があります。値は二重引

用符で囲み、セミコロン（;）デリミタで区切る必要があ
ります。

次に、例を示します。

“CUCM1:Location1”;”CUCM2:Loc*2”

コールプロセッサ CUCM1にロケーション Location1の電
話を持つユーザ、およびコールプロセッサ CUCM2にロ
ケーション Location2の電話を持つユーザが、ドメインに
関連付けられます。

Data <blank>

Enabled false

[ロケーションが一致（Match
Location）]
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説明ルール

有効な場合、[データ（Data）]フィールドで指定したユー
ザグループに割り当てられた追加のワークフローアクティ

ビティを実装することで、電話が返されたかどうかを追跡

します。

Data Shipping

Enabled false

MonitorPhoneReturnEnabled

このストリングは、自動アテンダント名ダイヤルストリ

ングの構成に使用されます。 FIRSTNAMELASTNAMEは
置き換えられますが、EXTENSIONは置き換えられませ
ん。

この機能を使用できるのは、Cisco Unified
Communications Managerバージョン 3.3.3だけで
す。

（注）

Data FIRSTNAME LASTNAME

Enabled true

NameDialingInfo

電話のオーダーワークフローのうち、割り当ての手順の

遂行を担当するユーザグループを指定します。

有効なオプションは次のとおりです。

• [受領（Receiving）]

• [出荷（Shipping）]

• [割り当て（Assignment）]

• [オーダーオーナー（OrderOwner）]（オーダーを開始
したユーザ）

• [なし（None）]（ワークフローにより自動的に電話と
MACアドレスを割り当てる）

Data None

Enabled true(n/a)

このルールは、Prime Collaboration Provisioning
Advancedでのみ使用できます。 Prime
Collaboration Provisioning Standardは、
PhoneAssignmentDoneByルールをサポートして
いません。

（注）

PhoneAssignmentDoneBy
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説明ルール

電話のオーダーワークフローのうち、受領の手順の遂行

を担当するユーザまたはユーザグループを指定します。

受領手順は、ユーザが実際に電話を受領したことを示しま

す。

有効なオプションは次のとおりです。

• [受領（Receiving）]

• [出荷（Shipping）]

• [割り当て（Assignment）]

• [オーダーオーナー（OrderOwner）]（オーダーを開始
したユーザ）

• [なし（None）]（手順をスキップ）

Data None

Enabled true (n/a)

このルールは、Prime Collaboration Provisioning
Advancedでのみ使用できます。 Prime
Collaboration Provisioning Standardは、
PhoneReceiptDoneByルールをサポートしていま
せん。

（注）

PhoneReceiptDoneBy

電話がシステム内で予約済みのままとなる期間（日数）を

指定します。無効な場合、電話は無期限で予約済みとな

ります。

Data 10

Enabled true (n/a)

PhoneReservationTimeout
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説明ルール

電話のオーダーワークフローのうち、出荷の手順の遂行

を担当するユーザを指定します。有効なオプションは次

のとおりです。

• [受領（Receiving）]

• [出荷（Shipping）]

• [割り当て（Assignment）]

• [オーダーオーナー（OrderOwner）]（オーダーを開始
したユーザ）

• [なし（None）]（手順をスキップ）

Data None

Enabled true (n/a)

このルールは、Prime Collaboration Provisioning
Advancedでのみ使用できます。 Prime
Collaboration Provisioning Standardは、
PhoneShippingDoneByルールをサポートしていま
せん。

（注）

PhoneShippingDoneBy

[関連付けられたユーザ（AssociatedUsers）]機能を使用せ
ずに [電話のエクスポート（Export Phones）]によって生成
されたエクスポートされたデータファイルの [NewUserID]
フィールドを構築するために使用されます。次のキーワー

ドがサポートされます。

• DIRECTORYNUMBER：電話の 1行目の [電話番号-
ルートパーティション（Directory Number-Route
Partition）]の値に置き換えられます。

• MACADDRESS：（Softphoneの）MACアドレスまた
はデバイス名に置き換えられます。

• RANDOMNUMBER：自動的に生成される6桁のラン
ダムな番号に置き換えられます。

このルールが無効な場合、[関連付けられたユーザ
（AssociatedUsers）]機能を使用せずに [電話のエクスポー
ト（Export Phones）]を使用することはできません。

Data pseudo-DIRECTORYNUMBER

Enabled true (n/a)

PseudoUserID
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説明ルール

有効な場合、ユーザの Cisco Unityアカウントが削除され
ると、ユーザの電子メールおよびボイスメールはシステム

から消去されます。

このルールは、[データ（Data）]フィールドで
[はい（True）]または [いいえ（False）]を指定
することで、有効と無効を切り替えます。

Data false

Enabled true (n/a)

（注）

PurgeUponUmRemoval

データは、[単一（Single）]または [すべて（All）]にでき
ます。 [単一（Single）]の場合、選択したサービスエリア
に割り当てられた電話番号ブロックが表示されます。 [す
べて（All）]の場合、ドメイン内のすべてのサービスエリ
アに割り当てられた電話番号ブロックを表示します。

Data <blank>

Enabled false

DirectoryNumberBlockListing

有効な場合は、ドメインの同期時に、ドメイン内のすべて

のコールプロセッサの全ユーザアカウントが、同期され

ているドメインに割り当てられます。無効な場合は、ド

メインと同じ部門のユーザだけがドメインに割り当てられ

ます。

Data <blank>

Enabled false

[すべてのユーザを同期（Sync All
Users）]（コールプロセッサ）

このルールが有効になっている場合は、特定のユニファイ

ドメッセージプロセッサのすべてのユーザアカウントが

Provisioningドメインに割り当てられます。そうでない場
合は、特定のユニファイドメッセージプロセッサのユー

ザアカウントのうち、コールプロセッサに一致するユー

ザアカウントがあるものだけが割り当てられます。

Data <blank>

Enabled false

[すべてのユーザを同期（Sync All
Users）]（Unity Connection）

有効な場合、ドメインの同期時に新しいユーザは作成され

ません。ドメイン内の既存のユーザのサービスだけが同

期されます。

Data <blank>

Enabled false

[既存のユーザのみを同期（SyncOnly
Existing Users）]
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説明ルール

有効な場合、ユーザの情報は関連付けられたユニファイド

メッセージプロセッサのアカウントから更新されます。

そうでない場合、これらの情報はコールプロセッサから

更新されます。ルールが有効な場合は、ユニファイドメッ

セージプロセッサ IDも指定できます。ユーザが複数のユ
ニファイドメッセージプロセッサにアカウントを持って

いる場合、この IDが優先されます。この値は空欄にして
おくことも可能で、その場合は優先順位を設定しないこと

を意味します。

Data <blank>

Enabled false

[UnityConnectionからプライマリユー
ザを同期（Sync Primary User From
Unity Connection）]

ビジネスルールの設定

ビジネスルールを変更する場合は、まずドメインを選択する必要があります。変更できるのは、

ルールの値と、ルールを有効にするかどうかです。ルール名や説明は変更できません。

すべてのビジネスルールには次のようなプロパティがあります。 [データ（Data）]および [有効
（Enabled）]の各フィールドを修正できます。

説明プロパティ

ルールの名前。[ルール名（Rule
Name）]

ルールの詳細な説明。[説明（Description）]

ルールに設定する値。[データ（Data）]

ルールを適用するかどうかを指定します。有効な値は [はい（true）]ま
たは [いいえ（false）]です。

[有効（Enabled）]

各ビジネスルールについての資料は注意深く読み、[データ（Data）]プロパティと [有効
（Enabled）]プロパティを適切に設定してください。

（注）
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Provisioningには、ビジネスルールのデフォルトのリセット機能はありません。ビジネスルー
ルの設定を変更した後でデフォルト設定に戻したくなった場合は、手動で設定を変更する必要

があります。

（注）

次の手順は、AssignSoftPhoneNameルールを例に、ルールのプロパティを変更する方法を説明した
ものです。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システムの設定（System Configuration）] > [ルール（Rules）]を選択し
ます。

ステップ 2 [ルール設定（Rule Configuration）]ページで、ルールを変更するドメインを選択します。

ステップ 3 [ルールの設定（Configure Rule）]からルールを選択します。

ステップ 4 [編集（Edit）]アイコンをクリックします。 [データ（Data）]および [有効（Enabled）]の各フィー
ルドがアクティブになります。

ステップ 5 必要な変更を行って、[保存（Save）]をクリックします。AssignSoftPhoneNameルールに変更が加
えられます。

ドメイン同期ルールを設定するには、[ドメイン同期ルールの設定（ConfigureDomainSynchronization
Rules）]を選択し、同期ルールを選択します。詳細については、ドメイン同期に関するビジネス
ルールの設定, （88ページ）を参照してください。

Provisioningを設定する場合は、ビジネスルールの使用方法と Provisioningのコンポーネントの動
作方法を計画することが重要です。少なくとも、次のルールについて考慮する必要があります。

• AssociateAllUsersInCallProcessor

• CreateSelfCareAccounts

• EmailSender

• IsAuthorizationRequiredForAddOrder

• IsAuthorizationRequiredForOrder

• IsAuthorizationRequiredForChangeOrder

• MailHost

• OrderProvisionedEmailTemplate

• OrderRejectedEmailTemplate

• PhoneAssignmentDoneBy

• PhoneReceiptDoneBy

• PhoneShippingDoneBy

• DirectoryNumberBlockValidation
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• DirectoryNumberBlockListing

ビジネスルールの設定の使用シナリオ

ユーザのアクセス、製品、およびオーダーの設定例について、次のリストで説明します。

表 23：ビジネスルールの設定の使用シナリオ

ビジネスルール使用シナリオ

次のビジネスルールを設定できます。

•ユーザが回線を使用して、自動的にその番
号を自分用に予約する場合

◦ [DNAutoReservation]：予約の切り替え

◦ [DNReservationTimeout]：番号を予約
する期間

•ユーザのセルフケアアカウントを設定す
る

◦ [CreateSelfCareAccounts]

◦ [DefaultCUPMPassword]

•新規ユーザのデフォルトのユーザタイプ
を割り当てる

◦ [DefaultUserType]

•電話インベントリを管理するために特定の
ドメインのユーザを割り当てる

◦ [DomainPhoneManagement]

◦ [PhoneReservationTimeout]

•ユーザタイプを管理するためにユーザを
割り当てる

◦ [DomainUserTypeConfiguration]

ユーザのアクセスの設定
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• Cisco Unified Communications Managerで名
前を CTIポートに割り当てる

◦ [AssignSoftPhoneName]：デフォルト
値についてはルールを参照

•電話番号を予約する

◦ [DNReservationTimeout]

•電話がキャンセルされた後に返されたかど
うかを追跡する

◦ [MonitorPhoneReturnEnabled]

製品の設定
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サービスの設定
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• Cisco UnityアカウントまたはCisco Unified
Communications Managerアカウントにデ
フォルトのパスワードを使用する

◦ [DefaultCallManagerPassword]

◦ [DefaultCallManagerPIN]

◦ [DefaultUnitySubscriberPassword]

•オーダーが却下されるか、または完了した
ときに電子メールを送信する（電子メール

を送信しないオプションもある）

Provisioningで電子メール機能を
使用するには、[EmailSender]と

（注）

[MailHost]の両方を有効にする必
要があります。

◦ [EmailSender]

◦ [MailHost]

◦ [OrderProvisionedEmailTemplate]

◦ [OrderRejectedEmailTemplate]

•承認が必要なオーダーのタイプをチェック
する

◦ [IsAuthorizationRequiredForAddOrder]

◦ [IsAuthorizationRequiredForOrder]

◦ [IsAuthorizationRequiredForChangeOrder]

•手動で入力された DNを、1つのサービス
エリアまたは同じドメイン内のすべての

サービスエリアの DN範囲と照合して検
証します。

◦ DirectoryNumberBlockValidation

◦ DirectoryNumberBlockListing

•電話の割り当て、出荷、および受け取りを
処理する

◦ [PhoneAssignmentDoneBy]

◦ [PhoneReceiptDoneBy]

◦ [PhoneShippingDoneBy]
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ボイスメール/電子メールの一方または両
方のアカウントがキャンセルされたとき

•

に、キャンセルされたボイスメール/電子
メールの一方または両方のアカウントの

メッセージを削除する

◦ [PurgeUponUmRemoval]

バッチプロビジョニング
ユーザを作成してサービスを自動的にプロビジョニングするには、バッチプロビジョニングを使

用します。バッチプロビジョニングを使用すると、新しい事業所の展開やレガシーシステムか

らの移行を簡単に行うことができます。

1人のユーザの場合は、ユーザサービスを個別にオーダーできます。しかし、大量のサービスを
プロビジョニングするときは、これらを 1つのバッチにまとめたほうが便利です。バッチプロビ
ジョニングを使用すると、複数のタイプのオーダーを含む単一のバッチを作成できます。

バッチプロビジョニングを使用して、（LDAP設定の有無にかかわらず）ドメインを追加、更新、
キャンセルすることができます。また、バッチプロビジョニングを使用してユーザロールを追

加、更新、削除することもできます。

展開されたCisco Unified Communicationsアプリケーション上でのみ実行するBATファイルとは異
なり、Provisioningのバッチは Provisioningで管理される 1つまたは多数のアプリケーションで実
行できます。

バッチは、PrimeCollaborationProvisioningにアップロードした後ただちに実行するか、スケジュー
ルを設定して別の日時に実行きます。

また、種類が異なる複数のサービスを 1つのバッチ操作で処理することもできます。たとえば、
電話とボイスメールの追加と変更を 1つのバッチにまとめることが可能です。

バッチプロビジョニングを使用して、次のインフラストラクチャオブジェクトを追加、変更、

キャンセルすることができます。

• App user

•コールサーチスペース（Call Search Space）

• Cisco IOS Conference Bridge

•サービスクラス（Class of Service）

•日時グループ（Date/Time Group）

•デバイスモビリティグループ（Device Mobility Group）

•デバイスプール（Device Pool）

•外部サービス（External Service）
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•ゲートウェイ設定（Gateway Settings）

• LDAP認証（LDAP Authentication）

• LDAPディレクトリ（LDAP Directory）

•ロケーション（Location）

•メディアリソースグループ（Media Resource Group）

•メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）

•メッセージ待機の On/Off（Message Waiting On/Off）

•電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）

•電話用（NTPPhone NTP Reference）

•物理ロケーション（Physical Location）

•ポートグループ（Port Group）

•プロキシの構成設定（Proxy Configuration Setting）

•ルートパーティション（Route Partition）

•ルートパターン（Route Pattern）

•サービスパラメータ（Service Parameter）

•サービスプロファイル（Service Profile）

• SIPプロファイル（SIP Profile）

• SIP Trunk

• SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）

• SRST

•加入者テンプレート（Subscriber Template）

• TFTPサーバ（TFTP Server）

•トランスレーションパターン（Translation Pattern）

•トランク（Trunk）

• UCサービス- CTI（UC Service - CTI）

• UCサービス- IM and Presence（UC Service - IM and Presence）

• UCサービス-ボイスメール（UC Service - Voicemail）

• Unified CMグループ（Unified CM Group）

•ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）

•ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）

•ユーザプロファイルのプロビジョニング（User Profile Provision）
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•ボイスリージョン（Voice Region）

•ボイスメールパイロット（Voicemail Pilot）

•ボイスメールプロファイル（Voicemail Profile）

•ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）

•機能管理ポリシー（Feature Control Policy）

[ダイレクトコールパーク（Directed Call Park）]および [機能管理ポリシー
（FeatureControl Policy）]インフラストラクチャオブジェクトは、バッチを使
用して追加のみできます。バッチを使用して変更またはキャンセルはできま

せん。これらのインフラストラクチャオブジェクトは設定テンプレート（[イ
ンフラストラクチャ設定（Infrastructure Configuration）]および [インフラスト
ラクチャテンプレート（Infrastructure Templates）]ユーザインターフェイス）
ではサポートされません。

（注）

バッチ操作ファイルの作成

バッチプロビジョニングを実行するには、次の操作を実行する必要があります。

1 ユーザとプロビジョニングするサービスを記述したスプレッドシートを作成し（通常は電話と

回線を含める）、そのスプレッドシートをタブ区切りのテキストファイル（バッチ操作ファイ

ル）に変換します。

Excelを使用してバッチファイル（.txt）を編集し、更新されたスプレッドシートをタブ区切り
のテキストファイルとして保存する場合は、特殊文字（特にカンマ）が含まれる値に二重引

用符が追加されることがあります。これは、スプレッドシートをタブ区切りのテキストファ

イルに変換するときに、Excelによって特殊文字に二重引用符が追加されるためです。これら
の引用符は、バッチプロジェクトを実行する際にエラーの原因となる可能性があります。こ

れを避けるには、バッチプロジェクトを実行する前にタブ区切りのテキストファイルから二

重引用符を削除する必要があります。

（注）

2 バッチ操作ファイルを Provisioningのバッチプロジェクトにアップロードします。

3 バッチプロジェクトを実行するか、後で実行するためにスケジュールします。 Provisioningで
は、ファイルに記述されたデータに基づいて、ユーザの作成と、回線および電話のプロビジョ

ニングが行われます。

スケジュールしたプロジェクトのリスト、および実行中のプロジェクトの詳細を表示することも

できます。

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
156 OL-31509-01-J   

Provisioning のテンプレートの設定
バッチ操作ファイルの作成



オーダーのプロビジョニング中は、ステータスが [完了（Completed）]と表示されます。 [完了
（Completed）]リンクをクリックして、目的のデバイスに関連する更新を表示します。

バッチ操作ファイルには、カラムヘッダーを 1行含める必要があります。データカラムは任意
の順序でかまいませんが、タブ区切りのテキストファイルに保存する必要があります。データの

編集には、最終的にここで示すガイドラインに準拠したファイルが作成されるなら、どのような

テキストエディタを使用してもかまいません。たとえば、Microsoft Excelでバッチファイルを作
成し、それをタブ区切りのファイルとしてエクスポートできます。

バッチ操作ファイルのフィールド

バッチ操作ファイルに必要なカラム

次の表に、すべてのバッチ操作ファイルに必要なカラムを示します。

表 24：バッチ操作ファイルに必要なカラム

説明カラム

オーダータイプ。有効なオプションは次のとおりです（大文字と小文字が区別

されます）。

• add

• cancel

• change：ボイスメール、電子メール、またはユニファイドメッセージング
には使用できません。

• addUser：複数のユーザを一度に追加します。1人のユーザとそのユーザ用
の製品を追加する場合は、Addオーダータイプを使用します。一度に複
数のユーザを追加する場合は、addUserオーダータイプを使用します。

• changeUser：複数のユーザの情報を一度に変更します。

• deleteUser：複数のユーザを一度に削除します。

• addServiceArea：複数のサービスエリアを一度に追加します。

• changeServiceArea：複数のサービスエリアを一度に変更します。

• deleteServiceArea：複数のサービスエリアを一度に削除します。

• addServiceTemplate：複数のサービステンプレートを一度に追加します。

• changeServiceTemplate：複数のサービステンプレートを一度に変更します。

• addDomain：複数のドメインを一度に追加します。

• changeDomain：複数のドメインを一度に変更します。

• deleteDomain：複数のドメインを一度に削除します。

[オーダータイ
プ（Order
Type）]
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説明カラム

•以下は、同報リストのバッチプロビジョニングに固有です。

◦ Add-New-Members：同報リストに新しいメンバーを追加します。

◦ Remove-Members：同報リストからメンバーを削除します。

• addDevice：複数のデバイスを一度に追加します。

• updateDevice：複数のデバイスを一度に変更します。

• deleteDevice：複数のデバイスを一度に削除します。

•以下は、アナログ電話のバッチプロビジョニングに固有です。

◦ add：アナログ電話またはアナログ電話と回線を追加します。アナロ
グ音声ゲートウェイコンフィギュレータがロードされ、音声ポート

IOSテンプレートとダイヤルピア IOSテンプレートがプロビジョニ
ングされるアナログ電話を追加します。

◦ change：アナログ電話を変更または交換します。

◦ cancel：アナログ電話をキャンセルします。 Unified Communications
Manager内で電話がキャンセルされ、デバイスから音声ポートとダイ
ヤルピアが削除されます。

オーダーをどのユーザ IDに対してプロビジョニングするのかを指定します。

addServiceArea、changeServiceArea、および deleteServiceAreaの場合は、この
フィールドを空のままにできます。

すべてのインフラストラクチャ製品で、ユーザ IDは icadminです。

[ユーザ ID
（User ID）]
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説明カラム

製品名。入力値はオーダータイプによって異なります。

• Add orders：オーダー可能な製品（バンドルを含む）でなければなりませ
んが、サブタイプは指定できません（たとえば、「Cisco 7960」ではなく
「Endpoint」を使用する必要があります）。アナログ電話をオーダーする
場合は、ipt.propertiesファイル内の
dfc.ipt.cisco.callmanager.analog_phone_supportを Yに更新します。

• Cancel：ユーザのレコードに含まれるオプションの製品名を指定できます。
これにはバンドルは含まれません。従属オブジェクトは、その親が削除さ

れると自動的に削除されます。

• Change：オーダー可能な製品にする必要があります。

• addUserおよび deleteUser：空白のままにします（何かを入力しても無視さ
れます）。

• addServiceArea、changeServiceArea、deleteServiceArea、addServiceTemplate、
changeServiceTemplate：空白のままにします。

[製品名
（Product
Name）]

オーダーの対象となるサービスエリアの名前。

addUserおよび deleteUserの場合は空白のままにします（何かを入力しても無視
されます）。

すべてのインフラストラクチャ製品について、プロセッサ名が指定されている

場合、サービスエリアは不要です。プロセッサ名が指定されていない場合は、

[サービスエリア（ServiceArea）]と [ドメイン（Domain）]の名前が必要です。

[サービスエリ
ア（Service
Area）]

次の条件に該当する場合は、必ず入力する必要があります。

•製品名が電話（または電話を含むバンドル）またはエクステンションモビ
リティアクセス（またはエクステンションモビリティアクセスを含むバ

ンドル）である。

•電話タイプが仮想電話（[CTIポート（CTI Port）]など）でない。

• Cisco Unified Communications Managerに関連付けられたサービスエリアで
オーダーされた。

[電話ボタンテ
ンプレート

（Phone Button
Template）]

ユーザまたはサービスに関連付けられたドメインの名前。[ドメイン
（Domain）]

エンドポイントのタイプ。電話機としてエンドポイントタイプを選択した場合

は、サポートされる電話機のモデル（たとえば Cisco 7960）を選択します。
[エンドポイン
トタイプ

（Endpoint
Type）]
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説明カラム

エンドポイントのMACアドレス。

moveService：Cisco IP Communicator、コールプロセッサバージョン 5未満で
は、MACアドレスを使用します。バージョン 5以上では、デバイス名を使用
します。

[MACアドレス
（MAC
Address）]

ユーザの新規作成に関連するバッチ操作ファイルのカラム

次の表に、ユーザを新規作成するときに使用される追加のカラムを示します（バッチ操作ファイ

ルのフィールド, （157ページ）は、すべてのバッチ操作ファイルに必須のカラムです）。

表 25：ユーザの新規作成に関連するバッチ操作ファイルのカラム

説明カラム

（オプション）ユーザの名。[名（First Name）]

ユーザの姓。[姓（Last Name）]

新規ユーザを配置するドメイン。[ドメイン
（Domain）]

（オプション）新規ユーザの電話番号。[電話番号（Phone
Number）]

（オプション）新規ユーザの電子メールアドレス。[電子メール
（Email）]

（オプション）新規ユーザの部署名。[部署名
（Department）]

（オプション）新しいユーザのユーザ権限。 1名のユーザに対して複数の
ユーザ権限を追加できます（ユーザ権限はセミコロンで区切ります）。

ドメインでサポートされていないユーザ権限は無視されます。

有効なユーザ権限がユーザに割り当てられていない場合、その

ユーザは作成されず、バッチオーダーは失敗します。

（注）

[ユーザ権限（User
Roles）]

（オプション）Provisioningのユーザパスワード。[PMPassword]

ユーザの削除に関連するバッチ操作ファイルのカラム

次の表に、ユーザを削除するときに使用される追加のカラムを示します（バッチ操作ファイルの

フィールド, （157ページ）は、すべてのバッチ操作ファイルに必須のカラムです）。
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表 26：ユーザの削除に関連するバッチ操作ファイルのカラム

説明カラム

（オプション）ユーザが存在するドメイン。[ドメイン
（Domain）]

（オプション）このカラムが有効な場合（Yに設定されている場合）、ユー
ザのユーザレコード上のサービスはすべてグローバルリソース名前空間に

移動し、実際のデバイス上のユーザまたはそのサービスは削除されません。

このカラムが無効な場合、ユーザはProvisioningとデバイスの両方から削除
されます。

ヒント：[OnlyFromCUPM]を有効にしてあるユーザを削除した場合、その
ユーザは削除後にドメインを同期したときに再び作成され（ユーザがドメ

イン同期ルールに適合する場合）、対応するサービスがユーザのユーザレ

コードに追加されます。別の方法として、適切なドメインに手動でユーザ

を作成した後、ドメインの同期を実行して対応するサービスを取得するこ

ともできます。これにより、ドメイン間でユーザを移動したり、サービス

エリア間でユーザサービスを移動したりすることが可能となります。

[OnlyFromCUPM]

デバイスの追加、変更、または削除のためのバッチ操作ファイルのカラム

次の表は、デバイスの追加、更新、削除で使用される特別なカラムを示しています。

デバイスを削除するバッチプロジェクトを実行する前に、PrimeCollaboration Provisioningがメ
ンテナンスモードであることを確認してください（メンテナンスモード, （321ページ）を参
照）。

（注）

表 27：デバイスの追加、変更、または削除のためのバッチ操作ファイルのカラム

説明カラム

デバイスのタイプ。[DeviceType]

デバイスの IPアドレス。[IPAddress]

デバイスの名前。[DeviceName]

デバイスの名前を変更し、新しい名前を指定します。[NewDevicename]

機能に割り当てられる番号。[Capability <number>]

[Capability <number>]が Unified Communications Managerの場合、次のヘッダーが有効です。

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 161

Provisioning のテンプレートの設定
バッチ操作ファイルの作成



説明カラム

Unified Communications Managerデバイスのバージョン。• Capability<number> Version

Unified CommunicationsManagerデバイスの IPアドレス。• Capability<number>IPAddress

Unified Communications Managerデバイスにアクセスする
アクション。

• Capability<number>Action

Unified Communications Managerデバイスにアクセスする
ためのユーザ名。

• Capability<number> UserName

Unified Communications Managerデバイスにアクセスする
ためのパスワード。

• Capability<number> Password

Unified Communications Managerデバイスにアクセスする
ためのパスワードの確認。

• Capability<number>
ConfirmPassword

Unified Communications Managerデバイスのプロトコル。• Capability<number> Protocol

LDAP統合が必要かどうかを指定します。• Capability<number>
LDAPDirectoryIntegration

エクステンションモビリティサービスの名前。• Capability<number>
EMServiceName

エクステンションモビリティサービスの URL。• Capability<number>
EMServiceURL

[Capability<number>]が Unity Connectionの場合、次のヘッダーが有効です。

Unity Connectionデバイスのバージョン。• Capability<number> Version

Unity Connectionデバイスの IPアドレス。• Capability<number>IPAddress

Unity Connectionデバイスに関連付けられたアクション。• Capability<number>Action

Unity Connectionデバイスにログインするユーザ名。• Capability<number> UserName
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説明カラム

Unity Connectionデバイスにアクセスするためのパスワー
ド。

• Capability<number> Password

Unity Connectionデバイスにアクセスするためのパスワー
ドの確認。

• Capability<number>
ConfirmPassword

[Capability<number>]が Unity Expressの場合、次のヘッダーが有効です。

Unity Expressデバイスのバージョン。• Capability<number> Version

Unity Expressデバイスにログインするユーザ名。• Capability<number>
CUELineUserName

ユーザ名に関連付けられた回線パスワード。• Capability<number> CUE Line
Password

Unity Expressデバイスにアクセスするためのパスワード
の確認。

• Capability<number>
ConfirmCUELinePassword

サービスエンジンのインターフェイス番号。• Capability<number> Service
EngineInterfaceNumber

Unityカラムが定義されている場合は、次のカラムが適用されます。

Unityデバイスの IPアドレス。• [IPアドレス（IP Address）]

Unityデバイスのバージョン。• [バージョン（Version）]

Unityデバイスにアクセスするためのユーザ名。• [ユーザ名（Username）]

ユーザ名に関連付けられたパスワード。• [パスワード（Password）]

詳細をインポートすることによってデバイスを作成しま

す。
• [Capability<number>
createbyImport]
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説明カラム

Unityのポート。• [Capability<number> UMPPORT]

Unified Presenceカラムが定義されている場合は、次のカラムが適用されます。

Unified Presenceデバイスのバージョン。• [Capability<number> Version]

Unified Presenceデバイスの IPアドレス。• [Capability<number> IPAddress]

Unified Presenceデバイスに関連付けられたアクション。• [Capability<number> Action]

UnifiedPresenceデバイスにアクセスするためのユーザ名。• [Capability<number> UserName]

ユーザ名に関連付けられたパスワード。• [Capability<number> Password]

パスワードの確認。• [Capability<number>
ConfirmPassword]

Unified Presenceデバイスのプロトコル。• [Capability<number> Protocol]

Call Manager Expressカラムが定義されている場合は、次のカラムが適用されます。

Call Manager Expressデバイスのバージョン。• [Capability<number> Version]

IOSカラムを持つルータが定義されている場合は、次のカラムが適用されます。

Cisco IOSルータデバイスのプロトコル。• [DeviceProtocol]

Cisco IOSルータデバイスに関連付けられたユーザ名。• [DeviceUserName]

ユーザ名に関連付けられたパスワード。• [DevicePassword]

パスワードの確認。• [DeviceConfirmPassword]

Cisco IOSルータデバイスのパスワードを有効にします。• [DeviceEnablePassword]
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説明カラム

デバイスを有効にするパーワードの確認。• [ConfirmDeviceEnablePassword]

バッチプロビジョニングを使用して LDAPサーバを追加することもできます。（注）

複数サービスエリアの追加と変更に関連するバッチ操作ファイルのカラム

次の表に、ユーザを削除するときに使用される追加のカラムを示します（バッチ操作ファイルの

フィールド, （157ページ）は、すべてのバッチ操作ファイルに必須のカラムです）。

表 28：複数サービスエリアの追加と変更に関連するバッチ操作ファイルのカラム

説明カラム

サービスエリアが属するドメインの名前。[ドメイン（Domain）]

addServiceAreaの場合にだけ使用されます。空白のままにできま
す。使用する場合は、ユーザ権限をセミコロンで区切って指定し

ます。

[ユーザ権限（User Roles）]

指定されたサービスエリア内のコールプロセッサの名前。[コールプロセッサ名（Call
Processor Name）]

次のカラムが適用されるのは、[コールプロセッサ名（Call Processor Name）]カラムが定義され
ている場合だけです。

値はSCCPまたはSIPです。値が何も指定されない場合のデフォル
トは SCCPです。

• [エンドポイントプロト
コル（Endpoint
Protocol）]

エンドポイントのコーリングサーチスペース。• [エンドポイントコール
サーチスペース

（Endpoint Call Search
Space）]

回線のコーリングサーチスペース。• [回線コールサーチス
ペース（Line Call
Search Space）]
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説明カラム

エンドポイントの共通デバイス設定。• [共通デバイス設定
（Common Device
Config）]

エンドポイントのロケーション。• [ロケーション
（Location）]

回線のルートパーティション。• [ルートパーティション
（Route Partition）]

エンドポイントのデバイスプール。• [デバイスプール
（Device Pool）]

指定されたサービスエリア内のユニファイドメッセージプロセッ

サの名前。

[ユニファイドメッセージプ
ロセッサ名（Unified
Message Processor Name）]

次のカラムが適用されるのは、[ユニファイドメッセージプロセッサ名（UnifiedMessageProcessor
Name）]カラムが定義されている場合だけです。

指定されたユニファイドメッセージプロセッサ内で定義されてい

る、TTSが有効になっていない TTS無効加入者テンプレートの 1
つ。

指定されたユニファイドメッセージプロセッサ内で定義されてい

る、TTS有効または無効加入者テンプレートの 1つ。

• [TTSのない加入者テン
プレート（Subscriber
Template Without
TTS）]

[加入者テンプレート
（Subscriber
Template）]

指定されたユニファイドメッセージプロセッサ内で定義されてい

る TTS有効加入者 COSの 1つ。
• [TTSのある加入者COS
（Subscriber COS With
TTS）]

指定されたユニファイドメッセージプロセッサ内で定義されてい

る TTS無効加入者 COSの 1つ。
• [TTSのない加入者COS
（Subscriber COS
Without TTS）]
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説明カラム

サービスエリアへの電話番号ブロックの追加は、サービスエリア

バッチプロビジョニングの拡張機能です。

データ形式は、<Prefix> :< First Number> :< Last Number> :<Minimum
Length>; <Prefix> :< First Number> :< Last Number> :<MinimumLength>
です。

デリミタ「;」は、複数の電話番号ブロックの設定で使用します。

ユーザは、changeServiceArea操作中に CUPM_BLANKキーワード
を使用して既存のすべての電話番号ブロックを削除できます。

changeServiceArea操作では、CUPM_SKIPキーワードを使用して以
前の値を維持することが可能です。

[電話番号ブロック
（Directory Number
Blocks）]

アナログ電話またはアナログ電話サービスを追加するためのバッチ操作ファイルのカラム

表 29：アナログ電話またはアナログ電話サービスを追加するためのバッチ操作ファイルのカラム

説明カラム

選択したアナログ電話に関連付けられた [アナログ音声ゲートウェ
イ参照（Analog Voice Gateway Reference）]フィールド。

[アナログ音声ゲートウェイ
参照（Analog Voice Gateway
Reference）]

[アナログ音声ゲートウェイ参照（AnalogVoiceGatewayReference）]
に関連付けられた Voiceport。

[Voiceport]

アナログ電話に関連付けられた電話番号。[電話番号（Directory
Number）]

VG310、VG320、VG350アナログ音声ゲートウェイモデル用のアナログ電話をオーダーする
には、バッチファイルに [スロット（Slot）]カラムと [サブユニット（Subunit）]カラムを含
める必要があります。

（注）
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アナログ電話を交換するためのバッチ操作ファイルのカラム

表 30：アナログ電話を交換するためのバッチ操作ファイルのカラム

説明カラム

既存の [アナログ音声ゲートウェイ参照（Analog Voice Gateway
Reference）]と置き換える新しい [アナログ音声ゲートウェイ参照
（Analog Voice Gateway Reference）]フィールド。

[アナログ音声ゲートウェイ参
照（Analog Voice Gateway
Reference）]

既存の [Voiceport]と置き換える新しい [Voiceport]フィールド。[VoicePort]

VG310、VG320、VG350アナログ音声ゲートウェイモデル用のアナログ電話を置き換えるに
は、バッチファイルに [スロット（Slot）]カラムと [サブユニット（Subunit）]カラムを含め
る必要があります。

（注）

アナログ電話を変更するためのバッチ操作ファイルのカラム

表 31：アナログ電話を変更するためのバッチ操作ファイルのカラム

説明カラム

帯域幅不足が原因でコールがブロックされた場合に、収集された

（発信側）番号の他のルーティング方法を決定するために検索さ

れる、ルートパーティションのコレクションを指定します。

[AARコーリングサーチス
ペース（AAR Calling Search
Space）]

VG310、VG320、VG350アナログ音声ゲートウェイモデル用のアナログ電話を変更するには、
バッチファイルに [アナログ音声ゲートウェイ参照（Analog Voice Gateway Reference）]、[ス
ロット（Slot）]、[サブユニット（Subunit）]カラムを含める必要があります。

（注）

システムコールハンドラのバッチ操作ファイルのカラム

次の表は、バッチプロビジョニングを介してシステムコールハンドラを追加する際に使用され

る特別なカラムを示しています（表 24：バッチ操作ファイルに必要なカラム, （157ページ）に
は、すべてのバッチ操作ファイルの必須カラムが示されています）。
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表 32：システムコールハンドラの追加に関連するバッチ操作ファイルのカラム

説明縦棒グラフ

Unity Connectionサーバの名前[プロセッサ名（Processor Name）]

コールハンドラの識別に役立つ名前を入力します。[表示名（Display Name）]

新しいコールハンドラの基礎となるコールハンド

ラテンプレートを指定します。

[コールハンドラテンプレート（CallHandler
Template）]

発信者がコールハンドラからダイヤルした内線番

号と特定の検索範囲内のオブジェクトをマッチさせ

るために適用する、検索範囲を指定します。

[検索範囲（Search Scope）]

Unity Connectionが発信者に対して再生するハンド
ラのシステムプロンプトの言語を指定します。

[言語（Language）]

次の表は、バッチプロビジョニングを介してシステムコールハンドラの属性を更新する際に使

用される特別なカラムを示しています（表 24：バッチ操作ファイルに必要なカラム, （157ペー
ジ）には、すべてのバッチ操作ファイルの必須カラムが示されています）。

表 33：システムコールハンドラの属性の更新に関連するバッチ操作ファイルのカラム

説明縦棒グラフ

Unity Connectionサーバの名前[プロセッサ名（Processor Name）]

コールハンドラの識別に役立つ名前を入力します。[表示名（Display Name）]

コールハンドラに使用する電話システムを指定し

ます。

[電話システム（Phone System）]

リストからスケジュールを選択して、標準および時

間外のグリーティングを再生する日時と、グリー

ティング後に Unity Connectionが実行するアクショ
ンを指定します。

[アクティブなスケジュール（Active
Schedule）]

コールハンドラに必要なタイムゾーンを指定しま

す。

[タイムゾーン（Time Zone）]

Unity Connectionが発信者に対して再生するハンド
ラのシステムプロンプトの言語を指定します。

[言語（Language）]

電話システムでコールハンドラへの接続に使用さ

れる内線番号を入力します。

[内線（Extension）]

オブジェクトが属するパーティションを指定しま

す。

[パーティション（Partition）]
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説明縦棒グラフ

発信者がコールハンドラからダイヤルした内線番

号と特定の検索範囲内のオブジェクトをマッチさせ

るために適用する、検索範囲を指定します。

[検索範囲（Search Scope）]

次の表は、バッチプロビジョニングを介してシステムコールハンドラをキャンセルする際に使

用される特別なカラムを示しています（表 24：バッチ操作ファイルに必要なカラム, （157ペー
ジ）には、すべてのバッチ操作ファイルの必須カラムが示されています）。

表 34：システムコールハンドラのキャンセルに関連するバッチ操作ファイルのカラム

説明縦棒グラフ

Unity Connectionサーバの名前[プロセッサ名（Processor Name）]

コールハンドラの表示名を入力します。[表示名（Display Name）]

バッチプロビジョニングを介してグリーティングと発信者入力の属性を変更できます。グリー

ティングと発信者入力の属性を変更するバッチファイルを作成する場合は、次の点に注意してく

ださい。

•次の属性はバッチファイル内に 3つのヘッダー（カラム）を持っています。1番目のカラム
はコール管理要素（コールハンドラ、インタビューハンドラ、ディレクトリハンドラな

ど）、2番目のカラムはコールの送信先、3番目のカラムはハンドラカンバセーションの値
（[転送を試みる（Attempt Transfer）]または [グリーティングへ直接移行する（Go Directly to
Greetings）]）を表します。

◦ [グリーティング後（After Greeting）]

◦ [操作（Action）]

• [グリーティング（Greeting）]ステータス属性に対して [有効期限（Enabled Until）]オプショ
ンを選択した場合は、mm-dd-yyyy hh:mm AM（または PM）の形式で [時間超過（Time
Expires）]属性の値を入力する必要があります。

ディレクトリハンドラのバッチ操作ファイルのカラム

次の表は、バッチプロビジョニングを介してディレクトリハンドラを追加および更新する際に使

用される特別なカラムを示しています（表 24：バッチ操作ファイルに必要なカラム, （157ペー
ジ）には、すべてのバッチ操作ファイルの必須カラムが示されています）。
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表 35：ディレクトリハンドラの属性の追加および更新に関連するバッチ操作ファイルのカラム

説明縦棒グラフ

Unity Connectionサーバの名前[プロセッサ名（Processor Name）]

ディレクトリハンドラの識別に役立つ名前を入力

します。

[表示名（Display Name）]

Unity Connectionが発信者に対して再生するハンド
ラのシステムプロンプトの言語を指定します。

[言語（Language）]

電話システムでディレクトリハンドラへの接続に

使用される内線番号を入力します。

[内線（Extension）]

オブジェクトが属するパーティションを指定しま

す。

[パーティション（Partition）]

音声認識オプション付き Unity Connectionシステム
の場合、音声ディレクトリハンドラを作成するに

は、このオプションを有効にします。

[音声を有効にする（Voice Enabled）]

Unity Connectionがユーザの発話をボイスコマンド
や受信者名として認識する程度を調整するには、こ

の設定を使用します。

[音声認識のしきい値（Speech Confidence
Threshold）]

名前を入力して検索するように発信者に求めるので

はなく、発信者が選択できるようディレクトリ内の

ユーザの名前を再生する場合は、この設定を使用し

ます。

[すべての名前を再生する（PlayAllNames）]

ディレクトリハンドラの検索範囲を指定します。[検索範囲（Search Scope）]

ディレクトリハンドラの検索対象を、ローカルUnity
Connectionサーバ上の特定のサービスクラスに割り
当てられているユーザに限定します。

[サービスクラス（Class of Service）]

ディレクトリハンドラの検索対象を、特定のシス

テム同報リストのメンバーに限定します。

[システム同報リスト（System Distribution
List）]

ディレクトリハンドラの検索対象を、特定のサー

チスペースのメンバーであるパーティションに関

連付けられているユーザと連絡先に限定します。

[サーチスペース（Search Space）]

発信者がユーザ名の入力に使用する方法を指定しま

す。

[検索条件の順序（Search Criteria Order）]
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説明縦棒グラフ

検索結果の動作を指定するには、この設定を使用し

ます。

[音声を有効にする（Voice Enabled）]オプションを
trueに設定した場合は、次の属性の値を指定する必
要があります。

• [一意に一致した場合に自動的にルーティング
する（Route Automatically on a Unique Match）]

• [各名前とともに内線番号をアナウンスする
（Announce Extension with Each Name）]

• [各名前とともに市区町村をアナウンスする
（Announce City with Each Name）]

• [各名前とともに部署名をアナウンスする
（Announce Department with Each Name）]

[音声を有効にする（Voice Enabled）]オプションを
falseに設定した場合は、[検索結果の動作（Search
Results Behavior）]カラムで次の属性に値を指定で
きます。

• [一意に一致した場合に自動的にルーティング
する（Route Automatically on a Unique Match）]

• [発信者入力を常に要求する（Always Request
Caller Input）]

[一致した名前を内線番号形式でアナウンスする
（Announce Matched Names Using Menu Format）]属
性または [一致した名前をメニュー形式でアナウン
スする（Announce Matched Names Using Menu
Format）]属性の値を指定する場合は、[一致した名
前をアナウンス（AnnounceMatched Names Using）]
カラムを使用します。

[検索結果の動作（SearchResults Behavior）]

このオプションを選択すると、UnityConnectionは、
ユーザに割り当てられている内線番号にコールを

ルーティングします。発信者に一致について確認が

求めることはありません。

[一意に一致した場合に自動的にルーティン
グする（Route Automatically on a Unique
Match）]

このオプションを有効にすると、Unity Connection
でユーザの内線番号を含むユーザのメニューが表示

されます。

[各名前とともに内線番号をアナウンスする
（Announce Extension with Each Name）]
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説明縦棒グラフ

複数が一致した場合に、Unity Connectionが一致し
た各ユーザの市区町村をアナウンスするように設定

するには、このオプションを有効にします。

[各名前とともに市区町村をアナウンスする
（Announce City with Each Name）]

複数が一致した場合に、Unity Connectionが一致し
た各ユーザの部署名をアナウンスするように設定す

るには、このオプションを有効にします。

[各名前とともに部署名をアナウンスする
（Announce Department with Each Name）]

このオプションを選択すると、UnityConnectionは、
発信者を指定されたユーザの内線番号にルーティン

グする前に、発信者に一致について確認を求めま

す。

[発信者入力を常に要求する（AlwaysRequest
Caller Input）]

[一致した名前を内線番号形式でアナウンスする
（AnnounceMatchedNamesUsing Extension Format）]
オプションが有効な場合、Unity Connectionは、一
致したユーザの名前と内線番号を発信者にアナウン

スします。

[一致した名前をメニュー形式でアナウンスする
（Announce Matched Names Using Menu Format）]オ
プションが有効な場合、Unity Connectionは発信者
にユーザのメニューを示します。このオプション

が有効な場合、次の属性の値を指定できます。

• [各名前とともに内線番号をアナウンスする
（Announce Extension with Each Name）]

[一致した名前をアナウンス（Announce
Matched Names Using）]

発信者のキー入力に複数のユーザが一致した場合

に、発信者に対して表示する一致名の最大数を示し

ます。

[最大一致数（Maximum Number of
Matches）]

次の表は、バッチプロビジョニングを介してディレクトリハンドラをキャンセルする際に使用さ

れる特別なカラムを示しています（表 24：バッチ操作ファイルに必要なカラム, （157ページ）
には、すべてのバッチ操作ファイルの必須カラムが示されています）。

表 36：ディレクトリハンドラのキャンセルに関連するバッチ操作ファイルのカラム

説明縦棒グラフ

Unity Connectionサーバの名前[プロセッサ名（Processor Name）]

ディレクトリハンドラの表示名を入力します。[表示名（Display Name）]
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バッチプロジェクトを使用して発信者入力の属性を変更できます。発信者入力の属性を変更する

バッチファイルを作成する場合は、次の点に注意してください。

次の属性はバッチファイル内に3つのヘッダー（カラム）を持っています。1番目のカラムはコー
ル管理要素（コールハンドラ、インタビューハンドラ、ディレクトリハンドラなど）、2番目の
カラムはコールの送信先、3番目のカラムはハンドラカンバセーションの値（[転送を試みる
（Attempt Transfer）]または [グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）]）を表し
ます。

• [発信者が終了する場合（If Caller Exits）]

• [入力がない場合（If No Input）]

• [選択されていない場合（If No Selection）]

• [発信者がゼロを押す場合（If Caller Presses Zero）]

異なるサービスに基づいてバッチ操作ファイルで必要な属性の詳細情報については、

『http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_Prime_Collaboration_Provisioning_Batch_File_Attributes』を参照
してください。

バッチ操作ファイルの作成に関するガイドライン

サンプルバッチファイルを Cisco.comからダウンロードしてください。サンプルのバッチファ
イルには、必要に応じて別のカラムを追加できます。

バッチ操作ファイルを作成する場合は、次のガイドラインに従います。

•バッチ操作の値を作成する際、複数の値を入力するには、コロンデリミタを使用する必要が
あります。たとえば、複数のルートパーティションを含む新しい CallingSearchSpaceを作成
する際は、RP1:RP2:RP3を使用します。

•バッチ操作ファイルにコメントを追加するには、コメントの前に #（シャープ記号）を付け
ます。そのバッチに関するあらゆる情報を追加できます。バッチ操作ファイルのインポー

ト時、これらのコメントは無視されます。

次に、例を示します。

◦ ### The Domain ID and Last Name are mandatory fields.

◦ # This is to deploy a new site.

•複数のカラムを追加せずに複数の製品タイプをバッチ操作ファイルに含めるには、>>（二重
大なり記号度）を挿入します。 >>は、バッチ操作ファイルのヘッダー行の先頭に挿入する
必要があります。
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次に、例を示します。

NameProcessorNameDomainServiceAreaProductNameUserID>>OrderType

kpart-1cucm10.176AlbertaSampleServiceAreaRoute
Partition

icadminadd

DeviceNameDeviceTypeServiceAreaProductNameUserID>>OrderType

10.0.0cucm10.177MediaServerUserIDdeleteDevice

#Device Pool

NameProcessorNameDomainServiceAreaProductNameUserID>>OrderType

DP_Albertacucm10.176AlbertaSampleSADevice Poolicadmincancel

二重大なり記号（>>）を挿入する必要があります。二重大なり記号の代わり
に一重の大なり記号（>）を使用すると、バッチ操作ファイルはインポートさ
れますが、オーダーに失敗します。

（注）

•作成するユーザにSelf-Careアカウントを与える場合は、該当するすべてのドメインについて
CreateSelfCareAccountsルールを有効にする必要があります。

• ProductNameが電話（または電話を含むバンドル）で、なおかつ [電話のタイプ（PhoneType）]
が仮想電話（[CTIポート（CTI Port）]など）でない場合は、MACアドレスが必要です。

•電話を変更するときは、新しいMACアドレスが必要です。

•製品をキャンセルするときは、オブジェクト名が必要です（[回線（Line）]製品と [エクステ
ンションモビリティ回線（Extension Mobility Line）]製品を除く）。

•リモート接続先プロファイルおよび [エクステンションモビリティアクセス（ExtensionMobility
Access）]製品をキャンセルする場合は、名前が必要です。

• ProductNameが [電話（Phone）]の場合は、MACアドレスが必要です。

• ProductNameが [ボイスメール（Voicemail）]の場合は、ボイスメールエイリアスが必要で
す。

• [回線（Line）]製品または [エクステンションモビリティ回線（Extension Mobility Line）]製
品をキャンセルするときは、電話番号とルートパーティションが必要です。

• [VG202]製品、[VG204]製品および [VG224]製品を削除すると、デバイスおよびProvisioning
のすべての電話が削除されます。削除に関する警告メッセージが表示されます。メッセージ

の確認後にのみ、電話が削除されます。電話に関連付けられた顧客レコードを消去するに

は、ドメインの同期を実行する必要があります。

• ProductNameが電話（または電話を含むバンドル）またはエクステンションモビリティアク
セス（またはエクステンションモビリティアクセスを含むバンドル）で、[電話のタイプ
（Phone Type）]が仮想電話（[CTIポート（CTI Port）]）でなく、なおかつ Cisco Unified
CommunicationsManagerだけに関連付けられたサービスエリアでオーダーされた場合は、[電
話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]が必要です。

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 175

Provisioning のテンプレートの設定
バッチ操作ファイルの作成に関するガイドライン



• Cisco Unityデバイス（Cisco Unity、Cisco Unity Connection、Cisco Unity Express）では、一部
の製品とサービスはサポートされていません。指定されたサービスエリアのデバイスでサ

ポートされていない製品がバッチ操作ファイルに設定されている場合、バッチプロビジョニ

ングは失敗します。

•手動オーダー入力プロセスでユーザが入力する必要がある製品属性は、バッチプロジェクト
で同等のオーダーを正常に完了するためにも必要となります。次に例を示します。

◦ [電話のタイプ（Phone Type）]：オーダーする製品が電話または電話を含むバンドルの
場合は、電話のタイプ（Cisco 7960や Cisco 7912など）を指定します。

◦ [回線タイプ（Line Type）]：オーダーする製品が回線または回線を含むバンドルの場合
は、回線のタイプ（[自動割り当て回線（Auto-AssignedLine）]や [選択した回線（Chosen
Line）]など）を指定します。

◦ [電話番号（Directory Number）]：ProductNameが [回線（Line）]で、タイプが [選択し
た回線（Chosen Line）]の場合は必須です。また、そのオーダーだけでは依存関係が満
たされない製品をオーダーする場合は（たとえば、単一の [回線（Line）]をオーダーす
る場合など）、従属オブジェクトを指定するカラムが必要です。

◦ [ルートパーティション（Route Partition）]：ProductNameが [回線（Line）]で [オーダー
タイプ（Order Type）]が [変更（Change）]の場合は必須です。

•オーダーする製品に、そのオーダーだけでは満たされない依存関係がある場合は（たとえ
ば、単一の [回線（Line）]をオーダーする場合など）、従属オブジェクトを指定するカラム
が必要です。次に例を示します。

◦ [選択されている電話（SelectedPhone）]：回線を追加する電話のMACアドレス。

◦ [選択されている回線（SelectedLine）]：SelectedLine値は製品名に基づいて指定する必
要があります。

◦ [リモート接続先プロファイル回線（RemoteDestinationProfile Line）]にボイスメー
ルを追加する場合は、次の形式で値を入力してください：{RDPプロファイル名}
電話番号。

◦ [回線（Line）]製品にボイスメールを追加する場合は、次の形式で値を入力してく
ださい：{電話タイプ: MACアドレス}電話番号。

◦ [EM回線（EM Line）]製品にボイスメールを追加する場合は、次の形式で値を入
力してください：{電話タイプ:プロファイル名}電話番号。

◦エンドポイントのない [回線（Line）]にボイスメールを追加する場合は、電話番号
のみを入力します。
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[回線（Line）]製品にルートパーティションがある場合は、電話番号と共に
ルートパーティションを入力します（例：ボイスメールを [リモート接続先プ
ロファイル回線（Remote Destination Profile Line）]に追加する場合は、次の形
式で値を入力します：{RDPプロファイル名}電話番号/ルートパーティショ
ン）。

（注）

◦ [選択されているボイスメール（SelectedVoicemail）]：ユニファイドメッセージングを
追加するボイスメールの電話番号。

◦ [選択されているEMアクセス（SelectedEM_Access）]：EM_Lineを追加する EM_Access
（デバイスプロファイル）の名前。

バンドルに基本製品のインスタンスが複数含まれている場合は、属性のカラム名の末尾

に (1)、(2)、などを付ける必要があります（たとえば、[回線タイプ(1)（Line Type(1)）]
や [電話番号(1)（Directory Number(1)）]など）。

•バンドル製品で、製品属性名が別の基本製品のものと同一である場合は、区別するために製
品名を属性に付加します。

たとえば、コーリングサーチスペースという属性は、電話と回線の両方にあります。 [電話
サービス（Phone Service）]という製品に対しては、[電話コーリングサーチスペース（Phone
Calling Search Space）]と [回線コーリングサーチスペース（Line Calling Search Space）]を指
定できます。

•スピードダイヤル情報は次の方法で指定できます。

◦直接：1つのカラムで情報を指定する場合に使用します。カラムヘッダーは [スピード
ダイヤル情報（Speed Dial Info）]です。必要な形式は index:number:labelで、これをセ
ミコロンで区切ってスピードダイヤルごとに繰り返します。indexはスピードダイヤル
の位置（1、4、5など）、numberは電話番号、labelはスピードダイヤル名です。たと
えば、1:8675306:Joe;4:888:Voicemailのようになります。

この形式を使用して別の回線を追加する場合は、それまでにカラムに入力したスピード

ダイヤル情報をすべて再入力して、新しいスピードダイヤル情報を追加する必要があり

ます。

この形式は、スピードダイヤルの初期設定時に使用することをお勧めします。既存の

スピードダイヤルのリストにスピードダイヤルを追加する場合は、次の項目で説明す

る形式を使用する必要があります。

◦一致するカラムのセット：Speed Dial n（nはスピードダイヤルの位置）と Speed Dial n
Nameという 1組のカラムを使用します。この形式を使用すると、既存のスピードダイ
ヤルリストの末尾に新しいスピードダイヤルが追加されます。

次に例を示します。

Speed Dial 1 Speed Dial 1 Name Speed Dial 4 Speed Dial 4 Name

8675306 Joe 888 Voicemail
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カンマを挿入することでスピードダイヤル番号の間隔を空けることができます。1個の
カンマにより、2秒間の遅延が設定されます。スピードダイヤル電話番号には任意の数
のカンマを挿入することができます。

•回線グループ情報を指定する際は、LineGroupName:positionという形式をセミコロンで区切っ
て回線グループごとに繰り返します。 LineGroupNameは回線グループの名前です。 position
は選択した回線グループ内の電話番号の位置で、値として last（またはLAST）、または1～
100の数字を指定できます。たとえば、LG1:1;LG2:5;LG3:lastのようになります。

別の回線を追加する場合は、すべての回線グループ情報を入力する必要があります。回線グ

ループのカラムヘッダーは、[回線グループ(1)（Line Groups(1)）]や [回線グループ(2)（Line
Groups(2)）]のようにする必要があります。

•カラムのインスタンスが複数ある場合（たとえば、電話番号が複数ある場合など）は、各イ
ンスタンスのカラム名の末尾に (1)や (2)などを指定する必要があります（たとえば、[電話
番号(1)（Directory Number(1)）]や [電話番号(2)（Directory Number(2)）]など）。

• Cisco Unified Communications Manager Expressの電話および回線設定テンプレートでは、区切
り文字としてチルダ（~）を使用する必要があります。たとえば、usernameAAAAApassword
BBBBBBBB~pin 676771のようになります。この属性のカラムヘッダーは、[CME電話設定
テンプレート（CME Phone Configuration Template）]です。

• Cisco Unified Communications Manager内で数値が指定されているプロビジョニング属性の値
の設定を解除するには、値として 0を入力する必要があります。値を空にするだけでは、
Cisco Unified Communications Managerでプロビジョニング属性は設定解除されません。

•ボイスメールアカウントをオーダーするときに、[選択した回線（ChosenLine）]オプション
を使用して E.164形式の電話番号を選択した場合、Provisioningは電話番号から +記号を削除
して、内線番号を設定します。ただし、[代行内線番号（Alternate Extension）]フィールド
は、自動的に入力されません。バッチファイルの [代行内線番号（Alternate Extension）]
フィールドに、（+記号付きで）電話番号を入力する必要があります。

• UTF-8形式で詳細を入力できますが、ファイルのエンコーディングは UTF-8または BOMな
し UTF-8にする必要があります。 BOMなし UTF-8のエンコーディングは、Notepad++など
の高度なテキストエディタで使用できます。 UTF-8エンコーディングは、Notepadエディタ
で使用できます。ファイルのエンコーディングとしてUTF-8または BOMなしUTF-8を指定
しないと、UTF-8文字列は判読不能な文字列に変換されます。

バッチ操作ファイルでのキーワードの使用

特定の機能を実行するには、バッチ操作ファイルで次のキーワードを使用します。

• CUPM_BLANK：追加オーダータイプの場合は、その属性に対して値はプロビジョニングさ
れません。変更オーダータイプの場合は、現在の属性値がクリアされるか（該当する場

合）、プロセッサによって要求されるデフォルト値に設定されます。
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設定専用属性に対して変更オーダータイプを使用するときに、属性が列挙型

であり、有効値のスタティックリストをサポートする場合は（たとえば [コー
リングサーチスペースのアクティベーションポリシー（Calling Search Space
Activation Policy）]）、CUPM_BLANKは効果を持たなくなり、古い値が維持
されます。

（注）

• CUPM_SKIP：操作ファイルの処理時にこのプロビジョニング属性をスキップします。この
属性は、オーダー中に設定されません。前の設定値が保持されます。

CUPM_SKIPを追加オーダータイプとともに使用するときは、すべての属性がスキップ可能
とは限りません。次に示す属性はスキップされません。

•必須属性（たとえば [デバイスプール（Device Pool）]や [ロケーション（Location）]）はス
キップされません。このような属性には、サービスエリアレベルのプロビジョニング属性

設定が使用されます。

• [デバイスの説明（DeviceDescription）]と [表示(内部発信者ID)（Display (InternalCaller ID)）]。
これらの設定にはルールがあるため、そのルールに基づく値が使用されます。

バッチプロジェクトの管理

バッチプロビジョニングサポートは、UnifiedCommunicationsManager、Unity Connection、Unity、
Presence Processor、Unity Express、Call Manager Express、および Generic IOS Routerのすべてのデ
バイスに提供されています。管理権限を持つユーザは、バッチプロビジョニングを使用してデバ

イスをプロビジョニングできます。

すべてのデバイスのサンプルバッチファイルは、opt/cupm/sep/ipt/config/sample/batchProvisioning
ディレクトリにあります。

バッチ操作ファイルを作成したら、そのファイルが属するバッチプロジェクトを作成する必要が

あります。バッチ操作ファイルをアップロードすると、その内容がバッチ操作に変換され、バッ

チ操作ファイル内のすべてのバッチ操作に共通するカラムが表示されます。

バッチ操作ファイルは、バッチ操作間の依存関係に従って正しい順序でアップロードする必要が

あります。これらの依存関係の詳細については、バッチ操作ファイルの作成に関するガイドライ

ン, （174ページ）を参照してください。

バッチプロジェクトを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [バッチプロビジョニング（Batch Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 [バッチプロジェクトの設定（Configure a Batch Project）]ページで [新規（New）]アイコンをク
リックします。

ステップ 3 [バッチプロジェクトの新規作成（Create a New Batch Project）]ページで、バッチプロジェクトの
名前を入力してメモを追加します。

ステップ 4 [作成（Create）]をクリックします。バッチプロジェクトの作成後は、1つまたは複数のバッチ
操作ファイルをバッチプロジェクトにアップロードできます。

ステップ 5 [バッチプロジェクトの設定（Configure a Batch Project）]画面で、[バッチ操作ファイルのアップ
ロード（Upload a Batch Action File）]をクリックします。

ステップ 6 [バッチ操作ファイルのアップロード（Upload aBatchAction file）]ページで、次のいずれかを実行
します。

• [アップロードするファイル（File to Upload）]フィールドに、アップロードするファイルの
完全なディレクトリパスとファイル名を入力します。

• [参照（Browse）]をクリックし、アップロードするファイルを探してクリックします。

ステップ 7 [アップロード（Upload）]をクリックします。

ステップ 8 次のいずれか、または複数の操作を行います。

•（この手順を繰り返して）別のバッチ操作ファイルをアップロードします。

•バッチプロジェクトをただちに実行するか、後で実行するためにスケジュール設定します。
バッチプロジェクトのキャンセル、一時停止、その他の操作については、次の表を参照して

ください。

•バッチプロジェクトを後で実行するためにスケジュールします（バッチプロジェクトの管
理, （179ページ）を参照）。

Provisioningでは現在、バッチプロジェクトまたはバッチ操作ファイルを編集することはできませ
ん。その代わりに、バッチ操作ファイルを手動で更新してから、そのファイルを新しいバッチプ

ロジェクトにアップロードし、不要になったバッチプロジェクトを削除できます。

不要になったバッチプロジェクトは削除可能です。バッチプロジェクトを削除するには、バッ

チプロジェクト名の横にある [削除（Delete）]アイコンをクリックします。

表 37：バッチプロジェクトの管理

手順バッチ操作
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1 [バッチプロジェクトの設定（Configure a
Batch Project）]ページで、[セレクタ
（Chooser）]アイコンをクリックして必要な
バッチプロジェクトを選択します。

2 [プロジェクトスケジュール（Project
Schedule）]ペインで [現在（Now）]をクリッ
クします。

3 [OK]をクリックします。バッチプロジェク
トが開始され、ステータスが [処理中（In
Progress）]に変化します（画面を更新する
には、[更新（Refresh）]アイコンをクリッ
クします）。バッチプロジェクトが完了し

たら、ステータスが [完了（Complete）]に
変化します。

バッチプロジェクトをただちに実行する

1 [プロジェクトスケジュール（Project
Schedule）]ペインで、[スケジュール日の選
択（Select ScheduleDate）]アイコンをクリッ
クします。

表示されるダイアログボックスで、日時、

協定世界時（UTC）オフセット、または必
要に応じてロケーションを指定します。

2 [選択（Select）]をクリックします。

時計アイコンが [ステータス（Status）]セク
ションに表示され、バッチプロジェクトが

スケジュールされたことを示します。

インフラストラクチャ設定用に作

成されたバッチプロジェクトは、

エラーがあると再起動できませ

ん。

（注）

バッチプロジェクトをスケジュールまたはスケ

ジュール変更する
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1 必要なバッチプロジェクトを選択します。

2 [プロジェクトスケジュール（Project
Schedule）]ペインで [中断（Abort）]をク
リックします。

3 [OK]をクリックしてバッチプロジェクトを
キャンセルします。

実行中のバッチプロジェクトをキャンセル（中

止）できます。この場合、Provisioningで進行
中の操作はすべて完了しますが、残りの操作は

実行されません。

バッチプロジェクトをキャンセルする

1 必要なバッチプロジェクトを選択します。

2 [プロジェクトスケジュール（Project
Schedule）]ペインで、[プロジェクトの一時
停止の日時（Project Pause Date/Time）]の横
にある [一時停止（Pause）]をクリックしま
す。

[OK]をクリックして確定します。
3 [更新（Refresh）]アイコンをクリックしま
す。プロジェクトのステータスが [一時停止
（Paused）]に変化します。

4 次の選択肢があります。

•バッチプロジェクトを再開するには、
[再開（Restart）]をクリックします。
バッチプロジェクトが再開されます。

•バッチプロジェクトをキャンセルする
には、[中断（Abort）]をクリックしま
す。バッチプロジェクトがキャンセル

されます。

バッチプロジェクトを一時停止すると、

Provisioningで進行中の操作はすべて完了します
が、それ以上の操作は実行されません。

プロジェクトを一時停止する
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1 [バッチプロジェクトの設定（Configure a
Batch Project）]ページの [実行の一時停止
（Pause Execution）]セクションで、[プロ
ジェクトの一時停止の日時（Project Pause
Date/Time）]の横にある [セレクタ
（Chooser）]アイコンをクリックします。

2 [OK]をクリックして確定します。 [日時の選
択（Select Date and Time）]ダイアログボッ
クスが表示されます。

3 日付と時刻、および必要に応じて UTCオフ
セットまたは場所を指定し、[選択（Select）]
をクリックします。日付と時刻が [実行の一
時停止（PauseExecution）]の横に表示され、
バッチプロジェクトの一時停止がスケジュー

ルされたことを示します。

バッチプロジェクトの一時停止をスケジュール

できます。これはたとえば、バッチプロジェク

トを後で開始するためにスケジュールしたにも

かかわらず、そのプロジェクトを予定されてい

るメンテナンス停止期間の前に確実に停止させ

る場合などに役立ちます。

一時停止するバッチプロジェクトをスケジュー

ルする

1 [バッチプロジェクトの設定（Configure a
Batch Project）]ページの [プロジェクトスケ
ジュール（Project Schedule）]ペインで、[プ
ロジェクト開始日時（Project Start
Date/Time）]の横にある [クリア（Clear）]
アイコンをクリックします。

2 [OK]をクリックして確定します。

スケジュールしたバッチプロジェクトは、まだ

処理が開始されていない場合、キャンセルでき

ます。

スケジュールされたバッチプロジェクトをキャ

ンセルする

1 [プロジェクトスケジュール（Project
Schedule）]セクションで [クリア（Clear）]
アイコンをクリックします。

2 [OK]をクリックして確定します。バッチプ
ロジェクトに対してスケジュールされた一

時停止がクリアされます。

バッチプロジェクトに対してスケジュールされ

た一時停止をキャンセルする
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[バッチプロジェクト操作（Batch Project
Actions）]ペインで [表示（View）]をクリック
します。

[バッチ操作の詳細の表示（View Batch Action
Details）]ページが表示されます。このページ
には、バッチプロジェクト操作の設定情報がす

べて表示されます。

バッチプロビジョニングでは、ユーザ権限を持

つユーザは、エンドポイントのオーダー中に新

しいエンドポイントを追加できます。疑似ユー

ザもエンドポイントに追加可能です。

バッチプロジェクトの詳細を表示する

[バッチプロジェクトの設定（Configure a Batch
Project）]ページで、[バッチプロジェクト操作
（Batch Project Actions）]ペインに各バッチプ
ロジェクト操作のステータスが表示されます。

特定の状態（[処理中（In Progress）]、[完了
（Completed）]など）にあるオーダーを表示す
るには、バッチプロジェクトを選択し、[バッ
チプロジェクト操作（Batch ProjectActions）]ペ
インでフィルタを選択します。

バッチプロジェクトが完了した後、ユーザの

ユーザレコードをチェックして、オーダーが処

理されたことも確認できます。

また、管理者は、バッチプロジェクトで現在実

行されている単一オーダーの詳細を確認するた

めに、[マイアクティビティ（My Activities）]
を使用してワークフローにおける各オーダーの

実行状況を表示することができます（[展開
（Deploy）] > [アクティビティ（Activities）] >
[マイアクティビティ（My Activities）]）。

バッチプロジェクトの現在のステータスを表示

する
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第 7 章

インベントリの管理

• エンドポイントインベントリの管理, 185 ページ

• 電話番号の管理 , 190 ページ

• インベントリの検索, 194 ページ

エンドポイントインベントリの管理
エンドポイントインベントリを使用してエンドポイントを追加、更新、または削除できます。電

話番号の追加と更新、特定ユーザ向けの電話番号の予約、および [予約済み（Reserved）]状態の
指定期間が経過した電話番号のクリアが可能です。

上記に加えて、どのユーザにも関連付けられていないエンドポイントを検索して、それらの未使

用のエンドポイントを特定のユーザに関連付けることができます。

Cisco Prime Collaboration Provisioningは、社内資産管理インベントリシステム内のすべてのサービ
スとユーザに関する情報を追跡します。この情報は管理者によって閲覧できます。管理者は、

HTML形式またはMicrosoft Excel形式でレポートテンプレートを生成できる、高度な検索を作成
して保存することが可能です。

ドメインに基づくエンドポイントインベントリレポートを表示できます。 [エンドポイントイン
ベントリ（Endpoint Inventory）]ページには、次の詳細が表示されます。

表 38：[エンドポイントインベントリ管理（Endpoint Inventory Management）] ページのフィールドの説明

説明フィールド

コールプロセッサのリスト。[コールプロセッサ
（Call Processor）]

エンドポイントモデルのリスト。[モデル（Model）]
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説明フィールド

ドメイン、モデル、MACアドレス、およびステータスを指定して、新
しいエンドポイントを追加できます。 [選択（Chooser）]アイコンをク
リックして、既存のエンドポイントのリストを表示することも可能で

す。

[エンドポイント
（Endpoint）]

管理されているドメインのリスト。[ドメイン（Domains）]

エンドポイントタイプのリスト。[モデル（Model）]

個々のエンドポイントを特定する 16進値。MACアドレスの長さは 12
文字にする必要があります。有効な値は英数字（A～ Z、a～ z、0～
9）です（例：201B79989002）。

[MACアドレス（MAC
Address）]

エンドポイントのステータス。可能な値は次のとおりです。

• [使用中（In-use）]：このエンドポイントはいずれかのユーザが使
用中です。

• [予約済み（Reserved）]：このエンドポイントは特定のユーザ向け
に予約されています。

• [使用可能（Available）]：このエンドポイントは使用可能であり、
手動または自動でユーザに割り当てることができます。

• [戻し済み（Returned）]：このエンドポイントはインベントリに戻
されましたが、インベントリへの到着は未確認です。

• [プロビジョニング（Provisioning）]：このエンドポイントは現在
プロビジョニング中です。

[ステータス（Status）]

エンドポイントの利用者として予約されている特定のユーザ。[予約対象（Reserved
For）]（オプション）

エンドポイントの利用期間として予約されている日付。エンドポイン

ト情報を追加または更新すると自動的に表示されます。

[予約日時（Reserved
On）]（オプション）

エンドポイントが予約中として保持される日数。この予約のタイムア

ウトは、それぞれのProvisioning管理者が設定するので、このフィール
ドは編集できません。

ドメインのエンドポイント予約タイムアウトは、

endpointReservationTimeoutルールで決まります（ビジネスルールの概
要, （135ページ）を参照）。

[予約タイムアウト
（Reservation Timeout）]
（オプション）
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ユーザは Self-Careオプションを使用して、回線の設定、サービスの管理、エンドポイントの
オプションの設定をすばやく簡単に行うことができます。詳細については、個人設定のカス

タマイズ, （234ページ）を参照してください。

（注）

[オーダー（Ordering）]承認権限が割り当てられているユーザは、次のタスクを実行してエンドポ
イントインベントリを管理できます。

手順説明タスク

1 [展開（Deploy）] > [プロビジョニングイ
ンベントリ（Provisioning Inventory）] >
[エンドポイントの管理（Manage
Endpoints）]を選択します。

2 エンドポイントを選択し、[選択したエン
ドポイントをユーザに割り当てる（Assign
Selected Endpoints to User）]をクリックし
ます。

異なるコールプロセッサに関連

付けられた複数のエンドポイン

トを選択した場合は、ドメイン

全体でそれぞれのコールプロ

セッサに関連付けられている

ユーザが一覧表示されます。

（注）

3 ユーザを選択し、オーダーを作成する場

合は [保存（Save）]をクリックします。

どのユーザにも関連付けられていな

いエンドポイントを検索して、それ

らのエンドポイントを特定のユーザ

に割り当てることができます。

ユーザが関

連付けられ

ていないエ

ンドポイン

トの検索
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手順説明タスク

1 [展開（Deploy）] > [プロビジョニングイ
ンベントリ（Provisioning Inventory）] >
[エンドポイントの管理（Manage
Endpoints）]を選択します。

2 [エンドポイントインベントリ管理
（Endpoint Inventory Management）]ペー
ジに値を入力して[追加（Add）]をクリッ
クします。エンドポイントインベント

リの詳細については、エンドポイントイ

ンベントリの管理,（185ページ）を参照
してください。

サードパーティ製デバイスは、

Prime Collaboration Provisioningで
SIPデバイスとして追加する必要
があります。詳細については、

『Supported Devices for Prime
Collaboration Provisioning』を参照
してください。

（注）

すべてのユーザが利用可能なエンド

ポイントを追加するか、または特定

のユーザに対してエンドポイントを

指定することができます。

追加
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手順説明タスク

1 [展開（Deploy）] > [プロビジョニングイ
ンベントリ（Provisioning Inventory）] >
[エンドポイントの管理（Manage
Endpoints）]を選択します。

2 [エンドポイント（Endpoint）]フィール
ドで [選択（Chooser）]アイコンをクリッ
クします。

全桁を指定したMACアドレス
または一部の桁を指定した

MACアドレスに基づいて、エ
ンドポイントを検索できます。

指定するMACアドレスの先頭
または末尾に、ワイルドカード

文字としてアスタリスク（*）
を使用できます。ただし、MAC
アドレスの途中には使用できま

せん。検索基準に SEPは指定
しないでください。

（注）

3 [エンドポイントの選択（Choose an
Endpoint）]ダイアログボックスで、目的
のエンドポイントを選択します。

4 必要に応じてエンドポイントを更新し、

[更新（Update）]をクリックします。詳
細については、エンドポイントインベン

トリの管理,（185ページ）を参照してく
ださい。

[使用中（In-use）]状態のエン
ドポイントは更新できません。

（注）

エンドポイント情報を変更できま

す。

エンドポイ

ント情報の

更新
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手順説明タスク

[エンドポイントインベントリ管理（Endpoint
Inventory Management）]ページで [選択
（Chooser）]アイコンをクリックします。
[エンドポイントの選択（Choose an
Endpoint）]ダイアログボックスで、目的の
エンドポイントを選択して[削除（Remove）]
をクリックします。

[使用中（In-use）]状態のエンドポイントは
削除できません。

どのユーザにも関連付けられていないエン

ドポイントは、孤立エンドポイントと呼ば

れます。これらのエンドポイントを特定し

て、不要な場合は削除することができます。

孤立エンドポイントを特定するには、[エン
ドポイントインベントリ管理（Endpoint
Inventory Management）]ページで [ユーザが
関連付けられていないエンドポイントの検

索（Search Endpoints Without Associated
User）]をクリックします。孤立エンドポイ
ントを削除するには、リストから 1つまた
は複数のエンドポイントを選択し、[選択し
たエンドポイントの削除（Delete Selected
Endpoints）]をクリックします。

エンドポイントをインベントリリス

トから削除できます。

エンドポイ

ントの削除

[エンドポイントインベントリ管理（Endpoint
Inventory Management）]ページで、該当す
るドメインを選択して [有効期限が切れた予
約のクリア（Clear Expired Reservations）]を
クリックします。

必要に応じて、予約期限が切れたエ

ンドポイントをすべてインベントリ

から削除できます。

エンドポイントの有効期限が切れた

予約をクリアし、エンドポイントの

ステータスを [予約済み（Reserved）]
から [使用可能（Available）]に変更
できます。

有効期限が

切れた予約

のクリア

電話番号の管理
ほとんどの場合、サービスエリア電話番号ブロック（DNB）を使用して、電話番号が割り当てら
れます。ただし、プロビジョニングインベントリでは、各サービスエリアに関連付けられた電

話番号を明示的に追跡（保存および管理）できます。
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電話番号の追加と更新、特定ユーザ向けの電話番号の予約、および [予約済み（Reserved）]状態
の指定期間が経過した電話番号のクリアが可能です。

[電話番号を予約済み（Reserved）]状態に保持できる期間を変更するには、DNReservationTimeout
ルールを修正します。詳細については、ビジネスルールの概要, （135ページ）を参照してく
ださい。

（注）

電話番号のステータスは、[使用中（In-use）]、[予約済み（Reserved）]、または [使用可能
（Available）]のいずれかになります。

回線が追加されると、Cisco Prime Collaboration Provisioningは次のプロセスを通じて電話番号を割
り当てます。

1 該当のユーザ向けに予約済みのディレクトリがあるかどうか確認します。

2 [使用可能（Available）]状態の電話番号を確認します。

3 使用可能な次の電話番号のサービスエリア DNBを確認します。

ドメインのサービスエリアコンポーネントでは、個々の電話番号ではなくDNBを作成できます。
ユーザに電話番号が割り当てられた後、Cisco Prime Collaboration Provisioningは個々の電話番号を
追跡します。

[電話番号インベントリ（Directory Number Inventory）]ページには、次の詳細が表示されます。

表 39：[電話番号インベントリ管理（Directory Number Inventory Management）] ページのフィールド

説明フィールド

追加または更新する電話番号を指定します。[電話番号（Directory
Number）]

電話番号の追加先とするコールプロセッサおよびルートパーティショ

ン。

この時点では、電話番号は追加されません。電話番号を要

求するオーダーを受け取ると、コールプロセッサに追加す

るために、ここで指定した電話番号が予約されます。

（注）

[コールプロセッサ/ルー
トパーティション（Call
Processor/Route
Partition）]

電話番号のステータス。値は次のとおりです。

• [使用中（In-use）]：いずれかのユーザが現在使用中です。

• [予約済み（Reserved）]：特定のユーザ向けに特定の期間、予約さ
れています。

• [使用可能（Available）]：使用可能で、いずれかのユーザに割り
当てることができます。

[ステータス（Status）]
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説明フィールド

電話番号の予約先とするユーザの指定先。[予約対象（Reserved
For）]（オプション）

電話番号を予約した日付。エンドポイント情報を追加または更新する

と自動的に表示されます。

[予約日時（Reserved
On）]（オプション）

インベントリの電話番号を管理するため、次のタスクを実行できます。

手順説明タスク

1 [展開（Deploy）] > [プロビジョニングイ
ンベントリ（Provisioning Inventory）] >
[電話番号の管理（Manage Directory
Numbers）]を選択します。

2 [電話番号インベントリ管理（Directory
Number Inventory Management）]ページ
で、[新しい電話番号の追加（Add New
Directory Number）]をクリックします。
右ペインの各フィールドが編集可能にな

ります。

3 目的のフィールドに入力し（表 39：[電
話番号インベントリ管理（Directory
Number InventoryManagement）]ページの
フィールドを参照）、[保存（Save）]を
クリックします。

電話番号を追加すると、その番号の

ステータスを指定して、特定のユー

ザ向けに予約できます。

別々のコールプロセッサであれば、

それぞれに同じ電話番号が存在して

もかまいません。電話番号を追加す

る場合は、コールプロセッサとルー

トパーティションの両方を指定する

必要があります。

追加
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手順説明タスク

1 [展開（Deploy）] > [プロビジョニングイ
ンベントリ（Provisioning Inventory）] >
[電話番号の管理（Manage Directory
Numbers）]を選択します。

2 [電話番号（DirectoryNumber）]フィール
ドで、次のいずれかを実行します。

•目的の電話番号がわかっている場合
は、その番号を入力して [検索
（Search）]をクリックします。

•アスタリスク（*）をワイルドカー
ドとして使用し、電話番号を検索し

ます。 [電話番号の選択（Choose a
DirectoryNumber）]ダイアログボッ
クスで、目的の電話番号をクリック

します。

3 [現在の電話番号の更新（Update Current
Directory Number）]をクリックします。
右ペインの各フィールドが編集可能にな

ります。

4 目的のフィールドに入力し（表 39：[電
話番号インベントリ管理（Directory
Number InventoryManagement）]ページの
フィールドを参照）、[保存（Save）]を
クリックします。

電話番号を検索し、選択して更新で

きます。

ステータスが [使用中
（In-use）]の電話番号は更
新できません。

（注）

電話番号の

更新

[電話番号インベントリ管理（Directory
Number Inventory Management）]ページで、
[有効期限が切れた予約のクリア（Clear
Expired Reservations）]をクリックします。

電話番号を予約状態に保持する日数を設定

するには、ビジネスルールの概要, （135
ページ）を参照してください。

電話番号の有効期限の予約をクリア

して、その電話番号を利用可能プー

ルに戻すことができます。

有効期限が

切れた予約

のクリア

[電話番号インベントリ管理（Directory
Number Inventory Management）]ページで、
電話番号を選択して [削除（Delete）]をク
リックします。

使用中の番号は削除できません。電話番号の

削除
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インベントリの検索
[管理（Administration）]承認権限が割り当てられている場合は、インスタンスブラウザを使用し
てプロビジョニングインベントリを参照および検索できます。次のオブジェクトがインスタンス

セレクタに表示されます。

説明オブジェクト

ルートパーティション、コーリングサーチスペース、コール

ピックアップグループなどのインフラストラクチャデータを

表示します。

グローバルリソース

表示された情報を編集しないでください。製品のリストを表

示する場合は、Provisioning NBI SDKに含まれる製品カタログ
の外部バージョンを参照してください。データのスキーマは、

SDKのサブディレクトリ productcatalog\schemaにあります。製
品の定義は、SDKのサブディレクトリ productcatalog\metadata
にあります。すべての必須属性とオプションの属性を定義す

る XMLファイルが、製品ごとに 1つずつあります。

製品カタログ

Provisioningのすべてのユーザとそのロケーションが表示され
ます。

ユーザ

固有の電話番号、エンドポイント、ルール、およびサービス

エリア。

ドメイン

基本検索または詳細検索を使用して、インベントリオブジェクトを検索できます。基本検索を使

用すると、そのプロパティを基にしてオブジェクトのインスタンスを検索できます。詳細検索を

使用すると、より詳細な検索条件を指定できます。

顧客、プロパティ、関連付け、ネームスペースなどの複数の制約を組み込んで、検索結果を制限

することが可能です。また、検索で返されるプロパティを指定することもできます。詳細検索を

レポートとして保存すると、カテゴリに分類可能です。レポートを作成できるのは、管理者だけ

です。

基本検索の実行

インスタンスブラウザを使用すると、特定のオブジェクトのインスタンスを対象とした基本検索

を実行できます。基本検索では、検索パラメータはクラスのプロパティに基づいています。

インスタンス検索の最初の手順は、基となるクラスを指定することです。次の方法で、検索条件

と結果の表示方法を指定できます。

•キーワードまたは部分キーワードを指定します。ワイルドカードとしてアスタリスク（*）
を使用します。

•クラス名とラベルプロパティのどちらに従って結果を表示するかを指定します。
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•検索対象を特定のドメインに制限します。

•抽象、関連付け、インターフェイスクラスを含めるか、または除外します。

インスタンスの基になっているクラスを特定すると、そのクラスのプロパティに基づく検索条件

を指定して、検索を絞り込むことができます。検索できるプロパティの数は、クラスによって異

なります。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [プロビジョニングインベントリ（Provisioning Inventory）] > [インベントリブ
ラウザ（Inventory Browser）]を選択します。

ステップ 2 インスタンスブラウザで [検索（Search）]アイコンをクリックし、次に [オブジェクトクラス
（Object Class）]セレクタアイコンをクリックします。

ステップ 3 [クラス検索（Class Search）]画面で検索パラメータを入力し、[検索（Search）]をクリックしま
す。 [検索可能プロパティ（Searchable Properties of）]ペインに検索結果が表示されます。

詳細検索の実行

詳細検索を実行すると、特定のオブジェクトクラス内のインベントリインスタンスを検索できま

す。詳細検索は、将来の使用に備えて保存できます。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [プロビジョニングインベントリ（Provisioning Inventory）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [インベントリブラウザ（InventoryBrowser）]をクリックし、基本検索を使用してクラスを選
択してから、[詳細（Advanced）]をクリックします。

• [インベントリ検索（Inventory Search）]をクリックし、[レポートの作成（Create Reports）]
をクリックしてからクラスを選択します。

ステップ 3 該当する制約を追加します。プロパティ、関連付け、ネームスペース、または顧客を使用して、

検索を制約できます。

ステップ 4 使用可能なプロパティのリストから、検索で戻すプロパティのリストを作成します。

ステップ 5 必要に応じてプロパティへのパスを作成し、検索で返される関連プロパティを指定します。

ステップ 6 必要に応じてオブジェクトへのパスを作成し、検索で返される関連オブジェクトを指定します。

検索結果には、選択したオブジェクトを含むインスタンスだけが含まれます。
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ステップ 7 検索結果にネームスペースとオブジェクトクラスを含めるのか、除外するのかを指定します。

ステップ 8 検索を実行します。

制約

[制約の追加（Add Constraint）]セクションを使用して、検索の制約を定義します。詳細検索で
は、次の制約を使用できます。

説明制約

指定したプロパティ条件を満たすオブジェクトに結果を制

限します。プロパティの制約は、大文字と小文字を区別す

るようにも、区別しないようにも設定できます。値のすべ

てが一致した場合だけ結果に返すようにも、一部が一致し

た場合も返すようにも指定できます。

[プロパティ（Properties）]

指定した関連付けのパスを使用して、他のオブジェクトと

関連付けられている（または関連付けられていない）オブ

ジェクトに結果を制限します。関連付けのパスを使用する

と、ソースオブジェクトと照会されるオブジェクトとの関

係を、複数の関連付けクラスに広げることができます。

[関連付け（Associations）]

指定したネームスペースに含まれる（または含まれていな

い）オブジェクトに結果を制限します。

[ネームスペース（Namespaces）]

特定の顧客に関連付けられているオブジェクトに結果を制

限します。

[顧客（Customers）]

プロパティの制約の定義

特定のプロパティの制約に合うオブジェクトだけを選択する検索を定義できます。たとえば、特

定のモデル番号を持つインスタンスだけを検索結果に含めるような制約を定義することが可能で

す。この場合、プロパティの制約は、特定のオブジェクトのプロパティを検索する場合のフィル

タとして機能します。

プロパティの制約を定義する場合は、次の条件を使用できます。

• [次と等しい（Equals）]：選択したプロパティの値と等しい値を指定します。

• [次を含む（Contains）]：選択したプロパティの値に含まれる値を指定します。

• [次と等しくない（Not equal to）]：選択したプロパティの値と等しくない値を指定します。

• [次を含まない（Doesnot contain）]：選択したプロパティの値に含まれない値を指定します。
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• [次の範囲（In range）]：指定した範囲内の Dateプロパティを持つ値を指定します。この演
算子を使用できるのは、オブジェクトにDateプロパティが指定されていて、クラス定義プロ
パティに reportable=trueが設定されている場合だけです。

演算子を選択したら、値を指定することも、フィールドを空白にしておくこともできます。値を

指定する場合はデフォルト値になりますが、検索を実行するユーザが必要に応じて値を変更でき

ます。フィールドを空白にしておいた場合は、後で検索を実行するユーザが、そのプロパティの

制約の値を指定できます。

プロパティの制約を定義するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [詳細インスタンス検索（Advanced Instance Search）]画面の [制約の追加（Add Constraint）]リス
トから、プロパティを選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックします。使用可能な条件がリストに表示されます。

ステップ 3 使用可能な条件のリストから、適切な演算子を選択して [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 適切なプロパティを選択します。

ステップ 5 [値（Value）]フィールドで、次のいずれかを実行します。

•制約のデフォルト値を指定します。

•フィールドを空白のままにして、ユーザが独自の制約を指定できるようにします。

ステップ 6 検索で大文字と小文字を区別しないようにするには、[大文字と小文字を区別しない（IgnoreCase）]
を有効にします。

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 8 制約の追加を続行する場合は、ステップ 1～ 7を繰り返します。

ステップ 9 複数の制約を定義した場合は、必要に応じて [オペランド（Operand）]カラムの andまたは or演
算子を指定します。

他のオブジェクトと関連する、または関連しないオブジェクトを選択する検索を定義できます。

たとえば、特定タイプの音声端末に関連する回線の検索を定義して、他のタイプの音声端末を除

外することができます。また、範囲内でソートしたり、2～ 6本の回線を所有するすべてのエン
ドポイントを検索したりすることも可能です。

関連付けの制約を定義する場合は、次の条件を使用できます。

• [関連付け（Associatedwith）]：検索クラスを他のオブジェクトインスタンスに関連付けるオ
ブジェクトインスタンスと、関連付けのパスを指定する際に使用します。

• [関連付けられていません（Not associated with）]：検索クラスに関連付けないオブジェクト
インスタンスを指定する際に使用します。
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• [範囲を指定して関連付け（Associated with range）]：検索クラスに関連付けるオブジェクト
インスタンスの範囲を指定する際に使用します。この条件を選択する場合は、適切な関連付

け、条件、および数量の情報を入力する必要があります。

演算子を選択したら、制約のオブジェクトインスタンスを選択する必要があります。関連付ける

オブジェクトインスタンスを選択する手順は、各演算子によって異なります。

[関連付け（Associated With）] 演算子を使用する制約の定義
[関連付け（Associated With）]演算子を使用して制約を定義するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [制約の追加（Add Constraint）]リストから [関連付け（Associations）]を選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 使用可能な条件のリストから、[関連付け（Associated with）]を選択して [追加（Add）]をクリッ
クします。

ステップ 4 [制約の追加（Add Constraint）]セクションの [インスタンス（Instance）]フィールドで、[検索
（Search）]アイコンをクリックします。

ステップ 5 [クラスへ（To Class）]リストで、オブジェクトインスタンスを関連付けるクラスを選択し、[適
用（Apply）]をクリックします。

ステップ 6 [関連付けごと（ByAssociation）]リストで適切な関連付けを選択し、[適用（Apply）]をクリック
します。

ステップ 7 [別名で参加（Participating As）]リストで、クラスの適切な権限を選択し、[適用（Apply）]をク
リックします。

ステップ 8 [クラスへ（To Class）]フィールドに他のクラスを指定するには、ステップ 5～ 7を繰り返しま
す。

ステップ 9 特定のオブジェクトインスタンスへの制約を制限するには、[検索（Search）]アイコンをクリッ
クして、そのインスタンスを検索します。

デフォルトでは、制約は特定のインスタンスに制限されていません。

ステップ 10 [追加（Add）]をクリックして選択内容を保存します。

ステップ 11 定義済みの制約を追加するには、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 12 複数の制約を定義した場合は、必要に応じて [オペランド（Operand）]カラムの andまたは or演
算子を選択します。

[範囲で関連付け（Associated with range）] 演算子を使用する制約の定義
[範囲で関連付け（Associated with range）]演算子を使用して制約を定義するには、次の手順を実
行します。
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手順

ステップ 1 [制約の追加（Add Constraint）]リストから [関連付け（Associations）]を選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 使用可能な条件のリストから、[範囲で関連付け（Associated with range）]条件を選択して [追加
（Add）]をクリックします。
選択した制約が [制約の追加（Add Constraint）]セクションに追加されます。

ステップ 4 [関連付け（Associations）]リストから、検索に使用する関連付けクラスを選択します。

ステップ 5 [条件（Condition）]リストから、検索に適した条件を選択します。

ステップ 6 [数量（Quantity）]フィールドに、条件が一致する必要があるインスタンスの数を入力し、[追加
（Add）]をクリックします。
[選択した制約（Selected Constraints）]セクションに制約が表示されます。

ステップ 7 制約の追加を続行する場合は、ステップ 1～ 6を繰り返します。

ステップ 8 複数の制約を定義した場合は、必要に応じて [オペランド（Operand）]カラムの andまたは or演
算子を選択します。

ネームスペースの制約の定義

ネームスペースの制約を使用して、検索を制限したり、特定のネームスペースを除外したりしま

す。

手順

ステップ 1 [制約の追加（AddConstraint）]リストからネームスペースを選択して、[追加（Add）]をクリック
します。 [制約の追加（Add Constraint）]セクションにネームスペースが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•検索にネームスペースを指定するには、[次と等しい（Equals）]を選択します。

•検索からネームスペースを除外するには、[次と等しくない（NotEqualTo）]を選択します。

ステップ 3 [値（Value）]リストに使用可能なネームスペースが表示されます。

ステップ 4 [値（Value）]リストからネームスペースを選択して、[追加（Add）]をクリックします。 [選択し
た制約（Selected Constraints）]セクションに制約が表示されます。

ステップ 5 制約の追加を続行する場合は、ステップ 1～ 4を繰り返します。

ステップ 6 複数の制約を定義した場合は、必要に応じて [オペランド（Operand）]カラムの andまたは or演
算子を選択します。
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デフォルトでは、各インスタンスのネームスペース、オブジェクトクラス、およびオブジェクト

の値は、詳細検索の結果に表示されます。デフォルト値の他に、詳細検索で表示する値を選択で

きます。

[検索結果に表示するプロパティ（Properties to Return）]セクションには、検索されるオブジェク
トクラスの使用可能なプロパティと、検索で返されるプロパティが表示されます。 [検索結果に
表示するプロパティ（Properties to Return）]セクションを使用すると、検索を拡張して、プロパ
ティ値のリストを表示できます。

検索結果に表示する関連プロパティ

[検索結果に表示する関連プロパティ（AssociatedProperties toReturn）]セクションでは、検索で返
される関連するオブジェクトクラスのプロパティを特定します。 [検索結果に表示する関連プロ
パティ（Associated Properties to Return）]セクションを使用すると、検索を拡張して、関連するオ
ブジェクトのプロパティ値のリストを含めることができます。

手順

ステップ 1 [関連プロパティ（Associated Properties）]セクションで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 2 [クラスへ（To Class）]リストで、オブジェクトクラスを選択します。

ステップ 3 [適用（Apply）]をクリックします。

ステップ 4 [関連付けごと（ByAssociation）]リストで適切な関連付けを選択し、[適用（Apply）]をクリック
します。

ステップ 5 選択したクラスの適切な権限を選択します。 [適用（Apply）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• [クラスへ（To Class）]リストから、オブジェクトクラスを選択します。 [適用（Apply）]を
クリックします。必要なクラスを追加したら、ステップ 2～ 3を繰り返します。

• [プロパティの選択（Select Property of）]リストから、ステップ 2で選択したクラスのプロパ
ティを選択します。 [適用（Apply）]をクリックします。

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックします。新しく関連付けたプロパティが検索画面に表示されます。

プロパティを削除するには、[削除（Remove）]チェックボックスをオンにしてから、[削除
（Remove）]ボタンをクリックします。

ヒント

[検索結果に表示する関連オブジェクト（AssociatedObjects toReturn）]セクションでは、検索で返
される関連するオブジェクトクラスを特定します。 [検索結果に表示する関連オブジェクト
（Associated Objects to Return）]セクションを使用すると、検索を拡張して、特定のクラスの関連
するオブジェクトのリストを含めることができます。
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検索レポートの作成

将来の使用に備えて、詳細検索の内容を保存できます（詳細検索の実行,（195ページ）を参照）。
これらを検索レポートと呼びます。また、Cisco Prime Collaboration Provisioningには使用可能なサ
ンプルの検索レポートが用意されていますが、独自の検索レポートを作成することもできます。

サンプルの検索レポートは編集できません。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [プロビジョニングインベントリ（Provisioning Inventory）] > [インベントリ検
索（Inventory Search）]を選択します。

ステップ 2 [検索レポート（Search Reports）]ページで、[新規（New）]アイコンをクリックします。

ステップ 3 [クラス検索（Class Search）]ダイアログボックスで、検索フィールドにクラスを入力するか、表
示されたクラスのいずれか 1つを選択します。

ステップ 4 [インスタンス検索（Instance Search）]ページで、検索条件を入力して [保存（Save）]をクリック
します。 [インスタンス検索（Instance Search）]ページの使用方法については、詳細検索の実行,
（195ページ）を参照してください。

ステップ 5 レポートの名前を入力し、そのレポートのカテゴリを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。 [詳細検索（Advanced Search）]ページに戻り、ここで検索を
開始できます。

検索レポートの実行

検索を検索レポートとして保存すると、そのレポートを実行することができます。検索レポート

を実行する前に、検索結果を現在のブラウザウィンドウに表示するか、新しいウィンドウに表示

するのかを選択できます。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [プロビジョニングインベントリ（Provisioning Inventory）] > [インベントリ検
索（Inventory Search）]を選択します。

ステップ 2 [検索レポート（Search Reports）]ページで、実行するレポート（サンプル検索レポートの 1つま
たは作成した検索レポート）をクリックします。

ステップ 3 必要に応じて制約の値を変更します。

ステップ 4 別のブラウザウィンドウに検索結果を表示するには、[新しいウィンドウで結果を開く（Open
results in a new window）]を選択します。

ステップ 5 次のいずれかを実行します。

•検索を実行して検索結果を表示するには、[検索（Search）]をクリックします。
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•検索を実行して検索結果を Excelスプレッドシートに書き込むには、[Excel]をクリックしま
す。

検索レポートを編集するには、[検索レポート（Search Reports）]ページで、編集する検索レポー
トの横にある [編集（Edit）]アイコンをクリックします。

検索レポートを削除するには、[検索レポート（Search Reports）]ページで、削除する検索レポー
トの隣にある [編集（Edit）]アイコンをクリックします。 [検索オプション（Search Options）]セ
クションで [削除（Delete）]をクリックします。
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第 8 章

Provisioning のダッシュボードとレポート

• Provisioningのダッシュボードとレポートの概要, 203 ページ

Provisioning のダッシュボードとレポートの概要
一般的に、運用担当者は毎日ダッシュボードの画面を見て、IPテレフォニー環境をモニタします。
Cisco Prime Collaboration Provisioningには 3つのダッシュボードがあります。その内容は次のとお
りです。

•グローバル管理ダッシュボード：プロセッサ、デバイス、ドメイン、ユーザの操作ステータ
スについてのリアルタイム情報を管理します。

•ドメイン管理ダッシュボード：ドメインに関連したデバイスおよびユーザの操作ステータス
についてのリアルタイム情報を管理します。

•ユーザダッシュボード：実行中、保留中、および失敗したオーダーの詳細を管理します。
ユーザダッシュボードは、管理、オーダー、および Self-Care権限以外のユーザに表示され
ます。

Provisioningのダッシュボードの利点は次のとおりです。

•情報へのアクセスが簡単：プロセッサのキャパシティ、デバイスの同期ステータス、保留中
のオーダー、展開の詳細を表示できます。また、ログイン済みのユーザおよびロックされて

いるユーザも表示できます。

•カスタマイズが簡単：ダッシュボードの変更およびパーソナライズが可能であるため、見た
いものを表示するようにダッシュボードのレイアウトを設定できます。

•軽量な GUI：データは Unifiedのダッシュボードに表示されます。外部ポップアップウィン
ドウの使用は最小化されています。
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グローバル管理ダッシュボード

ホームダッシュボードでは、重要な統計情報ならびにプロセッサの詳細、保留中のオーダー、デ

バイス同期のステータス、ドメインと展開の詳細、およびログイン済みのユーザとロックされて

いるユーザを表示できます。

このダッシュボードは [ホーム（Home）]の下で使用できます。

これらの情報すべてを単一のページに表示できるため、複数のページ間を移動する必要はありま

せん。また、ダッシュボードに示されたリンクをクリックして、関連する詳細情報を表示するこ

ともできます。

ライセンスで許可されている音声端末数（エンドポイント数）および使用されている音声端末数

の詳細が円グラフで示されます。この円グラフを表示するためには、Adobe Flash Playerをシステ
ムにインストールする必要があります。インストールされていない場合は、インストールするよ

うに求められます。

次の表に、グローバル管理、ドメイン管理、およびユーザダッシュボードで使用可能なダッシュ

レットを示します。

表 40：Provisioning のダッシュボード

ユーザ管

理

ドメイン管

理

グローバ

ル管理

説明ダッシュレット

——Xこのペインには、プロセッサ関連

の詳細がリストされます。プロ

セッサのリスト、使用可能なライ

センス数、および使用されている

ライセンス数を表示できます。こ

のペインには、使用可能なライセ

ンス数および使用されているライ

センス数がグラフィック表示され

ます。

[容量（Capacity）]

XXX実行中、保留中、および失敗した

オーダーのステータスのリストを

表示できます。オーダー番号がハ

イパーリンクとして示されるため、

そのリンクにアクセスしてオーダー

の詳細を確認できます。ユーザ

は、承認および割り当てを待機し

ているオーダーのリストも表示で

きます。オーダー関連の詳細につ

いては、オーダーの管理, （243
ページ）を参照してください。

[保留中のオーダーのス
テータス（PendingOrder
Status）]
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ユーザ管

理

ドメイン管

理

グローバ

ル管理

説明ダッシュレット

—XXデバイスおよびデバイスの同期の

詳細を示すリストを表示できます。

同期のステータスと完了日が示さ

れます。このペインには検索フィ

ルタがあり、デバイスの名前およ

びタイプに基づいてデバイスを検

索できます。 [デバイス同期ステー
タス（Device Sync Status）]で利用
可能な情報は読み取り専用です。

同期の詳細については、プロセッ

サ、ユーザ、ドメインの同期, （
77ページ）を参照してください。

[デバイス同期ステータ
ス（Device Sync
Status）]

—XXドメイングループとドメイング

ループの設定の詳細を示すリスト

を表示できます。ドメイン名にア

クセスすると、[ドメインの設定
（DomainConfiguration）]画面を起
動できます。ユーザ数、およびド

メインに関連付けられているサー

ビスエリアが、同期完了日と一緒

に表示されます。

このペインには検索フィルタがあ

り、同期完了日に基づいて特定の

ドメイン、ユーザ、サービスエリ

アを検索できます。 [展開の詳細
（DeploymentDetails）]ペインで利
用可能な情報は読み取り専用です。

ドメインおよびドメイン設定の詳

細については、ドメインの追加,（
55ページ）を参照してください。

[展開の詳細
（Deployment Details）]
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ユーザ管

理

ドメイン管

理

グローバ

ル管理

説明ダッシュレット

——Xアクティブセッションを表示し、

単一または複数のアクティブセッ

ションをログアウトさせることが

できます。このペインでは、アク

ティブセッションの詳細を表示で

きます。同時ログインの最大数の

詳細については、『SystemCapacity
for Cisco Prime Collaboration』を参
照してください。 [ログアウト
（Logout）]ボタンを使用すると、
単一または複数のアクティブセッ

ションを終了できます。このペイ

ンは、グローバル管理権限を持っ

ている場合にのみ使用可能です。

アクティブセッションの表示また

はログアウト, （228ページ）を参
照してください。

[ログインしたユーザ
（Logged-In Users）]

——Xこのペインでは、ロックされてい

るユーザのリストを表示できます。

[ロック解除（Unlock）]ボタンを
使用すると、ロックされているユー

ザのロックを解除できます。この

ペインは、グローバル管理ユーザ

権限を持っている場合にのみ使用

可能です。

[ロックされたユーザ
（Locked Users）]

Provisioning のレポート
Cisco Prime Collaboration Provisioningには、次の設定済みレポートセットが用意されています。

説明レポート

Cisco PrimeCollaboration Provisioningに設定されているすべてのサー
ビスエリアに対して、コールプロセッサ、メッセージプロセッサ、

ルートパーティション、ユーザロール、電話番号ブロックの詳細

が表示されます。

[サービスエリア（Service
Area）]
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説明レポート

各コールプロセッサの関連付けられたドメイン、デバイスプール、

サービスエリアを表示します。各メッセージプロセッサのユーザ

名、IPアドレス、関連付けられたドメイン、ユーザテンプレート
も表示します。

[リソース設定（Resource
Configuration）]

サービスカタログを表示します。使用可能なテレフォニー製品、

インフラストラクチャ設定製品、サービスをリストします。また、

すべてのドメインの各ユーザ権限に関連付けられたサービスとエン

ドポイントも表示します。

[サービス設定（Service
Configuration）]

すべてのエンドポイントのMACアドレス、デバイス名、ドメイン、
サービスエリア、電話ボタンテンプレート、タイプ、コールプロ

セッサ、コーリングサーチスペース、ルートパーティション、デ

バイスプール、およびユーザ IDを表示します。

[エンドポイントインベント
リ（Endpoint Inventory）]

Cisco PrimeCollaboration Provisioningに設定されているすべての電話
番号に対して、コールプロセッサ、ルートパーティション、コー

ルピックアップグループ、使用状態、予約状態が表示されます。

[DNインベントリ（DN
Inventory）]

Cisco PrimeCollaboration Provisioningに設定されているすべての電話
番号ブロックに対して、サービスエリア、最初の番号、最後の番

号、ブロックサイズ、最小長が表示されます。

[電話番号ブロック
（DirectoryNumberBlock）]

次のイベントを表示します。

•ユーザのログイン

•ユーザのログアウト

•パスワードまたは PINの変更

•パスワードまたは PINのリセット

•ボイスメールアカウントのロック解除

•アカウントのロック

•アカウントのロック解除

•タイムアウト

監査証跡レポートの詳細については、監査トライアルレポート, （
209ページ）を参照してください。

[監査証跡（Audit Trail）]
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説明レポート

次のエンドポイント/回線不一致レポートを使用して、エンドポイン
トに関連付けられていない回線を特定できます。

• [回線未割り当てのユーザ（Users without Lines）]

• [回線割り当て済み/エンドポイント未割り当てのユーザ（Users
with Lines but No Endpoints）]

• [未割り当ての回線（Unassigned Lines）]

[エンドポイント/回線不一
致（Endpoint/Line
Mismatch）]

Provisioningのレポートを表示するには、[レポート（Reports）] > [インタラクティブレポート
（Interactive Reports）] > [Provisioningのレポート（Provisioning Reports）]を選択します。

[レポート（Reports）]メニューの [Communications Managerのレポート（Communication Manager
Reporting）]リンクをクリックし、[Communications Managerのレポート（Communication Manager
Reporting）]ページを起動します。このページには、Cisco Prime Collaboration Provisioningに設定
されているすべてのCommunicationManagerデバイスが一覧表示されます。特定のCommunication
Managerリンクをクリックすると、CiscoUnifiedReportingアプリケーションが、そのCommunication
Managerに対して相互起動されます。

エンドポイントインベントリレポートの生成

エンドポイントインベントリレポートを生成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [レポート（Report）] > [インタラクティブレポート（Interactive Reports）] > [エンドポイントイン
ベントリ（Endpoint Inventory）]を選択します。

ステップ 2 ドメインとエンドポイントモデルを選択します。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

•検索を実行して検索結果を表示するには、[検索（Search）]をクリックします。

•検索を実行して検索結果を .tsv形式で表示するには、[エクスポート（Export）]をクリック
します。検索結果は、タブ区切り値の形式でエクスポートされます。

ステップ 4 設定をデフォルトに変更するには、[リセット（Reset）]をクリックします。

ステップ 5 [レポートをスケジュールする日時の選択（Select date and time to schedule report）]リンクをクリッ
クします。

ステップ 6 予定表のウィンドウから日付と時刻を選択します。

ステップ 7 UTCオフセットまたは場所の詳細を選択します。

ステップ 8 [選択（Select）]をクリックして、レポートのスケジュール日時を設定します。
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サーバで、スケジュールされたレポートが opt\cupm\sep\ipt\config\reports\
Endpoint_Inventory_Search<Report Generated Time>.tsvに保存されます。

検索されたエンドポイントが 5000を超える場合は、最初の 5000検索レコードだけがレ
ポートに表示されます。5000を超えるエンドポイントのレポート全体を表示するには、
[エクスポート（Export）]または [スケジュール（Schedule）]オプションを使用できま
す。また、[ドメイン（Domain）]および [モデル（Model）]フィルタを使用して、検索
範囲を絞り込んでレポートサイズを縮小できます。

（注）

[エンドポイントの管理（ManageEndpoints）]ページから [エンドポイントインベントリ（Endpoint
Inventory）]レポートを生成することも可能です。

1 [展開（Deploy）] > [プロビジョニングインベントリ（Provisioning Inventory）] > [エンドポイン
トの管理（Manage Endpoints）]を選択します。

2 [ドメイン（for domain）]フィールドで、レポート表示の対象とするドメインを選択します。
3 [エンドポイントの検索（Search Endpoint）]をクリックします。

[エンドポイントインベントリレポート（Endpoint Inventory Report）]で、エンドポイントの横
の [編集（Edit）]をクリックし、[エンドポイントインベントリ管理（Endpoint Inventory
Management）]ページを起動します。このフィールドにはエンドポイントの情報が入力されて
います。

エンドポイントインベントリを検索するには、ポリシーグループまたは管理者グループのメ

ンバーとしてログインしている必要があります。

（注）

監査トライアルレポート

次の表に、監査トライアルレポートに表示されるフィールドを示します。

説明フィールド

これには、ログイン、ログアウト（または管理者による強制ログア

ウト）、タイムアウト（UIが 30分以上アイドル状態）、（ログイ
ン試行回数の超過による）アカウントのロック、ユーザまたはボイ

スメールのアカウントのロック/ロック解除、パスワード/PINの変
更、パスワード/PINのリセットなどが含まれます。

[操作（Action）]

操作を実行したユーザ。ユーザまたは管理者の場合があります。タ

イムアウトなどのシステム操作を除きます。タイムアウトの場合、

アクションはプログラム（Prime Collaboration Provisioning）により
実行されます。

[実行者（Performer）]

実行者またはユーザが属するドメイングループ。 globaladminの場
合、ドメインのグループ化はこのシステムアカウントには適用され

ないため、実行者およびユーザドメインは表示されません。

[実行者ドメイン（Performer
Domain）]および [ユーザ
ドメイン（User Domain）]
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説明フィールド

実行されたイベント/操作の対象者。[ユーザ（User）]

ログインしたユーザの IPアドレスが表示されます。[プロセッサ（Processor）]

イベントの日付と時刻。[日付（Date）]

ユーザがログインしていた時間（時間:分:秒の形式）が表示されま
す。

[説明（Description）]

実行された操作が成功したかどうかが表示されます。たとえば、パ

スワード変更の試行が失敗した場合は、その結果がパスワード UI
および監査トライアルレポートに反映されます。

[結果（Result）]

監査ログトライアルレポートを使用してオーダーを追跡することもできます。これは、ユーザ

によって実行されたアクティビティを追跡し、操作がいつ実行されたのか識別するために役立ち

ます。たとえば、ユーザのログインイベントまたはログアウトイベントに基づいて、特定のユー

ザがログイン中に作成したオーダーを検索できます。ユーザによって作成されたオーダーを検索

するには、[展開（Deploy）] > [履歴の検索（SearchHistory）]を選択し、[作成者（Author）]フィー
ルドにユーザ IDを入力します。
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第 9 章

ユーザの管理

• ユーザの管理, 211 ページ

ユーザの管理
ユーザとは、アクティブな IPテレフォニーサービスを利用しているユーザを意味します。 Cisco
PrimeCollaborationProvisioningでは、ユーザの追加、ユーザ情報の同期、サービスの再適用、ユー
ザ情報の更新、ドメイン固有のユーザ権限が可能です。

ユーザ権限とは、組織内でユーザが持っている権限を指します。この権限に応じて、各ユーザが

利用できるサービスが決まります。ユーザ権限は、システム側で事前に定義しておきます。

アウトオブバンドで設定を行う場合（プロセッサに対して直接設定を行うが、Cisco Prime
CollaborationProvisioningとの同期を行わない場合）は、オーダーに失敗することがあります。
Cisco Prime Collaboration Provisioningは、プロビジョニングするプロセッサと常に同期させる
必要があります。

（注）

ユーザの追加

ユーザを追加するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザの追加（Add User）]ウィンドウで、[ユーザ ID（User ID）]、[ドメイン（Domain）]、[姓
（Last name）]を入力します。さらに、必要に応じて他のフィールドに値を入力します。
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[追加設定（Additional Settings）]ペインを展開して、ロケーションおよび連絡先の詳細を入力しま
す。

特定のドメインまたはユーザ権限のクイックビューを起動するには、ドメインやユーザ権限の選

択時に、ドロップダウンメニューをクリックして、[クイックビュー（Quick View）]アイコンに
マウスを移動します。

ステップ 4 [保存してプロビジョニングを開始（Save andBegin Provisioning）]ドロップダウンで、次の操作を
実行します。

•詳細を保存し、ユーザの [サービスのプロビジョニング（Service Provisioning）]ページを開
くには、[保存してプロビジョニングを開始（Save and Begin Provisioning）]をクリックしま
す。

•詳細を保存し、別のユーザを追加するには、[保存して追加を続行（Save and Add Another）]
をクリックします。

•詳細を保存して [ユーザの追加（AddUser）]ウィンドウを閉じるには、[保存して閉じる（Save
and Close）]をクリックします。
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（注） •サービスが関連付けられているユーザを削除する場合は、ユーザを削除する前に
サービスの関連付けを解除するように通知されます。

•ユーザを追加するには、[インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure
Setup）]ページの [LDAP統合（LDAP integration）]フィールドを [なし（None）]に
する必要があります。

•ユーザ IDは一意でなければなりません。大文字と小文字は区別されません。使用
できる文字は、英数文字（A～Z、a～ z、0～ 9）、アンダースコア（_）、ハイフ
ン（-）、ピリオド（.）、アポストロフィ（'）、スペース（）、およびアットマー
ク（@）です。

• LDAP統合プロビジョニングドメインのローカルユーザは CUCMでのみローカル
ユーザとなります。

• LDAPユーザの場合、[追加設定（Additional Settings）]ペインにある [マネージャの
ユーザID（ManagerUser ID）]、[ディレクトリURI（DirectoryURI）]、および [ボイ
スメールの電子メールID（Voicemail email ID）]以外のすべてのフィールドは、
LDAP同期を実行する場合にのみ LDAPの値で更新されます。

• Cisco Unified Communications Manager Expressや Cisco Unity Expressのユーザ名を作
成する場合は、[名（First Name）]および [姓（Last Name）]のフィールドにアル
ファベットだけを入力してください。それ以外のタイプの文字を使用した場合、

ユーザのオーダーは失敗します。

•コールプロセッサのユーザ名を作成する場合、[名（First Name）]および [姓（Last
Name）]のフィールドに入力できる文字の合計数は 30文字です。この上限を超え
た状態でプロビジョニングすると、コールプロセッサからエラーメッセージが送

信されます。

•疑似権限では、コールプロセッサでユーザが関連付けられていないエンドポイント
をプロビジョニングできます。

•ユーザの権限を選択する際は、組織内での従業員の標準的な設定に合わせて、デ
フォルトまたは Employeeユーザ権限を設定しておく必要があります。デフォルト
または Employeeユーザ権限をニーズに合わせて設定しておかないと、従業員ユー
ザレコードに必要なオプションが記録されなくなります。

• DefaultUserTypeルール（権限ロールの概要, （222ページ））は、デフォルトとし
て設定するユーザ権限を制御します。 Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、
Employeeユーザ権限がデフォルトのユーザ権限として設定されます。 Cisco Prime
Collaboration Provisioningでドメインのデフォルトのユーザ権限名を更新する場合
は、DefaultUserTypeルールをそのドメインの新しいデフォルトの権限名に更新して
ください。

•ユーザ名を変更しても、（エンドポイントや回線を以前のユーザ名でオーダーして
いる場合は）ユーザのエンドポイントや回線の説明フィールドは変更されません。

• Cisco Unified Communications Manager Expressおよび Cisco Unity Expressの場合は、
[名（First Name）]および [姓（Last Name）]のフィールドにはアルファベットだけ
を入力してください。それ以外のタイプの文字を使用した場合、ユーザのオーダー
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は失敗します。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerの場合は、[名（First Name）]および [姓（Last
Name）]のフィールドに入力できる文字の合計数は 30文字になります。

•ユーザにサービスが関連付けられていない場合は、ユーザの削除について確認を求
めるメッセージが表示されます。

•ユーザからサービスの関連付けが解除されても、サービスはデバイス（プロセッ
サ）から削除されず、関連付けも解除されません。Provisioning内で関連付けが解
除されるだけです。

•この後にドメインの同期が実行されると、同期ルールに応じてユーザが再度作成さ
れ、サービスをユーザに関連付けることができます。

[ユーザプロビジョニング（User Provisioning）] からの CUCM と Unity Connection の相互起動に関す
るリンク

Prime Collaboration Provisioningでは、管理者は選択したユーザに対して、マネージャの設定とア
シスタントの設定の相互起動を許可することができます。管理者は、PrimeCollaborationProvisioning
からユーザ、エンドポイント、および回線に関するリンクページを相互起動できます。Manager
とAssistantの設定を相互起動する場合は、UIにアクセスして、サーバで直接アクションを実行で
きます。シングルサインオンを使用すると、いくつかのアプリケーションを相互起動できます。

詳細については、「Prime Collaborationのシングルサインオン」を参照してください。

ユーザ向けのボイスメールサービスをプロビジョニングする場合、ボイスメールサービスからの

相互起動リンクは、[通知デバイス（NotificationDevices）]、[代行内線番号（AlternateExtensions）]、
[グリーティング（Greetings）]、[プライベート同報リスト（Private Lists）]となります。

Managerの設定と Assistantの設定の相互起動リンクを表示するには、[サービスの詳細（Service
Details）]ページで [ユーザサービス（User Services）]（[展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニ
ング（UserProvisioning）]でユーザを選択）にマウスポインタを移動し、[クイックビュー（Quick
View）]アイコンをクリックします。

単一ユーザの移動

はじめる前に

単一ユーザの移動を行う前に、以下のことを確認します。

•このタスクを実行するには、管理者特権が必要です。

•ユーザは、サービスエリアに関係なく、同じコールプロセッサに属していればドメイン間
で移行できます。

•ユーザは、同じドメインとコールプロセッサに属していればサービスエリア間で移行でき
ます。
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•ユーザは、異なるクラスタにある場合でも移動できます。

単一のユーザをドメイン間で移動するには、次を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]ページで、ユーザを選択して、[移動（Move）]を
クリックします。

[ユーザの移動（MoveUser）]ウィンドウが開き、単一のユーザの移動に関するオプションが表示
されます。

ステップ 3 [新規ドメイン（NewDomain）]ドロップダウンリストから、ユーザの移動先となる新しいドメイ
ンを選択します。

ステップ 4 [新規サービスエリア（New Service Area）]ドロップダウンリストからサービスエリアを選択し
ます。このドロップダウンでは、ユーザに設定されたサービスに基づいてドメイン内のサービス

エリアがリストされます。たとえば、ユーザがボイスメールサービスを有効にしている場合、

Cisco Unified Communications Managerに関連付けられていないサービスエリアは、このドロップ
ダウンにはリストされません。

ステップ 5 [すべてのサービスに適用（Apply to All Services）]をクリックして、すべてのサービスを新しい
サービスエリアに適用します。

新しい設定でサービスを更新する場合でも、サービスを選択し、その特定のサービスのための新

しいサービスエリアとテンプレートを選択できます。

選択したサービスにサービスエリアの属性設定だけを適用するには、[サービスエリアとテンプ
レートの設定を保持（Keep Service Area and Template Settings）]チェックボックスをオンにしま
す。

このチェックボックスをオンにすると、サービステンプレート設定は適用できませ

ん。

（注）

ステップ 6 設定を保存し、[ユーザの移動（MoveUser）]をクリックすると、単一のユーザの移動が開始され
ます。

移動が正常に完了すると、そのユーザに新しいオーダーが作成されます。

移動ステータスを表示するには、[クイックビュー（Quick View）]にマウスポインタ
を置きます。

（注）

バルクユーザの移動

はじめる前に

バルクユーザの移動を行う前に、以下のことを確認します。

•このタスクを実行するには、管理者特権が必要です。
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•一括移動に選択されたすべてのユーザは、同じドメインとクラスタに属する必要がありま
す。

•一括移動はマルチクラスタのユーザには実行できません。

ユーザをドメイン間で移動するには、次を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]ページで、ユーザを選択して、[移動（Move）]を
クリックします。

[一括移動（Bulk Move）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規ドメイン（NewDomain）]ドロップダウンリストから、ユーザの移動先となる新しいドメイ
ンを選択します。

ステップ 4 [新規サービスエリア（New Service Area）]ドロップダウンリストからサービスエリアを選択し
ます。

ステップ 5 移動とともに新しいサービスエリアを設定する場合は、[エンドポイント設定（EndpointSettings）]
と [回線の設定（Line Settings）]を選択します。
この手順は任意です。この手順をスキップすると、既存のサービスエリアの設定で、新しいサー

ビスエリアにユーザを移動します。

ステップ 6 一括移動を開始するには、[ユーザの移動（Move User）]をクリックします。
移動が正常に完了すると、そのユーザに新しいオーダーが作成されます。

一括移動のステータスを表示するには、[クイックビュー（Quick View）]にカーソルを
置くか、[一括移動ステータス（BulkMoveStatus）]をクリックして移動の詳細情報を表
示します。

（注）

テキストファイルよるユーザのインポート

Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、以下の方法によって、一度の操作で複数のユーザをイ
ンポートできます。

•テキストファイル（TXT）形式のファイルの使用

• LDAPサーバの使用

個々のユーザを追加する方法については、ユーザの追加, （211ページ）を参照してください。

テキストファイルを使用してユーザをインポートするには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）] > [ユーザのインポート（Import
Users）]の順にクリックします。

ステップ 2 [ユーザのインポート（Import Users）]ダイアログボックスで、[From File]オプションボタンをク
リックします。

ステップ 3 [参照（Browse）]をクリックして、ユーザインポートファイルを選択します。
参考のために、[ユーザのインポート（Import Users）]ダイアログボックスで使用可能なサンプル
インポートファイルをダウンロードできます。Excelでサンプルファイル（.txt）を編集して、更
新したスプレッドシートをタブ区切りテキストファイルとして保存し、そのファイルをインポー

トできます。 [OrderType]、[UserID]、[LastName]、[Domain]は必須フィールドです（残りのフィー
ルドは必須ではありません。空白のままにすることができます）。

ユーザに対して自動プロビジョニングを有効にする場合は、[DoNotAutoProvisionServices]フィー
ルドに「False」を設定する必要があります。さらに、[Auto-Provisioning ServiceArea]フィールド
と [Auto-Provisioning Line Type]フィールドにも値を入力する必要があります。回線タイプとして
[選択した回線（Chosen Line）]を選択した場合は、[Auto-Provisioning Directory Number]フィール
ドに値を入力する必要があります。

[ユーザID（User ID）]フィールで使用できる文字は、英数文字（A～ Z、a～ z、0～
9）、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、ピリオド（.）、アポストロフィ（'）、ス
ペース（）、およびアットマーク（@）です。

（注）

ステップ 4 [インポート（Import）]をクリックします。
インポートするファイルを選択するまで、[インポート（Import）]ボタンは無効のままです。 [イ
ンポート（Import）]ボタンをクリックすると、[ユーザのインポート（Import Users）]ページに
ファイルのインポートステータスが表示されます。前回インポートしたファイルのインポート

ステータスを表示するには、[View Last File Import Status]をクリックします。

Cisco Prime Collaboration Provisioningは、ファイルにより提供される詳細情報に基づいてユーザを
作成します。自動プロビジョニングを有効にすると（「True」に設定すると）、Cisco Prime
Collaboration Provisioningは、アップロードされたファイルの自動プロビジョニングパラメータに
基づき、ユーザに対してデフォルトのサービスをプロビジョニングします。

LDAP サーバからのユーザのインポート
ユーザを LDAPサーバからインポートするには、次の手順を実行します。

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 217

ユーザの管理

テキストファイルよるユーザのインポート



手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）] > [ユーザのインポート（Import
Users）]の順にクリックします。

ステップ 2 [ユーザのインポート（Import Users）]ダイアログボックスで、[From LDAP]オプションボタンを
クリックします。

ステップ 3 ドメインを選択します。

DN番号なしで同期化されたユーザ向けに選択したドメインで、電話番号ブロックが使用できる
ことを確認します。

ステップ 4 [インポート（Import）]をクリックします。
最新の LDAP同期レポートを表示するには、[最新のLDAP同期レポートの表示（View Last LDAP
Sync Report）]をクリックします。

自動プロビジョニングが有効になっているユーザロールにユーザをマッピングすると、

設定されているサービスがそのユーザに対して自動的にプロビジョニングされます。

（注）

詳細については、LDAPサーバの同期の設定, （93ページ）を参照してください。

ユーザパスワードの管理

パスワードを変更したり、デフォルトにリセットしたり、アプリケーションへの初期ログイン後

にパスワードを変更するようユーザに求めたりすることができます。パスワードを管理するに

は、適切な権限（表 41：権限ロールの説明）が必要です。

次の情報を更新できます。

• Provisioningのログインパスワード

• Cisco Unified Communications Managerのパスワード

Cisco Unified CommunicationsManagerが外部認証を使用するように設定されて
いる場合、Cisco Unified CommunicationsManagerのパスワードは変更できませ
ん。 Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、パスワードが（実際には更新
されていなくても）更新されていると示されます。

（注）

• Cisco Unified Communications Managerの暗証番号

• Cisco Unified Communications Manager Expressのパスワード

• Cisco Unity Subscriberのパスワード

• Cisco Unity Connectionの暗証番号

• Cisco Unity Connection Webのパスワード

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
218 OL-31509-01-J   

ユーザの管理

ユーザパスワードの管理



Cisco Unity Connection Webのパスワードをリセットするときに、新しいパスワードが必要な
長さに達しない場合は、次のエラーが発生します：Unity Connection Password: Failed to

reset credential: The credential minimum length check failed. Minimum length = 8（Unity
Connectionパスワード:クレデンシャルのリセットに失敗しました。クレデンシャルの最小長
チェックに失敗しました。最小長 = 8）

• Unified CMのMLPPパスワード
このパスワードは、（[サービスのプロビジョニング（Service Provisioning）]ページで）ユー
ザサービスの [MLPPユーザ ID番号（MLPP User Identification Number）]と [MLPP優先認証
レベル（MLPP Precedence Authorization Level）]を設定した場合に限り、[暗証番号/パスワー
ドの管理（Manage PIN/Password）]オプションを使用して変更できます。

パスワードには、少なくとも次のうちのいずれか3種類を組み合わせて使用する必要があります。

•大文字の英字

•小文字の英字

•数字

•特殊文字

パスワードを変更したり、パスワードをProvisioningシステムのデフォルトにリセットしたり、ア
プリケーションへの次回ログイン時にパスワードを変更するようユーザに求めたりすることがで

きます。ユーザパスワードのデフォルト値については、Provisioning管理者、マネージドサービ
スプロバイダー、または企業の IT部署にお問い合わせください。

デフォルトのパスワードは、次のルールによって制御されます。

• DefaultCUPMPassword

• DefaultCallManagerPassword

• DefaultCallManagerPIN

• DefaultCallManagerDigestCredentials

• DefaultUnitySubscriberPassword

• DefaultWebAccessPassword

ルールの詳細については、「ビジネスルールの概要」を参照してください。

ユーザのパスワードをリセットした後で、パスワードの変更に必要なデフォルト値をユーザに

通知する必要があります。

（注）

パスワードを変更したり、パスワードをリセットしたり、アプリケーションへの次回ログイン時

にパスワードを変更するようユーザに求めたりするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 該当ユーザの [ユーザの管理（Manage User）]ページを開きます（「ユーザの追加」を参照）。

ステップ 2 [パスワードの管理（Manage Passwords）]をクリックします。

ステップ 3 [パスワード管理（Password Management）]ページで、修正する [パスワード（Password）]、[暗証
番号（PIN）]、または [ダイジェスト信用証明書（Digest Credentials）]を選択できます。ドロッ
プダウンリストから変更するパスワードを選択します。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

•パスワードを変更するには、新しいパスワードを指定して（確定し）、[適用（Apply）]をク
リックします。

•パスワードをデフォルトに設定するには、[パスワードのリセット（Reset Password）]をク
リックします。

•アプリケーションへの次回ログイン時にパスワードを変更するようユーザに求めるには、
[ユーザにプロンプトを表示する（Prompt User）]をクリックします。

ステップ 5 [完了（Done）]をクリックして確定します。

パスワード作成中は次のルールが適用されます。

•ユーザ名と同じ文字列や、ユーザ名を逆にした文字列はパスワードに使用できません。

•パスワードでは、4回以上続けて同じ文字を繰り返すことはできません。

•次の文字列はパスワードに使用できません。

• Ciscoまたはその逆

• Cisc0（oの代わりにゼロを使用）

• C!sco（iの代わりに感嘆符を使用）

• Ci$co（sの代わりにドル記号を使用）

•以前のパスワードの大文字と小文字を変えたもの

•パスワードには、小文字、大文字、特殊文字、および数字を含める必要があります。

•必要な最小文字数は 8文字です（デフォルトの文字数ですが、変更できます）。

•許容される最大文字数は 80文字です（デフォルトの文字数ですが、変更できます）。

Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、パスワードポリシーは passwordpolicy.propertiesという
ファイル名で opt/cupm/sepに保存されます。必要に応じて、プロパティファイルを修正してパス
ワードポリシーを変更できます。パスワードポリシーを修正した場合は、常に Cisco Prime
Collaboration Provisioningを再起動する必要があります。
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（注） • Cisco PrimeCollaboration ProvisioningをAssuranceサーバと統合する予定の場合は、管理者
ユーザの Assuranceパスワードポリシーに必ず準拠してください。

• Cisco Prime Collaboration Provisioningのユーザは、パスワードを使用してコールプロセッ
サにログインし、自分に関連付けられているエンドポイントの設定詳細を表示して編集

できます。

Cisco Unified Communications Manager Expressでは各ユーザに関連付けられるエンドポイントは 1
つのみですが、Cisco Prime Collaboration Provisioningではこの制限が解消され、各ユーザに複数の
エンドポイントを関連付けられるようになりました。

Cisco Unified Communications Manager Expressでは、2つ目以降のエンドポイントに同じユーザ名
を使用し、その後にチルダ（~）と 1から始まるシーケンスインデックスを付けることによって
新しいユーザが作成されます（たとえば、TestUserと TestUser~1）。ユーザが Cisco Unified
CommunicationsManager ExpressのWebインターフェイスを介してエンドポイントの詳細を表示す
るためには、正しいユーザ名を使用する必要があります。

Cisco PrimeCollaboration Provisioningでパスワードの値を変更すると、CiscoUnified Communications
Manager Expressの対応するユーザ名がすべて変更されます。

ユーザの同期

Cisco PrimeCollaboration Provisioningのユーザデータは、コールプロセッサおよびUnity Connection
のユーザデータと同期しています。同期の詳細については、「ドメインの同期の概要」を参照し

てください。

ユーザを同期させる際には、次の点に注意してください。

•最初に Cisco Unified Communications Manager Expressでユーザを作成し、その後、Cisco Prime
Collaboration Provisioningと同期させると、そのユーザのユーザ名と電話番号のフィールドに
[不明（Unknown）]と表示されることがあります。

ユーザ情報は Cisco Prime Collaboration Provisioningを介してアップデートできますが、この
情報はCiscoUnified CommunicationsManager Expressシステムに適用され、ephone記述フィー
ルドの既存のユーザ情報がすべて上書きされるので注意してください。

•ドメインおよびサービスエリアに存在するデバイスが Cisco Unified Communications Manager
Expressだけであり、Cisco Unified Communications Manager Expressで ephone usernameコマン
ドが設定されていない場合は、ドメインの同期中、Cisco Prime Collaboration Provisioningで
ユーザが作成されません。

Cisco Unified Communications Manager Expressですべてのユーザに対して ephone usernameコ
マンドが設定されていることを確認してください。

• Cisco Unified Communications Manager Expressでは、ephoneコンフィギュレーションモード
でbuttonコマンドを使用する場合、区切り文字としてコロン（:）だけを使用してください。
Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、buttonコマンドの区切り文字としてコロンのみが

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 221

ユーザの管理

ユーザの同期



サポートされています。他の区切り文字を使用した場合、CiscoPrimeCollaborationProvisioning
では [ユーザレコードの詳細（User Record Details）]ページに回線が表示されません。エン
ドポイントだけが表示されます。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 ユーザのリストから、[クイックビュー（QuickView）]をポイントして [ユーザの同期（Synchronize
User）]をクリックします。

ドメインのユーザ数が多い場合は、同期に数分かかることがありま

す。

（注）

権限ロールの概要

Provisioningには、2種類のユーザロール（グローバルロールとドメイン固有のロール）があります。Provisioningユー
ザは、各自のロールに基づいて Provisioningでのさまざまなタスクの実行を許可されます（権限ロールの概要, （222
ページ）および表 41：権限ロールの説明, （223ページ）を参照）。次の例では、ドメイン管理者は特定のドメイン
に対して管理権限を持っています。管理者は、割り当てられたドメインに対してポリシーとルールを設定できます。

複数ドメインの管理者は、複数のドメインに対して権限を持っています。グローバル管理者はすべてのProvisioning機
能にアクセスできます。

図 2：Provisioning におけるグローバルロールとドメイン固有のロール
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Prime Collaboration Provisioningの Standaloneアプリケーションと統合アプリケーションの両方でユーザ権限を作成でき
ます。

新しくインストールされた Provisioningサーバ（ユーザデータを含む）と Assuranceサーバを統合する際は、Assurance
とProvisioningの両方に共通するユーザを作成するか、Provisioningの権限のみを作成することが可能です。Provisioning
サーバに既存のユーザデータを接続すると、[ユーザ管理（UserManagement）]ページでglobaladminロールとdomain-admin
ロールが自動的に同期されます。

次の点に注意してください。

• ProvisioningをAssuranceサーバに接続する前に作成された globaladminユーザと domain-adminユーザだけが、統合
された UIで自動的に同期されます。同期後に、globaladminと domain-adminは Assuranceの [ヘルプデスク
（Helpdesk）]権限を付与されます。詳細については、『Cisco Prime Collaboration Assurance Advanced guide』を参
照してください。

ProvisioningをAssuranceサーバに接続する前に作成された globaladminと domain-admin以外のユーザは同期されま
せん。たとえば、[オーダー（Ordering）]権限、[承認（Approval）]権限などを持つユーザは同期されません。こ
れらのユーザは、統合された UIにログインできません。

• ProvisioningをAssuranceサーバに接続する前に作成された globaladminと domain-admin以外のユーザは同期されま
せん。たとえば、[オーダー（Ordering）]権限、[承認（Approval）]権限などを持つユーザは同期されません。こ
れらのユーザは、統合された UIにログインできません。

•統合モードでは、[ユーザ管理（User Management）]ページで複数ドメインと単一ドメインのユーザを作成できま
す。

• [アクティビティ（Activity）]権限は、PrimeCollaboration ProvisioningAdvancedでのみ使用できます。このメニュー
は、Prime Collaboration Provisioning Standardではサポートされていません。

• Prime Collaboration Provisioning Standardでオーダーを作成する際は、MACアドレスまたはダミーMACアドレス
が必要です。

グローバル管理者ロールとドメイン管理者ロール以外に、Provisioningユーザはオーダーロールと
アクティビティロールを持つことができます。オーダーロールを持つ Provisioningユーザは、特
定ドメインのユーザ向けにオーダーを作成できます。詳細については、表 41：権限ロールの説
明, （223ページ）を参照してください。

表 41：権限ロールの説明

説明承認権限

[グローバルな権限（Global Roles）]

すべての Provisioning機能にアクセスできます。[管理（Administration）]

システムのクリーンアップアクティビティを設定できます。

「メンテナンスモード」を参照してください。

[メンテナンス（Maintenance）]
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説明承認権限

[ドメインの権限（Roles for Domain）]

ドロップダウンリストで、承認権限を設定するドメインを選択します。選択した権限は、選択

したドメインにだけ適用されます。すべての使用可能なドメインに同じ承認権限を適用するに

は、[すべてのドメインに適用（Apply to all domains）]を選択します。

管理者が [すべてのドメインに適用（Apply to all domains）]を選択した場合、全ドメ
インのユーザの既存の権限は、現在の選択内容で上書きされます。

（注）

電話ボタンテンプレートの表示、ユーザロールの修正、お

よびエンドポイントインベントリの追加または更新を行う

ことができます。

[ポリシー（Policy）]

インフラストラクチャ設定オブジェクトをプロビジョニン

グできます。この権限を選択する場合は、[権限プロファイ
ル（Permission Profile）]ボックスからプロファイルも選択
する必要があります。

[インフラストラクチャ設定管理
（Infrastructure Configuration
Management）]

この承認権限が割り当てられているイフラストラクチャ設

定オブジェクトユーザが設定できる権限を設定します（権

限の設定の詳細については、インフラストラクチャ設定の

権限の管理, （226ページ）を参照してください）。

[権限プロファイル（Permission
Profile）]

自分のサービスを管理することを許可されています。回線

の設定、サービスの管理、およびエンドポイントオプショ

ンの設定をすばやく簡単に実施できます。

[SelfCareUser]チェックボックスは、そのドメイ
ンのCreateSelfCareAccountsルールが有効になって
いる場合のみ使用できます。

（注）

[SelfCareUser]

[オーダー権限（Ordering Roles）]
これらの権限を割り当てられたユーザは、他のユーザや自分自身のオーダーを発行できます。

許可する操作:

•ドメイン内のユーザの追加、削除、またはアップデー
ト

•ドメイン内のユーザ権限の追加、削除、またはアップ
デート（ドメインルールで許可されている場合）

•ドメイン内のインベントリへのエンドポイントの追加、
インベントリのエンドポイントの削除またはアップデー

ト（ドメインルールで許可されている場合）

•ドメイン内の詳細ユーザ情報の検索と表示

•ドメイン内のユーザに対するオーダーの発行

[オーダー（Ordering）]
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説明承認権限

[オーダー（Ordering）]権限によって指定されているすべて
の機能にアクセスできます。また、[オーダーエントリ（Order
Entry）]ページの [詳細オーダー（Advanced Ordering）]オ
プションにもアクセスできます。

[詳細オーダー（Advanced
Ordering）]

オーダー権限ロールによって指定されているすべての機能

にアクセスできます。また、オーダーの入力時にエンドポ

イントのMACアドレスを割り当てることができます。

[詳細割り当て（Advanced
Assignment）]

[アクティビティ権限（Activity Roles）]

これらの権限のいずれかを割り当てられたユーザは、オーダー処理中にグループに割り当てら

れているアクティビティを実行できます。

オーダーを受け入れて承認を完了できます。[承認（Approval）]

MACアドレスを割り当てるユーザアクティビティを受け入
れることができます。

[割り当て（Assignment）]

オーダーを受け入れて出荷を完了できます。[出荷（Shipping）]

オーダーを受け入れて受領を完了できます。[受領（Receiving）]

ユーザ権限の編集

グローバルな権限はシステム全体に適用され、ドメイン権限はユーザが属するドメインにだけ

適用されます。

（注）

表 41：権限ロールの説明には、スタンドアロンの Prime Collaboration Provisioningと統合アプリ
ケーションの Provisioningの両方で利用可能な承認権限が示されています。

スタンドアロンの Prime Collaboration Provisioningと統合アプリケーションの両方で、[ユーザ管理
（User Management）]ページからこれらの承認権限を作成し、管理することができます。

統合アプリケーションで承認権限を管理するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザ管理（User Management）]を選択します。

ステップ 2 編集するユーザ名を選択して [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 3 必要な変更を保存します。
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スタンドアロンの Prime Collaboration Provisioningアプリケーションで承認権限を管理するには、
次の手順を実行します。

ステップ 4 [管理（Administration）] > [ユーザとデバイスのアクセス管理（Users andDeviceAccessManagement）]
> [ユーザ管理（User Management）]を選択します。

ステップ 5 [ユーザの管理（Manage User）]ページで、[ユーザID（User ID）]フィールドの横の [選択
（Chooser）]アイコンをクリックします。

ステップ 6 割り当てられた権限フィールドの横にある [編集（Edit）]をクリックします。 [ユーザ認証権限の
割り当て（Assign User Authorization Roles）]ページが表示されます。

[承認権限の管理（ManageAuthorization Roles）]をクリックして [ユーザ認証権限の割り
当て（Assign User Authorization Roles）]ページにアクセスすることもできます。

ヒント

ステップ 7 ユーザに割り当てる権限を選択します。

ステップ 8 [更新（Update）]をクリックします。

ステップ 9 [完了（Done）]をクリックします。

[ユーザ管理（User Management）]ページでは、次の情報を変更できます。

•ユーザ氏名

•ユーザの名

•ユーザの姓

•ユーザの電子メール

•グローバルプロビジョニング権限（管理またはメンテナンス）

•ドメインのプロビジョニング権限

統合モードでは、Add User機能により作成されたユーザはWebクライアントにのみ適用され、こ
れらのユーザは CLIから Assuranceサーバや Provisioningサーバにログインできません。

インフラストラクチャ設定の権限の管理

[インフラストラクチャ設定の権限プロパティ（Infrastructure Configuration Permission Profiles）]
ページで、[インフラストラクチャ設定管理（InfrastructureConfigurationManagement）]承認権限を
持つユーザが、設定目的でいずれかのインフラストラクチャ設定製品のアクセス権を持つように

権限を設定します。
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インフラストラクチャ設定の権限プロファイルの作成

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ユーザとデバイスのアクセス管理（Users andDeviceAccessManagement）]
> [インフラストラクチャ設定権限（Infrastructure Configuration Permissions）]を選択します。

ステップ 2 [インフラストラクチャ設定の権限プロファイル（Infrastructure Configuration Permission Profiles）]
ページで、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [権限プロファイル設定（Permission Profile Configuration）]ページで、名前を入力します。使用で
きる文字は、英数文字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、ピリオ
ド（.）、スペース（）、およびアットマーク（@）です。

ステップ 4 （オプション）説明を入力します。

ステップ 5 [サービス（Services）]ペインで、設定できるようにするプロファイルの製品を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

インフラストラクチャ設定の権限プロファイルの更新

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [権限プロファイル（Permission Profiles）]を選択します（スタンドア
ロンの Prime Collaboration Provisioningアプリケーションで、[管理（Administration）] > [ユーザと
デバイスのアクセス管理（Users and Device Access Management）] > [インフラストラクチャ設定権
限（Infrastructure Configuration Permissions）]を選択すると表示されます）。

ステップ 2 [インフラストラクチャ設定の権限プロファイル（Infrastructure Configuration Permission Profiles）]
ページで、更新するプロファイルをクリックします。

ステップ 3 [権限プロファイル設定（Permission Profile Configuration）]ページで、目的の変更を行います。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

インフラストラクチャ設定の権限プロファイルの削除

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [権限プロファイル（Permission Profile）]を選択します（スタンドアロ
ンの Prime Collaboration Provisioningアプリケーションで、[管理（Administration）] > [ユーザとデ
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バイスのアクセス管理（Users and Device Access Management）] > [インフラストラクチャ設定権限
（Infrastructure Configuration Permissions）]を選択すると表示されます）。

ステップ 2 [インフラストラクチャ設定の権限プロファイル（Infrastructure Configuration Permission Profiles）]
ページで、削除するプロファイルをクリックします。

ステップ 3 [インフラストラクチャ設定の権限プロファイル（Infrastructure Configuration Permission Profiles）]
ページで、[削除（Delete）]をクリックします。

ユーザのユーザレコードへのアクセス

スタンドアロンの Prime Collaboration Provisioningアプリケーションにアクセスするには、次の手
順を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 目的のユーザをクリックします。

ステップ 3 [サービスのプロビジョニング（Provision Services）]をクリックします。

アクティブセッションの表示またはログアウト

アクティブセッションを表示し、単一または複数のアクティブセッションをログアウトさせるこ

とができます。

手順

ステップ 1 スタンドアロンモードでは、[管理（Administration）] > [ユーザとデバイスのアクセス管理（Users
and Device Access Management）] > [ログインしたユーザ（Logged In Users）]を選択します。コン
バージドモードでは、[レポート（Reports）] > [管理レポート（Administrative Reports）] > [ログオ
ンしたユーザ（Who Is Logged On）]を選択します。
[ログインしたユーザ（Logged In Users）]ページが表示され、アクティブセッションのリストが
示されます。

ステップ 2 単一または複数のセッションをキャンセルするには、終了するセッションを選択します。

ステップ 3 [ログアウト（Log out）]をクリックします。
選択したセッションおよびユーザが、サーバからログアウトされます。

[ログインしたユーザ（Logged In Users）]および [ロックされたユーザ（Locked Users）]
にアクセスできるのは globaladminだけです。

（注）
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グローバル検索ツールの使用方法

検索ツールを使用して、次の作業を実行できます。

•ユーザの特定

• MACアドレスの特定

•電話番号の特定

表示ペインの上部にある検索フィールドを使用して検索するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ホームページの右上隅にあるドロップダウンリストから、[Provisioningデータ（ProvisioningData）]
を選択します。

ステップ 2 検索フィールドのドロップダウンリストから [ユーザID（User ID）]、[姓（Last Name）]、[MAC
アドレス（MAC Address）]、または [電話番号（Directory Number）]を選択します。

ステップ 3 有効な情報を入力します。

ステップ 4 Enterを押して検索を開始します。完全一致がある場合は、そのユーザまたはエンドポイントデ
バイスに移動します。
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第 10 章

Prime Collaboration Self-Care の使用方法

• Prime Collaboration Self-Careの概要, 231 ページ

Prime Collaboration Self-Care の概要
Prime Collaborationが提供する Self-Careポータルでは、ユーザ名やパスワードなどのプリファレ
ンス設定を制御できます。 Self-Careポータルを使用して、自分のアカウントやサービスを更新す
ることができます。 Self-Care機能によって、回線設定の変更、サービスの管理、電話オプション
の設定が可能になります。

Cisco Unified Communications Manager 10.0以上のバージョンでは、新たな Self-Care機能が導入さ
れました。このSelf-Care機能にはCiscoUnifiedCMからのみアクセスできます。PrimeCollaboration
Self-Care、つまり Cisco Unified CM 10.x以前の Prime Collaboration Provisioningの Self-Careは引き
続き使用できます。

Prime Collaboration Self-Careは、CMベースの Self-Careに加えて、Cisco Unified CM 10.0以上
および Cisco Unity Connection 10.0以上でも使用可能です。 Prime Collaboration Self-Careを使用
しない場合、管理者は [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]ページの [Prime
Collaboration Self-Careを有効（Enable Prime Collaboration Self-Care）]チェックボックスをオフ
にする必要があります。

（注）

CiscoUnifiedCommunicationsManager Self-Careは、CiscoUnifiedCM10.0以上とCiscoUnityConnection
10.0以上のみの環境、または、ユーザが 1つの Cisco Unified CM 10.xクラスタでのみサービスを
受けている環境で使用することをお勧めします。

Cisco UnifiedCommunications Managerが 2名以上のユーザ間で共有されているときに、1名以
上のユーザが LDAPを使用している場合は、Cisco UnifiedCommunications Managerのバージョ
ンにかかわらず Prime Self-Careが使用されます。

（注）
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Prime Collaboration Self-Careを有効にするには、Self-Careアカウントの作成, （232ページ）を参
照してください。

CMベースの Self-Careを有効にするには、『Cisco Unified Communications Self Care Portal User
Guide』を参照してください。

Self-Care アカウントの作成
Prime Collaboration Provisioningのスタンドアロンまたは統合アプリケーションでは、Self-Careア
カウントを作成できます。作成するユーザごとに Self-Careを有効または無効にできます。

（注） • Self-Care権限を割り当てるには、新しいドメインを作成する際に CreateSelfCareAccounts
ルールを有効にする必要があります。 CreateSelfCareAccountsルールは、デフォルトで無
効になっています。

• Self-Care Migration Utilityを実行して、既存のドメインの Self-Care権限を割り当てること
もできます。これにより、既存のユーザのSelf-Care権限が有効になります。詳細につい
ては、Self-Careユーザ移行スクリプト, （240ページ）を参照してください。

• [SelfCareUser]チェックボックスは、CreateSelfCareAccountsルールが有効な場合にのみ使
用できます。

•ユーザの作成後、そのユーザは、globaladminまたは domain-adminがアカウントパスワー
ドを変更した後に限り、Self-Careにログインできるようになります。デフォルトでは、
ユーザのパスワードは空です。 [DefaultCUPMPassword]データフィールドでデフォルト
のパスワードを指定し、[有効（Enabled）]を [はい（true）]に設定して、デフォルトのパ
スワードを設定します。

ユーザの Self-Careアカウントを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザの追加（Add User）]をクリックして、[Prime Collaboration Self-Careを有効（Enable Prime
Collaboration Self-Care）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 必要なユーザ情報を入力して保存します。

バッチプロビジョニングを使用した Self-Care の有効化と無効化
新しいユーザの作成時に、バッチプロビジョニングを使用して Self-Careを有効にできます。
Self-Careをユーザに対して有効にするには、バッチ操作ファイルで承認権限を SelfCareUserとし
て提供します。
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バッチプロビジョニングを使用して、既存ユーザのSelf-Care権限の有効または無効を切り替える
こともできます。有効にする場合はSelfCareUserとして承認権限を提供し、無効にする場合はバッ
チ操作ファイルで何も提供しません。

Self-Careアカウントを作成するには、ドメインに対して CreateSelfCareAccountsルールを有効
にする必要があります。

（注）

バッチプロビジョニングの詳細については、バッチプロジェクトの管理, （179ページ）を参照
してください。

Prime Collaboration Self-Care の開始
ユーザ権限に応じて Self-Careを開始できます。

IE 10を使用している場合、Self-Careポータルを正常に機能させるには [標準（Standards）]モー
ドを選択する必要があります。

（注）

Self-Care権限だけを持つユーザは、ログイン後にセルフケアポータルが表示されます。

手順

ステップ 1 ブラウザで http://<provisioning-ip>/cupm/selfcareuser/Loginと入力します。

ステップ 2 Self-Careクレデンシャルを使用してログインします。
ユーザには Self-Care権限しかないため、アクセスできるのは Self-Careメニューだけです。この
ようなユーザは Provisioningメニューを利用できません。

[個人設定（Personal Settings）] からの Prime Collaboration Self-care の開始
ユーザに他の承認権限（[メンテナンス（Maintenance）]、[オーダー（Ordering）]、[アクティビ
ティ（Activity）]権限など）に加えて [Self-Care]権限もある場合は、[個人設定（Personal Settings）]
から Self-Careを開始できます。

[個人設定（Personal Settings）]を開始するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 クレデンシャルを使用して Provisioningにログインします。

ステップ 2 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 3 ユーザを選択して [サービスのプロビジョニング（Provision Services）]をクリックします。

ステップ 4 [個人設定（Personal Settings）]を選択し、選択したユーザの Self-Careオプションを更新します。

ユーザのクイックビューから、[Self-Careの開始（Launch Self-Care）]をクリックできます。

個人設定のカスタマイズ

Self-Careを使用すると、次の電話の用途に関して、個々の属性や個人の初期設定を設定できます。

•スピードダイヤル番号、サイレント機能のオプション、および保留音の設定などの電話オプ
ション

•エクステンションモビリティとシングルナンバーリーチのオプションを設定できる、プロ
ファイルのオプション

•コールの転送、発信者 ID、通知など、特定の電話回線のオプション

•パスワード、暗証番号（PIN）など、電話のユーザに関するユーザオプション

/opt/cupm/sep/ipt.propertiesファイルを更新して、Self-Careポータルの [電話の設定（Phone
Settings）]、[回線の設定（Line Settings）]、および [ユーザ設定（User Settings）]に表示される機
能の表示と非表示を切り替えることができます。たとえば、[電話の設定（Phone Settings）]の機
能を設定する場合は、次のように入力します。

enabled features for Phone Settings should be provided as follows:
General,SpeedDials,DoNotDisturb,Locale,MusicOnHold,Others
dfc.ipt.selfcare.phone.features=General,SpeedDials,DoNotDisturb,Locale,MusicOnHold,Others#

ipt.propertiesファイルを更新するには、ルートユーザとしてログインする必要があります。変
更を有効にするためには、cupmサービスを再起動する必要があります。

（注）

Self-Careオプションを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ブラウザで次を入力します：http://<provisioning-ip>/cupm/ipt/selfcare/home.html。

ステップ 2 ユーザ名とパスワードを入力します。

Self-Careポータル画面が表示されます。 Self-Careポータル画面は、次の要素で構成されます。
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•電話カルーセル：（画面左下の）電話カルーセルには、設定可能な電話とサービスプロファ
イルのアイコンがあります。アイコンのいずれかの横側をクリックすると、追加の電話また

はプロファイルを表示できます。

•メインメニュー：（電話カルーセル右側の）メインメニューのオプションは、[電話の設定
（Phone Settings）]、[回線の設定（Line Settings）]、および [ユーザ設定（User Settings）]で
す。電話カルーセルで選択した内容に応じて、[電話の設定（Phone Settings）]オプション
は、[エクステンションモビリティの設定（Extension Mobility Settings）]または [シングルナ
ンバーリーチの設定（Single Number Reach Settings）]に変化します。

•設定エリア：選択したメインメニューの設定可能なカテゴリが次に表示されます。 [スピー
ドダイヤル（SpeedDials）]などのカテゴリをクリックすると、画面の右側に設定可能なオプ
ションが表示されます。

ステップ 3 電話カルーセルで、設定する電話またはプロファイルを選択します。

ステップ 4 [回線の設定（Line Settings）]メニューで、設定するオプションに対応する適切な回線を選択して
いることを確認します。

Self-Careポータルで設定可能なオプションは次のとおりです。

• [電話機またはエクステンションモビリティ設定（Phone or Extension Mobility Settings）]の設
定

• [シングルナンバーリーチの設定（Single Number Reach Settings）]の設定

• [回線の設定（Line Settings）]の設定

• [ユーザ設定（User Settings）]の設定

電話およびエクステンションモビリティの設定

次の表に、Self-Careを使用して実行できる電話とエクステンションモビリティの設定を示しま
す。

表 42：電話およびエクステンションモビリティの設定

手順説明設定

[電話の設定（Phone Settings）] > [MAC
アドレス（MACAddress）]を選択し、
電話の有効なMACアドレスを入力し
て、[保存（Save）]をクリックします。

電話のMACアドレスを更新します。[一般
（General）]
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手順説明設定

[電話の設定（PhoneSettings）] > [スピー
ドダイヤル（SpeedDials）]を選択し、
[追加（Add）]をクリックします。必
要な情報を入力し、[保存（Save）]を
クリックします。

スピードダイヤル用の電話番号を追加

します。

スピードダイヤルの間隔を空けるに

は、数字の間にカンマを追加します。

任意の数のカンマを追加できます。カ

ンマ 1個あたりのデフォルトの遅延は
2秒間です。

[スピードダイ
ヤル（Speed
Dials）]

[電話の設定（Phone Settings）] > [サイ
レント（Do Not Disturb）]を選択し、
[[サイレント]を有効にする（Enable Do
NotDisturb）]チェックボックスをオン
にします。

[サイレント（DoNotDisturb）]機能を
有効または無効にします。

[サイレント（DoNotDisturb）]機能が
有効になっているとき、着信コールが

あった場合に実行するアクションを選

択します。

[サイレント
（Do Not
Disturb）]

[電話の設定（PhoneSettings）] > [ロケー
ル（Locale）]を選択し、[ユーザロケー
ル（UserLocale）]ドロップダウンリス
トから場所を選択し、[保存（Save）]
をクリックします。

作業とネットワークでサポートする時

間と言語のロケールを選択します。

[ロケール
（Locale）]

[電話の設定（Phone Settings）] > [保留
音（Music On Hold）]を選択し、コー
ルを保留にしたときに再生する音源を

[ユーザ保留音源（User Hold Audio
Source）]ドロップダウンリストから選
択して、[保存（Save）]をクリックし
ます。

保留にしたときに再生される音楽の

ソースを選択します。

[保留音（Music
On Hold）]

[電話の設定（Phone Settings）] > [その
他（Others）]を選択し、各オプション
のチェックボックスを必要に応じてオ

ンまたはオフにして [保存（Save）]を
クリックします。

次のオプションを有効または無効にし

ます。

•スピーカーフォン

•スピーカーフォンとヘッドセット

•ビデオ

• PCポートの使用

•エクステンションモビリティ

[その他
（Others）]
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回線の設定

次の表に、選択した電話またはプロファイルの各回線で使用可能な回線の設定を示します。

表 43：回線の設定

手順説明設定

[回線の設定（Line
Settings）]を選択し、
[コール転送（Call
Forward）]、[発信者ID
（Caller ID）]、[通知
（Notification）]、または
[保留音（Music On
Hold）]を選択して更新
し、[保存（Save）]をク
リックします。

デフォルトのコール転送オプションを設定します。

外部または内部の着信コールの転送をカスタマイズ

します。

[コール転送
（Call
Forward）]

発信者 IDオプションを設定します。[発信者 ID
（Caller ID）]

着信コールとメッセージの通知のオーディオおよび

ビジュアルオプションを設定します。

[通知
（Notification）]

コールを保留にしたときに再生される音楽のソース

を選択します。

[保留音（Music
On Hold）]

ユーザ設定

使用可能な [ユーザ設定（User Settings）]のオプションを、次のリストで説明します。

表 44：ユーザ設定

手順説明設定

[ユーザ設定（User Settings）]を選択
し、[情報（Information）]、[パス
ワード（Password）]、または [暗証
番号（PIN）]を選択して更新し、[保
存（Save）]をクリックします。

名前を更新します。

自分の電子メールアドレスを入力しま

す。

プライマリ Phoneを選択します。

[情報
（Information）]

パスワードを更新します。[パスワード
（Password）]

暗証番号を更新します。[暗証番号
（PIN）]
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共通 Self-Care タスク
次の表に、ユーザが実行できるすべての共通 Self-Careタスクを示します。

表 45：共通 Self-Care タスク

手順タスク

[ユーザ設定（User Settings）] > [パスワード（Passwords）]を選
択します。

パスワードを変更する

[ユーザ設定（User Settings）] > [暗証番号（PIN）]を選択しま
す。

電話とボイスメールの暗証番号を変更できます。電

話の暗証番号は、CiscoUnifiedCommunicationsManager
（またはエクステンションモビリティの）の暗証番

号をリセットし、ボイスメールはUnityConnectionの
暗証番号をリセットします。

（注）

暗証番号を変更する

[電話の設定（Phone Settings）] > [その他（Others）]を選択し、
[スピーカフォンの無効化（Disable Speakerphone）]チェック
ボックスをオンにします。

スピーカーフォンの使用を無効

にする

[電話の設定（Phone Settings）] > [その他（Others）]を選択し、
[Ciscoエクステンションモビリティ（CiscoExtensionMobility）]
チェックボックスをオンにします。

エクステンションモビリティを

有効にする

[電話の設定（Phone Settings）] > [その他（Others）]を選択し、
[ビデオを有効にする（Enable Video）]チェックボックスをオ
ンにします。

ビデオコールを有効にする

[回線の設定（Line Settings）] > [コール転送（Call Forward）]を
選択し、着信コールを転送するオプションを設定します。

コールを転送する

[ユーザ設定（User Settings）] > [情報（Information）]を選択し、
電子メールアドレスを入力します。

電子メール情報を提供する

[ユーザ設定（User Settings）] > [情報（Information）]を選択し、
[プライマリデバイス（Primary Device）]ドロップダウンリス
トから優先デバイスを選択します。

プライマリデバイスとして異な

る電話を選択します。

[回線の設定（LineSettings）] > [通知（Notification）]を選択し、
着信コールとメッセージの通知オプションを選択します。

コールおよびメッセージ通知を

選択する
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手順タスク

[電話の設定（Phone Settings）] > [保留音（Music On Hold）]を
選択し、ユーザまたはネットワークによってコールが保留にさ

れたときに使用する音源を選択します。

コール保留音のソースを選択す

る

シングルナンバーリーチの設定

シングルナンバーリーチ機能では、別の電話番号とビジネス IP電話番号を関連付けることがで
きます。ビジネス電話番号にコールが着信すると、そのコールは Cisco Prime Collaboration
Provisioningによって自動転送され、ビジネス電話機と指定された電話機が鳴ります。このような
方法で、シングルナンバーリーチ機能により、受信者の場所にかかわらず、発信者は単一の番号

をダイヤルして受信者に電話をかけることができます。

シングルナンバーリーチ用の代替番号を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電話カルーセルで、リモート接続先プロファイルに関連付けられているアイコンを選択します。

ステップ 2 [シングルナンバーリーチの設定（SingleNumberReachSettings）] > [代替番号（AlternateNumbers）]
を選択します。

ステップ 3 表「表46：シングルナンバーリーチのフィールドの説明」に従って情報を入力し、[保存（Save）]
をクリックします。

ステップ 4 必要に応じて、[新規追加（Add New）]をクリックして別の代替番号を追加します。

表 46：シングルナンバーリーチのフィールドの説明

説明フィールド

プライマリ電話でコールを受信したときに、Cisco Prime
CollaborationProvisionがそのコールを転送する代替番号を入
力します。

[代替番号（Alternate Number）]

（オプション）代替番号の説明を入力します。[説明（Description）]

このチェックボックスをオンにすると、着信コールで複数

の電話機が同時に鳴ります。

[リーチミーエニウェアを有効にす
る（Enable Reach Me Anywhere）]

モバイルデバイス用の代替番号の場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。

[これはモバイルデバイスです（This
is a mobile device）]
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説明フィールド

プライマリ電話でコールが応答されるまで Cisco Prime
Collaboration Provisionが待機する時間の長さを入力します
（1/10秒単位）。この時間が経過すると、コールは代替番
号に転送されます。

[代替番号を呼び出し始めるまでの
時間:秒（Allow me … seconds to
answer）]

Cisco Prime Collaboration Provisionが代替番号の呼び出し音
を鳴らす時間の長さを入力します（1/10秒単位）。

[代替番号を呼び出し続ける時間:秒
（Continue ringing the alternate
number for … seconds）]

代替デバイスにコールを転送した後、そのデバイスにコー

ルを接続するまで Cisco Prime Collaboration Provisionが待機
する時間の長さを入力します（1/10秒単位）。この待機時
間を設定すると、コールによってボイスメールなどの自動

応答がデバイス上で開始されないように防止することがで

きます。

[コールを代替番号に接続しないよ
うにする猶予時間:秒（If the
alternate number answers within …
seconds]

この代替番号に関連付ける回線のチェックボックスをオン

にします。

[回線の関連付け情報（Line
Association Information）]

Self-Care ユーザ移行スクリプト
SelfCareMigrationUtilityは、移行中または CLIから移行後に起動できます。このツールは、
CreateSelfCareAccountsルールおよびDefaultCUPMPasswordルールセットを持つドメイン内のすべ
てのユーザを処理します。

このツールは /opt/cupm/sep/ipt/binから CLIを経由して実行できます。また、実行はグローバル
（全ドメイン対象）でも単一ドメインでも可能です。

スクリプトを実行するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 /opt/cupm/sep/ipt/binへ移動します。

ステップ 2 次を実行します。./SelfCareMigrationUtility.sh ALL ENABLE

• ALL：すべてのドメインを示します。

• ENABLE：指定したドメインの全ユーザに対するセルフケアを有効にします。

セルフケアオプションを無効にするには、次の手順を実行します。

./SelfCareMigraionUtility.sh ALL DISABLE
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スクリプトはドメインレベルでも実行できます。これを実行するには、次の手順を実行し

ます。

./SelfCareMigrationUtility.sh DOMAIN NAME [ENABLE | DISABLE]

移行の詳細については、『Cisco Prime Collaboration Upgrade and Migration Guide』を参照してくだ
さい。
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第 11 章

オーダーの管理

• オーダーの概要, 244 ページ

• サポートされる Cisco Unityサービス, 245 ページ

• ユーザのサービスのオーダー, 247 ページ

• コールプロセッサに対する回線とエンドユーザの関連付け, 269 ページ

• 共有エンドポイントと共有回線のオーダー, 271 ページ

• エンドポイントのない回線のオーダー, 275 ページ

• ボイスメールサービスのオーダー, 275 ページ

• プレゼンスサービスのオーダー, 291 ページ

• ユーザへのユーザプロファイルの関連付け, 295 ページ

• ユーザが関連付けられていないエンドポイントの管理, 296 ページ

• 既存のエンドポイントの交換, 297 ページ

• エンドポイントのオーナーの変更, 298 ページ

• 回線情報の変更, 299 ページ

• ボイスメールアカウントのロック解除, 300 ページ

• オーダーの検索, 301 ページ

• オーダーの処理, 301 ページ

• ワークオーダーの状態, 306 ページ

• 電子メール通知, 306 ページ
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オーダーの概要
個々のサービスまたはバンドルサービスをプロビジョニングできます。オーダー権限ロールを持

つユーザ（表 41：権限ロールの説明, （223ページ）を参照）は、自分のオーダーや他のユーザ
のオーダーを追加、変更、キャンセルできます。

Cisco Prime Collaboration Provisioningに含まれる自動化エンジンは、Cisco Prime Collaboration
Provisioningの設定方法に基づくサービスアクティベーションやビジネスフローなど、オーダー
処理を実行します。オーダー処理には、承認、割り当て、出荷、受領など、複数のワークフロー

が関連しています（詳細については図3：オーダーの処理,（244ページ）を参照してください）。
個々のワークフローアクティビティを有効または無効にして、ドメインごとに異なるプロビジョ

ニングユーザロールに割り当てることができます（オーダーロールについては表 41：権限ロー
ルの説明, （223ページ）を参照してください）。アクティビティのいずれかが有効になってい
る場合は、割り当てられたプロビジョニングユーザが適切なアクションを実行するまでオーダー

処理が停止します。そのアクションが確認されると、処理が続行され、無効になっているアク

ティビティが Cisco Prime Collaboration Provisioningによって自動的に確認されます。

図 3：オーダーの処理

オーダーのプロビジョニングに要する時間は場合によって異なります。オーダーが正常に完了し

たかどうかを確認するには、当該ユーザのユーザレコードにアクセスします（[展開（Deploy）]
> [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します）。 [ユーザレコードオプション
（User Record Options）]ペインにサービスが一覧表示され、[View Orders]セクションにサービス
のステータスが [完了（Complete）]と表示されます。また、オーダー番号によるオーダーの検索
も実行できます。

システムが長時間アイドル状態になると、最初のオーダーが作成されるまでに通常よりも時間

がかかることがあります。

（注）

オーダーを作成する際は、次の点に注意してください。

•メッセージプロセッサ（Cisco Unity、Cisco Unity Connection、Cisco Unity Express）でサービ
スをオーダーしている場合、どのサービスも利用できません。これは、プロセッサがすべて

のサービスをサポートしているわけではないからです。サポートされる Cisco Unityサービ
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ス, （245ページ）には、Cisco Unityプロセッサでオーダー可能またはオーダー不可の音声
サービスの一覧が示されています。

• CiscoUnified CommunicationsManager ExpressまたはCiscoUnity Expressでサービスをオーダー
している場合、Cisco IOS CLIコマンドの入力（[詳細オーダー設定（Advanced Order
Configuration）]ペインでのプロビジョニング属性の設定）は、慎重に行ってください。設定
できる内容は、自分の権限ロールによって制限されません。

•属性の中には、特定のプロトコルの特定のエンドポイントタイプでサポートされないものが
あります。エンドポイントのオーダーを作成する際は、選択したエンドポイントタイプとプ

ロトコルでサポートされる属性の値だけを設定してください。これに従わないと、サービス

を正常にプロビジョニングできません。

• Cisco Prime Collaboration Provisioningは、Cisco Unified Communications Managerのインターコ
ムコーリングサーチスペースやインターコムルートパーティションなど、サポートされて

いないインフラストラクチャオブジェクトを同期させます。これらのサポートされないオ

ブジェクトをプロビジョニングサービスで使用すると、エラーが発生します。

• Enable Voice Gateway機能のプロパティを「N」に設定すると、[Order Entry]画面にアナログ
エンドポイントが表示されます。プロパティを「Y」に設定した場合、この画面にアナログ
エンドポイントは表示されません。

•アナログエンドポイントをオーダーするには、[サービスエリアの設定（Service Area
Configuration）]画面のサービスエリアに [音声ゲートウェイ参照（VoiceGatewayReferences）]
を追加する必要があります。

サポートされる Cisco Unity サービス
次の表に、Cisco Unityによってサポートされる製品とサービスを示します。

表 47：サポートされる Cisco Unity 製品およびサービス

サービスメッセージプロセッサ
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オーダー可能なもの：

• [ボイスメールおよび電子メール（Voicemail
and Email）]（バンドル）

• [ユニファイドメッセージング（Unified
Messaging）]

• [ユニファイドメッセージングサービス
（Unified Messaging Service）]

• [メッセージングサービス（Messaging
Service）]

オーダー不可能なもの：

• [ボイスメール（Voicemail）]または [電子
メール（Email）]

• [拡張エンドポイントサービス（Enhanced
Endpoint Service）]

Cisco Unity

オーダー可能なもの：

• [ボイスメールおよび電子メール（Voicemail
and Email）]（バンドル）

• [ボイスメール（Voicemail）]または [電子
メール（Email）]

• [拡張エンドポイントサービス（Enhanced
Endpoint Service）]

• [ユニファイドメッセージング（Unified
Messaging）]

• [ユニファイドメッセージングサービス
（Unified Messaging Service）]

• [メッセージングサービス（Messaging
Service）]

Cisco Unity Connection
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オーダー可能なもの：

• [拡張エンドポイントサービス（Enhanced
Endpoint Service）]

• [ボイスメール（Voicemail）]

オーダー不可能なもの：

• [ユニファイドメッセージングサービス
（Unified Messaging Service）]

• [メッセージングサービス（Messaging
Service）]

• [ボイスメールおよび電子メール（Voicemail
and Email）]（バンドル）

• [ユニファイドメッセージング（Unified
Messaging）]

• [電子メール（Email）]（個別）

Cisco Unity Express

ユーザのサービスのオーダー
すべてのサービスのオーダー作成は同じ基本手順に従います。

ユーザは必ずしもすべてのサービスにアクセスできるわけではありません。特定のユーザレコー

ドに表示されるサービスのリストは、次の項目によって異なります。

•ユーザに割り当てられているユーザ権限、およびユーザが利用できるドメインとサービスエ
リア。

•サービスエリア内で配信をサポートするリソースを利用できるかどうか（たとえば、Unified
Messagingを提供するには、Cisco Unityまたは Cisco Unity Connectionシステムを利用できる
必要があります）。

• Provisioningシステムの設定。

サービスの依存関係は次のとおりです。

•回線には既存のエンドポイントが必要です。

•ボイスメールおよび電子メールには既存の回線が必要です。

•ユニファイドメッセージングには電子メールが必要です。

•エクステンションモビリティ回線にはエクステンションモビリティアクセスが必要で
す。
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ユーザのサービスをオーダーするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]ページで、ユーザを選択します。

ステップ 3 [ユーザサービスの詳細（User Service Details）]ページで [新規サービス（New Service）]をクリッ
クします。

ステップ 4 ドロップダウンリストからサービスエリアを選択します。マウスポインタを [クイックビュー
（Quick View）]アイコンの上に置くと、ドロップダウンリストにサービスエリアの情報が表示
されます。

ステップ 5 [続行（Continue）]をクリックします。
プロビジョニング可能なすべてのサービスが表示されます。表48：Provisioningのサービス,（250
ページ）を参照してください。

ステップ 6 プロビジョニングするサービスを選択し、[続行（Continue）]をクリックします。
ユーザのリストにエンドポイントが表示されない場合は、指定したユーザのユーザ権限

をエンドポイントに関連付ける必要があります。ユーザ権限をエンドポイントに関連

付ける方法については、ユーザ権限の追加, （64ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 7 [サービスのプロビジョニング（Service Provisioning）]ページで、[オーダー入力（Order Entry）]
ウィザードに従ってサービスの必要情報を入力します（必須フィールドの詳細については、表

49：[オーダーエントリ（Order Entry）]のフィールド, （261ページ）を参照してください）。
オーダーを作成する際は、次の点に注意してください。

• [<サービスタイプ>情報（<Service Type> Information）]および [詳細オーダー設定（Advanced
Order Configuration）]ペインには、選択したサービスの仕様が表示されます。

• [詳細オーダー（AdvancedOrder）]または [管理者（Administrator）]承認権限が割り当てられ
ているユーザは、[詳細オーダー設定（AdvancedOrderConfiguration）]ペインにアクセス可能
です。ただし、[詳細オーダー設定（AdvancedOrderConfiguration）]を使用しなくても、オー
ダーを完了したりエンドポイントをプロビジョニングしたりすることができます。プロビ

ジョニング属性の詳細については、プロビジョニング属性,（333ページ）を参照してくださ
い。

Cisco Unified Communications Manager内で数値が指定されているプロビジョニング
属性の値の設定をクリアするには、値として 0を入力する必要があります。値を
指定せずにフィールドを空白のままにしても、プロビジョニング属性の値はクリア

できません。

（注）

•サービステンプレートを選択する場合、キーワードの基本情報属性はユーザ情報に自動的に
置き換えられます。また、サービスのオーダープロセスでキーワードを入力できます。詳

細については、サービステンプレートの作成, （68ページ）を参照してください。

ステップ 8 [続行（Continue）]をクリックしてオーダーを作成します。

ステップ 9 [確認（Confirm）]をクリックして [OK]をクリックします。 [サービスの詳細（Service Details）]
ページにオーダー番号を表示できます。 [プロビジョニング履歴（ProvisioningHistory）]ペインを
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チェックして、オーダーステータスを確認します。特定のオーダーを検索するには、オーダーの

検索, （301ページ）を参照してください。
グローバル検索オプション（ホームページの右隅にある検索）を使用して、ユーザ IDと姓、MAC
アドレス、電話番号を検索できます。

•ユーザ IDと姓の検索では、英数字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、ハイフン（-）、下線（_）、
ドット（.）、アットマーク（@）、スペース、アポストロフィを使用できます（例：
AASJKUser006、AAS*、AA*、*SJKUser006、3242#@!#########&@!*@(3)、
AANewRDUser00*）。

• MACアドレスの検索では、英数字（A～ Z、 a～ z、0～ 9）、ダッシュ（-）、ピリオド
（.）、アンダースコア（_）を使用できます（例：0024C444C3C6、0024*、*24）

• [電話番号（DirectoryNumber）]検索では、英数字、ピリオド、アンダースコアを使用できま
せん。電話番号では、+、?、()、-などの特殊文字を使用できます（例：+0000057、\+0000*、
\+*、*0000*、*57）。

（注） •グローバル検索オプションでMACアドレスを使用して電話番号を検索する場合
は、xxxxxxxxxxxxの形式を使用します。

•検索結果をより速く取得するため、検索文字列には最低3文字を入力することをお
勧めします。

オーダーしたサービスのプロビジョニング属性を表示するには、[サービスの詳細（ServiceDetails）]
ページで目的のサービスをポイントし、[操作（Actions）]リストの [表示（View）]をクリックし
ます。

オーダーしたサービスにユーザのメモを追加するには、[サービスの詳細（Service Details）]ペー
ジで目的のサービスをポイントし、[操作（Actions）]リストの [ユーザのメモ（UserNotes）]をク
リックします。

作成したサービスのテンプレートを作成するには、クイックビューから [テンプレートの作成
（Create Template）]をクリックします。必要な詳細を入力して [テンプレートの作成（Create
Template）]をクリックします。すべての値が入力された、サービスのテンプレートが作成されま
す。

多数のサービスを展開している場合は、それらのアクティビティを 1つのアクティビティにまと
めることができます。 Cisco Prime Collaboration Provisioningのバッチプロビジョニング機能を使
用すると、複数のタイプのオーダーを含む単一のバッチを作成できます。また、種類が異なる複

数のサービスを 1つのバッチ操作で処理することもできます。

バッチプロジェクトを設定するには、[展開（Deploy）] > [バッチプロビジョニング（Batch
Provisioning）]を選択します。

•バッチプロビジョニングの詳細については、バッチプロビジョニング, （154ページ）を参
照してください。
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サービスのプロビジョニング中に [セキュリティプロファイル（Security Profile）]のプロビ
ジョニング属性を選択してエラーが発生した場合は、オーダーが正常に完了するように [保護
デバイス（Protected Device）]オプションのチェックボックスをオフにします。クラスタとデ
バイスのセキュリティモードが Cisco Unified Communications Managerのクラスタ用に適切に
設定されていることを確認します。 Cisco Unified Communications Managerのセキュリティパ
ラメータの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager SecurityGuide』の「Cluster
and Security Modes」の項を参照してください。

（注）

表 48：Provisioning のサービス

説明サービス

現在選択されているコールプロセッサで、選択されているユーザの

モビリティを有効にします。デフォルトのパラメータを使用してオー

ダーする場合は、次のプロビジョニング属性が使用されます。

• [モビリティの有効化（Enable Mobility）]：[はい（True）]

• [モバイルボイスアクセスの有効化（Enable Mobile Voice
Access）]：[はい（True）]

• [最大デスクピックアップ待機時間（Max Desk Pickup Wait
Time）]：1000ミリ秒

• [リモート接続先の制限（Remote Destination Limit）]：4

• [プライマリユーザデバイス（Primary User Device）]

このサービスは Cisco Unified Communications Manager 6.0.x以降だけ
で利用できます。

[モビリティサポートの有
効化（Enable Mobility
Support）]

コールプロセッサでユーザの Presence Serverライセンスを有効にし
て、プレゼンスメッセージングを更新できるようにします。このオ

プションは Cisco Unified Communications Manager 8.x以降だけで利用
できます。サービスをユーザ権限に関連付けるまで、このオーダー

向けサービスは表示できません（ユーザ権限の追加, （64ページ）
を参照）。

[プレゼンスを有効にする
（Enable Presence）]
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コールプロセッサでユーザのUnified Personal Communicatorライセン
スを有効にして、Cisco Unified Personal Communicatorを使用できるよ
うにします。これは、[プレゼンスクライアントを有効にする（Enable
Presence Client）]および [クライアントユーザ設定（Client User
Settings）]のバンドルです。
[プレゼンスクライアントを有効にする（Enable Presence Client）]は
Cisco Unified Communications Manager 8.x以降だけで利用できます。
このサービスは、[プレゼンスを有効にする（EnablePresence）]をオー
ダーする場合にのみ利用できます。

サービスをユーザ権限に関連付けるまで、このオーダー向けサービス

は表示できません（ユーザ権限の追加, （64ページ）を参照）。

[プレゼンスクライアント
を有効にする（Enable
Presence Client）]

選択したコールプロセッサの選択したユーザ向けのエクステンショ

ンモビリティデバイスプロファイル、回線、ボイスメールを含みま

す。

このバンドルでは、エクステンションモビリティ、回線、ボイスー

ルなどの標準プロビジョニングサービスを 1つのオーダーで作成で
きます。サービスをユーザ権限に関連付けるまで、このオーダー向

けサービスは表示できません（ユーザ権限の追加, （64ページ）を
参照）。

[拡張モビリティサービス
（Enhanced Mobility
Service）]

選択したコールプロセッサの選択したユーザ向けのエクステンショ

ンモビリティデバイスプロファイル、回線、ボイスメール、電子

メール、ユニファイドメッセージングを含みます。

サービスをユーザ権限に関連付けるまで、このオーダー向けサービス

は表示できません（ユーザ権限の追加, （64ページ）を参照）。

[拡張モビリティサービス
とユニファイドメッセー

ジング（EnhancedMobility
Service with Unified
Messaging）]

ユニファイドプレゼンスプロセッサでUnified Personal Communicator
のユーザ設定を有効にします。 [クライアントユーザ設定（ClientUser
Settings）]は、[クライアントサービスの有効化（Enable Client
Service）]または [プレゼンスサービス（Presence Service）]などのバ
ンドルサービスを通じてのみオーダーできます。

サービスをユーザ権限に関連付けるまで、このオーダー向けサービス

は表示できません（ユーザ権限の追加, （64ページ）を参照）。

[クライアントユーザ設定
（Client User Settings）]
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•パーソナルコンピュータと物理エンドポイントの併用（両方が
同時に鳴ります）、または CTIポート（Cisco Unified
Communications Managerで定義されている仮想電話）の使用を
有効化します。

• Cisco Unified Communications Manager Expressではサポートされ
ません。また、Cisco Unified Communications Manager Expressを
ベースとしたコールプロセッサからオーダーする場合もサポー

トされません。

•使用可能なすべてのコールプロセッサがすでに SoftPhoneをサ
ポートしている場合は、サービスリストに表示されません。使

用可能な特定のコールプロセッサに対して有効なサービスエリ

アのリストが表示されます。

•オーダー時に、ユーザのコンピュータのサーバ名または IPアド
レスを [関連付けられたPC（Associated PC）]フィールドに指定
します。

•サービスエリアに基づいてこのサービスを有効にできるのは、
複数のサービスエリアが関連付けられていてもUnified CMごと
に 1回限りです。

• CTIポートを使用する Cisco SoftPhoneだけに適用されます。
Cisco IP Communicatorは Cisco Unified Communications Manager
との通信にCTIポートを使用しませんが、MACアドレスを持つ
物理エンドポイントとして機能します。 Cisco IP Communicator
をオーダーするには、物理エンドポイントをオーダーし、Cisco
IPCommunicatorをエンドポイントタイプとして選択する必要が
あります。

• Cisco Jabber for Desktopが Cisco Jabber for Desktopクライアント
上のデスクトップ電話として機能するために必要です。

[SoftPhoneサポートを有効
にする（Enable SoftPhone
Support）]
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エンドポイント、回線、ボイスメールを含みます。回線はオーダー

したエンドポイントに自動的に関連付けられ、ボイスメールは自動的

に回線に関連付けられます。

Cisco Unified Communications Manager Expressで [拡張エンドポイント
サービス（Enhanced Endpoint Service）]のオーダーを作成する際は、
コール転送プロビジョニング属性を入力する必要があります。オー

ダーの入力時に、[詳細オーダー設定（AdvancedOrderConfiguration）]
をクリックし、[ボイスメール設定テンプレート（Voicemail
Configuration Template）]プロビジョニング属性で次のコマンドを入
力します：call-forward busy <voice mail port/dn> call-forward

noan <voice mail port/dn> timeout <seconds>。Cisco Unity Express
のサービスエリアでは、[ボイスメール表示名（Voice Mail Display
Name）]フィールドに英数字のみを入力します。それ以外のタイプ
の文字を使用した場合、ユーザのオーダーは失敗します。

Cisco Unity Expressのサービスエリアでは、インフラストラクチャま
たはユーザの同期中にオーダーを追加、変更、またはキャンセルする

ことはできません。

[拡張エンドポイントサー
ビス（Enhanced Endpoint
Service）]
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ユーザが特定のエンドポイントタイプにログインして、自分のエン

ドポイントのデバイスプロファイルを適用できるようにします。こ

のサービスは単独で使用できるか、または回線にバンドルされていま

す。

Cisco Prime Collaboration Provisioningにコールプロセッサを追加する
ときに、コールプロセッサに対してオプションのエクステンション

モビリティの詳細を入力した場合にのみ、オーダーに対して [エクス
テンションモビリティ（Extension Mobility）]を使用できます。

SIP電話がサポートされているサービスエリアで [エクステンション
モビリティアクセス（Extension Mobility Access）]のオーダーを作成
する際は、7911、7941、7942、7945、7961、7962、7965、7970、7971、
または 7975の Cisco Unified IP Phoneの場合にだけ、電話ボタンテン
プレートを選択します。

選択した電話ボタンテンプレートでエクステンションモビリティが

サポートされていない場合は、オーダーが失敗します。

また、[iPhone用エクステンションモビリティアクセス（Extension
MobilityAccess for iPhones）]をオーダーする際、次の属性にデフォル
ト値を使用すると、オーダーが失敗する場合があります。

• [DNDオプション（DND Option）]

• [DND着信呼警告（DND Incoming Call Alert）]（設定専用属性）

• [MLPP通知（MLPP Indication）]

[iPhone用エクステンションモビリティアクセス（Extension Mobility
Access for iPhones）]をオーダーする際は、これらの属性に次の値を
使用してサービステンプレートを作成し、オーダーの作成中にテン

プレートを適用することをお勧めします。

• [DNDオプション（DND Option）] - [コール拒否（Call Reject）]

• [DND着信呼警告（DND IncomingCall Alert）] - [無効（Disable）]

• [MLPP通知（MLPP Indication）] - [オフ（Off）]

[エクステンションモビリ
ティアクセス（Extension
Mobility Access）]または
[回線でのエクステンショ
ンモビリティアクセス

（Extension Mobility
Access with Line）]

CiscoUnifiedCommunicationsManagerで、デバイスプロファイルに対
してオーダーされたディレクトリ番号または回線です。ユーザがす

でに [エクステンションモビリティアクセス（Extension Mobility
Access）]を所有している場合にアップグレードとしてオーダーでき
ます。

[エクステンションモビリ
ティ回線（Extension
Mobility Line）]
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Jabberサービスをオーダーできます。 [Cisco Jabberサービス（Cisco
Jabber Service）]は、Cisco Jabber for Tablet、Cisco Jabber for Desktop、
Cisco Jabber for Android、Cisco Jabber for BlackBerry、Cisco Jabber for
iPhoneに対してオーダー可能です。 [Cisco Jabberサービス（Cisco
Jabber Service）]をオーダーページで表示するには、ユーザ権限タイ
プとして少なくとも [従業員（Employee）]が必要です。
Prime Collaboration 9.0から Prime Collaboration 9.5バージョンにアップ
グレードしている場合は、このサービスをユーザ権限に関連付けるま

でオーダー用として表示されません。（ユーザ権限の追加,（64ペー
ジ）を参照。）

[選択したサービスに回線をプロビジョニングする（Provision
Line for Selected Services）]チェックボックスをオンにし
て、選択したCisco Jabberサービスに共有回線をプロビジョ
ニングします。

（注）

[Cisco Jabberサービス
（Cisco Jabber Service）]

[回線（Line）]サービスはエンドポイントの有無に関わらず、ユーザ
に対してプロビジョニング可能です。新しい [回線（Line）]サービ
スのプロビジョニングでは、出荷、割り当て、受領、または追跡（返

品用）の手順は必要ありません。

[回線（Line）]サービスの横にある [アップグレード（Upgrade）]の
指示は、既存のエンドポイント用に [回線（Line）]がオーダーされる
ことを示します。

コールプロセッサでは、回線の表示が 30文字を超えることはできま
せん。名と姓を組み合わせた文字が 30文字を超えないようにしてく
ださい。この上限を超えた状態でオーダーを作成した場合、コール

プロセッサからエラーが送信されます。

[回線（Line）]サービスのエンドユーザの関連付けは自動的にプロビ
ジョニングされます。詳細については、ユーザ権限の追加,（64ペー
ジ）を参照してください。

[回線（Line）]

共有[共有エンドポイントの回線（Line on a Shared Endpoint）]は、
ユーザが同じ物理エンドポイントで独自の別回線を必要としている場

合にオーダーします。このサービスをプロビジョニングすると、エ

ンドポイントとそのすべての回線が各ユーザのレコードに表示されま

す。

ユーザレコード内で共有されているエンドポイントの横に、[共有
（Shared）]アイコンが表示されます。

[共有エンドポイントの回
線（Line on a Shared
Endpoint）]

エンドポイント、回線、ボイスメール、電子メールで構成されます。[メッセージングサービス
（Messaging Service）]
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関連付けられた回線または電話番号のないエンドポイントをオーダー

します。回線または電話番号に関連付けることはできません。

SIPフォンでは、7911、7941、7942、7945、7961、7962、7965、7970、
7971、7975の Unified IP Phoneに対してのみ [エクステンションモビ
リティ（ExtensionMobility）]を有効にするため、[はい（Yes）]を選
択します。 [エクステンションモビリティ（ExtensionMobility）]は、
他の SIP電話ではサポートされていません。

エンドポイント名のガイドラインは次のとおりです。

• Unified Personal Communicator：

◦ユーザ名と一致している必要があります（UPCでは、オー
ダーがプロビジョニングされた後に自動的にエンドポイン

ト名に追加されます）。

◦大文字（A～ Z）または数字（0～ 9）を含める必要があり
ます。他の文字は無視されます。

◦ UPCの後に 12文字を追加することができます。

たとえば、ユーザ名が john_jacksonの場合は、
JOHNJACKSONと入力します。

• Cisco Jabber for iPhone：

◦プレフィックス TCTを含める必要があります（これを入
力しない場合は、Cisco Prime Collaboration Provisioningに
よって自動的に追加されます）。

◦プレフィックスを含んで 15文字未満にする必要がありま
す。

◦含めることができるのは英数字（A～Z、a～ z、0～ 9）だ
けです。Cisco PrimeCollaboration Provisioningは、エンドポ
イントに情報をプッシュする前に小文字を大文字に変換し

ます。

• CTIポート：1～ 15文字の英数字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、
アンダースコア（_）、ハイフン（-）、またはピリオド（.）を
含める必要があります。

• IP Communicator：1～ 15文字の英数字（A～ Z、a～ z、0～
9）、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、またはピリオド
（.）を含める必要があります。

Cisco Services Framework：1～ 15文字の英数字（A～ Z、a～ z、0～
9）を含める必要があります。

エンドポイント属性は、選択したエンドポイントタイプで

サポートされる機能に基づいて表示されます。

（注）

[エンドポイント
（Endpoint）]
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新しいエンドポイントと回線を追加します。

[エンドポイントサービス（Endpoint Service）]をオーダーする場合、
回線の最大数は電話タイプの電話ボタンテンプレートによって異な

ります（電話ボタンテンプレートが使用可能な場合）。CiscoUnified
Communications Manager Expressでは電話ボタンテンプレートを使用
できないため、回線の最大数は各エンドポイントタイプの製品カタ

ログで定義されます。

Cisco Unified Communications Manager Expressのエンドポイントサー
ビスオーダーを作成する際は、Cisco Prime Collaboration Provisioning
が常に二重回線で ephone-dnをプロビジョニングすることに注意して
ください。

• Cisco Prime Collaboration Provisioningは、常に二重回線で ephone
dnをプロビジョニングします。

•ユーザの同期中、Cisco Prime Collaboration Provisioningは、単一
回線、二重回線、および八重回線ですべての ephone-dnを同期さ
せます。

•エンドポイントには孤立した ephone-dn（ephoneによって使用さ
れていない ephone-dn、または ephoneに関連付けられていない
ephone-dn）を持たせないでください。

エンドポイント属性は、選択したエンドポイントタイプで

サポートされる機能に基づいて表示されます。

（注）

[エンドポイントサービス
（Endpoint Service）]

ユーザ用の [リモート接続先プロファイル（RemoteDestinationProfile）]
をオーダーしてユーザの属性を設定し、シングルナンバーリーチ

（SNR）をサポートする [リモート接続先プロファイル回線（Remote
Destination Profile Line）]を選択または設定できるようにします。
[リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]では、
オーナーの変更と交換の操作がサポートされません。

サービスをユーザ権限に関連付けるまで、このオーダー向けサービス

は表示できません（ユーザ権限の追加, （64ページ）を参照）。

[リモート接続先プロファ
イル（Remote Destination
Profile）]
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1つの [リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]
で、無制限の [リモート接続先プロファイル回線（Remote Destination
ProfileLine）]をオーダーします。 [リモート接続先プロファイル回線
（Remote Destination Profile Line）]は、回線の自動割り当てまたは選
択されたタイプをサポートします。

ユーザ間で [リモート接続先プロファイル回線（Remote Destination
ProfileLine）]を共有でき、同じ接続先を [リモート接続先プロファイ
ル（RemoteDestinationProfile）]、[回線（Line）]、および [モビリティ
アクセス回線の有効化（Enable Mobility Access Line）]で共有できま
す。この場合、回線のすべてのタイプが共有回線として表示されま

す。

[リモート接続先プロファイル（RemoteDestinationProfile）]では、[回
線（Line）]サービスでオーダーするように[ボイスメール（Voice
Mail）]または [エクステンションモビリティ（Extension Mobility）]
をオーダーできます。

[リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]のオー
ダーは、ユーザ権限では可能ですが、疑似ユーザでは実行できませ

ん。

サービスをユーザ権限に関連付けるまで、このオーダー向けサービス

は表示できません（ユーザ権限の追加, （64ページ）を参照）。

[リモート接続先プロファ
イル回線（Remote
Destination Profile Line）]

このコールプロセッサを共有するためにすべてのサービスエリアの

[リモート接続先プロファイル（RemoteDestinationProfile）]サービス
を有効にします。また、[リモート接続先プロファイル回線（Remote
Destination Profile Line）]を追加します。

[リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]のオー
ダーは、ユーザ権限では可能ですが、疑似ユーザでは実行できませ

ん。

サービスをユーザ権限に関連付けるまで、このオーダー向けサービス

は表示できません（ユーザ権限の追加, （64ページ）を参照）。

[リモート接続先プロファ
イルサービス（Remote
Destination Profile
Service）]
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[モビリティの有効化（Enable Mobility）]、モビリティの有効化、お
よび [リモート接続先プロファイル回線（Remote Destination Profile
Line）]を設定します。
デスクトップ電話でモビリティを動作させるには、次の手順を実行す

る必要があります。

• [電話（phone）]および [リモート接続先プロファイル（Remote
Destination Profile）]で、[回線（Line）]を共有するように設定
します。

• [リモート接続先（RemoteDestination）]に使用される [ユーザID
（User ID）]を [オーナー（Owner）]に設定します。

• Cisco Unified Communications Managerでソフトキーテンプレー
トを作成して、これをデスクトップ電話に割り当てます。Cisco
PrimeCollaboration Provisioningでは、ソフトキーのカスタマイズ
はサポートされていません。CiscoUnifiedCommunicationsManager
で、テンプレートをカスタマイズする必要があります。

サービスをユーザ権限に関連付けるまで、このオーダー向けサービス

は表示できません（ユーザ権限の追加, （64ページ）を参照）。

ユーザに対してモビリティサポートの有効化（Enable
Mobility Support）サービスをオーダー済みの場合は、その
ユーザに対してシングルナンバーリーチ（Single Number
Reach）サービスをオーダーできません（[ユーザプロビジョ
ニング（User Provisioning）]ページでは、そのユーザに対
して [シングルナンバーリーチサービス（Single Number
Reach Service）]オプションが表示されません）。

（注）

[シングルナンバーリーチ
サービス（Single Number
Reach Service）]

すでに電子メールとボイスメールを所有している場合は、[ユニファ
イドメッセージング（Unified Messaging）]機能を追加するオーダー
を作成できます。 [ユニファイドメッセージング（UnifiedMessaging）]
機能により、ボイスメールからの電子メールの取得と、電子メールか

らのボイスメールの取得が可能になります。

Cisco Unityでは、テキスト/スピーチ（TTS）機能を有効化すること
になります。 Cisco Unity Connectionでは、TTS機能と Internet Mail
Access Protocol（IMAP）機能を有効化することになります。

[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]サービスの横に
ある [アップグレード（Upgrade）]の指示は、[ユニファイドメッセー
ジング（Unified Messaging）]機能を含めるように既存の電子メール
とボイスメールがアップグレードされることを示します。

[ユニファイドメッセージ
ング（Unified
Messaging）]
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[ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Service）]
のオーダーには、回線、エンドポイント、ボイスメール、電子メー

ル、ユニファイドメッセージングサービスが含まれます。

ユーザが利用できるサービスのリストは、ユーザ権限と Provisioning
のシステム設定に基づきます。必要なサービスを含めるようにこの

リストを変更する場合は、Provisioningの管理者に問い合わせてくだ
さい。

[ユニファイドメッセージ
ングサービス（Unified
Messaging Service）] 2

コールプロセッサでユーザのプレゼンスサービス設定を有効にする

ことで、プレゼンスメッセージングを有効にします。

[ユーザサービス（User Services）]を設定するには、次の手順を実行
します。

1 Provisioningにプレゼンスサーバを追加し、インフラストラクチャ
の同期を実行します。

2 オーダーに使用するサービスエリアにプレゼンスサーバを追加し

ます。

[ユーザサービス（User Services）]は Cisco Unified
Communications Manager 9.xで利用できます。

（注）

Cisco Unified Communications Manager 10.0以上では、[ユー
ザサービス（User Services）]はオーダー可能なサービスと
して使用できなくなります。サービスのオーダーを作成す

るとデフォルトで追加されます。

（注）

[ユーザサービス（User
Services）]

ユーザがすでに回線を所有している場合は、追加の [ボイスメールお
よび電子メール（Voicemail and Email）]サービスのオーダーを作成
します。

[ボイスメールおよび電子メール（Voicemail and Email）]サービスの
横にある [アップグレード（Upgrade）]の指示は、ボイスメールと電
子メールを含めるように [回線（Line）]サービスがアップグレードさ
れることを示します。

Cisco Unified Communications Manager Expressでボイスメールのオー
ダーを作成する際は、コール転送プロビジョニング属性を入力する必

要があります。オーダーを入力する際に、[詳細オーダー設定
（Advanced Order Configuration）]をクリックし、[ボイスメール設定
テンプレート（Voicemail Configuration Template）]プロビジョニング
属性で、次のコマンドを入力します：call-call-forward busy <voice

mail port/dn> forward noan <voice mail port/dn> timeout <seconds>

[ボイスメールおよび電子
メール（Voicemail and
Email）]（バンドル）
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ユーザがすでに回線を所有している場合は、追加の [ボイスメール
（Voicemail）]サービスのオーダーを作成します。
[ボイスメール（Voicemail）]サービスの横にある [アップグレード
（Upgrade）]の指示は、ボイスメールを含めるように [回線（Line）]
サービスがアップグレードされることを示します。

Cisco Unified Communications Manager Expressでボイスメールのオー
ダーを作成する際は、コール転送プロビジョニング属性を入力する必

要があります。オーダーを入力する際に、[詳細オーダー設定
（Advanced Order Configuration）]をクリックし、[ボイスメール設定
テンプレート（Voicemail Configuration Template）]プロビジョニング
属性で、次のコマンドを入力します：call-forward busy <voice mail

port/dn> call-forward noan <voice mail port/dn> timeout <seconds>

[ボイスメール
（Voicemail）]（個別）

ユーザがすでに回線を所有している場合は、追加の [電子メール
（Email）]サービスのオーダーを作成します。
[電子メール（Email）]サービスの横にある [アップグレード
（Upgrade）]の指示は、電子メールを含めるように [回線（Line）]
サービスがアップグレードされることを示します。

[電子メール（Email）]
（個別）

3

2 Cisco Unityの [電子メール（Email）]または [ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Service）]
をオーダーした後、[ユーザレコード詳細（User Record Details）]ページの電子メールアドレスに完全なドメイン
情報が付加されるまでには初期遅延があります。完全な電子メールアドレスを表示するには、オーダー後にユー

ザの同期およびドメインの同期を実行する必要があります。

3 Cisco Unityの [電子メール（Email）]または [ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Service）]
をオーダーした後、[ユーザレコード詳細（User Record Details）]ページの電子メールアドレスに完全なドメイン
情報が付加されるまでには初期遅延があります。完全な電子メールアドレスを表示するには、オーダー後にユー

ザの同期およびドメインの同期を実行する必要があります。

表 49：[オーダーエントリ（Order Entry）] のフィールド

説明GUI要素

SoftPhoneのサポートで使用するコンピュータの名前（DNSによる解決
が可能なもの）または IPアドレスです。

[関連付けられたPC
（Associated PC）]

電子メール IDを入力します。スペースを含めることはできません。[電子メールID（Email
ID）]

電子メールの [差出人（From）]フィールドで使用する名前を入力しま
す。

[表示名（Display
Name）]（電子メー
ル）
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[はい（Yes）]または [いいえ（No）]を選択します。[エクステンションモビ
リティの有効化

（Enable Extension
Mobility）]

次のいずれかを選択します。[自動割り当て回線（Auto-AssignedLine）]：
システムが自動的に電話番号を割り当てます。

[選択した回線（Chosen Line）]：ユーザが電話番号を指定します。電話
番号にダッシュやスペースを含めることはできません。

[エクステンションモビ
リティ回線（Extension
Mobility Line）]

次のいずれかを選択します。

• [自動割り当て回線（Auto-AssignedLine）]：システムが自動的に電
話番号を割り当てます。

• [選択した回線（ChosenLine）]：ユーザが電話番号を指定します。
電話番号にダッシュやスペースを含めることはできません。

回線が設定された後で、ページ右側の保存アイコンをクリックして設定

を保存します。

選択すると、ページに [詳細オーダー設定（AdvancedOrderConfiguration）]
オプションが表示されます。回線のプロビジョニング属性を設定しま

す。 [回線のコピー（Copy Line）]フィールドから回線を選択して [完了
（Done）]をクリックし、同じエンドポイントで設定した回線のプロビ
ジョニング属性をコピーすることもできます。

[回線タイプ（Line
Type）]
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電話番号をフィールドに直接入力することも、[番号の選択（Select a
Number）]をクリックして電話番号を選択することもできます。

[番号の選択（Select a Number）]ウィンドウで、次のいずれかを行えま
す。

1 [既存ディレクトリ番号を選択（Select an Existing Directory Number）]
ペインで、既に関連付けられている電話番号を選択します。このペ

インは次が表示されます。

•ユーザに関連付けられた予約電話番号。

•ユーザの回線サービスに関連付けられた電話番号。

または

2 [利用可能なディレクトリ番号を検索（Search for anAvailableDirectory
Number）]ドロップダウンで、次から検索条件を選択します。

•個別の番号（どのブロックにも割り当てられていない）：検索
する特定の番号を入力します。

• DNブロック：オーダーが行われる単一または複数のサービス
エリアで設定される電話番号のブロックが表示されます。

[電話番号（Directory Number）]フィールドに入力する番号を選択し
ます。

[電話番号（Directory
Number）]

オーダー処理中は、エンドポイントで使用可能な回線の位置のリスト

ページが表示されます。回線の位置の横には、その回線の位置が使用可

能であるかどうかが示されます。

回線の位置のページでは、次の操作が可能です。

•回線タイプの設定：対象回線の横の [未割り当て（Not Assigned）]
をクリックし、次のページで回線タイプを設定します。回線が設

定された後で、ページの右側の保存アイコンをクリックして設定を

保存します。

•回線の位置の変更：回線の位置の横にある上または下向き矢印キー
を押します。

Cisco Unified Communications Manager Expressまたはエクステンション
モビリティアクセス回線では、回線の位置がサポートされていません。

[回線の位置（Line
Position）]

リストからエンドポイントを選択します。[選択されているエンド
ポイント（Selected
Endpoint）]

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 263

オーダーの管理

ユーザのサービスのオーダー



（オプション）MACアドレスを選択するか、または入力します。アナ
ログエンドポイントの場合は、選択した音声ポートに基づいてMACア
ドレスが生成されます。

[MACアドレス（MAC
Address）]

リストからエンドポイントタイプを選択します。[エンドポイントタイプ
（Endpoint Type）]

プロトコルを選択します。エンドポイントは SCCPと SIPの両方、また
はそのいずれかをサポートします。 [プロビジョニング属性（Provisioning
Attribute）]で設定されたデフォルトのプロトコルでプロビジョニングし
ます。

[プロトコル
（Protocol）]

リストから対象のエンドポイントを選択します。[ターゲットエンドポイ
ント（Target
Endpoint）]

使用可能な電話ボタンテンプレートのリストです。[電話ボタンテンプレー
ト（Phone Button
Template）]

使用可能なサービステンプレートのリストです。[サービステンプレート
（Service Template）]

アナログ音声ゲートウェイ参照を選択します。

ユーザの同期を実行する前に、インフラストラクチャの同期を実行する

必要があります。ユーザの同期において、同期されたアナログエンド

ポイントが IMには存在しない音声ゲートウェイ参照に関連付けられて
いた場合、その音声ポートインスタンスの作成および関連付けはスキッ

プされます。その結果、Cisco Prime Collaboration Provisioningを使用し
てそのアナログエンドポイントを管理できなくなります。

アナログエンドポイントの同期および IMインスタンスの作成は、バー
ジョン 6.x以上のコールプロセッサでのみ実行できます。バージョン
5.x以下のコールプロセッサでは、アナログエンドポイントのインスタ
ンス作成はスキップされます。これは、アナログ音声ゲートウェイが

バージョン 6.x以上のコールプロセッサでのみサポートされるためで
す。

[アナログ音声ゲートウェイ参照（Analog Voice Gateway Reference）]
フィールドは、ゲートウェイの説明と英数字の参照番号を含めるために

拡張されます。音声ゲートウェイのインフラストラクチャサービスの

設定中にゲートウェイの説明が入力されると、その説明が [アナログ音
声ゲートウェイ参照（Analog Voice Gateway Reference）]フィールドに表
示されます。

[アナログ音声ゲート
ウェイ参照（Analog
Voice Gateway
Reference）]

[リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]の名前が表
示されます。

[名前（Name）]
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[リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]の説明が表
示されます。

[説明（Description）]

選択された [リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]
の名前が表示されます。

[選択されているリモー
ト接続先プロファイル

（Selected Remote
Destination Profile）]

使用可能なサービスエリアのリストです。

[サービスエリア（Service Area）]にユニファイドメッセージプロセッ
サとして Unity Connectionが設定されており、Unity Connectionに外部電
子メールサーバがない場合は、Provisioningで [電子メール（Email）]の
オーダーを行う際に、オプションとして [サービスエリア（ServiceArea）]
が表示されません。

[サービスエリア
（Service Area）]

[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]を有効にできる、
使用可能な電子メールのリストです。

[ユニファイドメッセー
ジング（Unified
Messaging）]

Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）電話に使用されます。
このチェックボックスをオンにすると、Provisioningはシステムで一意
のダミーMACアドレスを持つ電話を作成します。
TAPS電話を Cisco Unified Communications Managerでプロビジョニング
し、実際のMACアドレスに更新した後、Provisioningでユーザとドメイ
ンの同期を実行する必要があります。それによって、Provisioning内の
ダミーMACアドレスが実際のMACアドレスに更新されます。

ダミーのエンドポイントがオーダーされた後の変更オーダーやキャンセ

ルオーダーでは、ユーザやドメインの同期は必要ありません。

[ダミーMACアドレス
の使用（Use Dummy
MAC Address）]

ボイスメールのエイリアスを入力します。[ボイスメールエイリア
ス（Voicemail Alias）]

ボイスメールの表示名を入力します。[ボイスメール表示名
（Voicemail Display
Name）]

[アナログ音声ゲートウェイ参照（Analog Voice Gateway Reference）]
フィールドに基づいて、該当する音声ポートが設定されます。占有され

ているポートおよび使用可能なポートのリストを表示できます。オー

ダー用に選択できるのは使用可能なポートだけです。

[Voiceport]
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オーダーしたサービスの使用可能なプロビジョニング属性がリストされ

ます。このページでは、オーダーを作成する際のプロビジョニング属性

を設定できます（プロビジョニング属性の詳細については、サービステ

ンプレートの作成,（68ページ）を参照してください）。 [詳細オーダー
設定（AdvancedOrderConfiguration）]オプションの横のプラス記号（+）
をクリックし、このペインを展開します。

Cisco Unified Communications Manager内で数値が指定されているプロビ
ジョニング属性の値の設定を解除するには、値として 0を入力する必要
があります。値をクリアしただけでは、Cisco Unified Communications
Manager内のプロビジョニング属性は解除されません。

[詳細オーダー設定（Advanced Order Configuration）]は、[詳細オーダー
（Advanced Ordering）]承認権限が割り当てられているユーザだけが使
用できます。

[詳細オーダー設定
（Advanced Order
Configuration）]

予約済みのエンドポイントがリストされている検索ページを開きます。

予約済みのエンドポイントは特定のユーザのために予約されています。

[予約済みのエンドポイ
ントを選択する

（Choose a reserved
endpoint）]
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[エンドポイントのコ
ピー（Copyendpoint）]

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 267

オーダーの管理

ユーザのサービスのオーダー



ユーザ権限でサポートされているシステムのエンドポイントがすべてリ

ストされている検索ページを開きます。エンドポイントをコピーして、

既存のエンドポイントと同じ設定で新しいエンドポイントをプロビジョ

ニングすることができます。

設定をコピーするには、検索ページでエンドポイントを選択して [OK]
をクリックし、エンドポイントの設定を新しいエンドポイントにコピー

することを確認します。

この機能を使用できるのは、[詳細オーダー（Advanced Ordering）]権限
を持つユーザだけです。

グローバルアクセスを行うことができる場合は、エンドポイントが同じ

コールプロセッサに属していれば、管理対象のエンドポイントと管理対

象外のエンドポイントを含めた、ユーザがオーダー可能なすべてのエン

ドポイントをコピーできます。

ドメインアクセスを行うことができる場合は、エンドポイントが同じ

コールプロセッサに属していれば、ユーザがオーダー可能であり、さら

にユーザが管理可能なドメイン内にある管理対象エンドポイントだけを

コピーできます。

これは、各エンドポイントに固有の設定が存在するため、すべての設定

が新しいエンドポイントにコピーされるわけではないからです。次の設

定は新しいエンドポイントにコピーされません。

• [電話番号（Directory Number）]

• [MACアドレス（MAC Address）]

• [エンドポイントの説明（Endpoint Description）]

エンドポイントがコピーされても、サービスは新しいエンドポイントに

コピーされません。たとえば、回線、ボイスメール、電子メールがエン

ドポイントに存在する場合、これらは新しいエンドポイントにコピーさ

れません。さらに、エンドポイントに関連付けられている設定専用の属

性もコピーされません。

[エンドポイントのコピー（Copy endpoint）]を使用してコピーできるの
は、オーダーの作成時に設定されたプロビジョニング属性だけです。

コピーされたエンドポイントの Cisco Unified Communications Managerの
バージョンで属性がサポートされない場合、またはコピーされたエンド

ポイントのタイプで属性がサポートされない場合、その属性は新しいエ

ンドポイントでクリアされます。

アナログ電話のみ、別のアナログ電話にコピーすることができます。 IP
Phoneをアナログ電話にコピーすることはできません。

エンドポイントをコピーする場合、追加オーダー時に設定されたプロビ

ジョニング属性はコピーされるだけです。
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オーダーが完了すると、Cisco Unified Communications Managerで、[共通
設定の上書き（OverridingCommon settings）]チェックボックスがオンに
なります。つまり、新しいエンドポイントのデフォルト属性は変更され

ています。

Cisco Jabberサービスは、Cisco Unified Communications Managerで Jabber
を有効にした場合のみオーダー可能です。 Cisco Unified Communications
Managerの Jabberを有効にするには、[展開（Deploy）] > [ユニファイド
コミュニケーションサービス（Unified communication Services）]を選択
します。

リストから Jabberサービスを選択します。

• Cisco Jabber for Tablet

• Cisco Jabber for iPhone

• Cisco Jabber for Desktop

• Cisco Jabber for Blackberry

• Cisco Jabber for Android

[オーダー可能な Cisco
Jabberサービス
（OrderableCisco Jabber
Services）]

コールプロセッサに対する回線とエンドユーザの関連付

け
Provisioningの次の回線サービスのいずれかをオーダーすると、回線とエンドユーザの関連付けが
自動的に作成されます。

• [回線（Line）]

• [共有エンドポイントの回線（Line on a Shared Endpoint）]

• [エクステンションモビリティ回線（Extension Mobility Line）]

• [リモート接続先プロファイル回線（Remote Destination Profile Line）]

関連付けは、次のルールに基づいて作成されます。

•回線サービスの追加オーダーの場合は、エンドユーザの関連付けが、すべての回線サービス
に対してコールプロセッサ上で自動的にプロビジョニングされます。

•回線サービスの変更オーダーの場合は、関連付けが次のように作成されます。

•ユーザの関連付けが存在しない場合は、オーダーを行ったユーザ IDと回線サービスと
の間で関連付けがプロビジョニングされます。

•ユーザの関連付けが存在していて、オーダーを行ったユーザ IDがすでに関連付けられ
ている場合は、その関連付けが保持されます。
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•ユーザの関連付けが存在していて、オーダーを行ったユーザ IDが関連付けられていな
い場合は、既存のユーザとともにオーダーを行ったユーザに対して、新しい関連付けが

プロビジョニングされます。

•回線サービスのキャンセルオーダーの場合は、サービス自体がデプロビジョニングされてい
るため、ユーザの関連付けもまた Cisco Unified Communications Managerから削除されます。

•エンドポイントオーダーを変更または交換する場合は、エンドポイントのタイプに基づいて
サポートされる値を入力する必要があります。有効な値を入力しないと、オーダーは回復不

能な状態になります。たとえば、iPhoneおよびNokiaでは特定の値のセットがサポートされ
ます。

•エンドポイントの交換オーダーの場合は、古いエンドポイントのユーザの関連付けが保持さ
れます。

•オーナー変更の場合は、次のようになります（IP Phoneにのみ適用）。

•以前のオーナーの回線に関連付けられているユーザは、新しいオーナーの関連付けに置
き換える必要があります。

•登録ユーザから疑似ユーザにエンドポイントのオーナーを変更する場合は、関連付けが
デプロビジョニングされます。

•疑似ユーザから通常のユーザにオーナーを変更する場合は、関連付けが追加されます。

Cisco Prime Collaboration Provisioningによって回線がプロビジョニングされていない場合は、回線
が Provisioningと同期された後に、Cisco Unified Communications Managerで回線とユーザの関連付
けが作成されないことがあります。

この場合は、Line toEnd-userAssociationユーティリティを実行する必要があります。このユーティ
リティを実行しないと、プライマリ内線以外の回線のプレゼンスステータスがレポートされず、

シングルナンバーリーチサービスが正しく動作しなくなります。

Line to End-user Associationユーティリティの実行に関する詳細については、http://www.cisco.com/
en/US/products/ps12363/prod_installation_guides_list.htmlを参照してください。

ユーザの同期中、Cisco Prime Collaboration Provisioningはコールプロセッサの回線オブジェクトの
ユーザ関連付けをすべて同期させます。

• 6.0.x以降のバージョンの Cisco Unified Communications Managerだけが、この関連付けでプロ
ビジョニングされます。

•この関連付けは、疑似ユーザには提供されません。

関連付けられたユーザのリストに設定されている特定のユーザを削除することはできません。

この制限を回避するには、Cisco Unified Communications Managerから手動でユーザ関連付けを
削除し、Cisco Unified Communications Managerを Cisco Prime Collaboration Provisioningと同期
させます。

（注）
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共有エンドポイントと共有回線のオーダー
Cisco Prime Collaboration Provisioning内で共有エンドポイントと共有回線の両方を設定できます。
次のシナリオが可能です。

•共通共有回線：複数のユーザが異なるエンドポイントから同じ回線を共有します。

•プライマリ共有回線：複数のユーザが異なるエンドポイントから同じ回線を共有しますが、
すべてのユーザについて 1人のユーザの回線ディスプレイ（ヘルプデスクなど）が使用され
ます。ユーザは、共有回線とは別に独自の回線を所有することもできます。

•共有エンドポイント：複数のユーザが同じエンドポイントを共有しますが、そのエンドポイ
ントから別々の回線を所有します。

共有エンドポイントおよび共有回線をオーダーする際は、次の点に注意してください。

•ボイスメール、電子メール、およびユニファイドメッセージングを装備している回線がすで
に存在する共有エンドポイントに対して、2番目のユーザが回線をオーダーした場合、それ
らの 1番目の回線の製品は、そのユーザのユーザレコードに表示されません。共有回線を
オーダーした場合も同様です。

• 2番目のユーザが共有エンドポイントを削除した場合、その共有エンドポイントは 1番目の
ユーザのユーザレコードに引き続き表示され、Cisco Unified Communications Managerにも引
き続き存在します。ただし、2番目のユーザが共有エンドポイントの回線を削除した場合、
その回線は 1番目のユーザのユーザレコードから削除され、Cisco Unified Communications
Managerからも削除されます。

• 2番目のユーザが共有回線を削除した場合、その共有回線は Cisco Unified Communications
Manager上で 2番目のユーザのエンドポイントから削除されます。ただし、1番目のユーザ
のユーザレコードには引き続き表示され、Cisco Unified Communications Manager上で 1番目
のユーザのエンドポイントにも引き続き存在します。

• 1番目のユーザは、2番目のユーザの回線に対して新しいボイスメールをオーダーしないよ
うにしてください（オーダーした場合は、ボイスメールが独自のユーザレコードに表示され

ます）。この場合、ボイスメールはすでに同じ電話番号で存在するため、Cisco Unityで 2番
目のボイスメールは機能しません。

•共有回線に設定されている電話番号のプロビジョニング属性に対して行われた変更も、電話
番号が同じすべての回線に適用されます。新規の共有回線には、既存の回線の電話番号属性

が適用されます。

• 1番目のユーザが共有回線またはエンドポイントを削除すると、その共有回線またはエンド
ポイントの関連付けは 2番目のユーザに移ります。
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共通共有回線の設定

複数のユーザが各自のエンドポイントで回線を使用することによって同じ電話番号を共有する、

というシナリオを設定できます。

•ユーザ名はそれぞれ、各自のエンドポイントにおける共有回線上に表示されます。

•他の人に電話をかけると、発信者 IDにはユーザ名が表示されます。

•各ユーザのエンドポイントと共有回線は、各自のユーザレコードに表示されます。

共通共有回線を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 サービスをプロビジョニングするユーザの横のチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [サービスのプロビジョニング（Provision Services）]をクリックします。

ステップ 4 [ユーザサービスの詳細（User Service Details）]ページで [新規サービス（New Service）]をクリッ
クします。

ステップ 5 [サービスエリア（Service Area）]を選択して [続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 6 [共有エンドポイントの回線（Line on a Shared Endpoint）]を選択し、[続行（Continue）]をクリッ
クしてオーダー処理を開始します。

ステップ 7 次の手順を実行します。

• [共有エンドポイントタイプの回線用に選択した回線（ChosenLine for the line on a shared endpoint
type）]を選択します。

•回線の [回線の位置（Line Position）]を選択します。

•ターゲットエンドポイントを指定します。

•共有回線の電話番号を指定します。

ステップ 8 [詳細オーダー設定（Advanced Order Configuration）]ペインを展開します。

ステップ 9 [電話番号情報（Directory Number Information）]ペインで、ディレクトリの [ルートパーティショ
ン（Route Partition）]を選択します。

ステップ 10 [詳細設定（Advanced Configuration）]のその他のペインに必須情報を入力し、[確認（Confirm）]
をクリックします。

ステップ 11 残りの各ユーザについて上記の手順を繰り返します。
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プライマリ共有回線の設定

複数のユーザが各自のエンドポイントから同じ回線を共有するものの、プライマリユーザの回線

ディスプレイが他のユーザよりも優先される、というシナリオを設定できます。

• 1人のプライマリユーザと 1人または複数のセカンダリユーザの全員が、同じ回線を共有で
きます。

•プライマリユーザの回線ディスプレイは、すべてのユーザのエンドポイントにおける共有回
線上に表示されます。

•セカンダリユーザが共有回線を使用してコールを発信すると、発信者 IDに、プライマリ
ユーザの回線ディスプレイが表示されます。

•セカンダリユーザのユーザレコードには、共有回線と、各自の回線が表示されます。

•プライマリユーザのユーザレコードには、3つの共有エンドポイントおよび 3つの回線のす
べてと、個々のユーザの回線が表示されます。

プライマリ共有回線の設定手順の例

このシナリオでは、ヘルプデスクがプライマリユーザであり、セカンダリユーザ 1および 2と
回線を共有しています。

宛先番号回線ディスプレイユーザ

123[ヘルプデスク（Help Desk）]プライマリユーザ

321[ユーザ 1（User 1）]ユーザ 1

345[ユーザ 2（User 2）]ユーザ 2

すべてのエンドポイントについて、共有回線に対応するキャパシティを備えたエンドポイント

モデルを選択していることを確認してください。

（注）
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手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザ 1（User 1）]をクリックして [新規サービス（New Service）]をクリックします。

ステップ 3 [サービスエリア（Service Area）]を選択して [続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 4 [エンドポイントサービス（EndpointService）]を選択して [続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 5 [未割り当て（Not Assigned）]リンクをクリックして回数のタイプを割り当てます。

ステップ 6 電話番号を 321と指定します。エンドポイントおよびサービスのオーダーを作成できます。個々
のサービスのオーダーを作成するか、バンドルされたサービスをオーダーできます。

ステップ 7 ユーザ 2についてステップ 1～ステップ 6を繰り返しますが、電話番号を 345と指定します。

ステップ 8 プライマリユーザ（ヘルプデスク）についてステップ 1～ステップ 6を繰り返しますが、宛先
番号を 123と指定します。

ステップ 9 ステップ 1を繰り返します。

ステップ 10 [プライマリユーザ（Primary User）]をクリックします。

ステップ 11 新しい [共有エンドポイントの回線（Line on Shared Endpoint）]を選択し、必ず次の手順を実行し
ます。

• [選択した回線（Chosen Line）]を選択します。

•電話番号を 123と指定します。

•ユーザ 1のエンドポイントのMACアドレスを選択します。

ステップ 12 ユーザ 2のエンドポイントのMACアドレスを選択します。
ステップ 10を繰り返し、必ず次の手順を実行します。

[選択した回線（Chosen Line）]を選択します。

電話番号を 123と指定します。

ステップ 13 [確認（Confirm）]をクリックします。

2人以上のユーザが同じエンドポイントを共有するものの、それぞれ独自の回線と回線ディスプ
レイ情報を持つ、というシナリオを設定できます。

•各ユーザの回線ディスプレイは、共有エンドポイントの各自の回線に表示されます。

•他の人に電話をかけると、発信者 IDには、該当するユーザの回線ディスプレイが表示され
ます。

•各ユーザレコードには、共有エンドポイント、各自の回線、他のユーザの回線がリストされ
ます。
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エンドポイントのない回線のオーダー
Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、関連付けられているエンドポイントがない回線や共有
回線をオーダーすることができます。ユーザは、[ユーザプロビジョニング（Provisioning）]ペー
ジ（[展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]）から、または Self-Care
から追加できます（Self-Careについては、PrimeCollaboration Self-Careの使用方法, （231ページ）
を参照してください）。ユーザインターフェイスを介して、またはバッチプロビジョニングで

一括して、エンドポイントのない回線を追加できます。

この機能は Cisco Unified Communications Manager 10.0以上でサポートされます。また、小規
模、中規模、および大規模などのすべての展開モデルでサポートされています。

（注）

回線にエンドポイントを追加するには、[サービスの詳細（Service Details）]ペインにリストされ
ている回線サービスをポイントし、[エンドポイントの接続（Attach Endpoint）]オプションをク
リックします。また、クイックビューの [エンドポイントの切断（Detach Endpoint）]オプション
を使用すると、関連付けられているエンドポイントを回線から切断できます。

Self-Careから登録したエンドポイントを管理するために、Self-Careから関連付けた後で、エンド
ポイントを再同期する必要があります。

エンドポイントのキャンセル中に、エンドポイントの回線サービスを保持することができます。

エンドポイントサービスをキャンセルしたら、保持されている回線は、エンドポイントのない回

線と見なされます。Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、エンドポイントのない回線にボイ
スメールサービスや電子メールサービスを追加できます。

次のエンドポイント/回線不一致レポートを使用して、エンドポイントに関連付けられていない回
線を特定できます。

• [回線未割り当てのユーザ（Users with No Line）]

• [回線割り当て済み/エンドポイント未割り当てのユーザ（Users with Lines and No Endpoint）]

• [未割り当ての回線（Unassigned Lines）]

このレポートを生成するには、[レポート（Reports）] > [エンドポイント/回線不一致レポート
（Endpoint/Line Mismatch Reports）]をクリックして、目的のレポートの横にある [エクスポート
（Export）]をクリックします。

ボイスメールサービスのオーダー
ボイスメールサービスをオーダーするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 対象のユーザをクリックします。

ステップ 3 [ユーザサービスの詳細（User Service Details）]ページで [新規サービス（NewService）]をクリッ
クします。

ステップ 4 ドロップダウンリストからサービスエリアを選択します。マウスポインタを [クイックビュー
（Quick View）]アイコンの上に置くと、ドロップダウンリストにサービスエリアの情報が表示
されます。

ステップ 5 [続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 6 [ボイスメールサービス（Voicemail service）]を選択して [続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 7 [サービスのプロビジョニング（Service Provisioning）]ページで、次の手順を実行します。

• [基本ボイスメール情報（BasicVoicemail Information）]ペインで、必要な情報を入力します。
サービスエリアに対してExchangeサーバが設定されている場合にのみ、テキスト/
スピーチ（TTS）対応サービステンプレートと非対応サービステンプレートが
[サービステンプレート（Service Template）]ドロップダウンリストに表示されま
す。サービスエリアでExchangeサーバが設定されていない場合は、TTS非対応の
サービステンプレートのみが [サービステンプレート（Service Template）]ドロッ
プダウンリストに表示されます。

（注）

• [詳細オーダー設定（AdvancedOrderConfiguration）]ペインで、次のタブに必要な情報を入力
します。

• [一般（General）]（フィールドの説明については、表50：[詳細オーダー設定（Advanced
Order Configuration）] - [一般（General）] , （277ページ）を参照してください）。

• [受信したメッセージ（ReceivedMessages）]（フィールドの説明については、表 51：[詳
細オーダー設定（Advanced Order Configuration）] - [受信したメッセージ（Received
Messages）] , （280ページ）を参照してください）。

• [コールの動作（CallBehavior）]（フィールドの説明については、表52： [詳細オーダー
設定（AdvancedOrder Configuration）] - [コールの動作（Call Behavior）], （282ページ）
を参照してください）。

• [電話メニュー（Phone Menu）]（フィールドの説明については、表 53：[詳細オーダー
設定（Advanced Order Configuration）] - [電話メニュー（Phone Menu）], （285ページ）
を参照してください）。

• [送信したメッセージ（Sent Messages）]（フィールドの説明については、表 54：[詳細
オーダー設定（AdvancedOrderConfiguration）] - [送信したメッセージ（SentMessages）]
, （287ページ）を参照してください）。

• [代替 ID（Alternate Identities）]。
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[一般（General）]、[受信したメッセージ（Received Messages）]、[コールの動作（Call
Behavior）]、[電話メニュー（PhoneMenu）]、[送信したメッセージ（SentMessages）]、
および [代替ID（Alternate Identities）]タブは、Unity Connection 10.x以上で表示されま
す。

（注）

ステップ 8 [続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 9 [確認（Confirm）]をクリックして [OK]をクリックします。

表 50：[詳細オーダー設定（Advanced Order Configuration）] - [一般（General）]

説明フィールド

ユーザが別のユーザへコールを転送しようとしたがクロスサー

バ転送が失敗した場合に、転送コールをリリースする内線番号

を入力します。

[クロスサーバ転送先内線番号
（Cross-Server Transfer
Extension）]

ユーザに適用可能なファクスサーバを選択します。[発信ファクスサーバ（Outgoing
Fax Server）]

オブジェクトが属するパーティションを選択します。パーティ

ションはグループ化されてサーチスペースになります。サーチ

スペースは、ユーザまたは外部発信者がUnityConnectionと対話
しているときに到達できるオブジェクト（ユーザや同報リスト

など）の範囲を定義するために使用されます。

[パーティション（Partition）]

ユーザアカウントに適用するサーチスペースを選択します。[検索範囲（Search Scope）]

ユーザの内線番号が作成された電話システムを選択します。[電話システム（Phone
System）]
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UnityConnectionデバイスで設定されたサービスクラス（COS）
を一覧表示します。TTS対応COSのいずれかを選択すると、ボ
イスメールアカウントに対してユニファイドメッセージング

サービスが有効になります。 TTS非対応 COSを選択した場合
は、ボイスメールアカウントに対してユニファイドメッセージ

ングサービスが無効になります。

サービスエリアに対してExchangeサーバが設定されている場合
にのみ、TTS対応 COSオプションと非対応 COSオプションが
[サービスクラス（Class of Service）]ドロップダウンリストに
表示されます。サービスエリアで Exchangeサーバが設定され
ていない場合は、非対応COSオプションのみが表示されます。

ボイスメールのオーダー中に [サービスクラス（ClassofService）]
ドロップダウンリストから値を選択しない場合は、そのサービ

スエリアに割り当てられている加入者テンプレートに基づいて

サービスクラスが設定されます。

ボイスメールアカウントに対してユニファイドメッセージング

サービスが有効になっている場合、サービス一覧ページには、

ボイスメールサービスに対してテキスト/スピーチアイコンが
表示されます。ボイスメールクイックビューには、ボイスメー

ルアカウントに割り当てられているサービスクラス、およびそ

のボイスメールアカウントに対してユニファイドメッセージン

グサービスが有効になっているかどうかが表示されます。

このオプションは、CiscoUnityConnection 8.0.3以上の
バージョンで使用できます。

（注）

ボイスメールアカウントを追加する場合、このフィー

ルドへの入力はオプションです。ただし、ボイスメー

ルのオーダーを変更する場合には必須です。

（注）

[サービスクラス（Class of
Service）]

このフィールドは、ボイスメールのオーダーを変更する場合に

のみ表示されます。

ボイスメールアカウントに対してユニファイドメッセージング

サービスが有効になっている場合、このフィールドには、その

ボイスメールアカウント用のメールボックスが作成されている

Exchangeサーバの名前が表示されます。

ボイスメールアカウントに対してユニファイドメッセージング

サービスが無効になっている場合は、そのサービスエリアに設

定されているすべてのExchangeサーバがこのドロップダウンリ
ストに表示されます。

[Exchangeサーバ（Exchange
Server）]

リストからスケジュールを選択して、標準および時間外のグリー

ティングを再生する日時と、グリーティング後のUnityConnection
によるアクションを指定します。

[アクティブなスケジュール
（Active Schedule）]
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企業ディレクトリにユーザを登録するには、このチェックボッ

クスをオンにします。外部発信者は、このディレクトリを使用

してユーザにアクセスします。

[ディレクトリに登録（List in
Directory）]

メッセージの配信失敗時に不達確認（NDR）メッセージを送信
者へルートするには、このチェックボックスをオンにします。

[メッセージの配信失敗時に不
達確認を送信する（Send
Non-Delivery Receipts on Failed
Message Delivery）]

この内線番号から発信するとき、ユーザに暗証番号の入力を要

求しないようにするには、このチェックボックスをオンにしま

す。

[既知の内線から発信するとき
の暗証番号をスキップする

（Skip PINWhen Calling From a
Known Extension）]

このチェックボックスをオンにすると、[予定表：短い予定表
キャッシングポール間隔(分)（Calendars: Short Calendar Caching
Poll Interval (In Minutes)）]フィールドに設定された頻度に従っ
てユーザの Outlookカレンダ情報が更新されます。

[短い予定表キャッシングポー
ル間隔を使用する（Use Short
Calendar Caching Poll Interval）]

このチェックボックスをオンにすると、ユーザは次回ログイン

時に名前と標準グリーティングを記録して暗証番号を設定し、

企業ディレクトリに登録するかどうかを選択するように求めら

れます。

[次回ログイン時に自己登録を
設定する（Set for
Self-Enrollment at Next
Sign-In）]

[ロケーション（Location）]

ユーザの番地を入力します。[アドレス（Address）]

ユーザが居るビル名を入力します。[ビル名（Building）]

市区町名を入力します。[市区町村（City）]

都道府県名を入力します。[都道府県（State）]

郵便番号を入力します。[郵便番号（Postal Code）]

国名を入力します。[国（Country）]

ユーザの適切なタイムゾーンを選択します。[タイムゾーン（Time Zone）]

ユーザの適切な言語を選択します。[言語（Language）]

マネージャの名前を入力します。[マネージャ（Manager）]

ユーザの部署名を入力します。[部署名（Department）]

アカウンティング情報、部署名、プロジェクトコードなど、組

織固有の情報に使用できる課金 ID。
[課金ID（Billing ID）]
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表 51：[詳細オーダー設定（Advanced Order Configuration）] - [受信したメッセージ（Received Messages）]

説明フィールド

識別できない発信者が残すことのできるメッセージの録音時間

を、秒単位で設定します。

[最大メッセージ長（Maximum
Message Length）]

発信者がメッセージを再生、追加、再録音、または削除できるよ

うにするプロンプトを再生するには、このチェックボックスをオ

ンにします。

[発信者がメッセージを編集で
きる（Callers Can Edit
Messages）]

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザ

がメッセージを残した場合に、Unity Connectionによって許可さ
れるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：識別できない発信者が残し
たメッセージに対して、緊急のマークを付けません。

• [緊急にする（Mark Urgent）]：識別できない発信者が残し
たすべてのメッセージに緊急のマークを付けます。

• [発信者が選択できる（Ask Callers）]：メッセージに緊急の
マークを付けるかどうかについて、Unity Connectionから識
別できない発信者に問い合わせます。

[メッセージの緊急性（Message
Urgency）]

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザ

がメッセージを残した場合に、Unity Connectionによって許可さ
れるアクションを示します。

• [通常にする（Mark Normal）]：識別できない発信者が残し
たメッセージに対して、プライベートのマークを付けませ

ん。

• [プライベートにする（Mark Private）]：識別できない発信
者が残したすべてのメッセージにプライベートのマークを

付けます。

• [発信者が選択できる（Ask Callers）]：メッセージにプライ
ベートのマークを付けるかどうかについて、UnityConnection
から識別できない発信者に問い合わせます。

[プライベートメッセージ
（Message Sensitivity）]

識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザ

がこのユーザに残したメッセージに対して、Unity Connectionで
セキュアのマークを付けるには、このチェックボックスをオンに

します。

[セキュアにする（Mark
Secure）]
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識別できない発信者または明示的にサインインしていないユーザ

がメッセージを送信した後に、Unity Connectionによって許可さ
れるアクションを示します。

• [メッセージを再生しない（Do Not Play Recording）]：メッ
セージ送信後に録音メッセージは再生されません。

• [システムデフォルトメッセージを作成する（SystemDefault
Recording）]：メッセージ送信後にデフォルトのシステム録
音メッセージを再生します。

• [メッセージを再生する（Play Recording）]：メッセージ送
信後にカスタマイズされた録音メッセージを再生します。

[録音後のメッセージの再生
（Play After Message
Recording）]

このフィールドは、[録音後のメッセージの再生（Play After
MessageRecording）]フィールドの [メッセージを再生する（Play
Recording）]オプションを選択した場合に限り有効になります。

[メッセージの選択（Recording
Selection）]

発信者にシステムプロンプトを再生するときの言語を選択しま

す。

[発信者に使用する言語
（Language That Callers Hear）]

このフィールドは、[録音後のメッセージの再生（Play After
MessageRecording）]フィールドの [メッセージを再生する（Play
Recording）]オプションを選択した場合に限り有効になります。

[メッセージ後のアクション
（After Message Action）]

発信者にシステムプロンプトを再生するときの言語を選択しま

す。

[開封確認要求へ応答する
（Respond to Requests for Read
Receipts）]

発信者がメッセージを残した後に Unity Connectionによって実行
されるアクションを示します。

• [コールアクション（Call Action）]：該当するアクションを
リストから選択します。

• [コールハンドラ（Call Handler）]：指定したシステムコー
ルハンドラにコールを送信します。

• [インタビューハンドラ（Interview Handler）]：指定したイ
ンタビューハンドラにコールを送信します。

• [ディレクトリハンドラ（DirectoryHandler）]：指定したディ
レクトリハンドラにコールを送信します。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセー
ションにコールを送信します。

• [メールボックスを持つユーザ（User with Mailbox）]：指定
したユーザ内線番号にコールを送信します。

[メッセージエージングポリ
シー（MessageAging Policy）]
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メールボックスクォータのシステム設定を使用するには、この

チェックボックスをオンにします。

[メールボックスクォータのシ
ステム設定の使用（UseSystem
Settings for Mailbox Quotas）]

ユーザのメールボックスがこのサイズに達すると、そのユーザ

は、メールボックスが最大許容サイズに達しつつあることを警告

されます。

[警告クォータ（Warning
Quota）]

ユーザのメールボックスがこのサイズに達すると、そのユーザは

ボイスメッセージを送信できなくなります。

[送信クォータ（SendQuota）]

ユーザのメールボックスがこのサイズに達すると、そのユーザは

ボイスメッセージを送受信できなくなります。

[送信/受信クォータ
（Send/Receive Quota）]

[メッセージアクション（Message Actions）]

ユーザがボイスメッセージを受信したときに、Unity Connection
によって実行されるアクションを選択します。

[ボイスメール（Voicemail）]

ユーザが電子メールメッセージを受信したときに、Unity
Connectionによって実行されるアクションを選択します。

[電子メール（Email）]

ユーザがファクスメッセージを受信したときに、UnityConnection
によって実行されるアクションを選択します。

[ファクス（Fax）]

ユーザが開封確認を受信したときに、Unity Connectionによって
実行されるアクションを選択します。

[開封確認（Receipt）]

表 52： [詳細オーダー設定（Advanced Order Configuration）] - [コールの動作（Call Behavior）]

説明フィールド

発信者入力の設定を編集するには、該当するキーを選択します。[発信者入力キー（Caller Input
Keys）]

ロックされていないキーを発信者が 1つ押した後で、Unity
Connectionが追加入力を待機する時間の長さを示します。

[追加入力待機時間（Wait for
Additional Digits）]

コールハンドラおよびユーザメールボックスで先頭に追加され

る数字を使用して短縮内線番号をシミュレートするには、この

チェックボックスをオンにします。

[付加番号を有効にする
（Enable Prepend Digits）]

発信者がユーザのグリーティングを聞いている間に、ダイヤルし

た内線番号に対して先頭に追加される数字を入力します。

[付加番号（Prepend Digits）]

[代替ルール（Alternate Rule）]、[終了ルール（Closed Rule）]、[標準ルール（Standard Rule）]

ルールを有効にするか無効にするかを指定します。[ルールステータス（Rule
Status）]
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ルールが特定の終了日まで有効である場合に、ルールが無効にな

る日時を示します。

[日時（Date/Time）]

次のいずれかの設定を選択します。

• [グリーティング（Greeting）]：このオプションを選択した
場合、コールは次の宛先に転送されます。

ユーザ設定の場合：ユーザグリーティング（ユーザの電話

機で呼び出し音は鳴りません）。

コールハンドラ設定の場合：コールハンドラグリーティン

グ。

• [内線（Extension）]：コールの転送先となる内線番号を入力
します。

[コールの転送先（Transfer
Calls To）]

電話システムでオブジェクトへの接続に使用される内線番号。[内線（Extension）]

Unity Connectionによるコールの転送方法を選択します。

• [スイッチへリリースする（Release to Switch）]：Unity
Connectionは自動的に発信者を保留にし、内線番号をダイヤ
ルして、コールを電話システムにリリースします。回線が

話し中であるか応答しない場合、コールは電話システム

（Unity Connectionではない）からユーザまたはハンドラの
グリーティングに転送されます。この転送タイプを使用す

ると、Unity Connectionで着信コールをより迅速に処理でき
ます。 [スイッチへリリースする（Release to Switch）]設定
は、電話システムでコール転送が有効である場合に限り使

用してください。

• [転送を監視する（Supervise Transfer）]：Unity Connectionが
電話受付係の役割を果たして、転送を処理します。回線が

話し中であるか応答しない場合、コールは Unity Connection
（電話システムではない）からユーザまたはハンドラのグ

リーティングに転送されます。監視転送は、コールの転送

を電話システムで実行するかどうかにかかわらず使用でき

ます。

転送オプションは間接的なコールだけに適用されます。識別でき

ない発信者や別のユーザが直接ユーザの内線番号をダイヤルした

場合、転送オプションは適用されません。

[転送タイプ（Transfer Type）]

ユーザまたはハンドラのグリーティングを再生する前に、内線番

号を呼び出す回数を選択します。

[待機する呼び出し回数（Rings
to Wait For）]
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転送の実行中に、Unity Connectionから発信者に対して「お電話
を転送しております（Wait while I transfer your call）」というプロ
ンプトが再生されるようにするには、このチェックボックスをオ

ンにします。

[「お電話を転送しておりま
す」のプロンプトを再生（Play
the "Wait While I Transfer Your
Call" Prompt）]

電話が話し中である場合の Unity Connectionによるコールの処理
方法を示します。コールを保留にしている間はポートが使用さ

れるため、保留のオプションは必要以上に使用しないことをお勧

めします。

[内線が話し中の場合（If
Extension Is Busy）]

ユーザが電話に応答したときに Unity Connectionで「お電話を転
送しております（transferring call）」というプロンプトが再生さ
れるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）]が選択されている
か、[コールの転送先（Transfer Calls To）]が [グリーティング
（Greeting）]オプションに設定されている場合、このオプション
は使用できません。

[コール接続時に通知する
（Tell Me When the Call Is
Connected）]

ユーザが電話に応答したときに Unity Connectionで「<ユーザま
たはコールハンドラの録音名>の方にお電話がはいっています
（call for <recorded name of user or call handler>）」または「<ダイ
ヤルされた内線番号>の方にお電話がはいっています（call for
<dialed extension number>）」というプロンプトが再生されるよう
にするには、このチェックボックスをオンにします。この設定

は、電話を複数のユーザで共有している場合、またはユーザがダ

イヤルされた複数の内線番号のコールを受け付ける場合に使用し

ます。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）]が選択されている
か、[コールの転送先（Transfer Calls To）]が [グリーティング
（Greeting）]オプションに設定されている場合、このオプション
は使用できません。

[コールの宛先を通知する
（TellMeWho the Call Is For）]

コールを転送する前に、コールを受け付けるかどうかを Unity
Connectionからユーザに問い合わせるようにするには、このチェッ
クボックスをオンにします。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）]が選択されている
か、[コールの転送先（Transfer Calls To）]が [グリーティング
（Greeting）]オプションに設定されている場合、このオプション
は使用できません。

[コールを取るか確認する
（Ask Me If I Want to Take the
Call）]
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Unity Connectionから発信者に対して名前を言うように要求する
場合は、このチェックボックスをオンにします。ユーザが電話

に応答すると、UnityConnectionからコールが転送される前に「...
様からのお電話です（Call from...）」というプロンプトが再生さ
れます。

[スイッチへリリースする（Release to Switch）]が選択されている
か、[コールの転送先（Transfer Calls To）]が [グリーティング
（Greeting）]オプションに設定されている場合、このオプション
は使用できません。

[発信者の名前を確認する
（Ask for the Caller's Name）]

表 53：[詳細オーダー設定（Advanced Order Configuration）] - [電話メニュー（Phone Menu）]

説明フィールド

タッチトーンカンバセーションに使用するメニュースタイル

を選択します。

[タッチトーンカンバセーション
メニュースタイル（Touchtone
Conversation Menu Style）]

ユーザがメッセージを電話で再生および管理するときに再生さ

れる、タッチトーンカンバセーションスタイルを選択します。

[タッチトーンカンバセーション
（Touchtone Conversation）]

カンバセーションがユーザに再生されるときの音量レベルを選

択します。

[ガイダンス音量（Conversation
Volume）]

ユーザにプロンプトが再生されるときの速度を選択します。[ガイダンス速度（Conversation
Speed）]

ユーザが電話でメッセージを確認するときに他のユーザおよび

識別できない発信者からのボイスメッセージを検索できるよう

にするには、このチェックボックスをオンにします。

[メッセージロケータでメッセー
ジの検索を有効にする（Enable
Finding Messages with Message
Locator）]

次のオプションのいずれかを選択します。

• [ラストイン、ファーストアウト（Last In, First Out）]

• [ファーストイン、ラストアウト（First In, Last Out）]

[メッセージロケータでメッセージを検索（FindingMessageswith
Message Locator）]の [有効（Enabled）]チェックボックスと併
せて使用して、ユーザが個々のメッセージを電話で検索できる

ようにします。

[メッセージロケータのソート順
（Message Locator Sort Order）]

ユーザが電話でメッセージを再生するときに、UnityConnection
でタイムスタンプの再生に使用される時間形式を示します。

[時間フォーマット（Time
Format）]

[メニューに応答するとき（When Responding to Menus）]
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ユーザがメニューに応答しないときに、Unity Connectionでそ
のメニューを繰り返す回数を指定します。有効値の範囲は0～
10です。

[メニューの繰り返し回数
（Times to Repeat Menu）]

Unity Connectionで、メニューの再生後にユーザが最初のキー
を押すか、ボイスコマンドを発音するまで待機する時間を指定

します。有効値の範囲は 500～ 10,000ミリ秒です。
デフォルト設定：5,000ミリ秒

[最初のタッチトーンを待つ(ミ
リ秒)（Wait for First Touchtone
(Milliseconds)）]

メッセージの宛先指定、パスワードまたは暗証番号の更新、

コール転送またはメッセージ通知の番号の変更などのために

ユーザ名または内線番号を入力する場合に、ユーザがキーを押

した後、次のキーを押すまで Unity Connectionが待機する時間
を指定します。有効値の範囲は 1,000～ 10,000ミリ秒です。
デフォルト設定：3,000ミリ秒

[名前、内線番号、暗証番号を待
つ(ミリ秒)（Wait for Names,
Extensions, and PINs
(Milliseconds)）]

Unity Connectionで、ユーザが特定の電話メニューで使用可能
なキーの組み合わせの最初の数字を表すキーを押してから、新

たなキーを押すまで待機する時間を指定します。有効値の範囲

は 250～ 5,000ミリ秒です。
デフォルト設定：1,500ミリ秒

[複数桁のメニューオプションを
待つ(ミリ秒)（Wait for Multiple
Digit Menu Options
(Milliseconds)）]

適切なチェックボックスをオンにして、ユーザのサインイン後

に Unity Connectionによって再生される内容を示します。
[サインイン後に再生（After
Sign-In, Play）]

次のいずれかのアクションを選択して、カンバセーション終了

時の Unity Connectionによるユーザの送信先を示します。

• [コールアクション（Call Action）]：該当するアクション
をリストから選択します。

• [コールハンドラ（CallHandler）]：指定したシステムコー
ルハンドラにコールを送信します。

• [インタビューハンドラ（InterviewHandler）]：指定したイ
ンタビューハンドラにコールを送信します。

• [ディレクトリハンドラ（Directory Handler）]：指定した
ディレクトリハンドラにコールを送信します。

• [カンバセーション（Conversation）]：指定したカンバセー
ションにコールを送信します。

• [メールボックスを持つユーザ（User with Mailbox）]：指
定したユーザ内線番号にコールを送信します。

[カンバセーション終了後
（When Exiting the
Conversation）]
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表 54：[詳細オーダー設定（Advanced Order Configuration）] - [送信したメッセージ（Sent Messages）]

説明フィールド

ユーザが電話でメッセージの本文やファクスメッセージの録音

された音声コメントを再生するときに、UnityConnectionによっ
て再生されるメッセージの音量レベルを選択します。

[メッセージ音量（Message
Volume）]

ユーザが電話でメッセージの本文やファクスメッセージの録音

された音声コメントを再生するときに、Unity Connectionによ
るメッセージの再生速度を選択します。

[メッセージ再生速度（Message
Speed）]

ユーザがメッセージを聞いている途中で早送りしたときに、

Unity Connectionが前方へスキップする時間を指定します。
[メッセージの早送り位置(ミリ
秒)（Fast Forward Message by
(milliseconds)）]

ユーザがメッセージを聞いている途中で巻き戻したときに、

Unity Connectionが後方へスキップする時間を指定します。
[メッセージの巻き戻し位置(ミ
リ秒)（Rewind Message by
(milliseconds)）]

このチェックボックスをオンにすると、開封済みメッセージの

合計件数を、Unity Connectionが通知します。
[開封済みメッセージ再生数
（For Saved Messages Play
Count）]

このチェックボックスをオンにすると、下書きとして保存され

たメッセージの件数を、Unity Connectionが通知します。
[下書きメッセージ再生数（For
Draft Messages Play Count）]

このチェックボックスをオンにすると、ユーザが電話で Unity
Connectionにサインインしたとき、UnityConnectionがメッセー
ジタイプメニューを再生します。

[メッセージの前にメッセージタ
イプメニューを再生（Play
Message Type Menu Before
Messages）]

Unity Connectionで、ユーザが [メッセージ後（AfterMessage）]
メニューのオプションで [保存（Save）]や [削除（Delete）]な
どのアクションを実行しなくても、メッセージスタック内の次

のメッセージに自動的に進むようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。

[メニューが自動的に次のメッ
セージに進んだ後（After the
Menu Automatically Advance to
the Next Message）]

このチェックボックスをオンにすると、ユーザが電話で新規お

よび保存済みのメッセージを削除する場合に、UnityConnection
はメッセージの削除を選択したことについて確認します。ユー

ザが削除済みメッセージにアクセスできない場合は、このチェッ

クボックスをオンにすることを検討してください。

[新規および開封済みメッセージ
を削除する場合に確認する

（ConfirmWhenDeletingNewand
Saved Messages）]

新規のマークが付いたメッセージの合計数をアナウンスするよ

うに Unity Connectionを設定するには、必要に応じてチェック
ボックスをオンにします。

[新規メッセージ再生時にアナウ
ンス（ForNewMessages, Play）]

[メッセージ再生中に切断されたとき（When Disconnected During Message Playback）]
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メッセージの再生中にコールが切断されたとき、またはユーザ

が切断したときに、メッセージのブックマークを作成するよう

に Unity Connectionを設定するには、このチェックボックスを
オンにします。

[メッセージブックマークの作成
（Create a Message Bookmark）]

ユーザがメッセージの本文にアクセスしてから切断するか、

メッセージの管理方法を示す前に切断された場合に、そのメッ

セージに新規のマークを付けるように Unity Connectionを設定
するか、または開封済み（読み取り済み）のマークを付けるよ

うに設定するのかを示します。

[新規メッセージのマーク（Mark
a New Message）]

[各メッセージの再生時にアナウンス（For Each Message, Play）]

このチェックボックスをオンにすると、UnityConnectionはメッ
セージを再生した後に、メッセージの送信者に関する情報を再

生します。

[送信者情報（Sender’s
Information）]

[送信者情報（Sender’s Information）]チェックボックスと併用
します。メッセージの再生後に、メッセージを残したユーザの

録音名と内線番号を再生するように Unity Connectionを設定す
るには、このチェックボックスをオンにします。

[内線番号を含める（Include
Extension）]

[送信者情報（Sender’s Information）]チェックボックスと併用
します。識別できない発信者によって残されたメッセージの場

合は、このチェックボックスをオンにしてメッセージを再生し

た後で電話番号（ANIまたは発信者 ID）情報を提供するように
Unity Connectionへ指示します。

[送信者のANI（Sender’sANI）]

ユーザに対する Unity Connectionによる新規メッセージの再生
順序を示します。

• [メッセージタイプによる並び替え（Sort by Message
Type）]：メッセージタイプを選択し、上および下向き矢
印をクリックしてメッセージタイプのリストを並べ替え

ます。

• [並べ替え順序（Then By）]：[日付の新しいメッセージを
優先（Newest First）]または [日付の古いメッセージを優
先（Oldest First）]を選択し、Unity Connectionによる新規
メッセージまたは開封済みメッセージの再生順序を指定し

ます。

緊急メッセージは、開封確認を除いて、メッセージタイプごと

に常に通常のメッセージの前に再生されることに注意してくだ

さい（開封確認は送信時刻で並び替えられます）。

[新しいメッセージの再生順序
（New Message Play Order）]
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ユーザに対する Unity Connectionによる開封済みメッセージの
再生順序を示します。

[保存メッセージの再生順序
（Saved Message Play Order）]

[日付の新しいメッセージを優先（Newest First）]または [日付
の古いメッセージを優先（Oldest First）]を選択し、削除した
メッセージの再生順序を指定します。

緊急メッセージは、開封確認を除いて、メッセージ

タイプごとに常に通常のメッセージの前に再生され

ます（開封確認は送信時刻で並べ替えられます）。

（注）

[削除済みメッセージの再生順序
（Deleted Message Play Order）]

[送信メッセージの設定（Send Message Settings）]

ユーザがローカルの Unity Connectionサーバ上の全ユーザにブ
ロードキャストメッセージを送信できるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。

[ユーザは、このサーバ上のユー
ザにブロードキャストメッセー

ジを送信できる（User Can Send
Broadcast Messages to Users on
This Server）]

ユーザがブロードキャストメッセージを編集できるようにする

には、このチェックボックスをオンにします。このチェック

ボックスをオンにすると、ユーザは、ローカルの Unity
Connectionサーバ上の全ユーザにブロードキャストメッセージ
も送信できるようになります。

[ユーザは、サーバに保存された
ブロードキャストメッセージを

更新できる（User Can Update
BroadcastMessages Stored on This
Server）]

[メッセージの宛先と送信先（Message Addressing and Sending）]

メッセージを他のユーザ宛てに指定するときに、カンバセー

ションでユーザに要求する入力方法を選択します。

• [姓、名の順（Spelling the Last Name Then First Name）]

• [内線番号順（Entering the Extension）]

• [名、姓の順（Spelling the First Name Then Last Name）]

[受信者の入力方法（Enter a
Recipient By）]

ユーザを宛先として指定したときに、選択した名前の確認プロ

ンプトを再生する場合は、このオプションを有効にします。

[受信者を名前で確認する
（Confirm Recipient by Name）]

複数の受信者にメッセージを送信および転送するとき、各受信

者の後に名前の追加を続けることをユーザに求めるようにUnity
Connectionを設定するには、このオプションを有効にします。

[各受信者の後に名前を追加する
（Continue Adding Names After
Each Recipient）]

ユーザがメッセージの送信、応答、または転送を処理している

ときにコールが切断された場合に、メッセージを送信するよう

に Unity Connectionを設定するか、またはメッセージを破棄す
るように設定するのかを示します。

コールは意図的に切断されることもあれば、ユーザが電話を

切ったり、携帯電話のバッテリが切れたり、圏外になったりす

る場合など、不意に切断されることもあります。

[通話が切断されたとき、または
自分が切断したとき（When a
Call Is Disconnected or the User
Hangs Up）]
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ユーザが作成中のメッセージを下書きとして保存するかどうか

を選択できるようにするには、このチェックボックスをオンに

します。

[下書きメッセージの保存をユー
ザに許可する（Allow Users to
Save Draft Messages）]

ユーザが電話インターフェイスを使用して緊急メッセージを転

送したり、緊急メッセージに返信したりするとき、緊急フラグ

を維持するようにUnityConnectionを設定するには、このチェッ
クボックスをオンにします。

[メッセージの転送または応答時
に緊急フラグを保持する

（Retain Urgency Flag When
Forwarding or Replying to
Messages）]

ボイスメールのパスワードまたは PIN の変更
ユーザのボイスメールのパスワードまたは PINを変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 [クイックビュー（Quick View）]アイコンの上にカーソルを置いて、ユーザのクイックビューを
起動します。

ステップ 3 [パスワード/暗証番号の管理（Manage Passwords/PINs）]をクリックします。

ステップ 4 [ユーザの管理（Manage User）]ページで、[パスワードの選択（Select Password）]ドロップダウ
ンリストから [Unity Connectionの暗証番号（Unity Connection PIN）]を選択し、ユーザのボイス
メールの暗証番号を変更します。 Unity ConnectionのWebアプリケーションパスワードを変更す
るには、[Unity Connection Webのパスワード（Unity Connection Web Password）]を選択します。

ステップ 5 [完了（Done）]をクリックします。

[ユーザの管理（Manage Users）]ページで追加した Unity Connectionのパスワードまたは PINは、
そのユーザ用に作成されたすべてのボイスメールアカウントに適用されます。

個々のボイスメールアカウントのパスワードまたはPINを変更するには、[サービスの詳細（Service
Details）]ページで、ボイスメールサービスの横に表示されている [クイックビュー（QuickView）]
アイコンにカーソルを移動し、[パスワード/暗証番号（Password/PIN）]をクリックします。また、
[ボイスメールの管理（Manage Voicemail）]ページでもパスワードや PINを変更できます。次の
表に、[ボイスメールの管理（ManageVoicemail）]ページの [パスワード/暗証番号（Password/PIN）]
設定エリアに表示されるフィールドを示します。

説明フィールド

ユーザがCiscoUnityConnectionにアクセスできないようにするには、
このチェックボックスをオンにします。ユーザがボイスメールにア

クセスできないようにするには、このチェックボックスをオンにして

ボイスメールの暗証番号を設定します。

[管理者がロックする
（Locked by
Administrator）]
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説明フィールド

ユーザがパスワードや暗証番号を変更できないようにするには、この

オプションをオンにします。この設定は、複数のユーザがアクセス

できるアカウントに対する使用が最も適しています。このオプショ

ンを選択する場合は、[無期限にする（Does Not Expire）]チェック
ボックスもオンにします。

[ユーザによる変更不可
（User Cannot Change）]

一時的なパスワードまたは暗証番号を設定しており、ユーザが Cisco
UnityConnectionに次回サインインするとき、ユーザに新しいパスワー
ドまたは暗証番号の設定を求める場合は、このオプションを選択しま

す。

[次回ログイン時に、ユー
ザによる変更が必要

（UserMust Change at Next
Sign-In）]

このチェックボックスをオンにすると、システムからユーザに対する

このクレデンシャルの変更要求が拒否されます。このチェックボッ

クスは、通常、高いセキュリティを必要としないユーザや、複数の人

物に利用される可能性があるアカウントに対して使用します。この

チェックボックスをオンにした場合、該当するユーザはこのクレデン

シャルをいつでも変更できます。

[無期限にする（Does Not
Expire）]

選択したユーザパスワードまたは暗証番号の設定に適用する認証ポ

リシーを選択します。

[認証ルール
（Authentication Rule）]

プレゼンスサービスのオーダー
プレゼンスサービスをオーダーするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 サービスをプロビジョニングするユーザの横のチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [サービスのプロビジョニング（Provision Services）]をクリックします。

ステップ 4 [ユーザサービスの詳細（User Service Details）]ページで [新規サービス（NewService）]をクリッ
クします。

ステップ 5 [サービスエリア（Service Area）]を選択して [続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 6 [ユーザサービス（User Services）]を選択してから [続行（Continue）]をクリックし、ユーザサー
ビス製品を設定します。

[ユーザサービス（User Services）]は Cisco Unified Communications Manager 9.xで利用で
きます。 Provisioning 9.0にアップグレードすると、ユーザサービスをオーダーに使用
できなくなります。対応するユーザ権限にこのサービスを手動で関連付ける必要があ

ります。ユーザ権限とサービスの関連付け, （66ページ）を参照してください。

（注）

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 291

オーダーの管理

プレゼンスサービスのオーダー



CiscoUnifiedCommunicationsManager 10.0以上では、[ユーザサービス（User Services）]はオーダー
可能なサービスとして使用できなくなります。サービスのオーダーを作成するとデフォルトで追

加されます。

「ユーザサービスの入力フィールド」の表に、ユーザサービスのさまざまな設定フィールドを示

します。

ステップ 7 [続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 8 [オーダーの確認（Order Confirmation）]ページで、[確認（Confirm）]をクリックします。

表 55：ユーザサービスの入力フィールド

説明フィールド

使用するサービステンプレートを選択します。[サービステンプレート（Service Template）]

[サービス設定の有効化（Enable Service
Settings）]

Unified CM IM and Presenceを有効または無効に
するために使用します。

[Unified CM IM and Presenceのユーザを有効に
する（Enable User for Unified CM IM and
Presence）]

該当クラスタが、ユーザに対してホームクラス

タであるかどうかを示します。

[ホームクラスタ（Home Cluster）]

サービスプロファイルをユーザに関連付けるた

めに使用します。

[UCサービスプロファイル（UCServiceProfile）]

ユーザに関連付けられたプロファイルを示しま

す。

[ユーザプロファイル（User Profile）]

ドロップダウンリストから、ユーザに関連付け

るロケールを選択します。そのユーザロケー

ルは、言語とフォントを含んだ、ユーザをサ

ポートする一連の詳細情報を識別します。

[ユーザロケール（User Locale）]

[ユーザ情報（User Information）]
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Cisco Unified Communications Manager 10.0以上
では、回線サービスのオーダーを作成すると、

セルフプロビジョニングユーザ IDが（プライ
マリ内線番号に基づいて）ユーザの電話番号に

デフォルトで追加されます。セルフプロビジョ

ニングユーザ IDを変更するには、次の手順を
実行します。

1 1. [ユーザサービス（User Services）]の横に
表示される [クイックビュー（QuickView）]
アイコンにカーソルを置き、[変更
（Change）]をクリックします。

2 [オーダーの変更（Change Order）]ページ
で、セルフプロビジョニングユーザ IDを更
新して [続行（Continue）]をクリックしま
す。

3 [詳細の確認（ConfirmDetails）]ページで [確
認（Confirm）]をクリックします。

Cisco Unified CommunicationsManager 9.xでは、
[セルフプロビジョニングユーザ ID
（Self-ProvisioningUser ID）]フィールドが表示
されません。

[セルフプロビジョニングユーザ ID
（Self-Provisioning User ID）]

[エクステンションモビリティ（Extension
Mobility）]

ドロップダウンリストから、このユーザのデ

フォルトのエクステンションモビリティプロ

ファイルを選択します。

[デフォルトのプロファイル（Default Profile）]

ドロップダウンリストボックスから、ユーザ

のプレゼンス要求に使用するコーリングサーチ

スペースを選択します。ドロップダウンリス

トからユーザのコーリングサーチスペースを

選択しない場合、SUBSCRIBEコーリングサー
チスペースのデフォルトは [なし（None）]に
設定されます。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース
（Subscribe Calling Search Space）]

このユーザが、クラスタ間のシスコエクステン

ションモビリティ機能を使用できるようにする

場合に、このチェックボックスをオンにしま

す。

[クラスタ間のエクステンションモビリティの有
効化（Enable Extension Mobility Cross Cluster）]

[電話番号の割り当て（Directory Number
Association）]
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このフィールドは、ユーザのプライマリ電話番

号を表します。

[プライマリ内線（Primary Extension）]

[モビリティ情報（Mobility Information）]

ユーザがモバイルボイスアクセス自動音声応

答（IVR）システムにアクセスしてモバイルコ
ネクトコールを起動し、モバイルコネクト機

能をアクティブまたは非アクティブにできるよ

うにするには、このチェックボックスをオンに

します。

[モバイルボイスアクセスの有効化（Enable
Mobile Voice Access）]

携帯電話からデスクトップ電話に転送された

コールをユーザがピックアップするまでに許可

する、最大時間をミリ秒単位で入力します。

[デスクピックアップの最大待機時間（Maximum
Wait Time for Desk Pickup）]

[MLPP(Multilevel Precedence and Preemption)認
証設定（Multilevel Precedence and Preemption
Authorization Settings）]

MLPPユーザ ID番号は 6～ 20桁の数字で構成
する必要があります。

[MLPPユーザ ID番号（MLPP User Identification
Number）]

優先認証レベルは、[標準（Routine）]から [エ
クゼクティブオーバーライド（Executive
Override）]までの、任意の標準優先レベルに設
定できます。

[MLPP優先認証レベル（MLPP Precedence
Authorization Level）]

[グループと権限（Groups and Roles）]

このリストボックスは、エンドユーザレコー

ドが保存された後で表示されます。このリスト

ボックスには、エンドユーザが属するグループ

が表示されます。ユーザを 1つまたは複数の
ユーザグループに追加するには、次の手順を実

行します。

1 [追加（Add）]ボタンをクリックします。

2 ユーザを追加するグループを特定し、グルー

プの横のチェックボックスをオンにします。

3 ウィンドウの下部にある [選択項目の追加
（Add Selected）]をクリックします。

グループからユーザを削除するには、[グループ
（Groups）]リストボックスでグループを選択
し、[削除（Remove）]ボタンをクリックしま
す。

[グループ（Groups）]
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このリストボックスには、ユーザに割り当てら

れている権限が表示されます。

[権限（Roles）]

ユーザへのユーザプロファイルの関連付け
ユーザに対してSelf-Careを有効にするには、対象のユーザにユーザプロファイルを割り当てる必
要があります。

ユーザサービスにはユーザプロファイルプロビジョニング属性が含まれます。また、ユーザ

サービスにはすべての設定済みユーザプロファイルが表示されます。サービスをオーダーする際

に、ユーザに対する目的のプロファイルを選択することができます。

ユーザプロファイル属性は、ユーザサービスのサービステンプレートにも表示されます。ユー

ザプロファイルがサービスエリアレベルで設定されている場合は、ユーザに対して最初のオー

ダーが作成された際に、値がサービスエリアから取得されて対象のユーザに関連付けられます。

ユーザプロファイル属性は、Cisco Unified Communications Manager 10.x以上でサポートされま
す。

（注）

Cisco Prime Collaboration Provisioningでユーザデータサービス（UDS）機能を有効にすると、す
べてのクラスタのユーザがプロビジョニングされますが、最初のオーダーが行われるクラスタの

ユーザにのみユーザプロファイルが割り当てられます。

ユーザへのユーザプロファイルの自動割り当て

サービステンプレートを使用してユーザプロファイル属性をサービスエリアレベルで設定し、

そのユーザプロファイルをユーザに自動的に関連付けることができます。ユーザ作成時に、ユー

ザプロファイルの値が該当するサービスエリアから取得され、[ユーザの追加（Add User）]要求
に追加されます。

ユーザへのユーザプロファイルの手動割り当て

ユーザプロファイルをユーザに手動で割り当てるには、ユーザサービスを設定する必要がありま

す。目的のユーザプロファイルをドロップダウンリストから選択してオーダーを作成し、ユー

ザプロファイルをユーザに関連付ける必要があります。

設定済みのユーザプロファイルは、ユーザサービスを更新すると変更できます。ユーザプロファ

イルがユーザに対して設定されている場合、設定済みのユーザプロファイル値は [サービスの詳
細（Service Details）]ページに表示されます。

ユーザ同期の一環として、ユーザプロファイルがコールプロセッサからインポートされ、プ

ロビジョニングインベントリに保存されます。

（注）
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ユーザが関連付けられていないエンドポイントの管理
[疑似（Pseudo）]ユーザ権限では、コールプロセッサでユーザが関連付けられていないエンドポ
イントをプロビジョニングすることができます。

疑似ユーザ向けのエンドポイントのプロビジョニングは通常のユーザ向けと同じですが、ユーザ

がコールプロセッサで作成されない点が異なります。疑似ユーザ向けの次の基本サービスを含む

サービスをオーダーできます。

•エンドポイント（すべてのエンドポイントタイプを含む）

•回線

•ボイスメール

•電子メール

•ユニファイドメッセージング

ユーザにサービスが設定されていない場合だけ、ユーザ権限を [疑似（Pseudo）]から通常の権限
に変更したり、その逆の変更を行ったりすることができます。

次の手順は、ユーザが関連付けられていないエンドポイントを疑似または既存のユーザに関連付

ける方法を示します。

手順

ステップ 1 ユーザが関連付けられていないすべてのエンドポイントをファイルにエクスポートします（ユー

ザが関連付けられていないエンドポイントのエクスポート, （296ページ）を参照）。

ステップ 2 エクスポートしたファイルを修正して、各エンドポイントを新しい疑似ユーザまたは対象の既存

ユーザに関連付けます。

ステップ 3 修正したファイルを使用してバッチ操作ファイルを作成し、次にバッチプロジェクトを実行しま

す（バッチプロビジョニング, （154ページ）を参照）。

ステップ 4 バッチプロジェクトの完了では、ドメインの同期を実行してエンドポイントにサービスエリアを

割り当て、エンドポイントがユーザレコードに表示されるようにする必要があります。

サービスエリアがファイルに表示される場合は、ドメインの同期が実行されるとエン

ドポイントがサービスエリアに割り当てられます（完全に一致する場合）。ドメイン

が限定されない同期ルールを使用するように設定されている場合、エンドポイントは最

初に利用可能なサービスエリアに割り当てられます。

（注）

ユーザが関連付けられていないエンドポイントのエクスポート

ユーザが関連付けられていないエンドポイントをエクスポートして、実際のユーザ名または疑似

ユーザ名でバッチインポートすることができます。
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エクスポートできるのは、ハードウェア電話です。ソフトフォンやエクステンションモビリ

ティはエクスポートできません。

（注）

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [プロビジョニングインベントリ（Provisioning Inventory）] > [エンドポイント
の管理（Manage Endpoints）]を選択します。

ステップ 2 [エンドポイントインベントリ管理（Endpoint InventoryManagement）]ページで、コールプロセッ
サとエンドポイントモデルを選択して [ユーザが関連付けられていないエンドポイントの検索
（Search Endpoints Without Associated User）]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザが関連付けられていないエンドポイント（EndpointsWithoutAssociatedUsers）]ページで、
エクスポートするエンドポイントの横のチェックボックスをオンにして [選択したエンドポイン
トのエクスポート（Export Selected Endpoints）]をクリックします。

ステップ 4 エンドポイントのバッチインポート用にエクスポートされたファイルを使用する場合は、[ユーザ
が関連付けられていないエンドポイントのエクスポート（ExportEndpointswithoutAssociatedUsers）]
ダイアログボックスで、ユーザ IDのドメインとサフィックスを指定します。

ステップ 5 [エクスポート（Export）]をクリックします。

既存のエンドポイントの交換
交換機能を使用して、ユーザの既存のエンドポイントを交換したり、エンドポイントのMACア
ドレスを変更したり、または他のエンドポイントの設定を更新したりできます。

交換機能では、割り当てられた回線の位置を変更できません。（注）

同じエンドポイントタイプを選択するか、ユーザが利用できるその他のエンドポイントタイプの

リストから選択できます。ユーザがアクセスできるエンドポイントタイプは、ユーザ権限と、交

換するエンドポイントの回線数によって決まります。必要な回線数をサポートしていないエンド

ポイントは、変更オーダー処理では利用できません。

エンドポイントを交換すると、そのすべての回線が新しいエンドポイントに移されます。新しい

エンドポイントに割り当てられるサービスエリアは、元のエンドポイントのものと同じです。

[オーダー（Ordering）]承認権限を持つユーザは、自分のエンドポイントや他のユーザのエンドポ
イントを交換できます。

交換エンドポントオーダーを送信する際は、次の点に注意してください。

• Cisco Prime Collaboration Provisioningでサポートされておらず、エンドポイント交換オーダー
の作成以前からエンドポイントに存在していた属性は、デフォルト値にリセットされるか、

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 297

オーダーの管理

既存のエンドポイントの交換



エンドポイントから破棄されます。 Cisco Prime Collaboration Provisioningでサポートされる
属性のリストについては、プロビジョニング属性の説明, （333ページ）を参照してくださ
い。

•元のエンドポイントに割り当てられていた回線は、新しく追加したエンドポイントに関連付
けられます。ただし、新しく選択されて関連付けられたエンドポイントボタンテンプレー

トで、元のエンドポイントと同じ数（またはそれ以上）だけ割り当てられた回線がサポート

されている必要があります。

•エンドポイント交換オーダーを実行すると、ドメイン用に設定されたサービスだけが維持さ
れます。それ以外のサービスがエンドポイントに存在する場合、それらのサービスは削除さ

れます。

•属性の中には、特定のプロトコルの特定のエンドポイントタイプでサポートされないものが
あります。エンドポイントのオーダーを作成する場合は、選択したエンドポイントタイプと

プロトコルによってサポートされる属性の値を設定するだけです。これらを設定しないと、

オーダーは失敗する可能性があります。

•エンドポイントオーダーを交換する場合は、エンドポイントタイプに基づいて [DNDオプ
ション（DND Option）]属性に、サポートされる値を指定する必要があります。 Nokiaや
iPhoneなどのいくつかのエンドポイントでは、この属性について値が 1つしかサポートされ
ませんが、他のエンドポイントでは最大で 3つまたは 4つの値がサポートされます。 [DND
オプション（DND Option）]に不適切な値を入力すると、そのオーダーは交換されません。

ユーザのエンドポイントを交換するには、[サービス（Services）]ペインで交換するエンドポ
イントにマウスを置き、[操作（Actions）]リストの [交換（Replace）]をクリックします。

エンドポイントまたはサービスの基本および詳細設定を変更するには、[操作（Actions）]リ
ストの [変更（Change）]をクリックします。

すべてのバージョンのProvisioningで、ボイスメールエイリアスを変更できる
わけではありません。 Cisco Unity Connectionについては、すべてのバージョ
ンでボイスメールエイリアスを変更できます。 8.0よりも前のバージョンの
Cisco Unityでは、ボイスメールの変更において選択済みのボイスメールエイ
リアスまたは回線を変更することはできませんが、表示名は変更できます。

（注）

エンドポイントのオーナーの変更
エンドポイントのオーナーを、同じドメイン内のあるユーザから別のユーザに変更できます。

エンドポイントのオーナーを変更するには、[サービス（Services）]ペインで変更するエンドポイ
ントの上にマウスのカーソルを合わせて、[操作（Actions）]リストの [オーナーの変更（Change
Owner）]をクリックします。
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エンドポイントのオーナーを変更すると、そのエンドポイントに関連付けられているすべてのサー

ビス（[回線（Line）]、[電子メール（Email）]、[ボイスメール（Voicemail）]、[ユニファイドメッ
セージング（Unified Messaging）]など）も変更されます。

必要に応じて、[電子メールID（Email ID）]と [表示名（Display Name）]に異なる値を入力しま
す。電子メールの ID、電子メールの表示名、ボイスメールのエイリアス、またはボイスメールの
表示名を変更しない場合、ユニファイドメッセージプロセッサのサービスは変更されません。

変更されるのは、古いオーナーと新しいオーナーに対する Provisioning内のユーザレコードだけ
です。

ただし、これらの設定のうちいずれかが変更された場合、ユニファイドメッセージプロセッサの

ボイスメールアカウントおよび電子メールアカウントは、いったん非アクティブにされた後で、

再びアクティブにされます。

新しいオーナーに割り当てられるサービスエリアは、元のオーナーのサービスエリアと同じで

す。

[オーダー（Ordering）]または [詳細オーダー（Advanced Ordering）]権限を持つユーザは、各
自のエンドポイントまたは他のユーザの電話に対して、これらの変更を行うことができます。

（注）

ユーザのログイン ID（姓名）を含む属性は、ドメインルールやユーザのプロビジョニング属性に
応じて、新しいユーザの情報とともに更新されます。

ユーザのログイン IDを含む可能性がある属性は次のとおりです。

• [エンドポイントの説明（Endpoint Description）]

• [呼び出し表示（Alerting Name）]（オンライン）

• [エンドポイントオーナーユーザ ID（Endpoint Owner User ID）]

• [ASCII表示(内部発信者ID)（ASCII Display (Internal Caller ID)）]

• [ASCII回線テキストラベル（ASCII Line Text Label）]

• [回線テキストラベル ASCII呼び出し表示（Line Text Label ASCII Alerting Name）]

エンドポイントのオーナーを変更する場合は、次のポイントに注意します。

回線が移動すると、新しいユーザと古いユーザの電話番号とプライマリ内線は、それに合わせて

更新されます。

エンドポイントが共有されている場合は、エンドポイントのオーナーを変更できません。 [オー
ナーの変更（Change Owner）]ボタンは表示されません。

関連付けられているサービスのいずれかに対して処理中のオーダーがある場合は、警告メッセー

ジが表示され、続行できません。

回線情報の変更
回線の詳細を変更するオーダーを送信できます。次の回線の詳細を変更できます。
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•電話番号

•回線の位置

•プロビジョニング属性

[回線（Line）]、[共有エンドポイントの回線（Line on SharedEndpoint）]、および [エクステンショ
ンモビリティ回線（Extension Mobility Line）]製品の詳細を変更できます。

[回線（Line）]製品には 2組のプロビジョニング属性があります。 1つは電話番号レベルのもの
で、もう 1つは回線レベルのものです。複数の回線で同じ電話番号を共有している場合、電話番
号レベルで設定されたプロビジョニング属性は共通となり、回線間で共有されます。ある回線の

プロビジョニング属性を変更すると、すべての回線に影響を与えます。

回線レベルで設定されたプロビジョニング属性は共有されません。ある回線のプロビジョニング

属性を変更しても、他の回線には影響を与えません。

回線の詳細を更新するには、[サービス（Services）]ペインで、変更する回線をポイントして [操
作（Actions）]リストの [変更（Change）]をクリックします。

ボイスメールアカウントのロック解除
（ユーザエラーまたはシステムエラーが原因で）ボイスメールアカウントがロックされた場合

は、Cisco Prime Collaboration Provisioningからロックを解除できます。

次のアカウントのロックを解除できます。

•ボイスメールアカウント：Cisco Unityデバイス、Cisco Unity Connectionデバイス、および
Cisco Unity Expressデバイスの場合

• Webアクセスアカウント：Cisco Unity Connectionデバイスの場合

はじめる前に

ボイスメールアカウントのロックを解除するには、CiscoUnityデバイスまたはCiscoUnityConnection
デバイスを設定する必要があります（Prime Collaboration Provisioningでのデバイスの管理, （41
ページ）を参照してください）。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 対象のユーザをクリックします。

ステップ 3 [サービス（Services）]ペインで、ロックを解除するボイスメールをポイントします。オプション
ボタンが付いた [操作（Actions）]リストが表示されます。ここで、選択した製品に対して操作を
実行することができます。

ステップ 4 [ロック解除（Unlock）]をクリックします。
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Cisco Unity Connectionでは、ボイスメールアカウントかWebアクセスアカウントのい
ずれかを選択できる場合があります。ロックを解除する対象のアカウントを選択しま

す。

（注）

ステップ 5 [確認（Confirm）]をクリックして [OK]をクリックします。

オーダーの検索
次のいずれかの情報を使用して、オーダーを検索できます。

•オーダー情報：

◦オーダー番号

◦作成者：オーダーを作成した人

◦オーダーステータス

◦拡張ステータス：オーダーの状態（プロビジョニング中、承認待ち、出荷待ちなど）

•ユーザ情報：

◦ログイン

◦氏名

◦電話番号

◦電子メール

◦部署名

◦ドメイン

•オーダー日

•要求された納入日

オーダーを検索するには、[展開（Deploy）] > [履歴の検索（Search History）]を選択します。検
索ページで、検索情報を入力して [検索（Search）]をクリックします。

[エクスポート（Export）]をクリックし、検索の詳細をタブ区切りファイルとしてエクスポートす
ることができます。オーダーのあらゆる変更をこのレポートに表示できます。

オーダーの処理
ユーザのオーダーの送信が完了すると、オーダーが承認されて出荷されます。これらの手順は、

Provisioningシステムがどのように設定されたのかに応じて、自動的に実行される場合や、ユーザ
による処理が必要になる場合があります。
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オーダー処理の段階では、4つのアクティビティがユーザに割り当てられる可能性があります。
これらのアクティビティは、ドメインに対して設定されたルールに基づいて割り当てられます。

ルールの詳細については、ドメイン同期に関するビジネスルール, （87ページ）を参照してくだ
さい。

•オーダーの承認：プロビジョニングの実行にはオーダーの承認が必要です。オーダーを拒否
することもできます。このユーザには [承認（Approval）]承認権限が割り当てられている必
要があります。この割り当ては、次のルールによって制御されます。

• IsAuthorizationRequiredForAddOrder

• IsAuthorizationRequiredForChangeOrder

• IsAuthorizationRequiredForCancelOrder

•割り当て：MACアドレスをエンドポイントに割り当てます。このユーザには [割り当て
（Assignment）]権限が割り当てられている必要があります。この割り当ては、
PhoneAssignmentDoneByルールによって制御されます。

•出荷：オーダーを出荷します。このユーザには [出荷（Shipping）]承認権限が割り当てられ
ている必要があります。この割り当ては PhoneShippingDoneByルールによって制御されま
す。

•受領：[受領（Receiver）]ユーザ権限を持つユーザが実行します。オーダーしたエンドポイ
ントを受領したことを示します。この割り当ては PhoneReceiptDoneByルールによって制御
されます。

Provisioning管理者は、これらのアクティビティの割り当て方法を設定できます。（注）

オーダーの承認

オーダーを承認するには、[承認（Approval）]承認権限が割り当てられている必要があります（権
限ロールの概要, （222ページ）を参照）。

オーダーが承認または却下された後で、オーダーが作成された対象のユーザに電子メールが送信

されます。電子メールを送信するには、次のビジネスルールを有効にする必要があります（ビジ

ネスルールの概要, （135ページ）を参照）。

• EmailSender

• MailHost

• OrderProvisionedEmailTemplate

• OrderRejectedEmailTemplate

ユーザの設定済みの電子メールアカウントに、電子メールが送信されます。
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オーダーが却下された場合は、ユーザレコードでオーダーステータスが[キャンセル（Cancel）]
に設定され、プロビジョニングは実行されません。オーダーに問題が生じ、ユーザがエラー

処理ワークフロー手順でオーダーの残りを中止することを選択した場合は、そのオーダース

テータスが [保留（Hold）]に設定されます。

（注）

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [アクティビティ（Activities）] > [マイアクティビティ（My Activities）]を選
択します。

ステップ 2 [マイアクティビティ（My Activities）]ページで処理するオーダーをクリックします。

ステップ 3 [表示アクティビティ（Viewing Activity）]ページで [承認（Accept）]をクリックします。
表示されている [表示アクティビティ（Viewing Activity）]ページに、[メモの追加（Add a Note）]
フィールドが追加されます。

オーダーを却下したり、別のユーザまたはグループにオーダーを委任したりすることも

できます。アクティビティを委任した場合は、新しいユーザまたはグループにそのア

クティビティが割り当てられます。

（注）

ステップ 4 エンドポイントのMACアドレスを入力して、[手順の完了（StepComplete）]をクリックします。

エンドポイントの出荷

Provisioningシステムの設定内容によっては、この手順が不要となる場合があります。管理者が出
荷を有効にした場合は、この手順を実行するために [出荷（Shipping）]承認権限が割り当てられ
ている必要があります（権限ロールの概要,（222ページ）を参照）。エンドポイントの出荷は、
MACアドレスの割り当てと出荷の 2部構成になっています。

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [アクティビティ（Activities）] > [マイアクティビティ（My Activities）]を選
択します。

ステップ 2 [マイアクティビティ（My Activities）]ページで出荷するオーダーをクリックします。

ステップ 3 [表示アクティビティ（Viewing Activity）]画面で [承認（Accept）]をクリックします。 [表示アク
ティビティ（Viewing Activity）]エンドポイントの [割り当て（Assignment）]ページで、[MACア
ドレス（MAC Address）]フィールドがアクティブになります。

ステップ 4 [MACアドレス（MAC Address）]フィールドに 16進値を入力します。有効な値は英数字（A～
Z、a～ z、0～ 9）です。値の長さは 12文字にする必要があります。

MACアドレスは、エンドポイントのステッカー、およびハンドセットのエンドポイン
ト設定ディスプレイで参照できます。

（注）
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ステップ 5 必要な情報を追加したら、[手順の完了（Step Complete）]をクリックします。

ステップ 6 [マイアクティビティ（My Activities）]ページで [更新（Refresh）]アイコンをクリックします。

ステップ 7 [マイアクティビティ（My Activities）]ページに表示されるオーダーをクリックします。

ステップ 8 [表示アクティビティ形式（Viewing Activities Form）]ページで [承認（Accept）]をクリックしま
す。

ステップ 9 [手順の完了（Step Complete）]をクリックします。オーダーを作成しなかった場合、オーダーは
[マイアクティビティ（My Activities）]ページに表示されなくなります。

エンドポイントを承認するために、[マイアクティビティ（My Activities）]ページで必要なオー
ダーをクリックし、[承認（Accept）]をクリックします。エンドポイントを承認するには、[受領
（Receiving）]承認権限が割り当てられている必要があります。

サービスのキャンセル

サービスをキャンセルするには、キャンセルオーダーを発行する必要があります。サービスを

キャンセルすると、その製品に関連付けられているすべてのサービスもキャンセルされます。関

連付けられているサービスのリストについては、表 56：関連付けられているサービスのリスト,
（305ページ）を参照してください。

[シングルナンバーリーチサービス（Single Number Reach Service）]については、[モビリティ
の有効化（Enable Mobility）]サービスをキャンセルしても、[リモート接続先プロファイル
（Remote Destination Profile）]サービスまたは [リモート接続先プロファイル回線（Remote
Destination Profile Line）]サービスはキャンセルされません。また、[リモート接続先プロファ
イル（Remote Destination Profile）]サービスをキャンセルしても [モビリティの有効化（Enable
Mobility）]サービスはキャンセルされません。

（注）

手順

ステップ 1 [展開（Deploy）] > [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。

ステップ 2 対象のユーザをクリックします。 [サービス（Services）]ペインで、キャンセルするサービスの上
にマウスのカーソルを合わせます。オプションボタンが付いた [操作（Actions）]リストが表示
されます。ここで、選択したサービスに対して操作を実行することができます。

ステップ 3 [キャンセル（Cancel）]をクリックし、[オーダーキャンセルフォーム（Order Cancel Form）]ペイ
ンで [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックして確定し、[完了（Done）]をクリックします。
キャンセルされたオーダーが、[オーダーの表示（View Orders）]ペインに完了ステータスで表示
されます。
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サービスのセクションで、サービス名の横に情報アイコン（i）が表示され、そのサー
ビスに対してオーダーが実行中であることが示されます。オーダーの処理が完了する

と、情報アイコンは表示されなくなります。

オーダーの処理が完了すると、キャンセルされたサービスは、サービスの [ユーザレ
コードの詳細（User Record Details）]ペインに表示されなくなります。

（注）

表 56：関連付けられているサービスのリスト

関連付けられているサービスサービス名

[電子メール（Email）]、[ユニファイドメッセー
ジング（Unified Messaging）]。

[ボイスメール（Voicemail）]

[ボイスメール（Voicemail）]、[ユニファイド
メッセージング（Unified Messaging）]。

Cisco Unity Connectionでは、[電子
メール（Email）]がキャンセルされ
た場合でも [ボイスメール
（Voicemail）]は残ります。

（注）

[電子メール（Email）]

[電子メール（Email）]、[ボイスメール
（Voicemail）]、[ユニファイドメッセージング
（Unified Messaging）]。

[回線（Line）]

[回線（Line）]、[電子メール（Email）]、[ボイ
スメール（Voicemail）]、[ユニファイドメッセー
ジング（Unified Messaging）]。

[エンドポイント（Endpoint）]をキャ
ンセルすると、関連付けられている

電話番号が Cisco Unified
CommunicationsManagerから削除され
ます。

（注）

[エンドポイント（Endpoint）]

[リモート接続先プロファイル回線（Remote
Destination Profile Line）]。

[リモート接続先プロファイル回線
（Remote Destination Profile Line）]を
キャンセルすると、関連付けられて

いる電話番号が Cisco Unified
CommunicationsManagerから削除され
ます。

（注）

[リモート接続先プロファイル（Remote
Destination Profile）]
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ワークオーダーの状態
ここでは、オーダーが入力された後に遷移する状態について説明します。

ワークオーダーの状態は次のとおりです。

• [初期（Initial）]

• [解放（Released）]

• [完了（Completed）]

• [保留（Hold）]

オーダーが発行されると、ワークオーダーが作成されて [初期（Initial）]状態になります。ワー
クフローの実行が開始されると、オーダーは [解放（Released）]状態に移行します。ワークフロー
が完了すると、オーダーはすべての手順が成功して [完了（Complete）]状態に移行するか、また
は手順のいずれかが失敗して [保留（Hold）]状態に移行します。 [保留（Hold）]状態に変化する
オーダーについては、ワークオーダーの発行元によって、オーダーが失敗したか、この変化が自

動的に発生したのかを確認しなければならない場合があります。

ワークオーダーには拡張ステータスフィールドもあります。オーダーが実行中の場合、拡張ス

テータスは [プロビジョニング中（Being Provisioned）]となります。オーダーが失敗すると、拡
張ステータスは [回復可能なエラー（RecoverableError）]または [回復不可能なエラー（Unrecoverable
Error）]となります。オーダーがユーザの操作を待っている場合、拡張ステータスは特定の待機
ステータスに設定されます。待機状態は通常、割り当てのために使用されますが、出荷または受

領時に使用されることもあります。拡張ステータスの変更は、ワークオーダーが変化している状

態でなくても行われます。

ワークオーダーが失敗すると、[解放（Released）]状態から [保留（Hold）]状態への移行動作は、
ワークオーダーを送信する際の次の状態によって異なります。

• Provisioning NBIが [解放（Released）]状態から [保留（Hold）]状態へ移行します。

• Provisioningユーザインターフェイスが [解放（Released）]状態のままになり、そのオーダー
に対するアクションを待機します。

•バッチプロビジョニングは、拡張ステータスによって異なります。障害が回復可能なエラー
である場合、オーダーは [解放（Released）]状態のままになり、アクションを待機します。
障害が回復不可能なエラーである場合、オーダーは [保留（Hold）]状態に移行します。

電子メール通知
電子メール通知を使用すると、次のようなクリティカルイベントを表示できるため、通知の管理

性が向上します。

•オーダーの承認

•オーダーエラー
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•同期エラー

通知は次の 2つのレベルで設定できます。

• [ドメイン設定（DomainSettings）]：ドメインでのオーダーの承認、割り当て、出荷、および
受領などのワークフローイベント。ドメイン通知テンプレートの設定, （307ページ）およ
びドメイン通知の設定, （309ページ）を参照してください。

• [システム設定（SystemSettings）]：オーダーエラーや同期エラーのようなイベントの場合。
システム通知の設定, （310ページ）を参照してください。

グローバル管理とドメイン管理の権限を持つユーザのみが通知を設定できます。（注）

システムとドメインの通知設定をテストして、SMTPホストおよびその他の設定が有効であるこ
とを確認できます。通知設定のテスト, （312ページ）を参照してください。

プロビジョニング通知オプションは、スタンドアロンの PrimeCollaboration Provisioningアプリ
ケーションでのみ使用できます。これらのオプションは、統合アプリケーションでは使用で

きません。

（注）

ドメイン通知テンプレートの設定

[オーダーの承認（Order Approvals）]、[割り当ての処理（Handle Assignment）]、[出荷の処理
（Handle Shipping）]、および [受領の処理（Handle Receiving）]などのドメイン固有のイベントの
通知設定は、ドメインレベルで設定できます。ドメイン通知テンプレートは、システムで作成さ

れる新しいドメインに適用される値を設定するために使用できます。また、システム内の既存の

すべてのドメインに、テンプレートから値を適用するように選択することもできます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [プロビジョニング通知管理（Provisioning Notification Management）] >
[ドメイン設定（Domain Settings）]を選択します。

ステップ 2 [通知設定-ドメイン設定（Notification Configuration - Domain Settings）]ページで、必要に応じてド
メインテンプレートを変更します。

[電子メール設定（Email Settings）]ペインでは、SMTPサーバの詳細と [送信元アドレス（From
Address）]の値がシステム設定から継承され、読み取り専用形式で表示されます。これらの設定
はドメインテンプレートで変更できません。ただし、特定のドメインについては、これらの設定

を上書きできます。
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ステップ 3 表示される [集計（Aggregation）]ウィンドウと [エスカレーション（Escalation）]ウィンドウのタ
イムスロットを設定します。

ステップ 4 [テスト設定（Test Settings）]をクリックして、SMTPホストやその他の詳細が正しく設定されて
いることを確認します。テスト通知設定を行うには、通知設定のテスト,（312ページ）を参照し
てください。

ステップ 5 [通知イベント（Notification Events）]ペインで、通知を送信する必要があるイベントを選択しま
す。

[ワークフロー保留アクティビティ（WorkflowPendingActivity）]フィールドには、[オー
ダーの承認（OrderApprovals）]、[割り当ての処理（HandleAssignment）]、[出荷の処理
（Handle Shipping）]、[受領の処理（HandleReceiving）]などのイベントが含まれます。

（注）

ステップ 6 [承認通知グループ（ApprovalNotificationGroup）]、[割り当て通知グループ（AssignmentNotification
Group）]、[出荷通知グループ（Shipping Notification Group）]、[受信通知グループ（Receiving
Notification Group）]の各ペインで、次のことを行います。

• [外部電子メールアドレス（External email addresses）]：通知を送信する電子メールアドレス
を入力します。

• [集計ウィンドウ（Aggregation Window）]：イベントが発生するとすぐに、ドメインイベン
トの通知が集計されるか、または送信されるのかを指定する設定を選択します。値が [未設
定（<Not Set>）]の場合は集計されず、イベントが発生するとすぐに通知が送信されます。

その他の値の場合は、イベントの発生後、[集計（Aggregation）]ウィンドウで設定された時
間だけシステムが待機します。待機中に他の関連イベントが発生すると、このようなすべて

のイベントの詳細が集計された通知が単一の電子メールに送信されます。

イベントはワークフローイベントタイプに基づきます。承認通知と割り当て通知

は別の電子メールに集計されます。

（注）

• [エスカレーションウィンドウ（EscalationWindow）]：ワークフローイベントでの非アクティ
ブによって、システム管理者へのエスカレーション電子メールが送信されるかどうかを指定

する設定を選択します。値が [未設定（<Not Set>）]の場合、エスカレーションの電子メー
ルは送信されません。

その他の値は、トリガーされたイベントに対してアクション（例：オーダーの承認）が実行

されない場合、指定された時間の経過後に、システム管理者への電子メールの送信をシステ

ムに対してトリガーします。

ステップ 7 次のいずれかを実行します。

•将来作成されるドメインのデフォルト値として設定を保存するには、[ドメインテンプレート
のみに適用（Apply to domain template only）]をクリックします。

•既存のドメインに通知設定を適用するには、[すべてのドメインに適用（Apply toall domains）]
をクリックします。
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ドメイン通知の設定

[オーダーの承認（Order Approvals）]、[割り当ての処理（Handle Assignment）]、[出荷の処理
（Handle Shipping）]、および [受領の処理（Handle Receiving）]などのドメイン固有のイベントの
通知設定は、ドメインレベルで設定できます。このページの設定は、テンプレートの設定後にド

メインが作成された場合、またはテンプレートの作成時に [すべてのドメインに適用（Apply to all
domains）]オプションが選択された場合に、ドメイン通知テンプレートから継承されます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [プロビジョニング通知管理（Provisioning Notification Management）] >
[ドメイン設定（Domain Settings）]を選択します。

ステップ 2 [通知設定-ドメイン設定（Notification Configuration - Domain Settings）]ページで、ドロップダウン
リストから目的のドメインを選択します。ページが更新され、選択したドメインに固有の通知設

定が表示されます。

ステップ 3 [電子メール設定（Email Settings）]ペインで、次の SMTPサーバの詳細を入力します。

• [メールサーバ名（Mail Server Name）]：SMTPサーバのホスト名または IPアドレス（例：
mailer.company.com）。

• [メールサーバポート（Mail Server Port）]：SMTPサーバポート。デフォルト以外のポート
が使用されている場合のオプション設定です。

• [メールサーバユーザ名（Mail Server User Name）]：SMTPサーバアカウントのユーザ名。
認証された SMTPサーバが使用される場合にだけ指定します。

• [メールサーバユーザパスワード（Mail Server User Password）]：SMTPサーバアカウントの
パスワード。認証された SMTPサーバが使用される場合にだけ指定します。

• [送信元アドレス（From address）]：Provisioning通知内の「from」アドレスとして使用する
電子メールアドレス（例：ProvisioningManagerNotification@company.com）。

ステップ 4 [テスト設定（Test Settings）]をクリックして、SMTPホストやその他の詳細が正しく設定されて
いることを確認します。テスト通知設定を行うには、通知設定のテスト,（312ページ）を参照し
てください。

ステップ 5 [通知イベント（Notification Events）]ペインで、通知を送信するイベントを選択します。
[ワークフロー保留アクティビティ（Workflow Pending Activity）]フィールドには、[オーダーの承
認（OrderApprovals）]、[割り当ての処理（HandleAssignment）]、[出荷の処理（HandleShipping）]、
[受領の処理（Handle Receiving）]などのイベントが含まれます。

ステップ 6 [承認通知グループ（ApprovalNotificationGroup）]ペインで、外部電子メールアドレスの場合に、
通知を送信する電子メールアドレスを入力します。

承認通知グループは、ドメイン内でオーダーの承認を実行する権限を持つユーザのグループです。

ドメインに対してこの権限を持つようにシステム内で設定されたユーザは、[システムユーザ
（System Users）]として表示されます。このようなユーザには常に承認イベントが通知されま
す。
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ステップ 7 [割り当て通知グループ（AssignmentNotificationGroup）]、[出荷通知グループ（ShippingNotification
Group）]、および [受信通知グループ（Receiving Notification Group）]ペインで、外部電子メール
アドレスの場合に、通知を送信する電子メールアドレスを入力します。

割り当て通知グループは、ドメイン内で電話オーダーのMACアドレスを割り当てる権限を持つ
ユーザのグループです。ドメインに対してこの権限を持つようにシステム内で設定されたユーザ

は、[システムユーザ（SystemUsers）]として表示されます。このようなユーザには常に承認イベ
ントが通知されます。

出荷通知グループは、ドメイン内で出荷アクティビティを実行する権限を持つユーザのグループ

です。ドメインに対してこの権限を持つようにシステム内で設定されたユーザは、[システムユー
ザ（System Users）]として表示されます。このようなユーザには常に出荷イベントが通知されま
す。

受信通知グループは、ドメイン内で受領アクティビティを実行する権限を持つユーザのグループ

です。ドメインに対してこの権限を持つようにシステム内で設定されたユーザは、[システムユー
ザ（System Users）]として表示されます。このようなユーザには常に受領イベントが通知されま
す。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックして設定を適用します。

割り当て通知グループに送信される通知の集計とエスカレーションの設定は変更することができ

ます。ドメイン通知テンプレートの設定, （307ページ）を参照してください。

システム通知の設定

通知設定は、同期エラーやオーダーエラーなどのシステムイベントに対応する通知を管理するた

めに、システムレベルで設定できます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [プロビジョニング通知管理（Notification Management）] > [システム設
定（System Settings）]を選択します。

ステップ 2 [電子メール設定（Email Settings）]ペインで、次の SMTPサーバの詳細を入力します。

• [メールサーバ名（Mail Server Name）]：SMTPサーバ名または IPアドレス（例：
mailer.company.com）。

• [メールサーバポート（Mail Server Port）]：SMTPサーバポート。デフォルトポートが使用
される場合、このフィールドはオプションです。

• [メールサーバユーザ名（Mail Server User Name）]：SMTPサーバアカウントのユーザ名。
認証された SMTPサーバが使用される場合にだけ指定します。

• [メールサーバユーザパスワード（Mail Server User Password）]：SMTPサーバアカウントの
パスワード。認証された SMTPサーバが使用される場合にだけ指定します。
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• [メールサーバユーザパスワードの確認（ConfirmMail Server User Password）]：確認のために
SMTPサーバアカウントのパスワードを再入力します。

• [送信元アドレス（From address）]：Cisco PrimeCollaboration Provisioningが通知の送信に使用
する電子メールアドレス（例：CUPMNotification@company.com）。

ステップ 3 [テスト設定（Test Settings）]をクリックして、SMTPホストやその他の詳細が正しく設定されて
いることを確認します。テスト通知設定を行うには、通知設定のテスト,（312ページ）を参照し
てください。

ステップ 4 [電子メールコンテンツURLパラメータ（EmailContentURLParameters）]ペインで、次の詳細を入
力します。これらは、電子メールコンテンツに表示されるURLを構築するために使用されます。

• [プロトコル（Protocol）]：Cisco PrimeCollaboration Provisioningにアクセスするためのプロト
コル。

• [ホスト（Host）]：Cisco Prime Collaboration Provisioningにアクセスするためのホスト名また
は IPアドレス。

• [ポート（Port）]：Cisco Prime Collaboration Provisioningへのアクセスに使用するポート（80
以外のポートを使用する場合にのみ必要）。

[電子メールコンテンツURLパラメータ（Email Content URL Parameters）]ペインの
フィールドには、関連情報が自動的に入力されます。

（注）

ステップ 5 [通知イベント（Notification Events）]ペインで、通知を送信する必要があるイベントを選択しま
す。

ステップ 6 [通知グループの管理（Administration Notification Group）]ペインで、次の詳細を入力します。

• [外部電子メールアドレス（External Email Addresses）]：選択したシステムイベントの電子
メール通知を送信する、ユーザまたはメーリングリストの電子メール ID。電子メールアド
レスがシステム内で指定されている場合は、通知が管理者に送信されます。このリストは、

[システムユーザ（SystemUsers）]フィールドに読み取り専用テキストとして表示されます。

• [集計ウィンドウ（Aggregation Window）]：イベントが発生するとすぐに、システムイベン
トの通知が集計されるか、または送信されるのかを指定する設定を選択します。値が [未設
定（<Not Set>）]の場合は集計されず、イベントが発生するとすぐに通知が送信されます。

その他の値の場合は、イベントの発生後、[集計（Aggregation）]ウィンドウで設定された時
間だけシステムが待機します。待機中に他の関連イベントが発生すると、このようなすべて

のイベントの詳細が集計された通知が単一の電子メールに送信されます。

イベントはタイプに基づいて集計されます。同期エラーとオーダーエラーは別の

電子メールに集計されます。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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通知設定のテスト

システムおよびドメインの通知設定をテストして、SMTPホストやその他の詳細が正しく設定さ
れていることを確認できます。

通知設定をテストするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次のいずれかを選択します。

• [管理（Administration）] > [プロビジョニング通知管理（ProvisioningNotificationManagement）]
> [システム設定（System Settings）]

• [管理（Administration）] > [プロビジョニング通知管理（ProvisioningNotificationManagement）]
> [ドメイン設定（Domain Settings）]

ステップ 2 [テスト設定（Test Settings）]をクリックし、電子メールアドレスを [テスト電子メールの送信先
（Send Test Email To）]フィールドに入力します。

ステップ 3 [テスト電子メールの送信（Send test email）]をクリックし、現在の設定を使用して電子メールを
送信します。

テストに失敗した場合はエラーメッセージが表示されます。設定で必要な変更を行い、

もう一度テストを実行します。ただし、テストに成功しても、設定が自動的に保存さ

れることはありません。必ず [テスト電子メールの設定（Test Email Settings）]ペインを
閉じ、設定を保存してください。

（注）
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第 12 章

サーバの保守

• ログファイルの管理, 313 ページ

• システム設定の管理, 318 ページ

• ローカリゼーション言語の管理, 319 ページ

• Provisioningのデータ消去の有効化, 319 ページ

• メンテナンスモード, 321 ページ

• バックアップと復元の実行, 322 ページ

• 単一マシンの Provisioningデータベースのバックアップ, 323 ページ

• 単一マシンの Provisioningデータベースの復元, 324 ページ

• 分散データベース用の Provisioningのバックアップ, 326 ページ

• 分散データベース用の Provisioningの復元, 327 ページ

• Provisioningユーザインターフェイスを使用したバックアップのスケジュール, 329 ページ

ログファイルの管理
PrimeCollaboration Provisioningは、Service Enabling Platform（SEP）モジュール（sep.log）、Network
Interface and Configuration Engine（NICE）サービス（nice.01.log）、Unified CM AXLの応答とリク
エスト、Unity Connection SQLクエリ、および Presence AXLの情報のアプリケーションログファ
イルを記述します。

管理者は、次を使用してログファイルを管理できます。

• Cisco Prime Collaboration Provisioningユーザインターフェイス。[管理（Administration）] > [シ
ステムメンテナンス（System Maintenance）] > [ロギングおよびShowtechファイル（Logging
and Showtech Files）]に移動すると、ログファイルの表示とダウンロードを行うことができ
ます。

ロギングを無効にすることはできません。ただし、次の作業を実行できます。
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•必要に応じて、ログレベルを上げ、さらに多くのデータを収集する

•デフォルトのログレベル（[標準（NORMAL）]）に戻す

使用可能なログレベルは次のとおりです。

• DETAIL

• [標準（NORMAL）]

• [高（HIGH）]

ログファイルは 1時間ごと、またはログの最大サイズの上限に達するとバックアップされます。
デフォルトの上限サイズは 20 MBです（「ログファイルの最大サイズの変更」の項を参照）。
ファイルは、sep.log.date stamp timestampの形式で保存されます。

ログファイルは、サイズが 5000 MBを超過またはログフォルダ内のログファイルの数が 500を
超過すると、Prime Collaboration Provisioningサーバから削除されます。これらのレベルを変更す
るには、「ログの消去レベルの変更」の項を参照してください。

ログレベルの変更（GUI）

はじめる前に

このタスクを実行するには、管理者特権が必要です。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システムメンテナンス（System Maintenance）] > [ロギングとShowtech
（Logging and Showtech）]を選択します。

ステップ 2 [ロギングレベルの表示と設定（View and Set Logging Levels）]ペインで、既存のログレベルを参
照して適切なレベルに変更できます。

使用可能なログレベルは次のとおりです。

• DETAIL（詳細なログ情報を提供し、より多くのディスク領域を使用）

• NORMAL（基本情報を提供）

• HIGH（高レベルログ情報のみを提供）

デフォルトでは、ログレベルは NORMALに設定されます。 Unified CM AXLの要求お
よび応答のログを表示するには、ログレベルは Normalまたは Detailに設定する必要が
あります。

（注）

ステップ 3 [設定の保存（Save Settings）]をクリックします。
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ログファイルの最大サイズの変更

手順

ステップ 1 Prime Collaboration Provisioningシステムで、opt/cupm/sepフォルダに移動します。

インストール中にデフォルトの場所を受け入れた場合、インストール先は /opt/cupmになります。

ステップ 2 dfc.propertiesファイルを開き、dfc.log.maxsizeプロパティを目的のレベルに変更します（デフォル
トは 20 Mb）。

ステップ 3 変更を保存し、Prime Collaboration Provisioningサービスを再起動します。変更内容は Provisioning
を再起動しないと有効になりません。再起動するには、次の手順を実行します。

a) SSHを使用してサーバにログインします。
b) /opt/cupmフォルダに移動し、./cupm-app-service.sh stopコマンドを実行します。
c) 次のコマンドを実行して、サービスが停止しているかどうかを確認します。

ps -aef | grep startcupm

実行中のプロセスがある場合は、次のコマンドを実行して、それらのサービスを停止します。

kill -9 <processID1> <processId2>
ps -aef | grep nice

実行中のプロセスがある場合は、次のコマンドを実行して、それらのサービスを停止します。

kill -9 <processID1> <processId2>

d) ポート 46009（JBossが使用）が解放されているかどうかを確認します。

netstat -a | grep 46009

ポートが使用中の場合は、解放されるまで待ちます。

ステップ 4 次のコマンドを実行して、アプリケーションサービスを開始します。
execute ./cupm-app-service.sh start

サービスが開始するまで待ちます。

ログの消去レベルの変更

手順

ステップ 1 Prime Collaboration Provisioningシステムで、/opt/cupm/sepフォルダに移動します。インストール

中にデフォルトの場所を受け入れた場合、インストール先は /opt/cupmになります。

ステップ 2 ipt.propertiesファイルを開き、次のいずれかまたは両方を実行します。
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•ファイルの最大サイズのレベルを変更するには、dfc.purgelog.maxused_mbプロパティを適切
なレベルに変更します。

•ログファイルの最大数のレベルを変更するには、dfc.purgelog.maxlogsavedプロパティを適切
なレベルに変更します。

ステップ 3 変更を保存し、Prime Collaboration Provisioningサービスを再起動します。変更内容は Provisioning
を再起動しないと有効になりません。

a) SSHを使用してサーバにログインします。
b) /opt/cupmフォルダに移動し、./cupm-app-service.sh stopコマンドを実行します。
c) 次のコマンドを実行して、サービスが停止しているかどうかを確認します。

ps -aef | grep startcupm

実行中のプロセスがある場合は、次のコマンドを実行して、それらのサービスを停止します。

kill -9 <processID1> <processId2>
ps -aef | grep nice

実行中のプロセスがある場合は、次のコマンドを実行して、それらのサービスを停止します。

kill -9 <processID1> <processId2>

d) ポート 46009（JBossが使用）が解放されているかどうかを確認します。

netstat -a | grep 46009

ポートが使用中の場合は、解放されるまで待ちます。

ステップ 4 次のコマンドを実行して、アプリケーションサービスを開始します。
execute ./cupm-app-service.sh start

サービスが開始するまで待ちます。

Showtech ファイルの作成とダウンロード

はじめる前に

このタスクを実行するには、管理者特権が必要です。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システムメンテナンス（System Maintenance）] > [ロギングとShowtech
（Logging and Showtech）]を選択します。

ステップ 2 [Showtechの生成（Generate Showtech）]をクリックします。 [Showtechの収集（Collect Showtech）]
ウィンドウが開きます。

ステップ 3 次の情報を入力します。

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
316 OL-31509-01-J   

サーバの保守

Showtech ファイルの作成とダウンロード



• [ファイル名（File Name）]：必須であるためファイル名を入力します。デフォルトでは、
ShowTech-2014-12-01-012705として自動入力されます。

• [期間（Duration）]：期間を選択します。

• [範囲（Range）]：デフォルトで、日付範囲はサーバインストール日です。この日付は
変更できますが、必ず、開始日はサーバインストール日より後にし、終了日は現在の

サーバの時刻以前にします。

• [最後（Last）]：このオプションでは相対的な期間を選択できます。

• [コンポーネントの選択（SelectComponents）]：必要なコンポーネントを選択します。デフォ
ルトでは、すべてのコンポーネントが選択されています。

ステップ 4 [収集の開始（Start Collection）]をクリックすると、選択した期間で showtech情報を収集できま
す。 showtechの収集が完了すると、生成された showtechの zipファイルを表で確認できます。

ステップ 5 ファイルを解凍すると showtechの情報を表示できます。

ログの参照

Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、オンラインのトラブルシューティングのために次のロ
グを起動して表示することができます。

•アプリケーションと NICEのログ

• Apacheのログ

はじめる前に

このタスクを実行するには、管理者特権が必要です。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システムメンテナンス（SystemMaintenance）] > [ロギングとShowTech
（Logging and ShowTech）]を選択します。

ステップ 2 [ログの参照（BrowseLogs）]ペインで、目的のログをクリックします。各ログはサーバから取得
され、トラブルシューティングのためにブラウザで表示できます。
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システム設定の管理
Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、プロビジョニングインターフェイスを使用してさまざ
まなシステム設定を管理できます。次の機能の設定をオンまたはオフにするオプションを提供し

ています。

•アナログエンドポイントサポート（Analog Endpoint Support）：この設定は、アナログエン
ドポイントのプロビジョニングを可能にします。

•メンテナンスモードポップアップ通知（Maintenance Mode Popup Notification）：この設定を
有効にすると、システムがメンテナンスモードになった場合に、ログインされているすべて

のユーザにメッセージが表示されます。

•パスワードポリシーの設定（Password Policy Settings）：この設定では、ユーザパスワード
を管理することができます。パスワードの設定の詳細については、ユーザパスワードの管

理, （218ページ）を参照してください。

•セルフケア機能のアクセス設定（Self-Care Feature Access Settings）：この設定では、セルフ
ケアアカウントにログインするとすべてのセルフケア機能へのアクセスが可能になります。

この設定は無効にしないことを推奨します。

デフォルトでは、すべてのシステム設定は有効になっています。（注）

はじめる前に

このタスクを実行するには、管理者特権が必要です。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システムメンテナンス（System Maintenance）] > [設定（Settings）]を
選択します。

ステップ 2 [システム設定（SystemSettings）]ペインで、必須のチェックボックスをオンまたはオフにして、
[更新（Update）]をクリックします。

カスタム設定

カスタム設定はデバッグ用です。

設定が削除されている場合は、アプリケーションを再起動します。（注）
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[カスタム設定（Custom Settings）]テキストボックスの値は、シスコサポート担当者のみが設定
するよう推奨されています。設定を試みないでください。不適切な値を設定すると、アプリケー

ションの動作が停止する場合があります。

ローカリゼーション言語の管理
管理者は、Cisco Prime Collaboration Provisioningスタンドアロンインターフェイスから、新しい言
語ファイルをアップロードするか、または既存の言語ファイルを変更して、ローカリゼーション

を直接管理することができます。

新しい言語ファイルをアップロードするには、次を実行します。

はじめる前に

このタスクを実行するには、管理者特権が必要です。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] >[システムメンテナンス（System Maintenance）] > [更新（Updates）]を
選択します。 [アプリケーションソフトウェアの更新（Application Software Updates）]ページに、
ローカリゼーションでサポートされる言語のリストが表で示されます。

ステップ 2 [アップロード（Upload）]をクリックします。 [言語パックのアップロード（Upload a Language
Pack）]ダイアログボックスで、新しい言語ファイルを選択して、[アップロード（Upload）]をク
リックします。既存の言語に新しい言語パックがある場合、それを上書きするオプションがあり

ます。

新しい言語パックが正常にアップロードされたことを示すポップアップが表示されます。

ステップ 3 ブラウザ設定を変更して、表示言語を選択します。

ステップ 4 ブラウザの表示を更新すると、Cisco Prime Collaboration Provisioningのインターフェイスが選択し
た言語に変更されたことが確認できます。

Provisioning のデータ消去の有効化
スケジュールした間隔でデータを消去するようにCisco Prime Collaboration Provisioningを設定でき
ます。

Cisco Prime Collaboration Provisioningは、次のタイプのデータを保持します。

•オーダー：製品のプロビジョニング（エンドポイント、回線、ボイスメール、またはいずれ
かのバンドルなど）のオーダーが行われると、オーダーデータのオブジェクトが作成され、

システムに保存されます。
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•サービスアクション：製品のプロビジョニング中に、アプリケーションがデバイスと通信す
ると作成されるオブジェクト。デフォルトでは、サービスアクションデータの消去が有効

になっています。

•タスク：インフラストラクチャ設定の更新のスケジュール。インフラストラクチャ設定に
よって、設定をローカルに保存できます。保存された設定はタスクに組み込み、デバイスに

プッシュできます。

•ワークフロー：製品のオーダーが行われると、ワークフロー（承認、出荷、受領）を通過し
てから、サービスアクティベータに届きます。

•監査証跡：PIN/パスワードの変更を行うと、それらはリセットされ、次回のログオン時に変
更が反映されます。変更に伴い、UnityやUnityConnectionデバイス内のユーザのボイスメー
ルがロック解除され、監査エントリが作成されます。

データは、保持期間または保持数の基準に達すると消去されます。たとえば、

データが保持期間より古い場合は削除されます。また、データの合計が保持

数を超えると、データは削除されます。

（注）

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システムのセットアップ（SystemSetup）] > [データメンテナンス（Data
Maintenance）]を選択します（スタンドアロンの Prime Collaboration Provisioningアプリケーショ
ンの操作については、表 1-1を参照してください）。

ステップ 2 消去をスケジュールするデータの行にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [日単位の保持期間（Retention Time in Days）]カラムで、データを保持する日数を変更します（デ
フォルトは 7日間で、サービスアクションの場合のみ 30日間）。

ステップ 4 [保持数（Retention Count）]カラムで、保持するデータの数を選択します。
保持数は、Provisioningで保持して消去しないオブジェクトの数です。たとえば、オー
ダー総数が 1000で、保持数が 200の場合、Provisioningでは 800のオーダーが消去さ
れ、最新の 200オーダーだけが保持されます。

[保持数（Retention Count）]のデフォルト設定は次のとおりです。

（注）

• [順序（Orders）]：最新の 100オーダー

• [サービスアクション（ServiceAction）]：無制限

• [タスク（Task）]：50

• [ワークフロー（Workflow）]：50

• [監査証跡（Audit Trail）]：50
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ステップ 5 （オプション）消去されたデータを削除する前にファイルへエクスポートするには、[エクスポー
ト後に消去（Export Before Purge）]フィールドで [はい（Yes）]を選択し、データの保存先となる
ディレクトリの場所を入力します。

エクスポートされるのはオーダーデータとワークフローデータだけです。サービスアクション

データはエクスポートされません。

ステップ 6 消去間隔を選択し（デフォルトは 24時間）、[更新（Update）]をクリックします。
[消去情報（Purging Information）]ペインに、次にスケジュールされている消去と前回の消去の時
期が表示されます。

プロビジョニングデータを消去するには、[管理（Administration）] > [システムのセットアップ
（System Setup）] > [データメンテナンス（Data Maintenance）]を選択します（スタンドアロンの
Prime Collaboration Provisioningアプリケーションでは、[管理（Administration）] > [システムメン
テナンス（System Maintenance）] > [データメンテナンス（Data Maintenance）]を選択します）。
[データメンテナンスの設定（Data Maintenance Configuration）]ページでデータを設定できます。

メンテナンスモード
Cisco Prime Collaboration Provisioningをメンテナンスモードにすると、ドメイン/プロセッサ/サー
ビスエリアの削除など、通常モードでは行えないユーザに影響を与える操作を実行できます。

管理者以外のすべてのユーザは、割り当てられた権限ごとにProvisioning以外のすべてのページに
アクセスできます。Provisioningのリンクは利用可能ですが、ユーザがこれらのページにアクセス
しようとすると、「アプリケーションは、現在メンテナンスモードです（the application is currently
in Maintenance mode）」というメッセージが表示されます。

手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システムのセットアップ（System Setup）] > [Provisioningのセットアッ
プ（ProvisioningSetup）] > [メンテナンスモード（MaintenanceMode）]を選択します（スタンドア
ロンの Prime Collaboration ProvisioningアプリケーションのUI操作については、Prime Collaboration
Provisioningの統合またはスタンドアロンユーザインターフェイス, （11ページ）を参照してく
ださい）。

[アプリケーションモード管理（ApplicationModeManagement）]ページが表示され、次のメッセー
ジが表示されます。

「メンテナンスモードを終了すると、すべてのユーザのアクセスが回復します。プロセッサ(コー
ルプロセッサ、ユニファイドメッセージプロセッサ)、LDAPおよびACSサーバ、ドメイン、サー
ビスエリアの削除操作は実行できなくなります。（ExitingMaintenancemode will restore access to all
users. Delete operations on processors (Call Processors, UnifiedMessage Processors), LDAP andACS Servers,
Domains, and Service Areas will no longer be available.）」

ステップ 2 [メンテナンスモード開始までの遅延時間(分)（Delay Before Maintenance Mode Begins (mins)）]ド
ロップダウンリストから遅延時間を選択します。選択可能な遅延時間は 1～ 60分です。 Cisco
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Prime Collaboration Provisioningを即座にメンテナンスモードにするには、[即時（Immediately）]
を選択します。

ステップ 3 [ログインしたユーザに表示するメッセージ（Message toDisplay toLogged-inUsers）]で、メッセー
ジを入力します。このメッセージはログインしたユーザの画面に表示されます。 200文字まで入
力できます。

ステップ 4 [メンテナンスモードの開始（Enter Maintenance Mode）]をクリックし、次に [はい（Yes）]をク
リックして確定します。

ログインページに警告が表示され、システムの使用は管理権限を持つユーザに制限されることが

ユーザに通知されます。ドメインの削除など、通常モードでは使用できないメンテナンスオプ

ションが使用可能になります。

ステップ 5 ドメインの削除などのメンテナンスアクティビティを実行します。

ステップ 6 メンテナンスアクティビティが完了したら、[メンテナンスモード（Maintenance Mode）]を選択
します。

ステップ 7 [メンテナンスモードの終了（Exit Maintenance Mode）]をクリックします。
ログインページの警告が消え、ユーザは通常通りにログインできるようになります。ドメインの

削除などのメンテナンスオプションは、もう使用できません。

Cisco Prime Collaboration Provisioningがメンテナンスモードに入るときは、すべての管理者に電子
メール通知が送信されます。電子メール通知を送信するには、次の通知イベントを有効にする必

要があります。

[システムがメンテナンスモードを開始したときまたは終了したとき(ログインした管理者に電子
メールが送信されます)（When system enters or exits Maintenance Mode (email will be sent to the logged
in administrators)）]

通知設定を行うには、システム通知の設定, （310ページ）を参照してください。

バックアップと復元の実行
Cisco PrimeCollaboration Provisioningでは、データをバックアップして復元できます。Provisioning
のUIを使用して定期バックアップをスケジュールするか、あるいはシステムに管理者ユーザ（CLI
ユーザ）としてログインし、手動でバックアップコマンドを実行できます。ただし復元コマンド

は、システムに管理者ユーザ（CLIユーザ）としてログインし、手動で実行する必要があります。

バックアップと復元のシナリオには次の 2種類があります。使用するシナリオに適した手順を選
択してください。

•単一マシン用のバックアップと復元のシナリオ。同一インストールまたは新規インストール
で使用します。このシナリオについては、単一マシンの Provisioningデータベースのバック
アップ, （323ページ）および単一マシンの Provisioningデータベースの復元, （324ページ）
を参照してください。

•分散データベース用のバックアップと復元のシナリオ。同一インストール、同一 IPアドレス
を使用した新規インストール、または新しい IPアドレスを使用した新規インストールで使用
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します。このシナリオについては、分散データベース用の Provisioningのバックアップ, （
326ページ）および分散データベース用のProvisioningの復元, （327ページ）を参照してくだ
さい。

ファイルをバックアップする場合は、そのファイルを別のファイルサーバに

置く必要があります。また、バックアップデータは CDにも焼き付けてくだ
さい。

（注）

Cisco Prime Collaboration Provisioningを使用すると、システムデータをバックアップして、全面的
なシステム障害が発生した場合に別のシステムにそのデータを復元できます。別のシステムから

のバックアップを復元する場合は、次の要件を満たす必要があります。

•データの復元先のアプリケーションサーバがバックアップ対象システムと同じMACアドレ
スを持つことを確認します（IPアドレスとホスト名は異なっていても可）。

•元のシステム（バックアップされるシステム）のMACアドレスを別のシステムに割り当て
ることができない場合は、新しいライセンスファイル（新規MACアドレス用）の情報につ
いて Cisco TACにお問い合わせください。

•異なるシステムでデータのバックアップと復元を行う手順は、同一システムでデータのバッ
クアップと復元を行う手順と同じです。

単一マシンの Provisioning データベースのバックアップ
この手順を実行するには、Provisioningデータベース（PostgreSQLデータベース）に管理者レベル
でアクセスできる必要があります。

手順

ステップ 1 SSHを使用してルートでログインします（ポート 22）。

ステップ 2 /opt/cupmフォルダに移動し、次のコマンドを入力してください。
./cupm-app-service.sh stop

ステップ 3 次のコマンドを使用して、Apacheサービス、JBossサービス、および NICEサービスを停止しま
す。

ps -aef | grep startcupm
ps -aef | grep nice
kill -9 <startcupm process ID>
kill -9 <nice process ID>

ステップ 4 次のコマンドを使用して、対象のディレクトリに移動します。
cd /opt/postgres/9.0/bin
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ステップ 5 次のコマンドを実行します。

./pg_dumpall -o -Upmadmin > /<backup_directory_name>/<backup_file_name>

値は次のとおりです。

• pmadmin：postgresユーザ ID。

• backup_directory_name：バックアップファイルを置く場所のディレクトリ名。

• backup_file_name：バックアップはこのファイル名で作成されます。

ステップ 6 バックアップフォルダで、次のファイルとディレクトリのコピーを作成します。

• /opt/cupm/sep/dfc.properties

• /opt/cupm/sep/ipt.properties

• /opt/cupm/sep/dfc.keystore

• /opt/cupm/jboss/server/cupm/conf/login-config.xml

• /opt/cupm/jboss/server/cupm/deploy/dfc-ds.xml

ステップ 7 次のコマンドを使用して、Apacheサービス、JBossサービス、および NICEサービスを開始しま
す。

cd /opt/cupm
./cupm-app-service.sh start

単一マシンの Provisioning データベースの復元
はじめる前に

新規インストールに復元する場合は、この手順を開始する前に、システムを新規インストールで

起動して稼働させます。この手順を実行するには、Provisioningデータベース（PostgreSQLデー
タベース）に管理者レベルでアクセスできる必要があります。

データベースを新しいシステムに復元する場合は、次のポートが他のアプリケーションで使用さ

れていないことを確認してください。

• dfc.jboss.port=46008

• dfc.postgres.port=5432

• dfc.nice.rmi.registry.internal.port=46001

• dfc.webport=80

ポートが他のアプリケーションで使用されている場合は、対象のポート番号を空いているポート

に変更する必要があります。これらの設定は、/opt/cupm/sep/dfc.propertiesファイルに定義されて
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います。インストール中にデフォルトの場所を受け入れた場合、インストールディレクトリは

/opt/cupmになります。

手順

ステップ 1 SSHを使用してルートでログインします（ポート 22）。

ステップ 2 /opt/cupmフォルダに移動し、次のコマンドを入力して Apache、JBoss、NICEなどのアプリケー
ションサービスを停止します。
./cupm-app-service.sh stop

ステップ 3 次のコマンドを使用して、アプリケーションサービスが停止したことを確認します。

ps -aef | grep startcupm
ps -aef | grep nice
kill -9 <startcupm process-id>
kill -9 <nice process-id>

a) niceプロセスが postgres接続をまだ保持しているかどうかチェックするには、次のコマンドを
入力します：
ps -aef

b) 次のプロセスを検索します：/opt/cupm/jvm/bin/java -server -classpath
/opt/cupm/sep/lib/dom.jar:/opt/cupm/sep/lib/jaxbapi.jar:/opt/cupm/sep/lib/jaxb-impl.jar
プロセスが実行中の場合は、次のコマンドを入力します。

kill -9 <Process-Id found earlier>

ステップ 4 同一インストールに復元する場合は、次の手順に進みます。新規インストールに復元する場合は、

次のバックアップファイル（bak）をコピーします。

ステップ 5 次のコマンドを使用して、対象のディレクトリに移動します。
cd /opt/postgres/9.0/bin

ステップ 6 次のコマンドを実行して、データベースを復元します。

./CUPM-restore.sh <username> <password> /mnt/<backup_file_name>

ここで、usernameはPostgreSQL管理者のユーザ名です。デフォルトの管理者ユーザ名はpmadmin
です。パスワードは globaladminに入力したものと同じです。

次のエラーが表示された場合：
"dropdb: database removal failed: ERROR: database "cupm" is being accessed by other users"

次の手順を実行します。

a) 次のコマンドを入力して、niceプロセスが postgres接続をまだ保持しているかどうかをチェッ
クします。
ps -aef

b) 次のプロセスを探します：/opt/cupm/jvm/bin/java -server -classpath
/opt/cupm/sep/lib/dom.jar:/opt/cupm/sep/lib/jaxbapi.jar:/opt/cupm/sep/lib/jaxb-impl.jar
プロセスが実行中の場合は、次のコマンドを入力します。

kill -9 <Process-Id found earlier>
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c) 復元コマンド（./CUPM-restore.sh <username> <password> /mnt/<backup_file_name>）を再度実行
します。

ステップ 7 同一インストールに復元する場合は、次の手順に進みます。新規インストールに復元する場合

は、次のバックアップファイルをコピーします。

• /opt/cupm/sep/dfc.properties

• /opt/cupm/sep/ipt.properties

• /opt/cupm/sep/dfc.keystore

• /opt/cupm/jboss/server/cupm/conf/login-config.xml

• /opt/cupm/jboss/server/cupm/deploy/dfc-ds.xml

ステップ 8 次のコマンドを使用して、Apacheサービス、JBossサービス、および NICEサービスを開始しま
す。

cd /opt/cupm
./cupm-app-service.sh start

分散データベース用の Provisioning のバックアップ
この手順を実行するには、Provisioningデータベース（PostgreSQLデータベース）に管理者レベル
でアクセスできる必要があります。

手順

ステップ 1 SSHを使用してルートでログインします（ポート 22）。

ステップ 2 アプリケーションサーバの /opt/cupmフォルダに移動し、次のコマンドを入力します。
./cupm-app-service.sh stop

ステップ 3 Prime Collaboration Provisioningアプリケーションサーバで、次のコマンドを使用してApacheサー
ビス、JBossサービス、および NICEサービスを停止します。

ps -aef | grep startcupm
ps -aef | grep nice
kill -9 <startcupm process id>
kill -9 <nice process id>

ステップ 4 データベースサーバで、次のディレクトリに移動します。
cd /opt/postgres/9.0/bin

ステップ 5 次のコマンドを実行します。

./pg_dumpall -o -Upmadmin /opt/<backup_file_name>

値は次のとおりです。

• pmadmin：postgresユーザ ID。
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• backup_directory_name：バックアップファイルを置く場所のディレクトリ名。

• backup_file_name：バックアップはこのファイル名で作成されます。

ステップ 6 アプリケーションサーバからバックアップフォルダに、次のファイルとディレクトリをコピーし

ます。

• /opt/cupm/sep/dfc.properties

• /opt/cupm/sep/ipt.properties

• /opt/cupm/sep/dfc.keystore

• /opt/cupm/jboss/server/cupm/conf/login-config.xml

• /opt/cupm/jboss/server/cupm/deploy/dfc-ds.xml

ステップ 7 Prime Collaboration Provisioningアプリケーションサーバで、次のコマンドを使用してApacheサー
ビス、JBossサービス、および NICEサービスを開始します。

cd /opt/cupm
./cupm-app-service.sh start

分散データベース用の Provisioning の復元
新規インストールに復元する場合は、同一 IPアドレスと新規 IPアドレスのどちらを使用する場
合でも、この手順を開始する前にシステムを新規インストールで起動して稼働させます。

この手順を実行するには、Provisioningデータベース（PostgreSQLデータベース）に管理者レベル
でアクセスできる必要があります。

データベースを新しいシステムに復元する場合は、次のポートが他のアプリケーションで使用さ

れていないことを確認してください。

• dfc.jboss.port=46008

• dfc.postgres.port=5432

• dfc.nice.rmi.registry.internal.port=46001

• dfc.webport=80

ポートが他のアプリケーションで使用されている場合は、対象のポート番号を空いているポート

に変更する必要があります。これらの設定は、\sep\dfc.propertiesファイルに定義されています（イ
ンストール中にデフォルトの場所を受け入れた場合、インストールディレクトリは /opt/cupmに
なります）。

また、次のいずれかの設定でシステム名を変更する必要があります。

• dfc.postgres.host=<system name>（データベースが 1つのシステム上にある場合）

• dfc.postgres.hostlist=<system name>（データベースが複数のシステム上にある場合）
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データベースサーバのデータベースの復元

アプリケーションサーバのサービスを停止するには、ステップ 1～ 3を実行します。

手順

ステップ 1 ポート 22で SSHを使用して、rootとしてアプリケーションサーバにログインします。

ステップ 2 アプリケーションサーバの /opt/cupmフォルダに移動し、次のコマンドを入力します。
./cupm-app-service.sh stop

ステップ 3 Prime Collaboration Provisioningアプリケーションサーバで、次のコマンドを使用して Provisioning
サービス Apache、JBoss、および NICEを停止します。

ps -aef | grep startcupm
ps -aef | grep nice
kill -9 <startcupm process id>
kill -9 <nice process id>

a) niceプロセスが postgres接続をまだ保持しているかどうかチェックするには、次のコマンドを
入力します：
ps -aef

b) 次のプロセスを検索します：/opt/cupm/jvm/bin/java -server -classpath
/opt/cupm/sep/lib/dom.jar:/opt/cupm/sep/lib/jaxbapi.jar:/opt/cupm/sep/lib/jaxb-impl.jar
プロセスが実行中の場合は、次のコマンドを入力します。

kill -9 <Process-Id found earlier>

データベースサーバのデータベースを復元するには、次の手順を実行します。

ステップ 4 同一インストールに復元する場合は、次の手順に進みます。新規インストールに復元する場合

は、データベースサーバの /<backup_folder>にバックアップファイル（bak）を貼リ付けます。

ステップ 5 データベースサーバの次のディレクトリに移動します。
cd /opt/postgres/9.0/bin

ステップ 6 次のコマンドを実行します。

./CUPM-restore.sh <username> '<password>' /<backup_folder>/<backup_file_name>

ここで、usernameはPostgreSQL管理者のユーザ名です。デフォルトの管理者ユーザ名はpmadmin
です。パスワードは globaladminに入力したものと同じです。

コマンド ./CUPM-restore.shが機能するには、必ずパスワードには特殊文字を含めず、
単一引用符で囲みます。

（注）

ステップ 7 同一インストールに復元する場合は、次の手順に進みます。新規インストールに復元する場合

は、データベースサーバで次のコマンドを実行します。

cd /opt/postgres/9.0/bin
./psql -Upmadmin -d cupm
select * from nicesyseng;

コンソール出力をチェックして、（[host]カラム）に古い IPアドレスを含むエントリがあるかど
うかを確認します。そのようなエントリが存在する場合は、次のコマンドを実行してそれらを削

除します。
delete from nicesyseng where host='<old_IP_address>';
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ステップ 8 次のコマンドを使用して、データベースサービスを再起動します。

cd /opt/cupm
./cupm-db-service.sh stop
./cupm-db-service.sh start

アプリケーションサーバのデータベースの復元

手順

ステップ 1 同一インストールに復元する場合は、次の手順に進みます。新規インストールに復元する場合

は、次のバックアップファイルをコピーします。

• /opt/cupm/logs/install.log

• /opt/cupm/sep/dfc.properties

• /opt/cupm/sep/ipt.properties

• /opt/cupm/sep/dfc.keystore

• /opt/cupm/jboss/server/cupm/conf/login-config.xml

• /opt/cupm/jboss/server/cupm/deploy/dfc-ds.xml

ステップ 2 opt/cupm/sep/dfc.propertiesのデータベースサーバの IPアドレス（postgres host）を更新します。

ステップ 3 opt/cupm/jboss/server/cupm/deploy/dfc-ds.xmlのデータベースサーバの IPアドレス（postgres host）
を更新します。

ステップ 4 次のコマンドを使用して、Apacheサービス、JBossサービス、および NICEサービスを開始しま
す。

cd /opt/cupm
./cupm-app-service.sh start

Provisioning ユーザインターフェイスを使用したバック
アップのスケジュール

Provisioningユーザインターフェイスを使用して、Provisioningデータベースの定期バックアップ
を作成できます。バックアップを実行するには、管理者としてログインする必要があります。

Provisioningデータベースのバックアップを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システムメンテナンス（System Maintenance）] > [バックアップ管理
（Backup Management）]を選択します。

ステップ 2 [バックアップ管理（Backup Management）]ページで [新規（New）]をクリックします。

ステップ 3 [バックアップの新規作成（Create New Backup）]ページでバックアップタイトルを入力します。

ステップ 4 [バックアップ接続（Backup Connection）]ドロップダウンリストから、バックアップファイルの
保存先として [SFTP]、[FTP]または [ローカル（Local）]を選択します。
a) [SFTP]または [FTP]を選択した場合は、次の詳細を入力します。

•バックアップファイルを保存する必要があるサーバの IPアドレス。

•バックアップ先までのパスとポートの詳細（SFTPのみ）。

•ユーザ名とパスワード情報。 SFTPまたは FTPパスワードのテストはオプションです。

b) ローカルを選択した場合、バックアップファイルは CUPMのローカルディレクトリに保存さ
れます。

ステップ 5 ローカルバックアップでは、[バックアップ履歴（BackupHistory）]ドロップダウンリストから、
ローカルマシンに保存するバックアップファイル数を選択します。

デフォルト値は 2です。デフォルトでは、2つの最新バックアップファイルを保存できます。最
大 9つの最新バックアップファイルを保存可能です。

ステップ 6 スケジュールの詳細を入力して、バックアップをスケジュールします。

表示される時刻は、サーバブラウザの時刻です。新規バックアップジョブのデフォルトの繰り

返しタイプは [なし（None）]です。デフォルト設定でバックアップジョブを作成すると、バッ
クアップがただちに開始されます。

ステップ 7 スケジュールしたバックアップのステータス通知を受信する電子メールアドレスを入力します。

複数の電子メールアドレスをカンマで区切って入力できます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。 [バックアップ管理（Backup Management）]ページの [バック
アップ（Backups）]テーブルに、スケジュールされたバックアップが表示されます。

ステップ 9 [今すぐ実行（Run Now）]をクリックし、ただちにバックアップを実行します。

Prime Collaboration Provisioningは、バックアップ開始前にメンテナンスモードに入ります。すべ
てのログインユーザに対して、スケジュールされたバックアップの開始 10分前に、Prime
Collaboration Provisioningからログアウトされることを知らせる通知が表示されます。ユーザは、
バックアップ開始前に作業を保存してログアウトする必要があります。さもないと、自動的にロ

グアウトされて Prime Collaboration Provisioningにアクセスできなくなります。

バックアップテーブルには、各バックアップジョブのステータスと履歴の情報が表示されます。

[次の実行時（Next Run Time）]オプションには、次の定期スケジュールの詳細が示されます。
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また、[前回の実行ステータス（Last Run Status）]列には、前回実行したバックアップジョブのス
テータスが表示されます。バックアップジョブのステータスは、[スケジュール済み（Scheduled）]、
[処理中（In Progress）]、[成功（Success）]または [失敗（Failed）]です。

バックアップジョブがスケジュールされた時間に達すると、前回の実行ステータスが [スケジュー
ル済み（Scheduled）]に変更されます。さらに 10分後にメンテナンスモードに入ると、ステー
タスは [スケジュール済み（Scheduled）]から [処理中（In Progress）]に変化します。

バックアップジョブが完了すると、ステータスは [成功（Success）]または [失敗（Failed）]にな
ります。

任意のバックアップジョブの履歴を表示するには、[実行履歴カウント（Run History Count）]を
クリックしてダイアログボックスを開きます。バックアップの開始時刻、終了時刻、ステータ

ス、ファイルサイズを表示できます。また、実行履歴ログを削除できます。バックアップログ

が削除されてもバックアップ済みファイルは削除されません。

バックアップジョブの管理

スケジュールされたジョブでは、次の操作を実行できます。

•編集と削除：[スケジュール済み（Scheduled）]と [処理中（In Progress）]のステータスでは、
[編集（Edit）]および [削除（Delete）]オプションが無効になります。バックアップのステー
タスが [スケジュール済み（Scheduled）]と [処理中（In Progress）]の場合は、そのバック
アップジョブを編集または削除することはできません。同時に編集できるバックアップジョ

ブは 1つだけです。

•キャンセル：キャンセルできるのは、ステータスが [スケジュール済み（Scheduled）]または
[処理中（In Progress）]の実行中のバックアップジョブだけです。
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付録 A
プロビジョニング属性

• プロビジョニング属性の説明, 333 ページ

• コールプロセッサのサポートされるプロビジョニング属性, 384 ページ

• ユニファイドメッセージプロセッサのサポートされるプロビジョニング属性, 453 ページ

• プレゼンスサーバのサポートされるプロビジョニング属性, 455 ページ

プロビジョニング属性の説明

表 57：プロビジョニング属性の説明, （333ページ）に、設定可能なすべてのプロビジョニング
属性を示します。すべてのエンドポイントタイプまたはすべての Cisco Unified Communications
Managerバージョンに、すべての属性を適用できるとは限りません。 Provisioningの設定によって
は、一部の属性が使用できない場合があります。

コールプロセッサのサポートされるプロビジョニング属性, （384ページ）およびユニファイド
メッセージプロセッサのサポートされるプロビジョニング属性, （453ページ）は、コールプロ
セッサとユニファイドメッセージプロセッサの各バージョンでどの属性を使用できるかをそれぞ

れ示したものです。

プレゼンスサーバのサポートされるプロビジョニング属性, （455ページ）にはプレゼンスプロ
セッサの属性が示されています。

表 57：プロビジョニング属性の説明

説明属性

自動代替ルーティング（AAR）コーリングサーチスペース。[AARコーリン
グサーチスペー

ス（AAR
Calling Search
Space）]
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電話番号に自動代替ルーティング（AAR）の接続先マスクを設定します。[AAR接続先マ
スク（AAR
Destination
Mask）]

自動代替ルーティング（AAR）グループ。[AARグループ
（AAR
Group）]

電話番号に自動代替ルーティング（AAR）のキープコール履歴を設定すると、
宛先がコール転送履歴に保持されます。

[AARキープ
コール履歴

（AAR Keep
Call History）]

このチェックボックスをオンにすると、[ボイスメールプロファイルの設定
（Voice Mail Profile Configuration）]ウィンドウの設定が使用されます。

[AAR設定
（AAR
Settings）] -- [ボ
イスメールの使

用（Use
Voicemail）]

管理ユーザのユーザ ID。デフォルトは adminです。

ユーザ名に apache、daemon、nobody、root、および shutdownは使用できませ
ん。

[管理ユーザ名
（Admin
Username）]

管理ユーザのパスワード。[管理パスワー
ド（Admin
Password）]
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エンドポイントアプリケーションが広帯域コーデックを Cisco Unified
Communications Managerにアドバタイズするかどうかを指定します。

コーデックのネゴシエーションには 2つのステップがあります。

•エンドポイントアプリケーションは、サポートされるコーデックをCisco
Unified Communications Managerにアドバタイズします（すべてのエンド
ポイントが同じコーデックのセットをサポートしているわけではありませ

ん）。

• Cisco Unified Communications Managerが、コール試行に関連するすべての
エンドポイントからサポートされるコーデックのリストを取得すると、

リージョンペア設定などのさまざまな要因に基づいて一般にサポートさ

れるコーデックが選択されます。

有効な値は次のとおりです。

• [システムデフォルトを使用（Use SystemDefault）]：エンドポイントアプ
リケーションは [G.722コーデックのアドバタイズ（AdvertiseG.722Codec）]
エンタープライズパラメータで指定された設定に従います。

• [無効（Disabled）]：エンドポイントアプリケーションは広帯域コーデッ
クを Cisco Unified Communications Managerにアドバタイズしません。

• [有効（Enabled）]：エンドポイントアプリケーションは広帯域コーデッ
クを Cisco Unified Communications Managerにアドバタイズします。

[G.722および
iSACコーデッ
クのアドバタイ

ズ（Advertise
G.722 and iSAC
Codecs）]

回線からコールを発信した際に表示される名前。

このプロビジョニング属性を設定するときは、${FIRSTNAME}、
${LASTNAME}、${EXTENSION}、および ${USERID}の各キーワードを使用
できます。これらのキーワードはそれぞれ、ユーザの名、姓、内線番号、ユー

ザ IDに置き換えられます。

[呼び出し表示
（Alerting
Name）]
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ボイスメールアカウントの 1つ以上の代替内線番号。

ボイスメールアカウントのオーダー中に、[詳細オーダー（AdvancedOrdering）]
オプションを使用して、このプロビジョニング属性を設定できます（ユーザの

サービスのオーダー, （247ページ）を参照）。

[代替ボイスメール内線番号（AlternateVoicemail Extensions）]フィールドには、
次の文字を入力できます。

•数字（0～ 9）

•アスタリスク（*）

•ダッシュ（-）

•プラス記号（+）

•パーセント（%）

•バックスラッシュ（\）

•エックス文字（X）

•疑問符（?）

[代替ボイス
メール内線番号

（Alternate
Voicemail
Extensions）]

ユーザが Android Marketplaceから Androidアプリケーションをインストールで
きるかどうかを制御します。

[Android Market
からのアプリ

ケーションを許

可（Allow
Applications
from Android
Market）]

ユーザがCiscoAppHQからアプリケーションをインストールできるかどうかを
制御します。

[Cisco AppHQ
からのアプリ

ケーションを許

可（Allow
Applications
from Cisco
AppHQ）]

URLから、あるいは電子メール、インスタントメッセージ（IM）、またはセ
キュアデジタル（SD）カード経由で受け取ったAndroidパッケージ（APK）か
ら、ユーザが Androidアプリケーションをデバイス上にインストールできるか
どうかを制御します。

[不明な提供元
からのアプリ

ケーションを許

可（Allow
Applications
from Unknown
Sources）]
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[はい（True）]に設定した場合は、CTIでデバイスを制御およびモニタできま
す。有効な値は [はい（True）]または [いいえ（False）]です。

[CTIからのデバ
イスの制御を許

可（Allow
Control of Device
from CTI）]

EnergyWiseドメインコントローラポリシーで、電力レベルの更新をエンドポ
イントに送信できるかどうかを指定します。

[EnergyWise
オーバーライド

を許可（Allow
EnergyWise
Overrides）]

AnyConnect VPNクライアントを使用してVPNプロファイルを作成できるかど
うかを制御します。無効にすると、ユーザは VPNプロファイルを作成できま
せん。

[ユーザ定義
VPNプロファ
イルの許可

（Allow
User-Defined
VPN Profiles）]

プライマリ電話でコールを受信したときに、Cisco Prime Collaboration Provision
がそのコールを転送する代替番号を入力します。

[代替番号
（Alternate
Number）]

常にデバイスが VPN AnyConnectクライアントを起動し、Cisco Unified
Communications Managerの設定済みの VPNプロファイルで接続を確立するか
どうかを示します。

[常に VPN
（Always on
VPN）]

次のいずれかのオプションを選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれかの回線で
コールを受信すると、電話のユーザは、コールを受信した回線からコール

に応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフフック）になっているときに
いずれかの回線でコールを受信すると、このコールにはプライマリ回線が

選択されます。他の回線のコールは鳴り続け、ユーザはそれらの回線を

選択してこれらのコールに応答する必要があります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、[常
にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line）]サービスパラメー
タの設定が使用されます。

[常にプライム
回線を使用する

（Always Use
Prime Line）]
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次のいずれかのオプションを選択します。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に、電話のユーザが電話のメッ
セージボタンを押すと、電話のプライマリ回線がボイスメッセージを受

信するアクティブ回線になります。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッセージボタンを
押すと、ボイスメッセージが設定されている回線からボイスメッセージ

システムに自動的にダイヤルされます。ボイスメッセージがある回線が

存在しない場合に、電話のユーザがメッセージボタンを押すと、プライ

マリ回線が使われます。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Prime Collaboration Provisioningでは、[ボ
イスメッセージには常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line
for Voice Message）]サービスパラメータの設定が使用されます。

[ボイスメッ
セージには常に

プライム回線を

使用する

（Always Use
Prime Line for
Voice
Message）]

デバイス上で Android Debug Bridge（ADB）を有効または無効にします。[Android Debug
Bridge（ADB）]

アプリケーションのダイヤルルールの URL。[アプリケー
ションダイヤル

ルール URL
（Application
Dial Rules
URL）]

Cisco AppHQのドメイン。[AppHQドメイ
ン（AppHQ
Domain）]

サイトの市外局番。[市外局番
（Area Code）]

回線からコールを発信した際に表示される名前。入力はASCII文字でだけ行う
ことができます。

このプロビジョニング属性を設定するときは、${FIRSTNAME}、
${LASTNAME}、${EXTENSION}、および ${USERID}の各キーワードを使用
できます。これらのキーワードはそれぞれ、ユーザの名、姓、内線番号、ユー

ザ IDに置き換えられます。

[ASCII呼び出し
表示（ASCII
Alerting
Name）]

表示される内部発信者 ID。このフィールドを空欄にしておいた場合は、内線
番号が表示されます。入力は ASCII文字でだけ行うことができます。

このプロビジョニング属性を設定するときは、${FIRSTNAME}、
${LASTNAME}、${EXTENSION}、および ${USERID}の各キーワードを使用
できます。これらのキーワードはそれぞれ、ユーザの名、姓、内線番号、ユー

ザ IDに置き換えられます。

[ASCII表示(内
部発信者 ID)
（ASCII Display
(Internal Caller
ID)）]
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回線/エンドポイントの組み合わせについて、この電話番号を特定するテキス
ト。入力は ASCII文字でだけ行うことができます。このプロビジョニング属
性を設定するときは、${FIRSTNAME}、${LASTNAME}、${EXTENSION}、お
よび ${USERID}の各キーワードを使用できます。

これらのキーワードはそれぞれ、ユーザの名、姓、内線番号、ユーザ IDに置
き換えられます。

また、このフィールドにテンプレートを入力して、エンドポイントに表示され

る電話番号の桁を操作することもできます。

テンプレートでは、テキスト文字列内にトランスフォーメーションマスクを埋

め込むことで、電話番号の任意の桁を削除、挿入、順序変更、または変更する

ことができます。

トランスフォーメーションテンプレートの設定方法については、プロビジョニ

ング属性のトランスフォーメーションテンプレートの設定, （74ページ）を
参照してください。

テンプレートではなく標準的なテキストを入力する場合は、この

フィールドに30文字まで入力できます。テンプレートを入力する場
合の最大文字数は 60文字になります。

（注）

[ASCII回線テキ
ストラベル

（ASCII Line
Text Label）]

ノイズの抑制やエコーなどのオーディオ設定を行います。[オーディオプ
ロファイル

（Audio
Profile）]

エンドポイントのWebサーバに対する要求を検証するためにエンドポイント
で使用される URL。

[認証サーバ
URL
（Authentication
Server URL）]

自動応答のオプションを設定します。[自動応答
（Auto
Answer）]

自動割り込みオプションを有効にするか、無効にするのかを指定します。[自動割り込み
（Auto Barge）]

自動での回線選択を有効にします。[自動回線選択
（Auto Line
Select）]

エンドポイントで PCポートと SWポートを同じ速度およびデュプレックスに
同期させることを有効にします。

[自動ポート同
期（Automatic
Port
Synchronization）]
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次のいずれかのオプションを選択します。

• [オン（On）]：オーディオアラートを鳴らします。

• [オフ（Off）]：オーディオアラートを鳴らしません。

• [デフォルト（Default）]

[BLFオーディオ
アラート設定

(電話がアイド
ルのとき)（BLF
Audible Alert
Setting (Phone
Idle)）]

次のいずれかのオプションを選択します。

• [オン（On）]：オーディオアラートを鳴らします。

• [オフ（Off）]：オーディオアラートを鳴らしません。

• [デフォルト（Default）]

[BLFオーディ
オアラート設定

(電話がビジー
のとき)（BLF
Audible Alert
Setting (Phone
Busy)）]

この電話番号をモニタできるエンドユーザとアプリケーションユーザを指定

するグループ。

[BLFプレゼン
スグループ

（BLF Presence
Group）]

Bluetoothデバイスを有効にするか、無効にするのかを指定します。[Bluetooth]
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[ビジーランプ
フィールド情報

（Busy
Lampfield
Info）]
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デバイスの電話番号または SIP URIのステータスをリアルタイムでモニタする
ために使用します。これはCiscoUnifiedCommunicationsManagerのCiscoUnified
Presence機能の一部です。

この属性の設定フィールドを、次のリストで説明します。

• [インデックス（Index）]：数字（1～ 199）を入力します。

• [接続先（Destination）]：次のいずれかのタスクを実行して、SIPURIまた
は電話番号をビジーランプフィールドとして設定します。

◦ SIP電話の場合は、SIP URIを入力します。

◦ SIPまたは SCCP電話の場合は、数値、アスタリスク（*）、ポンド
記号（#）だけを使用して電話番号を入力するか、[電話番号（Directory
Number）]ドロップダウンリストから番号を選択します。

Cisco Unified Communications Manager以外の電話番号をビジーラン
プフィールドとして設定する場合は、その電話番号を入力します。

[接続先（Destination）]フィールドを設定する場合は、[電話番号
（Directory Number）]ドロップダウンリストからオプションを選択
しないでください。

このフィールドでは、数字（0～9）、アスタリスク（*）、ハッシュ
記号（#）、およびプラス記号（+）を使用できます。

• [電話番号（Directory Number）]：Cisco Unified Communications Manager
データベースに存在する電話番号のリストを表示します。この設定は、

[接続先（Destination）]フィールドを設定しなかった場合に限り行ってく
ださい。

SCCPまたはSIP電話の場合は、スピードダイヤルボタンを使用した際に
ダイヤルさせる番号を選択します。

このフィールドでは、数字（0～9）、アスタリスク（*）、ハッシュ記号
（#）、およびバックスラッシュとプラス記号（\+）を使用できます。

• [ラベル（Label）]：表示させるテキストを入力します。このフィールド
は国際化をサポートしています。電話が国際化をサポートしていない場

合、Provisioningでは [ラベル ASCII（Label ASCII）]フィールドに入力し
たテキストが使用されます。

• [ラベルASCII（LabelASCII）]：ビジーランプフィールドに表示させるテ
キストを入力します。 [ラベルASCII（Label ASCII）]フィールドは、[ラ
ベル（Label）]フィールドに入力したテキストの非国際化バージョンを表
します。

[ラベルASCII（LabelASCII）]フィールドは、CiscoUnifiedCommunications
Manager 6.1.3以降でサポートされています。

• [コールピックアップ（Call Pickup）]：Cisco Unified IP Phoneでビジーラ
ンプフィールドボタンを電話番号に関連付けます。これによって、Cisco
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Unified Communications Managerで、電話番号からコールが受けられるの
を待機しているときに、電話ユーザを通知できるようになります。

電話番号はビジーランプフィールド電話番号を示し、ビジーランプフィー

ルド電話番号への通話を受ける電話は、ビジーランプフィールドのコー

ルピックアップ発信側を示します。

バッチプロビジョニングでビジーランプフィールド情報を指定する場合は、

次の形式を使用する必要があります。

•バッチプロビジョニングで Add、Change Order、UpdatePAを実行する場
合 - Index:DirectoryNumber:Label:LabelAscii:Destination:Call Pickup;

デバイスですでにビジーランプフィールド値が設定されている場合は、

既存の値がこの形式に置換されます。

•バッチプロビジョニングで Addおよび Change Orderを実行する場合 -
&Index:DirectoryNumber:Label:LabelAscii:Destination:Call Pickup;

この形式は、ビジーランプフィールドの特定の値を変更し、他の既存の

ビジーランプフィールド値を保持するために使用されます。

回線に一度に送られるコールの最大数。コールがこの数を超えると、ビジー信

号が発生するか、コール転送に回されます。

[ビジートリ
ガー（Busy
Trigger）]

割り込み機能で、ビルトイン会議ブリッジの有効と無効を切り替えます。[ビルトインブ
リッジ（Built In
Bridge）]

周辺のゲートウェイの障害時に指定した接続先へコールを転送するには、この

チェックボックスをオンにします。この属性は、[回線（Line）]、[エクステン
ションモビリティ回線（Extension Mobility Line）]、[リモート接続先プロファ
イル回線（RemoteDestination Profile Line）]、[共有電話の回線（LineOn a Shared
Phone）]サービスでサポートされます。この属性は、Self-Careポータルでの
み使用できます。

[CTI障害時コー
ル転送（Call
Forward on CTI
Failure）]

ユーザが独自のグループ内で着信コールを受けることを可能にする電話番号。[コールピック
アップグループ

（Call Pickup
Group）]
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このフィールドで、着信コールがコールピックアップグループのメンバーに

送信する通知のタイプが判定されます。コールが着信した電話で応答されない

場合、コールピックアップグループ内のアイドル中の電話で短い呼び出し音

が聞こえるか（[一度鳴らす（RingOnce）]）、または何も聞こえません（[無効
（Disabled）]）。

[コールピック
アップグループ

オーディオア

ラートの設定

(電話がアイド
ルのとき)（Call
Pickup Group
Audio Alert
Setting (Phone
Idle)）]

このフィールドで、着信コールがコールピックアップグループのメンバーに

送信する通知のタイプが判定されます。コールが着信した電話で応答されない

場合、コールピックアップグループ内の使用中の電話でビープ音のみが聞こ

えるか、または何も聞こえません（[無効（Disabled）]）。

[コールピック
アップグループ

オーディオア

ラートの設定

(電話がアク
ティブのとき)
（Call Pickup
Group Audio
Alert Setting
(Phone
Active)）]

発信者に割り当てられた IDを識別します。[発信者 ID
（Caller ID）]

発信者の入力キーを設定します。有効な属性は次のとおりです。

[ロック済み（Locked）]：[はい（True）]または [いいえ（False）]。

[操作（Action）]：キーの操作を指定します。

[内線（Extension）]

[説明（Description）]

[コールハンドラ（Call Handler）]

[ディレクトリハンドラ（Directory Handler）]

[インタビューハンドラ（Interview Handler）]

[メールボックスを持つユーザ（User with Mailbox）]

[転送を試す、またはグリーティングを実行（Attempt Transfer Or Go Greeting）]

[会話（Conversation）]

内線番号ダイヤリングが許可されるかどうか、および [追加入力待機時間（Wait
for Additional Digits）]の値を指定できます。

[発信者入力
キー（Caller
Input Keys）]
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発呼側トランスフォーメーション用のコーリングサーチスペースを選択しま

す。

[発呼側トラン
スフォーメー

ション CSS
（Calling Party
Transformation
CSS）]

コールの終了を試みる際にデバイスが検索できるパーティションを指定しま

す。

[コーリング
サーチスペース

（Calling Search
Space）]

[設定済みCSSを使用（WithConfiguredCSS）]オプションを選択した場合、[電
話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで明示的に設定さ
れた不在転送コーリングサーチスペースにより、不在転送のアクティベーショ

ンと自動転送が制御されます。不在転送コーリングサーチスペースが [なし
(None)]に設定されている場合、CSSは不在転送のために設定されません。パー
ティションが設定された任意の電話番号への不在転送をアクティブにすること

はできません。

不在転送コーリングサーチスペースを明示的に設定せずに、電話番号のコー

リングサーチスペースとデバイスのコーリングサーチスペースを組み合わせ

て利用する場合は、[コーリングサーチスペースのアクティベーションポリシー
（Calling Search Space Activation Policy）]で [アクティブなデバイス/回線 CSS
を使用（With Activating Device/Line CSS）]を選択します。

[不在転送 CSS
アクティベー

ションポリシー

（Forward All
CSS Activation
Policy）]

ページの [アプリケーションユーザCAPFプロファイルの設定（ApplicationUser
CAPF Profile Configuration）]ウィンドウを使用すると、セキュアなアプリケー
ションユーザにローカルで有効な証明書を発行できます。証明書を発行し、

その他のセキュリティ関連のタスクを実行すると、CTIManagerサービスとサー
バでアクティブにされたアプリケーションの間で TLS通信が開かれます。

1つのアプリケーションユーザ CAPFプロファイルが、サーバのアプリケー
ションの 1つのインスタンスに対応します。たとえば、クラスタ内の 2台の
サーバでアプリケーションをアクティブにする場合は、サーバごとに 1つず
つ、合計 2つのアプリケーションユーザCAPFプロファイルを設定する必要が
あります。同じサーバで2つの異なるアプリケーションをアクティブにする場
合は、サーバのアプリケーションごとに 1つずつ、合計 2つのアプリケーショ
ンユーザ CAPFプロファイルを設定する必要があります。

[CAPF機能
（CAPF
feature）]

Cisco Unified Communications Manager CIP Webサービスのホスト名を設定しま
す。このホスト名は、Unified Presence Clientで電話サービスへのアクセス、認
証、およびローカリゼーションに使用できます。

[CIPプロファイ
ル（CIP
Profile）]
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エンドポイントにカメラが接続されている場合に、カメラ機能が有効かどうか

を示します。

[Ciscoカメラ
（Cisco
Camera）]

管理者は、ドックの PCポート上で CDPを有効または無効にできます。[Cisco Discovery
Protocol
(CDP)：PCポー
ト（Cisco
Discovery
Protocol
(CDP)：PC
Port）]

管理者は、ドックのスイッチポート上で CDPを有効または無効にできます。[Cisco Discovery
Protocol
(CDP)：スイッ
チポート

（Cisco
Discovery
Protocol
(CDP)：Switch
Port）]

Cisco Usage and Error Trackingシステムに送信される使用状況情報のレベルを指
定します。

[Cisco Usage and
Error Tracking]

Cisco Unified Communications Manager Expressの回線設定モードで実行される
Cisco IOSコマンドを入力する、自由形式のテキストフィールド。

入力するCLIコマンドはすべて、正しい構文である必要があります。回線設定
モードを変更するコマンド（exitなど）は使用しないでください。

このテンプレートでは、回線設定コマンド（numberや descriptionなど）は使
用しないでください。これらのコマンドは、回線製品をプロビジョニングする

ときに Cisco Prime Collaboration Provisioningによって行われた設定を上書きし
ます。

[CME回線設定
テンプレート

（CME Line
Configuration
Template）]

Cisco Unified Communications Manager Expressの電話設定モードで実行される
Cisco IOSコマンドを入力する、自由形式のテキストフィールド。

入力するCLIコマンドはすべて、正しい構文である必要があります。回線設定
モードを変更するコマンド（exitなど）は使用しないでください。

このテンプレートでは、電話設定コマンド（mac-address、description、button、
type、usernameなど）は使用しないでください。これらのコマンドは、エン
ドポイントをプロビジョニングするときにCiscoPrimeCollaborationProvisioning
によって行われた設定を上書きします。

[CME電話設定
テンプレート

（CME Phone
Configuration
Template）]
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共通のデバイス設定（ソフトキーテンプレートやユーザロケールなど）。[共通デバイス
設定（Common
Device
Configuration）]

電話機のパーソナライゼーション、VPN情報、セキュアシェル情報など、共
通の電話プロファイルの設定。

[共通の電話プ
ロファイル

（Common
Phone Profile）]

ユーザに関連するイメージのクエリーを実行してイメージを取得する URLを
指定します。

[企業写真ディ
レクトリ

（Company
Photo
Directory）]

プライマリサーバ、スタンバイサーバ、およびプロファイルに関連付けられ

たユーザなど、Cisco MeetingPlaceに関する設定を行います。
[会議プロファ
イル

（Conferencing
Profile）]

企業の IT部署の電子メールアドレスを指定します。[企業電子メー
ルアドレス

（Corporate
Email
Address）]

サイトの国番号を示します。[国コード
（Country
Code）]

プライマリサーバ、スタンバイサーバ、およびプロファイルに関連付けられ

たユーザなど、CTIゲートウェイに関する設定を行います。
[CTIゲートウェ
イプロファイル

（CTI Gateway
Profile）]

Cisco Unity Expressの EXECモードと設定モードの CLIコマンドを入力する、
自由形式のテキストフィールド。設定モードを開始したり終了したりするた

めの、適切な CLIコマンドを格納します。

[CUEユーザ設
定テンプレート

（CUE User
Configuration
Template）]
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Cisco Unity Expressのメールボックス設定モードの CLIコマンドを入力する、
自由形式のテキストフィールド。

[CUEボイス
メール設定テン

プレート（CUE
Voicemail
Configuration
Template）]

デフォルトでディスプレイの電源がオフに設定される日を指定します。[ディスプレイ
非点灯日（Days
Display Not
Active）]

デバイスの標準通信プロトコル。デフォルト値は [SIP]です。

Cisco Unified Communications Managerに登録する場合は、SIPプロト
コルだけがサポートされます。

（注）

[デフォルト
コールプロトコ

ル（Default Call
Protocol）]

Cisco Unified Communications Managerへの接続エラーをエンドポイントアプリ
ケーションが検出する感度を指定します。この検出は、デバイスのバックアッ

プ用 Cisco Unified Communications Manager/SRSTへのフェールオーバーが発生
する前に最初に実行されます。

有効な値は次のとおりです。

• [標準（Normal）]（標準のシステムレートで発生する Unified CM接続エ
ラーの検出）。 Unified CM接続エラーの高速認識のためには、[標準
（Normal）]を選択します。

• [遅延（Delayed）]（[標準（Normal）]の約 4分の 1の速度で発生する
Unified CM接続エラーの検出）。接続自体で接続を再確立できるように
するためにフェールオーバーを少し遅らせる場合は、[遅延（Delayed）]
を選択します。

[標準（Normal）]と [遅延（Delayed）]の接続エラー検出の正確な時間の差は、
常に変化する多数の変数に応じて異なります。これは有線イーサネット接続に

適用されます。

[Unified CMの
接続障害の検出

（Detect Unified
CM Connection
Failure）]

デバイスの目的を特定する説明文。[デバイスの説
明（Device
Description）]

ローミングデバイスのコーリングサーチスペース、地域、日時グループ、

SRST参照先などのロケーション設定を動的に変更します。有効な値は、[オン
（On）]、[オフ（Off）]、および [デフォルト（Default）]です。

[デバイスモビ
リティモード

（Device
Mobility
Mode）]
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デバイスが使用するデバイスプール。[デバイスプー
ル（Device
Pool）]

デバイスと Cisco Unified Communications Managerとの間で使用するセキュリ
ティモード（認証または暗号化）。

[デバイスセ
キュリティモー

ド（Device
Security
Mode）]

オーダーされた回線の電話番号に関連付けるディレクトリURIを入力します。
username@hostの形式で入力してください。ディレクトリ URIが属するパー
ティションも入力する必要があります。

複数の URIを入力する場合は、[プライマリ（Primary）]オプションボタンを
クリックして、内線のプライマリディレクトリ URIを示します。

[ディレクトリ
URI（Directory
URI）]

ディレクトリ検索ルールの URL。[ディレクトリ
検索ルール

URL（Directory
Lookup Rules
URL）]

エンドポイントがディレクトリ情報を取得するサーバの URL。[ディレクトリ
URL（Directory
URL）]

デバイスのスピーカーフォンを無効にします。[スピーカフォ
ンの無効化

（Disable
SpeakerPhone）]

デバイスのスピーカーフォンおよびヘッドセットを無効にします。[スピーカフォ
ンとヘッドセッ

トの無効化

（Disable
Speakerphone
And Headset）]

デバイスおよびドックの USBポートを無効にします。[USBを無効に
する（Disable
USB）]
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表示される内部発信者 ID。このフィールドを空欄にしておいた場合は、内線
番号が表示されます。

[表示(内部発信
者 ID)（Display
(Internal Caller
ID)）]

ディスプレイがユーザアクティビティによってアクティブになった後に、再び

非アクティブになるまでの時間を指定する自由形式のフィールド。このフィー

ルドを空白にした場合は、デバイスのデフォルト値は 1時間になります。

最大値は24時間です。「1:30」と入力すると、1時間30分放置された後にディ
スプレイがオフになります。非アクティビティタイマーは、ユーザのアクティ

ビティ中、継続的にリセットされます。

[ディスプレイ
放置時自動消灯

（Display Idle
Timeout）]

プログラミングされたスケジュールによって電源がオンになったときに、ディ

スプレイがアクティブになるまでの時間を指定します。

[ディスプレイ
点灯継続時間

（Display On
Duration）]

ディスプレイの電源が自動的にオンになる時刻を指定します。[ディスプレイ
点灯時刻

（Display On
Time）]

ダイジェスト認証（SIPセキュリティ）の設定に関連付けられるエンドユー
ザ。 SIP電話タイプのみがサポートされます。

[ダイジェスト
ユーザ（Digest
User）]

デバイスがスクリーンセーバーモードのときにコールが着信した場合、ディス

プレイがアクティブになります。

[着信コール時
に点灯（Display
On When
IncomingCall）]

[サイレント（DoNotDisturb）]機能が有効になっている場合のエンドポイント
でのコールの表示方法を指定します。有効な値は、[ビープ音のみ（Beep
Only）]、[無効（Disable）]、および [フラッシュのみ（Flash Only）]です。

[DND着信呼警
告（DND
Incoming Call
Alert）]

着信コールが [サイレント（Do Not Disturb）]機能によってどのように処理さ
れるのかを指定します。Cisco Unified CommunicationsManager 6.0.xでサポート
される有効な値は [呼出音オフ（Ringer Off）]です。7.0.xでは、[呼出音オフ
（Ringer Off）]、[コール拒否（Call Reject）]、および [共通の電話プロファイ
ル設定を使用（Use Common Phone Profile Setting）]がサポートされます。

[DNDオプショ
ン（DND
Option）]

エンドポイントで [サイレント（Do Not Disturb）]を有効にします。有効な値
は [はい（True）]または [いいえ（False）]です。

[サイレント
（Do Not
Disturb）]
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ドメインの名前です。[ドメイン名
（Domain
Name）]

緊急番号のカンマ区切りのリストです（例：911）。これらの番号はSoftPhone
ではなく、GSMからダイヤルされます。

[緊急電話番号
（Emergency
Numbers）]

オーディオアラートメッセージを有効にします。[オーディオア
ラートを有効に

する（Enable
Audible Alert）]

アプリケーションクライアントがデバイス上で動作するかどうかを制御しま

す。アプリケーションクライアントが有効な場合は、Cisco Unified
Communications Managerからインストールするアプリケーションを選択できま
す。

[Cisco UCMア
プリケーション

クライアントを

有効にする

（Enable Cisco
UCM App
Client）]

Cisco Unified Mobile Communicatorを有効にします。[Cisco Unified
Mobile
Communicator
を有効にする

（Enable Cisco
Unified Mobile
Communicator）]

LDAPへの SSL接続を有効にします。[LDAPSSLを有
効にする

（Enable LDAP
SSL）]

LDAPトランザクションに対するクライアントユーザ認証を有効にします。[LDAPユーザ認
証を有効にする

（Enable LDAP
User
Authentication）]

現在選択されているコールプロセッサのユーザのモバイルボイスアクセスを

有効にします。

[モバイルボイ
スアクセスの有

効化（Enable
Mobile Voice
Access）]
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現在選択されているコールプロセッサのユーザのモビリティ機能を有効にしま

す。

[モビリティの
有効化（Enable
Mobility）]

スケジュールに基づいてエンドポイントの電源をオフにする日を指定します。[Power Save Plus
を有効にする

（Enable Power
Save Plus）]

追加されたユーザに対して、MWIと統合Cisco Unified CommunicationsManager
との再同期を有効にします。

[再同期MWIを
有効にする

（Enable
ResyncMWI）]

管理者がエンドポイントの Telnetを有効または無効にすることを許可します。[Telnetを有効に
する（Enable
Telnet）]

[Unified CM IM and Presence]サービスを有効または無効にするために使用しま
す。

[Unified CM IM
and Presenceの
ユーザを有効に

する（Enable
User for Unified
CM IM and
Presence）]

エンドポイントが参加している Energywiseドメインを指定します。[EnergyWiseド
メイン

（EnergyWise
Domain）]

Energywiseドメイン内の通信に使用されるパスワードを指定します。[EnergyWiseエ
ンドポイントの

セキュリティ

シークレット

（EnergyWise
Endpoint
Security
Secret）]

ファクス送信のエラー修正モード（ECM）を無効にするかどうかを指定しま
す。

[ファクスエ
ラー修正モード

のオーバーライ

ド（Fax Error
Correction Mode
Override）]
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ファクスモード（ファクスパススルーまたは T.38ファクスリレー）を指定し
ます。

[ファクスモー
ド（Fax
Mode）]

機能管理ポリシーを使用すると、特定の機能を有効または無効にして、エンド

ポイントに表示される特定の機能とソフトキーの外観を制御することができま

す。複数の機能管理ポリシーを設定することが可能です。機能管理ポリシー

を設定した後、そのポリシーを個々のエンドポイントまたはエンドポイントグ

ループに関連付ける必要があります。

[機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]属性は、Cisco Cius、エ
クステンションモビリティアクセス、Cisco Unified IP Phone 8961、
9951、および 9971でのみサポートされます。

（注）

[機能管理ポリ
シー（Feature
Control Policy）]

すべてのコールを転送します。

[不在転送の接続先（Forward All Destination）]フィールドでは、数字（0～
9）、プラス記号（+）、アスタリスク（*）、ハッシュ記号（#）、および大文
字のエックス（X）を使用できます。

[不在転送
（Forward
All）]

すべてのコーリングサーチスペースをコール転送します。[不在転送 -コー
リングサーチス

ペース

（Forward All -
Calling Search
Space）]

回線が使用中で、ビジートリガーの設定値に達した場合に、コールを転送しま

す。これは外部コール用です。

[話中転送(外部)
（Forward Busy
External）]

回線が使用中で、ビジートリガーの設定値に達した場合に、コールを転送しま

す。これは内部コール用です。

[話中転送(内部)
（Forward Busy
Internal）]

コール転送時に、発信者名を表示させます。[転送呼情報 -発
信者名

（Forwarded
Call Information
- Caller Name）]

コール転送時に、リダイレクトされた番号を表示させます。[転送呼情報 -ダ
イヤル番号

（Forwarded
Call Information
- Dialed
Number）]
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コール転送時に、最初にダイヤルされた番号を表示させます。[転送呼情報 -転
送先番号

（Forwarded
Call Information
- Redirected
Number）]

応答がなく設定済みの無応答時の呼び出し時間に達した場合や宛先が未登録の

場合に、コールを転送します。これは外部コール用です。

[無応答時転送
(外部)（Forward
No Answer
External）]

応答がなく設定済みの無応答時の呼び出し時間に達した場合や宛先が未登録の

場合に、コールを転送します。これは内部コール用です。

[無応答時転送
(内部)（Forward
No Answer
Internal）]

カバレッジが使い切られたかタイムアウトし、カバレッジの関連付けられてい

るハントパイロットで最終転送用の [個人の初期設定を使用（Use Personal
Preferences）]が指定されている場合に、コールを転送します。これは外部コー
ル用です。

[カバレッジな
し時転送(外部)
（Forward No
Coverage
External）]

カバレッジが使い切られたかタイムアウトし、カバレッジの関連付けられてい

るハントパイロットで最終転送用の [個人の初期設定を使用（Use Personal
Preferences）]が指定されている場合に、コールを転送します。これは内部コー
ル用です。

[カバレッジな
し時転送(内部)
（Forward No
Coverage
Internal）]

[CTI障害時転送（Forward on CTI Failure）]フィールドは、CTIルートポイン
トおよび CTIポートにのみ適用されます。この行の設定は、CTIルートポイ
ントまたはCTIポートが失敗した場合に、このCTIルートポイントまたはCTI
ポートへの外部コールの自動転送をどのように扱うのかを指定します。

このチェックボックスをオンにすると、[ボイスメールプロファイルの設定
（Voice Mail Profile Configuration）]ウィンドウの設定が使用されます。

[CTI障害時ボイ
スメール転送

（Forward on
CTI Failure
Voice Mail）]

この設定は、電話番号を制御するアプリケーションが失敗した場合に、接続さ

れなかった内線コールが自動転送される電話番号またはディレクトリURIを指
定します。

[CTI障害時転送
の接続先

（Forward on
CTI Failure
Destination）]
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この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

内線コールのコーリングサーチスペースを選択すると、外線コールの [コーリ
ングサーチスペース（Calling Search Space）]設定に、この値が自動的にコピー
されます。外線コールを別のコーリングサーチスペースに自動転送する場合

は、外線コールの [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]で、別
の設定値を選択する必要があります。

[CTI障害時転送
のコーリング

サーチスペース

（Forward on
CTI Failure
Calling Search
Space）]

一時的に登録解除された宛先へのコールを再ルーティングします。これは外部

コール用です。

[未登録外線の
不在転送

（Forward
Unregistered
External）]

一時的に登録解除された宛先へのコールを再ルーティングします。これは内部

コール用です。

[未登録内線の
不在転送

（Forward
Unregistered
Internal）]

エンドポイントがアクティブになったときに、内部スイッチがエンドポイント

の PCポートとスイッチポート間のパケット転送を開始するかどうかを示しま
す。

[転送の遅延
（Forwarding
Delay）]

地理的ロケーションフィルタおよび論理パーティションポリシーで使用する、

地理的ロケーションを指定します。

[位置情報
（GeoLocation）]

デバイスがネットワーク上にその存在を公表するために使用する、ARPパケッ
トの受信を無効にします。

[GratuitousARP]

0～1200の数値（両端の値も含む）を入力して、保留している電話に戻される
コールのアラートを送信するまでの待機時間（秒単位）を指定します。

[保留復帰の呼
び出し時間(秒)
（Hold
Reversion Ring
Duration
(seconds)）]

0～1200の数値（両端の値も含む）を入力して、保留している電話にリマイン
ダアラートを送信する間隔（秒）を指定します。

[保留復帰の通
知間隔(秒)
（Hold
Reversion
Notification
Interval
(seconds)）]
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このクラスタがエンドユーザに対してホームクラスタであるかどうかを示し

ます。

[ホームクラス
タ（Home
Cluster）]

上限検証タイマーを指定します。[フックフラッ
シュタイマー

（Hookflash
Timer）]

[アイドル URL（Idle URL）]オプションで指定した URLが表示されるまでの
時間の長さ（秒単位）。

[アイドルタイ
マー（Idle
Timer）]

アイドルURLのタイマーで指定した時間だけエンドポイントが使用されなかっ
た場合、エンドポイントに表示される URL。

[アイドル URL
（Idle URL）]

コールごとのコール表示制限の設定に使用します。有効な値は [はい（True）]
または [いいえ（False）]です。

[表示インジ
ケータを無視

（Ignore
Presentation
Indicators）]

エンドポイントに表示されるヘルプテキストの URL。[情報 URL
（Information
URL）]

クラスタルーティングのためのサイト間アクセスコードを指定します。[サイト間アク
セスコード

（Inter Site
Access Code）]

国際アクセスのためにダイヤルする番号を指定します。[国際ダイヤル
桁数

（International
Dialing Digits）]

IVRのパスワードです。[IVRパスワー
ド（IVR
Password）]

このオプションが有効になっている場合、ユーザはエンドポイントに表示され

るさまざまな回線間のコールに参加できます。

[回線をまたい
で参加（Join
Across Lines）]
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同じ回線および異なる回線での参加と、直接転送ポリシーを指定します。[参加および直
接転送ポリシー

（Join And
Direct Transfer
Policy）]

フィールドのマッピングのセミコロンで区切られたリスト。指定されていない

フィールドはデフォルトを使用します。

[LDAPフィール
ドマッピング

（LDAP Field
Mappings）]

LDAPディレクトリ内の写真のロケーションを示す文字列。これはLDAPフィー
ルドまたは URLです。

[LDAPの写真の
ロケーション

（LDAP Photo
Location）]

LDAPのディレクトリ情報、検索コンテキスト情報、サーバ情報、およびプロ
ファイルに関連付けられたユーザを設定します。

[LDAPプロファ
イル（LDAP
Profile）]

LDAP検索のための検索ベース。[LDAP検索ベー
ス（LDAP
Search Base）]

LDAPサーバ名または IPアドレスとポート（例：ldap.company.com:389）。
ポートが指定されない場合、アプリケーションはバックエンドディレクトリ

サービスに最適なポートを選択します。

[LDAPサーバ
（LDAP
Server）]

Octelアナログネットワークのノード上の Cisco Unityユーザを特定するために
使用される番号。

また、このフィールドにテンプレートを入力して、表示される番号の桁を操作

することもできます。

テンプレートでは、テキスト文字列内にトランスフォーメーションマスクを埋

め込むことで、電話番号の任意の桁を削除、挿入、順序変更、または変更する

ことができます。

トランスフォーメーションテンプレートの設定方法については、プロビジョニ

ング属性のトランスフォーメーションテンプレートの設定, （74ページ）を
参照してください。

[レガシーメー
ルボックス

（Legacy
Mailbox）]

電話番号の選択順序を指定するために使用します。CiscoUnifiedCommunications
Managerでは、着信コールは回線グループ内のアイドル状態または待機中のメ
ンバーに分配されます。

[回線グループ
（Line
Groups）]
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管理者はリンク層検出プロトコル（LLDP）のアセット IDを設定できます。[LLDPアセット
ID（LLDPAsset
ID）]

管理者は、ドックのPCポート上でリンク層検出プロトコル（LLDP）を有効ま
たは無効にできます。

[Link Layer
Discovery
Protocol (LLDP):
PCポート（Link
Layer Discovery
Protocol (LLDP):
PC Port）]

管理者は、ドックの PCポート上でリンク層検出プロトコル（LLDP-MED）を
有効または無効にできます。

[Link Layer
Discovery
Protocol - Media
Endpoint
Discover
(LLDP-MED):
PCポート（Link
Layer Discovery
Protocol - Media
Endpoint
Discover
(LLDP-MED):
PC Port）]

管理者は、ドックのスイッチポート上でリンク層検出プロトコル（LLDP-MED）
を有効または無効にできます。

[(LLDP-MED):
スイッチポート

（(LLDP-MED):
Switch Port）]

管理者は、リンク層検出プロトコル（LLDP）用の電源優先度を設定できます。[LLDP電源優先
度（LLDP
Power Priority）]
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このフィールドは、回線に電話番号を表示させない場合にだけ使用します。回

線/エンドポイントの組み合わせについて、この電話番号を特定するテキストを
入力します。このプロビジョニング属性を設定するときは、${FIRSTNAME}、
${LASTNAME}、${EXTENSION}、および ${USERID}の各キーワードを使用
できます。これらのキーワードはそれぞれ、ユーザの名、姓、内線番号、ユー

ザ IDに置き換えられます。

また、このフィールドにテンプレートを入力して、エンドポイントに表示され

る電話番号の桁を操作することもできます。テンプレートでは、テキスト文字

列内にトランスフォーメーションマスクを埋め込むことで、電話番号の任意の

桁を削除、挿入、順序変更、または変更することができます。

トランスフォーメーションテンプレートの設定方法については、プロビジョニ

ング属性のトランスフォーメーションテンプレートの設定, （74ページ）を
参照してください。

テンプレートではなく標準的なテキストを入力する場合は、この

フィールドに30文字まで入力できます。テンプレートを入力する場
合の最大文字数は 60文字になります。

（注）

[回線テキスト
ラベル（Line
Text Label）]

デバイスのローカル番号を示します。[ローカル番号
（Local
Number）]

使用するロケーション。このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅

の合計を指定します。

[ロケーション
（Location）]

このパラメータでは、管理者がデバイスをロックして、不正なユーザアクセス

を防ぐことができます。

[デバイスの
ロック（Lock
Device）]

デバイスが、定義されている TFTPサーバではなく、代替サーバを使用して、
ファームウェアロードとアップグレードを取得することを示します。このオ

プションでは、ファームウェアのアップグレードに使用されるローカルサーバ

を指定して、特にWANを介したアップグレードの場合に、インストール回数
を減らすことができます。サーバのホスト名または IPアドレスを入力します
（標準の IPアドレス形式を使用します）。指定されるサーバは TFTPサービ
スを実行している必要があり、TFTPパスにロードファイルが必要です。ロー
ドファイルが見つからない場合、ロードがインストールされません。デバイ

スはTFTPサーバにリダイレクトされません。このフィールドが空白のままの
場合、デバイスは指定された TFTPサーバを使用してロードファイルおよび
アップグレードを取得します。

[ロードサーバ
（Load
Server）]

ログメッセージの送信先となるリモートシステムの IPアドレスとポートを指
定します。

[ログサーバ
（Log Server）]

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 359

プロビジョニング属性

プロビジョニング属性の説明



エンドポイントが現在ハントリスト（グループ）にログインしていることを示

します。有効な値は、[オン（On）]および [オフ（Off）]です。
[ハントグルー
プにログイン

（Logged Into
Hunt Group）]

許可されるコンソールへのログのタイプを指定します。[ログ表示
（Logging
Display）]

デスクの応答までの最大待機時間。[最大デスク
ピックアップ待

機時間（Max
Desk Pickup
Wait Time）]

ネゴシエートする最大ファクスレートを指定します。このパラメータは、Cisco
ファクスリレーを使用するファクス送信だけに適用されます。

[最大ファクス
速度（Maximum
Fax Rate）]

回線に送られるコールの最大数を決定します。[コール最大数
（Maximum
Number of
Calls）]

使用するメディアリソースグループリスト。これを使用しない場合、電話は

デバイスプールで指定された電話にデフォルト設定されます。メディアリソー

スグループリストは、優先順位順に並べられたメディアリソースグループか

ら構成されます。アプリケーションは、[メディアリソースグループリスト
（Media Resource Group List）]で定義された優先順位に従って、使用可能なメ
ディアリソースから必要なメディアリソース（保留音サーバなど）を選択し

ます。

[メディアリ
ソースグループ

リスト（Media
Resource Group
List）]

SIP電話のコールに必要です。有効な値は [はい（True）]または [いいえ
（False）]です。

[メディアター
ミネーションポ

イントが必須

（Media
Termination
Point
Required）]

ハンドセットのランプ点灯ポリシーを設定します。[メッセージラ
ンプ待機ポリ

シー（Message
Lamp Waiting
Policy）]
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メッセージ URLを設定します。[メッセージ
（Messages）]

代替パーティターゲット（宛先）の番号に関連付けるコーリングサーチスペー

スです。

[MLPPコーリン
グサーチスペー

ス（MLPP
Calling Search
Space）]

このデバイスに関連付けられたMultilevel Precedence and Preemption（MLPP）
ドメイン。

[MLPPドメイン
（MLPP
Domain）]

優先トーンを再生できるデバイスで、MLPP優先コールを発信する際にその機
能を使用するかどうかを指定します。

このプロビジョニング属性は、一部のCisco IPPhoneでは設定解除できません。
SIP電話の場合は、この属性の設定を変更できません。

影響を受ける Cisco IP Phoneは、7905、7906、7911、7912、7940、7941、7941
G-GE、7942、7945、7960、7961、7961G-GE、7962、7965、7970、7971、およ
び 7975です。

[エクステンションモビリティアクセス（ExtensionMobilityAccess）]をオーダー
する際は、どの電話ボタンテンプレートのプロビジョニング属性も設定解除で

きません。

[MLPP通知
（MLPP
Indication）]

代替パーティの無応答時の呼び出し時間の長さ。[MLPP無応答時
の呼び出し時間

（MLPP No
Answer Ring
Duration）]

デバイスプール内の、進行中のコールのプリエンプション機能のあるデバイス

が、MLPP優先コールを発信するときにその機能を使用するかどうかを指定し
ます。

このプロビジョニング属性は、一部のCisco IPPhoneでは設定解除できません。
SIP電話の場合は、この属性の設定を変更できません。

影響を受ける Cisco IP Phoneは、7905、7906、7911、7912、7940、7941、7941
G-GE、7942、7945、7960、7961、7961G-GE、7962、7965、7970、7971、およ
び 7975です。

[エクステンションモビリティアクセス（ExtensionMobilityAccess）]をオーダー
する際は、どの電話ボタンテンプレートのプロビジョニング属性も設定解除で

きません。

[MLPPプリエン
プション

（MLPP
Preemption）]
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代替パーティの無応答ターゲット。[MLPPターゲッ
ト（MLPP
Target）]

Nokia S60または iPhoneに関連付けられたユーザのユーザ IDを決定します。[モビリティ
ユーザ ID
（Mobility User
ID）]

デバイスで使用する展開モジュール。

エンドポイントを追加または変更するときは、サポートされる拡張モジュール

（エンドポイントでサポートされるモジュール）を選択する必要があります。

サポートされていない展開モジュールを選択すると、オーダーは失敗します。

[モジュール 1
（Module 1）]

展開モジュール 1のロード名。[モジュール 1
ロード名

（Module 1Load
Name）]

デバイスで使用する展開モジュール。

エンドポイントを追加または変更するときは、サポートされる拡張モジュール

（エンドポイントでサポートされるモジュール）を選択する必要があります。

サポートされていない展開モジュールを選択すると、オーダーは失敗します。

[モジュール 2
（Module 2）]

デバイスで使用する展開モジュール。

エンドポイントを追加または変更するときは、サポートされる拡張モジュール

（エンドポイントでサポートされるモジュール）を選択する必要があります。

サポートされていない展開モジュールを選択すると、オーダーは失敗します。

[モジュール 3
（Module 3）]

展開モジュール 2のロード名。[モジュール 2
ロード名

（Module 2Load
Name）]

展開モジュール 3のロード名。[モジュール 3
ロード名

（Module 3Load
Name）]
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スーパーバイザの回線表示のモニタリング用コーリングサーチスペースに、

エージェントの回線またはデバイスパーティションを含めてエージェントをモ

ニタできるようにします。

スーパーバイザの回線表示ウィンドウでモニタリング用コーリングサーチス

ペースを設定します。ドロップダウンリストボックスから既存のコーリング

サーチスペースを選択します。

[モニタリング
用コーリング

サーチスペース

（Monitoring
Calling Search
Space）]

その他のソフトキーが押されると、表示されるソフトキーが初期設定に戻り

ます。

[ソフトキー表
示タイマー

（more Soft Key
Timer）]

Mobile Station Integrated Services Digital Network（MSISDN）番号を指定します。
この属性は、Cisco CiusおよびCisco Jabber for Tabletでのみサポートされます。

[MSISDN]

国内アクセスのためにダイヤルする番号を指定します。[国内ダイヤル
桁数（National
Dialing Digits）]

ネットワークが保留操作を開始したときに再生される音源。[ネットワーク
保留音源

（Network Hold
Audio Source）]

エンドポイントのユーザに関連付けられたネットワークロケーション。ネッ

トワークロケーションによって、特定のロケーションにあるエンドポイントを

サポートする一連の詳細情報が識別されます。これには電話で使用されるトー

ンやリズムの定義などが含まれます。

[ネットワーク
ロケール

（Network
Locale）]

サイトのオフネットアクセスコードを示します。[オフネットア
クセスコード

（Off-Net
Access Code）]
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エンドポイントに割り当てられたユーザのユーザ IDを決定します。ユーザ ID
は、そのエンドポイントから発信されたすべてのコールに関する呼詳細レコー

ドに記録されます。この属性はディレクトリ検索に使用して、ディレクトリ

URLをサポートすることができます。

このプロビジョニング属性を設定するときは、${USERID}キーワードを使用で
きます。このキーワードはユーザの IDに置き換えられます。

UnifiedCM9.0以上では、エクステンションモビリティサポートフラグを有効
にした後でもユーザ IDを更新できます。

UnifiedCM9.0以上では、エンドポイントの変更やオーナーの変更を行う際に、
[オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]が自動的に更新されます。

Unified CM 9.0以上では、エンドポイントのプロビジョニング中に値
を指定しなくても、[オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]が自動
的に更新されます。疑似ユーザのこの属性は、自動的に [なし
（None）]に設定されます。

（注）

[オーナーの
ユーザ ID
（Owner User
ID）]

パケットキャプチャの1つのセッションに割り当てられた最大時間（分単位）。
デフォルト設定は 0で、範囲は 0～ 300分です。

[パケットキャ
プチャ時間

（Packet Capture
Duration）]

このオプションは、暗号化シグナリング情報のトラブルシューティングを行う

場合に設定します。

[パケットキャ
プチャモード

（Packet Capture
Mode）]

パークされている側が外部の場合、パークしたユーザの [パークモニタリング
転送非取得時の接続先(外部)（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination
External）]パラメータに指定された接続先にコールが転送されます。 [パーク
モニタリング転送非取得時の接続先(外部)（Park Monitoring Forward No Retrieve
Destination External）]フィールドの値が空欄の場合、パークされた側のコール
はパークしたユーザの回線にリダイレクトされます。

[パークモニタ
リング転送非取

得時の接続先

(外部)（Park
Monitoring
Forward No
Retrieve
Destination
External）]

パークされている側が内部の場合、パークしたユーザの [パークモニタリング
転送非取得時の接続先(内部)（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination
Internal）]パラメータに指定された接続先にコールが転送されます。 [パークモ
ニタリング転送非取得時の接続先(内部)（Park Monitoring Forward No Retrieve
Destination Internal）]フィールドの値が空欄の場合、パークされた側のコール
はパークしたユーザの回線にリダイレクトされます。

[パークモニタ
リング転送非取

得時の接続先

(内部)（Park
Monitoring
Forward No
Retrieve
Destination
Internal）]
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このパラメータは、ユーザがパークしたコールを取得するようにユーザに求め

るまで、Cisco Unified Communications Managerが待機する秒数を決定します。
このタイマーは、ユーザがエンドポイントの [パーク（Park）]ソフトキーを押
すと開始されます。タイマーが時間切れになるとアラームが鳴ります。

デフォルトは 60秒です。

[パークモニタ
リング復帰タイ

マー（Park
Monitoring
Reversion
Timer）]

ドロップダウンリストボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

• [デフォルト（Default）]：[パーティ参加トーン（Party Entrance Tone）]
サービスパラメータに設定された値を使用します。

• [オン（On）]：基本的なコールがマルチパーティコールに変化すると、エ
ンドポイントでトーンが再生されます。制御デバイス、つまりマルチパー

ティコールの発信元がビルトインブリッジの場合、制御デバイスで [オン
（On）]を選択すると、すべての通話者に対してトーンが再生されます。

• [オフ（Off）]：基本コールがマルチパーティコールに変化しても、エン
ドポイントでトーンは再生されません。

[パーティ参加
トーン（Party
Entrance Tone）]

エンドポイントの PCポートが有効か無効かを示します。[PCポート（PC
Port）]

ドッキングされているときのデバイスの PCポートの速度とデュプレックスの
リモート設定を許可します。これは、デバイス上での手動設定よりも優先され

ます。

[PCポートのリ
モート設定

（PC Port
Remote
Configuration）]

エンドポイントの PCポートに接続されたデバイスから音声 VLANへのアクセ
スを許可するかどうかを示します。このオプションを [いいえ（No）]（無効）
に設定すると、接続された PCで音声 VLANのデータを送受信することができ
なくなります。

[PCの音声
VLANへのアク
セス（PC Voice
VLANAccess）]

サブネット内の1台のデバイスがイメージファームウェアファイルを取得し、
それを各ピアに配布できるようにするためのピアツーピアイメージ配信を有効

または無効にします。これによってTFTP帯域幅が減少し、ファームウェアの
アップグレード時間が短縮されます。

[ピアファーム
ウェア共有

（Peer Firmware
Sharing）]

Cisco IP Phoneのカスタムソフトウェアです。値は現在のモデルのデフォルト
値を上書きします。

[電話ロード名
（Phone Load
Name）]

デバイスがアイドル状態になっている必要がある分数を指定します。[電話オフのア
イドルタイムア

ウト（PhoneOff
Idle Timeout）]
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[Power Save Plusを有効にする（Enable Power Save Plus）]フィールドで選択さ
れた日数だけ電話の電源が自動的にオフになるのはいつかを指定します。

[電話をオフに
する時刻

（Phone Off
Time）]

[Power Save Plusを有効にする（Enable Power Save Plus）]フィールドで選択さ
れた日数だけ電話機の電源が自動的にオンになるのはいつかを指定します。

[電話をオンに
する時刻

（Phone On
Time）]

IP Communicatorのポート範囲。[IP
Communicator
のポート範囲

（Port Ranges
for IP
Communicator）]

管理者は、電力ネゴシエーションを有効または無効にできます。 [電力ネゴシ
エーション（PowerNegotiation）]機能は、この機能をサポートしているスイッ
チにドックが接続されると有効になります。

スイッチがこの機能をサポートしていない場合、PoEを介してアクセサリの電
源をオンにする前に、[電力ネゴシエーション（Power Negotiation）]を無効に
する必要があります。 [電力ネゴシエーション（Power Negotiation）]機能が無
効の場合、ドックはアクセサリの電源を最大 12.9 Wまで上げることができま
す。

[電力ネゴシ
エーション

（Power
Negotiation）]

プライマリプレゼンスとチャットのサーバのホスト名または IPアドレス。[プレゼンスお
よびチャット

サーバ(プライ
マリ)（Presence
and Chat Server
(Primary)）]

プレゼンスとチャットのサーバのタイプ。[プレゼンスお
よびチャット

サーバタイプ

（Presence and
Chat Server
Type）]

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
366 OL-31509-01-J   

プロビジョニング属性

プロビジョニング属性の説明



プレゼンスとチャットのサーバのシングルサインオンを有効または無効にしま

す。

[プレゼンスと
チャットのシン

グルサインオン

(SSO)ドメイン
（Presence and
Chat Single
Sign-On (SSO)
Domain）]

この電話番号をモニタできるエンドユーザおよびアプリケーションユーザを

指定します。

[プレゼンスグ
ループ

（Presence
Group）]

スピードダイヤル番号とコールリストのエントリにプレゼンス情報が表示さ

れるかどうかを示します。

[プレゼンスス
テータス

（Presence
Status）]

クライアントが自動的に登録を試行する、プリセットされたWi-Fiネットワー
クのカンマ区切りのリスト。

[プリセット
Wi-Fiネット
ワーク（Preset
Wi-fi
Networks）]

同じ回線を共有する電話を持つユーザが、コールのステータスを表示したり

コールを中断したりできるかどうかを指定します。

[プライバシー
（Privacy）]

Cisco Unified Mobile Communicatorがセカンダリデバイスである場合に、[電話
の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで Cisco Unified Mobile Communicator
を設定できるようにします。

[プライマリデ
バイス（Primary
Device）]

アプリケーションに関連付けられている物理的な電話です。この属性は、Cisco
IP Communicator、Cisco Jabber for Desktop、CiscoUnified Personal Communicator、
および Cisco Jabber for iPhoneでのみ使用できます。

[プライマリ電
話（Primary
Phone）]

電話のHTTPクライアントからローカル以外のホストアドレスに対するアクセ
スの HTTP要求をプロキシするために使用する URL。

[プロキシサー
バ URL（Proxy
Server URL）]

デバイスから品質向上レポートを収集するリモートシステムのホスト名または

IPアドレスを指定します。
[品質改善サー
バ（Quality
Improvement
Server）]
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次のいずれかのオプションを選択します。

• [ゲートウェイ優先（Gateway Preferred）]：録音に対応するゲートウェイ
経由でコールがルーティングされるときに、録音メディアソースとして

音声ゲートウェイが選択されます。

• [電話優先（Phone Preferred）]：録音メディアソースとして電話が選択さ
れます。

[録音メディア
ソース

（Recording
Media Source）]

電話で録音トーンが有効か無効かを指定します。[録音トーン
（Recording
Tone）]

録音トーンがオーディオストリームに挿入される時間をミリ秒単位で指定しま

す。

[録音トーンの
長さ（Recording
ToneDuration）]

ローカル側で再生される録音トーンのボリュームを指定します。[録音トーンの
ローカル音量

（Recording
Tone Local
Volume）]

リモート側で再生される録音トーンのボリュームを指定します。[録音トーンの
リモート音量

（Recording
Tone Remote
Volume）]

非通知コールを拒否する場合は、このボックスをオンにします。[非通知着信拒
否（Reject
Anonymous
Calls）]

現在選択されているコールプロセッサのユーザ用の、リモート接続先の最大

数。

[リモート接続
先の制限

（Remote
Destination
Limit）]

Cisco Unityのユーザが関連付けられている Octelアナログネットワークのノー
ドのシリアル番号です。

[リモートノー
ド ID（Remote
Node ID）]
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再ルーティングに使用するコーリングサーチスペース。値の例は、CSSName
です。

[再ルーティン
グ CSS
（Rerouting
CSS）]

コールを受信するビデオエンドポイントにだけ適用されます。この電話が、

ビデオとして接続しないコールを受信した場合、そのコールはオーディオコー

ルとしての接続を試みます。

[ビデオコール
をオーディオと

して再試行

（Retry Video
Call as Audio）]

SIPと SCCPを実行している電話で DTMF受信を有効にするには。このチェッ
クボックスをオンにします。

[DTMF受信が
必要（Require
DTMF
Reception）]

デバイス上で画面ロックが必要かどうかを示します。 [なし（None）]が選択さ
れた場合、デバイスは暗証番号またはパスワードの入力を求めません。 [暗証
番号（PIN）]または [パスワード（Password）]のオプションでは、画面のロッ
クを解除するためのパスワードを入力する必要があります。 [暗証番号（PIN）]
は数字のパスワードで、少なくとも 4桁の長さが必要です。 [パスワード
（Password）]はアルファベットのパスワードで、少なくとも 4文字で構成さ
れ、1文字は数字以外、1文字は大文字にする必要があります。

[スクリーン
ロック必須

（Require Screen
Lock）]

SCCPパイプで、リモートサイトへの接続時間の遅延が発生する場合に、この
チェックボックスをオンにします。

[リモートデバ
イス（Remote
Device）]

電話の別の回線にアクティブコールがあるときに使用される呼び出し音の設

定。

[呼出音設定(電
話がアクティブ

のとき)（Ring
Setting (Phone
Active)）]

電話の別の回線にアクティブコールがあるときに使用される呼び出し音の設

定。

[呼出音設定(電
話がアイドルの

とき)（Ring
Setting (Phone
Idle)）]

Exchangeの会議室名（TelePresenceシステム用）。[部屋の名称
（Room
Name）]
（Exchangeよ
り）
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電話番号が属するパーティション。[ルートパー
ティション

（Route
Partition）]

オーディオの統計情報を維持します。[RTCP]

デバイスによって画面が自動的にロックされるまでの最大アイドル時間を分単

位で示します。画面がロックされると、画面のロックを解除する際にユーザ

パスワードが要求されます。

[スクリーン
ロックタイムア

ウト（Screen
Lock Timeout）]

電話の SDIOデバイスが有効であるか、無効であるかを示します。[SDIO]

ドロップダウンリストボックスからセカンダリコーリングサーチスペースを

選択します。

[不在転送のセ
カンダリコーリ

ングサーチス

ペース

（Secondary
Calling Search
Space for
Forward All）]

電話で使用されるセキュリティプロファイル。

エンドポイントのオーダー作成中、選択したプロトコルおよびモデ

ルに基づいて、セキュリティプロファイル属性のデフォルト値が設

定されます。

（注）

[セキュリティ
プロファイル

（Security
Profile）]

Cisco IP Phoneサービスの URL。[サービス URL
（Services
URL）]
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[設定専用属性
（SetOnly
Attributes）]
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同期中にコールプロセッサから設定はできるものの、保存や取得はできないプ

ロビジョニング属性のリスト。

プロビジョニング属性情報は、テキストフィールドに正確に入力する必要があ

ります。 Provisioningはエントリを検証しません。無効な値を入力した場合、
オーダーが失敗することがあります。

変更オーダーを発行する場合、デバイスに設定されている既存の値は表示され

ず、値は空欄になります。

•値を入力しない場合は、既存の値がデバイスに保存されます。

•値を入力すると、新しい値がデバイスに設定されます。キーワード
CUPM_BLANKを入力すると、空欄の値がデバイスに設定されます。

[プレゼンスグループ（PresenceGroup）]、[デバイスモビリティモード（Device
Mobility Mode）]、または [SIPプロファイル（SIP Profile）]の設定専用属性を
設定する際には、CUPM_BLANK設定を使用しないでください。これらはCisco
Unified Communications Managerの必須属性です。

次のプロビジョニング属性は、設定専用のプロビジョニング属性か

ら完全に管理されるプロビジョニング属性に変換されます。

（注）

• [CTIからのデバイスの制御を許可（Allow Control of Device from
CTI）]

• [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]

• [DND着信呼警告（DND Incoming Call Alert）]

• [ハントグループにログイン（Logged Into Hunt Group）]

• [メディアターミネーションポイントが必須（Media Termination
Point Required）]

• [プレゼンスグループ(電話)（Presence Group (Phone)）]

• [プライマリ電話（Primary Phone）]

• [SIPプロファイル（SIP Profile）]

• [SIPダイヤルルール（SIP Dial Rules）]

• [SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（SUBSCRIBE Calling
Search Space）]

• [信頼されたリレーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]

使用可能な設定専用属性は次のとおりです。

• [オーディオメッセージ受信インジケータのポリシー（Audible Message
Waiting Indicator Policy）]：有効な値は [オフ（Off）]、[オン（On）]、お
よび [デフォルト（Default）]です。

• [BLFダイレクトコールパーク（BLF Directed Call Park）]：ユーザが設定
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した使用可能なダイレクトコールパーク番号にコールを転送できます。

設定専用のプロビジョニング属性である [BLFダイレクトコールパーク
（BLFDirectedCall Park）]を設定または設定解除するときは、次のガイド
ラインに留意してください。

◦設定するときは、次のフォーマットを使用します。

index1:DN1:partition1:label1:labelascii1;
index2:DN2:partition2:label2:labelascii2

index =ダイレクトコールパークの位置（1、2、3など）。

DN =電話番号。

Label = BLFダイレクトコールパーク名。

labelascii = BLFダイレクトコールパークの名前を ASCII文字で表し
たもの。これを各 BLFダイレクトコールパークについて、セミコ
ロンで区切りながら繰り返します。

◦設定を解除するときは、インデックスを指定し、その後に空の値を
続ける必要があります（たとえば 1::::;）。
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[設定専用属性
（SetOnly
Attributes）]
（続き）

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
374 OL-31509-01-J   

プロビジョニング属性

プロビジョニング属性の説明



• BLFダイレクトコールパークのインデックスのセットのうち 1つの設定
を解除するときは、残す必要のある古い値をすべて指定し、設定を解除す

るインデックスに対しては空の値を入力する必要があります。情報は順

に指定する必要があります。

たとえば、次に示すセットのうちインデックス3の設定を解除するとしま
す。

1:10:RP_T341:XXX:XXXASCII;
2:100:BATS-PT-NYC-PHONE:YYY:YYYASCII;3:200:BATS-PT-NYC-PHONE:ZZZ:ZZZASCII;

次のとおりに入力する必要があります。

1:10:RP_T341:XXX:XXXASCII;2:100:BATS-PT-NYC-PHONE:YYY:YYYASCII;3:
: : : ;”

• [コールピックアップグループオーディオアラートの設定(電話がアクティ
ブのとき)(Call Pickup Group Audio Alert Setting (Phone Active))]：着信コー
ルがコール応答グループのメンバーに送る通知のタイプを決定します。

有効な値は、[ビープ音のみ（Beep Only）]、[システムデフォルトを使用
（Use System Default）]、および [無効（Disable）]です。

• [コールピックアップグループオーディオアラートの設定(電話がアイドル
のとき)（Call Pickup Group Audio Alert Setting (Phone Idle)）]：着信コール
がコール応答グループのメンバーに送る通知のタイプを決定します。有

効な値は、[一度鳴らす（RingOnce）]、[システムデフォルトを使用（Use
System Default）]、および [無効（Disable）]です。

• [コーリングサーチスペースのアクティベーションポリシー（CallingSearch
Space Activation Policy）]：有効な値は [システムデフォルトを使用（Use
System Default）]、[設定済みCSSを使用（With Configured CSS）]、および
[アクティブなデバイス/回線CSSを使用（WithActivatingDevice/LineCSS）]
です。

• [Cisco Discovery Protocol (CDP)]：管理者が CDPを有効または無効にでき
ます。ネットワークポートでは CDPを無効にする必要があります。そ
のエンドポイントがシスコ以外のスイッチに接続されている場合は、ネッ

トワークポートで CDPを無効にする必要があります。これは ATA 187
電話タイプだけに適用できます。デフォルト値は [有効（Enabled）]で
す。

• [説明（Description）]：電話番号とルートパーティションの説明。説明に
は50文字まで使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、または山カッコ（<>）を含めることはできません。

• [モニタリング用コーリングサーチスペース（Monitoring Calling Search
Space）]：スーパーバイザの回線表示のコーリングサーチスペースのモ
ニタリングには、エージェントの回線またはエージェントのモニタリング

を可能にするデバイスパーティションが含まれている必要があります。

値の例は、MonitoringCSSNameです。
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[MTP優先発信コーデック（MTP Preferred Originating Codec）]：メディア
ターミネーションポイントがSIPのコールに必要な場合は、使用するコー

•

デックを選択します。有効な値は [711ulaw]、[711alaw]、[G729/G729a]、
および [G729b/G729ab]です。

• [録音プロファイル（RecordingProfile）]：エージェントの回線表示の記録
プロファイルを判断します。デフォルトの設定は [なし（None）]です。
値の例は、RecordingProfileNameです。

• [不在転送のセカンダリコーリングサーチスペース（SecondaryCallingSearch
Space forForwardAll）]：コールの転送に使用します。値の例は、CSSName
です。

• [サービス（Services）]：CiscoUnified IP Phoneサービス。すべてのサービ
スは最初にCisco Unified CommunicationsManagerで設定する必要がありま
す。値の例は、ServiceName1!ServiceURL1;ServiceName2!ServiceURL2で
す。

[サービス（Services）]の設定を解除するには、キーワードCUPM_BLANK
を入力する必要があります。

• [SURL]：デバイス上に存在し、Provisioningルールによって設定されるサー
ビスにボタンを割り当てます。値の例は、
buttonindex1:servicename1:label1:labelascii1;buttonindex2:servicename2:label2
です。

SURLを設定するには、サービスの設定専用 Provisioning属性を設定する
必要があります。

SURLの設定を解除するには、インデックスの後ろに空の値を入力します
（1:::;2:::;など）。
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[設定専用属性
（SetOnly
Attributes）]
（続き）
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• [インピーダンス（Impedance）]：アナログポートのインピーダンスを指
定します。この属性は ATA 187電話タイプだけに適用できます。次の有
効な値をセミコロンで区切って指定します。

◦ 600 ohms complex;600 Ohms real;900 Ohms complex;900 ohms real;

◦ 220 ohms + (820 ohms || 115nF);270 ohms + (750 ohms || 150nF);

◦ 370 ohms + (620 ohms || 310nF);

◦ 600r, line = 270 ohms + (750 ohms || 150nF);320 + (1050 || 230 nF), line =
12Kft;

◦ 600r, line = 350 + (1000 || 210nF);200 ohms + (680 ohms || 100nF)

• [入力オーディオレベル（Input Audio Level）]：Cisco ATA FXSポートの入
力レベル制御（アナログからデジタルへのパス）を指定します。この属

性は ATA 187電話タイプだけに適用できます。デフォルト値は
NoDbPaddingです。

有効な値はMinus14db、Minus13db、Minus12db、Minus11db、Minus10db、
Minus9db、Minus8db、Minus7db、Minus6db、Minus5db、Minus4db、
Minus3db、Minus2db、Minus1db、NoDbPadding、Plus1db、Plus2db、
Plus3db、Plus4db、Plus5db、および Plus6dbです。

• [出力オーディオレベル（Output Audio Level）]：Cisco ATA FXSポートの
出力レベル制御（アナログからデジタルへのパス）を指定します。

• [発信者接続極性（Caller Connect Polarity）]：Cisco ATAが発信側で、コー
ルが接続される際の Cisco ATA FXSポートの回線の極性を制御します。

• [発信者切断極性（Caller Disconnect Polarity）]：Cisco ATAが発信側で、
コールが接続を解除される際の Cisco ATA FXSポートの回線の極性を制
御します。

• [着信者接続極性（Callee Connect Polarity）]：Cisco ATAが着信側で、コー
ルが接続される際の Cisco ATA FXSポートの回線の極性を制御します。

• [着信者切断極性（Callee Disconnect Polarity）]：Cisco ATAが着信側で、
コールが接続を解除される際の Cisco ATA FXSポートの回線の極性を制
御します。

• [コールシーケンス（Call Sequence）]：コールシーケンスを指定します。

• [オフフック検証タイマー(50～1000ミリ秒)（Offhook Validation
Timer(50-1000ms)）]：この検証タイマーの最小値および最大値は 50 msと
1000 msです。

• [オンフック検証タイマー(50～1000ミリ秒)（Onhook Validation
Timer(50-1000ms)）]：この検証タイマーの最小値および最大値は 50 msと
1000 msです。

• [フックフラッシュタイマー(100～1500ミリ秒)（Hookflash Timer
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(100-1500ms)）]：このタイマーの最小値および最大値は 100msと 1500ms
です。

• [オンフック遅延タイマー(0～155秒)（Onhook Delay Timer(0-155s)）]：こ
のタイマーの最小値および最大値は 0 msと 155 msです。

Cisco Unified IP Phoneにローカルダイヤルプランを提供し、コールが処理され
る前に、ユーザがキーを押したり、タイマーを待機したりする必要がないよう

にします。

[SIPダイヤル
ルール（SIP
Dial Rules）]

デバイス設定へのアクセス。[設定へのアク
セス（Settings
Access）]

SIPトランクおよび SIPエンドポイントに関連付けられている SIP属性を指定
します。これらの属性は、SIP電話タイプだけに設定できます。

[SIPプロファイ
ル（SIP
Profile）]

サイトのアクセスコードを指定します。[サイトアクセ
スコード（Site
Access Code）]

Cisco IP Phoneのソフトキーの設定を指定するソフトキーテンプレート。[ソフトキーテ
ンプレート

（Softkey
Template）]

デバイスにおいて、ドックのネットワークポートで送受信したパケットを PC
ポートへ転送するかどうかを指定します。

診断目的で使用されるモニタリングと記録用のアプリケーション（コールセン

ター環境で共通）や、ネットワークパケットキャプチャツールなど、デバイ

ストラフィックのモニタリングを必要とするアプリケーションが PCポート上
で実行されている場合は、[有効（Enabled）]を選択します。

この機能を使用するには、[PCの音声 VLANへのアクセス（PC Voice VLAN
Access）]を有効にする必要があります。

[PCポートへの
スパン（Span to
PC Port）]
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デバイスのスピードダイヤル設定を指定します。

[スピードダイヤル設定（Speed Dial Settings）]ページには、次のフィールドが
あります。

• [インデックス（Index）]

• [電話番号（Directory Number）]

• [ラベル（Label）]

スピードダイヤルの電話番号フィールドでは、数字（0～9）、
アスタリスク（*）、プラス記号（+）、およびハッシュ記号
（#）を使用できます。

（注）

スピードダイヤルの電話番号フィールドでは、カンマ文字を使用してスピード

ダイヤルの間隔を空けることができます。電話番号の間に任意の数のカンマを

挿入できます。カンマ 1個あたりのデフォルトの遅延は 2秒間です。

カンマを使用して、スピードダイヤル番号を区切ることもできます。スピー

ドダイヤル内のカンマは、Cisco Unified Communications Manager 9.xバージョ
ン以降でサポートされます。

[スピードダイ
ヤル情報

（Speed Dial
Info）]

デバイスが SSH接続を受け入れるかどうかを示します。デバイスの SSHサー
バ機能を無効にすると、ログファイルの収集などの特定のサポート機能がブ

ロックされますが、通常の操作には影響しません。

[SSHアクセス
（SSH
Access）]

SIPトランクに接続するデバイス、サーバ、またはアプリケーションからのプ
レゼンス要求を Cisco Unified Communications Managerによってどのようにルー
ティングするのか設定します。

[SUBSCRIBE
コーリングサー

チスペース

（Subscribe
Calling Search
Space）]

ユニファイドメッセージプロセッサの加入者アカウントでユニファイドメッ

セージングを無効にする際に使用するサービスクラステンプレート。

[TTSが有効で
ない加入者CoS
（Subscriber
CoSwithout TTS
enabled）]

ユニファイドメッセージプロセッサの加入者アカウントでユニファイドメッ

セージングを有効にする際に使用するサービスクラステンプレート。

[TTSが有効な
加入者 CoS
（Subscriber
CoS with TTS
Enabled）]
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ユニファイドメッセージプロセッサの加入者アカウントでユニファイドメッ

セージングを無効にする際に使用するサービステンプレート。

[TTSが有効でな
い加入者テンプ

レート

（Subscriber
Template without
TTS Enabled）]

ユニファイドメッセージプロセッサの加入者アカウントでユニファイドメッ

セージングを有効にする際に使用するサービステンプレート。

[TTSが有効な
加入者テンプ

レート

（Subscriber
Template with
TTS Enabled）]

Unityデバイスのボイスメールのプロビジョニング属性。 [詳細オーダー
（Advanced Ordering）]権限を持つユーザまたは管理者が、この属性を設定で
きます。

整数だけが使用できます。 Unity Windowsレジストリで、Cisco Unified
Communications Managerに対応付けられた有効な値を見つけることができま
す。

このフィールドは add voice mail操作ではオプションで、change voice mail操作
では必須です。

[スイッチ ID
（Switch ID）]

ドッキングされているときのデバイスのスイッチポートの速度とデュプレック

スのリモート設定を許可します。これは、デバイス上での手動設定よりも優先

されます。

このポートを設定すると、デバイスがドック上にある場合にネットワー

ク接続が失われる可能性があります。

注意

[スイッチポー
トのリモート設

定（Switch Port
Remote
Configuration）]

Telnetにアクセスするためのパスワード。[Telnetのパス
ワード（Telnet
Password）]

telnet shellユーザのユーザ名。[Telnetユーザ名
（Telnet
Username）]

GSMへのハンドオフ機能のためのアクティベーションと方法。[モバイルネッ
トワークに転送

（Transfer to
Mobile
Network）]
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サービスプロファイルをエンドユーザに関連付けるために使用します。[UCサービスプ
ロファイル

（UC Service
Profile）]

オンの場合は、不在ポート（たとえばボイスメールポート）へのコールのリダ

イレクトや転送が可能になります。

デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

[不在ポート
（Unattended
Port）]

Cisco Unified Communications Managerがすぐにコールをルーティングする必要
がある場合は、このチェックボックスをオンにして、桁間タイミングを中断し

ます。

[緊急優先
（Urgent
Priority）]

デバイスプールで設定され、デバイスに割り当てられている発呼側トランス

フォーメーション CSSを使用するには、この属性を選択します。
[デバイスプー
ルの発呼側トラ

ンスフォーメー

ション CSSを
使用（Use
Device Pool
Calling Party
Transformation
CSS）]

Cisco Unified Communications Managerが、このメディアエンドポイントに信頼
されたリレーポイント（TRP）を挿入できるようにします。有効な値は、[オ
フ（Off）]、[オン（On）]、および [デフォルト（Default）]です。

[信頼されたリ
レーポイントを

使用（Use
Trusted Relay
Point）]

ユーザが保留操作を開始したときに再生される音源。[ユーザ保留音
源（User Hold
Audio Source）]

エンドポイントのユーザに関連付けられたユーザの場所。ユーザロケールは、

言語、フォント、日時の表示形式、英数字のキーボードテキスト情報など、

ユーザをサポートするための一連の詳細情報を識別します。

[ユーザロケー
ル（User
Locale）]

適切に準備された PCに接続したときに、エンドポイントがビデオコールに参
加できるかどうかを示します。

[ビデオ機能
（Video
Capabilities）]

プライマリサーバ、スタンバイサーバ、およびプロファイルに関連付けられ

たユーザなど、Unity/Unity Connectionに関する設定を行います。
[ボイスメール
プロファイル

（VoiceMail
Profile）]
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バックアップビジュアルボイスメールサーバのホスト名または IPアドレス。[ボイスメール
サーバ(バック
アップ)
（Voicemail
Server
(Backup)）]

プライマリビジュアルボイスメールサーバのホスト名または IPアドレス。[ボイスメール
サーバ(プライ
マリ)
（Voicemail
Server
(Primary)）]

エンドポイントの内部Webサーバが有効（Yes）か無効（No）かを示します。
無効の場合は、エンドポイントのWebページにアクセスできません。

[Webアクセス
（Web
Access）]

デバイス上のWi-Fiが有効であるか、無効であるかを示します。[Wifi]

ドロップダウンリストボックスからWi-Fiホットスポットプロファイルを選
択します。

[Wi-Fiホットスポットプロファイル（Wi-FiHotspot Profile）]属性は、
Cisco Desktop Collaboration Experience DX650でのみサポートされま
す。

（注）

[Wi-Fiホットス
ポットプロファ

イル（Wi-Fi
Hotspot
Profile）]

このパラメータでは、管理者がデバイス上のユーザデータおよび設定を消去で

きます。

[デバイスのワ
イプ（Wipe
Device）]

エンドポイントで使用可能なワイヤレス LANプロファイルグループのリスト
を表示します。

[ワイヤレスLANプロファイルグループ（WirelessLANProfileGroup）]
属性は、CiscoDesktop Collaboration ExperienceDX650でのみサポート
されます。

（注）

[ワイヤレス
LANプロファ
イルグループ

（Wireless LAN
Profile Group）]

ビデオコールに割り当てられるワイヤレス帯域幅。有効な値の範囲は0～4000
です。このフィールドを空白のままにしておくと、CiscoUnifiedCommunications
Managerのデフォルトの範囲値が使用されます。

[ワイヤレス
LANのビデオ
コール帯域幅

(kbps)（Wireless
LAN Video Call
Bandwidth
(kbps)）]
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コールプロセッサのサポートされるプロビジョニング属

性
Cisco Unified Communications Manager Express

Cisco Unified Communications Manager
プロビジョ

ニング属性

製品

10.x9.1.29.1.19.08.6.x8.5.x8.0.x

YYYYYNN[ボイスメー
ル

（Voicemail）]

[AAR設定
（AAR
Settings）]

YYYYYNN[AAR接続
先マスク

（AAR
Destination
Mask）]

YYYYYNN[AARグ
ループ

（AAR
Group）]
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YNNNNNN[エンタープ
ライス代替

番号の有効

化（Enable
Enterprise
Alternate
Number）]

[代替番号
（Alternate
Numbers）]

YNNNNNN[番号マスク
（Number
Mask）]

YNNNNNN[クラスタ間
検索サービ

ス経由のア

ドバタイズ

（Advertise
via
Intercluster
Lookup
service）]

YNNNNNN[ローカル
ルートパー

ティション

に追加

（Add to
Local Route
partition）]

YNNNNNN[ルートパー
ティション

（Route
Partition）]

YNNNNNN[優先（Has
priority）]

YYYYNNN[プライマリ
（Primary）]

[ディレクトリ
URI
（Directory
URI）] YYYYNNN[URL]

YYYYNNN[パーティ
ション

（Partition）]

YYYYNNN[アドバタイ
ズ

（Advertise）]
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YNNNNNN[+E.164代替
番号の有効

化（Enable
+E.164
Alternate
Number）]

[+E.164代替
番号（+E.164
Alternate
Numbers）]

YNNNNNN[番号マスク
（Number
Mask）]

YNNNNNN[クラスタ間
検索サービ

ス経由のア

ドバタイズ

（Advertise
via
Intercluster
Lookup
service）]

YNNNNNN[ローカル
ルートパー

ティション

に追加

（Add to
Local Route
partition）]

YNNNNNN[ルートパー
ティション

（Route
Partition）]

YNNNNNN[優先（Has
priority）]
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YYYYYYY[モバイルボ
イスアクセ

スの有効化

（Enable
Mobile Voice
Access）]

[モビリティサ
ポートの有効

化（Enable
Mobility
Support）]

YYYYYYY[モビリティ
の有効化

（Enable
Mobility）]

YYYYYYY[最大デスク
ピックアッ

プ待機時間

（Max Desk
Pickup Wait
Time）]

YYYYYYY[リモート接
続先の制限

（Remote
Destination
Limit）]

YYYYYYY[プライマリ
デバイス

（Primary
Device）]
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YYYYYYY[DNDオプ
ション

（DND
Option）]

[エクステン
ションモビリ

ティアクセス

（Extension
Mobility
Access）] YYYYYYY[応答不可

（Do Not
Disturb）]

YYYYYYY[表示インジ
ケータを無

視（Ignore
Presentation
Indicators）]

YYYYYYY[モジュール
1（Module
1）]

YYYYYYY[モジュール
2（Module
2）]

YYYYYYY[MLPPドメ
イン（MLPP
Domain）]

YYYYYYY[MLPP通知
（MLPP
Indication）]

YYYYYYY[MLPPプリ
エンプショ

ン（MLPP
Preemption）]

YYYYYYY[ネットワー
クロケール

（Network
Locale）]

YYYYYYY[プライバ
シー

（Privacy）]

YYYYYYY[Setting
Access]

設定専用属

性：
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• [BLF
ダイレ

クト

コール

パーク

（BLF
Directed
Call
Park）]

YYYYYYY

YYYYYYY
• [DND
着信呼

警告

（DND
Incoming
Call
Alert）]

YYYYYYY
• [サービ
ス

（Service）]

YYYYYYY
• [SURL]

YYYYYYY[スピードダ
イヤル情報

（Speed Dial
Info）]

YYYYYYY[ソフトキー
テンプレー

ト（Softkey
Template）]

YYYYYY[ユーザ保留
音源（User
Hold Audio
Source）]

YYYYYYY[ユーザロ
ケール

（User
Locale）]
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YYYYYYY[AAR接続
先マスク

（AAR
Destination
Mask）]

[エクステン
ションモビリ

ティ回線

（Extension
Mobility
Line）] YYYYYYY[AARグ

ループ

（AAR
Group）]

YYYYYYY[AARキー
プコール履

歴（AAR
Keep Call
History）]

YYYYYYY[呼び出し表
示（Alerting
Name）]

YYYYYYY[ASCII呼び
出し表示

（ASCII
Alerting
Name）]

YYYYYYY[ASCII表示
(内部発信者
ID)（ASCII
Display
(Internal
Caller ID)）]

YYYYYYY[ASCII回線
テキストラ

ベル（ASCII
Line Text
Label）]

YYYYYYY[自動応答
（Auto
Answer）]

YYYYYYY[ビジートリ
ガー（Busy
Trigger）]

YYYYYYY

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
390 OL-31509-01-J   

プロビジョニング属性

コールプロセッサのサポートされるプロビジョニング属性



[コールピッ
クアップグ

ループ（Call
Pickup
Group）]

YYYYYYY[コーリング
サーチス

ペース

（Calling
Search
Space）]

YYYYYYY[表示(内部発
信者 ID)
（Display
(Internal
Caller ID)）]

YYYYYYY[外線電話番
号マスク

（External
Phone
Number
Mask）]

YYYYYYY[不在転送
（Forward
All）]

YYYYYYY[話中転送(外
部)
（Forward
Busy
External）]

YYYYYYY[話中転送(内
部)
（Forward
Busy
Internal）]

YYYYYYY[転送呼情報
-発信者名
（Forwarded
Call
Information -
Caller
Name）]
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[転送呼情報
-発信者番号
（Forwarded
Call
Information -
Caller
Number）]

YYYYYYY

YYYYYYY[転送呼情報
-ダイヤル番
号

（Forwarded
Call
Information -
Dialed
Number）]

YYYYYYY[転送呼情報
-転送先番号
（Forwarded
Call
Information -
Redirected
Number）]
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YYYYYYY[無応答時転
送(外部)
（Forward
No Answer
External）]

[エクステン
ションモビリ

ティ回線

（Extension
Mobility
Line）]（続
き）

YYYYYYY[無応答時転
送(内部)
（Forward
No Answer
Internal）]

YYYYYYY[カバレッジ
なし時転送

(外部)
（Forward
No Coverage
External）]

YYYYYYY[カバレッジ
なし時転送

(内部)
（Forward
No Coverage
Internal）]

YYYYYYY[未登録外線
の不在転送

（Forward
Unregistered
External）]

YYYYYYY[未登録内線
の不在転送

（Forward
Unregistered
Internal）]

YYYYYYY[回線テキス
トラベル

（Line Text
Label）]

YYYYYYY[回線グルー
プ（Line
Groups）]

YYYYYYY
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[コール最大
数

（Maximum
Number of
Calls）]

YYYYYYY[Message
Waiting
Policy]

YYYYYYY[MLPPコー
リングサー

チスペース

（MLPP
Calling
Search
Space）]

YYYYYYY[MLPP無応
答時の呼び

出し時間

（MLPP No
Answer Ring
Duration）]

YYYYYYY[MLPPター
ゲット

（MLPP
Target）]

YYYYYYY[ネットワー
ク保留音源

（Network
Hold Audio
Source）]

YYYYYYY[無応答時の
呼び出し時

間（No
Answer Ring
Duration）]

YYYYYYY[プライバ
シー

（Privacy）]

YYYYYYY
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[ルートパー
ティション

（Route
Partition）]

YYYYYYY[呼出音設定
(電話がアク
ティブのと

き)（Ring
Setting
(Phone
Active)）]

YYYYYYY[呼出音設定
(電話がアイ
ドルのとき)
（Ring
Setting
(Phone
Idle)）]
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YYYYYYY設定専用属

性

• [オー
ディオ

メッ

セージ

受信イ

ンジ

ケータ

のポリ

シー

（Audible
Message
Waiting
Indicator
Policy）]

[エクステン
ションモビリ

ティ回線

（Extension
Mobility
Line）]（続
き）

YYYYYYY
• [コール
ピック

アップ

グルー

プオー

ディオ

アラー

トの設

定(電話
がアク

ティブ

のとき)
（Call
Pickup
Group
Audio
Alert
Setting
(Phone
Active)）]

YYYYYYY
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• [コール
ピック

アップ

グルー

プオー

ディオ

アラー

トの設

定(電話
がアイ

ドルの

とき)
（Call
Pickup
Group
Audio
Alert
Setting
(Phone
Idle)）]

YYYYYYY
• [コーリ
ング

サーチ

スペー

スのア

クティ

ベー

ション

ポリ

シー

（Calling
Search
Space
Activation
Policy）]

YYYYYYY
• [説明
（Description）]

YYYYYYY
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• [モニタ
リング

用コー

リング

サーチ

スペー

ス

（Monitoring
Calling
Search
Space）]

YYYYYYY
• [プレゼ
ンスグ

ループ

（Presence
Group）]

YYYYYYY
• [録音オ
プショ

ン

（Recording
Option）]

YYYYYYY
• [録音プ
ロファ

イル

（Recording
Profile）]

YYYYYYY
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• [不在転
送のセ

カンダ

リコー

リング

サーチ

スペー

ス

（Secondary
Calling
Search
Space
for
Forward
All）]

YYYYYYY[ユーザ保留
音源（User
Hold Audio
Source）]

YYYYYYY[ボイスメー
ルプロファ

イル

（VoiceMail
Profile）]
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YYYYYYY[AAR接続
先マスク

（AAR
Destination
Mask）]

回線

YYYYYYY[AARグ
ループ

（AAR
Group）]

YYYYYYY[AARキー
プコール履

歴（AAR
Keep Call
History）]

YYYYYYN[ボイスメー
ル

（Voicemail）]

YYYYYYY[呼び出し表
示（Alerting
Name）]

YYYYYYY[ASCII呼び
出し表示

（ASCII
Alerting
Name）]

YYYYYYY[ASCII表示
(内部発信者
ID)（ASCII
Display
(Internal
Caller ID)）]

YYYYYYY[ASCII回線
テキストラ

ベル（ASCII
Line Text
Label）]

YYYYYYY[自動応答
（Auto
Answer）]

YYYYYYY
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[ビジートリ
ガー（Busy
Trigger）]

YYYYYYY[コールピッ
クアップグ

ループ（Call
Pickup
Group）]

YYYYYYY[コーリング
サーチス

ペース

（Calling
Search
Space）]

YYYYYYY[コール転送
およびコー

ルピック

アップ設定-
コーリング

サーチス

ペースのア

クティベー

ションポリ

シー（Call
Forward and
Call Pickup
Settings-
Calling
Search Space
Activation
Policy）]

YYYYYYY
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[コール転送
およびコー

ルピック

アップ設定-
不在転送の

セカンダリ

コーリング

サーチス

ペース（Call
Forward and
Call Pickup
Settings-
Secondary
Calling
Search Space
for Forward
All）]

YYYYYNN[コール転送
およびコー

ルピック

アップ設定-
CTI障害時
転送:ボイス
メール（Call
Forward and
Call Pickup
Settings-
Forward On
CTI Failure:
Voicemail）]

YYYYYNN[コール転送
およびコー

ルピック

アップ設定-
CTI障害時
転送:接続先
（Call
Forward and
Call Pickup
Settings-
Forward On
CTI Failure:
Destination）]

YYYYYNN
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[コール転送
およびコー

ルピック

アップ設定-
CTI障害時
転送:コーリ
ングサーチ

スペース

（Call
Forward and
Call Pickup
Settings-
Forward On
CTI Failure:
Calling
Search
Space）]

YYYYYYN[電話番号の
設定- BLFプ
レゼンスグ

ループ

（Directory
Number
Settings- BLF
Presence
Group）]

YYYYNNN[電話番号の
設定-非通知
着信拒否

（Directory
Number
Settings-
Reject
Anonymous
Calls）]

YYYYYYY[外線電話番
号マスク

（External
Phone
Number
Mask）]

YYYYYYY[不在転送
（Forward
All）]
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[話中転送(外
部)
（Forward
Busy
External）]

YYYYYYY

YYYYYYY[話中転送(内
部)
（Forward
Busy
Internal）]

YYYYYYY[転送呼情報
-発信者名
（Forwarded
Call
Information -
Caller
Name）]
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YYYYYYY[転送呼情報
-発信者番号
（Forwarded
Call
Information -
Caller
Number）]

[回線
（Line）]（続
き）

YYYYYYY[転送呼情報
-ダイヤル番
号

（Forwarded
Call
Information -
Dialed
Number）]

YYYYYYY[転送呼情報
-転送先番号
（Forwarded
Call
Information -
Redirected
Number）]

YYYYYYY[無応答時転
送(外部)
（Forward
No Answer
External）]

YYYYYYY[無応答時転
送(内部)
（Forward
No Answer
Internal）]

YYYYYYY[カバレッジ
なし時転送

(外部)
（Forward
No Coverage
External）]

YYYYYYY
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[カバレッジ
なし時転送

(内部)
（Forward
No Coverage
Internal）]

YYYYYYY[未登録外線
の不在転送

（Forward
Unregistered
External）]

YYYYYYY[未登録内線
の不在転送

（Forward
Unregistered
Internal）]

YYYYYYY[CME回線
設定テンプ

レート

（CME Line
Configuration
Template）]

YYYYYYY[回線グルー
プ（Line
Groups）]

YYYYYYY[回線テキス
トラベル

（Line Text
Label）]

YYYYYYY[コール最大
数

（Maximum
Number of
Calls）]

YYYYYYY[Message
Waiting
Policy]

YYYYYYY
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[MLPPコー
リングサー

チスペース

（MLPP
Calling
Search
Space）]

YYYYYYY[MLPP無応
答時の呼び

出し時間

（MLPP No
Answer Ring
Duration）]

YYYYYYY[MLPPター
ゲット

（MLPP
Target）]
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YYYYYNN[未取得時の
パークモニ

タリング転

送の接続先

（外部）:ボ
イスメール

（Park
Monitoring
Forward No
Retrieve
Destination
External:
Voicemail）]

[回線
（Line）]（続
き）

YYYYYNN[未取得時の
パークモニ

タリング転

送の接続先

（外部）:接
続先（Park
Monitoring
Forward No
Retrieve
Destination
External:
Destination）]

YYYYYNN[未取得時の
パークモニ

タリング転

送の接続先

（外部）:
CSS（Park
Monitoring
Forward No
Retrieve
Destination
External:
CSS）]

YYYYYNN
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[未取得時の
パークモニ

タリング転

送の接続先

（内部）:ボ
イスメール

（Park
Monitoring
Forward No
Retrieve
Destination
Internal:
Voicemail）]

YYYYYNN[未取得時の
パークモニ

タリング転

送の接続先

（内部）:接
続先（Park
Monitoring
Forward No
Retrieve
Destination
Internal:
Destination）]

YYYYYNN[未取得時の
パークモニ

タリング転

送の接続先

（内部）:
CSS（Park
Monitoring
Forward No
Retrieve
Destination
Internal:
CSS）]

YYYYYNN[パークモニ
タリング復

帰タイマー

（Park
Monitor
Reversion
Timer）]

YYYYYYY
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[ルートパー
ティション

（Route
Partition）]

YYYYYYY[呼出音設定
(電話がアク
ティブのと

き)（Ring
Setting
(Phone
Active)）]

YYYYYYY[呼出音設定
(電話がアイ
ドルのとき)
（Ring
Setting
(Phone
Idle)）]

YYYYYYY[ネットワー
ク保留音源

（Network
Hold Audio
Source）]

YYYYYYY[無応答時の
呼び出し時

間（No
Answer Ring
Duration）]
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設定専用属

性：

[回線
（Line）]（続
き） YYYYYYY

• [オー
ディオ

メッ

セージ

受信イ

ンジ

ケータ

のポリ

シー

（Audible
Message
Waiting
Indicator
Policy）]

YYYYYYY
• [コール
ピック

アップ

グルー

プオー

ディオ

アラー

トの設

定(電話
がアク

ティブ

のとき)
（Call
Pickup
Group
Audio
Alert
Setting
(Phone
Active)）]

YYYYYYY
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• [コール
ピック

アップ

グルー

プオー

ディオ

アラー

トの設

定(電話
がアイ

ドルの

とき)
（Call
Pickup
Group
Audio
Alert
Setting
(Phone
Idle)）]

YYYYYYY
• [コーリ
ング

サーチ

スペー

スのア

クティ

ベー

ション

ポリ

シー

（Calling
Search
Space
Activation
Policy）]

YYYYYYY
• [説明
（Description）]

YYYYYYY
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• [モニタ
リング

用コー

リング

サーチ

スペー

ス

（Monitoring
Calling
Search
Space）]

YYYYYYY
• [プレゼ
ンスグ

ループ

（Presence
Group）]

YYYYYYY
• [録音オ
プショ

ン

（Recording
Option）]

YYYYYYY
• [録音プ
ロファ

イル

（Recording
Profile）]

YYYYYYY
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• [不在転
送のセ

カンダ

リコー

リング

サーチ

スペー

ス

（Secondary
Calling
Search
Space
for
Forward
All）]

YYYYYYY[ユーザ保留
音源（User
Hold Audio
Source）]

YNNNNNN[緊急優先
（Urgent
Priority）]

YYYYYNN[ボイスメー
ルプロファ

イル

（VoiceMail
Profile）]
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YNNNNNN[保留復帰の
呼び出し時

間(秒)（Hold
Reversion
Ring
Duration
(seconds)）]

[すべてのデバ
イスの回線設

定（Line
Settings for All
Devices）]

YNNNNNN[保留復帰の
通知間隔(秒)
（Hold
Reversion
Notification
Interval
(seconds)）]

YNNNNNN[パーティ参
加トーン

（Party
Entrance
Tone）]
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YNNNNNN[コールピッ
クアップグ

ループオー

ディオア

ラートの設

定(電話がア
イドルのと

き)（Call
PickupGroup
Audio Alert
Setting
(Phone
Idle)）]

[Line (Index)
on Device
(DeviceName)]

YNNNNNN[コールピッ
クアップグ

ループオー

ディオア

ラートの設

定(電話がア
クティブの

とき)（Call
PickupGroup
Audio Alert
Setting
(Phone
Active)）]

YNNNNNN[モニタリン
グ用コーリ

ングサーチ

スペース

（Monitoring
Calling
Search
Space）]
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YYYYYYY[AARコー
リングサー

チスペース

（AAR
Calling
Search
Space）]

電話

YYYYYYY[G.722およ
び iSAC
コーデック

のアドバタ

イズ

（Advertise
G.722 and
iSAC
Codecs）]

YYYYYYY[Android
Marketから
のアプリ

ケーション

を許可

（Allow
Applications
fromAndroid
Market）]

YYYYYYY[不明な提供
元からのア

プリケー

ションを許

可（Allow
Applications
from
Unknown
Sources）]

YYYYYYY[Cisco
AppHQから
のアプリ

ケーション

を許可

（Allow
Applications
from Cisco
AppHQ）]
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[Cisco
Marketplace
からのアプ

リケーショ

ンを許可

（Allow
Applications
from Cisco
Marketplace）]

YYYYYYY

YYYYYYY[EnergyWise
オーバーラ

イドを許可

（Allow
EnergyWise
Overrides）]

YYYYYYY[ユーザ定義
VPNプロ
ファイルの

許可（Allow
User-Defined
VPN
Profiles）]

YYYYYYY[Android
DebugBridge
（ADB）]

YYYYYYY[アプリケー
ションダイ

ヤルルール
URL
（Application
Dial Rules
URL）]

YYYYYYY[AppHQド
メイン

（AppHQ
Domain）]

YYYYYYY[認証サーバ
URL
（Authentication
Server
URL）]

YYYYYYY
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[自動回線選
択（Auto
Line
Select）]

YYYYYYY[自動割り込
み（Auto
Barge）]

YYYYYYY[自動ポート
同期

（Automatic
Port
Synchronization）]

YYYYYYY[Bluetooth]

YYYYYYY[ビルトイン
ブリッジ

（Built In
Bridge）]

YYYYYYY[ビジーラン
プフィール

ド情報

（Busy
Lampfield
Info）]

YYYYYYY[コールシー
ケンス（Call
Sequence）]

YYYYYYY[着信者接続
極性（Callee
Connect
Polarity）]

YYYYYYY[着信者切断
極性（Callee
Disconnect
Polarity）

YYYYYYY[発信者接続
極性（Caller
Connect
Polarity）]

YYYYYYY
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[発信者切断
極性（Caller
Disconnect
Polarity）]

YYYYYYY[発信者 ID
（Caller
ID）]

YYYYYYY[コーリング
サーチス

ペース

（Calling
Search
Space）]
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YYYYYYY[発呼側トラ
ンスフォー

メーション
CSS
（Calling
Party
Transformation
CSS）]

[電話
（Phone）]
（続き）

YYYYYYY[Ciscoカメ
ラ（Cisco
Camera）]

YYYYYYYCisco
Discovery
Protocol
（CDP）

YYYYYYY[Cisco
Discovery
Protocol
(CDP)：PC
ポート

（Cisco
Discovery
Protocol
(CDP)：PC
Port）]

YYYYYYY[Cisco
Discovery
Protocol
(CDP)：ス
イッチポー

ト（Cisco
Discovery
Protocol
(CDP)：
Switch
Port）]

YYYYYYY[Cisco Usage
and Error
Tracking]

YYYYYYY
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[CME電話
設定テンプ

レート

（CME
Phone
Configuration
Template）]

YYYYYYY[共通デバイ
ス設定

（Common
Device
Configuration）]

YYYYYYY[共通の電話
プロファイ

ル

（Common
Phone
Profile）]

YYYYYYY[企業写真
ディレクト

リ

（Company
Photo
Directory）]

YYYYYYY[ディスプレ
イ非点灯日

（Days
Display Not
Active）]

YYYYYYY[Unified CM
の接続障害

の検出

（Detect
Unified CM
Connection
Failure）]

YYYYYYY[デバイスの
説明

（Device
Description）]

YYYYYYY
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[デバイス
プール

（Device
Pool）]
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YYYYYYY[デバイスセ
キュリティ

モード

（Device
Security
Mode）]

[電話
（Phone）]
（続き）

YYYYYYY[ダイジェス
トユーザ

（Digest
User）]

YYYYYYY[ディレクト
リ URL
（Directory
URL）]

YYYYYYY[ディレクト
リ検索ルー

ル URL
（Directory
LookupRules
URL）]

YYYYYYY[スピーカ
フォンの無

効化

（Disable
SpeakerPhone）]

YYYYYYY[スピーカ
フォンと

ヘッドセッ

トの無効化

（Disable
Speakerphone
And
Headset）]

YYYYYYY[ディスプレ
イ放置時自

動消灯

（Display
Idle
Timeout）]

YYYYYYY
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[ディスプレ
イ点灯継続

時間

（DisplayOn
Duration）]

YYYYYYY[ディスプレ
イ点灯時刻

（DisplayOn
Time）]

YYYYYYY[着信コール
時に点灯

（DisplayOn
When
Incoming
Call）]

YYYYYYY[DNDオプ
ション

（DND
Option）]

YYYYYYY[USBを無効
にする

（Disable
USB）]

YYYYYYY[応答不可
（Do Not
Disturb）]

YYYYYYY[ドメイン名
（Domain
Name）]

YYYYYYY[緊急電話番
号

（Emergency
Numbers）]

YYYYYYY[オーディオ
アラートを

有効にする

（Enable
Audible
Alert）]
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YYYYYYY[LDAPユー
ザ認証を有

効にする

（Enable
LDAP User
Authentication）]

[電話
（Phone）]
（続き）

YYYYYYY[Cisco UCM
アプリケー

ションクラ

イアントを

有効にする

（Enable
Cisco UCM
App
Client）]

YYYYYYY[Cisco
Unified
Mobile
Communicator
を有効にす

る（Enable
CiscoUnified
Mobile
Communicator）]

YYYYYYY[LDAP SSL
を有効にす

る（Enable
LDAP
SSL）]

YYYYYYY[LDAPユー
ザ認証を有

効にする

（Enable
LDAP User
Authentication）]

YYYYYYY[Power Save
Plusを有効
にする

（Enable
Power Save
Plus）]

YYYYYYY
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[Telnetを有
効にする

（Enable
Telnet）]

YYYYYYY[EnergyWise
エンドポイ

ントのセ

キュリティ

シークレッ

ト

（EnergyWise
Endpoint
Security
Secret）]

YYYYYYY[EnergyWise
ドメイン

（EnergyWise
Domain）]

YYYYYYY[ファクスエ
ラー修正

モードの

オーバーラ

イド（Fax
Error
Correction
Mode
Override）]

YYYYYYY[ファクス
モード（Fax
Mode）]

YYYYYYY[表示インジ
ケータを無

視（Ignore
Presentation
Indicators）]

YYYYYYY[インピーダ
ンス

（Impedance）]

YYYYYYY
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[入力オー
ディオレベ

ル（Input
Audio
Level）]

YYYYYYY[IVRパス
ワード

（IVR
Password）]

YYYYYYY[参加および
直接転送ポ

リシー（Join
And Direct
Transfer
Policy）]

YYYYYYY[LDAP
フィールド

マッピング

（LDAP
Field
Mappings）]

YYYYYYY[LDAPの写
真のロケー

ション

（LDAP
Photo
Location）]

YYYYYYY[LDAPサー
バ（LDAP
Server）]

YYYYYYY[LDAP検索
ベース

（LDAP
Search
Base）]

YYYYYYY
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[Link Layer
Discovery
Protocol
(LLDP) - PC
ポート

（Link Layer
Discovery
Protocol
(LLDP)- PC
Port）]

YYYYYYY[Link Layer
Discovery
Protocol -
Media
Endpoint
Discover
(LLDP-MED):
PCポート
（Link Layer
Discovery
Protocol -
Media
Endpoint
Discover
(LLDP-MED):
PC Port）]
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YYYYYYY[Link Layer
Discovery
Protocol -
Media
Endpoint
Discover
（LLDP-MED）:
スイッチ

ポート

（Link Layer
Discovery
Protocol -
Media
Endpoint
Discover
（LLDP-MED）:
Switch
Port）]

[電話
（Phone）]
（続き）

YYYYYYY[LLDP電源
優先度

（LLDP
Power
Priority）]

YYYYYYY[デバイスの
ロック

（Lock
Device）]

YYYYYYY[ログ表示
（Logging
Display）]

YYYYYYY[最大ファク
ス速度

（Maximum
Fax Rate）]

YYYYYYY[モビリティ
ユーザ ID
（Mobility
User ID）]

YYYYYYY[モジュール
1（Module
1）]

YYYYYYY

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
430 OL-31509-01-J   

プロビジョニング属性

コールプロセッサのサポートされるプロビジョニング属性



[モジュール
2（Module
2）]

YYYYYYY[モジュール
3（Module
3）]

YYYYYYY[転送の遅延
（Forwarding
Delay）]

YYYYYYN[一般的な
IOSコマン
ド（Generic
IOS
Commands）]

YYYYYYY[Gratuitous
ARP]

YYYYYYY[フックフ
ラッシュタ

イマー

（Hookflash
Timer）]

YYYYYYY[アイドル
URL（Idle
URL）]

YYYYYYY[アイドルタ
イマー（Idle
Timer）]

YYYYYYY[情報
（Information）]

YYYYYYY[LLDPア
セット ID
（LLDP
Asset ID）]

YYYYYYY[ロードサー
バ（Load
Server）]

YYYYYYYLocation
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YYYYYYY[ログサーバ
（Log
Server）]

[電話
（Phone）]
（続き）

YYYYYYY[メディアリ
ソースグ

ループリス

ト（Media
Resource
Group
List）]

YYYYYYYMessages

YYYYYYY[MLPPドメ
イン（MLPP
Domain）]

YYYYYYY[MLPP通知
（MLPP
Indication）]

YYYYYYY[モジュール
1ロード名
（Module 1
Load
Name）]

YYYYYYY[モジュール
2ロード名
（Module 1
Load
Name）]

YYYYYYY[モジュール
3ロード名
（Module 3
Load
Name）]

YYYYYYY[ソフトキー
表示タイ

マー（more
Soft Key
Timer）]

YYYYYYY[MLPPプリ
エンプショ

ン（MLPP
Preemption）]
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[ネットワー
ク保留音源

（Network
Hold Audio
Source）]

YYYYYYY

YYYYYYY[ネットワー
クロケール

（Network
Locale）]

YYYYYYY[オフフック
検証タイ

マー(50～
1000ミリ秒)
（Offhook
Validation
Timer(50-1000ms)）]

YYYYYYY[Onhook
Delay
Timer(0-155s)]
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YYYYYYY[オンフック
検証タイ

マー(50～
1000ミリ秒)
（Onhook
Validation
Timer(50-1000ms)）]

[電話
（Phone）]
（続き）

YYYYYYY[出力オー
ディオレベ

ル（Output
Audio
Level）]

YYYYYYY[オーナーの
ユーザ ID
（Owner
User ID）]

YYYYYYY[PCポート
（PC Port）]

YYYYYYY[PCポート
のリモート

設定（PC
Port Remote
Configuration）]

YYYYYYY[PCの音声
VLANへの
アクセス

（PC Voice
VLAN
Access）]

YYYYYYY[ピアファー
ムウェア共

有（Peer
Firmware
Sharing）]

YYYYYYY[電話ロード
名（Phone
Load
Name）]

YYYYYYY
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[電話オフの
アイドルタ

イムアウト

（Phone Off
Idle
Timeout）]

YYYYYYY[電話をオフ
にする時刻

（Phone Off
Time）]

YYYYYYY[電話をオン
にする時刻

（Phone On
Time）]

YYYYYYY[IP
Communicator
のポート範

囲（Port
Ranges for IP
Communicator）]

YYYYYYY[電力ネゴシ
エーション

（Power
Negotiation）]

YYYYYYY[プレゼンス
および

チャット

サーバ(プラ
イマリ)
（Presence
and Chat
Server
(Primary)）]

YYYYYYY[プレゼンス
および

チャット

サーバタイ

プ（Presence
and Chat
Server
Type）]

YYYYYYY

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 435

プロビジョニング属性

コールプロセッサのサポートされるプロビジョニング属性



[プレゼンス
とチャット

のシングル

サインオン

(SSO)ドメイ
ン（Presence
and Chat
Single
Sign-On
(SSO)
Domain）]

YYYYYYY[プレゼンス
ステータス

（Presence
Status）]

YYYYYYY[プリセット
Wi-Fiネット
ワーク

（Preset
Wi-fi
Networks）]

YYYYYYY[プライバ
シー

（Privacy）]

YYYYYYY[プロキシ
サーバ URL
（Proxy
Server
URL）]

YYYYYYY[品質改善
サーバ

（Quality
Improvement
Server）]

YYYYYYY[録音トーン
（Recording
Tone）]

YYYYYYY[録音トーン
の長さ

（Recording
Tone
Duration）]
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[録音トーン
のローカル

音量

（Recording
Tone Local
Volume）]

YYYYYYY

YYYYYYY[録音トーン
のリモート

音量

（Recording
Tone Remote
Volume）]

YYYYYYY[ビデオコー
ルをオー

ディオとし

て再試行

（Retry
Video Call as
Audio）]

YYYYYYY[スクリーン
ロック必須

（Require
Screen
Lock）]

YYYYYYY[再ルーティ
ング CSS
（Rerouting
CSS）]

YYYYYYY[RTCP]

YYYYYYY[セキュリ
ティプロ

ファイル

（Security
Profile）]
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YYYYYYY[サービス
（Service）]

[電話
（Phone）]
（続き） YYYYYYY[設定へのア

クセス

（Settings
Access）]

YYYYYYY[SDIO]

YYYYYYY[スクリーン
ロックタイ

ムアウト

（Screen
Lock
Timeout）]

YYYYYYY[ソフトキー
テンプレー

ト（Softkey
Template）]

YYYYYYY[PCポート
へのスパン

（Span to PC
Port）]

YYYYYYY[スピードダ
イヤル情報

（Speed Dial
Info）]

Y設定専用属

性

YYYYYYY
• [CTIか
らのデ

バイス

の制御

を許可

（Allow
Control
of
Device
from
CTI）]

YYYYYYY
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• [BLF
ダイレ

クト

コール

パーク

（BLF
Directed
Call
Park）]

YYYYYYY
• [デバイ
スモビ

リティ

モード

（Device
Mobility
Mode）]

YYYYYYY
• [DND
着信呼

警告

（DND
Incoming
Call
Alert）]

YYYYYYY
• [ハント
グルー

プにロ

グイン

（Logged
Into
Hunt
Group）]

YYYYYYY
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• [メディ
アター

ミネー

ション

ポイン

トが必

須

（Media
Termination
Point
Required）]

YYYYYYY
• [MTP
優先発

信コー

デック

（MTP
Preferred
Originating
Codec）]

YYYYYYY
• [プレゼ
ンスグ

ループ

（Presence
Group）]
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YYYYYYY
• [プライ
マリ電

話

（Primary
Phone）]

[電話
（Phone）]
（続き）

YYYYYYY
• [サービ
ス

（Service）]

YYYYYYY
• [SIPプ
ロファ

イル

（SIP
Profile）]

YYYYYYY
• [SUBSCRIBE
コーリ

ング

サーチ

スペー

ス

（Subscribe
Calling
Search
Space）]

YYYYYYY
• [SURL]

YYYYYYY
• [信頼さ
れたリ

レーポ

イント

を使用

（Use
Trusted
Relay
Point）]

YYYYYYY
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[SIPダイヤ
ルルール

（SIP Dial
Rules）]

YYYYYYY[スイッチ
ポートのリ

モート設定

（Switch
Port Remote
Configuration）]

YYYYYYY[モバイル
ネットワー

クに転送

（Transfer to
Mobile
Network）]

YYYYYYY[Telnetのパ
スワード

（Telnet
Password）]

YYYYYYY[Telnetユー
ザ名（Telnet
Username）]

YYYYYYY[デバイス
プールの発

呼側トラン

スフォー

メーション

CSSを使用
（UseDevice
Pool Calling
Party
Transformation
CSS）]

YYYYYYY[ユーザ保留
音源（User
Hold Audio
Source）]

YYYYYYY
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[ユーザロ
ケール

（User
Locale）]

YYYYYY[ビデオ機能
（Video
Capabilities）]

YYYYYYY[ボイスメー
ルサーバ

(バックアッ
プ)
（Voicemail
Server
(Backup)）]

YYYYYYY[ボイスメー
ルサーバ(プ
ライマリ)
（Voicemail
Server
(Primary)）]

YYYYYYY[Webアクセ
ス（Web
Access）]

YYYYYYY[WiFi]

YYYYYYY[デバイスの
ワイプ

（Wipe
Device）]

YYYYYYY[ワイヤレス
LANのビデ
オコール帯

域幅(kbps)
（Wireless
LAN Video
Call
Bandwidth
(kbps)）]
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YYYYYYY[発呼側トラ
ンスフォー

メーション
CSS
（Calling
Party
Transformation
CSS）]

[リモート接続
先プロファイ

ル（Remote
Destination
Profile）]

YYYYYYY[デバイスの
説明

（Device
Description）]

YYYYYYY[DNDオプ
ション

（DND
Option）]

YYYYYYY[応答不可
（Do Not
Disturb）]

YYYYYYY[表示インジ
ケータを無

視（Ignore
Presentation
Indicators）]

YYYYYYY[ネットワー
ク保留音源

（Network
Hold Audio
Source）]

YYYYYYY[プライバ
シー

（Privacy）]

YYYYYYY[再ルーティ
ング CSS
（Rerouting
CSS）]

YYYYYYY
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[デバイス
プールの発

呼側トラン

スフォー

メーション

CSSを使用
（UseDevice
Pool Calling
Party
Transformation
CSS）]

YYYYYYY[ユーザ保留
音源（User
Hold Audio
Source）]

YYYYYYY[ユーザロ
ケール

（User
Locale）]
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YYYYYYY[AAR接続
先マスク

（AAR
Destination
Mask）]

[リモート接続
先プロファイ

ル回線

（Remote
Destination
Profile Line）] YYYYYYY[AARグ

ループ

（AAR
Group）]

YYYYYYY[AARキー
プコール履

歴（AAR
Keep Call
History）]

YYYYYYY[ASCII呼び
出し表示

（ASCII
Alerting
Name）]

YYYYYYY[呼び出し表
示（Alerting
Name）]

YYYYYYY[ASCII表示
(内部発信者
ID)（ASCII
Display
(Internal
Caller ID)）]

YYYYYYY[ビジートリ
ガー（Busy
Trigger）]

YYYYYYY[コールピッ
クアップグ

ループ（Call
Pickup
Group）]

YYYYYYY[表示(内部発
信者 ID)
（Display
(Internal
Caller ID)）]
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[外線電話番
号マスク

（External
Phone
Number
Mask）]

YYYYYYY

YYYYYYY[不在転送
（Forward
All）]
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YYYYYYY[話中転送(外
部)
（Forward
Busy
External）]

[リモート接続
先プロファイ

ル回線

（Remote
Destination
Profile Line）]
（続き）

YYYYYYY[話中転送(内
部)
（Forward
Busy
Internal）]

YYYYYYY[転送呼情報
-発信者名
（Forwarded
Call
Information -
Caller
Name）]

YYYYYYY[転送呼情報
-発信者番号
（Forwarded
Call
Information -
Caller
Number）]

YYYYYYY[転送呼情報
-ダイヤル番
号

（Forwarded
Call
Information -
Dialed
Number）]

YYYYYYY[転送呼情報
-転送先番号
（Forwarded
Call
Information -
Redirected
Number）]

YYYYYYY
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[無応答時転
送(外部)
（Forward
No Answer
External）]

YYYYYYY[無応答時転
送(内部)
（Forward
No Answer
Internal）]

YYYYYYY[カバレッジ
なし時転送

(外部)
（Forward
No Coverage
External）]

YYYYYYY[カバレッジ
なし時転送

(内部)
（Forward
No Coverage
Internal）]

YYYYYYY[未登録外線
の不在転送

（Forward
Unregistered
External）]

YYYYYYY[未登録内線
の不在転送

（Forward
Unregistered
Internal）]

YYYYYYY[回線グルー
プ（Line
Groups）]

YYYYYYY[コール最大
数

（Maximum
Number of
Calls）]

YYYYYYY
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[MLPPコー
リングサー

チスペース

（MLPP
Calling
Search
Space）]

YYYYYYY[MLPP無応
答時の呼び

出し時間

（MLPP No
Answer Ring
Duration）]

YYYYYYY[MLPPター
ゲット

（MLPP
Target）]

YYYYYYY[ネットワー
ク保留音源

（Network
Hold Audio
Source）]
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YYYYYYY[無応答時の
呼び出し時

間（No
Answer Ring
Duration）]

[リモート接続
先プロファイ

ル回線

（Remote
Destination
Profile Line）]
（続き）

設定専用属

性：

YYYYYYY
• [コーリ
ング

サーチ

スペー

スのア

クティ

ベー

ション

ポリ

シー

（Calling
Search
Space
Activation
Policy）]

YYYYYYY
• [説明
（Description）]

YYYYYYY
• [プレゼ
ンスグ

ループ

（Presence
Group）]

YYYYYYY
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• [不在転
送のセ

カンダ

リコー

リング

サーチ

スペー

ス

（Secondary
Calling
Search
Space
for
Forward
All）]

YYYYYYY[ユーザ保留
音源（User
Hold Audio
Source）]

YYYYYYY[ボイスメー
ルプロファ

イル

（VoiceMail
Profile）]

YYYYNNN[Unified CM
IM and
Presenceの
ユーザを有

効にする

（Enable
User for
Unified CM
IM and
Presence）]

ユーザサービ

ス

YYYYYNN[ホームクラ
スタ（Home
Cluster）]

YYYYYNN[UCサービ
スプロファ

イル（UC
Service
Profile）]
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ユニファイドメッセージプロセッサのサポートされるプ

ロビジョニング属性

表 58：ユニファイドメッセージプロセッサのサポートされるプロビジョニング属性

Cisco Unity
Connection

Cisco UnityCisco Unity
Express

プロビジョニング属性製品グ

ループ

YYN[代替ボイスメール内線番号
（Alternate Voicemail
Extensions）]

[ボイス
メール

（Voicemail）]

NNY[CUEユーザ設定テンプレート
（CUE User Configuration
Template）]

NNY[CUEボイスメール設定テンプ
レート（CUE Voicemail
Configuration Template）]

NYN[再同期MWIを有効にする
（Enable ResyncMWI）]

NYN[レガシーメールボックス
（Legacy Mailbox）]

NYN[スイッチID（Switch ID）]

NYN[リモートノードID（Remote
Node ID）]
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Cisco Unity
Connection

Cisco UnityCisco Unity
Express

プロビジョニング属性製品グ

ループ

YYN[UM無効時のサービスクラステ
ンプレート（UMDisablingClass
Of Service Template）]

[ユニ
ファイド

メッセー

ジング

（Unified
Messaging）]

YYN[UM有効時のサービスクラステ
ンプレート（UMEnablingClass
Of Service Template）]

YYN[UM無効時の加入者テンプレー
ト（UM Disabling Subscriber
Template）]

YYN[UM有効時の加入者テンプレー
ト（UM Enabling Subscriber
Template）]

Unity Connection 10.x以降でサポートされるボイスメール属性の詳細については、ボイスメール
サービスのオーダー,（281ページ）を参照してください。ボイスメールサービスのオーダー, （
275ページ）.
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プレゼンスサーバのサポートされるプロビジョニング属

性

表 59：プレゼンスサーバのサポートされるプロビジョニング属性

Cisco Unified Communications Managerプロビジョニング属性製品

8.6.x8.5.x8.0.x

YYY[オーディオプロファイル
（Audio Profile）]

[クライアントユーザ設
定（Client User
Settings）]

YYY[CIPプロファイル（CIP
Profile）]

YYY[CGIゲートウェイプロファイル
（CTI Gateway Profile）]

YYY[会議プロファイル
（Conferencing Profile）]

YYY[LDAPプロファイル（LDAP
Profile）]

YYY[ボイスメールプロファイル
（VoiceMail Profile）]
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付録 B
インフラストラクチャ設定製品のフィール

ド

• インフラストラクチャデータオブジェクトのフィールド, 457 ページ

インフラストラクチャデータオブジェクトのフィールド
設定テンプレートを作成するには、インフラストラクチャ設定製品を設定テンプレートに追加す

る必要があります。

インフラストラクチャ設定テンプレートのすべてのフィールドが、すべてのバージョンの Cisco
Unified Communications Managerに適用できるわけではありません。

手動でテキストを入力するインフラストラクチャ設定製品フィールドのすべてにおいて、大文

字と小文字が区別されます。

（注）

CTI ルートポイント設定製品フィールド

表 60：CTI ルートポイント設定製品フィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

説明（オプション）。[説明（Description）]
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説明フィールド

使用可能なデバイスプールのリスト。デバイスプールは、このデ

バイスのプロパティのコレクション（Unified CMグループ、日時
グループ、リージョン、デバイスの自動登録用コーリングサーチ

スペースなど）を指定します。

[デバイスプール（Device
Pool）]

共通のデバイス設定（ソフトキーテンプレートやユーザロケール

など）。

[共通デバイス設定
（Common Device Config）]

収集された（発信側）番号のルーティング方法を決定するために

検索されるルートパーティションのコレクションを指定します。

[コールサーチスペース
（Call Search Space）]

このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計を指

定します。設定値の [なし（None）]は、このルートポイントで使
用される帯域幅がロケーション機能によって追跡されないことを

意味します。

[ロケーション（Location）]

電話番号を入力します。これらの電話番号は、Cisco Unified
Communications Managerに存在していない必要があります。

[電話番号（Directory
Numbers）]

使用可能なルートパーティション。[電話番号のルートパーティ
ション（Route Partition for
Directory Numbers）]

メディアリソースグループの優先順位付けされたリストを提供し

ます。アプリケーションは、[メディアリソースグループリスト
（Media ResourceGroup List）]で定義された優先順位に従って、使
用可能なメディアリソースから必要なメディアリソース（保留音

サーバなど）を選択します。

このフィールドが空白の場合は、デバイスプールで定義されたメ

ディアリソースグループが使用されます。

[メディアリソースグループ
リスト（Media Resource
Group List）]

ユーザに関連付けられたユーザの場所。ユーザロケールは、言

語、フォント、日時の表示形式、英数字のキーボードテキスト情

報など、ユーザをサポートするための一連の詳細情報を識別しま

す。

[ユーザロケール（User
Locale）]

ユーザが保留操作を開始したときに再生される保留音の音源。[ユーザ保留MOH音源
（User Hold MOH Audio
Source）]

ネットワークが保留操作を開始したときに再生される音源。[ネットワーク保留音源
（Network Hold Audio
Source）]
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コールパークインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 61：コールパークインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

コールパーク内線番号または番号の範囲を入力します。

[コールパーク（Call Park）]テンプレートを使用して、
異なるパーティション内の同じ範囲の番号を追加するこ

とができます。

（注）

[番号/範囲
（Number/Range）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

使用可能なルートパーティションのリスト。[ルートパーティション
（Route Partition）]

使用可能な Cisco Unified Communications Managerのリスト。[Unified CM]

コールピックアップグループインフラストラクチャ設定製品のフィー

ルド

表 62：コールピックアップグループインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

一意の電話番号（整数）。[番号（Number）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

使用可能なルートパーティションのリスト。[ルートパーティション
（Route Partition）]

コールピックアップグループへの視覚的な通知メッセージに発信

者の識別情報を含めます。この設定が適用されるのは、[コール
ピックアップグループ通知ポリシー（Call Pickup Group Notification
Policy）]が [ビジュアルアラート（Visual Alert）]または [オーディ
オおよびビジュアルアラート（Audio and Visual Alert）]に設定さ
れている場合だけです。

[発呼側情報（Calling Party
Information）]
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説明フィールド

使用可能なコールピックアップグループのリスト。コールピッ

クアップグループは、電話番号とパーティションではなく、グルー

プの名前順にリストされます。

[使用可能なメンバのコール
ピックアップグループ

（Available Member Call
Pickup Groups）]

コールピックアップグループの通知ポリシーを設定します。[コールピックアップグルー
プ通知ポリシー（CallPickup
Group Notification Policy）]

コールがダイヤル先の端末に最初に着信してから、コールピック

アップグループ内の他の端末に通知が送信されるまでの遅延時間

を設定します。

[コールピックアップグルー
プ通知タイマー(秒)（Call
Pickup Group Notification
Timer (seconds)）]

ルートパーティションを示した電話番号のリスト。ユーザに関連

付けられているか、リンクされている電話番号だけをコールピッ

クアップグループに追加できます。

一度に追加または削除（あるいは、追加と削除の組み合

わせ）ができる電話番号は、200個までです。
（注）

[電話番号情報（Directory
Number Info）]

コールピックアップグループへの視覚的な通知メッセージに着信

側の識別情報を含めます。この設定が適用されるのは、[コール
ピックアップグループ通知ポリシー（Call Pickup Group Notification
Policy）]が [ビジュアルアラート（Visual Alert）]または [オーディ
オおよびビジュアルアラート（Audio and Visual Alert）]に設定さ
れている場合だけです。

[着信側情報（Called Party
Information）]

コールサーチスペースインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 63：コールサーチスペースインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

説明（オプション）。[説明（Description）]
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説明フィールド

使用可能なルートパーティションのリスト。ルートパーティショ

ンのリストは厳密には必要ありませんが、少なくとも 1つの値を
指定しておく必要があります。

CiscoUnified CommunicationsManagerにすでに存在しているルート
パーティションを参照するか、このコーリングサーチスペースよ

りも前に同じ設定テンプレートでルートパーティションを定義し

ている必要があります。

[使用可能なルートパーティ
ション（Available Route
Partitions）]

共通デバイス設定製品のフィールド

表 64：共通デバイス設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

Cisco IP Phoneのソフトキーの設定を指定するソフトキーテンプ
レート。

[ソフトキーテンプレート
（Softkey Template）]

ユーザが保留操作を開始したときに再生される保留音の音源。[ユーザ保留MOH音源
（User Hold MOH Audio
Source）]

ネットワークが保留操作を開始したときに再生される音源。[ネットワーク保留音源
（Network Hold Audio
Source）]

ユーザに関連付けられたユーザの場所。ユーザロケールは、言

語、フォント、日時の表示形式、英数字のキーボードテキスト情

報など、ユーザをサポートするための一連の詳細情報を識別しま

す。

[ユーザロケール（User
Locale）]

デバイスプール内の優先トーン再生機能のあるデバイスが、MLPP
優先コールを発信するときにその機能を使用するかどうかを指定

します。

[MLPP通知（MLPP
Indication）]

デバイスプール内の、進行中のコールのプリエンプション機能の

あるデバイスが、MLPP優先コールを発信するときにその機能を使
用するかどうかを指定します。

[MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）]
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説明フィールド

このデバイスに関連付けられたMultilevel Precedence and Preemption
（MLPP）ドメイン。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]

Unity 同報リストインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 65：Unity 同報リストインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

同報リストのエイリアス名。[エイリアス（Alias）]

同報リストの名前。[表示名（Display Name）]

電話システムが接続に使用する内線番号。[内線（Extension）]

ユーザまたは同報リスト用のコールハンドラの所有者。[オーナー（Owner）]

所有者のタイプ。[オーナータイプ（Owner
Type）]

電子メールサーバのアドレス帳に同報リストを表示します。[電子メールサーバのアドレ
ス帳に同報リストを表示

（Show Distribution List in
Email Server Address Book）]

同報リストに関連付けられたメンバーのリスト。Alias/MemberType
の形式を使用します。

デフォルトのシステム同報リストは削除できませ

ん。

（注）

[メンバリスト（Member
List）]

共通電話プロファイルインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 66：共通電話プロファイルインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

[共通の電話プロファイル情報（Common Phone Profile Information）]
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説明フィールド

共通の電話プロファイルを識別する名前を入力します（たとえば、

「CPP_7905」）。この値には、1～50文字（英数字、ドット、ダッ
シュ、またはアンダースコアを含む）を指定できます。

[名前（Name）]

共通の電話プロファイルの目的を指定します（たとえば「common
phone profile for the 7905 phone」）。説明には、任意の言語で最大
50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使
用できません。

[説明（Description）]

ローカル電話のロック解除に使用するパスワードを入力します。 1
～ 15文字を指定できます。

[電話ロック解除パスワー
ド（Local Phone Unlock
Password）]

電話でサイレント（DND）を有効にした場合、このパラメータで
は、DND機能が着信コールをどのように処理するのか指定します。

• [コール拒否（CallReject）]：このオプションは、着信コール情
報をユーザに提示しないようにします。[DND着信呼警告（DND
Incoming Call Alert）]パラメータの設定に応じて、電話はビー
プを再生するか、コールの点滅通知を表示します。

• [呼出音オフ（Ringer Off）]：このオプションは、呼び出し音を
オフにしますが、着信コール情報はデバイスに表示するので、

ユーザはコールを受け付けることができます。

SCCPを実行している 7940/7960電話の場合、選択で
きるのは [呼出音オフ（Ringer Off）]オプションだけ
です。携帯デバイスとデュアルモード電話の場合、

[コール拒否（Call Reject）]オプションのみを選択で
きます。携帯デバイスまたはデュアルモード電話で

[DNDコール拒否（DNDCallReject）]をアクティブに
すると、デバイスにコール情報が表示されません。

（注）

[DNDオプション（DND
Option）]

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 463

インフラストラクチャ設定製品のフィールド

共通電話プロファイルインフラストラクチャ設定製品のフィールド



説明フィールド

DNDの [呼出音オフ（Ringer Off）]オプションまたは [コール拒否
（Call Reject）]オプションを有効にした場合、このパラメータは電
話でコールを表示する方法を指定します。

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択しま

す。

• [無効（Disable）]：このオプションは、コールを通知するビー
プ音とフラッシュの両方を無効にしますが、DNDの [呼出音オ
フ（Ringer Off）]オプションの場合、着信コール情報が表示さ
れます。 [DNDコール拒否（DNDCall Reject）]オプションの場
合、コールアラートが表示されず、デバイスに情報が送信され

ません。

• [ビープ音のみ（Beep Only）]：このオプションは、着信コール
があると、電話のビープ音を再生します。

• [フラッシュのみ（FlashOnly）]：このオプションを選択した場
合、着信コールがあると、電話のフラッシュアラートだけが表

示されます。

[DND着信呼警告（DND
Incoming Call Alert）]

この共通の電話プロファイルを使用する電話のバックグラウンドイ

メージをエンドユーザが変更できるようにする場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。

[背景イメージ設定へのア
クセスの有効化（Enable
End User Access to Phone
Background Image Setting）]

[機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]の設定ですでに設定さ
れている機能管理ポリシーを選択することができます。

[機能管理ポリシー
（Feature Control Policy）]

[セキュアシェル情報（Secure Shell Information）]

セキュアシェルユーザのユーザ IDを入力します。 Cisco Technical
Assistance Center（TAC）では、トラブルシューティングやデバッグ
を行うときにセキュアシェルを使用します。 TACにお問い合わせ
ください。

Cisco Unified Communications Managerが電話に SSHクレデンシャル
を平文で送信しないようにするために、暗号化電話設定ファイルを

設定する方法については、このリリースの『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』を参照してください。

[セキュアシェルユーザ
（Secure Shell User）]
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説明フィールド

セキュアシェルユーザのパスワードを入力します。 TACにお問い
合わせください。

Cisco Unified Communications Managerが電話に SSHパスワードを平
文で送信しないようにするために、暗号化電話設定ファイルを設定

する方法については、このリリースの『CiscoUnifiedCommunications
Manager Security Guide』を参照してください。

[セキュアシェルユーザの
パスワード（Secure Shell
User Password）]

[電話機のパーソナライゼーション情報（Phone Personalization Information）]

[電話機のパーソナライゼーション（Phone Personalization）]設定を
使用すると、Cisco Unified Communications Widgetの 1つであり、電
話の壁紙や呼び出し音のカスタマイズを可能にする Phone Designer
と Cisco Unified IP Phoneを連携できるようになります。

[電話機のパーソナライゼーション（Phone Personalization）]ドロッ
プダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択し

ます。

• [無効（Disabled）]：ユーザは、PhoneDesignerを使用してCisco
Unified IP Phoneをカスタマイズできません。

• [有効（Enabled）]：ユーザは、Phone Designerを使用して Cisco
Unified IP Phoneをカスタマイズできます。

• [デフォルト（Default）]：[電話の設定（Phone Configuration）]
ウィンドウと [共通の電話プロファイルの設定（Common Phone
Profile Configuration）]ウィンドウの両方で [デフォルト
（Default）]を選択した場合は、[電話機のパーソナライゼーショ
ン（Phone Personalization）]エンタープライズパラメータの設
定が使用されます。 [共通の電話プロファイルの設定（Common
Phone Profile Configuration）]ウィンドウで [デフォルト
（Default）]を選択したものの、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウでは [デフォルト（Default）]を選択
しなかった場合は、[電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィン
ドウで指定した設定が使用されます。

電話ユーザが電話をカスタマイズできるようにするには、Phone
Designerをインストールして設定する必要があります。PhoneDesigner
をインストールして設定する前に、Phone Designerと連携する Cisco
Unified IP Phoneモデルを識別します（Phone Designerのマニュアル
を参照）。 Phone Designerの詳細については、Phone Designerのマ
ニュアルを参照してください。

[電話機のパーソナライ
ゼーション（Phone
Personalization）]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを

選択します。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態になっているときにいずれ
かの回線でコールを受信すると、電話のユーザは、コールを受

信した回線からコールに応答します。

• [オン（On）]：電話機がアイドル状態（オフフック）になって
いるときにいずれかの回線でコールを受信すると、このコール

にはプライマリ回線が選択されます。他の回線のコールの呼び

出し音は鳴り続けます。電話のユーザは、他の回線を選択して

これらのコールに応答する必要があります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified CommunicationsManager
は、Cisco CallManagerサービスをサポートする [常にプライム
回線を使用する（AlwaysUse PrimeLine）]サービスパラメータ
の設定を使用します。

[常にプライム回線を使用
する（Always Use Prime
Line）]

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを

選択します。

• [オン（On）]：電話がアイドル状態の場合に電話のメッセージ
ボタンを押すと、電話のプライマリ回線がボイスメッセージを

受信するアクティブな回線になります。

• [オフ（Off）]：電話がアイドル状態の場合、電話のメッセージ
ボタンを押すと、ボイスメッセージが設定されている回線から

ボイスメッセージシステムに自動的にダイヤルされます。Cisco
UnifiedCommunicationsManagerは常にボイスメッセージのある
最初の回線を選択します。ボイスメッセージが設定されている

回線が存在しない場合に電話のユーザが [メッセージ
（Messages）]ボタンを押すと、プライマリ回線が使用されま
す。

• [デフォルト（Default）]：Cisco Unified CommunicationsManager
は、CiscoCallManagerサービスをサポートする [ボイスメッセー
ジには常にプライム回線を使用する（Always Use Prime Line for
Voice Message）]サービスパラメータの設定を使用します。

[ボイスメッセージには常
にプライム回線を使用する

（AlwaysUse Prime Line for
Voice Message）]
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説明フィールド

このサービスを電話がどのようにサポートするのか、ドロップダウ

ンリストで選択します。

• [内部（Internal）]：電話の設定ファイルを使用して、サービス
をサポートします。サービス URLがまだ更新されていないシ
スコ提供のデフォルトサービスには、このオプションまたは

[両方（Both）]を選択します。サービス URLは
Application:Cisco/<サービスの名前>という形式で表され、たと
えば、Application:Cisco/CorporateDirectoryのようになります。
シスコの署名入りの Java MIDletの場合は、設定ファイルでプ
ロビジョニングされるため、[内部（Internal）]または [両方
（Both）]を選択します。

• [外部URL（External URL）]：[外部URL（External URL）]を選
択すると、電話は電話の設定ファイルのサービスを無視し、

サービス URLからサービスを取得します。サービスのサービ
ス URLに独自の値を設定した場合は、[外部URL（External
URL）]または [両方（Both）]を選択する必要があります。[内
部（Internal）]を選択すると、その設定したURLに関連付けら
れているサービスが電話で機能しません。

• [両方（Both）]：[両方（Both）]を選択すると、電話は設定ファ
イルに定義されているサービスと、カスタムサービス URLか
ら取得される外部アプリケーションの両方をサポートします。

電話の設定ファイルからサービス情報を取得できる電話と、情

報の取得にカスタムサービスURLだけを使用できる電話がネッ
トワークにある場合は、[両方（Both）]を選択します。

[サービスのプロビジョニ
ング（Services
Provisioning）]

[VPN情報（VPN Information）]

ドロップダウンリストから、電話の VPNグループを選択します。
VPNグループの作成については、『Cisco Unified Communications
Manager Security Guide』の「Virtual Private Network Configuration」の
章を参照してください。

[VPNグループ（VPN
Group）]

ドロップダウンリストから、電話の VPNプロファイルを選択しま
す。 VPNプロファイルの作成については、『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』の「Virtual Private Network
Configuration」の章を参照してください。

[VPNプロファイル（VPN
Profile）]

[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]
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説明フィールド

デバイスおよびドックの USBポートを無効にします。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[いいえ（False）]

このパラメータを有効にするには、デバイスをリセットす

る必要があります。

（注）

[USBを無効にする
（Disable USB）]

電話機の背面USBポートを有効にするか無効にするかを示します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[背面USBポート（Back
USB Port）]

電話機の側面USBポートを有効にするか無効にするかを示します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[側面USBポート（Side
USB Port）]

電話機の USBクラスを有効にするか無効にするかを示します。

デフォルト：[オーディオクラス（Audio Class）]

[USBクラスの有効化/無効
化（Enable/Disable USB
Classes）]

電話の SDIOデバイスが有効であるか、無効であるかを示します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[SDIO]

電話の Bluetoothデバイスが有効であるか、無効であるかを示しま
す。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[Bluetooth]

電話のどのBluetoothプロファイルが有効であるか、無効であるかを
示します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[ハンドフリー（Handsfree）]

[Bluetoothプロファイル
（Bluetooth Profiles）]

電話の Ciscoカメラが有効であるか、無効であるかを示します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[Ciscoカメラ（Cisco
Camera）]
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説明フィールド

Power Save Plus機能を有効にするには、電話をスケジュールに従っ
てオフにする日を選択します。Ctrlキーを押しながらPowerSavePlus
を使用する日をクリックすると、複数の日付を選択できます。デ

フォルトは無効です（選択されている日はありません）。PowerSave
Plusモードを使用すると、[電話をオフにする時刻（PhoneOffTime）]
と [電話をオンにする時刻（PhoneOn Time）]フィールドで指定した
期間に電話がオフになります。この期間は一般的に、組織の通常営

業時間外に指定されます。 Power Save Plusモードでは、電話をオン
にする時刻になると電話が自動的にオンになります。このフィール

ドで日付を選択すると、e911の考慮事項を示す通知メッセージが続
けて表示されます。 Power Save Plusを有効にすることによって、こ
の通知で指定された条件に同意したことになります。

Power Save Plusモードが有効になっている間、そのモード向け設定
されたエンドポイントは緊急コールに対して無効になり、インバウ

ンドコールを受信できません。このモードを選択することにより、

次の条項に同意したものと見なされます。（I）モードが有効である
間、緊急コールとコールの受信用の代替方法を責任を持って用意す

る必要があります。（II）シスコはこのモードの選択に関して何の
責任を負いません。このモードを有効にすることは、お客様の責任

で行っていただきます。（III）コール、発信、およびその他につい
て、このモードを有効にした場合の影響をユーザにすべて通知する

必要があります。

[Power Save Plusを有効に
する（Enable Power Save
Plus）]

このチェックボックスがオンになっている場合、[電話をオフにする
時刻（Phone Off Time）]フィールドで指定された時刻の 10分前に
オーディオアラートを再生するように電話が設定されます。ユーザ

にオーディオアラートで知らせるには、このチェックボックスをオ

ンにします。デフォルトでは無効になっています。このチェック

ボックスが表示されるのは、[Power Save Plusを有効にする（Enable
Power Save Plus）]リストボックスで 1日以上が選択されている場合
だけです。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[いいえ（False）]

[オーディオアラートを有
効にする（Enable Audible
Alert）]

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 469

インフラストラクチャ設定製品のフィールド

共通電話プロファイルインフラストラクチャ設定製品のフィールド



説明フィールド

このチェックボックスにより、電話に電源レベルの更新を送信する

ための EnergyWiseドメインコントローラのポリシーを許可するか
どうかを決定します。いくつかの条件が適用されます。1つ目に、
[Power Save Plusを有効にする（Enable Power Save Plus）]フィールド
で 1日以上を選択する必要があります。 [Power Save Plusを有効にす
る（Enable Power Save Plus）]リストボックスで日付が選択されてい
ない場合、電話は、電話をオフにするEnergyWiseの指示を無視しま
す。 2つ目に、[Unified CMの管理（Unified CM Administration）]で
の設定は、EnergyWiseがオーバーライドを送信した場合でも、スケ
ジュールどおり有効になります。たとえば、[ディスプレイをオフに
する時刻（Display Off Time）]が 22:00（午後 10時）に設定されて
いると仮定すると、[ディスプレイをオンにする時刻（Display On
Time]フィールドの値は 06:00（午前 6時）となり、[Power Save Plus
を有効にする（Enable Power Save Plus）]では 1日以上が選択されて
います。 EnergyWiseが 20:00（午後 8時）に電話をオフにするよう
に指示すると、この指示は、午前6時に設定された [電話をオンにす
る時刻（Phone On Time）]まで有効となります（電話ユーザによる
介入が発生しないと仮定した場合）。午前 6時になると、電話はオ
ンとなり、[Unified CMの管理（Unified CM Administration）]の設定
による電力レベル変更の受信を再開します。電力レベルを電話で再

び変更するには、EnergyWiseが電力レベル変更コマンドを新たに再
発行する必要があります。さらに、すべてのユーザ操作が有効にな

り、EnergyWiseによって電話の電源がオフにされた後に、ユーザが
ソフトキーを押して選択すると、ユーザの操作の結果として電話が

オンになります。デフォルトでは、オフになっています。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[いいえ（False）]

[EnergyWiseオーバーライ
ドを許可（Allow
EnergyWise Overrides）]

このフィールドは、電話が参加するEnergyWiseドメインを定義しま
す。 EnergyWiseドメインは、Power Save Plus機能のために必要で
す。 [Power Save Plusを有効にする（Enable Power Save Plus）]リス
トボックスで日付を選択した場合は、EnergyWiseドメインも指定す
る必要があります。デフォルトは空白です。

最大長：127

[EnergyWiseドメイン
（EnergyWise Domain）]

このフィールドは、EnergyWiseドメイン内で通信に使用されるパス
ワード（共有秘密）を定義します。EnergyWiseドメインおよび共有
秘密は、Power Save Plus機能のために必要です。 [Power Save Plusを
有効にする（Enable Power Save Plus）]リストボックスで日を選択し
た場合は、EnergyWiseドメインと共有秘密も指定する必要がありま
す。デフォルトは空白です。

最大長：127

[EnergyWiseエンドポイン
トのセキュリティシーク

レット（EnergyWise
Endpoint Security Secret）]
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説明フィールド

[Power Save Plusを有効にする（Enable Power Save Plus）]リストボッ
クスで選択された日付で、電話の電源が自動的にオンになる時刻を

指定します。 24時間形式で時間を入力します。00:00は午前 0時を
表します。たとえば、午前 7:00（0700）に電話を自動的にオンにす
るには、07:00と入力します。午後 2:00（1400）に電話をオンにす
るには、14:00と入力します。このフィールドが空白の場合、電話
は午前 00時に自動的にオンになります。

デフォルト：00:00

最大長：5

[電話をオンにする時刻
（Phone On Time）]

このフィールドは、[Power Save Plusを有効にする（Enable Power Save
Plus）]リストボックスで選択された日付で、電話の電源が自動的に
オフになる時刻を指定します。時間:分の形式で時刻を入力します。
このフィールドが空白の場合、電話は午前 0時（00:00）に自動的に
オフになります。

[電話をオンにする時刻（Phone On Time）]が空白（また
は 00:00）で、[電話をオフにする時刻（Phone Off Time）]
が空白（または24:00）の場合、電話はオンのままになり、
EnergyWiseによるオーバーライドの送信を許可しない限
り、Power Save Plus機能は事実上無効になります。

（注）

デフォルト：24:00

最大長：5

[電話をオフにする時刻
（Phone Off Time）]

このフィールドは、デバイスが給電側機器（PSE）に電源オフを要
求するまでに、デバイスがアイドル状態になっている必要がある時

間（分単位）を表します。このフィールドの値は以下の場合に有効

になります。

•デバイスがスケジュールどおり Power Save Plusモードになった
が、ユーザの操作により Power Save Plusモードが解除された場
合。

•接続スイッチで電話が再びオンになった場合。

• [電話をオフにする時刻（PhoneOffTime）]になったが、通話中
の場合。

単位は分です。指定できる範囲は20～1440です。これは必須フィー
ルドです。

デフォルト：60

最小値：20

最大値：1440

[電話オフのアイドルタイ
ムアウト（Phone Off Idle
Timeout）]
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説明フィールド

このフィールドで、バックライトをデフォルトでオフのままにする

日を指定します。一般的に、米国企業では [土曜日（Saturday）]と
[日曜日（Sunday）]が指定されます。 [土曜日（Saturday）]と [日曜
日（Sunday）]をデフォルトにする必要があります。リストにはす
べての曜日が含まれています。バックライトを土曜日と日曜日にオ

フにするには、ユーザはCtrlキーを押しながら [土曜日（Saturday）]
と [日曜日（Sunday）]を選択します。

[ディスプレイ非点灯日
（Days Display Not
Active）]

プログラムされた時刻にディスプレイがオンになった後、ディスプ

レイのアクティブな状態を保つ時間の長さを示します。値を指定し

ない場合は、その日の終わりを示します。最大値は 24時間です。
この値は、自由形式の時間と分です。「1:30」を指定すると、1時
間 30分だけディスプレイがアクティブになります。

デフォルト：10:30

最大長：5

[ディスプレイ点灯継続時
間（Display OnDuration）]

ユーザ操作によってディスプレイがオンになった後、ディスプレイ

をオフにするまでの時間の長さを示します。この非アクティブタイ

マーは、ユーザのアクティビティ中、継続的にリセットされます。

このフィールドを空白にした場合、事前に決定されたデフォルト値

である 1時間が電話で使用されます。最大値は 24時間です。この
値は、自由形式の時間と分です。「1:30」を指定すると、非アクティ
ブ状態が 1時間 30分続いた後でディスプレイがオフになります。

デフォルト：01:00

最大長：5

[ディスプレイ放置時自動
消灯（Display Idle
Timeout）]

デバイスがスクリーンセーブモードの場合にこの機能を有効にする

と、コールを着信した時点でディスプレイがオンになります。これ

は必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[着信コール時に点灯
（Display On When
Incoming Call）]

このパラメータは、トーストタイマーで新しい着信コール通知を表

示する最大時間（秒単位）を指定します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：5

[着信コールトーストタイ
マー（Incoming Call Toast
Timer）]

ミュート機能を有効にし、7906/7911でミュートソフトキーを使用
できるようにします。これは必須フィールドです。

デフォルト：[いいえ（False）]

[ミュート機能の有効化
（Enable Mute Feature）]
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説明フィールド

このフィールドは、同じ回線および異なる回線での参加および直接

転送のポリシーを指定します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[同一回線、回線全体で有効（Same line, across line
enable）]

[参加および直接転送ポリ
シー（Join And Direct
Transfer Policy）]

Cisco Unified IP PhoneがG.722オーディオコーデックをCisco Unified
CallManagerにアドバタイズするかどうかを示します。コーデック
のネゴシエーションでは、次の 2つの手順が実行されます。最初に
電話がサポートされるコーデックをCiscoUnifiedCallManagerにアド
バタイズします（すべてのエンドポイントが同じコーデックのセッ

トをサポートしているわけではありません）。次に、Cisco Unified
CallManagerが、コール試行に関連するすべての電話からサポートさ
れるコーデックのリストを取得すると、リージョンペア設定などの

さまざまな要因に基づいて一般にサポートされるコーデックが選択

されます。有効な値は、[システムデフォルトを使用（Use System
Default）]（電話は、[G.722コーデックのアドバタイズ（Advertise
G.722 Codec）]エンタープライズパラメータで指定された設定に従
う）、[無効（Disabled）]（電話はG.722をCisco Unified CallManager
にアドバタイズしない）、または [有効（Enabled）]（電話は G.722
を Cisco Unified CallManagerにアドバタイズする）です。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[システムデフォルトを使用（Use System Default）]

[G.722およびiSACコーデッ
クのアドバタイズ

（Advertise G.722 and iSAC
Codecs）]

有効な場合は、必要な機能を持った PCに接続されたときに、電話
でビデオコールを使用するかどうかを示します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[ビデオコール（Video
Calling）]

電話上のWi-Fiが有効になっているか、無効になっているかを示し
ます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[Wifi]

電話の PCポートが有効であるか、無効であるかを示します。電話
の背面にある「10/100 PC」というラベルのポートは、ネットワーク
接続を共有するために、PCまたはワークステーションと電話を接続
します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[PCポート（PC Port）]
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説明フィールド

電話において、電話ポートで送受信したパケットを PCポートへ転
送するかどうかを指定します。診断目的で使用されるモニタリング

と記録用のアプリケーション（コールセンター環境で共通）や、

ネットワークパケットキャプチャツールなど、IPPhoneのトラフィッ
クのモニタリングを必要とするアプリケーションが PCポート上で
実行されている場合は、[有効（Enabled）]を選択します。この機能
を使用するには、[PCの音声 VLANへのアクセス（PC Voice VLAN
Access）]を有効にする必要があります。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[PCポートへのスパン
（Span to PC Port）]

電話の PCポートに接続されたデバイスから音声 VLANへのアクセ
スを許可するかどうかを指定します。音声VLANへのアクセスを無
効にすると、接続されている PCで音声 VLAN上のデータを送受信
できなくなります。また、電話によって送受信されたデータを PC
で受信することもできなくなります。電話のトラフィックのモニタ

リングを必要とするアプリケーションが PC上で実行されている場
合は、[有効（Enabled）]を選択してください。これらには、モニタ
リングおよび録音アプリケーション、分析のためのネットワークモ

ニタリングソフトウェアの使用が含まれます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[PCの音声 VLANへのア
クセス（PC Voice VLAN
Access）]

電話の PCポート速度とデュプレックスのリモート設定を許可しま
す。この設定は電話の手動設定よりも優先されます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[PCポートのリモート設定
（PC Port Remote
Configuration）]

電話のスイッチポート速度とデュプレックスのリモート設定を許可

します。この設定は電話の手動設定よりも優先されます。このポー

トの設定により、電話のネットワーク接続が失われる場合があるこ

とに注意してください。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[スイッチポートのリモー
ト設定（SwitchPortRemote
Configuration）]

電話で PCポートおよび SWポートを同じ速度とデュプレックスに
同期することを有効にします。自動ネゴシエーション用に設定され

ているポートのみが速度を変更します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[自動ポート同期
（Automatic Port
Synchronization）]
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説明フィールド

管理者が、スイッチポート上で Cisco Discovery Protocol（CDP）を
有効または無効に設定できるようにします。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

この電話がシスコ以外のスイッチに接続されている場合の

み、ネットワークポート上の CDPを無効にする必要があ
ります。詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』を参照してください。

（注）

[Cisco Discovery Protocol
(CDP) -スイッチポート
（Cisco Discovery Protocol
(CDP) Switch Port）]

管理者が、PCポート上で Cisco Discovery Protocol（CDP）を有効ま
たは無効に設定できるようにします。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

PCポートで CDPを無効にすると、Cisco VT Advantageや
Unified Video Advantageがこの電話で適切に機能しなくな
ります。詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Administration Guide』を参照してください。

（注）

[Cisco Discovery Protocol
(CDP) - PCポート（Cisco
Discovery Protocol (CDP) PC
Port）]

Media Endpoint Discover（LLDP-MED）：スイッチポート：管理者
は、スイッチポート上のLinkLayerDiscovery Protocol（LLDP-MED）
を有効または無効にできます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[LLDP-MED -スイッチ
ポート（LLDP-MED-
Switch Port）]

管理者は、PCポート上で Link Layer Discovery Protocol（LLDP）を
有効または無効にできます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[Link Layer Discovery
Protocol (LLDP) - PCポート
（Link Layer Discovery
Protocol (LLDP)- PC Port）]

管理者は、Link Layer Discovery Protocol用のアセット IDを設定でき
ます。

最大長：32

[LLDPアセットID（LLDP
Asset ID）]

管理者は、Link Layer Discovery Protocol用の電源優先度を設定でき
ます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[不明（Unknown）]

[LLDP電源優先度（LLDP
Power Priority）]
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説明フィールド

管理者は、電力ネゴシエーションを有効または無効にできます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[電力ネゴシエーション
（Power Negotiation）]

802.1x認証機能のステータスを指定します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[ユーザ制御（User Controlled）]

[802.1X認証（802.1x
Authentication）]

このパラメータは、電話の連邦情報処理標準（FIPS）モードを設定
します。このオプションが有効な場合、電話は FIPS 140-2レベル 1
準拠のデバイスです。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[FIPSモード（FIPS
Mode）]

SRTCPの 80ビット認証タグを有効にします。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[80ビットSRTCP（80-bit
SRTCP）]

常にデバイスがVPNAnyConnectクライアントを起動し、CiscoUnified
CommunicationsManagerの設定済みのVPNプロファイルで接続を確
立するかどうかを示します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[いいえ（False）]

[常にVPN（Always on
VPN）]

このパラメータは、ユーザがAnyConnectVPNClientを使用してVPN
プロファイルを作成できるかどうかを制御します。無効にすると、

ユーザは VPNプロファイルを作成できません。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[はい（True）]

[ユーザ定義VPNプロファ
イルの許可（Allow
User-Defined VPN
Profiles）]
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説明フィールド

デバイス上で画面のロックが必要かどうかを示します。 [ユーザ制御
（User Controlled）]が選択された場合、デバイスは暗証番号または
パスワードの入力を求めません。 [暗証番号（PIN）]または [パス
ワード（Password）]のオプションでは、画面のロックを解除するた
めのパスワードを入力する必要があります。 [暗証番号（PIN）]は
数字のパスワードで、少なくとも4桁の長さが必要です。 [パスワー
ド（Password）]はアルファベットのパスワードで、少なくとも 4文
字で構成され、1文字は数字以外、1文字は大文字にする必要があり
ます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[暗証番号（PIN）]

[スクリーンロック必須
（Require Screen Lock）]

デバイスによって画面が自動的にロックされるまでの最大アイドル

時間を秒単位で示します。画面がロックされると、画面のロックを

解除する際にユーザパスワードが要求されます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：600

最小値：15

最大値：1800

[スクリーンロックタイム
アウト（Screen Lock
Timeout）]

デバイスが充電中状態で、アクティブなボイスメールが進行中の場

合、管理者は、スクリーンロック暗証番号の強制タイマーをオー

バーライドして、オーディオコール中に画面をアクティブなままに

することができます。スクリーンロックタイマーは、オーディオ

コールが完了し、タイマーの時間を超過した後で有効になります。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[オーディオコール中にデ
バイスをロック（Lock
Device During Audio Call）]

Webプロキシ Kerberosの認証サーバ。

最大長：256

[Kerberosサーバ（Kerberos
Server）]

Webプロキシ Kerberosのレルム。

最大長：256

[Kerberosレルム（Kerberos
Realm）]
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説明フィールド

このフィールドでは、Cisco Unified Communications Managerへの接
続エラーを電話アプリケーションが検出する感度を指定します。こ

の検出は、デバイスのバックアップ用 Unified CM/SRSTへのフェー
ルオーバーが発生する前に最初に実行されます。有効な値は、[標準
（Normal）]（標準のシステムレートで Unified CM接続エラーの検
出を実行）または [遅延（Delayed）]（標準より約 4倍遅いレートで
Unified CM接続エラーの検出を実行）です。Unified CM接続エラー
の高速認識のためには、[標準（Normal）]を選択します。接続を再
確立できるようにするためにフェールオーバーを少し遅らせる場合

は、[遅延（Delayed）]を選択します。 [標準（Normal）]と [遅延
（Delayed）]の接続エラー検出の正確な時間の差は、常に変化する
多数の変数に応じて異なります。これは、有線のイーサネット接続

にのみ適用されます。デフォルトは [標準（Normal）]です。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[標準（Normal）]

[Unified CMの接続障害の
検出（Detect Unified CM
Connection Failure）]

元のTCP接続が切断された後に、キープアライブ登録を使用して新
しいTCP接続を確立するための猶予時間を示します。値が 0に設定
された場合、[シームレスな再接続（Seamless Reconnect）]は無効に
なります。

デフォルト：5

最小値：0

最大値：300

[TCPドロップまたはロー
ミング後のシームレスな再

接続の待機時間（Time to
Wait for Seamless Reconnect
After TCP Drop or
Roaming）]

電話が、定義されている TFTPサーバではなく、代替サーバを使用
して、ファームウェアロードとアップグレードを取得することを示

します。このオプションでは、ファームウェアのアップグレードに

使用されるローカルサーバを指定して、特にWANを介したアップ
グレードの場合に、インストール回数を減らすことができます。

サーバのホスト名または IPアドレスを入力します（標準の IPアド
レス形式を使用します）。指定されるサーバは TFTPサービスを実
行している必要があり、TFTPパスにロードファイルが必要です。
ロードファイルが見つからない場合、ロードがインストールされま

せん。電話は TFTPサーバにリダイレクトされません。このフィー
ルドが空白のままの場合、電話は指定された TFTPサーバを使用し
てロードファイルおよびアップグレードを取得します。

最大長：256

[ロードサーバ（Load
Server）]
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説明フィールド

電話が、定義されている TFTPサーバではなく、代替の IPv6サーバ
を使用して、ファームウェアロードとアップグレードを取得するこ

とを示します。このオプションでは、ファームウェアのアップグ

レードに使用されるローカル IPv6サーバを指定して、特にWANを
介したアップグレードの場合に、インストール回数を減らすことが

できます。サーバのホスト名または IPv6アドレスを入力します（標
準の IPv6アドレス形式を使用します）。指定されるサーバは TFTP
サービスを実行している必要があり、TFTPパスにロードファイル
が必要です。ロードファイルが見つからない場合、ロードがインス

トールされません。電話はTFTPサーバにリダイレクトされません。
このフィールドが空白のままの場合、電話は指定された TFTPサー
バを使用してロードファイルおよびアップグレードを取得します。

最大長：25

[IPv6ロードサーバ（IPv6
Load Server）]

サブネット内の 1台の電話でイメージファームウェアファイルを取
得し、それをピアに配信できるようするためのピアツーピアイメー

ジ配信を有効または無効にします。これによって TFTP帯域幅が減
少し、ファームウェアのアップグレード時間が短縮されます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[ピアファームウェア共有
（Peer Firmware Sharing）]

ログメッセージの送信先となるリモートシステムの IPアドレスと
ポートを指定します。

最大長：32

[ログサーバ（LogServer）]

管理者は、[Webアクセス（Web Access）]が有効になっている場合
に HTTPと HTTPSまたは HTTPSのみの接続を許可することができ
ます。これは必須フィールドです。

デフォルト：[httpと httpsが有効（http and https Enabled）]

[HTTPSサーバ（HTTPS
Server）]

このパラメータは、電話がWebブラウザからの接続を許可するか、
または別の HTTPクライアントからの接続を許可するかどうかを示
します。電話のWebサーバ機能を無効にすると、電話の内部Web
ページへのアクセスはブロックされます。これらのページは、統計

情報と設定情報を提供します。 Quality Report Tool（QRT）などの機
能は、電話のWebページにアクセスできないと適切に機能しませ
ん。この設定は、CiscoWorks 2000などのWebアクセスに依存する
サービスアビリティアプリケーションにも影響します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[Webアクセス（Web
Access）]
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説明フィールド

電話の [設定（Settings）]ボタンにアクセスできるかどうかを示しま
す。 [設定へのアクセス（Settings Access）]が有効になっている場
合、電話のネットワーク設定、呼出音タイプ、および音量を変更で

きます。 [設定へのアクセス（SettingsAccess）]が無効になっている
場合、[設定（Settings）]ボタンは完全に無効になり、ボタンを押し
てもオプションは表示されません。さらに、呼出音の音量を調節す

ることも、音量の設定を保存することもできません。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[設定へのアクセス
（Settings Access）]

このパラメータは、デバイスがSSH接続を受け入れるかどうかを示
します。デバイスのSSHサーバ機能を無効にすると、デバイスへの
アクセスはブロックされます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[SSHアクセス（SSH
Access）]

IP Phoneは、オンネット/オフネットまたは回線ベースで呼出音を区
別しますが、呼出音のリズムは固定されおり、米国の標準のみに基

づいています。米国標準の呼出音のリズムは、日本の標準の逆で

す。日本の呼出音のリズムをサポートするには、[呼出音ロケール
（RingLocale）]に従って呼出音のリズムを設定できる必要がありま
す。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[デフォルト（Default）]

[呼出音ロケール（Ring
Locale）]

デバイス上でAndroidDebugBridge（ADB）を有効または無効にしま
す。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[Android Debug Bridge
(ADB)（Android Debug
Bridge or ADB）]

URLから、あるいは電子メール、インスタントメッセージ（IM）、
またはSecureDigital（SD）カード経由で受け取ったAndroidパッケー
ジ（APK）から、ユーザが Androidアプリケーションをデバイス上
にインストールできるかどうかを制御します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[不明な提供元からのアプ
リケーションを許可

（Allow Applications from
Unknown Sources）]
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説明フィールド

Googleの Android Marketからユーザが Androidアプリケーションを
インストールできるかどうかを制御します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[いいえ（False）]

[AndroidMarketからのアプ
リケーションを許可

（Allow Applications from
Android Market）]

Cisco AppHQからユーザが Androidアプリケーションをインストー
ルできるかどうかを制御します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[いいえ（False）]

[CiscoAppHQからのアプリ
ケーションを許可（Allow
Applications from Cisco
AppHQ）]

ユーザが AppHQにログインする際に使用される完全修飾ドメイン
名。空の場合、ユーザは、各自のドメイン名をユーザ名と一緒に指

定します。 [AppHQドメイン（AppHQ Domain）]は、指定されたカ
スタムの AppHQストアが存在する場合に、ユーザをそのストアに
関連付けるために使用されます。例：cisco.com。

最大長：256

[AppHQドメイン（AppHQ
Domain）]

アプリケーションクライアントがデバイス上で動作するかどうかを

制御します。アプリケーションクライアントが有効な場合、Cisco
Unified Communications Managerからインストールするアプリケー
ションを選択できます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[いいえ（False）]

[Cisco UCMアプリケー
ションクライアントを有効

にする（EnableCiscoUCM
App Client）]

デバイスがユーザをクエリーし、そのユーザに関連付けられている

画像を取得することができる URLを指定します。

最大長：256

[企業写真ディレクトリ
（Company Photo
Directory）]

プライマリメールストアボイスメールサーバのホスト名または IP
アドレス。

最大長：256

[ボイスメールサーバ(プラ
イマリ)（Voicemail Server
(Primary)）]

バックアップメールストアボイスメールサーバのホスト名または

IPアドレス。

最大長：256

[ボイスメールサーバ(バッ
クアップ)（Voicemail
Server (Backup)）]

プライマリプレゼンスサーバのホスト名または IPアドレス。

最大長：256

[プレゼンスおよびチャッ
トサーバ(プライマリ)
（Presence and Chat Server
(Primary)）]

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 481

インフラストラクチャ設定製品のフィールド

共通電話プロファイルインフラストラクチャ設定製品のフィールド



説明フィールド

[プレゼンスおよびチャットサーバタイプ（Presence and Chat Server
Type）]フィールドで指定されたサーバのタイプを示します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[Cisco WebEx Connect]

[プレゼンスおよびチャッ
トサーバタイプ（Presence
and Chat Server Type）]

企業に対するシングルサインオン（SSO）認証を実施するために
Cisco WebEx Connect Cloudで使用されるエンタープライズドメイ
ン。

最大長：256

[プレゼンスとチャットの
シングルサインオン(SSO)
ドメイン（Presence and
Chat Single Sign-On (SSO)
Domain）]

IP Phone 6921/6941/6961の PSTNモードを有効にします。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[PSTNモード（FIPS
Mode）]

このパラメータは、デフォルトの壁紙ファイルを指定します。この

パラメータが有効な場合、管理者のみが電話の壁紙リストに対する

エンドユーザアクセスを無効にします。

最大長：64

[背景イメージ
（Background Image）]

このパラメータは、電話がオフフックのときに簡易発信UIスタイル
を使用するかどうかを指定します。新しい発信ウィンドウを選択す

るユーザは、簡易発信セッションを優先するユーザが使用するのと

同時に引き続きその方法を使用できます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[簡易発信UI（Simplified
New Call UI）]

有効な場合に、コールがプライマリ回線またはすべてのコール以外

のフィルタが適用されていると、コールの終了後に電話は [すべての
コール（All Calls）]に戻ります。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[すべてのコールに戻る
（Revert to All Calls）]

RTP統計とリップシンクを目的として、ビデオとオーディオの RTP
ストリームの両方で RTCPが有効になります。これが無効になって
いる場合、ビデオのリップシンクは、フリーランモードを利用しま

す。これは必須フィールドです。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[ビデオのRTCP（RTCP for
Video）]
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説明フィールド

リリースボタンを押したときにダイヤルトーンを提供するかどうか

を示します。値が [はい（True）]で、[オフフックダイヤル/リング
アウト/接続済み（Off HookDialing/RingingOut/Connected）]状態の場
合は、リリースボタンが押された後に新しいコールウィンドウが表

示されます。 [すべてのコールに戻る（Revert to All Calls）]機能が
有効な場合は、[ダイヤルトーン（Dial Tone）]機能の前にアクティ
ブにする必要があります。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[リリースボタンからダイ
ヤルトーンを提供（Provide
Dial Tone from Release
Button）]

[デフォルトでビデオを非表示（Hide Video By Default）]が有効に
なっている場合は、デフォルトで、柔軟にビデオウィンドウを非表

示にすることができます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[デフォルトでビデオを非表示（Hide Video By Default）]機能が有効
になっている場合、最初、ビデオコールでビデオウィンドウが非表

示になります。 [ビデオの自動送信（Auto Transmit Video）]がオン
の場合、ビデオが相手側に送信されている間、電話のディスプレイ

に、[ビデオの非表示（Hide Video View）]が表示されます。これに
より、エンドユーザがビデオコールと音声コールを区別しにくくな

る場合があります。 [デフォルトでビデオを非表示（Hide Video By
Default）]の利点は、ユーザがビデオをミュートしたりカメラのシャッ
ターを閉じたりすることが多い職場の環境で、エンドユーザの電話

に黒い「ミュート」ボックスではなく、オーディオコール画面を表

示できることです。カメラを開いて有効にし、ミュートしないこと

が多い職場環境では、[デフォルトでビデオを非表示（HideVideoBy
Default）]は推奨されません。

[デフォルトでビデオを非
表示（Hide Video By
Default）]
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説明フィールド

このフィールドは、VXCVPNがどのようにサポートされるかを示し
ます。 [デュアルトンネル（Dual Tunnel）]が選択されている場合、
電話は電話用と VXCデバイス用の 2つの VPNトンネルを確立しま
す。 [シングルトンネル（Single Tunnel）]が選択されている場合、
電話は、電話用の 1つの VPNトンネルのみと共有のための VXCデ
バイスを確立します。最高の音声/ビデオ画質が必要な場合は、デュ
アルトンネル VPNソリューションをお勧めします。

[デュアルトンネル（Dual Tunnel）]：2つの VPNトンネルを使用す
ると、ホストの Cisco IP Phoneは、VXC VPNトンネルに関連付けら
れたデータよりも、電話の音声/ビデオ機能に関連付けられたデータ
にCPUとメモリリソースを優先的に提供できます。この方法では、
電話の音声/ビデオVPN用とVXCVPN用として、2つの手動ログイ
ンエントリ（セキュリティパラメータに依存）が必要です。 2つの
トンネルのアプローチには、2つのVPNコンセントレータポートと
2つの IPアドレスも必要です。これによりコストが増加する可能性
があります。

[シングルトンネル（Single Tunnel）]：シングル VPNトンネルオプ
ションは、音声/ビデオの品質と引き換えに簡素化された操作モデル
を望むユーザ向けの実装です。このソリューションでは、使用可能

な 89/99xxプロセッサとメモリリソースを音声、ビデオ、および
VDIサービスで共有することで 1つのVPNトンネルを使用して動作
します。 IP Phoneは、サービスごとにデータ処理の優先度を設定す
ることができません。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[デュアルトンネル（Dual Tunnel）]

[VXC VPNオプション
（VXC VPN Option）]
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説明フィールド

このフィールドは、VXCデバイスのチャレンジを行うかどうかを示
します。

[チャレンジ（Challenge）]を選択すると、VXCデバイスのチャレン
ジが行われます。 [VXCVPNオプション（VXCVPNOption）]の [シ
ングルトンネル（SingleTunnel）]を選択した場合は、[電話のVPNロ
グイン（PhoneVPNSign In）]ウィンドウが表示され、ユーザにクレ
デンシャルを入力して Phone VPNトンネルを再確立することを求め
ます。 [VXCVPNオプション（VXCVPNOption）]の [デュアルトン
ネル（Dual Tunnel）]を選択した場合は、[VXCVPNログイン（VXC
VPN Sign In）]ウィンドウが表示され、ユーザにクレデンシャルを
入力して VXC VPNトンネルを再確立することを求めます。

[チャレンジなし（No Challenge）]を選択した場合、VXCチャレン
ジはバイパスされます。 [VXCVPNオプション（VXCVPNOption）]
の [シングルトンネル（SingleTunnel）]を選択した場合は、VXCチャ
レンジなしで VXCトラフィックを電話 VPN経由で送信することが
静的に許可されます。 [VXC VPNオプション（VXC VPN Option）]
の [デュアルトンネル（Dual Tunnel）]を選択した場合は、VXCVPN
トンネルの再確立にPhoneVPNトンネルのクレデンシャルが再利用
されます。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[チャレンジ（Challenge）]

[VXCチャレンジ（VXC
Challenge）]

VXC管理サーバの IPアドレスのカンマ区切りのリスト。

最大長：255

[VXC-Mサーバ（VXC-M
Servers）]

このフィールドは、共有回線からコールログを記録するかどうかを

示します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[共有回線からコールログ
を記録（Record Call Log
from Shared Line）]

ファイル転送でブロックする URLのセミコロン区切りのリスト。
デフォルトは空白です。

最大長：1024

[ファイル転送でブロック
するURL（URLs to Block
in File Transfer）]

有効の場合、クライアントはテザリングされたデスクトップ電話を

自動的に制御します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[テザリングされたデスク
電話を自動的に制御

（Automatically Control
Tethered Desk Phone）]
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説明フィールド

クライアントの機能の拡張と接続が有効かどうかを示します。これ

を使用して、クライアントは、サードパーティのPBX、PSTN、およ
び他のリモート電話でコールをモニタリングおよび制御できるよう

になります。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[機能の拡張と接続
（Extend and Connect
Capability）]

クライアントで、連絡先の写真の取得および表示が有効であるか、

無効であるかを示します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[連絡先の写真の表示
（Display Contact Photos）]

クライアントでの社内ディレクトリを使用した電話番号の検索が有

効であるか、無効であるかを示します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[有効（Enabled）]

[電話帳での番号検索
（Number Lookups on
Directory）]

ユーザが [Update Jabber]リンクを選択したときに、Jabber ForWindows
Clientが使用するソフトウェア更新サーバの URL。デフォルトは空
白です。

最大長：1024

[Jabber For Windowsソフト
ウェア更新サーバURL
（Jabber For Windows
Software Update Server
URL）]

クライアントでの分析収集が有効であるか、無効であるかを示しま

す。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[無効（Disabled）]

[分析収集（Analytics
Collection）]

クライアントによって使用される問題レポートサーバの URL。デ
フォルトは空白です。

最大長：1024

[問題レポートサーバURL
（Problem Report Server
URL）]

クライアントによって使用される分析サーバのURL。デフォルトは
空白です。

最大長：1024

[分析サーバURL
（Analytics Server URL）]
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説明フィールド

クライアントによって展開サポートに使用されるカスタム設定のセ

ミコロン区切りのリスト。このフィールドは、Ciscoサポート担当
者のサポートがある場合のみ使用してください。デフォルトは空白

です。

最大長：1024

[シスコサポートフィール
ド（Cisco Support Field）]

Unity Connection 同報リストインフラストラクチャ設定製品のフィール
ド

表 67：Unity Connection 同報リストインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

同報リストのエイリアス名。[エイリアス（Alias）]

同報リストの名前。[表示名（Display Name）]

電話システムが接続に使用する内線番号。[内線（Extension）]

ユーザまたは外部発信者が到達可能な同報リストの範囲の定義に使

用するパーティション。

[パーティション
（Partition）]

連絡先を同報リストのメンバーに追加できるかどうかを指定しま

す。

[連絡先を許可する（Allow
Contacts）]

VPIMロケーションとして構成されたリモートボイスメッセージン
グシステム上のユーザは、この同報リストにメッセージを送信でき

ます。

[外部のシステムからのメッ
セージを受け入れる

（Accept Messages from
Foreign Systems）]

同報リストに関連付けられたユーザのリスト。Alias/MemberTypeの
形式を使用します。

一度に 200メンバーのみ追加、修正、または削除できます。

パフォーマンスを向上させるために、それぞれ 500メンバーを持
つ、最大で 20の同報リストを推奨しています。 500を超えるメン
バーを管理する場合には、ネストされた同報リストを推奨できま

す。

[メンバリスト（Member
List）]
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デバイスプールインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 68：デバイスプールインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

使用可能な Cisco Unified Communications Managerグループのリス
ト。

[Cisco Unified CMグループ
（Cisco Unified CMGroup）]

このデバイスプール内のデバイスに割り当てる日時グループ。[日時グループ（Date/Time
Group）]

このデバイスプール内のデバイスに割り当てる Cisco Unified
Communications Managerリージョン。

[リージョン（Region）]

Cisco IP Phoneのソフトキーの設定を指定するソフトキーテンプ
レート。

[ソフトキーテンプレート
（Softkey Template）]

このデバイスプール内のデバイスに割り当てる Survivable Remote
Site Telephony（SRST）参照先。

[SRST参照先（SRST
Reference）]

このデバイスプール内のデバイスに割り当てる、Cisco Unified
CommunicationsManagerに自動登録されるコーリングサーチスペー
ス。

[自動生成用コーリングサー
チスペース（Calling Search
Space for Auto-Generation）]

使用可能なローカルルートグループのリスト。[ローカルルートグループ
（Local Route Group）]

メディアリソースグループの優先順位付けされたリストを提供し

ます。アプリケーションは、[メディアリソースグループリスト
（Media ResourceGroup List）]で定義された優先順位に従って、使
用可能なメディアリソースから必要なメディアリソース（保留音

サーバなど）を選択します。このフィールドが空白の場合は、デ

バイスプールで定義されたメディアリソースグループが使用され

ます。

[メディアリソースグループ
リスト（Media Resource
Group List）]

ネットワークが保留操作を開始したときに再生される音源。[ネットワーク保留MOH音
源（Network Hold MOH
Audio Source）]

ユーザが保留操作を開始したときに再生される保留音の音源。[ユーザ保留MOH音源
（User Hold MOH Audio
Source）]
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説明フィールド

エンドポイントとゲートウェイに関連付けられたロケール。[ネットワークロケール
（Network Locale）]

ユーザに関連付けられたユーザの場所。ユーザロケールは、言

語、フォント、日時の表示形式、英数字のキーボードテキスト情

報など、ユーザをサポートするための一連の詳細情報を識別しま

す。

[ユーザロケール（User
Locale）]

IP Phoneが SRSTから登録解除されて Cisco Unified Communications
Managerに再登録されるまでの時間を定義します。この間、IPPhone
はCiscoUnified CommunicationsManagerへの接続をモニタします。

[接続モニタ間隔（Connection
Monitor Duration）]

優先トーンを再生できるデバイスプール内のデバイスが、Multilevel
Precedence and Preemption（MLPP）コールを発信するときに優先
トーン再生機能を使用するかどうかを指定します。

[MLPP通知（MLPP
Indication）]

進行中のコールをプリエンプションできるデバイスプール内のデ

バイスが、MLPPコールを発信するときにプリエンプション機能を
使用するかどうかを指定します。

[MLPPプリエンプション
（MLPP Preemption）]

このデバイスに関連付けられているMLPPドメイン。[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]

H323 ゲートウェイインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 69：H323 ゲートウェイインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

使用可能なデバイスプールのリスト。デバイスプールは、このデ

バイスのプロパティのコレクション（Unified CMグループ、日時
グループ、リージョン、デバイスの自動登録用コーリングサーチ

スペースなど）を指定します。

[デバイスプール（Device
Pool）]

このゲートウェイを使用している着信コールがネットワーク上に

ない（[オフネット（OffNet）]）と見なされるか、ある（[オンネッ
ト（OnNet）]）と見なされるのかを示します。

[コールの分類（Call
Classification）]

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 489

インフラストラクチャ設定製品のフィールド

H323 ゲートウェイインフラストラクチャ設定製品のフィールド



説明フィールド

メディアリソースグループの優先順位付けされたリストを提供し

ます。

[メディアリソースグループ
リスト（Media Resource
Group List）]

このデバイスのロケーション。[ロケーション（Location）]

H.323でサポートされていない機能（保留や転送など）を実装する
ためにメディアターミネーションポイントを使用している場合は

[はい（Yes）]を選択します。

[メディアターミネーション
ポイントが必須（Media
Termination Point Required）]

コールを受信するビデオエンドポイントに適用されます。[ビデオコールをオーディオ
として再試行（Retry Video
Call as Audio）]

Cisco Unified Communications Managerが、自身の H.245端末機能
セットを送信する前に、遠端の H.245端末機能セットを受信する
必要があることを指定します。

[遠端H.245端末の機能セッ
トを待機（Wait for Far End
H.245 Terminal Capability
Set）]

このデバイスに関連付けられたMultilevel Precedence andPreemption
（MLPP）ドメイン。

[MLPPドメイン（MLPP
Domain）]

着信コールで保持される末尾からの桁数を表します。[有意な数値（Significant
Digits Value）]

収集された（発信側）番号のルーティング方法を決定するために

検索されるルートパーティションのコレクションを指定します。

[コーリングサーチスペース
（Calling Search Spaces）]

帯域幅不足が原因でコールがブロックされた場合に、収集された

（発信側）番号の他のルーティング方法を決定するために検索さ

れる、ルートパーティションのコレクションを指定します。

[AARコーリングサーチス
ペース（AAR Calling Search
Space）]

着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号。[プレフィックスDN（Prefix
DN）]

Cisco Unified Communications Managerへの着信 SETUPメッセージ
に含まれる番号 IEのリダイレクトを受け入れる場合は [はい
（Yes）]を選択します。

[番号 IE配信のリダイレクト
-インバウンド（Redirecting
Number IE Delivery -
Inbound）]

ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情報を送信で

きます。送信される電話番号を選択します。

[発呼側の選択（CallingParty
Selection）]
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説明フィールド

CiscoUnified CommunicationsManagerで発信側電話番号の表示を許
可するか、禁止するのかを選択します。

[発呼側の表示（CallingParty
Presentation）]

着信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。[着信側 IE番号タイプが不明
（Called Party IE Number
Type Unknown）]

発信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。[発呼側 IE番号タイプが不明
（Calling Party IE Number
Type Unknown）]

着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。[着信番号計画（Called
Numbering Plan）]

発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。[発呼番号計画（Calling
Numbering Plan）]

発呼者回線 IDに使用するパターンを 0～ 24桁で入力します。[発信者 ID DN（Caller ID
DN）]

発信側と着信側のネームデリバリサービスにおいて、Setup、
Connect、および Notifyメッセージでの表示情報要素（IE）の配信
を有効にします。

[IE配信の表示（Display IE
Delivery）]

コールを転送するとき、CiscoUnified CommunicationsManagerから
の発信Setupメッセージに、コールの最初の転送番号と転送理由を
示す Redirecting Number IEを含めます。

[番号 IE配信のリダイレクト
-アウトバウンド
（Redirecting Number IE
Delivery - Outbound）]

このフィールドは、H.323ゲートウェイの暗号化シグナリング情報
のトラブルシューティングを行う場合に設定します。

[パケットキャプチャモード
（Packet Capture Mode）]

共通のデバイス設定（ソフトキーテンプレートやユーザロケール

など）。

[共通デバイス設定
（Common Device Config）]

CiscoUnified CommunicationsManagerで、ゲートウェイを経由した
セキュアコールおよび非セキュアコールを許可する場合は [はい
（Yes）]を選択します。

[SRTP許可（SRTP
Allowed）]

発信コールに対して H323 FastStart機能を有効にする場合は [はい
（Yes）]を選択します。

[アウトバウンド FastStartを
有効にする（Enable
Outbound FastStart）]
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説明フィールド

帯域幅不足が発生した場合の代替ルーティンググループを選択し

ます。

[AARグループ（AAR
Group）]

このフィールドは、H.323ゲートウェイの暗号化シグナリング情報
のトラブルシューティングを行う場合に設定します。

[パケットキャプチャ時間
（Packet Capture Duration）]

ハントリストインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 70：ハントリストインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

使用可能なCiscoUnifiedCommunicationsManager
グループのリスト。

[Cisco Unified CMグループ（Cisco Unified CM
Group）]

ハントリストを有効にする場合は [はい（Yes）]
を選択します。

[このハントリストを有効にする（Enable this
Hunt List）]

使用可能な回線グループのリスト。[使用可能な回線グループ（Available Line
Group）]

ハントパイロットインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 71：ハントパイロットインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

[パターン定義（Pattern Definition）]

ハントパイロット。数字とワイルドカードを含めることがで

きますが、スペースは使用できません。

+または \+を入力して、国際エスケープ文字を示すことがで
きます。

[パターン（Pattern）]
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説明フィールド

パーティションを使用してハントパイロットへのアクセスを

制限する場合は、適切なパーティションを選択します。

[ルートパーティション（Route
Partition）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

番号計画を選択します。[番号計画（Numbering Plan）]

ハントパイロットにワイルドカード@が含まれている場合
は、ルートフィルタを選択できます。

[ルートフィルタ（Route Filter）]

MLPP優先設定。[MLPP優先度（MLPP
Precedence）]

追加するハントパイロットに関連するハントリストを選択し

ます。

[ハントリスト（Hunt List）]

Cisco Unified Communications Managerがコールをすぐにルー
ティングする必要があるときに桁間タイミングを中断する場

合は、[はい（Yes）]を選択します。

[緊急優先（Urgent Priority）]

ブロックを有効または無効にします。[ブロックが有効（Block
Enabled）]

[ブロックが有効（BlockEnabled）]フィールドの設定に依存し
ます。リリース目的を選択する場合は、[ブロックが有効
（Block Enabled）]を [はい（True）]に設定する必要がありま
す。

[リリース目的（Release Cause）]

[発呼側トランスフォーメーション（Calling Party Transformations）]

発呼者回線の ID（CLID）に完全な外線電話番号を使用する場
合は [はい（Yes）]を選択します。

[発呼側の外線電話番号マスクを
使用（Use Calling Party's External
Phone Number Mask）]

トランスフォーメーションマスク値を入力します。[発呼側トランスフォーメーショ
ンマスク（Calling Party
Transformation Mask）]

プレフィックス番号を入力します。[発呼側プレフィックス番号(発信
コール)（Calling Party PrefixDigits
(Outgoing Calls)）]

発信側電話番号をコール単位で許可または禁止するための補

足サービスとして使用されます。

[発呼者回線の表示（Calling Line
Presentation）]
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説明フィールド

発信側の名前をコール単位で許可または禁止するための補足

サービスとして使用されます。

[発呼者名の表示（Calling Name
Presentation）]

[接続側トランスフォーメーション（Connected Party Transformations）]

着信側電話番号をコール単位で許可または禁止するための補

足サービスとして使用されます。

[接続側回線の表示（Connected
Line Presentation）]

着信側の名前をコール単位で許可または禁止するための補足

サービスとして使用されます。

[接続先名の表示（Connected
Name Presentation）]

[着信側トランスフォーメーション（Called Party Transformations）]

このハントパイロットに関連付ける番号の削除指示を選択し

ます。

[着信側での番号の削除（Called
Party Discard Digits）]

トランスフォーメーションマスク値を入力します。[着信側トランスフォーメーショ
ンマスク（Called Party
Transformation Mask）]

プレフィックス番号を入力します。[着信側プレフィックス番号(発信
コール)（Called Party Prefix Digits
(Outgoing Calls)）]

[キューイング（Queuing）]

コールキューイングを有効にするには、このチェックボック

スをオンにします。

[コールをキューイング（Queue
Calls）]

保留音と、コールがキューに保持されている場合に再生する

通知を含む音源ファイルを選択します。

[ネットワーク保留MOH音源とア
ナウンス（Network Hold MOH
Source and Announcements）]

ハントパイロットごとにキューに配置する発信者の最大数を

指定する値を入力します。

コールキューイングでは、ハントパイロットごとに最大 100
人の発信者をキューに配置できます。特定のハントパイロッ

トでこの制限に達した後、後続のコールは代替番号にルーティ

ングできます。

[キューで許可されている最大発
信者数（Maximum Number of
Callers Allowed in a Queue）]

キューがいっぱいになった場合に、代替番号にコールをルー

ティングするには、このチェックボックスをオンにします。

[キューが満杯であるときにこれ
を有効にする（Enable This When
Queue is Full）]
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説明フィールド

キューがいっぱいになった場合に、コールをルーティングす

る電話番号を入力します。

このフィールドでは、数字（0～ 9）、大文字のエックス
（X）、アスタリスク（*）、およびハッシュ記号（#）を使用
できます。

[キューが満杯の場合、この接続
先にコールをルーティング

（Route the Call to This Destination
When the Queue is Full）]

キューがいっぱいになった場合に、コールを転送するために

使用するコーリングサーチスペースを指定します。

[キュー最大数到達時コーリング
サーチスペース（Full Queue
Calling Search Space）]

キュー内の各コールに対して、最大待機時間を指定する値（秒

単位）を入力します。

各発信者は、ハントパイロットあたり最大3600秒までキュー
に入れることができます。この制限に達した後、その発信者

は代替番号にルーティングされます。

[キュー内の最大待機時間
（MaximumWait Time inQueue）]

最大待機時間に達した場合に、代替番号にコールをルーティ

ングするには、このチェックボックスをオンにします。

[最大待機時間に達したときにこ
れを有効にする（Enable This
When Max Wait Time is Met）]

最大待機時間に達した場合に、コールをルーティングする電

話番号を入力します。

[最大待機時間に達した場合、こ
の接続先にコールをルーティン

グ（Route the Call to This
Destination If Max Wait Time is
Met）]

最大待機時間に達した場合に、コールを転送するために使用

するコーリングサーチスペースを指定します。

[最大待機時間到達時コーリング
サーチスペース（Maximum Wait
Time Calling Search Space）]

ハントメンバーがまったくログインまたは登録していない場

合に、代替番号にコールをルーティングするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

[ログインしているハントメンバ
がいないときにこれを有効にす

る（Enable This When No Hunt
Members are Logged In）]

コールの時点で、使用可能なハントパイロットのメンバーが

まったくいないか、または登録されていない場合に、コール

をルーティングする電話番号を入力します。

コールキューイングでは、サイレント（DND）を非アクティ
ブにして、さらにハントグループにログインしている場合、

ハントパイロットメンバーは使用可能であると見なされま

す。その他のすべての場合、回線メンバーは、使用できない

か、またはログオフしていると見なされます。

[エージェントがない場合、この
接続先にコールをルーティング

（Route the Call to This Destination
If there is No Agent）]
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説明フィールド

ハントメンバーがまったくログインまたは登録していない場

合に、コールを転送するために使用するコーリングサーチス

ペースを指定します。

[ログイン中または登録済みハン
トメンバ不在時コーリングサー

チスペース（No Hunt Members
Logged In or Registered Calling
Search Space）]

回線グループインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 72：回線グループインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

コールの応答がない場合や、最初のハントオプション（[次のメン
バーへ、その後ハントリスト内の次のグループへ（Trynextmember;
then, try next group in Hunt List）]）が選択されている場合に、この
回線グループで次に対応可能またはアイドル状態のメンバー、ま

たは次の回線グループに対して、Cisco Unified Communications
Managerがコールの分配を開始するまでの時間を、秒単位で入力し
ます。

[RNA復帰タイムアウト
（RNA Reversion Timeout）]

回線グループレベルで適用する同報アルゴリズムを選択します。[同報アルゴリズム
（Distribution Algorithm）]

指定の同報アルゴリズムに対して、回線グループの応答のないメ

ンバーにコールが分散された場合に使用する Cisco Unified
Communications Managerのハントオプションを選択します。

[ハントアルゴリズム(無応
答)（Hunt Algorithm No
Answer）]

指定の同報アルゴリズムに対して、回線グループのビジー状態の

メンバーにコールが分散された場合に使用する Cisco Unified
Communications Managerのハントオプションを選択します。

[ハントアルゴリズム(話中)
（Hunt Algorithm Busy）]

指定の同報アルゴリズムに対して、回線グループの使用不可のメ

ンバーにコールが分散された場合に使用する Cisco Unified
Communications Managerのハントオプションを選択します。

[ハントアルゴリズム(使用不
可)（Hunt Algorithm Not
Available）]

CiscoUnified CommunicationsManagerにすでに存在する電話番号を
入力します。

[電話番号（Directory
Numbers）]
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ロケーションインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 73：ロケーションインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

このロケーションと他のロケーションを結ぶリンク上のすべての

音声コールで使用できる音声の最大帯域幅（kbps単位）を入力し
ます。

このオプションは、Cisco Unified Communications
Manager 9.0以降だけで利用できます。 Cisco Unified
CommunicationsManager 8.x以前のバージョンでは、[オー
ディオKB（Audio Kilobytes）]フィールドが表示されま
す。

（注）

[オーディオ帯域幅（Audio
Bandwidth）]

このロケーションと他のロケーションを結ぶリンク上のすべての

ビデオコールで使用できるビデオの最大帯域幅（kbps単位）を入
力します。無制限にする場合は 0を指定し、まったく使用しない
場合は -1を指定します。

このオプションは、Cisco Unified Communications
Manager 9.0以降だけで利用できます。 Cisco Unified
Communications Manager 8.x以前のバージョンでは、[ビ
デオKB（VideoKilobytes）]フィールドが表示されます。

（注）

[ビデオ帯域幅（Video
Bandwidth）]

このロケーションと隣接するロケーションの間の帯域幅。[リンク（Links）]

リストからロケーションを選択します。[ロケーション（Location）]

ロケーションペアの間の有効パスを作成するときに、このリンク

の相対的な優先度を入力します。有効パスは、指定可能なすべて

のパスの累積の最小値を持ちます。有効な値は 0～ 100です。

[重要度（Weight）]

メディアリソースグループインフラストラクチャ設定製品のフィー

ルド

表 74：メディアリソースグループインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]
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説明フィールド

説明（オプション）。[説明（Description）]

選択できる使用可能なメディアリソース。[使用可能なデバイス
（Available Devices）]

保留音に対してマルチキャストを使用する場合は [はい（Yes）]を
クリックします。

[MOHオーディオのマルチ
キャストです（Is Multicast
for MOH Audio）]

メディアリソースグループリストインフラストラクチャ設定製品の

フィールド

表 75：メディアリソースグループリストインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

選択できる使用可能なメディアリソースグループ。[使用可能なメディアリソー
スグループ名（Available
Media Resource Group
Names）]

ミートミー番号/パターン設定製品のフィールド

表 76：ミートミー番号/パターン設定製品のフィールド

説明フィールド

ミートミー番号/パターンまたは番号の範囲を入力します。

範囲を設定するには、角カッコ内でダッシュを使用し、その後ろ

に数値を入力します。たとえば、範囲 1000～ 1050を設定するに
は、10[0-5]0と入力します。

このフィールドには、最大 24文字まで入力できます。

[電話番号またはパターン
（Directory Number or
Pattern）]
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説明フィールド

説明には、最大 50文字まで使用できます。二重引用符（"）、
バックスラッシュ（\）、ダッシュ（-）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、またはかぎカッコ（<>）は、使用できませ
ん。

[説明（Description）]

パーティションを使用してミートミー番号/パターンへのアクセ
スを制限するには、ドロップダウンリストから必要なパーティ

ションを選択します。

[パーティション（Partition）]

ドロップダウンリストから、このミートミー番号/パターンに対
する最小セキュリティレベルを選択します。

•非セキュアな電話を使用している参加者が会議に参加する
ことをブロックするには、[認証のみ（Authenticated）]を選
択します。

•非セキュアな電機を使用している参加者が会議に参加する
ことをブロックするには、[暗号化（Encrypted）]を選択し
ます。

•すべての参加者に会議への参加を許可するには、[非セキュ
ア（Non Secure）]を選択します。

[最小セキュリティレベル
（Minimum Security Level）]

ルートグループインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 77：ルートグループインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

選択できる使用可能なデバイス。[使用可能なメンバ
（Available Members）]

デバイスが個々に設定可能なポートをサポートしている場合は、

ポートを選択します。

[ポート（Ports）]
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ルートリストインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 78：ルートリストインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

使用可能な Cisco Unified Communications Managerグループのリス
ト。

[Cisco Unified CMグループ
（Cisco Unified CMGroup）]

ルートリストを有効にする場合は [はい（Yes）]を選択します。[このルートリストを有効に
する（Enable this Route
List）]

使用可能なルートグループのリスト。[使用可能なメンバルートグ
ループ（Available Member
Route Group）]

使用可能なルートグループが、完全修飾された発信側電話番号を

使用する必要があるかどうかを指定します。

[完全修飾発呼側番号を使用
する使用可能なメンバ

（AvailableMember Use Fully
Qualified Calling Party
Number）]

トランスフォーメーションマスク値。[メンバの発呼側トランス
フォーメーションマスク

（Member Calling Party
Transformation Mask）]

プレフィックス番号。[メンバの発呼側プレフィッ
クス番号（Member Calling
Party Prefix Digits）]

このルートリストに関連付ける番号の削除指示を選択します。[使用可能なメンバの番号削
除命令（Available Member
Discard Digits Instruction）]

トランスフォーメーションマスク値。[メンバの着信側トランス
フォーメーションマスク

（Member Called Party
Transformation Mask）]
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説明フィールド

プレフィックス番号。[メンバの着信側プレフィッ
クス番号（Member Called
Party Prefix Digits）]

ルートパーティションインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 79：ルートパーティションインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

ルートパターンインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 80：ルートパターンインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

数字とワイルドカードを含む有効なルートパターン。[パターン（Pattern）]

パーティションを使用してルートパターンへのアクセスを制限す

る場合は、適切なパーティションを選択します。

[ルートパーティション
（Route Partition）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

番号計画。デフォルト設定は北米番号計画（NANP）です。[番号計画（Numbering
Plan）]

ルートパターンにワイルドカード@が含まれている場合は、ルー
トフィルタを選択できます。

[ルートフィルタ（Route
Filter）]

MLPP優先設定。[MLPP優先度（MLPP
Precedence）]
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説明フィールド

追加するルートパターンに関連するゲートウェイまたはルートリ

ストを選択します。リストに表示されない値を入力することもで

きます。カスタム値を入力する場合は、ゲートウェイであるか、

ルートリストであるか、または SIPトランクであるかを指定する
必要があります。名前の後に、次のいずれかを追加します。

• [GW]：ゲートウェイ

• [RL]：ルートリスト

• [ST]：SIPトランク

たとえば、gatewayname[GW]となります。

[ゲートウェイ、ルートリス
ト、または SIPトランク
（Gateway, Route List, or SIP
Trunk）]

宛先デバイスがゲートウェイかどうかを示します。[ゲートウェイの宛先タイプ
がゲートウェイであるか（Is
Gateway Destination Type
Gateway）]

[はい（Yes）]を選択すると、CiscoUnified CommunicationsManager
がコールをすぐにルーティングする必要がある場合に桁間タイミ

ングが中断されます。

[緊急優先（Urgent Priority）]

ルートパターンで [オーバーラップ送信を許可（Allow Overlap
Sending）]フラグを設定するには、このチェックボックスをオン
にします。

[オーバーラップ送信を許可
（Allow Overlap Sending）]

ブロックを有効または無効にします。[ブロックが有効（Block
Enabled）]

[ブロックが有効（Block Enabled）]フィールドの設定に依存しま
す。リリース目的を選択する場合は、[ブロックが有効（Block
Enabled）]を [はい（True）]に設定する必要があります。

[リリース目的（Release
Cause）]

このルートパターンを通じてルーティングされるコールが、ロー

カルネットワーク上にない（[オフネット（OffNet）]）と見なされ
るか、ある（[オンネット（OnNet）]）と見なされるのかを示しま
す。

[コールの分類（Call
Classification）]

[はい（Yes）]を選択した場合は、関連するゲートウェイまたはト
ランクに設定された [コールの分類（Call Classification）]設定に基
づいて、発信コールが [オフネット（OffNet）]または [オンネット
（OnNet）]と見なされます。

[デバイスの上書きを許可
（Allow Device Override）]
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説明フィールド

[はい（Yes）]を選択した場合は、外部ダイヤルトーンが提供され
ます。

[外部ダイヤルトーンの提供
（Provide Outside Dial
Tone）]

発呼者回線の ID（CLID）に完全な外線電話番号を使用する場合は
[はい（Yes）]を選択します。

[発呼側の外線電話番号マス
クを使用（UseCalling Party's
External Phone Number
Mask）]

トランスフォーメーションマスク値。[発呼側トランスフォーメー
ションマスク（Calling Party
Transformation Mask）]

プレフィックス番号。[発呼側プレフィックス番号
(発信コール)（Calling Party
Prefix Digits (Outgoing
Calls)）]

このルートパターンについて、CiscoUnifiedCommunicationsManager
で着信側電話のディスプレイへの発信側電話番号の表示を許可す

るか、禁止するのかを指定します。

[発呼者回線 IDの表示
（Calling Line ID
Presentation）]

このルートパターンについて、CiscoUnifiedCommunicationsManager
で着信側電話のディスプレイへの発信側の名前の表示を許可する

か、禁止するのかを指定します。

[発呼者名の表示（Calling
Name Presentation）]

このルートパターンについて、CiscoUnifiedCommunicationsManager
で発信側電話のディスプレイへの接続先電話番号の表示を許可す

るか、禁止するのかを指定します。

[接続側回線IDの表示
（Connected Line ID
Presentation）]

このルートパターンについて、CiscoUnifiedCommunicationsManager
で発信側電話のディスプレイへの接続先の名前の表示を許可する

か、禁止するのかを指定します。

[接続先名の表示（Connected
Name Presentation）]

このルートパターンに関連付ける番号の削除指示を選択します。[着信側での番号の削除(発信
コール)（Called PartyDiscard
Digits (Outgoing Calls)）]

トランスフォーメーションマスク値。[着信側トランスフォーメー
ションマスク（Called Party
Transformation Mask）]
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説明フィールド

プレフィックス番号。[着信側プレフィックス番号
(発信コール)（Called Party
Prefix Digits (Outgoing
Calls)）]

サービスプロファイルインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 81：サービスプロファイルインフラストラクチャ設定製品のフィールド

フィールド 説明

サービスプロファイルの名前を入力します。最大文字数：50
（ASCIIのみ）
使用できる値：引用符（"）、山カッコ（<>）、バックスラッ
シュ（\）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）
以外のすべての文字

[名前（Name）]

（オプション）複数のサービスプロファイルを設定している場

合は、それぞれのサービスプロファイルを区別しやすくするた

めの説明を入力します。

使用できる値：引用符（"）、山カッコ（<>）、バックスラッ
シュ（\）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）
以外のすべての文字

[説明（Description）]

このサービスプロファイルをシステムのデフォルトオプション

にする場合に、このチェックボックスをオンにします。デフォ

ルトサービスプロファイルを指定すると、サービスプロファ

イルが関連付けられていないエンドユーザは自動的にデフォル

トサービスプロファイルの設定値を継承します。

[デフォルトのプロファイル
（Default Profile）]

[ボイスメールプロファイル
（VoiceMail Profile）]

このサービスプロファイルを関連付けるプライマリボイスメー

ルサーバを選択します。

[プライマリ（Primary）]

該当する場合に、セカンダリボイスメールサーバを選択しま

す。

[セカンダリ（Secondary）]

該当する場合に、ターシャリボイスメールサーバを選択しま

す。

[ターシャリ（Tertiary）]
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ボイスメールサービスのユーザクレデンシャルを別のサービス

と共有する場合は、該当するサービスを選択します。選択した

サービスからユーザクレデンシャルが自動的に同期されます。

デフォルト設定：[未設定（Not set）]

[ボイスメールサービスのクレ
デンシャルソース（Credentials
source for voicemail service）]

[メールストアプロファイル
（Mailstore Profile）]

このサービスプロファイルを関連付けるプライマリメールスト

アサーバを選択します。

[プライマリ（Primary）]

該当する場合に、セカンダリメールストアサーバを選択しま

す。

[セカンダリ（Secondary）]

該当する場合に、ターシャリメールストアサーバを選択しま

す。

[ターシャリ（Tertiary）]

新しいメッセージを保存するメールストアサーバ上のフォルダ

の名前。この値は、メールストアサーバがデフォルトフォル

ダとは異なるフォルダ名を使用する場合に限り変更してくださ

い。

デフォルト：[受信トレイ（Inbox）]

[受信トレイフォルダ（Inbox
folder）]

削除されたメッセージを保存するメールストアサーバ上のフォ

ルダの名前。この値は、メールストアサーバがデフォルトフォ

ルダとは異なるフォルダ名を使用する場合に限り変更してくだ

さい。

デフォルト：[削除済みの項目（Deleted Items）]

[ごみ箱フォルダ（Trash
Folder）]

メールストアでアイドルがサポートされない場合、または接続

エラーが発生した場合に、新しいボイスメッセージの IMAP
サーバを次回ポーリングするまでに許容される時間（秒単位）。

使用できる値：60～ 900

デフォルト：60

[ポーリング間隔(秒)（Polling
Interval (in seconds)）]

このデュアルフォルダ設定は、IMAPUIDPLUS拡張（RFC2359
および4315）をサポートするメールストアで使用するために、
デフォルトでオンになっています。デフォルトで、ClientServices
Framework（CSF）は UIDPLUSがサポートされていないかどう
かを検出し、自動的にシングルフォルダモードに復帰します。

UIDPLUSがサポートされていないことがわかっており、システ
ムで強制的にシングルフォルダモードを使用する場合は、この

チェックボックスをオフにします。

デフォルト：[はい（True）]

[デュアルフォルダモードを許
可（Allow dual folder mode）]
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[会議プロファイル
（Conferencing Profile）]

このサービスプロファイルを関連付けるプライマリ会議サーバ

を選択します。

[プライマリ（Primary）]

該当する場合に、セカンダリ会議サーバを選択します。[セカンダリ（Secondary）]

該当する場合に、ターシャリ会議サーバを選択します。[ターシャリ（Tertiary）]

このプロファイルに関連する会議サーバのTLS接続サポート方
法を指定します。この設定は、この会議プロファイルに対して

リストアップされた会議サーバの TLS証明に使用されます。
次のオプションから選択します。

• [任意の証明書（AnyCertificate）]：Cisco Jabberはすべての
有効な証明書を受け入れます。

• [自己署名またはキーストア（Self-signed orKeystore）]：証
明書に自己署名されている場合や、署名する認証局の証明

書がローカル信頼ストアである場合に、Cisco Jabberは証
明書を受け付けます。

キーストアとは、認証キーと暗号キーが保存されてい

るファイルです。

（注）

Cisco Jabberは、キーストア内で定義された証明書だけを受け入
れます。証明書または認証局が署名した証明書を、ローカル信

頼ストアにインポートする必要があります。

[サーバ証明書の検証（Server
Certificate Verification）]

会議サービスのユーザクレデンシャルを別のサービスと共有す

る場合は、該当するサービスを選択します。選択したサービス

からユーザクレデンシャルが自動的に同期されます。

デフォルト設定：[未設定（Not set）]

[Web会議サービスのクレデン
シャルソース（Credentials
source for web conferencing
service）]

[ディレクトリプロファイル
（Directory Profile）]

このサービスプロファイルを関連付けるプライマリディレクト

リサーバを選択します。

[プライマリ（Primary）]

該当する場合に、セカンダリ会議サーバを選択します。バック

アップディレクトリサーバを設定しない場合、最初のサーバで

失敗すると、Cisco Jabberクライアントのディレクトリ検索を実
行できません。

[セカンダリ（Secondary）]

該当する場合に、ターシャリ会議サーバを選択します。バック

アップディレクトリサーバを設定しない場合、最初のサーバで

失敗すると、Cisco Jabberクライアントのディレクトリ検索を実
行できません。

[ターシャリ（Tertiary）]
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外部ディレクトリの代わりに、Cisco Unified Communications
Managerで指定されたUDSサービスを使用してディレクトリ検
索を行う場合は、このチェックボックスをオンにします。

[連絡先の解決にUDSを使用す
る（Use UDS for contact
resolution）]

このチェックボックスをオンにすると、匿名クエリーが実行さ

れなくなり、LDAPサーバへのユーザのログイン時に資格情報
の入力が義務付けられます。

[ログオンユーザのクレデンシャ
ルを使用する（Use Logged On
User Credential）]

LDAPサーバでクエリーを実行する権限を持つユーザ IDの識別
名を useraccount@domain.comという形式で入力します。
最大長：128

[ユーザ名（Username）]

LDAPサーバでクエリーを実行する権限を持つユーザのパスワー
ドを入力します。

最大長：128

[パスワード（Password）]

このフィールドでは、Cisco Unified Personal Communicatorの連
絡先検索クエリーを、LDAPディレクトリの特定の部分に絞り
込むことができます。 LDAPユーザを設定した LDAPサーバの
コンテナまたはディレクトリを入力します。Microsoft Active
Directory統合を使用した検索ベースの例：
cn=users,DC=EFT-LA,DC=cisco,DC=com。
最大長：256

[検索ベース（Search Base）]

検索ベースから始まるディレクトリの再帰検索を実行するには

このチェックボックスをオンにします。再帰検索を実行する

と、Cisco Unified Personal Communicatorの連絡先検索クエリー
により、特定の検索コンテキスト（検索ベース）からすべての

LDAPディレクトリツリーを検索できます。

[すべての検索ベースで再帰検
索を実行する（Recursive Search
on All Search Bases）]

検索のデフォルトのタイムアウトを設定します（デフォルトは

5秒間）。
[検索タイムアウト(秒)（Search
Timeout (seconds)）]

このオプションは、Active Directoryに対して実行するクエリー
で取得するオブジェクトのタイプが、ユーザオブジェクトでは

ない場合にのみ使用します。

最大長：256

[基本フィルタ(拡張ディレクト
リ専用)（Base Filter (Only used
for Advance Directory)）]

[IM and Presenceプロファイル
（IM and Presence Profile）]

このサービスプロファイルを関連付ける IM and Presenceサーバ
を選択します。

[プライマリ（Primary）]

該当する場合に、セカンダリ会議サーバを選択します。[セカンダリ（Secondary）]

該当する場合に、ターシャリ会議サーバを選択します。[ターシャリ（Tertiary）]
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[CTIプロファイル（CTI
Profile）]

このサービスプロファイルを関連付けるプライマリCTIサーバ
を選択します。

[プライマリ（Primary）]

該当する場合に、セカンダリ CTIサーバを選択します。[セカンダリ（Secondary）]

該当する場合に、ターシャリ CTIサーバを選択します。[ターシャリ（Tertiary）]

SIP トランクインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 82：SIP トランクインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

自動代替ルーティング（AAR）グループとは、帯域幅不
足によりブロックされたコールをルーティングするとき

に使用されるプレフィックス番号です。

AARグループ設定を [なし（None）]にすると、ブロッ
クされたコールの再ルーティングは行われません。

[AARグループ（AAR Group）]

このトランクを使用している着信コールがネットワーク

上にない（[オフネット（OffNet）]）と見なされるか、
ある（[オンネット（OnNet）]）と見なされるか、また
はシステムのデフォルト設定を使用するのかを指定しま

す。

[コールの分類（Call Classification）]

このトランクに割り当てる共通デバイス設定を選択しま

す。

共通デバイス設定には、特定のユーザに関連付けられた

属性（サービスまたは機能）が含まれています。共通

デバイス設定は、[共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]ページで設定します。

[共通デバイス設定（Common Device
Config）]
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説明フィールド

DIDや E164番号のような別のフォーマットで接続先の
番号を表示するには、デバイスで着信側番号を変換する

ことを選択します。

CiscoUnified CommunicationsManagerでは、200OKメッ
セージや通話中の更新/再招待メッセージなど、さまざ
まなSIPメッセージのヘッダーに変換済みの番号が組み
込まれます。

選択した接続側トランスフォーメーション CSSに、こ
のデバイスに割り当てる接続側トランスフォーメーショ

ンパターンが含まれていることを確認してください。

[接続側トランスフォーメーションCSS（Connected Party
Transformation CSS）]を [なし（None）]と設定した場
合は、トランスフォーメーションの照合と適用は行われ

ません。 [接続側トランスフォーメーションCSS
（Connected Party Transformation CSS）]を、ルーティン
グに使用されていない非ヌルパーティションに設定し

てください。

[接続側トランスフォーメーションCSS
（Connected Party Transformation CSS）]

オブジェクト名。[デバイス名（Device Name）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

使用可能なデバイスプールのリスト。デバイスプール

は、このデバイスのプロパティのコレクション（Unified
CMグループ、日時グループ、リージョン、デバイスの
自動登録用コーリングサーチスペースなど）を指定し

ます。

[デバイスプール（Device Pool）]

このロケーションと中央のロケーション（またはハブ）

との間のコールに使用可能な総帯域幅を指定します。

ロケーション設定がHub_Noneの場合は、使用可能な帯
域幅は無制限です。

[ロケーション（Location）]

メディアリソースグループの優先順位付けされたリス

トを提供します。アプリケーションは、[メディアリソー
スグループリスト（Media Resource Group List）]で定義
された優先順位に従って、使用可能なメディアリソー

スから必要なメディアリソース（保留音サーバなど）

を選択します。

[メディアリソースグループリスト
（Media Resource Group List）]
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説明フィールド

H.323でサポートされない機能（保留や転送など）を実
装するためにメディアターミネーションポイント

（MTP）を使用するかどうかを示します。

メディアターミネーションポイントを使用して機能を

実装する場合は [メディアターミネーションポイントが
必須（Media Termination Point Required）]チェックボッ
クスをオンにします。メディアターミネーションポイ

ントを使用して機能を実装しない場合は [メディアター
ミネーションポイントが必須（Media Termination Point
Required）]チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、H.323クライアントと、H.245
Empty Capabilities Setをサポートしていない H.323デバ
イスの場合、または、メディアストリーミングを 1つ
のソースで終了させる場合にのみオンにしてください。

このチェックボックスが選択されてMTPが必須になっ
ている場合に、いずれかのデバイスがビデオエンドポ

イントのときは、コールはオーディオだけとして動作し

ます。

[メディアターミネーションポイントが
必須（Media Termination Point
Required）]

コールを受信するビデオエンドポイントに適用されま

す。トランクの場合は、この設定が関係するのはCisco
Unified Communications Managerから受信されるコール
であり、ワイドエリアネットワーク（WAN）から受信
されるコールには関係しません。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。オ

ンの場合、ビデオコールとして接続できないコールは、

コール制御に送られて再ルーティングされる前に、即座

にオーディオコールとして再試行されます。

このチェックボックスをオフにした場合は、ビデオとし

て接続できないビデオコールがオーディオコールとし

ての接続を試行されることはありません。そのコール

はコール制御に送られ、コール制御によって自動代替

ルーティング（AAR）やルート/ハントリストを介して
ルーティングされます。

[ビデオコールをオーディオとして再試
行（Retry Video Call as Audio）]

オンの場合は、不在ポート（たとえばボイスメールポー

ト）へのコールのリダイレクトや転送が可能になりま

す。

デフォルト値はオフです。

[不在ポート（Unattended Port）]
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Cisco Unified Communications Managerで、トランクを経
由したセキュアコールおよび非セキュアコールを許可

する場合に選択します。

このチェックボックスをオフにすると、Cisco Unified
Communications Managerとトランクとの SRTPネゴシ
エーションは行われず、RTPが使用されます。

このチェックボックスをオンにする場合は、IPSecを設
定することをお勧めします。これは、キーなどのセキュ

リティ関連の情報がコールのネゴシエーション中に公開

されるのを防ぐためです。

IPSecが正しく設定されていない場合は、Cisco Unified
CommunicationsManagerとゲートウェイの間のシグナリ
ングがセキュアではなくなると考えてください。

[SRTP許可（SRTP Allowed）]
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Cisco Unified Communications Managerによってこのメ
ディアエンドポイントとともに信頼できるリレーポイ

ント（TRP）デバイスを挿入するかどうかを、リストか
ら選択します。次の値のいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：このデバイスに関連付け
られている共通デバイス設定の [信頼されたリレー
ポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設定を
使用します。

• [オフ（Off）]：このデバイスでの TRPの使用を無
効にします。この設定は、このデバイスに関連付

けられている共通デバイス設定の [信頼されたリ
レーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設
定よりも優先されます。

• [オン（On）]：このデバイスでの TRPの使用を有
効にします。この設定は、このデバイスに関連付

けられている共通デバイス設定の [信頼されたリ
レーポイントを使用（Use Trusted Relay Point）]設
定よりも優先されます。

TRPデバイスはMTPまたはTRPというラベルが付いて
いるトランスコーダデバイスを指定します。

複数のリソースがエンドポイントに必要な場合（たとえ

ばトランスコーダや RSVPAgent）、Cisco Unified
CommunicationsManagerは関連付けられたエンドポイン
トデバイスに最も近い TRPを選択します。

TRPとMTPの両方がエンドポイントに必要な場合は、
TRPが必須のMTPとして使用されます。

TRPと RSVPAgentの両方がエンドポイントに必要な場
合、Cisco Unified Communications Managerは、TRPとし
ても使用可能な RSVPAgentを最初に検索します。

TRPとトランスコーダの両方がエンドポイントに必要な
場合、Cisco Unified Communications Managerはまず、
TRPとしても指定可能なトランスコーダを検索します。

[信頼されたリレーポイントを使用（Use
Trusted Relay Point）]

[デフォルト（Default）]に設定されている場合、コール
プロセッサは次レベルの設定（デバイスプール/サービ
スパラメータ）のプレフィックスを使用します。それ

以外の場合は設定された値が使用されます。ただし、

フィールドが空であるとプレフィックスは割り当てられ

ません。

[発呼側の不明な着信番号プレフィック
ス（Incoming Calling Party Unknown
Number Prefix）]
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このデバイスに関連付けるMLPPドメインを選択しま
す。このフィールドが空の場合は、デバイスのMLPP
ドメインはデバイスプールに対して設定された値から

継承されます。

デバイスプールに [MLPPドメイン（MLPPDomain）]の
設定がない場合は、このデバイスのMLPPドメインは
MLPP Domain Identifierエンタープライズパラメータの
設定値から継承されます。

[MLPPドメイン（MLPP Domain）]

Cisco Unified Communications Managerからリモートの接
続先への発信SIPメッセージの中で、リモートパーティ
ID（RPID）ヘッダーを送信することを許可します。 [は
い（Yes）]を選択すると、SIPトランクによって常に
RPIDヘッダーが送信されます。

[リモートパーティ ID
（Remote-Party-Id）]

SIPメッセージの中でアサート済タイプヘッダーおよび
SIPプライバシーヘッダーを送信することを許可しま
す。

[はい（Yes）]を選択すると、SIPトランクによって常
にアサート済タイプヘッダーが送信されます。 SIPト
ランクによって SIPプライバシーヘッダーが送信され
るかどうかは、[SIPプライバシー（SIPPrivacy）]の設定
によって決まります。

[いいえ（No）]を選択した場合は、SIPトランクの SIP
メッセージにはアサート済タイプヘッダーおよび SIP
プライバシーヘッダーは含まれません。

詳細については、この表の [アサート済タイプ
（Asserted-Type）]と [SIPプライバシー（SIP Privacy）]
の説明を参照してください。

[アサート済 ID（Asserted-Identity）]
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SIPトランクのメッセージに追加するアサート済 IDの
タイプを指定します。

次のいずれかの値を選択します。

• [デフォルト（Default）]：デフォルト値を表しま
す。 SIPトランクによって送信されるヘッダーの
タイプは、SIPトランクが Cisco Unified
CommunicationsManagerコール制御から受信したス
クリーニング表示情報によって決まります。

• [PAI]：プライバシーアサート済 ID（PAI）ヘッ
ダーが発信 SIPトランクメッセージで送信されま
す。この値は、Cisco Unified Communications
Managerから受信したスクリーニング表示の値より
も優先されます。

• [PPI]：プライバシー優先 ID（PPI）ヘッダーが発信
SIPトランクメッセージで送信されます。この値
は、CiscoUnified CommunicationsManagerから受信
したスクリーニング表示の値よりも優先されます。

これらのヘッダーが送信されるのは、[ア
サート済 ID（Asserted Identity）]チェッ
クボックスがオンの場合だけです。

（注）

[アサート済タイプ（Asserted-Type）]
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[SIPプライバシー（SIP Privacy）]
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SIPトランクメッセージに追加する SIPプライバシー
ヘッダーのタイプを指定します。

次のいずれかの値を選択します。

• [デフォルト（Default）]：デフォルト値を表しま
す。 SIPトランクが Cisco Unified Communications
Managerコール制御から受信した名前と番号表示の
値によって SIPプライバシーヘッダーが構成され
ます。

次に例を示します。

◦名前と番号の表示が禁止されている場合は、
SIPトランクによって SIPプライバシーヘッ
ダーが送信されます。

◦名前と番号の表示が許可されている場合は、
SIPトランクによってプライバシーヘッダー
は送信されません。

• [なし（None）]：SIPトランクによってPrivacy:none
というヘッダーが追加されます。これは、表示が

許可されることを意味します。この値は、Cisco
Unified Communications Managerから受信した表示
情報の値よりも優先されます。

• [ID]：SIPトランクによって Privacy:idというヘッ
ダーが追加されます。これは、名前と番号の両方

とも表示が禁止されることを意味します。

この値は、CiscoUnified CommunicationsManagerか
ら受信した表示情報の値よりも優先されます。

• [IDCritical]：SIPトランクによってPrivacy:id;critical
というヘッダーが追加されます。これは、名前と

番号の両方とも表示が禁止されることを意味しま

す。

criticalというラベルは、このメッセージに対して
要求されたプライバシーサービスが重要であるこ

とを意味します。そのプライバシーサービスをネッ

トワークが実行できない場合は、要求は拒否され

ます。

この値は、CiscoUnified CommunicationsManagerか
ら受信した表示情報の値よりも優先されます。

これらのヘッダーが送信されるのは、[ア
サート済 ID（Asserted Identity）]チェッ

（注）

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
516 OL-31509-01-J   

インフラストラクチャ設定製品のフィールド

SIP トランクインフラストラクチャ設定製品のフィールド



説明フィールド

クボックスがオンの場合だけです。

着信コールで保持される末尾からの桁数を表します。

この設定は、着信コールの処理に使用されます。ここで

指定された桁数は、H.323デバイスへの着信コールを
ルーティングするときに使用されます。

収集する有意な数字の桁数（0～ 32）を選択します。
Cisco Unified Communications Managerは、有意な数字を
コールされた番号の右側（最後の桁）からカウントしま

す。

[有意な数字（Significant Digits）]

CiscoUnified CommunicationsManagerは、接続先回線 ID
の表示（COLP）を補足サービスとして使用して、接続
先番号を発信側に通知します。 SIPトランクレベルの
設定は、コール単位の設定よりも優先されます。

デフォルト値は [デフォルト（Default）]で、「許可」
を意味します。Cisco Unified CommunicationsManagerか
ら接続先回線情報を送信する場合は、[デフォルト
（Default）]を選択してください。

Cisco Unified Communications Managerから接続先回線情
報を送信しない場合は、[非許可（Restricted）]を選択し
てください。

[接続側IDの表示（Connected Party ID
Presentation）]

Cisco Unified Communications Managerは、接続先名の表
示（CONP）を補足サービスとして使用して、接続先の
名前を発信側に通知します。 SIPトランクレベルの設
定は、コール単位の設定よりも優先されます。

デフォルト値は [デフォルト（Default）]で、「許可」
を意味します。Cisco Unified CommunicationsManagerか
ら接続先名情報を送信する場合は、[デフォルト(Default)]
を選択してください。

Cisco Unified Communications Managerから接続先名情報
を送信しない場合は、[非許可(Restricted)]を選択してく
ださい。

[接続先名の表示（Connected Name
Presentation）]

使用可能なコーリングサーチスペース。[コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]
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帯域幅不足が原因でコールがブロックされた場合に、収

集された（発信側）番号の他のルーティング方法を決定

するために検索される、ルートパーティションのコレ

クションを指定します。

[AARコーリングサーチスペース（AAR
Calling Search Space）]

着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番

号。

[プレフィックス DN（Prefix DN）]

[はい（Yes）]（デフォルト）は、Cisco Unified
Communications Managerへの着信 INVITEメッセージの
中のリダイレクト番号を受け入れる場合に選択します。

[いいえ（No）]は、CiscoUnifiedCommunicationsManager
への着信 INVITEメッセージの中のリダイレクト番号を
除外する場合に選択します。

リダイレクト番号を使用するのは、音声メッセージング

統合を行う場合だけです。リダイレクト番号をサポー

トするように音声メッセージングシステムが設定され

ている場合は、[はい（Yes）]を選択してください。

[Diversionヘッダー配信のリダイレクト
-インバウンド（Redirecting Diversion
Header Delivery - Inbound）]

デバイスに表示される着信側番号をローカライズできま

す。選択した着信側トランスフォーメーション CSSに
は、このデバイスに割り当てる着信側トランスフォー

メーションパターンが含まれている必要があります。

[着信側トランスフォーメーション CSS（Called Party
Transformation CSS）]を [なし（None）]と設定した場
合は、トランスフォーメーションの照合と適用は行われ

ません。 [着信側トランスフォーメーションCSS（Called
Party Transformation CSS）]は、必ず、ルーティングに
使用されていない Null以外のパーティションに設定し
てください。

[着信側トランスフォーメーションCSS
（Called Party Transformation CSS）]

[はい（Yes）]を選択した場合は、このデバイスに割り
当てられているデバイスプール内で設定された着信側

トランスフォーメーション CSSが使用されます。

[いいえ（No）]を選択した場合は、[トランク設定
（TrunkConfiguration）]ページでデバイスに対して設定
された着信側トランスフォーメーション CSSが使用さ
れます。

[デバイスプールの着信側トランス
フォーメーション CSSを使用（Use
Device Pool Called Party Transformation
CSS）]
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デバイスに表示される発呼側番号をローカライズできま

す。選択した発呼側トランスフォーメーションCSSに、
このデバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメー

ションパターンが含まれていることを確認してくださ

い。

コールを発信する前に、デバイスは番号分析を使用して

トランスフォーメーションを適用する必要があります。

[発呼側トランスフォーメーション CSS（Calling Party
Transformation CSS）]を [なし(None)]に設定すると、ト
ランスフォーメーションの照合と適用は行われません。

[発呼側トランスフォーメーションパターン（CallingParty
Transformation Pattern）]は、必ず、ルーティングに使用
されていない Null以外のパーティションに設定してく
ださい。

[発呼側トランスフォーメーションCSS
（Calling Party Transformation CSS）]

ゲートウェイ上の発信コールで送信される電話番号を選

択します。

次のオプションは、どの電話番号が送信されるのかを指

定します。

• [発信元（Originator）]：発信側デバイスの電話番号
を送信します。

• [最初のリダイレクト番号（First Redirect
Number）]：リダイレクト側デバイスの電話番号を
送信します。

• [最後のリダイレクト番号（Last Redirect
Number）]：最後にコールをリダイレクトするデバ
イスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号(外部)（First Redirect
Number (External)）]：リダイレクト側デバイスの
外部電話番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号(外部)（Last Redirect
Number (External)）]：コールを最後にリダイレク
トするデバイスの外部電話番号を送信します。

[発呼側の選択（CallingPartySelection）]
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CiscoUnified CommunicationsManagerは、発呼者回線 ID
の表示（CLIP）を補足サービスとして使用して、着信
側電話の画面での発信側番号表示を制御します。

次のオプションのいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：表示設定を変更しない場
合に選択します。

• [許可（Allowed）]：発信側番号情報を表示する場
合に選択します。

• [非許可（Restricted）]：発信側番号情報を表示しな
い場合に選択します。

[発呼者回線 IDの表示（Calling Line ID
Presentation）]

Cisco Unified Communications Managerは、発呼者名の表
示（CNIP）を補足サービスとして使用して発呼者の名
前を通知します。 SIPトランクレベルの設定は、コー
ル単位の設定よりも優先されます。

次のオプションのいずれかを選択します。

• [デフォルト（Default）]：表示設定を変更しない場
合に選択します。

• [許可（Allowed）]：Cisco Unified Communications
Managerから発呼者名情報を送信する場合に選択し
ます。

• [非許可（Restricted）]：CiscoUnifiedCommunications
Managerから発呼者名情報を表示しない場合に選択
します。

[発呼者名の表示（Calling Name
Presentation）]
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トランクからの発信コールで、発信者 IDをフォーマッ
トするのに使用するパターンを、0～ 24桁で入力しま
す。

たとえば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX：可変発信者 ID。Xは内線番号を表しま
す。市外局番が指定されていない場合は、セント

ラルオフィスによって番号にエリアコードが付加

されます。

• 5555000：固定発信者 ID。この形式は、コールを
発信した内線番号ではなく社内番号を送信する場

合に使用します。市外局番が指定されていない場

合は、セントラルオフィスによって番号にエリア

コードが付加されます。

[発信者 ID DN（Caller ID DN）]

発信元SIPデバイスから受信した発信者名よりも優先さ
せる発信者名を入力します。

[発信者名（Caller Name）]

[はい（Yes）]が選択されている場合は、Cisco Unified
Communications Managerからの発信 INVITEメッセージ
にリダイレクト番号が追加されます。これは、コールが

転送されるときに元の着信側番号とリダイレクト理由を

示すためです。

[いいえ（No）]が選択されている場合は、最初のリダ
イレクト番号とリダイレクト理由は発信 INVITEメッ
セージから除外されます。

リダイレクト番号が使用されるのは、音声メッセージン

グ統合を行う場合だけです。リダイレクト番号をサポー

トするように音声メッセージングシステムが設定され

ている場合は、[はい（Yes）]を選択してください。

[Diversionヘッダー配信のリダイレクト
-アウトバウンド（RedirectingDiversion
Header Delivery - Outbound）]
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説明フィールド

このトランクが通信する相手であるリモートSIPピアで
す。このフィールドに指定できる値は、有効なV4IPア
ドレス、完全修飾ドメイン名、または DNS SRVレコー
ドです（[接続先アドレスはSRV（Destination Address is
an SRV）]フィールドで [はい（Yes）]が選択された場
合だけ）。

SIPトランクが受け入れる着信要求は、このトランクに
関連付けられた SIPトランクセキュリティプロファイ
ルで指定された接続先アドレスおよび着信ポートからの

ものだけです。

リモート端がCisco Unified CommunicationsManagerクラ
スタである場合は、このフィールドで DNS SRVを選択
することをお勧めします。 DNS SRVレコードには、ク
ラスタ内のすべてのCiscoUnifiedCommunicationsManager
が含まれている必要があります。

[接続先アドレス（DestinationAddress）]

設定済みの [接続先アドレス（Destination Address）]が
SRVレコードであることを指定します。

[接続先アドレスは SRV（Destination
Address is an SRV）]

接続先ポートを入力します。 1024～ 65535の範囲内の
ポートを入力してください（デフォルト値は 5060）。

同じポート番号を複数のトランクに対して指定できま

す。

接続先アドレスが DNS SRVポートである場合は、値を
入力しないでください。デフォルトのポート番号 5060
は、SIPポートを表します。

[接続先ポート（Destination Port）]

このデバイスが位置情報に関連付けられていないことを

示す、未指定の位置情報。設定済みの位置情報を選択

することもできます。

[位置情報（GeoLocation）]

デバイスに位置情報フィルタを指定します。[位置情報フィルタ（Geo Location
Filter）]

着信ポート番号。[着信ポート（Incoming Port）]

発信転送のタイプ（TCPまたは UDP）。[発信転送タイプ（Outgoing Transport
Type）]
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優先発信コーデックを指定します。

G.711/G.729コーデックを SIPトランクとともに使用す
るように設定する場合は、G.711/G.729コーデックに対
応しているハードウェアMTPまたはトランスコーダを
使用する必要があります。

[MTP優先発信コーデック（MTP
Preferred Originating Codec）]

関連するデバイスの位置情報を送信します。[位置情報の送信（Send Geolocation
Information）]

SIPトランクに適用するセキュリティプロファイルを選
択します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設
定されるすべてのSIPトランクにセキュリティプロファ
イルを適用する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerをインストールす
ると、事前に定義された非セキュアの SIPトランクセ
キュリティプロファイルが自動登録用に作成されます。

SIPトランクのセキュリティ機能を有効にするには、新
しいセキュリティプロファイルを設定し、SIPトランク
に適用します。トランクがセキュリティをサポートし

ていない場合は、非セキュアプロファイルを選択しま

す。

プロファイルに含まれている設定を表示するには、Cisco
Unified CommunicationsManagerで [システム（System）]
> [セキュリティプロファイル（Security Profile）] > [SIP
トランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security
Profile）]を選択します。

セキュリティプロファイルの設定方法については、

『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』
を参照してください。

[SIPトランクセキュリティプロファイ
ル（SIP Trunk Security Profile）]

SIPユーザ（A）が別のユーザ（B）とのコールを第三者
（C）に転送（REFER）できるかどうかを指定します。
転送が完了すると、Bと Cが接続されます。この場合
に使用される再ルーティング用コーリングサーチスペー

スは、最初の SIPユーザ（A）のものです。

[再ルーティング用コーリングサーチス
ペース（Rerouting Calling Search
Space）]
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Cisco Unified Communications Managerによって SIPユー
ザ（A）への着信コール（B）を第三者（C）に転送
（REFER）する処理を、SIPユーザ（A）の関与なしで
行う場合に使用されます。この場合に使用されるアウ

トオブダイアログコーリングサーチスペースは、SIP
ユーザ（A）のものです。

[アウトオブダイアログREFERコーリン
グサーチスペース（Out-Of-DialogRefer
Calling Search Space）]

暗号化のトラブルシューティング専用です。パケット

キャプチャは、CPU使用量の増大や、コール処理の中
断の原因となることがあります。

次のオプションのいずれかを選択します。

• [なし（None）]：このオプションはデフォルト設定
です。パケットキャプチャが実行されていないこ

とを示します。この設定は、パケットキャプチャ

の完了後に行います。

• [バッチ処理モード（BatchProcessingMode）]：Cisco
Unified Communications Managerが、復号化された
メッセージや暗号化されていないメッセージをファ

イルに書き込み、システムが各ファイルを暗号化

します。

システムでは、毎日新しいファイルが新しい暗号

キーを使用して作成されます。 Cisco Unified
Communications Managerはファイルを 7日間保存
し、さらにファイルを暗号化するキーを安全な場

所に保存します。 Cisco Unified Communications
Managerは、PktCap仮想ディレクトリにファイル
を保存します。

1つのファイルには、タイムスタンプ、送信元 IP
アドレス、送信元 IPポート、接続先 IPアドレス、
パケットプロトコル、メッセージの長さ、および

メッセージが含まれます。

IRECツールでは、HTTPS、管理者のユーザ名とパ
スワード、および指定日を使用して、キャプチャ

されたパケットを含む 1つの暗号化ファイルを要
求します。

同様にこのツールでは、暗号化ファイルを復号化

するためのキー情報を要求します。

パケットキャプチャを有効または無効にした後に、ト

ランクをリセットする必要はありません。

[パケットキャプチャモード（Packet
Capture Mode）]
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暗号化のトラブルシューティング専用です。パケット

キャプチャは、CPU使用量の増大や、コール処理の中
断の原因となることがあります。

このフィールドは、パケットキャプチャの 1つのセッ
ションに割り当てられた最大分数を指定します。デフォ

ルト設定は 0で、範囲は 0～ 300分です。

パケットキャプチャを開始するには、フィールドに 0
以外の値を入力します。パケットキャプチャが完了す

ると、値「0」が表示されます。

[パケットキャプチャ時間（Packet
Capture Duration）]

Unified Presenceの機能を設定します。SIPトランクに対
するプレゼンスグループを選択します。選択したグルー

プによって、SIPトランクに接続されたデバイス、アプ
リケーション、またはサーバがモニタできる宛先が指定

されます。

[プレゼンスグループ（Presence Group）]のデフォルト
値は、標準プレゼンスグループであり、インストール

時に設定されます。CiscoUnifiedCommunicationsManager
Administrationで設定されるプレゼンスグループは、ド
ロップダウンリストボックスにも表示されます。

プレゼンス認証は、プレゼンスグループと連携して、

グループ間のプレゼンス要求を許可またはブロックしま

す。

[プレゼンスグループ（Presence
Group）]

このトランクを介したコールがPSTNに到達する可能性
があることを示します。このトランクデバイスを介し

たいずれのコールもPSTNに到達しない場合でも、この
チェックボックスはオンにします。

たとえば、コールが PSTNに到達する可能性がある場
合、タンデムトランクまたは H.323ゲートキーパーに
よりルーティングされるトランクについてこのチェック

ボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、このトランク

デバイス経由で発信されたコールを検証するための音声

コールレコード（VCR）が作成およびアップロードさ
れます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンのままに

なります。

[PSTNアクセス（PSTN Access）]
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ドロップダウンリストで、ポートのルートクラスシグ

ナリングを有効または無効にします。

次のいずれかの値を選択します。

• [デフォルト（Default）]：この値を選択すると、デ
バイスでは Route Class Signalingサービスパラメー
タの設定値が使用されます。

• [オフ（Off）]：この値は、ルートクラスシグナリ
ングを有効にする場合に選択します。この設定は、

Route Class Signalingサービスパラメータよりも優
先されます。

• [オン（On）]：この値は、ルートクラスシグナリ
ングを無効にする場合に選択します。この設定は、

Route Class Signalingサービスパラメータよりも優
先されます。

ルートクラスシグナリングは、特別なルーティングま

たは終了要求を受信側のデバイスに伝達します。ホッ

トライン機能をサポートするポートに対しては、ルート

クラスシグナリングを有効にする必要があります。

[ルートクラスシグナリングを使う
（Route Class Signaling Enabled）]
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SIPトランクに接続するデバイス、サーバ、またはアプ
リケーションからのプレゼンス要求を Cisco Unified
CommunicationsManagerによってどのようにルーティン
グするのか設定します。

この設定を利用すると、SIPトランクに対するプレゼン
ス（SUBSCRIBE）要求に、コール処理サーチスペース
とは別のコーリングサーチスペースを適用することが

できます。

SIPトランクに対するプレゼンス要求に使用する
SUBSCRIBEコーリングサーチスペースを選択してく
ださい。 Cisco Unified Communications Manager
Administrationで設定されたすべてのコーリングサーチ
スペースが、[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース
（Subscribe Calling Search Space）]ドロップダウンリス
トボックスに表示されます。

SIPトランク用の別のコーリングサーチスペースをド
ロップダウンリストから選択しない場合、[SUBSCRIBE
コーリングサーチスペース（Subscribe Calling Search
Space）]の値はデフォルトの [なし（None）]になりま
す。

この目的専用の SUBSCRIBEコーリングサーチスペー
スを設定するには、他のコーリングサーチスペースと

同様に新しいコーリングサーチスペースを設定します。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペー
ス（Subscribe Calling Search Space）]

この SIPトランクに使用する SIPプロファイルを選択し
ます。

[SIPプロファイル（SIP Profile）]
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説明フィールド

トランクサービスのタイプを指定します。次のオプショ

ンのいずれかを選択します。

• [なし(None)]：コール制御ディスカバリ、クラスタ
間のエクステンションモビリティ、または Cisco
IntercompanyMediaEngineにトランクが使用されな
い場合は、このオプションを選択します。

• [コール制御ディスカバリ（Call Control
Discovery）]：このオプションを選択すると、トラ
ンクでコール制御ディスカバリをサポートできる

ようになります。

[アドバタイジングサービス（Advertising Service）]
ウィンドウでCCDアドバタイジングサービスにこ
のトランクを割り当てた場合、トランクは、SAF
ネットワークを使用するリモートコール制御エン

ティティからの着信コールを処理します。

[要求サービス（Requesting Service）]ウィンドウで
CCD要求サービスにこのトランクを割り当てた場
合、トランクは、学習パターンへの発信コールを

処理します。

• [クラスタ間のエクステンションモビリティ
（ExtensionMobility Cross Cluster）]：トランクでク
ラスタ間のエクステンションモビリティ（EMCC）
機能をサポートできるようにするには、このオプ

ションを選択します。

このオプションを選択すると、[メディアターミネー
ションポイントが必須（Media Termination Point
Required）]、[不在ポート（Unattended Port）]、[接
続先アドレス（DestinationAddress）]、[接続先アド
レスIPv6（Destination Address IPv6）]、および [接
続先アドレスはSRV（Destination Address is an
SRV）]の設定が空白またはオフのままになるか、
設定できなくなってデフォルト値が保持されるこ

とになります。

• [Cisco IntercompanyMedia Engine]：このフィールド
を設定する前に、Cisco IMEサーバがインストール
され、使用可能であることを確認します。

[トランクサービスタイプ（Trunk
Service Type）]
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デバイスプールのユーザロケール設定を指定して、

Unicodeを送信するかどうか、また、受信した Unicode
情報を変換するかどうかを決定します。

送信側のデバイスに対してこのチェックボックスをオン

にした場合に、デバイスプールのユーザロケール設定

が終端電話のユーザロケールに一致すると、デバイス

は Unicodeを送信します。ユーザロケール設定が一致
しない場合、デバイスは ASCIIを送信します。

受信側のデバイスは、送信側のデバイスプールのユー

ザロケール設定に基づいて、着信する Unicode文字を
変換します。ユーザロケール設定が終端電話のユーザ

ロケールに一致する場合は、電話に文字が表示されま

す。

[発呼側名に UTF-8を転送（Transmit UTF-8 for Calling
Party Name）]チェックボックスは、デフォルトでオフ
のままになります。

[発呼側名にUTF-8を転送（Transmit
UTF-8 for Calling Party Name）]

このデバイスに割り当てられているデバイスプール内

で設定された接続側トランスフォーメーション CSSを
使用できるようにします。

このチェックボックスをオフにした場合、デバイスで

は、[トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンド
ウでこのデバイスに設定した[接続側トランスフォーメー
ション CSS（Connected Party Transformation CSS）]が使
用されます。

[デバイスプールの接続側トランス
フォーメーション CSSを使用（Use
Device Pool Connected Party
Transformation CSS）]
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次のオプションのいずれかを選択します。

• [プレゼンスなし（NoPreference）]（デフォルト）：
Cisco Unified Communications Managerは DTMFネ
ゴシエートの方式として DTMFを選択します。し
たがって、コールのためのMTPは必要ありませ
ん。

Cisco Unified Communications ManagerがMTPを割
り当てる必要がある場合（[メディアターミネーショ
ンポイントが必須（Media Termination Point
Required）]チェックボックスがオンの場合）は、
SIPトランクのDTMFネゴシエートは RFC 2833に
従って行われます。

• [RFC2833]：トランクで使用される優先DTMF方式
を RFC 2833にする場合は、この設定を選択しま
す。CiscoUnified CommunicationsManagerは、MTP
の使用状況にかかわらず、できる限りRFC2833の
ネゴシエートを試みます。失敗した場合は、アウ

トオブバンド方式が使用されます（ただし、ピア

エンドポイントがこの方式をサポートしている場

合）。

• [OOBおよび RFC2833（OOB and RFC 2833）]：ア
ウトオブバンドと RFC 2833の両方を DTMFに使
用する場合に、この設定を選択します。

ピアエンドポイントがアウトオブバンドとRFC2833
の両方をサポートしている場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerはアウトオブバンドとRFC
2833の両方のDTMF方式をネゴシエートします。

その結果、同じ DTMFキープレスに対して 2つの
DTMFイベント（アウトオブバンドと RFC 2833）
が送信されます。

[DTMFシグナリング方式（DTMF
Signaling Method）]

ProvisioningでSMEデバイスをコールプロセッサとして追加すると、SessionManagementEdition
（SME）で SIPトランクインフラストラクチャ設定製品オブジェクトをプロビジョニングで
きます。

（注）
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SIP プロファイルインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 83：SIP プロファイルインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

SIPプロファイルの名前。[名前（Name）]

SIPプロファイルの説明。[説明（Description）]

RFC2833テレフォニーイベントに対するデフォルトのペイロード
タイプを指定します。

[デフォルトMTPテレフォ
ニーイベントペイロードタ

イプ（DefaultMTPTelephony
Event Payload Type）]

設定済みの [リソースプライオリティネームスペースネットワーク
ドメイン（Resource Priority Namespace Network Domain）]リストを
選択します。

[リソースプライオリティ
ネームスペースリスト

（Resource PriorityNamespace
List）]

標準ベースの G.Clear（CLEARMODE）と独自の Cisco Session
Description Protocols（SDP）の両方をサポートします。

[G.Clearコールに対するアー
リーオファー（Early Offer
for G Clear Calls）]

すべてのメディアストリームが使用されるときに必要な帯域幅。

セッションレベル帯域幅修飾子には、Transport Independent
Application Specific（TIAS）、Application Specific（AS）、および
Conference Total（CT）の 3つがあります。

次のいずれかのオプションを選択して、SIPアーリーオファー要
求または再招待要求の SDP部分に組み込むセッションレベル帯域
幅修飾子を指定します。

• [TIASとAS（TIAS and AS）]

• [TIASのみ（TIAS only）]

• [ASのみ（AS only）]

• [CTのみ（CT only）]

Cisco Unified Communications Manager 8.6.2以上でのみサポートさ
れます。

[SDPセッションレベルの帯
域幅変更機能（SDP
Session-level Bandwidth
Modifier）]
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この機能は、Cisco Unified Communications Managerが、

SIPメッセージ内のユーザエージェントおよびサーバヘッダーの
情報を処理する方法を示します。

次の 3つのオプションのいずれかを選択します。

• [Unified CMのバージョン情報をユーザエージェントヘッダー
として送信（Send Unified CMVersion Information as User-Agent
Header）]：INVITE要求の場合は、ユーザエージェントヘッ
ダーが、CMバージョンヘッダー情報と一緒に組み込まれま
す。応答の場合、サーバヘッダーは省略されます。 Cisco
Unified Communications Managerは、すべての連絡先ヘッダー
をそのまま渡します。これはデフォルトの動作です。

• [受信した情報を連絡先ヘッダーのパラメータとして渡す（Pass
Through Received Information as Contact Header Parameters）]：
このオプションを選択した場合、ユーザエージェント情報ま

たはサーバヘッダー情報は、Contactヘッダーパラメータと
して渡されます。ユーザエージェントまたはサーバヘッダー

は、受信した Contactヘッダーパラメータから取得されます
（存在する場合）。存在しない場合は、受信したユーザエー

ジェントまたはサーバヘッダーから取得されます。

• [受信した情報をユーザエージェントおよびサーバヘッダーと
して渡す（Pass Through Received Information as User-Agent and
ServerHeader）]：このオプションを選択した場合、ユーザエー
ジェント情報またはサーバヘッダー情報は、ユーザエージェ

ントまたはサーバヘッダーとして渡されます。ユーザエー

ジェントまたはサーバヘッダーは、受信したContactヘッダー
パラメータから取得されます（存在する場合）。存在しない

場合は、受信したユーザエージェントまたはサーバヘッダー

から取得されます。

Cisco Unified Communications Manager 8.6.2以上でのみサポートさ
れます。

[ユーザエージェントおよび
サーバヘッダーの情報

（User-Agent and Server
header information）]

Cisco Unified Communications Managerが、受信したオファー内の
オーディオコーデックの初期設定に従って、処理中にそれを保持

できるようにするには、[オン（On）]を選択します。

Cisco Unified Communications Managerが、受信したオファー内の
オーディオコーデックの初期設定を無視し、ローカルに設定され

た [オーディオコーデックの初期設定リスト（AudioCodecPreference
List）]を適用できるようにするには、[オフ（Off）]を選択しま
す。デフォルトでは、サービスパラメータの設定が選択されま

す。

[受信オファーのオーディオ
コーデック初期設定を承認

（Accept Audio Codec
Preferences in Received
Offer）]
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CiscoUnified CommunicationsManagerはダイヤル文字列の解釈ポリ
シーを使用して、SIP IDヘッダーが電話番号とディレクトリ URI
のどちらであるのか判断します。

電話番号とディレクトリ URIは異なるデータベースルックアップ
テーブルに保存されているため、Cisco Unified Communications
Managerは SIP IDヘッダーのユーザ部分の文字を調べます。これ
は、SIPアドレスの@記号よりも前の部分（user@IP addressや
user@domainなど）です。

[ダイヤル文字列の解釈（Dial String Interpretation）]を設定するに
は、ドロップダウンリストボックスで、次のいずれかのオプショ

ンを選択します。

• [常にすべてのダイヤル文字列をURIアドレスとして処理
（Always treat all dial strings as URI addresses）]：Cisco Unified
Communications Managerは、着信コールを URIアドレスであ
るかのように扱います。

• [電話番号は0～9、A～D、*、#、+で構成(これ以外はURIアド
レスとして処理)（Phone number consists of characters 0–9, A–D,
*, and + (others treated as URI addresses)）]：SIP IDヘッダーの
ユーザ部分のすべての文字がこの範囲に含まれる場合は、Cisco
Unified Communications Managerは着信コールを電話番号とし
て扱います。アドレスのユーザ部分で、この範囲外の文字を

使用している場合は、アドレスは URIとして扱われます。

• [電話番号は0～9、*、#、+で構成(これ以外はURIアドレスと
して処理)（Phone number consists of characters 0-9, *, and + (others
treated as URI addresses)）]：SIP IDヘッダーのユーザ部分のす
べての文字がこの範囲に含まれる場合は、Cisco Unified
Communications Managerは着信コールを電話番号として扱い
ます。アドレスのユーザ部分で、この範囲外の文字を使用し

ている場合は、アドレスは URIとして扱われます。

要求 URIに user=phoneタグが含まれる場合、Cisco
Unified Communications Managerは、[ダイヤル文字
列の解釈（Dial String Interpretation）]フィールドで
選択したオプションに関係なく、ダイヤル文字列を

番号として扱います。

（注）

[ダイヤル文字列の解釈
（Dial String Interpretation）]
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SIPトランクでこの SIPプロファイルを設定するには、このチェッ
クボックスをオンにします。それによって、Cisco Unified
CommunicationsManager管理者は、次のことを行えるようになりま
す。

•リダイレクトされたコンタクトが 3xx応答で受信された場合
に、特定のコーリングサーチスペースを適用します。

•リダイレクトされたコンタクトに対して番号分析を適用し、
コールが正しくルーティングされていることを確認します。

•サービスパラメータで設定できるリダイレクション（再帰リ
ダイレクション）の数を制限することによって、DOS攻撃を
防止します。

•リダイレクションの実行中にその他の機能を起動できるよう
にします。

[アプリケーションによるリ
ダイレクト（Redirect by
Application）]

発信側の電話でローカル呼び出し音を再生し、2000K応答の受信
時にメディアを接続するには、このチェックボックスをオンにし

ます。

[180で早期メディアを無効
化（Disable Early Media on
180）]

システムがMicrosoft Exchangeからの信号を受け付け、オーディオ
から T.38ファクスにコールを切り替えるように指定できます。こ
の機能を使用するには、このSIPプロファイルをSIPトランクに設
定する必要があります。

[発信 T.38 INVITEにオー
ディオ mlineを含める
（Outgoing T.38 INVITE
include audio mline）]

このオプションにより、デュアルスタック SIPトランクが IPv4と
IPv6の両方のメディアを提供できるようになります。

[ANATの有効化（Enable
VAD）]

サードパーティの AS-SIPエンドポイント、および AS-SIPトラン
クで適切な Assured Serviceの動作を確実に実行させるには、この
チェックボックスをオンにします。この設定により、特定のAssured
Serviceの動作が会議ファクトリや SRTPなどのサービスに影響し
ます。

[Assured Services SIPとの適
合（Assured Services SIP
conformance）]

MLPPユーザ認証を有効にする場合は、このチェックボックスをオ
ンにします。MLPPユーザ認証では、電話からMLPPユーザ名と
パスワードを送信する必要があります。

[MLPPユーザ認証（MLPP
User Authorization）]

SIP INVITEが期限切れになるまでの時間を秒単位で指定します。[INVITEのタイムアウト値
（Timer Invite Expires）]
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このパラメータは、[レジスタのタイムアウト値（Timer Register
Expires）]の設定とともに指定します。電話は、登録期間が終わる
[レジスタの再送間隔の調整値（TimerRegisterDelta）]の値（秒数）
よりも前に再登録します。登録期間は、SIPStationKeepAlive Interval
サービスパラメータの値によって決まります。

[レジスタの再送間隔の調整
値（Timer Register Delta）]

SIPを実行している電話が Registerメッセージの Expiresヘッダー
で送信する値を指定します。有効値は任意の正数です。デフォル

ト値は 3600（1時間）です。

Registerメッセージへの 2000K応答で、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、SIP Station KeepAlive Intervalサービスパラメータの設
定値を含む Expiresヘッダーを指定します。

2000K内のこの値によって、登録が期限切れになるまでの時間（秒
数）が決まります。電話は、この期間が終わる [レジスタの再送間
隔の調整値（Timer Register Delta）]の値（秒数）よりも前に登録
を更新します。

[レジスタのタイムアウト値
（Timer Register Expires）]

SIPメッセージの再送信タイマーの最小値をミリ秒単位で指定しま
す。有効値は任意の正数です。

[タイマー T1（Timer T1）]

SIPメッセージの再送信タイマーの最大値をミリ秒単位で指定しま
す。有効値は任意の正数です。

[タイマー T2（Timer T1）]

INVITE要求が送信される最大回数を指定します。有効値は任意の
正数です。

[INVITEの再試行（Retry
INVITE）]

INVITE要求が再送信される最大回数を指定します。有効値は任意
の正数です。

[非INVITEの再試行（Retry
Non-INVITE）]

メディア用の Real-Time Protocol（RTP）ポートの始まりを指定し
ます。範囲は 16384～ 32767です。

[開始メディアポート（Start
Media Port）]

メディア用の Real-Time Protocol（RTP）ポートの終わりを指定し
ます。範囲は 16384～ 32767です。

[終了メディアポート（Stop
Media Port）]

SIPを実行している電話がコールピックアップ機能を起動するた
めに、CiscoUnified CommunicationsManagerへ送信する固有のアド
レスを指定します。

[コールピックアップURL
（Call Pickup URL）]

SIPを実行している電話がコールピックアップグループの他の機
能を起動するために、CiscoUnified CommunicationsManagerへ送信
する固有のアドレスを指定します。

[コールピックアップグルー
プ別URI（Call Pickup Group
Other URI）]
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SIPを実行している電話がコールピックアップグループ機能を起
動するために、CiscoUnified CommunicationsManagerへ送信する固
有のアドレスを指定します。

[コールピックアップグルー
プURI（Call Pickup Group
URI）]

SIPを実行している電話がミートミー会議機能を起動するために、
CiscoUnified CommunicationsManagerへ送信する固有のアドレスを
指定します。

[ミートミーサービスURI
（Meet Me Service URI）]

Registerメッセージ内の user=パラメータを設定します。[ユーザ情報（User Info）]

インバンド DTMFディジットのトーンレベルを指定します。[DTMF DBレベル（DTMF
DB Level）]

呼び出し音を鳴らして、まだ他に保留中の相手がいることを通知

できるようにします。

[コール保留時の呼び出し音
（Call Hold Ring Back）]

番号非通知呼び出しのブロックを設定します。[非通知着信拒否
（Anonymous Call Block）]

発信者 IDのブロックを設定します。[発信者 IDブロック（Caller
ID Blocking）]

[サイレント（Do Not Disturb）]機能を有効にします。[サイレントコントロール
（Do Not Disturb Control）]

Telnetをサポートする電話に対する、Telnetレベルの設定パラメー
タを制御します。

[7940と 7960の Telnetレベ
ル（Telnet Level for 7940 and
7960）]

フェールオーバーが必要になったときにバックアップCiscoUnified
CommunicationsManagerが使用可能であることを保証するために、
バックアップ Cisco Unified Communications Managerに送信される
キープアライブメッセージの間隔を指定します。

[キープアライブのタイムア
ウト値（Timer Keep Alive
Expires）]

加入が期限切れになるまでの時間を秒数で指定します。この値は、

Expiresヘッダーフィールドに挿入されます。
[サブスクライブのタイムア
ウト値（Timer Subscribe
Expires）]

[サブスクライブのタイムアウト値（Timer Subscribe Expires）]に
よって管理されるように、加入期間が終わる [サブスクライブの再
送間隔の調整値（Timer Subscribe Delta）]の値（秒数）よりも前に
再加入します。

[サブスクライブの再送間隔
の調整値（Timer Subscribe
Delta）]
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コールをドロップする前に電話がコールのリダイレクトを許可す

る最大回数を指定します。

[最大リダイレクト
（Maximum Redirections）]

電話の受話器が外されてから最初の数字タイマーが設定されるま

での経過時間をミリ秒で指定します。範囲は、0～ 150,000ミリ秒
です。

[オフフックから最初の数字
タイマー（Off Hook To First
Digit Timer）]

SIPを実行している電話が自動転送機能を起動するために、Cisco
Unified Communications Managerへ送信する固有のアドレスを指定
します。

[コール転送 URI（Call
Forward URI）]

SIPを実行している電話が短縮ダイヤル機能を起動するために、
CiscoUnified CommunicationsManagerへ送信する固有のアドレスを
指定します。

[短縮ダイヤル URI
（Abbreviated Dial URI）]

Cisco Unified IP Phone 7940または 7960を使用している会議開始者
が電話を切った場合、その電話が残りの会議参加者を参加させよ

うとするかどうかを指定します。

[会議参加が有効（Conference
Join Enabled）]

コール保留の信号が Cisco Unified Communications Managerに送信
される場合、RFC2543に従って接続アドレスを 0.0.0.0に設定でき
るようにするかどうかを指定します。この操作により、RFC3264
をサポートしないエンドポイントとの下位互換性を確保できます。

[RFC 2543保留（RFC 2543
Hold）]

Cisco Unified IP Phone 7940または 7960の発信者が、コールの呼び
出し音が鳴っているときに、在席転送の 2番目のレッグを転送で
きるかどうかを指定します。準在席転送を有効にする場合は、こ

のチェックボックスをオンにします。準在席転送を無効にする場

合は、このチェックボックスをオフのままにします。

[準在席転送（Semi Attended
Transfer）]

Voice Activation Detection（VAD）を有効にするかどうかを指定し
ます。VADを無効にする場合は、このチェックボックスをオフの
ままにします。VADが有効である場合、音声検出時にメディアは
伝送されません。

[VADを有効にする（Enable
VAD）]

電話がオフフックになったときにメッセージが待機している場合

に、断続音のダイヤルトーンが聞こえるようにするかどうかを指

定します。メッセージが待機していても断続音のダイヤルトーン

が聞こえないようにする場合は、このチェックボックスをオフの

ままにします。

[メッセージがある場合は断
続音（Stutter Message
Waiting）]

[URIからの着信要求の設定（Incoming Requests FROM URI Settings）]
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発呼者回線 IDに使用するパターンを 0～ 24桁で入力します。た
とえば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX =可変の発呼者回線 ID。ここで、Xは内線番号に
相当します。市外局番を指定しない場合は、COがこの番号
にエリアコードを追加します。

• 55000 =固定の発呼者回線 ID。コールの発信元の正確な内線
番号の代わりに、社内番号を送信する場合に使用してくださ

い。市外局番を指定しない場合は、COがこの番号にエリア
コードを追加します。

国際的なエスケープ文字 +も入力することができます。

[発信者 ID DN（Caller ID
DN）]

発信元 SIPデバイスから受信した発信者名よりも優先させる発信
者名を入力します。

[発信者名（Caller Name）]

[トランク固有の設定（Trunk Specific Configuration）]

コールの再ルーティングを行う SIPトランクを識別するときに、
Cisco Unified Communications Managerが使用する方法を指定しま
す。

[着信要求を新規トランクへ
と再ルーティングする基準

（Reroute Incoming Request
to new Trunk based on）]

RSVP over SIPトランクを設定するために、Cisco Unified
Communications Managerで使用する方法を指定します。

[RSVP Over SIP]

失敗したエンドツーエンドの RSVPコールがローカル RSVPに
フォールバックして、コールを確立できるようにします。

[ローカル RSVPにフォール
バック（Fall back to local
RSVP）]

すべての SIP暫定応答（100 Tryingメッセージ以外）をリモートの
SIPエンドポイントに確実に送信されるかどうかを決定する、SIP
Rel1XXを設定します。

[SIP Rel1XXオプション
（SIP Rel1XX Options）]
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[ビデオコールトラフィッククラス（Video Call Traffic Class）]は、
ビデオエンドポイントのタイプ、または SIPプロファイルを関連
付けるトランクを定義します。ドロップダウンリストボックスか

ら、次の 3つのオプションのいずれかを選択します。

• [イマーシブ（Immersive）]：高画質イマーシブビデオ。

• [デスクトップ（Desktop）]：標準のデスクトップビデオ。

• [混合（Mixed）]：イマーシブビデオとデスクトップビデオ
の混合。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerロケーションコールアドミッ
ション制御（CAC）は、[ビデオコールトラフィッククラス（Video
Call Traffic Class）]で指定されたコールのタイプに基づいて、2つ
のロケーションビデオ帯域幅プール（「ビデオ帯域幅」または「イ

マーシブ帯域幅」）から帯域幅を予約します。詳細については、

『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の「Call
Admission Control」の章を参照してください。

[ビデオコールトラフィック
クラス（Video Call Traffic
Class）]

ネットワークが提供する IDを選択するには、[厳格な送信元URIプ
レゼンテーションのみ（Strict From URI presentation Only）]を選択
します。

ユーザが提供する IDを選択するには、[厳格な IDヘッダープレゼ
ンテーションのみ（Strict Identity Headers presentation Only）]を選
択します。

[発呼者回線 IDの表示
（Calling Line Identification
Presentation）]

b番号をヌル値に変更するのではなく、トランク間の会議ブリッジ
を識別する b番号を SIPトランクで渡すには、このチェックボッ
クスをオンにします。

受信側では、このフィールドが有効である必要はありません。

Open Recording Architecture（ORA）の場合、このチェックボック
スをオンにする必要はありません。

録音機能を動作させるための SIPヘッダーの拡張です。

このチェックボックスを有効にすると、レコーダはユーザが会議

に参加している録音セッションを調整できます。

Cisco Unified Communications Manager 8.5以上でのみサポートされ
ます。

[会議ブリッジ IDの配信
（Deliver Conference Bridge
Identifier）]
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アーリーオファーをサポートするトランクを作成する場合は、こ

のチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Communications Manager 8.5以上でのみサポートされ
ます。

[音声コールとビデオコール
に対するアーリーオファー

のサポート(必要に応じて
MTPを挿入)（Early Offer
support for voice and video
calls (insert MTP if needed)）]

補足サービス中のコール保留またはメディア中断時に、CiscoUnified
Communications Managerが Invite a=inactive SDPメッセージを送信
しないようにするには、このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Communications Manager 8.5以上でのみサポートされ
ます。

[通話中 INVITEで送受信
SDPを送信（Send
send-receive SDP in mid-call
Invite）]

このボックスがオンの場合は、サポートされている SIPエンドポ
イントに Binary Floor Control Protocolを使用したプレゼンテーショ
ン共有の有効化を許可するように、Cisco Unified Communications
Managerが設定されます。

[BFCPを使用するプレゼン
テーション共有を許可

（Allow Presentation Sharing
using BFCP）]

iXメディアチャネルのサポートを有効にするには、このチェック
ボックスをオンにします。

[iXアプリケーションメディ
アを許可（Allow iX
Application）]

設定済み回線デバイス発信者情報のSIPトランクからのパススルー
を可能にするには、このボックスをオンにします。

[設定済み回線デバイス発信
者情報のパススルーを許可

（Allow Passthrough of
Configured Line Device Caller
Information）]

非通知着信コールを拒否する場合は、このボックスをオンにしま

す。

[非通知着信コールを拒否
（RejectAnonymous Incoming
Calls）]

非通知発信コールを拒否する場合は、このボックスをオンにしま

す。

[非通知発信コールを拒否
（Reject AnonymousOutgoing
Calls）]

[SIP Options Ping]
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説明フィールド

SIP Options機能を有効にする場合は、このチェックボックスをオ
ンにします。

Cisco Unified Communications Manager 8.5以上でのみサポートされ
ます。

[サービスタイプ"なし（デ
フォルト）"のトランクの接
続先ステータスをモニタす

るためにOPTIONS Pingを有
効にする（Enable Options
Ping to monitor destination
status for Trunks with service
type “None (Default)”）]

このフィールドでは、リモートピアが応答しており、トランクに

[インサービス（In Service）]のマークが付いている場合の SIP
OPTIONS要求の間隔を設定します。

Cisco Unified Communications Manager 8.5以上のバージョンでのみ
サポートされます。

[インサービスおよび一部イ
ンサービスのトランクのPing
間隔(秒)（Ping Interval for
In-service and Partially
In-service Trunks (seconds)）]

このフィールドでは、リモートピアが応答しており、トランクに

[アウトオブサービス（OutofService）]のマークが付いている場合
の SIP OPTIONS要求の間隔を設定します。

Cisco Unified Communications Manager 8.5以上のバージョンでのみ
サポートされます。

[アウトオブサービスのSIPト
ランクのPing間隔(秒)（Ping
Interval for Out-of-service SIP
Trunks (seconds)）]

このフィールドでは、OPTIONS要求を再送信するまでの最大待機
時間を指定します。

Cisco Unified Communications Manager 8.5以上のバージョンでのみ
サポートされます。

[Ping再試行タイマー(ミリ秒)
（Ping Retry Timer
(milliseconds)）]

このフィールドでは、Cisco Unified Communications Managerがリ
モートピアに OPTIONS要求を送信する回数を指定します。

Cisco Unified Communications Manager 8.5以上のバージョンでのみ
サポートされます。

[Ping再試行数（Ping Retry
Count）]
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SRST 参照先設定製品のフィールド

表 84：SRST 参照先設定製品のフィールド

説明フィールド

SRST参照先名はそれぞれ固有の名前にしてください。この名前に
は、最長 50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリ
オド（.）、ハイフン（-）、およびアンダースコア（_）を任意に
組み合わせて使用することが可能です。

[名前（Name）]

このSRST参照先のポート番号を入力します。デフォルト値は2000
です。

この値を変更するのは、この値がゲートウェイのポート

設定と一致しない場合だけにします。この値とゲート

ウェイのポート設定は一致している必要があります。

（注）

[ポート（Port）]

デバイスプール内のデバイス用に、SRST参照先として使用する
ゲートウェイの IPアドレスを入力します。

[IPアドレス（IP Address）]

SIPを実行しているエンドポイントが SRSTモード時に使用する
サーバの IPアドレスを入力します。

SRST対応のゲートウェイにフォールバックするには、
SIPデバイスの [SIPネットワーク/IPアドレス（SIP
Network/IPAddress）]フィールドおよび [SIPポート（SIP
Port）]フィールドを設定する必要があります。

（注）

[SIPネットワーク/IPアドレ
ス（SIP Network/IP
Address）]

SRSTゲートウェイの SIPポートを入力します。デフォルト値は
5060です。

[SIPポート（SIP Port）]

SRST対応ゲートウェイに、自己署名証明書が含まれることを確認
した後、このチェックボックスをオンにします。

[セキュアSRST（Is SRST
Secure?）]

トランスレーションパターンインフラストラクチャ設定製品のフィー

ルド

表 85：トランスレーションパターンインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

数字とワイルドカードを含むトランスレーションパターン。[トランスレーションパター
ン（Translation Pattern）]
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説明フィールド

使用可能なルートパーティション。[ルートパーティション
（Route Partition）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

番号計画。[ダイヤルプラン（Dial
Plan）]

ルートフィルタ（オプション）。[ルートフィルタ（Route
Filter）]

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）優先設定。[MLPP優先度（MLPP
Precedence）]

使用可能なコーリングサーチスペース。[コールサーチスペース
（Call Search Space）]

ブロックを有効または無効にします。[ブロックが有効（Block
Enabled）]

[ブロックが有効（Block Enabled）]フィールドの設定に依存しま
す。リリース目的を選択する場合は、[ブロックが有効（Block
Enabled）]を [はい（True）]に設定する必要があります。

[リリース目的（Release
Cause）]

発信側の外線電話番号マスクを使用するかどうかを指定します。[発呼側の外線電話番号マス
クを使用（UseCalling Party's
External Phone Number
Mask）]

トランスフォーメーションマスク値。[発呼側トランスフォーメー
ションマスク（Calling Party
Transform Mask）]

プレフィックス番号。[発呼側プレフィックス番号
(発信コール)（Calling Party
Prefix Digits (Outgoing
Calls)）]

このトランスレーションパターンについて、Cisco Unified
CommunicationsManagerで着信側電話機のディスプレイへの発信側
電話番号の表示を許可するか、禁止するかを指定します。

[発呼者回線 IDの表示
（Calling Line ID
Presentation）]
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説明フィールド

このトランスレーションパターンについて、Cisco Unified
CommunicationsManagerで着信側電話機のディスプレイへの発信側
の名前の表示を許可するか、禁止するかを指定します。

[発呼者名の表示（Calling
Name Presentation）]

このトランスレーションパターンについて、Cisco Unified
CommunicationsManagerで発信側電話機のディスプレイへの接続先
電話番号の表示を許可するか、禁止するかを指定します。

[接続側回線 IDの表示
（Connected Line ID
Presentation）]

このトランスレーションパターンについて、Cisco Unified
CommunicationsManagerで発信側電話機のディスプレイへの接続先
の名前の表示を許可するか、禁止するかを指定します。

[接続先名の表示（Connected
Name Presentation）]

このトランスレーションパターンに関連付ける番号破棄命令。[着信側での番号の削除
（Called Party Discard
Digits）]

トランスフォーメーションマスク値。[着信側トランスフォーメー
ションマスク（Called Party
Transform Mask）]

Unified Call Manager Group インフラストラクチャ設定製品のフィール
ド

表 86：Unified Call Manager Group インフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

使用可能な Cisco Unified Communications Managerのリスト。[Unified CM]

自動登録が有効な場合に、このCiscoUnifiedCommunicationsManager
グループをデフォルトの Cisco Unified Communications Managerグ
ループにする場合は、[はい（Yes）]を選択します。

[自動登録Unified CMグルー
プ（Auto-RegistrationUnified
CM Group）]
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UC サービスインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 87：UC サービスインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

[ボイスメール（Voicemail）]

製品タイプを選択します。使用可能なオプションは [Unity]と
[Unity Connection]です。

デフォルト設定：[Unity]

[製品タイプ（Product Type）]

ボイスメールサービスの名前を入力します。わかりやすく識

別しやすい名前にすることを推奨します。

[名前（Name）]

（オプション）ボイスメールサービスを区別しやすくするた

めの説明を入力します。説明は必要に応じて変更できます。

最大文字数：100

[説明（Description）]

ボイスメールサービスのアドレスを、次のいずれかの形式で

入力します。

•ホスト名

• IPアドレス

•完全修飾ドメイン名（FQDN）

このフィールドは、関連付けられているボイスメールサービ

スのホスト名、IPアドレス、または FQDNと完全に一致する
必要があります。ボイスメールサービスのホスト名または IP
アドレスが変更された場合は、それに応じてこのフィールドの

値を変更してください。

[ホスト名/IPアドレス
（Hostname/IP Address）]

ボイスメールサービスと接続するポートを入力します。

デフォルトのポート：443

このフィールドの値は、ボイスメールサービスに使用可能な

ポートと一致する必要があります。他のサービスと競合して

いる場合に限り、ポート番号を変更してください。

[ポート（Port）]
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説明フィールド

ボイスメールメッセージを安全にルーティングするためのプ

ロトコルを選択します。

使用可能なオプション：[HTTP]、[HTTPS]

Cisco Unityサーバおよび Cisco Unity Connectionサーバのボイ
スメール転送プロトコルには、[HTTPS]を使用することを推奨
します。ネットワーク設定で [HTTPS]がサポートされない場
合に限り [HTTP]に変更してください。

[プロトコル（Protocol）]

[会議（Conferencing）]

（オプション）ディレクトリサービスを区別しやすくするた

めの説明を入力します。説明は必要に応じて変更できます。

[説明（Description）]

会議サービスのアドレスを、次のいずれかの形式で入力しま

す。

•ホスト名

• IPアドレス

• FQDN

このフィールドは、関連付けられているディレクトリサービ

スのホスト名、IPアドレス、または FQDNと完全に一致する
必要があります。ディレクトリサービスのアドレスが変更さ

れた場合は、それに応じてこのフィールドの値を変更してくだ

さい。

使用できる文字：英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）、ピリオド
（.）、バックスラッシュ（\）、ダッシュ（-）、アンダースコ
ア（_）

[ホスト名/IPアドレス
（Hostname/IP Address）]

ユーザがWeb会議にログインするときに会議サービスに接続
できるように、会議サービスのポートを入力します。

デフォルトのポート：80

使用できる値：1～ 65535

HTTP通信にはポート 80を、HTTPS通信にはポート
443を使用します。

（注）

この値は、会議サービスに使用可能なポートと一致

する必要があります。他のサービスと競合している

場合に限り、ポート番号を変更してください。

（注）

[ポート（Port）]

   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
546 OL-31509-01-J   

インフラストラクチャ設定製品のフィールド

UC サービスインフラストラクチャ設定製品のフィールド



説明フィールド

Web会議通信をルーティングするプロトコルを選択します。

使用可能なオプション：[HTTP]、[HTTPS]

デフォルト設定：[HTTP]。ネットワークの設定、IM and
Presenceの設定、およびセキュリティ上のニーズに合わせて、
次のようにこの設定を変更します。

[HTTP]：サーバ、Cisco Jabber、ブラウザとの間でデータを転
送する標準の方法として、Hypertext Transfer Protocolを選択し
ます。このオプションは、Cisco Unified MeetingPlaceまたは
Cisco Unified MeetingPlace Expressサーバで SSLが有効になっ
ていない場合に選択します。

[HTTPS]：サーバ、Cisco Jabber、ブラウザとの間で安全にデー
タを転送する標準の方法として、Hypertext Transfer Protocol over
SSLを選択します。このオプションは、Unified MeetingPlace
サーバまたはUnified MeetingPlace Expressサーバで SSLが有効
になっている場合に選択します。

[プロトコル（Protocol）]

[メールストア（Mailstore）]

メールストアとして UCサービスタイプを設定します。[UCサービスタイプ（UCService
Type）]

Exchangeとして製品のタイプを設定します。[製品タイプ（Product Type）]

メールストアサービスの名前を入力します。わかりやすく識

別しやすい名前にすることを

推奨します。

最大文字数：50（ASCIIのみ）

[名前（Name）]

（オプション）メールストアサービスを区別しやすくするた

めの説明を入力します。説明は必要に応じて変更できます。

[説明（Description）]
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説明フィールド

メールストアサービスのアドレスを、次のいずれかの形式で

入力します。

•ホスト名

• IPアドレス

• FQDN

このフィールドは、関連付けられているメールストアサービ

スのホスト名、IPアドレス、または FQDNと完全に一致する
必要があります。メールストアサービスのアドレスが変更さ

れた場合は、それに応じてこのフィールドの値を変更してくだ

さい。

Cisco Unityでは、Microsoft Exchangeサーバでのメッセージ保
存用にサブスクライバメールボックスが作成されます。

通常、Cisco Unity Connectionはメールストアサービ
スを提供し、同じサーバ上でメールストアサービス

をホストします。

（注）

[ホスト名/IPアドレス
（Hostname/IP Address）]

サービス用に設定するポート番号を指定します。

デフォルトのポート：143

使用できる値：1～ 65535

CiscoUnityConnectionを使用したセキュアボイスメッ
セージングの場合は、ポート7993を使用してくださ
い。

（注）

この値は、メールストアサービスで使用可能なポー

トと同じにする必要があります。他のサービスと競

合している場合に限り、ポート番号を変更してくだ

さい。

（注）

[ポート（Port）]

Cisco Jabberクライアントがこのサービスに接続するときに使
用するプロトコルを選択します。

使用できるオプション：[TCP]、[SSL]、[TLS]、[UDP]

デフォルト設定：[TCP]。これは、最もよく使用されるネット
ワーク設定です。展開、Unified CMの設定、および

セキュリティ上のニーズに合わせて、この設定を変更します。

CiscoUnityConnectionを使用したセキュアボイスメッ
セージングの場合は、TLSを使用してください。

（注）

[プロトコル（Protocol）]

[ディレクトリ（Directory）]
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説明フィールド

UCサービスタイプとしてディレクトリを指定します。[サービスタイプ（Service
Type）]

サポートされているディレクトリ製品タイプをこのリストから

選択します。これはネットワーク設定に適用されます。

使用できるオプション：[ディレクトリ（Directory）]、[拡張
ディレクトリ（Enhanced Directory）]

デフォルト設定：[ディレクトリ（Directory）]

[製品タイプ（Product Type）]

ディレクトリサービスの名前を入力します。わかりやすく識

別しやすい名前にすることを推奨します。

最大文字数：50（ASCIIのみ）

使用できる値：引用符（"）、山カッコ（<>）、バックスラッ
シュ（\）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）
以外のすべての文字

[名前（Name）]

（オプション）ディレクトリサービスを区別しやすくするた

めの説明を入力します。説明は必要に応じて変更できます。

使用できる値：引用符（"）、山カッコ（<>）、バックスラッ
シュ（\）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号（%）
以外のすべての文字

[説明（Description）]

ディレクトリサービスのアドレスを、次のいずれかの形式で

入力します。

•ホスト名

• IPアドレス

• FQDN

このフィールドは、関連付けられているディレクトリサービ

スのホスト名、IPアドレス、または FQDNと完全に一致する
必要があります。ディレクトリサービスのアドレスが変更さ

れた場合は、それに応じてこのフィールドの値を変更してくだ

さい。

使用できる値：英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）、ピリオド
（.）、バックスラッシュ（\）、ダッシュ（-）、アンダースコ
ア（_）

[ホスト名/IPアドレス
（Hostname/IP Address）]
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説明フィールド

ディレクトリサービスのポートを入力します。

デフォルトのポート：389

使用できる値：1～ 65535

この値は、ディレクトリサービスに使用可能なポートと一致

する必要があります。

他のサービスと競合している場合に限り、ポート番

号を変更してください。

（注）

[ポート（Port）]

ディレクトリサービスと Cisco Jabberクライアント間の通信を
ルーティングするプロトコルを選択します。

使用できるオプション：[TCP]、[UDP]、[TLS]

デフォルト設定：[TCP]これは、最もよく使用されるネット
ワーク設定です。ネットワーク設定、Unified CMの設定、お
よびセキュリティ上のニーズに合わせて、この設定を変更しま

す。

[プロトコル（Protocol）]

検索用に最適化されているグローバルカタログまたは検索用

に最適化されない可能性のあるドメインコントローラ（ある

いはLDAPサービスを実行するサーバ）に接続するディレクト
リサーバのタイプを指定します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[グローバルカタログサーバ（Global Catalog
server）]

[接続タイプ（ConnectionType）]

クレデンシャルをクリアテキストで送信するかどうかを指定

します（デフォルトでは、クリアテキストではなくセキュア

な接続を使用します）。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[はい（True）]

[セキュアな接続を使用する
（Use Secure Connection）]

番号検索にワイルドカードを使用します。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[いいえ（False）]

[ワイルドカードを使用する
（Use Wildcards）]

自宅、携帯、その他の番号を使用するクエリーを無効にしま

す。

これは必須フィールドです。

デフォルト：[いいえ（False）]

[セカンダリ番号検索を無効にす
る（Disable Secondary Number
Lookups）]
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説明フィールド

「im:」や「sip:」などの URIスキーム名を指定します。

最大長：32

[URIプレフィックス（Uri
Prefix）]

電話番号で解決するときに使用可能なマスクを定義できます。

たとえば、マスク +353|+(###) ## ## ####を使用すると、
+35311221234という形式の番号を +(353) 11 22 1234に解決で
きます。複数のマスクを定義するには「|」演算子を使用しま
す。たとえば、+353|+(###) ## ## ####|+44|+44 (## )## #####) ##
######を使用すると、+35311221234という形式の番号を+(353)
11 22 1234に解決できます。

最大長：1024

[電話番号マスク（PhoneNumber
Masks）]

[IM and Presence]

UCサービスタイプとして IM and Presenceを指定します。[サービスタイプ（Service
Type）]

サポートされている IM and Presence製品タイプをこのリスト
から選択します。これはネットワーク設定に適用されます。

使用できるオプション：[UnifiedCM(IMandPresence)]、[WebEx
(IM and Presence)]

デフォルト設定：[Unified CM (IM and Presence)]

[製品タイプ（Product Type）]

IM and Presenceサービスの名前を入力します。わかりやすく
識別しやすい名前にすることを推奨します。

最大文字数：50（ASCIIのみ）

[名前（Name）]

（オプション）IMandPresenceサービスを区別しやすくするた
めの説明を入力します。説明は必要に応じて変更できます。

[説明（Description）]
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説明フィールド

IMandPresenceサービスのアドレスを、次のいずれかの形式で
入力します。

•ホスト名

• IPアドレス

• DNS SRV

使用できる値：英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）、ピリオド
（.）、バックスラッシュ（\）、ダッシュ（-）、アンダースコ
ア（_）

このフィールドの値は、関連付けられている IM and
Presenceサービスのホスト名、IPアドレス、または
DNSSRVと完全に一致する必要があります。 IM and
Presenceサービスのアドレスが変更された場合は、
それに応じてこのフィールドの値を変更してくださ

い。

ユーザに適した IM and Presenceサービスをクライア
ントが見つけやすい DNS SRVを推奨します。

（注）

[ホスト名/IPアドレス
（Hostname/IP Address）]

[会議（Conferencing）]

UCサービスタイプとして会議を指定します。[UCサービスタイプ（UCService
Type）]

ネットワーク設定に適用される製品タイプを選択します。

使用可能なオプション：[MeetingPlace Classic]、[MeetingPlace
Express]、[WebEx]

[製品タイプ（Product Type）]

会議サービスの名前を入力します。わかりやすく識別しやす

い名前にすることを推奨します。

最大文字数：50（ASCIIのみ）

[名前（Name）]

（オプション）ディレクトリサービスを区別しやすくするた

めの説明を入力します。説明は必要に応じて変更できます。

[説明（Description）]
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説明フィールド

会議サービスのアドレスを、次のいずれかの形式で入力しま

す。

•ホスト名

• IPアドレス

• FQDN

このフィールドは、関連付けられているディレクトリサービ

スのホスト名、IPアドレス、または FQDNと完全に一致する
必要があります。ディレクトリサービスのアドレスが変更さ

れた場合は、それに応じてこのフィールドの値を変更してくだ

さい。

使用できる文字：英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）、ピリオド
（.）、バックスラッシュ（\）、ダッシュ（-）、アンダースコ
ア（_）

[ホスト名/IPアドレス
（Hostname/IP Address）]

ユーザがWeb会議にログインするときに会議サービスに接続
できるように、会議サービスのポートを入力します。

デフォルトのポート：80

使用できる値：1～ 65535

HTTP通信にはポート 80を、HTTPS通信にはポート
443を使用します。

（注）

この値は、会議サービスに使用可能なポートと一致

する必要があります。他のサービスと競合している

場合に限り、ポート番号を変更してください。

（注）

[ポート（Port）]
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説明フィールド

Web会議通信をルーティングするプロトコルを選択します。

使用可能なオプション：[HTTP]、[HTTPS]

デフォルト設定：[HTTP]。

ネットワークの設定、IMandPresenceの設定、およびセキュリ
ティ上のニーズに合わせて、次のようにこの設定を変更しま

す。

[HTTP]：サーバ、Cisco Jabber、ブラウザとの間でデータを転
送する標準の方法として、Hypertext Transfer Protocolを選択し
ます。

このオプションは、Cisco Unified MeetingPlaceまたは Cisco
Unified MeetingPlace Expressサーバで SSLが有効になっていな
い場合に選択します。

[HTTPS]：サーバ、Cisco Jabber、ブラウザとの間で安全にデー
タを転送する標準の方法として、Hypertext Transfer Protocol over
SSLを選択します。このオプションは、Unified MeetingPlace
サーバまたはUnified MeetingPlace Expressサーバで SSLが有効
になっている場合に選択します。

[プロトコル（Protocol）]

[CTI]

UCサービスタイプとして CTIを指定します。[サービスタイプ（Service
Type）]

製品タイプとして CTIを指定します。[製品タイプ（Product Type）]

CTIサービスの名前を入力します。わかりやすく識別しやすい
名前にすることを推奨します。

最大文字数：50（ASCIIのみ）

[名前（Name）]

（オプション）複数のCTIサービスを設定している場合は、そ
れぞれのサービスを区別しやすくするための説明を入力しま

す。説明は必要に応じて変更できます。

[説明（Description）]
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説明フィールド

CTIサービスのアドレスを、次のいずれかの形式で入力しま
す。

•ホスト名

• IPアドレス

• FQDN

このフィールドは、関連付けられているCTIサービスのホスト
名、IPアドレス、または FQDNと完全に一致する必要があり
ます。CTIサービスのアドレスが変更された場合は、それに応
じてこのフィールドの値を変更してください。

[ホスト名/IPアドレス
（Hostname/IP Address）]

CTIサービスのポートを入力します。

デフォルトのポート：2748

使用できるポート：1～ 65535

この値は、CTIサービスに使用可能なポートと一致
する必要があります。

他のサービスと競合している場合に限り、ポート番

号を変更してください。

（注）

[ポート（Port）]

デフォルトプロトコルとして TCPを指定します。[プロトコル（Protocol）]

ボイスリージョンインフラストラクチャ設定製品のフィールド

表 88：ボイスリージョンインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

コーデックの設定。

Cisco Unified Communications Managerの上位バージョン（4.1以
上）の場合、[デフォルトのコーデック（DefaultCodec）]フィー
ルドはこのオプションの値に設定されます。

[オーディオコーデック（Audio
Codec）]

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 555

インフラストラクチャ設定製品のフィールド

ボイスリージョンインフラストラクチャ設定製品のフィールド



ボイスメールパイロットインフラストラクチャ設定製品のフィール

ド

表 89：ボイスメールパイロットインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

ボイスメールパイロット番号。[番号（Number）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

使用可能なコーリングサーチスペース。[コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]

このパイロット番号がシステムのデフォルトのボイスメールパイ

ロットかどうかを示します。

[デフォルトです（Is
Default）]

ボイスメールプロファイルインフラストラクチャ設定製品のフィー

ルド

表 90：ボイスメールプロファイルインフラストラクチャ設定製品のフィールド

説明フィールド

インフラストラクチャ設定製品の名前。[名前（Name）]

説明（オプション）。[説明（Description）]

使用可能なボイスメールパイロット。[ボイスメールパイロット
（Voicemail Pilot）]

自動登録電話機用のボイスメールボックス番号の書式設定に使用

するマスク。

[ボイスメールボックスマス
ク（Voicemail Box Mask）]

このボイスメールプロファイルがシステムのデフォルトかどうか

を示します。

[デフォルトです（Is
Default）]
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VG202、VG204、および VG224音声ゲートウェイインフラストラクチャ
設定製品のフィールド

表 91：VG202、VG204、および VG224VG202、VG204、VG224、および VG350インフラストラクチャ設定製品の
フィールド

説明フィールド

ゲートウェイの名前。[ゲートウェイ名（Gateway
Name）]

ゲートウェイに関連付けられたプロトコル。[プロトコル（Protocol）]

選択したデバイスのMACアドレス。

[MACアドレス（MAC Address）]フィールドを更新すると、関連
付けられたすべての電話のMACアドレスが更新されます。ただ
し、ユーザレコードのMACアドレスを更新するには、ドメイン
同期化を実行する必要があります。

[MACアドレス(最後の10文
字)（MAC Address (Last 10
Characters)）]

デバイスの説明。[説明（Description）]

Cisco Unified Communications Managerのグループ。[CiscoUnifiedCommunications
Managerグループ（Cisco
Unified Communications
Manager Group）]

そのスロット番号を持つモジュール。[スロット<番号>のモジュー
ル（Module in Slot
<Number>）]

サブユニットの番号。[サブユニット<番号>
（Subunit <Number>）]

モデムパススルーを有効または無効にします。[モデムパススルー（Modem
Passthrough）]

Ciscoファクスリレーを有効または無効にします。[Ciscoファクスリレー（Cisco
Fax Relay）]

T.38ファクスリレーを有効または無効にします。[T.38ファクスリレー（T38
Fax Relay）]

RTPパッケージ機能を有効または無効にします。[RTPパッケージ機能（RTP
Package Capability）]
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説明フィールド

MTパッケージ機能を有効または無効にします。[MTパッケージ機能（MT
Package Capability）]

RESパッケージ機能を有効または無効にします。[RESパッケージ機能（RES
Package Capability）]

PREパッケージ機能を有効または無効にします。[PREパッケージ機能（PRE
Package Capability）]

SSTパッケージ機能を有効または無効にします。[SSTパッケージ機能（SST
Package Capability）]

RTP到達不能タイムアウトを有効または無効にします。[RTP到達不能のオンとオフ
（RTP Unreachable OnOff）]

ミリ秒単位の RTP到達不能タイムアウト。[RTP到達不能タイムアウト
(ミリ秒)（RTP Unreachable
timeout (ms)）]

秒単位の RTPレポート間隔。[RTCPレポート間隔(秒)
（RTP Report Interval
(secs)）]

簡易 SDPを有効または無効にします。[簡易SDP（Simple SDP）]

VG310 および VG320 インフラストラクチャ設定製品のフィールド
VG310およびVG320インフラストラクチャ設定製品のフィールドはVG350とほとんど同じです。
VG310および VG320インフラストラクチャ設定製品には、VG350では使用できない次のフィー
ルドが追加されています。

説明フィールド

ISDNスイッチタイプを選択します。[グローバルISDNスイッチタ
イプ（Gobal ISDN Switch
Type）]

プライマリ Cisco Unified Communications Managerにスイッチバッ
クするために使用するタイミングメカニズムを選択します。

[スイッチバックのタイミン
グ（Switchback Timing）]
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説明フィールド

遅延スイッチバックの使用時に適用される遅延を分単位で選択し

ます。 [スイッチバックのタイミング（SwitchbackTiming）]フィー
ルドで [遅延（Delayed）]を選択した場合は、このフィールドに入
力する必要があります。

[スイッチバックのアップタ
イム遅延（Switchback
Uptime-Delay）]

スケジュールされたスイッチバックの使用時に適用されるスケ

ジュールを時間と分で指定します。 [スイッチバックのタイミング
（Switchback Timing）]フィールドで [スケジュール済み
（Scheduled）]を選択した場合は、このフィールドに入力する必要
があります。

[スイッチバックのスケ
ジュール（Switchback
Schedule）]

使用するDTMF（Dual ToneMultiFrequency）の種類を選択します。[DTMFリレーのタイプ
（Type of DTMF Relay）]

VG310および VG320の場合、Prime Collaboration Provisioningでは、アナログ電話機のプロビジョ
ニングに対してFXSモデルカードのみがサポートされます。CiscoUnifiedCommunicationsManager
では、VG310およびVG320に対して FXSと BRIの両方がサポートされます。 Prime Collaboration
Provisioningを使用して ISDN BRI電話をプロビジョニングすることはできません。

Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1    
   OL-31509-01-J 559

インフラストラクチャ設定製品のフィールド

VG202、VG204、および VG224音声ゲートウェイインフラストラクチャ設定製品のフィールド



   Cisco Prime Collaboration Provisioning ガイド - Standard および Advanced 10.5/10.5.1
560 OL-31509-01-J   

インフラストラクチャ設定製品のフィールド

VG202、VG204、および VG224音声ゲートウェイインフラストラクチャ設定製品のフィールド



付録 C
Provisioning の [コール最大数（Maximum
Calls）] および [ビジートリガー（Busy
Trigger）] 属性のデフォルト値

• Provisioningの [コール最大数（Maximum Calls）]および [ビジートリガー（Busy Trigger）]
属性のデフォルト値, 561 ページ

Provisioning の [コール最大数（Maximum Calls）] および
[ビジートリガー（Busy Trigger）] 属性のデフォルト値

[コール最大数（Maximum Calls）]と [ビジートリガー（Busy Trigger）]は回線プロビジョニング
属性であり、エンドポイントのタイプに基づいて、Cisco Prime Collaboration Provisioningによりデ
フォルト値が設定されます。次の表は、各エンドポイントタイプに応じてCiscoPrimeCollaboration
Provisioningで設定されるデフォルト値を示しています。

表 92：[コール最大数（Maximum Calls）] および [ビジートリガー（Busy Trigger）] プロビジョニング属性のデ
フォルト設定

ビジートリガーコール最大数製品

11アナログ電話

22Cisco Jabber for BlackBerry

24CTIポート

22Cisco 3905

22Cisco 6901
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ビジートリガーコール最大数製品

22Cisco 6911

12Cisco 6921

12Cisco 6941

12Cisco 6945

12Cisco 6961

22Cisco 7902

24Cisco 7905

22Cisco 7905（SIP）

24Cisco 7906

24Cisco 7906（SIP）

22Cisco 7910

24Cisco 7911

24Cisco 7911（SIP）

24Cisco 7912

22Cisco 7912（SIP）

22Cisco 7920

24Cisco 7921

24Cisco 7925

24Cisco 7926 G

11Cisco 7931

12Cisco 7935

12Cisco 7936

26Cisco 7937

24Cisco 7940
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ビジートリガーコール最大数製品

22Cisco 7940（SIP）

24Cisco 7941

24Cisco 7941（SIP）

24Cisco 7941G-GE

24Cisco 7941G-GE（SIP）

24Cisco 7942

24Cisco 7942（SIP）

24Cisco 7945

24Cisco 7945（SIP）

24Cisco 7960

22Cisco 7960（SIP）

24Cisco 7961

24Cisco 7961（SIP）

24Cisco 7961G-GE

24Cisco 7961G-GE（SIP）

24Cisco 7962

24Cisco 7962（SIP）

24Cisco 7965

24Cisco 7965（SIP）

24Cisco 7970

24Cisco 7970（SIP）

24Cisco 7971

24Cisco 7971（SIP）

24Cisco 7975
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ビジートリガーコール最大数製品

24Cisco 7975（SIP）

24Cisco 7985

23Cisco 8941

23Cisco 8945

24Cisco 8961（SIP）

24Cisco 9951（SIP）

24Cisco 9971（SIP）

24Cisco IP Communicator

24Cisco IP Communicator（SIP）

26Cisco Unified Personal
Communicator

22Cisco ATA-186

22Cisco ATA-187

24Cisco Cius

24Cisco DX70

24Cisco DX80

25Cisco E20

44Cisco EX60

44Cisco EX90

23Cisco Jabber for Android

26Cisco Jabber for Desktop

23Cisco Jabber for iPhone

23Cisco Jabber for Tablet

44Cisco TelePresence MX700

44Cisco TelePresence MX800
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ビジートリガーコール最大数製品

23Nokia S604

22Remote Destination Profile

22Third-party SIP device (advanced)

22Third-party SIP device (basic)

4
アップグレード後に、デフォルトでは Nokiaおよび iPhoneなどの新しい電話をオーダーできません。適切なユーザタイプにこれらの新しい
電話タイプを関連付ける必要があります。
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付録 D
事前に作成された IOS テンプレート

• 事前に作成された IOSテンプレート, 567 ページ

事前に作成された IOS テンプレート
シスコでは事前に作成したCisco IOSテンプレートを多数のアプリケーション用に配布しており、
これらのテンプレートはシスコの複数の管理製品でサポートされています。

事前作成 Cisco IOSテンプレートは、次の 2つのファイルで定義されます。

• Name-swconfig.txt：このファイルには Cisco IOSコマンドが含まれています。キーワードが
「アット」記号（@）で区切られる点で、汎用 Cisco IOSコマンドのコマンド属性とは異な
ります。

• Config-UserGuide-Name.txt：このファイルには、swconfig.txtファイルで使用されるすべての
キーワードのリストが含まれています。キーワードには、先頭に@文字を付ける必要があ
ります。先頭文字が@文字ではない場合は、コメントとして処理されます。

<Name>に C2851_GigE-ASSTwOSPF-DMVPN-CME-H323-FaxRelayを当てはめた場合、テキスト
ファイルは次のようになります。

• C2851_GigE-ASSTwOSPF-DMVPN-CME-H323-FaxRelay-swconfig.txt

• Config-UserGuide-C2851_GigE-ASSTwOSPF-DMVPN-CME-H323-FaxRelay.txt

ファイルが欠落している場合や命名規則に従っていない場合、Prime Collaboration Provisioningで
は、事前作成テンプレートファイル名のリストに名前が表示されません。

テキストファイルでエラーが検出された場合は、エラーメッセージが表示されます。エラーメッ

セージが表示された場合は、テンプレート項目の作成をキャンセルして、問題を修正する必要が

あります。最も一般的なエラーは、swconfig.txtファイルで使用されるキーワードが
Config-UserGuide-Name.txtファイルで相互参照されないことです。

Config-UserGuide-<Name>.txtファイル内の非コメント行は、コメントで区切られており、3つの必
須カラムがあります。その内容は次のとおりです。
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• Keyword Name：先頭に@文字を含むキーワードの完全な名前。キーワード名に対して有効
な文字は、英数字、アンダースコア、左角カッコ（[）、および右角カッコ（]）です。

• Keyword Description：Cisco IOSコマンド内でのキーワード値の意味を説明する自由形式のテ
キストフィールド。

• Keyword Label：キーワードの目的に関する簡単な説明。

事前に作成された Cisco IOS テンプレートの Cisco Prime Collaboration
Provisioning へのコピー

一般的な事前に作成された Cisco IOSテンプレートは、cisco.comからダウンロードできます。

ファイルをコピーするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Provisioningシステムにアクセスし、サブディレクトリ ${CUPM-INSTALLED}\sep\ipt\ios-pre-built
に移動します。

ステップ 2 ダウンロードしたファイルを、Provisioningプラットフォームのサブディレクトリにコピーしま
す。ここに、Sampleという名前のディレクトリがあることを確認します。

ステップ 3 新しいディレクトリを作成し、一般的な事前に作成されたCisco IOSテンプレートのタイプにわか
りやすい名前を付けます。

ステップ 4 事前に作成されたテンプレートのName-swconfig.txtおよびConfig-UserGuide-Name.txtを、ios-pre-built
の下に作成済みのサブディレクトリのいずれか 1つにコピーします。
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